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第 1 章 事業概要 

 

第 1 節 事業の趣旨・目的 

 

建築分野では、建築確認申請等の行政手続きのデジタル化が始まっているなど、DX が推進さ

れつつある。 

また、建築現場においても最新技術の活用が進んでいる。例えば、360 度カメラによる現場撮影

は、1 回のシャッターで部屋全体を撮影でき、現場の情報を漏らすことなくモデル化できる等のメリ

ットがある。MR（複合現実）を用いた 3D モデルによる遠隔コミュニケーションでは、発注者や近隣

住民へのスムーズな説明や、協議の工数や時間の削減、さらには建築の未来を示し 3K の払拭に

期待できる等、様々なメリットが生まれている。 

建築における DX には、例えば、5G などを活用した無人化施工、ドローンや AI 技術を活用した

施工管理、BIM の活用などが必要である。但し、DX は単にアナログをデジタルに置き換えるので

はなく、現在の業務内容や進め方、組織構造などを根本的に見直し、再設計することが本来の姿

である。 

こうした状況を背景に、本事業では、建築関連の専門学校生を対し、5G、クラウド、IoT、AI、ビッ

グデータ等の最先端技術に関する知識やスキルを修得させ、それらを活用して建築業務プロセス

の変革や関連サービスの創出を通して、生産性向上や顧客満足度向上に貢献できる建築 DX 人

材の育成を目指す。 

 

第 2 節 学習者のターゲット・目指すべき人材像 

 

建築関連の専門学校生を主なターゲットとする。 

目指す人材像は、AI や XR 等の最先端技術を活用して、建築業務プロセスの変革や建築関連

サービスの創出を企画できる建築 DX 人材である。 

 

第 3 節 実施体制 

 本事業における実施体制は以下の通りである。 

 

●実施委員会 

一般社団法人四十万未来研究所を代表機関として、産学官連携による実施委員会を組織した。 

実施委員会は、本事業の最高意思決定機関として、事業の基本方針・実施計画の策定を行い、

事業の主要な活動である「実態調査の実施・分析」「教育プログラム開発」「実証講座の実施・検証」

に関する重要事項の検討・決定を行った。併せて、事業活動全体のマネジメントも担当した。 

 

●分科会 

実態調査や教育プログラム開発などにおける実作業については、実施委員会の下部組織であ

る分科会が担当する。具体的には、調査分科会、開発分科会、実証分科会を設置した。各分科会
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は実施委員会の指揮管理の下で、それぞれの業務を遂行する。 

調査分科会： 

実態調査の詳細設計・実施・分析・とりまとめ等に係る実作業を担当する。 

開発分科会： 

スキル標準や教育プログラムの設計、開発等に係る実作業を担当する。 

実証分科会： 

教育プログラムの実証講座の企画・実施・検証等に係る実作業を担当する。 

 

●事務局 

事業全体の事務管理や連絡調整などを担当する事務局を配置した。 

 

実施委員会の構成機関を以下に示す。 

 

①教育機関 

専門学校中央工学校（認定課程） 

大阪工業技術専門学校（認定課程） 

新潟工科専門学校（認定課程） 

東京大学 

 

②企業・団体 

一般社団法人日本建築材料協会 

日本建設職人社会振興連盟 

全国工業専門学校協会 

小柳建設株式会社 

一般社団法人松岡拓公雄４年２組 

Quincy Studio Inc 

トレス建築事務所 

株式会社シエナホームデザイン 

ナカヒロハウジング株式会社 

イトーピアホーム株式会社 

ミツモト商事株式会社 

SOSA 地域活性化センター 

一般社団法人四十万未来研究所 

 

③行政機関 

新潟県 総務部 大学・私学振興課 

栃木県 県土整備部 建築課 
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第 4 節 教育プログラムの概要 

 

（１）教育プログラムの概要 

・対象者： 

建築関連の専門学校生を対象とする。 

 

・内容： 

建築業務プロセスの変革や建築関連サービスの創出に最先端技術を活用するために必要とな

る専門知識とスキルを学習する科目群で構成する。具体的には、5G、クラウド、IoT、AI、XR*12、

ビッグデータ等の最先端技術の基礎や、これらの建築業務プロセス改善・建築関連サービスの創

出への活用等に関する内容を想定している。また、建築の DX が進んでも、建築は施主の要望を

十分に理解することから始まることは変わらない。そのため、建築の専門知識がなくても自由に建

物のデザインを構築することができる「Minecraft*13」を用いて、建築技術者と施主及びその家族

（特に子育て世代なら子供も含めて）が一緒に住宅のデザインを考えていくコミュニケーション手法

も含める。このような内容で、300 時間程度の学習時間を想定している。なお、本教育プログラム

の運用例としては、2 年制学科の卒業研究または卒業制作（平均で 150～200 時間実施）の一部

に PBL を充当し、1 年次に基礎科目 135 時間を、2 年次にケーススタディの 45 時間を実施するこ

とを想定している。 

 

・教育手法： 

カリキュラムを構成する各科目には、講義・実習・e ラーニング・ケーススタディ・PBL を組合せ、

教育効果を高めるような工夫を行う。特に e ラーニングは、講義で学習した内容の復習を自己学

習として行うことは勿論、遠隔教育としても活用できるよう、講義映像を配信する形態の講義映像

型 e ラーニングも活用する。受講者の使いやすさに配慮し、視聴デバイスはスマートフォン、PC の

双方に対応したものとする。 

さらに、仮想的なプロジェクトによる建築設計業務の実務的な演習として、PBL を取り入れる。

PBL では、教育プログラムの他科目で学習した内容を活かしつつ、建築業務プロセスの変革や建

築関連サービスの創出を題材とする。グループによる調査や協議によって課題を解決し、最終的

な企画をまとめるといった一貫したプロジェクトベースの学習を通して、実務現場で適用できる実

践的なスキルの修得を図る。本教育プログラムでは、解決すべき課題やプロジェクトの進め方が

講師から示される「シナリオ型 PBL」と、課題の設定やプロジェクトの進め方の検討を学習者自身

が行う「学習者主導型 PBL」の両方を実施する。 

 

・育成目標： 

本教育プログラム履修後に、最先端技術を活用して、建築業務プロセスの変革や建築関連サ

ービスの創出を企画できることを目指す。 

 

（２）教育プログラムの科目構成と内容 
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 教育プログラムとしては、以下に示す科目構成でカリキュラムの開発を実施した。 

 

科目群 科目 概要 時間数 

基
礎
科
目 

建築コミュニ

ケーション 

施主とのコミュニケーションを前提とし、Minecraft

を活用した建築デザイン・プレゼンテーションの手

法を講義や実習で学習する。 

45 時間 

最先端技術 1 
IoT、5G、クラウド、XR 等に関する基礎知識や活用

方法を講義や実習で学習する。 
45 時間 

最先端技術 2 
AI、ビッグデータ等に関する基礎知識や活用方法

を講義や実習で学習する。 
45 時間 

応
用
科
目 

建築業務プロ

セス  

ケーススタデ

ィ 

最先端技術を活用した建築業務プロセスの改善を

題材としたケーススタディにより、その手法や考え

方を学習する。 

22.5 時間 

建築関連サ

ービス  

ケーススタデ

ィ 

最先端技術を活用した建築関連サービスを題材と

したケーススタディにより、その創出方法に関する

考え方を学習する。 

22.5 時間 

建築業務プロ

セス PBL 

最先端技術を建築業務プロセスの改善に活用す

るスキルを修得する。営業・設計・見積・施工・点検

等、住宅建築の一連のプロセスに DX をどう適用

するかを立案する。 

45 時間 

建築関連サ

ービス PBL 

最先端技術を建築関連サービスの創出に活用す

るスキルを修得する。施主等の顧客の満足度向上

を達成する新たなサービスを立案する。 

90 時間 

  合計 315 時間 

 

（３）教育プログラムの新規性 

個別の建築業務に最先端技術を活用する内容の教育プログラムは実施されているが、本教育

プログラムのように、業務プロセスの変革や関連サービスの創出といった建築 DX を扱うものは見

受けられない。また、Minecraft や XR 等を実際の業務を想定した実習に活用する点が、本教育プ

ログラムの特徴である。 
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第 5 節 事業年次計画 

 本事業の 3 年間における実施計画は以下の通りである。 

 

【令和 4 年度】 

1.事業推進体制の整備と活動推進 

 ①実施委員会の組織化と開催 

 ②調査分科会の組織化と開催 

 ③開発分科会の組織化と開催 

 ④実証分科会の組織化と開催 

 

2.実態調査の実施 

 ①実態調査 A の企画・設計・実施・分析 

 ②実態調査 B の企画・設計・実施・分析 

 

3.開発 

 ①建築 DX 人材のスキル標準策定 

 ②カリキュラム策定 

 ③講義用教材開発 

  （建築コミュニケーション、最先端技術 1） 

 ④e ラーニング教材開発 

 

4.実証講座の実施計画策定 

 ①実証講座実施計画の策定 

 ②実証講座用教材開発 

 

5.事業成果のとりまとめ 

 ①事業成果報告書の作成 

 ②事業成果の公開 

 ③事業成果報告会の開催 

 

 

【令和 5 年度】 

1.事業推進体制の整備と活動推進 

 ①実施委員会の開催 

 ②開発分科会の開催 

 ③実証分科会の組織化と開催 

 

2.開発 
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 ①シラバス開発 

 ②講義用教材開発 

  （最先端技術 2） 

 ③ケーススタディ教材開発 

  （建築業務プロセス） 

 ④PBL 教材開発 

  （建築業務プロセス） 

 ⑤e ラーニング教材開発 

 

3.実証講座の実施 

 ①実証講座実施計画の策定 

 ②実証講座の準備・運営 

 ③実証講座実施結果の検証 

 

4.事業成果のとりまとめ 

 ①事業成果報告書の作成 

 ②事業成果の公開 

 ③事業成果報告会の開催 

 

 

【令和 6 年度】 

1.事業推進体制の整備と活動推進 

 ①実施委員会の開催 

 ②開発分科会の開催 

 ③実証分科会の組織化と開催 

 

2.開発 

 ①ケーススタディ教材開発 

  （建築関連サービス） 

 ②PBL 教材開発 

  （建築関連サービス） 

 ③e ラーニング教材開発 

 

3.実証講座の実施 

 ①実証講座実施計画の策定 

 ②実証講座の準備・運営 

 ③実証講座実施結果の検証 
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4.事業成果のとりまとめ 

 ①事業成果報告書の作成 

 ②事業成果の公開 

 ③事業成果報告会の開催 
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第 6 節 今年度の具体的な活動 

 

（1）事業推進体制の整備 

 事業推進の体制として、実施委員会及び調査分科会・開発分科会・実証分科会を以下の通り組

織化し、開催した。 

 

委員会名 実施委員会 調査分科会 開発分科会 実証分科会 

役割 

本事業の意志決

定機関として、事

業の重要事項の

検討と決定を行う

とともに、事業活

動全体のマネジメ

ントを担当する。 

実施委員会の指

揮の下、実態調

査の詳細設計、

実施、分析、とり

まとめ等に係る

実作業を担当す

る。 

実施委員会の指

揮の下、スキル

標準や教育プロ

グラムの設計、

開発等に係る実

作業を担当す

る。 

実施委員会の指

揮の下、教育プ

ログラムの実証

講座の企画・実

施・検証等に係

る実作業を担当

する。 

今年度の

活動 

(1)事業計画・活

動の決定 

(2)実態調査の企

画・分析 

(3)スキル標準の

基本設計 

(4)カリキュラムの

基本設計 

(5)教材の基本設

計 

(6)実証講座の基

本設計 

(7)次年度計画の

立案 

(1)実態調査の

詳細設計、実

施、分析 

(2)実態調査のと

りまとめ 

(3)調査報告書

作成 

(1)スキル標準の

策定 

(2)カリキュラム

の策定 

(3)教材の開発 

(4)開発報告書

作成 

(1)実証講座の

実施計画の策定 

(2)実証講座用

教材の開発 

(3)実証報告書

作成  

開催回数 3 回 

3 回 

（実施委員会と

同時開催） 

3 回 

（実施委員会と

同時開催） 

3 回 

（実施委員会と

同時開催） 
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（2）実態調査の実施 

本事業における実態調査は以下の 2 つである。 

 

(a) 調査 A 工務店等に対する DX への対応状況や課題等に関する調査 

概要 全国の工務店等 1,514 社を対象に、DX の認知度、建築 DX への対応意向、建築

DX 対応の課題、IoT や AI 等の業務における活用方法、IoT や AI 等の今後の活

用意向等について調査した。 

目的 工務店が建築 DX にどの程度対応しているかや、IoT や AI 等の最先端技術をど

のように業務に活用しているか、今後の活用意向等を明らかにする。 

調査手法 アンケート調査 

回答数 95 件（回答率 6.3%） 

 

(b) 調査 B 建築 DX に関する事例調査 

概要 国内外における建築 DX、特に建築業務プロセスの改善や建築関連サービスの

創出に関するものの事例を対象として、取組の主体、連携体制、コンセプト、最新

技術の活用方法、メリット、課題等について調査した。 

目的 ケーススタディや PBL の題材を検討する際の参考資料を収集した。 

調査手法 文献調査、及び最新システムの試用実験 

事例数 文献調査 31 件、最新システム試用実験 2 件 

 

(3)スキル標準策定 

実態調査の結果を分析し、建築関連専門学校生が卒業までに身につけておくべき、建築 DX 人

材に求められる知識やスキルを整理し、スキル標準としてまとめた。 

 

(4)カリキュラム策定 

第 4 節(2)「教育プログラムの科目構成と内容」で記載したカリキュラムを策定した。 

 

（5）教材プロトタイプ開発 

第 6 節(4)で開発したカリキュラムを基に、カリキュラムを構成する一部の科目の講義用教材と、

そのｅラーニング教材のプロトタイプを開発した。これによって来年度以降の本格的な開発に向け

て見通しを立てる。 
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第 2 章 実態調査 

 

本事業の実態調査では、工務店等対象及び事例調査の 2 種類を行った。各調査の概要、目的

及び調査手法は以下の通りである。 

 

(a) 調査 A 工務店等に対する DX への対応状況や課題等に関する調査 

概要 全国の工務店等 1,514 社を対象に、DX の認知度、建築 DX への対応意向、建築

DX 対応の課題、IoT や AI 等の業務における活用方法、IoT や AI 等の今後の活

用意向等について調査した。 

目的 工務店が建築 DX にどの程度対応しているかや、IoT や AI 等の最先端技術をど

のように業務に活用しているか、今後の活用意向等を明らかにする。 

調査手法 アンケート調査 

回答数 95 件（回答率 6.3%） 

 

(b) 調査 B 建築 DX に関する事例調査 

概要 国内外における建築 DX、特に建築業務プロセスの改善や建築関連サービスの

創出に関するものの事例を対象として、取組の主体、連携体制、コンセプト、最新

技術の活用方法、メリット、課題等について調査した。 

目的 ケーススタディや PBL の題材を検討する際の参考資料を収集した。 

調査手法 文献調査、及び最新システムの試用実験 

事例数 文献調査 31 件、最新システム試用実験 2 件 
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第 1 節 調査 A 工務店等に対する DX への対応状況や課題等に関する調査 

 

調査項目一覧 

 

1.御社の概要 

(1)法人形態 

(2)設立年 

(3)現在の主たる業務 

(4)おおよその従業員数 

 

2.DX の推進状況 

(1)DX についてどの程度ご存じですか。 

(2)御社では DX に取り組んでいますか。 

(3)御社における DX の目的は何ですか。 

(4)DX の目的のうち、成果が出ているものは何ですか。 

(5)御社の DX で活用しているのは、主にどのようなデータですか。 

(6)御社が DX に取り組むに当たっての課題は何ですか。 

(7)御社では、DX を実現させるための人材をどのように育成または確保していますか。 

 

3.AI の活用状況 

(1)御社では AI を業務に活用していますか。 

(2)AI をどのような目的で活用していますか。 

(3)AI をどのように活用していますか。 

(4)御社では今後、AI を活用する予定はありますか。 

 

4.IoT の活用状況 

(1)御社では IoT を業務に活用していますか。 

(2)IoT をどのような業務フェーズで活用していますか。 

(3)IoT をどのように活用していますか。 

(4)御社では今後、IoT を活用する予定はありますか。 

 

5.XR の活用状況 

(1)御社では XR を業務に活用していますか。 

(2)XR をどのような業務フェーズで活用していますか。 

(3)XR をどのように活用していますか。 

(4)御社では今後、XR を活用する予定はありますか。 

 

6.自由意見 
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【１．御社の概要についてお答えください。】 

(1)法人形態について、当てはまるもの 1 つだけに○をつけてください。 

 

 

 

（件） 

 株式会社 87 

 合同会社 0 

 有限会社 5 

 合資会社 0 

 合名会社 0 

 個人事業者（従業員あり） 3 

 個人事業者（従業員なし） 0 

 その他 0 

 合計 95 

 

 回答の 90%以上が株式会社からのものだった。その他、有限会社が 5%、個人事業者（従業員あ

り）が 3%であった。 

  

株式会社

92%

有限会社

5%

個人事業者（従業員あり）

3%
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(2)設立年について、当てはまるもの 1 つだけに○をつけてください。 

 

 

 

（件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無回答 11 件 

 

 設立年は、1950 年代～1970 年代で 57%を占めた。 

  

1939年以前

1% 1940～1949年

7%

1950～1959年

20%

1960～1969年

20%
1970～1979年

17%

1980～1989年

7%

1990～1999年

3%

2000～2009年

4%

2010～2019年

7%

2020年以降

1%

1939 年以前 1 

1940～1949 年 7 

1950～1959 年 19 

1960～1969 年 19 

1970～1979 年 16 

1980～1989 年 7 

1990～1999 年 3 

2000～2009 年 4 

2010～2019 年 7 

2020 年以降 1 

合計 84 
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(3)現在の主たる業務内容について、当てはまるものに○をつけてください（複数可）。 

 

 

（件） 

 注文住宅の元請 30 

 注文住宅の下請 9 

 分譲住宅の建築（元請） 11 

 分譲住宅の建築（下請） 7 

 リフォーム工事の元請 34 

 リフォーム工事の下請 5 

 住宅以外の建設工事の元請 61 

 住宅以外の建設工事の下請 28 

 不動産の販売・管理・仲介 18 

 分譲住宅の販売 9 

 大工・工務店以外の専門工事 3 

 設計監理 16 

 その他 15 

その他入力 

・土木工事 7 件、解体工事、型枠工事、塗装業、舗装工事・水道工事 

 

 現在の主たる業務では、「住宅以外の建設工事の元請」が最も多く 61 件であった。その他、「リ

フォーム工事の元請」（34 件）、「注文住宅の元請」（30 件）、「住宅以外の建設工事の下請」（28 件）

30

9

11

7

34

5

61

28

18

9

3

16

15

0

0 20 40 60 80

注文住宅の元請

注文住宅の下請

分譲住宅の建築（元請）

分譲住宅の建築（下請）

リフォーム工事の元請

リフォーム工事の下請

住宅以外の建設工事の元請

住宅以外の建設工事の下請

不動産の販売・管理・仲介

分譲住宅の販売

大工・工務店以外の専門工事

設計監理

その他

その他入力
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が比較的多い。 

 

(4)おおよその従業員数をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（件） 

0～10 人 24 

11～20 人 15 

21～30 人 9 

31～40 人 14 

41～50 人 9 

51 人～100 人 13 

100 人～ 9 

合計 93 

無回答 2 件 

 

 おおよその従業員数では、「0～10 人」が 26%、「11～20 人」が 16%、「31～40 人」が 15%と、比較

的少ない企業が多かった。 

  

0～10人

26%

11～20人

16%

21～30人

9%

31～40人

15%

41～50人

10%

51人～100人

14%

100人～

10%
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【２．御社での DX の推進状況についてお答えください。】 

(1)「DX」についてどの程度ご存じですか。当てはまるもの 1 つだけに○をつけてください。 

 ※「DX」とは 

企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術を活用して、顧客や社会のニーズを

基に、製品やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、業務そのものや、組織、プロセス、企業文

化・風土を変革し、競争上の優位性を確立すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（件） 

 よく知っている 16 

 だいたい知っている 40 

 名前を聞いたことがある 27 

 知らない 12 

 合計 95 

 

 DX の認知度では、約 6 割が「よく知っている」「だいたい知っている」と回答している。 

 

  

よく知っている

17%

だいたい知って

いる

42%

名前を聞いたこ

とがある

28%

知らない

13%
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(2)御社では DX に取り組んでいますか、またその予定がありますか。当てはまるもの 1 つだけに

○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（件） 

 全社的に取り組んでいる 15 

 部門によっては取り組んでいる 21 

 今後取り組む予定がある 33 

 今後も取り組む予定はない 26 

 合計 95 

 

 DX の取り組み状況では、「全社的に取り組んでいる」が 16%、「部門によっては取り組んでいる」

が 22%であった。約 4 割が DX に取り組んでいることがわかった。 

 

  

全社的に取り組

んでいる

16%

部門によっては

取り組んでいる

22%

今後取り組む予

定がある

35%

今後も取り組む

予定はない

27%
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(3)(2)で(A)～(C)を回答した方のみ 

 御社における DX の目的は何ですか。当てはまるものに○をつけてください（複数可）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（件） 

 業務効率化・コスト削減 64 

 企業文化・働き方の変革 44 

 顧客満足度の向上 23 

 既存製品・サービスの高付加価値化 14 

 ビジネスモデルの変革 12 

 新製品・サービスの創出 6 

 新規事業の創出 2 

 既存製品・サービスの販路拡大 6 

 他社との関係強化 10 

 その他 1 

 

その他：記入なし 

 

 DX に取り組む目的で最も多いのは、「業務効率化・コスト削減」で 64 件であった。以下、「企業文

化・働き方の変革」が 44 件、「顧客満足度の向上」が 23 件と続く。 

  

64

44

23

14

12

6

2

6

10

1

0 10 20 30 40 50 60 70

業務効率化・コスト削減

企業文化・働き方の変革

顧客満足度の向上

既存製品・サービスの高付加価値化

ビジネスモデルの変革

新製品・サービスの創出

新規事業の創出

既存製品・サービスの販路拡大

他社との関係強化

その他
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(4)(2)で(A)～(B)を回答した方のみ 

 DX の目的のうち、成果が出ているものは何ですか。当てはまるものに○をつけてください（複数

可）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（件） 

 業務効率化・コスト削減 28 

 企業文化・働き方の変革 16 

 顧客満足度の向上 13 

 既存製品・サービスの高付加価値化 7 

 ビジネスモデルの変革 3 

 新製品・サービスの創出 2 

 新規事業の創出 1 

 既存製品・サービスの販路拡大 2 

 他社との関係強化 2 

 特になし 2 

 その他 2 

 

その他入力 

・会社内の情報共有化によるペーパーレス他  

・効果検証はこれから 

 

 既に DX に取り組んでいる企業のうち、その成果が出ているものとしては、「業務効率化・コスト

削減」が最も多く、28 件であった。以下、「企業文化・働き方の変革」が 16 件、「顧客満足度の向

28

16

13

7

3

2

1

2

2

2

2

0 5 10 15 20 25 30

業務効率化・コスト削減

企業文化・働き方の変革

顧客満足度の向上

既存製品・サービスの高付加価値化

ビジネスモデルの変革

新製品・サービスの創出

新規事業の創出

既存製品・サービスの販路拡大

他社との関係強化

特になし

その他
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上」が 13 件という結果であった。「特になし」という回答は 2 件であった。DX に取り組んでいる企業

は、何らかの成果が出ているという結果となった。 

 

 

(5)(2)で(A)～(B)を回答した方のみ 

 御社の DX で活用しているのは主にどのようなデータですか。当てはまるものに○をつけてくださ

い（複数可）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（件） 

 顧客の属性や購買・来店等に関するデータ 11 

 生産工程に関するデータ 28 

 資材・材料等に関するデータ 10 

 業務に関連した事故に関するデータ 3 

 自社の社員の履歴や処遇・評価・勤怠管理等に関するデータ 13 

マーケットや経済動向に関するデータ 3 

 業界やライバル企業に関するデータ 2 

 自社の評判に関するデータ 0 

 気象や自然災害に関するデータ 1 

 その他 2 

 

その他入力 

・工事の施工管理データ 

11

28

10

3

13

3

2

0

1

2

0 5 10 15 20 25 30

顧客の属性や購買・来店等に関するデータ

生産工程に関するデータ

資材・材料等に関するデータ

業務に関連した事故に関するデータ

自社の社員の履歴や処遇・評価・勤怠管理…

マーケットや経済動向に関するデータ

業界やライバル企業に関するデータ

自社の評判に関するデータ

気象や自然災害に関するデータ

その他
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・該当するものがない：業務の改善 

 

 DX で主に活用しているデータでは、「生産工程に関するデータ」が 28 件で最も多かった。以下、

「自社の社員の履歴や処遇・評価・勤怠管理等に関するデータ」が 13 件、「顧客の属性や購買・来

店等に関するデータ」が 11 件という結果であった。 

 

 

(6)御社が DX に取り組むに当たっての課題は何ですか。当てはまるものに○をつけてください（複

数可）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（件） 

 DX に必要な人材が不足（量的） 48 

 DX に必要な人材が不足（質的） 56 

 自社に合った DX の全体戦略が立案できない 40 

 コストに見合った投資効果が得られない 18 

 社内での協力が十分に得られない 14 

 適切なアウトソース先が見つからない 9 

 経営陣が DX に積極的でない 6 

 その他 2 

 特になし 11 

48

56

40

18

14

9

6

2

11

0 10 20 30 40 50 60

DXに必要な人材が不足（量的）

DXに必要な人材が不足（質的）

自社に合ったDXの全体戦略が立案できない

コストに見合った投資効果が得られない

社内での協力が十分に得られない

適切なアウトソース先が見つからない

経営陣がDXに積極的でない

その他

特になし



22 

 

 

その他 

 ・データと実情のずれの摺り合わせ 

 ・業務の改善 

 

 DX に取り組むに当たっての課題では、「DX に必要な人材が不足（質的）」が 56 件、「DX に必要

な人材が不足（量的）」が 48 件と、人材に関するものを挙げた回答が多かった。次いで、「自社に

合った DX の全体戦略が立案できない」が 40 件で、この 3 つが特に多かった。 

 

 

(7)御社では、DX を実現させるための人材をどのように育成または確保していますか。当てはまる

ものに○をつけてください（複数可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（件） 

 社内で研修等を実施している 19 

 社外の研修等を活用している 19 

 新たに人材を採用している 10 

 社内で育成や採用はせず、アウトソースを活用している 21 

 DX を実現させるための人材の育成や確保はしていない 38 

 その他 4 

 

その他 

 ・一部アウトソースの活用 

19

19

10

21

38

4

0 5 10 15 20 25 30 35 40

社内で研修等を実施している

社外の研修等を活用している

新たに人材を採用している

社内で育成や採用はせず、アウトソースを活

用している

DXを実現させるための人材の育成や確保はし

ていない

その他
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 ・経営理念を浸透させる施策を通じての人材育成 

 ・人材育成に伴う環境にない。高齢化及び人材確保が課題。 

 

 DX を実現させるための人材の育成または確保の方法では、「DX を実現させるための人材の育

成や確保はしていない」という回答が 38 件で最も多かった。次に多かったのは、「社内で育成や採

用はせず、アウトソースを活用している」が 21 件であった。「社内で研修等を実施している」と「社

外の研修等を活用している」はともに 19 件、「新たに人材を採用している」は 10 件に留まった。前

問で、量・質の両面で人材の不足が課題という回答が多かったにもかかわらず、人材を育成また

は確保していないという企業が多いという結果となった。 

 

 

【３．御社での AI の活用状況についてお答えください。】 

(1)御社では AI を業務に活用していますか。当てはまるもの 1 つだけに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（件） 

 活用している 11 

 活用していない 81 

 合計 92 

  無回答 3 件 

 

 AI を業務に活用しているかでは、「活用していない」が 88%、「活用している」は 12%に留まった。 

  

活用している

12%

活用していない

88%
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5

10

3

4

1

0

0 5 10 15

労働力不足の補完

業務の効率化

業務の質向上

サービスの価値（品質や顧客満足度等）向上

新しい価値を持った業務の創出

その他

(2)(1)で(A)を選んだ方のみ 

 AI をどのような目的で活用していますか。当てはまるものに○をつけてください（複数可）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（件） 

 労働力不足の補完 5 

 業務の効率化 10 

 業務の質向上 3 

 サービスの価値（品質や顧客満足度等）向上 4 

 新しい価値を持った業務の創出 1 

 その他入力 3 

 

 AI を活用する目的としては、「業務の効率化」が 10 件と最も多かった。DX の目的と同様、業務

効率化を目的としている企業が多いことがわかった。 
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(3)(1)で(A)を選んだ方のみ 

 AI をどのように活用していますか。お差し支えのない範囲で、具体的にご記入ください。 

 

・重機作業等で活用しています。 

・ドローンによる測量や出来形撮影 

・チャットボット、OCR など 

・@line にて自動返信を利用 

 

 AI の具体的な活用方法としては、重機作業やドローンによる撮影といった現場での活用と、チャ

ットボット等、事務作業での活用とが挙げられた。 

 

 

(4)御社では今後、AI を活用する予定はありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（件） 

（今後も）活用する予定がある 11 

予定はないが活用を検討する 33 

活用する予定はない 19 

わからない 25 

合計 88 

  無回答 7 件 

 

（今後も）活

用する予定があ

る

13%

予定はないが

活用を検討する

38%
活用する予定

はない

22%

わからない

28%
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 AI の活用意向では、「（今後も）活用する予定がある」は 13%、「予定はないが活用を検討する」は

38%であった。半数以上が、今後、AI を活用する意向であることがわかった。 

 

 

【４．御社での IoT の活用状況についてお答えください。】 

(1)御社では IoT を業務に活用していますか。当てはまるもの 1 つだけに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（件） 

 活用している 28 

 活用していない 62 

 合計 90 

  無回答 5 件 

 

 IoT を業務に活用しているかでは、「活用していない」が 69%、「活用している」は 31%であった。AI

と比較すると、IoT を活用している企業が多いことがわかった。 

 

  

活用している

31%

活用していない

69%
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(2)(1)で(A)を選んだ方のみ 

 IoT をどのような業務フェーズで活用していますか。当てはまるものに○をつけてください（複数

可）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（件） 

 営業 7 

 設計 10 

 見積 11 

 施工 22 

 アフターフォロー 2 

 その他 14 

 

 IoT を活用する業務フェーズでは、「施工」が最も多く 22 件であった。以下、「見積」11 件、「設計」

10 件、「営業」7 件、「アフターフォロー」2 件という結果であった。 

  

7
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その他
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(3)(1)で(A)を選んだ方のみ 

 IoT をどのように活用していますか。お差し支えのない範囲で、具体的にご記入ください。 

 

・ipad による営業活動 ・イントラネットによる社員管理 

・土木測量 

・土木施工、スマートロック等 

・施工管理アプリ 現場 plus の導入 

・タブレットを使い現場でインターネットを通じて施工管理に使用している。 

・ICT 建機、現場の遠隔管理など 

・ICT 重機を購入、施工 

・施行前後の測量業務、発注者との現場確認等 

・マシンコントロール建機の活用等 

・建設機械の自動化 

・建設現場において、センサーやカメラ、無線通信などを用いて、環境モニタリングや存在探

知、近接探知、通過探知などを行い、情報を収集、保存し、蓄積したデータを整理、分析す

るなど、施工管理に役立てている。 

・事務所と現場の情報共有の為 

・ドローンを使った測量 重機の自動化 

・照明、家電、シャッター、カーテンを音声で動作出来る商品を提案しております。 

・CAD 

・BIM 

・図面、積算、安全管理、写真管理 

・モデル棟に設置済み 

 

 前問で IoT を施工に活用しているという回答が多かったように、具体的な活用方法でも施工（特

に施工管理）に関するものが多かった。その他、営業や設計に活用している事例もあった。 
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(4)御社では今後、IoT を活用する予定はありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（件） 

 （今後も）活用する予定がある 22 

 予定はないが活用を検討する 23 

 活用する予定はない 12 

 わからない 27 

 合計 84 

  無回答 11 件 

 

 ＩｏＴの活用意向では、「（今後も）活用する予定がある」は 26%、「予定はないが活用を検討する」

は 28%であった。半数以上が、今後、IoT を活用する意向であることがわかった。また、AI と比較し

て、「（今後も）活用する予定がある」という回答の割合が高かった。 

 

 

  

（今後も）活用

する予定がある

26%

予定はないが活

用を検討する

28%

活用する予定は

ない

14%

わからない

32%
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【５．御社での XR の活用状況についてお答えください。】 

 ※「XR（エックスアール）」とは 

以下の VR（仮想現実）、AR（拡張現実）、MR（複合現実）など、現実と仮想の世界を融合して疑似体験を

提供する空間を創り出す画像処理技術の総称。 

 ※「VR（仮想現実）」とは 

コンピュータでつくられた 3 次元の仮想空間を、視覚や聴覚などを通じて疑似体験できるようにした技術。

目の前に現れるデジタル映像を、あたかも現実に広がる世界であるかのように、リアリティをもって体験

できる。 

 ※「AR（拡張現実）」とは 

現実の世界にバーチャルのオブジェクトを重ねて表示することで、実在しないオブジェクトを目の前に再

現する技術。 

 ※「MR（複合現実）」とは 

現実の空間に仮想の空間を融合して新しい空間を作り出す映像技術。仮想的に作り出したオブジェクト

に近付いたり、持ち上げたり、動かしたりできる点で、AR とは異なる。 

 

(1)御社では XR を業務に活用していますか。当てはまるもの 1 つだけに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（件） 

 活用している 10 

 活用していない 83 

 合計 93 

  無回答 2 件 

 

 XR を業務に活用している企業は 11%、活用していない企業は 89%であった。 

活用している

11%

活用していない

89%
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(2)(1)で(A)を選んだ方のみ 

 XR をどのような業務フェーズで活用していますか。当てはまるものに○をつけてください（複数

可）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（件） 

 営業 3 

 設計 2 

 見積 0 

 施工 6 

 アフターフォロー 1 

 

 XR を活用する業務フェーズでは、「施工」が最も多く 6 件であった。以下、「営業」3 件、「設計」2

件、「アフターフォロー」1 件という結果であった。 

 

 

  

3

2

0

6

1

0 1 2 3 4 5 6 7

営業

設計

見積

施工

アフターフォロー



32 

 

(3)(1)で(A)を選んだ方のみ 

 XR をどのように活用していますか。お差し支えのない範囲で、具体的にご記入ください。 

 

・３次元データをＶＲに映し遠隔臨場で検査を行っている。 ＡＲは将来に出来上がる物、完成

予想物を観て確認している。 

・３次元モデルで設計をして、VR ゴーグルでお客様に体験していただいている 

・安全教育 

・自社開発製品 

・メタバース 

・社内教育で工事事故の擬似体験等 

 

 

 3 次元データを活用した検査や設計、顧客向けサービス、安全教育等の回答が挙がっている。

「メタバース」という回答もあった。 
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(4)御社では今後、XR を活用する予定はありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（件） 

 （今後も）活用する予定がある 13 

 予定はないが活用を検討する 24 

 活用する予定はない 16 

 わからない 34 

 

 XR の活用意向では、「（今後も）活用する予定がある」は 14%、「予定はないが活用を検討する」

は 25%であった。AI や IoT に比べて、今後の活用意向がある企業の割合は低かった。 

 

 

 

  

（今後も）活用

する予定がある

14%

予定はないが活

用を検討する

25%

活用する予定はない

17%

わからない

36%
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【６．自由意見】 

 建築 DX や最先端技術の建築業務への活用等について、ご自由にご意見をご記入下さい。 

 

・土木業に比べ建設業は施工が多種多様すぎて現場内での DX といった時に費用対効果の高

いモデルがまだないように感じます。大企業のように DX に対して潤沢な費用がかけられない

中小企業が、今後スタンダードになっていくであろう DX に対してついていけるのかどうか不安

を感じています。DX に費用が掛かりすぎるが為に、目的としなければならない、顧客満足度

の向上や利益率の向上が叶わないのであれば本末転倒かとも思いますし、我々中小企業の

方が、既製品のシステム等の導入よりもベンダーからの直接開発システムの導入が合ってい

るように感じます。しかし、ベンダーからオリジナルでソフトやシステム開発をしてもらうには、

費用が足りません。 また、地域密着型の中小企業がこれまで守ってきた、地域や人とのつな

がりを守りながら、生かしながらの DX を目指すと、DX 化のみを優先させ続ける事が難しい

（特に現在は）とも感じています。 勤怠管理や顧客管理等、データ管理に関しては DX 化は

すすめられるかもしれませんが、現場で安全と衛生を守りながら DX をすすめていく、スタンダ

ードモデルが欲しいと感じてしまいます。 

 

・民間住宅等では今後 XR を利用した営業等への活用が有効と思われるが、受注物件が少なく

現状は活用が困難。 

 

・地域建設会社にとっては、人材不足に起因する様々な問題、課題が存在します。 それらの解

決策として幅広い分で安価で、分かりやすい DX の導入が望まれます。 

 

・AI,IOT など高度な情報処理機能は今後建築分野でも取り入れられていくことになり、現段階で

それを阻む流れがないのは明らかである。少子高齢化、国内労働力の減少を考えると必要

な流れとも考えられるが、一方でこれらの導入は職場から人間の排除を進める動きとも考え

られる。こと、ＡＩについては建築の設計分野で考えれば短時間に多くの設計ﾊﾟﾀｰﾝを作り出

すことが可能であり、想像するだけでも設計技術者は将来不要になると想像される。 この場

合、本当の意味での技術者が激減する事も想像が容易であり、災害などＡＩなどが機能しな

い状況下における技術者不足など弊害が出てくることもあるような気がする。 労働力減少の

カンフル剤としての意味合いを考えると同時に、これまで培われた技術をどのように維持して

行くか、どのような技術を継承して行くべきかも考えていかねばならないと考えている。 アン

ケートの趣旨とは違った回答かもしれないが、あまりにデジタルな世界に頼り過ぎることは危

険だと感じる。 

 

・知識不足の為、付いて行けていないのが現状 

 

・昨年、現場管理ソフトを採用しようかと思いましたが受注が仕事が減ってきたので見合わせま

した。受注頑張り増えたら取り入れてみたい 
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・建築業界は零細企業の比率が高い。携わる人間が多いほど DX 化の恩恵をあずかれるが、

零細はあまり関係ない気がする。 せいぜい営業の現場でエンドユーザー向けのプレゼンテ

ーション程度である。 零細だから現場も少ない、現場の職人や業者の中にはいまだに電子

メールの送信すらできない者もいるくらい。 工程管理や現場管理などでの DX 活用など費用

対効果を考えると割に合わないと思う。 建築 DX や最先端技術などはピラミッドの上部に位

置する企業の話であって、我々にはあまり縁のない話に思える。 

 

・土木業務の観点からの記載となってしまったので、選択肢に若干相違が生じているところがあ

りますが、申し訳ありません。 

 

・講習会などを定期的に実施いて欲しい。 

 

 

 DX に期待する意見や、DX に取り組もうという姿勢がうかがえる意見がある一方、行き過ぎたデ

ジタル化を危惧する声もあった。 
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【総括】 

アンケート結果から読み取れることを以下列記する。 

⚫ DX に関しては、工務店にはある程度認知されている。 

⚫ DX に取り組んでいる工務店は 4 割を超える。「今後 DX に取り組む予定がある」を合わせると

75%を超えた。工務店にも DX が浸透しつつある。 

⚫ DX の目的としては、「業務効率化・コスト削減」「企業文化・働き方の変革」が多い。成果が出

ているものもこの 2 つが比較的多い。その一方で、DX の本来の目的である「ビジネスモデル

の変革」等は少なかった。工務店における DX は、「業務効率化・コスト削減」に留まっている

が、今後、さらなる発展の可能性もある。 

⚫ DX で活用されているデータでは、「生産工程に関するデータ」が最も多い。次に多いのは「自

社の社員の履歴や処遇・評価・勤怠管理等に関するデータ」となっている。 

⚫ DX に取り組むに当たっての課題は、量的・質的の両面での人材不足。その一方で、DX に取

り組む人材の育成や確保をしてない企業も多い。他にも、DX の全体戦略が立案できないとい

う課題を挙げる企業も多い。 

⚫ AI を業務に活用している企業は少ない。その目的としては、業務効率化や労働力の保管が多

い。AI の活用意向がある企業は半数近くに上る。 

⚫ IoT は AI よりも業務に活用されている。活用の場面は施工が多い。IoT の活用意向がある企

業は半数を超えている。 

⚫ XR を業務に活用している企業は少ない。活用の場面は施工が多い。XR の活用意向がある

企業は 4 割弱である一方、「わからない」との回答も 4 割弱あった。 

 

 

  



37 

 

第 2 節 調査 B 建築 DX に関する事例調査 

本調査では、国内の建築 DX に関する事例の収集、及び最新システムの試用実験を行った。事

例収集では、全 31 件を調査した。また、最新システム試用実験では、建築分野で活用されている

MR システム及び 360 度カメラを対象とした。 

 

まずは事例収集の結果から報告する。 

 

(1)建築 DX 事例収集 

本調査では、国内の各企業が取り組んでいる建築 DX の事例 31 件を収集した。以下はその一

覧である。 

 

図表 1 建築 DX 事例一覧  

企業名 使用技術 
協力サービス 

サービス名 内容 

1 東急建設株式会社 ICT 

クラウド 

映像技術 

THETA 360.biz ・360°カメラ 

・クラウド 

2 株式会社 NIPPO ICT 

映像技術 

VistaFinder Mx ・タブレット 

・スマートグラス 

・AR 

3 佐多エンジニアリング

株式会社 

ICT 

クラウド 

Conne ・社員同士の情報共有 

4 清水建設 BIM/CIM Shimz DDE ・3D&2D プログラミング 

5 鹿島建設 ICT 

AI 

クラウド 

映像技術 

鹿島 DX 

WBS シ ス テ ム

/A4CSEL 

・データベース 

・VR/AR/3D カメラ 

・IoT 管理 

6 株式会社後藤組 ICT 

AI 

クラウド 

映像技術 

リアルタイム経営 ・クラウド基盤システム 

・KPI 指標の見える化/共有 

・紙データの電子化 

・AI 活用によるデータ分析 

・全社員への ipad 配布 

・電子黒板の利用 
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7 神稲建設株式会社 ICT 

AI 

Photoruction ・工事写真のクラウド管理 

8 中島工業 AI Kintone ・情報基盤システムの整備 

9 奥村組 ICT 

映像技術 

V-CUBE コ ラ ボ

レーション 

・音声認識型スマートグラス 

10 大成建設 ICT 

クラウド 

映像技術 

T-iRemote 

Inspection 

T-BasisX 

・現場巡視ロボット 

・メッシュ Wi-Fi 環境構築 

11 小柳建設株式会社 ICT 

クラウド 

映像技術 

BIM/CIM 

Holostruction 

Microsoft Teams 

・遠隔臨場 

12 日光プラント工業株

式会社 

ICT 

クラウド 

SITE ・情報共有ツール 

13 隂山建設株式会社 ICT 

クラウド 

映像技術 

Building MORE ・竣工後までの建設生産プロ

セス全体を DX 化するアプ

リ 

14 株式会社大林組 ICT 

クラウド 

暑さ指数ウォッチ

ャー 

・高機能な WBGT 計 

15 矢作建設工業株式会

社 

クラウド 建設クラウド ・建設業向けのクラウド型基

幹システムサービス 
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16 株式会社フジタ ICT 

クラウド 

映像技術 

有線給電ドローン ・あらゆる視点の映像を提示 

17 日立ソリューションズ ICT 

クラウド 

映像技術 

BIM/CIM 

都 市 ・ 建 物 向 け 

xR トータルソリュ

ーション 

・デジタルツインで現実空間

の建物や設備を仮想空間

に再現 

18 鹿島建設 ICT 

映像技術 

Spot 四足歩行ロボット 

19 フリーダムアーキテク

ツデザイン株式会社 

映像技術 

BIM/CIM 

VR アーキテクツ

システム 

住宅設計 

20 エリジオン クラウド 

映像技術 

BIM/CIM 

Elysium InfiPoints ・3D レーザースキャナ 

・3D 計測 

21 株式会社ニコン・トリ

ンブル 

映像技術 

BIM/CIM 

Trimble X12 ・3D レーザースキャナ 

22 AND PAD ICT 

クラウド  

ANDPAD ・業界最大手工程管理 

23 MED Industry 工 場 内 で 組

み立てる戸建

住宅 

MOKUWELL 

HOUSE 

・国産材を活用した戸建て住

宅 

24 株式会社日本ハウス

ホールディングス 

ICT 

映像技術 

MY HOME  

MARKET 

・お客様がスマホで選ぶ新し

い家の売り方・買い方 

・住宅の VR 体験 
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25 セレンディクス株式会

社 

3D プリンタ Sphere ・24 時間で創る家 

26 東急建設株式会社 ICT 

クラウド 

工具ミッケ ・RFID タグ 

・スマートフォンアプリ 

27 ケンテック ICT 

BIM/CIM 

快測ナビ Adv ・スマート施工を実現する ICT

施工現場端末アプリ 

28 飛島建設株式会社 ICT 

クラウド 

映像技術 

e-Sense ・スマートグラスを活用した自

動通訳、コミュニケーショ

ン、ドライブレコーダー 

29 株式会社淺沼組 映像技術 

BIM/CIM 

 ・VR による安全教育訓練 

30 鹿島建設株式会社 AI 

クラウド 

書類・掲示の

電子化 

鹿 島 セ ー フ ナ ビ

（K-SAFE） 

・災害事例を有効活用し、AI

を導入した建設工事の危

険予知活動 

31 城善建設 クラウド Jyozen Group 

Cloud Project 

・ペーパーレス化の対応 

・情報を蓄積するストレージ、

建築会社に特化した基幹

システム、コミュニケーショ

ンツール、電子帳票システ

ムによる業務を全てクラウ

ド化 

 

以下、31 件の建築 DX 事例の詳細を報告する。 
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No.1 

項目 内容 

取組の主体 東急建設株式会社 

 

連携体制 THETA 360.biz (RICOH) 

 

活用している 

最新技術 

・360°カメラ 

・クラウド 

 

最新技術の活用方法 THETA360.biz は、360°全天球カメラ「RICOH THETA」で撮影したパ

ノラマ画像を閲覧するコンテンツを簡単に作成し、Web サイト上での埋

め込み表示や、URL の共有により、エンドユーザーに提供するクラウド

サービス。 

 

THETA360.biz 

https://theta360.com/ja/ 

 

東急建設株式会社では、THETA360.biz のサービスを工事中の現場

で活用。現場の 360°パノラマ写真を打ち合わせや施工計画の作成に

活用している。 

RICOH は、建設業向けに同社の施工管理向け 360 度画像共有サ

ービス「RICOH360 Projects」も提供。現場の状況を遠隔地からリアルタ

イムに把握できるタイムラプス/ライブ映像機能や、現場の巡視時の撮

影画像を自動で図面上に整理する建設業向けオートマッピングが利用

できる 

https://theta360.com/ja/
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RICHO360Projects 

http://www.kensetsu-plaza.com/new_products/post/24114 

 

メリット 通常の写真では、一度に一面しか見ることができないため、もう少し

範囲を広げてみたいのに見切れている場合がある。その場合、再度撮

影に行くケースや、工事が進んで確認したい部分が無くなっているケー

スもある。360°カメラで撮影すると、撮影時には意識していなかった部

分も映っているため上記のようなケースが起こりにくい。 

カメラに詳しくない人間が、難しい設定をしなくても綺麗な写真が撮

影可能。できる限り時間をかけずにより情報量の多いものが共有可能

になった。打ち合わせの際に、実際に現場にいるかのように細部を確

認でき、意識共有できるようになったので、打ち合わせがかなりスムー

ズに進むようになった。 

施工計画を作っている過程で、現地を再度確認しないとわからない

部分が出てくると、現場へ出向く必要があった。しかし、360°カメラの

導入でそれらが減り、実感として 1~2 日程度書類の仕上がりが早くなっ

た。 

現場の状況を本社や支店などと共有する必要がある際、現場へ直

接行っていたところを、オンラインの会議とバーチャルツアーの共有で

完結できることが増加した。 

実際に会う場合でも、バーチャルツアーを見せるのと見せないのとで

は情報共有のスピードも全然違うため、そういった部分でも時間短縮、

ひいては人件費の削減に繋がっている。 

3D モデリングは、過去の様子を再現することもできれば、未来の形

を具現化することもでき、写真の撮れないところ、人の行けないところも

再現可能である。平面図と断面、縦断図のような２次元ではなく、３次

元で見せることができるため、直感的に構造が分かりやすい。ただし、

http://www.kensetsu-plaza.com/new_products/post/24114
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あくまで設計図上のものなので、現物ではない。一方、バーチャルツア

ーは現物を 360°撮影したもののため、まるでその場にいるかのような

臨場感で現場を見ることができる。質感や汚れなど、設計図上には表

れないものまで確認することが可能。ただしバーチャルツアーは未来を

再現することは出来ない。バーチャルツア－と 3D モデリングの双方が

あることによって、より理解を深めることができると考えている。 

 

課題 業務の改善事例を投稿する社内ポータルサイトを活用したことで社

内で浸透。工事の施工に際し、バーチャルツアーを活用してどのように

業務改善や効率化を行ったかを資料にまとめて投稿した。今後、現場

の危険個所や足場がないと人が行けない場所などは、ドローン＋

360°カメラなども活用していきたいと考えている。 

 

関連事項 

（企業概要等） 

会社名：東京建設株式会社 

本社：東京都渋谷区 

設立：2003 年 4 月 10 日 

従業員数：2,624 名(2022 年 3 月 31 日現在) 

事業内容：総合建設業 

 

参考資料 施工状況の共有を DX 化することにより業務効率化に成功！バーチャ

ルツアーで進化する働き方(2022 年 6 月公開) 

https://www.theta360.biz/cases/2187/ 

 

THETA 360.biz 

https://www.theta360.biz/ 

 

RICOH360Projects 

https://www.ricohprojects.com/ja/ 

 

建設現場の状況共有を効率化する「RICHO360 Projects」を提供開始 

https://jp.ricoh.com/release/2020/1110_1 

 

  

https://www.theta360.biz/cases/2187/
https://www.theta360.biz/
https://www.ricohprojects.com/ja/
https://jp.ricoh.com/release/2020/1110_1
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No.2 

項目 内容 

取組の主体 株式会社 NIPPO 

 

連携体制 Vista Finder Mx (KDDI) 

 

活用している 

最新技術 

・タブレット 

・AR 

・スマートグラス 

 

最新技術の活用方法 「Vista Finder Mx」は、現場作業を遠隔地より指示、サポートするた

めの高機能なリアルタイム映像伝送システム。 

 

 

Vista Finder Mx のイメージ 

https://kddi-tech.com/vistafinder.html 

 

株式会社 NIPPO では、Vista Finder Mx を活用し、支店から離れた

各地に点在する工事現場の、工事の安全性や品質チェックに活用して

いる。また、現場で問題が発生した際に、映像をもとに支店から指示を

出す際にも活用している。 

 

メリット 舗装工事の現場は、支店から離れた各地に点在しているため、工事

の安全性や品質チェックに多くの時間とコストがかかっていた。また、

現場で問題が発生した際は支店に電話で状況を伝えていたが、正確

に伝えることが難しく、支店から専門技術者が到着するまで工事が止

まってしまうこともあった。 

Vista Finder Mx の導入によって、移動時間がなくなり、1 日に複数の

現場を確認できるようになった。生産性の向上とコスト削減だけでなく、

残業も減り、働き方改革にもつながった。 

https://kddi-tech.com/vistafinder.html
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言葉では説明の難しい重機のトラブルも、映像なら正確に伝えること

が可能。スマートグラスの活用によって、支店からの AR による指示を

見ながら両手で作業できて便利。 

 

課題 株式会社 NIPPO では、発注者の現場立ち会い検査を Vista Finder 

Mx で行うことを検討している。遠隔での検査を実現することで、発注者

と受注者双方の負担軽減を図る計画である。また、若手技術者の教育

にも活用し、生産性や安全・施工品質の向上に、一層役立てていく予

定である。 

 

関連事項 

（企業概要等） 

会社名：株式会社 NIPPO 

本社：東京都中央区京橋 1-19-11 

設立：1934 年（昭和 9 年）2 月 2 日 

従業員数：連結：6,438 名、単体：2,041 名 [2022.3.31 現在] 

事業内容：  

主として下記工事の請負、調査、設計、監理、コンサルタント業務 

（道路・テストコース・空港・流通施設・スポーツ施設・水道施設・一般土

木・一般建築） 

アスファルト合材等の製造、販売/産業廃棄物の処理、再生製品の販

売 

不動産取引業務 

ホテルおよびゴルフ場の経営 

有料道路の経営 

土壌汚染調査、浄化工事 

公共施設等の企画、建設、保有、運営 

 

参考資料 株式会社 NIPPO―会社概要 

https://www.nippo-c.co.jp/company/outline.html 

 

KDDI AR を活用したリアルタイム映像伝送システムで、現場作業を大

幅に効率化 

https://kddi-tech.com/vistafinder.html 

『VistaFinder Mx』で、現場の状況を映像で共有。 

舗装工事の安全・品質管理や、若手技術者の育成に効果を発揮。 

https://biz.kddi.com/usecase/nippo-c/ 

 

 

  

https://www.nippo-c.co.jp/company/outline.html
https://kddi-tech.com/vistafinder.html
https://biz.kddi.com/usecase/nippo-c/
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No.3 

項目 内容 

取組の主体 佐多エンジニアリング株式会社 

 

連携体制 Conne (株式会社現場サポート) 

 

活用している 

最新技術 

・クラウド 

・建設業向けコミュニケーションツール 

 

最新技術の活用方法 現場クラウド Conne(コンネ)は、会社・現場・協力会社の情報共有を

円滑にし、現場監督の負担軽減や、業務をやりやすくするコミュニケー

ションツール。大きく分けて機能は４つ。 

 

Conne の「スペース」画面イメージ 

https://conne.genbasupport.com/ 

 

①機能の１つ目は「スペース」。スペースでは社内や現場単位で、メッ

セージのやり取りができるチャット機能。既読やリアクションボタンが

搭載。佐多エンジニアリング株式会社では、掲示板というスペースを

作成し、そこで社内連絡や通達を行っている。 

 

②機能の２つ目は「ドライブ」。ドライブではデータを１元管理できるクラ

ウド上のデータ保存場所。アップデータ可能な容量が大きく、CAD デ

ータなどの保存も可能。佐多エンジニアリング株式会社では、個人ご

とのフォルダを作成し、そこに各自がデータを保管して必要な時にい

つでも確認可能なようにしている。また、社内のルールに関すること

などをドライブ上に保管し、現場からでもいつでも確認できるように。 

https://conne.genbasupport.com/
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③機能の３つ目は「スケジュール」。スケジュールでは、案件毎の予定

や社内の重機や設備の予定を管理できる機能。予定が登録・変更さ

れると、参加者には通知が届くようになっている。佐多エンジニアリ

ングでは、各自の予定を共有。 

 

④機能の４つ目は「案件管理」。案件管理では、案件情報を一覧で確

認できる機能。ホワイトボードやエクセルで管理していた情報を共有

可能に。佐多エンジニアリングでは、各現場の進捗状況を、写真を

添えて共有。 

 

メリット 佐多エンジニアリング株式会社は、常に 3～5 ぐらいの現場が常に

動いている。現場は会社から遠いところもあり、特に遠方の現場では一

度現場に出ると会社にはほとんど帰って来ず、なかなか顔を合わせら

れない。そういった状況を打破するために、毎月 1 回 Web 会議を行っ

ていた。しかし、月に 1 回なのでリアルタイムの情報が手に入るわけで

はなかった。Conne 導入によって、現場の進捗状況が把握できるよう

になり、社員同士の情報共有も活発になった。また、トラブルの未然防

止や対応スピードの向上に役立った。スマートフォンを業務に活用する

ことにより、更に効率化した。 

パソコンを開かなくてもいつでも情報を確認できる点が便利。以前は

出先にいる時に相談の連絡があっても会社に戻って図面を確認しない

といけなかった。しかし、今はスマホから確認してすぐに答えることがで

きる。現場が止まる時間もなくなるため、効率化できている。節目節目

で現場からは状況の報告があがってくるため、いつでも現場の状況を

把握することができる。 

また、メッセージに対して既読確認ができるのも良い。重要な情報な

どを誰が見ていないか確認することができるため、フォローが簡単とな

っている。 

課題 最初のうち何人かは操作がわからない人もいたという。しかしすぐな

じんだ。スマホを使用したことがある人であれば、このボタンを押せば

こうなるとすぐわかるとのこと。 

関連事項 

（企業概要等） 

会社名：佐多エンジニアリング株式会社 

本社：宮崎県宮崎市 

設立：平成 27 年 6 月 1 日 

従業員数：17 名 

事業内容：ブレストレストコンクリートを中心に 

     土木工事業 
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     とび土工工事業 

     ほ装工事業 

     しゅんせつ工事業 

 

参考資料 

 

佐多エンジニアリング株式会社-会社沿革 

https://www.infratec.co.jp/sata/2top.html 

 

Conne 

https://conne.genbasupport.com/ 

 

Conne 導入事例「現場の状況をリアルタイムに把握できるように。社員

同士の情報共有も活性化」 

https://conne.genbasupport.com/case/case-4382/ 

 

  

https://www.infratec.co.jp/sata/2top.html
https://conne.genbasupport.com/
https://conne.genbasupport.com/case/case-4382/
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No.4 

項目 内容 

取組の主体 清水建設 

 

連携体制 Shimz DDE /設計施工連携 BIM(清水建設) 

 

活用している 

最新技術 

・コンピュテーショナルデザイン 

・BIM 

・デジタルファブリケーション 

 

最新技術の活用方法 Shimz DDE は、清水建設が 1804 年創業以来培ってきたものづくりの

DNA と、最新のコンピュテーショナルデザイン手法を融合させた独自の

デジタルプラットフォーム。これまで独立していた多様なソフトの機能を

１つのプラットフォームに統合・集約。企画からシミュレーション、プレゼ

ンテーション、図面化までカバーするとともに、アルゴリズムを駆使した

プログラミングによる新たなデザインアプローチも可能となった。 

Shimz DDE のイメージ 

https://theta360.com/ja/ 

 

Shimz DDE は、「設計施工連携 BIM」と両輪の取り組みであり、設計

上流段階で行われる様々な試行錯誤の結果を BIM に連動させること

が可能。 

 

茨城県つくば市にのゼロエミッション国際共同研究センターに設置し

た庇の事例では、まず柱や梁などの形態生成をアルゴリズム化し、各

部材の位置や断面寸法、曲率を変数にモデルを作成した。多数案の

デザインスタディを効率的に行い、様々な可能性を検証した。 

https://theta360.com/ja/
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ゼロエミッション国際共同研究センターに設置された庇 

https://www.shimz.co.jp/shimzdesign/dde/case/07.html 

 

制約条件として 3 本の柱位置を設定した上で、切板のせいおよび厚

み、柱の主軸方向、梁の水平角度を設計変数として設定したパラメトリ

ックモデルを作成した。目的関数として鉛直変形量と鉄骨総重量の最

小化を設定し、遺伝的アルゴリズムにより設計目的を満足する構造架

構を 5000 ケース以上の中から探索した。 

Shimz Explorer による最適解の絞り込み 

https://www.shimz.co.jp/shimzdesign/dde/case/07.html 

 

3D モデルから 2 次元データを自動的に書き出すプログラムを構築

し、鉄骨製作図へのデータ連動を行った。3D モデルから 2 次元データ

に書き出した切板加工図を作成。デジタルデータをもとにプラズマ切断

機にて切板パーツを切断した。 

 

工程確認には AR(拡張現実)による次工程確認を実施。AR 技術

を用いてデジタルデータと現場との重ね合わせを実施。複雑な架構

において、工程ごとにレイヤ表示することで、現場での次工程確認、

完成イメージの共有を実施。

https://www.shimz.co.jp/shimzdesign/dde/case/07.html
https://www.shimz.co.jp/shimzdesign/dde/case/07.html
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タブレット上の AR アプリで現場を見た様子 

https://www.shimz.co.jp/shimzdesign/dde/case/07.html 

 

メリット 3D モデリングソフトと構造解析ソフトの連携によって、設計の上流段

階からコンピュテーショナルデザインと構造解析とのシームレスなデー

タ連携が可能になり、構造品質と設計提案力が向上した。 

 

課題 これだけ高度なシステムにもかかわらず、アルゴリズムデザインラボ

（本社：東京都渋谷区）などの協力で、社内研修システムを整備、展開

した結果、既に 200 人近くの設計者がスキルを身につけた。 

今後、Shimz DDE に AI(人工知能)などの最新技術も取り組んでいく

ことを展望としている。 

関連事項 

（企業概要等） 

会社名：清水建設株式会社 

本社：東京都中央区京橋 

設立：1804 年 

従業員数：10,688 名(2022 年 3 月 31 日現在) 

事業内容：建築・土木等建設工事の請負 

参考資料 シミズのものづくり DNA とコンピュテーショナルデザインの融合で期待

を超える価値を提供する。 

https://www.shimz.co.jp/shimzdesign/dde/ 

 

Shimz DDE の構造検討機能を強化 

https://b2b-ch.infomart.co.jp/news/detail.page?IMNEWS1=2517001 

 

BIMのフロントローディングを徹底追求！清水建設が「Shimz DDE」を本

格運用 

https://ken-it.world/it/2019/09/shimz-dde.html 

 

ゼロエミッション国際共同研究センター 

https://www.shimz.co.jp/shimzdesign/dde/case/07.html 

 

  

https://www.shimz.co.jp/shimzdesign/dde/case/07.html
https://www.shimz.co.jp/shimzdesign/dde/
https://b2b-ch.infomart.co.jp/news/detail.page?IMNEWS1=2517001
https://ken-it.world/it/2019/09/shimz-dde.html
https://www.shimz.co.jp/shimzdesign/dde/case/07.html
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No.5 

項目 内容 

取組の主体 鹿島建設株式会社 

 

連携体制 株式会社リコー、ピクシーダストテクノロジー株式会社、など 

 

活用している 

最新技術 

・BIM/CIM 

・VR/AR 技術 

・Field Browser 

・3D スキャナ/カメラ 

・クラウド 

・AI 

 

最新技術の活用方法 ■デジタルツイン 

➡施工過程の可視化と着工前仮想竣工 

 BIM/CIM と工程管理を連動させ、デジタル空間上で施工過程の

シミュレーションを行い、着工前に仮想竣工する。施工環境に応じ

た最適な施工計画に加え、施工中においてもフィジカル空間をリア

ルタイムに見える化・把握し、デジタル空間と連携させることで、デ

ジタル空間の中で最適解を効率的に追求していく仕組みを構築す

る。 

 

➡VR 空間に同時多数接続 

 プロジェクト関係者が遠隔地から VR 空間内で BIM/CIM モデル

や点群データ、現場カメラのライブ配信映像などを共有し、あたか

も建設現場にいるような感覚でコミュニケーションや意思決定を行

う。当社とリコーは、「大河津分水路新第二床固改築Ⅰ期工事」

（新潟県長岡市）において、リコーが開発した VR 空間に多人数が

同時にリモート接続できるシステム「リコーバーチャルワークプレイ

ス」を導入、運用を始めている。 

 

  ➡現場の高度な見える化 

   現場管理の効率化には、刻々と変化する現場の状況をリアルタイ

ムに把握し、次のアクションに繋げることが重要だ。当社は、人や

モノ、建設機械の位置や稼働状況に関するリアルタイムデータを、

気象や交通情報などの環境情報と組み合わせて表示する統合管

理システム「Field Browser®（フィールドブラウザ）」を開発。現場を

見える化し、タイムリーな問題解決に繋げている。 
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■データドリブン 

➡WBS データプラットフォーム 

 現場や個人ごとに保有されてきた各現場の生産情報（歩掛、工

程、コストなど）やノウハウを、全社土木部門共通の「土木工事標

準 WBS」に紐づけてデータベース化。精度の高い計画や最適価格

での調達を実現するほか、データ間連携や AI で、必要な時に必要

な情報を提供する。 

 

■機械化・自動化 

➡「A4CSEL®」で現場を工場化 

   A4CSEL は最適化された計画・作業データに従って、複数の自動

化建設機械が自律的に自動で施工を行うこれまでにない建設生

産システム。現在施工中の「成瀬ダム堤体打設工事」（秋田県雄

勝郡東成瀬村）では、最盛期に 5 機種 23 台の自動化建設機械が

連携して、昼夜を通じ最大連続 72 時間稼働で堤体打設を行う。ま

た、山岳トンネル工事を対象とした｢A4CSEL for Tunnel｣の開発も

進む。土木の現場を労働集約型から情報集約型の工場へと変え

ていく。 

 

■デジタルツールとそれを支えるデジタル基盤 

ICT で現場管理業務を自動化・リモート化・ペーパレス化。カメラや

センサで現場状況を遠隔管理し、スピーディーな対応で生産性や安

全性を向上させる。そして、デジタルに関わる全ての取組みを一元管

理する DX 基盤「box」を導入し、人とデータとツールがスマホで繋がる

現場を目指す。 

 

メリット ■企画/設計フェーズ 

デジタル化は建物の企画段階から始まる。詳細な設計に入る前に、

コンピュテーショナル・デザインでプロジェクトの施設計画や立地、気

候に応じて、風・温熱・光・日射・騒音・安全を性能モデルでシミュレー

ションして最適化。コンピュータシミュレーションにより、短時間に多数

の空間の可能性をデジタルモデルで探索し、顧客に最適な空間を追

求する。 

さらに、建物の仕様から設備機器の性能に至るまで、計画中の建

物に関わる全てのデータを BIM を核としてデジタル化。着工前にデジ

タル上に建物を竣工させる仮想竣工により、施工時の不具合を事前

に調整し、着工後の不整合ゼロを実現する。また、設備機器の更新
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方法など、竣工後の建物運用を事前に確認する仮想運用も可能とな

る。 

 

デジタル技術のフル活用により顧客とのスマートな合意形成が実

現するとともに、リアルな建物と仮想空間上にある双子「デジタルツイ

ン」が誕生する。 

 

■施工フェーズ 

  施工時においてもデジタル技術をフル活用。高品質な建物のつくり

込みに活かしている。 

「BIMLOGI®」は、工場で製作される各種部材の製作・運搬・施工・

検査の各フェーズにおける進捗予定と実績を、BIM データと連携させ

ることで管理するシステム。昨年 4 月から都内の大型建築現場に導

入され、今年 8 月までに鉄骨で約 3、000 点、カーテンウォールで約

2、000 点、電気・空調・衛生設備で約 6 万点、建具で約 900 点の部

材を対象に実証を行い、作業の手戻り・手待ちの削減に効果を示し

た。 

また、「鹿島ミラードコンストラクション®」※（以下、KMC）により BIM

と建設現場に設置したセンサー・デバイスから取得する空間データを

統合。施工中の建物を領域ごとに色分けして可視化するほか、施工

プロセスを正確にデジタルデータで蓄積し、出来高管理や現場の遠

隔管理に活用していく。 

日々の現場状況を映し出すデジタルツインを活用することで施工

管理の高度化に繋げる。 

 

■維持管理・運営フェーズ 

リアルな建物の竣工により完成するデジタルツイン。仮想空間にあ

る双子はリアルな建物の維持管理でその価値を発揮する。 

 

日本で初めて BIM によるフルデジタルツインを実現し、昨年 1 月に

竣工したオービック御堂筋ビルではデジタルツインを施設運営の合

理化や管理業務の効率化、省人化にフル活用。管理業務を担う当社

グループ会社の鹿島建物総合管理は、デジタル情報による施設管

理「BIM-FM」により、例えば建物にトラブルがあった場合に、その場

所がどこなのか、対処するためには何が必要となるかなどの状況を

いち早く把握し迅速に適切な対応を行っている。さらに、BIM 上の機

器一つひとつにそうした対応履歴を記録。従来は複数の書類やフォ

ーマットを通して管理されていた建物情報が全て一元管理されてい
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る。 

 

また、建物管理プラットフォーム「鹿島スマート BM」では空調や照

明などの稼働状況、エネルギー消費量など、建物に関するさまざま

なデータをクラウド上のプラットフォームに蓄積している。今後、集め

たビッグデータを AI で分析し、設備の最適運転の実現のほか、機器

の異常や故障発生時期を正確に予測することで、ランニングコストの

削減にも繋げていく予定だ。 

 

建物の環境対策や効率的な運用サポートが利用者の利便性・快

適性向上に繫がる。デジタルツインが顧客の建物に新たな資産価値

を提供する。 

 

課題 鹿島建設は、「新たな価値創出への挑戦」として、デジタルとリアルが

融合した多様な人が活躍する世界を目指している。 

 

■スマートビルの提供による新たな価値創造 

顧客課題・ニーズを解決するスマートビル（オフィス、ファクトリー、ホ

スピタルなど）の企画・設計・施工・運営において競争力を有し、「建物

OS※1」を活用して各社のソリューションを最適にアセンブルするデジタ

ルゼネコンの地位を獲得する。 

鹿島建設が考えるスマートビルのコンセプトは、全ての人の成果を最

大 化 す る “ WELLNESS” 、 持 続 可 能 な 社 会 の 構 築 に 寄 与 す る

“SUSTAINABLE” 、 他 社 と 価 値 を 共 創 し な が ら 未 来 に 繋 げ る

“CONNECTED”の 3 つ。独自のスマートビルメニューを拡充し、新たな

価値を施主の先にいるユーザーにまで提供する。 

※1 単体の建物から収集できるデータを連携して活用するためのプラットフォーム 

 

■スマートシティ・ソサエティの拡張による社会価値提供 

社会・都市課題解決を目的に、データやサービス連携基盤である「都

市 OS※2」をパートナー会社と連携し発展させ、都市単体のサイロ型都

市から、地域へ展開可能な分野横断型都市 OS サービスへの展開を目

指す。そして、当社施工の建物や都市のインフラ維持管理などのリアル

データを都市サービスに転換し、都市が抱える多様な課題の解決を図

るサービスを提供していく。 

※2 その都市にあるエネルギーや交通機関をはじめ、医療、金融、通信、教育などの膨大なデータを集積・

分析し、それらを活用するために自治体や企業、研究機関などが連携するためのプラットフォーム 
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関連事項 

（企業概要等） 

会社名：鹿島建設株式会社 

本社：東京都港区元赤坂 

設立：1930 年 

従業員数：8,080 名(2022 年 3 月 31 日現在) 

事業内容： 

１.土木建築及び機器装置その他建設工事全般に関する請負又は受託 

2.建設プロジェクト並びに地域開発、都市開発、海洋開発、宇宙開発、

資源開発、環境整備、エネルギー供給等のプロジェクトに関する調査、

研究、評価、診断、企画、測量、設計、監理、調達、運営管理、技術指

導その他総合的エンジニアリング、マネージメント及びコンサルティング 

3.土地の造成、住宅等建物の製造、建設及び不動産の売買、賃貸借、

仲介、保守、管理、鑑定、評価及びコンサルティング並びに植林及び緑

化事業 

4.不動産関連の特別目的会社及び不動産投資信託に対する出資並び

に出資持分の売買、不動産特定共同事業 

5.建設及び荷役運搬用機械設備、各種索道、鋼索鉄道、公害防止機

械設備、建設用資材、家具、室内外装飾品、工芸品、園芸用品等の設

計、製作、加工、販売、輸出入及び賃貸借 

6.工業所有権、著作権、ノウハウ、コンピュータを利用した各種ソフトウ

エアの企画、開発、取得、実施許諾及び販売 

7.各種情報の収集、処理及び提供に関する事業、電気通信事業並び

に放送業 

8.農産物の栽培の研究開発及び魚介類の養殖並びにこれらの生産物

の販売 

9.建物内外の保守管理、保安警備及び清掃業務 

10.一般廃棄物、産業廃棄物の収集、運搬、処理、資源再利用、環境汚

染物質の除去及びこれらに関するコンサルティング並びに電気及び熱

の供給事業 

11.道路、鉄道、港湾、空港、河川、水道、下水道、庁舎、廃棄物処理施

設その他の公共施設並びにこれに準ずる施設の企画、建設、保有、維

持管理及び運営 

12.ホテル等宿泊施設、スポーツ施設、健康・医療施設、保養所等厚生

施設、教育研修施設、遊園地等レクリエーション施設、スーパーマーケ

ット等商業施設、倉庫、搬送センター、飲食店等の施設の保有、経営及

びコンサルティング 

13.旅行業、陸上・海上・航空の各運送業、貨物運送取扱業、損害保険

代理業、生命保険の募集に関する業務及び労働者派遣事業 

14.広告、出版・印刷、映像・音声等の各種メディアの企画、制作及び販
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売並びに各種イベントの企画、制作、運営及びコンサルティング 

15.食料品、衣料品、医薬品、煙草、酒類、郵便切手類、書籍、文具、日

用品雑貨類等の小売業、ゴルフ会員権等の会員権、宿泊券、入場券の

取次及び販売並びに通信販売業 

16.金銭の貸付、債務の保証等の金融業務及び総合リース業 

17 前各号に関連又は附帯する一切の事業 

 

参考資料 September2021:特集 鹿島 DX 

https://www.kajima.co.jp/news/digest/sep_2021/feature/04/index.html 

 

会社概要 

https://www.kajima.co.jp/prof/outline/index-j.html 

 

 

  

https://www.kajima.co.jp/news/digest/sep_2021/feature/04/index.html
https://www.kajima.co.jp/prof/outline/index-j.html


58 

 

No.6 

項目 内容 

取組の主体 株式会社後藤組 

 

連携体制 自社における取り組み 

 

活用している 

最新技術 

・Saas 

・API 

・RPA 

・DWH 

・BIM/CIM 

 

最新技術の活用方法 ■業務システムの全体最適化 

・クラウド型の基幹システムへ移行 

 ・電子契約プロトコルに対応 

・SaaS 利用による業務システム構築 

・API・RPA 利用によるデータ連携 

 

■リアルタイム経営 

 ・KPI 指標の見える化・共有化 

 ・DWH 構築 

・紙データの電子データ化 

・RPA/API によるグローバルデータ収集 

・AI 活用によるデータ分析/チェックの簡素化 

・全社員への iPad 配布 

・データドリブン大会の定期開催により活用事例の横展開 

 

■業務効率化 

・事業部門ごとの業務の要件定義/マニュアル化 

・自動化対象業務の選定/現場社員による実装 

・RPA シナリオのクラウド管理 
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業務自動化選定フロー 

https://www.gto-con.co.jp/system/wp-

content/themes/BONE/common/img/dx/dx.pdf 

 

■組織体制の変革 

・DX 推進室の設置 

・DX 推進委員会の定期開催/プロジェクトの更新 

・各部門への推進担当者の設置 

 

■次世代型建設 DX の推進 

・現場書類のペーパーレス化 

・BIM/CIM、IOT、ICT 建機の活用 

・現場巡視書類の電子化 

・電子黒板の利用 

・下請け業者への教育実施 

 

■内製的 IT 人材の創出 

 ・社内リカレント教育の実施 

 ・社内認定資格制度の制定 

 ・IT スキル獲得と人事考課制度との連動 

https://www.gto-con.co.jp/system/wp-content/themes/BONE/common/img/dx/dx.pdf
https://www.gto-con.co.jp/system/wp-content/themes/BONE/common/img/dx/dx.pdf
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DX プチセミナー 

個人ごとの視聴回数を開示。 

実績回数が人事評価のうち「プロセス評価」に影響する。 

https://www.gto-con.co.jp/system/wp-

content/themes/BONE/common/img/dx/dx.pdf 

 

メリット ■業務システムの全体最適化 

SaaS の利用により従業員自身が業務システムを作成し、RPA・API

を利用した既存業務サービスとのデータ連携を行い、販売から施工

まで各業務プロセスにおいて一貫したデータ管理を行い、顧客へ均

一なサービスを安定的に提供する。 

 

■リアルタイム経営 

 蓄積した業務データに対する情報の見える化・AI による分析（BI 適

用）によりベテラン社員の勘と経験に依らないデータに基づく判断が

可能な組織にし、安定的な施工体制を確保する。 

 

■業務効率化 

徹底的なバックオフィス業務の効率化を図りお客様に付加価値を提

供する時間を最大化することで既存事業の競争力を強化する。 

 

■組織体制の変革 

 DX プロジェクトを進めるにあたり社長直轄の DX 推進室を設置し事業

部門間のデジタル環境のブラックボックス化を防ぐとともに本プロジ

ェクトの迅速な進捗を図る。 

 

■次世代型建設 DX の推進 

https://www.gto-con.co.jp/system/wp-content/themes/BONE/common/img/dx/dx.pdf
https://www.gto-con.co.jp/system/wp-content/themes/BONE/common/img/dx/dx.pdf
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土木・建築部門において i-Construction の適用を推進し、工事現場

の効率化・工事目的物の 品質を向上させる。 

 

■内製的 IT 人材の創出 

デジタル技術を有し自ら業務改善を行うことができる人材を社内で

創出するため、反復的な 社内教育を実施する。 

 

課題 ■人時生産性の向上 

人時生産性（粗利益/総労働時間）の向上を KPI 指標とする 

第 80 期人時生産性（粗利益/総労働時間）= 7,648 円 

3 年後 8,800 円を目標とする。（毎年 5%の向上） 

 

■業務自動化による残業時間の削減 

第 80 期実績：208.78 時間（期中平均残業時間） 

3 年後目標：187.9 時間 

以降毎年 90%の削減 

 

■i-Construction 導入現場数 

工事部門における 3 年後目標（%） 

第 80 期実績：8.2% 

3 年後目標：18.5%（毎年 5%の向上） 

 

■IT 人材の確保 

3 年後目標（人） 

アソシエイト認定資格者 50 人（第 81 期 10 人） 

スペシャリスト認定資格者 20 人（第 81 期 3 人） 

エキスパート認定資格者 10 人（第 81 期 0 人） 

 

関連事項 

（企業概要等） 

会社名：株式会社後藤組 

本社：山形県米沢市丸の内 2 丁目 2 番 27 号 

設立：大正 15 年 

従業員数：150 名 

事業内容：住宅/土木/建築/不動産事業/コンテナ事業 

 

参考資料 株式会社後藤組 DX 戦略 

https://www.gto-con.co.jp/system/wp-

content/themes/BONE/common/img/dx/dx.pdf 

 

https://www.gto-con.co.jp/system/wp-content/themes/BONE/common/img/dx/dx.pdf
https://www.gto-con.co.jp/system/wp-content/themes/BONE/common/img/dx/dx.pdf
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後藤組/会社概要 

https://www.gto-con.co.jp/companyprofile/ 

 

後藤組/事業展開 

https://www.gto-con.co.jp/development/ 

 

 

  

https://www.gto-con.co.jp/companyprofile/
https://www.gto-con.co.jp/development/
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No.7 

項目 内容 

取組の主体 神稲建設株式会社 

 

連携体制 Photoruction(株式会社フォトラクション) 

 

活用している 

最新技術 

・クラウド 

・タブレット 

 

最新技術の活用方法 ・Photoruction を活用した工事写真の管理 

・Photoruction を活用した工程表の管理 

・Photoruction を活用した図面の管理 

・Photoruction を活用した書類の管理 

 

メリット Photoruction の導入以前は、デジカメで撮影した写真をパソコンに手

動で移してフォルダ分けをしていた。そのため、写真管理で残業をせざ

るを得ないことや、後になって撮り直しが必要なことが発覚するなどの

課題があった。Photoruction の導入によって、写真整理に要していた

時間を削減できた。 

リアルタイムでの情報共有が可能なため、社内の情報共有がスムー

ズに行えるようになった。 

業務効率化が図られた分、現場での職人さんたちとの打ち合わせの

時間が増え、コミュニケーションの促進につながった。 

 
現場では職人とタブレットで図面を見ながら確認作業を実施 

https://www.photoruction.com/archives/case/kumashiro 

是正指導書も Photoruction に蓄積しているデータから簡単に作成す

ることができるため、こちらの作業についても時間短縮ができた。 

以前は、現場の進捗を担当者に電話で確認していた。Photoruction

https://www.photoruction.com/archives/case/kumashiro
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を導入してからはクラウド上に写真などのデータを蓄積できるため、パ

ソコンやスマートフォン、タブレットから情報を確認することができて情

報共有がしやすくなった。写真の撮り直しがあった場合も早期に発見で

きるようになった。 

 

課題 今後は、どの現場に職人を何人配置するなどの現場の計画を立て

るのに活用していきたい。例えば、工期に遅れがでている現場への職

人の派遣など、適切な人員配置を行っていきたい。 

また，工事記録などの履歴情報を営業に活用していきた。どこでも

履歴情報を確認できるという利点をうまく活用していきたい。 

 

関連事項 

（企業概要等） 

会社名：神稲建設株式会社 

本社：長野県飯田市主税町 18 番地 

設立：昭和 24 年 8 月 20 日 

従業員数：203 名 

事業内容： 

1. 総合建設業 

2. 土木コンサルタント 

3. 不動産取引業 

4. 浄化槽設備管理業 

 

参考資料 情報のデータ化で生産性向上。社内・社外のコミュニケーションも円滑

に 

https://www.photoruction.com/archives/case/kumashiro 

 

神稲建設株式会社/会社案内 

https://www.kumashiro.co.jp/company/ 

 

 

  

https://www.photoruction.com/archives/case/kumashiro
https://www.kumashiro.co.jp/company/
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No.8 

項目 内容 

取組の主体 中島工業 

 

連携体制 kintone (サイボウズ株式会社) 

 

活用している 

最新技術 

・クラウド 

・SaaS 

 

最新技術の活用方法 ・kintone を活用した業務基幹アプリの製作 

・受注情報、工事情報、顧客履歴管理、進捗管理等を管理 

 

メリット 社内で利用されていたツールは主に「Excel」と「紙」。それぞれ異な

るフォーマットの Excel データをコピー＆ペーストして、紙に出力して…

という作業が毎日多発していた。中島工業では「完璧よりも早期リリー

ス」をモットーに「kintone」アプリの作成を進め、結果的に 3 か月で 80 を

超える基幹業務アプリを制作することに成功した。早期リリースするこ

とで現場が炎上することもあったが、「現場からのクレームは宝の山」と

クレームから素早くシステム化することで、「一緒に作り上げていく」「言

ったことが形になる」という利益実感をもたらす努力を続けていった。 

社内の情報を「kintone」で管理するようになって各社員の工数が削

減されたが、中でも「データの検索性」については特に効果を発揮して

いる。たとえば『あの工法どこかでやっていなかったっけ？』『資格保有

者は何人？』『どこまで支払指図が完了している？』というような探し物

も「kintone」で検索すればすぐに探し出すことができるようになった。ま

た、ちょっとした数字の確認なども以前は人に聞いたりファイルを探し

出したりしていたものの、今は工事番号などで検索すればすぐに必要

な情報を確認することができる。日常行動の簡素化とともに、確認漏れ

なども未然に防げるようになった。 

工数削減というメリット以外にも社内のコミュニケーションの円滑化

や、経営者視点での情報共有にも意外な効果も発揮。受注・工事情報

はもちろん、顧客履歴管理、進捗管理などさまざまなアプリの情報をダ

ッシュボード（スペース）にまとめて逐一確認している。特に顧客履歴管

理には「いいね！」ボタンを付け、社員の活動に「いいね！」を押した

り、コメントで直接賞賛したりしている。 

 

課題 kintone を活用して、短い時間でもっと利益を上げられる工夫をして

いきたい。社員たちは仕事に対してとても前向きな人たちばかりで、頑
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張りすぎてしまうケースもあった。以前はそのあたりがあまり管理でき

ていなかった。今は「kintone」で各社員の動きもリアルタイムに把握で

きるので、あまり休めていない社員には休むように指示をしている。社

員たちには元気に、できるだけ長く働いてほしいので、ある程度は経営

者がブレーキをかけていかなくてはいけないと思っている。だからこ

そ、労働時間が短くなってもしっかり利益を増やしていけるような仕組

みづくりが必要と考えている。 

 

関連事項 

（企業概要等） 

会社名：中島工業株式会社 

本社：大阪府大阪市淀川区宮原 2 丁目 14 番 14 号 

設立：昭和 23 年 4 月 13 日 

従業員数：123 名 

事業内容：工場設備、産業用空調、給排水、井戸、水処理の設備工事 

 

参考資料 kintone-中島工業の事例 

https://nakajima-industrial.co.jp/ 

 

中島工業株式会社-企業情報 

https://nakajima-industrial.co.jp/company/ 

 

 

  

https://nakajima-industrial.co.jp/
https://nakajima-industrial.co.jp/company/
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No.9 

項目 内容 

取組の主体 奥村組 

 

連携体制 V-CUBE コラボレーション (株式会社ブイキューブ) 

 

活用している 

最新技術 

・Rear Wear 社製 スマートグラス 

 

スマートグラス HMT-1 

https://smbiz.asahi.com/article/14194220 

 

最新技術の活用方法 スマートグラスを活用した遠隔臨場 

現場と事務所、そして発注者の監督官の 3 拠点を V-CUBE コラ

ボレーションで結び、現場から送られてくるスマートグラスの映像を

共有するのが主な活用方法。 

 

メリット 
今回の V-CUBE コラボレーション導入により、これまで監督

官の現場臨場が必須だった、工事用道路に敷設する鉄板の枚数

確認やコンクリート圧縮強度試験の遠隔臨場が可能となり、月

に 10 回前後あった現場臨場回数が 3 割ほど減少した。 

事務所の担当者や監督官が、その映像に確認箇所などをリアルタイ

ムで書き込めば、その内容が現場のスマートグラスのディスプレーに

表示されるため、印を書き込んで『このあたりをアップにしてください』と

言えば、現場もわかりやすいし、指示する側も細かな説明をしなくて済

む。的確で間違いが起こりにくい。 

課題 音声操作の際、決められたキーワードを言わないと作動しないな

ど、機械特有の融通の利かなさは感じる。 

https://smbiz.asahi.com/article/14194220
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今後はスマートグラス自体でも録画できるようにし、録画データのや

りとりが簡易にできるようにすること、軽量化をはかって長時間の使用

にも耐えうるようにすること 

生産性向上に加え、熟練者の技術継承という面でも使用していきた

い。遠隔地にいる熟練者がスマートグラス経由で若手職員に指示を出

せば、若手職員は熟練者の知恵を借りることができる。また、若手職員

は熟練者から直接指導を受けることにより、高度かつ効率的に現場管

理ができる人材へと成長することが期待できる。そのような人材が増え

ることが結果として、我々が目指す”企業価値の向上”に通じると考え

ている。 

関連事項 

（企業概要等） 

会社名：株式会社 奥村組 

本社：大阪市阿倍野区松崎町二丁目 2 番 2 号 

設立：1907 年(明治 40 年)2 月 22 日 

従業員数：2,123 名(2022 年 3 月 31 日現在) 

事業内容：総合建設業およびこれに関連する業務 

 

参考資料 人手不足もコロナ禍もチャンスに 音声認識型スマートグラス導入で上

がる企業価値 

https://smbiz.asahi.com/article/14194220 

 

奥村組―企業情報 

https://www.okumuragumi.co.jp/corporate/info/ 

 

  

https://smbiz.asahi.com/article/14194220
https://www.okumuragumi.co.jp/corporate/info/
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No.10 

項目 内容 

取組の主体 大成建設 

 

連携体制 T-iRemote Inspection(TechShare 株式会社と共同開発)  

T-BasisX(株式会社インフォキューブ LAFLA/PicoCELA 株式会社/西

尾レントオール株式会社) 

 

活用している 

最新技術 

・メッシュ Wi-Fi 

・四足歩行ロボット 

 
本システムを搭載する四足歩行ロボットの特徴 

https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2021/210517_8230.html 

 

最新技術の活用方法 ・携帯電話回線が不安定な高層階や地下階において、現場内を網羅

するメッシュ Wi-Fi 環境の構築 

 

・インターネットを活用した、ロボットによる現場内の映像記録/定点写

真撮影/工程進捗確認 

https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2021/210517_8230.html
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T-iRemote Inspection×T-BasisX 

https://www.taisei-dx.jp/project/01/ 

 

メリット 現場内にメッシュ Wi-Fi を容易に構築でき、通信環境が不安定な地

下階や高層階でも各種 ICT 機器やロボットの活用が可能となるなど適

用範囲を拡大可能になる。 

Wi-Fi アクセスポイントと測位用受信機器を一体化利用し、効率的に

設置することで、広範囲（機器 1 台あたり半径 50ｍ程度）で綿密な位置

把握が可能となる。従来技術に比べ設置する機器数量を約 60％削減

でき、設置・盛替え等に係る大幅な省人化とコスト削減が図れる。工程

進捗によって、めまぐるしく通信環境が変化する建築現場でも臨機応

変に適用することが可能となる。 

作業員、資機材、ロボット等の位置データに加え、今後は現場に設

置した Web カメラ映像、作業員の生体データ、気温・熱中症指数等の

環境データなどを収集・分析するシステムと連携させ、様々な現場内デ

ータの一元管理を行うことが可能となる。その結果、効率的な施工計

画の立案、重機同士の接触防止、危険エリア侵入検知等を行い、現場

作業の安全・品質管理や生産性向上を図ることが可能となる。 

建設現場の施工状況やニーズに合わせ、本システムを搭載した 2

種類のロボットを用途別に適用することで、効率的な遠隔管理が可能

https://www.taisei-dx.jp/project/01/
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となる。また、ロボット本体には様々な外部接続用インタフェースが搭

載され、公開済の開発プラットフォームの利用により、現場の条件に合

わせた自由な機能開発や改良が可能となり、日々変化する現場環境

に柔軟に対応が可能に。 

四足歩行ロボットに現場内全体を俯瞰できる 360°カメラや詳細部を

拡大確認できるズームカメラを搭載することで、遠隔地からでも現場内

を自由な視点で確認が可能に。また、現場内の騒音環境下でも会話可

能な音声通話機能を用い、現場作業員とリアルタイムなコミュニケーシ

ョンが可能になった。将来的には本社・支店から現場遠隔巡視を実現

させ、更なる生産性向上につなげることを目指す。 

施工中の現場管理業務の効率化による生産性向上を始め、施工後

のビル管理業務、病院・介護施設の定常的な巡回・警備、老朽化施設

など危険エリアへの立ち入りなど維持管理段階での業務にも応用可能

になる。 

 

課題 今後は、「T-BasisX」を基盤として、ロボットや AI・IoT 活用による建築

生産プロセスの DX を推進し、更なる生産性向上に取り組んでいく。ま

た、竣工後の維持管理フェーズにおいても「T-BasisX」に組込まれた各

種 シ ス テ ム 等 を 、 開 発 済 み の 建 物 運 用 統 合 管 理 シ ス テ ム

「LifeCycleOS」※と連携させ、顧客ニーズに応じた新たなソリューション

を提供する予定である。 

 
※LifeCycleOS：BIM データと建物の運用開始後に刻々と変化していく建物管理・運用に関する

各種データ等を紐づけ、統合管理することができるシステム。 

 

関連事項 

（企業概要等） 

会社名：大成建設株式会社 

本社：東京都新宿区西新宿一丁目 25 番 1 号 

設立：1917 年（大正 6 年）12 月 28 日 

従業員数：8,579 名（2022 年 3 月 31 日現在） 

事業内容： 

１建築工事、土木工事、機器装置の設置工事、その他建設工事全般

に関する企画、測量、設計、監理、施工、エンジニアリング、マネジメン

ト及びコンサルティング 

2 地域開発、都市開発、海洋開発、宇宙開発、資源開発、エネルギー

供給、排出権取引及び環境整備に関する事業並びにこれらに関する

調査、企画、設計、監理、エンジニアリング、マネジメント及びコンサル

ティング 
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3 道路、鉄道、港湾、空港、河川施設、上下水道、庁舎、廃棄物処理施

設、駐車場その他の公共施設及びこれらに準ずる施設等の企画、設

計、監理、施工、保有、賃貸、譲渡、維持管理及び運営 

4 ホテル、スポーツ施設、レクリエーション施設、物品販売・飲食店等の

商業施設、事務所、医療施設、教育文化施設等の保有、賃貸、維持管

理及び運営 

5 土壌浄化、河川・湖沼・港湾の水質浄化等の環境保全、廃棄物・建

設副産物の収集、運搬、処理、処分、再利用に関する事業並びにこれ

らに関する調査、企画、設計、監理、施工、マネジメント及びコンサルテ

ィング 

6 建設工事用機械器具、資材の製作、売買、賃貸及び修理並びにこれ

らの仲介及び代理 

7 建物、構築物及び土木工作物等に関する診断・評価及び保安・警備

に関する業務 

8 不動産の売買、賃貸、仲介、保守、管理、鑑定及びこれらに関するコ

ンサルティング並びに不動産投資に関するマネジメント及びコンサルテ

ィング 

9 不動産関連の特別目的会社及び不動産投資信託への出資及び出

資持分の売買、信託受益権の売買・売買の媒介・売買の代理・私募の

取扱い、並びに不動産特定共同事業 

10 住宅の設計、監理、施工及び販売 

11 工業所有権、著作権、ノウハウ等の取得、実施許諾及び販売 

12 コンピュータを利用した情報処理並びにソフトウェアの開発、実施許

諾及び販売 

13 金銭貸付及び債務保証その他の金融業務 

14 損害保険代理業及び生命保険募集業 

15 労働者派遣事業 

16 前各号に附帯関連する一切の事業 

 

参考資料 プロジェクト T-iRemote Inspection×T-BasisX 

https://www.taisei-dx.jp/project/01/ 

 

四足歩行ロボットによる建設現場の遠隔巡視システム「T-iRemote 

Inspection」開発 

https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2021/210517_8230.html 

 

Wi-Fi 環境と AI・IoT を一体化した DX 標準基盤「T-BasisX」を構築 

https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2021/210420_8100.html 

https://www.taisei-dx.jp/project/01/
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2021/210517_8230.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2021/210420_8100.html
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大成建設-事業内容 

https://www.taisei.co.jp/corp/business.html 

 

  

https://www.taisei.co.jp/corp/business.html
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No.11 

項目 内容 

取組の主体 小柳建設株式会社 

 

連携体制 Holostruction(小柳建設) 

 

活用している 

最新技術 

・MR デバイス 

 

HoloLens 2 

https://pretiaar.com/artimes/article/12109/ 

 

・Microsoft Teams 

 

最新技術の活用方法 Holostruction は MR（複合現実）技術を用い、建造物の 3 次元モ

デルや日常活用しているデジタルデータ（写真、書類）を現実の空間

に投影し、その中を歩き回りながら、様々な位置・角度・縮尺におい

て自由自在に複数人と同時に協議することができる。遠隔地とのリ

モートコミュニケーションも可能で、離れた場所からも非対面で仮想

会議に参加することもできるため、リモート会議や遠隔臨場などにご

活用が可能 

 

・Holostruction、Microsoft Teams、各種ウェアラブルサービスを用い

て、発注者側事務所 2 か所（検査官、監督官）・受注者側現場事務

所・施工現場 2 か所をつなぎ、竣工検査をすべて遠隔で実施。 

 

遠隔検査概要図 

https://pretiaar.com/artimes/article/12109/
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https://onl.bz/ZycvNrh 

 

メリット 竣工検査では、現在行われている遠隔臨場の試行に加えて、3 次

元 CIM データを活用して遠隔地から仮想現実をみることができる 

Holostruction を組み合わせて実施することで、より理解度を高めるコ

ミュニケーションを実現した。 

 

小柳建設では、担当した大河津分水路の河口部拡幅に伴う山地部

の掘削工事などで、設計データの確認や完成検査などさまざまな場面

でホロストラクションを活用。遠隔地からでも複数人が映像を共有して

見ることができるため、遠くにある現場までの移動時間を削減すること

が可能。同時にリアルな 3D 映像を共有することでお互いの理解度が

高まり、話し合いの時間が短縮されるなど、多くの効果が生まれてい

る。 

 

課題 Holostruction は屋外現場での使用を想定していない。 

 

関連事項 

（企業概要等） 

会社名：小柳建設株式会社 

本社：新潟県三条市東三条 1 丁目 21 番 5 号 

設立：1945 年（昭和 20 年）11 月 

従業員数：276 名 

事業内容：建設工事の企画、請負、施工管理、スイミングスクールの運

営 

 

参考資料 竣工検査で Holostruction を活用 

https://onl.bz/ZycvNrh 

 

小柳建設③/驚きの技術「Holostruction」&小柳社長インタビュ 

https://sakepro.jp/work/991/ 

 

小柳建設株式会社-会社概要 

https://n-oyanagi.com/company/ 

 

 

  

https://onl.bz/ZycvNrh
https://onl.bz/ZycvNrh
https://sakepro.jp/work/991/
https://n-oyanagi.com/company/
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No.12 

項目 内容 

取組の主体 日光プラント工業株式会社 

 

連携体制 SITE (株式会社 CONIT) 

 

活用している 

最新技術 

・情報共有ツール 

 

最新技術の活用方法 ・社内の連絡ツールを SITE に一本化 

 

・工事図面や仕様書など SITE で管理共有 

 

・SITE で現場ごとに案件を管理しメンテナンス状況を共有 

 

・社員のスケジュールを SITE で一元管理 

メリット ・現場と経理など、別部署との情報共有・連携がスムーズになった 

 

・写真・図面・仕様書の最新情報の把握が正確にできるようになり追加

部材の発注ミスがゼロになった 

 

・現場ごとの管理ができるのでメンテナンス状況の引き継ぎも正確にで

きるようになった 

 

・作業員のスケジュール管理が容易になり顧客からの問い合わせ対応

がスムーズになった 

課題 ・導入時、若干の抵抗があった。しかし、社内で 1、2 回勉強会をしてス

ムーズに移行ができた。70 代の人も含めて全員問題なく使えている 

関連事項 

（企業概要等） 

会社名：日光プラント工業株式会社様 

本社：埼玉県新座市野寺 2-17-4 

設立：昭和 53 年 9 月 11 日 

従業員数：7 名事業内容：総合建設業 

参考資料 ・SITE 導入事例 

https://www.conit.site/case-studys/nikko-plant/ 

  

https://www.conit.site/case-studys/nikko-plant/
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No.13 

項目 内容 

取組の主体 隂山建設株式会社 

連携体制 自社開発 

活用している 

最新技術 

・ドローン 

・建設情報可視化アプリ 

最新技術の活用方法 ・ドローンで撮った映像や建築案件での写真を、リアルタイムでさまざ

まなデバイスから見られるように、「Building MORE」「Building MORE 

Plus」というアプリを開発。Building MORE は元請企業と建設会社、お

客様や設計事務所さんと現場を可視化させるアプリである。Building 

MORE Plus は協力企業と、デジタル化を図って書類や受発注を含め

たやり取りができるアプリである。 

 

・Building MORE の活用シーン 

 ➡工事写真の共有 

 ➡スケジュール・工程表の共有 

 ➡出来高の共有 

 ➡各種書類の共有 

 

・Building MORE Plus の活用シーン 

 ➡予算・受発注の管理 

 ➡スケジュール・工程表の共有 

 ➡出来高の管理 

 ➡各種書類の共有 

メリット Building MORE のメリット 

 ①顧客満足度の向上 

一つの工事情報が専用 Web のように表示され、施主様が写真や

書類をいつでもどこからでも確認できる。「リアルタイムで工事の状

況が分かるので、打ち合わせがスムーズになった」「遠方に住んでい

ても仕上がりに対する不安が解消した」などの声が寄せられた。 

 

 ②現場の見える化 

工事写真などにより進捗や予定をどこからでも確認でき、報告や

連絡に費やす時間が短縮される。 

 

 ③業務のデジタル化 

これまで紙資料やファイルデータでバラバラに作成・保存されてい

た情報が、ペーパーレスとなり、情報が一元管理されることで、生産
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性向上へ繋がる。 

  

 ④従業員満足度（ES）の向上 

スマートな施工管理の実現により、業務効率化に繋がり、残業時

間削減と働き方改革を実現できる。「お客様との打ち合わせが密に

なった」「施工管理者の意識やモチベーションが向上した」などの声

が上がった他、現場監督の業務削減・働き方改革を実現した。（一人

あたり月間約 50 時間の残業時間を削減、電話連絡や現場訪問の激

減） 

 

 

Building MORE Plus の活用シーン 

 ①元請企業とのスマートな連携 

  見積提出や受注、図面共有など元請建設会社からの情報の取得し

やすさが向上。 

 

 ②書類作成のデジタル化 

  登録情報と作成資料の連動により、RKY（リスクアセスメント危険予

知）や作業日報を簡単に作成できる。 

 

 ③報告業務の効率化 

  工事の状況に合わせて作業の出来高を請求可能。 

 

 ④現場状況の見える化 

  カレンダーや掲示板がどこからでも確認でき、現場の乗り入れ時期

が分かる。 

 

 ⑤担当した工事の一元管理 

  工事ごとの元請会社とのやり取りの履歴がアプリ上に残り、情報の

一元管理に繋がる。 

課題 陰山建設は、地方建設業の DX ステップを以下の 1~5 のレベルで考え

ている。 

 

レベル 1：Wi-Fi やデバイスをはじめとする職場の基本的な環境整備 

レベル 2：ビルモアの導入による情報の社内共有とデジタル化 

レベル 3：ビルモアプラスによって協力企業との外部連携を実現 

レベル 4：BIM などを活用した施工自体のデジタル化、および活用 

レベル５：AI やロボットを活用した建設プロセス全体のデジタル化 
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陰山建設が考える地方建設業の DX ステップ 

https://techtrends.jp/trends/kageyamakensetsu/ 

 

現段階では、ロボットを使うところまではまだ進んでおらず、省略化

や業務効率化（レベル 3）まで進んできた段階。 

関連事項 

（企業概要等） 

会社名：隂山建設株式会社 

本社：福島県郡山市石渕町 1 番 9 号 

設立：昭和 36 年 3 月 13 日 

従業員数：49 名 

事業内容： 

建築、土木に付帯関連する一切の総合建設請負工事業 

建築、土木に付帯関連する一切の企画設計、監理請負業 

不動産の売買、賃貸、管理、仲介に付帯関連する事業 

高断熱・高気密性住宅施工請負に付帯関連する事業 

アスベスト（石綿）処理に付帯関連する事業 

海外における建設技術指導・教育 

放射能除染処理に付帯関連する事業 

再生可能エネルギー関連に付帯関連する事業 

 

参考資料 中小企業の建設 DX への挑戦～隂山建設株式会社の事例 

https://techtrends.jp/trends/kageyamakensetsu/ 

 

陰山建設株式会社-会社概要 

https://www.kageken.jp/about/overview/ 

 

 

  

https://techtrends.jp/trends/kageyamakensetsu/
https://techtrends.jp/trends/kageyamakensetsu/
https://www.kageken.jp/about/overview/


80 

 

No.14 

項目 内容 

取組の主体 大林組 

 

連携体制 自社開発(大林組) 

 

活用している 

最新技術 

・IoT を活用した作業員向け安全管理システム「暑さ指数ウォッチャー」 

 

最新技術の活用方法 「暑さ指数ウォッチャー」は現場内の複数箇所の WBGT（暑さ指数）を

連続測定し、その情報を工事事務所で一元管理することができるシス

テム。 

作業員などには、けがを防ぐ目的で真夏でも長袖・長ズボン・ヘルメ

ットの着用が義務付けられており、熱中症になりやすい状況にある。

日々変化していく作業環境、作業強度を加味し、適切な基準を合理的

に管理していくことは非常に困難であった。「暑さ指数ウォッチャー」は、

現場内の複数箇所の WBGT を連続的に測定することに加え、着衣状

況や作業強度などの与条件に応じた WBGT 基準値を自動設定できる

高機能な WBGT 計のコンパクト化と低価格化を実現した。 

 

暑さ指数ウォッチャー外観（左：子機、右：親機） 

https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20190724_1.html 

 

2022 年には、CO2 濃度や風速といった環境数値を測定できるオプ

ション機能を追加し、建設現場以外の場所や季節を問わず活用できる

システムとして、名称「SisMil」に改名してサービスを開始した。 

 

メリット これまでは計測器を現場へ持参し、暑さ指数を人が測っていたた

め、計測が業務上の負担になっていた。本システムの導入によって複

数現場の作業環境を、人が巡回して手持ちの機器で計測する作業が

必要なくなった。 

事務所や自宅から暑さ指数をリアルタイムで確認でき、現場に計測

へ行く負担がなくなった。熱中症の注意喚起も迅速にできるようになっ

https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20190724_1.html
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た。その結果、テレワークや残業削減といった、労働環境の多様化・改

善につながった。 

過去の記録を見て、似た気候条件だった日を参考に、今日の気温上

昇を予想できるようになった。 

課題 WBGT を活用した一律の行動指針も必要であるが、作業者一人一

人の状況に応じたきめ細かい対応が望まれる。そのためには、作業者

の既往歴を把握したり、作業中の見回り頻度を高くしたりする、さらに

はバイタルサインをリアルタイムで確認するなどにより、作業の進行と

熱中症弱者の保護を同時に達成させるような取り組みが今後、求めら

れる。 

関連事項 

（企業概要等） 

会社名：株式会社大林組 

本社：東京都港区港南 2 丁目 15 番 2 号 

設立：1936（昭和 11）年 12 月 

従業員数：9,026 人（2022 年 3 月末現在） 

事業内容：国内外建設工事、地域開発・都市開発・その他建設に関す

る事業、及びこれらに関するエンジニアリング・マネージメント・コンサル

ティング業務の受託、不動産事業ほか 

参考資料 建設現場で複数点の WBGT（暑さ指数）を連続測定・一括管理できる

「暑さ指数ウォッチャー」を開発 

https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20150630_1.html 

 

「暑さ指数ウォッチャー®」を建築現場に本格導入、労働環境以外にも

対応します 

https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20190724_1.html 

 

職場等での暑さ指数の活用等に関する実態調査に関するヒアリング結

果 

https://www.env.go.jp/content/900404727.pdf 

 

屋内外の現場の暑さ指数を同じタイミングで計測・比較することで熱中

症のリスクをより深く理解し、さらなる環境改善へ 

https://www.oakis.co.jp/sismil/casestudy/mec-value.html 

 

大林組―会社概要 

https://www.obayashi.co.jp/company/profile.html 

 

 

  

https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20150630_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20190724_1.html
https://www.env.go.jp/content/900404727.pdf
https://www.oakis.co.jp/sismil/casestudy/mec-value.html
https://www.obayashi.co.jp/company/profile.html
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No.15 

項目 内容 

取組の主体 矢作建設工業株式会社 

連携体制 建設クラウド(NEC) 

活用している 

最新技術 

・SaaS 

・クラウド 

 

最新技術の活用方法 原価管理サービスで、実行予算、発注、出来高を管理。 

これまで利用していた原価管理システムは自社開発の原価管理シ

ステムでスタンドアローン型。各現場の個別管理で運用統制が難しい。

また、現場からの工事原価の報告は紙ベースで、本社会計システムで

二重入力をしていた。このためミスが発生しやすかった。さらに、原価

情報の集約に時間がかかり、経営管理への即応性が不足していた。 

 

メリット ・現場と本社のデータ共有を実現 

  各情報を即時に共有できるようになったため、原価情報が経営情報

として可視化された 

 

・収益管理の精度が向上 

  建設クラウドで原価情報が可視化された上、算出数字の根拠まで

わかるようになったため、収益管理の精度が向上した。 

 

・原価管理の工数を 3 割削減 

 現場と本社で建設クラウドを利用することで二重入力を解消。さらに

ワークフローシステム連携を行うことで、従来 3 日以上かかっていた

発注の承認が即日可能になった 

 

課題 導入に際して、全国の拠点で操作説明会を実施。業界標準の業務

フローへの変更の必要性を説き、理解を深めた。また音声ファイルを埋

め込んだパワーポイント資料を作成することで、新システムに関する説

明の効率化と平準化を測った。これらユーザ教育の工夫が奏功し、比

較的スムーズなシステム導入に結び付けることができた。 

 

関連事項 

（企業概要等） 

会社名：矢作建設工業株式会社 

本社：愛知県名古屋市東区葵三丁目 19 番 7 号 

設立：1949 年 5 月 14 日 

従業員数：1,174 名（2022/3/31 現在） 

事業内容： 
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1. 土木、建築、その他建設工事の企画、測量、設計、監理、施工およ

びコンサルティングの請負 

2. 建物および構築物の保守管理、耐震等の診断および評価 

3. 環境汚染物質の調査および除去に関する企画、設計、監理および

コンサルティング 

4. 道路、鉄道、庁舎、教育文化施設等の公共施設等の企画、建設、

保有、維持管理および運営 

5. 不動産の売買、賃貸、仲介、管理ならびに不動産投資に関するマ

ネジメントおよびコンサルティング 

6. 前各号に附帯関連する一切の事業 

 

参考資料 原価管理システムを「建設クラウド」で刷新 

業務フローの標準化と原価管理の精度向上を実現 

https://jpn.nec.com/manufacture/kensetsu/case/yahagi/index.html 

 

建設クラウド建設向け基幹システムサービス 

https://jpn.nec.com/manufacture/kensetsu/constcloud-

kikan/index.html 

 

矢作建設工業株式会社―会社概要 

https://www.yahagi.co.jp/company/outline/ 

 

 

  

https://jpn.nec.com/manufacture/kensetsu/case/yahagi/index.html
https://jpn.nec.com/manufacture/kensetsu/constcloud-kikan/index.html
https://jpn.nec.com/manufacture/kensetsu/constcloud-kikan/index.html
https://www.yahagi.co.jp/company/outline/
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No.16 

項目 内容 

取組の主体 株式会社フジタ(大和ハウスグループ) 

連携体制 東京大学 

活用している 

最新技術 

・建機追従型有線給電ドローン 

最新技術の活用方法 有線給電ドローンは、建設機械の外部に設置した小型のヘリパッドか

ら離発着し、建設機械との相対位置を維持しながら自動で追従飛行す

る。ドローンのカメラは光学ズーム・光学防振機構を搭載しており高画質

な映像を撮影が可能。空撮した映像は、無人化施工の建設機械オペレー

ターに提供され、あらゆる視点からの映像チェックが可能となる。作業効

率の向上と省人化が可能となる。 

 

自動追従飛行の状況 

https://onl.bz/N2F2LJc 

 

メリット 建設機械オペレーターに対してあらゆる視点の映像を提示できるほ

か、映像の切り替え作業が不要となり、作業効率の向上と省人化につな

がる。 

ドローンの飛行時間については、有線で常に給電できるため、バッテリ

ーを用いて飛行する従来のドローンに比べて長時間の飛行を実現してい

る。(4時間動作確認済)ケーブルは、ヘリパッド内に内蔵した自動巻き取り

装置で絡み事故を防止している。ドローンの操作はタッチパネル対応の

パソコンで行うため、直感的な操作が可能となっている。 

課題 無人化施工の現場だけでなく、災害復旧現場などでも活用が期待され

ている。 

関連事項 

（企業概要等） 

会社名：株式会社フジタ 

本社：東京都渋谷区千駄ヶ谷 4-25-2 

設立：2002 年 10 月 

従業員数：3,494 人 

事業内容： 

https://onl.bz/N2F2LJc
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・建設工事の請負、企画、設計、監理およびコンサルティング業務 

・宇宙開発、海洋開発、地域開発、都市開発、資源開発および環境整備などに関する調

査、企画、設計、監理およびコンサルティング業務 

・不動産の売買、交換、賃貸、管理およびこれらの代理もしくは仲介に関する業務ならび

に不動産の鑑定評価 

・金融商品取引法に基づく第二種金融商品取引業、投資助言・代理業および投資運用

業 

・不動産特定共同事業法に基づく事業 

・宅地の造成および分譲ならびに住宅の建設および分譲に関する業務 

・土壌汚染の状況調査および除去などに関する業務 

・建物、構築物およびその設備の保守および管理に関する事業 

・宿泊施設、スポーツ施設、レクリエーション施設、健康・医療施設、教育施設、飲食店な

どの保有、経営およびコンサルティング業務ならびに旅行代理店業 

・風力、太陽光、地熱、水力の利用などによる発電並びに電気の供給に関する事業 

・工業所有権、著作権などの無体財産権、ノウハウその他ソフトウェアの企画開発、取

得、賃貸および販売ならびに情報処理サービス業 

・コンピュータ機器、エレクトロニクス機器などの開発、販売および賃貸ならびに保守およ

び管理に関する事業 

・情報通信システムに係る企画開発および販売などに関する事業 

・マルチメディアの研究開発に関する事業 

・建設用資材、機器および機械装置の製造、加工、販売および賃貸 

・住環境設備機器の研究、開発、製造、販売、賃貸、保守および管理ならびに輸出入に

関する事業 

・労働者派遣事業 

・金銭の貸付その他の金融業務 

・前各号に付随する一切の事業 

参考資料 長時間の空撮が可能な有線給電ドローンを開発 

https://www.fujita.co.jp/_wp/wp-

content/uploads/2020/01/0caee0b249cddf35d0b11e8583eae3b8.pdf 

 

土木学会：建設用ロボット技術セミナー(第 1 回)インテリジェント施工シス

テムの研究活動について 

https://robot-jsce.jp/wp-content/uploads/2021/09/210317-1.pdf 

 

株式会社フジタ－会社概要 

https://www.fujita.co.jp/company/about/ 

 

  

https://www.fujita.co.jp/_wp/wp-content/uploads/2020/01/0caee0b249cddf35d0b11e8583eae3b8.pdf
https://www.fujita.co.jp/_wp/wp-content/uploads/2020/01/0caee0b249cddf35d0b11e8583eae3b8.pdf
https://robot-jsce.jp/wp-content/uploads/2021/09/210317-1.pdf
https://www.fujita.co.jp/company/about/
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No.17 

項目 内容 

取組の主体 日立ソリューションズ 

連携体制 自社開発 

活用している 

最新技術 

・VR 

・MR 

・BIM 

最新技術の活用方法 「都市・建物向け xR トータルソリューション」は地図や建物・設備の

BIM、点群データなどを活用し、仮想空間に、現実世界の空間情報とひ

もづいたデジタルツインを構築することが可能。また、デジタルツインに

架空のオブジェクトを xR 技術で可視化し、複数ユーザー間の共有やユ

ーザーごとの表示制御が可能。オブジェクトは、ユーザーが簡単な操

作で配置や移動、削除、サイズ変更を行うことが可能。 

 

都市・建物向け xR トータルソリューションのイメージ 

https://www.hitachi-solutions.co.jp/xr/ 

 

・※xR(xReality)とは ・・・VR(Virtual Reality) / AR(Augmented Reality) / 

MR(Mixed Reality) などの総称 

 

■具体的な機能 

①「デジタルツイン空間構築」 

  現実空間の複数の座標系を統合し、仮想空間に構築。現実空間の

状況を仮想空間にリアルタイムに再現・記録し、ジオメトリに基づい

た分析・シミュレーションを可能にする。 

 

②「マルチユーザーxR」 

  現実空間と仮想空間に跨った xR 可視化をマルチユーザーで可能

にする。また、ユーザーごとに可視化するオブジェクトを制御すること

が可能。 

https://www.hitachi-solutions.co.jp/xr/
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メリット MR で巡回点検の点検ルートをナビゲーションすることが可能。GPS

やネットワークの届かない環境下でもナビゲーションすることが可能。 

現場で点検対象の設備、設備のステータス、点検項目、過去の点検

結果などを可視化。点検対象の誤り防止、点検確認漏れの防止、経年

劣化の確認が可能に。 

注意が必要なエリア、アラート情報を可視化することで、作業員の安

全性を高めることが期待される。 

熟練者のアドバイスを動画などで表示することができ、経験の浅い

作業員も安心して作業に取り組むことができる。熟練者のノウハウの

共有に役立てることも可能。 

 

課題 現実空間を仮想空間に再現し、業務に活用するためには、屋内外

の地図や点群、BIM などを活用した仮想空間の構築、現実空間や業務

に合わせた仮想空間へのオブジェクトの可視化、外部システムとの連

携など、高い技術力とシステム構築力が求められる。 

 

関連事項 

（企業概要等） 

会社名：株式会社日立ソリューションズ 

本社：東京都品川区東品川四丁目１２番７号 

設立：1970 年(昭和 45 年)9 月 21 日 

従業員数：4,914 名(単独)(2022 年 9 月 30 日現在) 

事業内容： 

ソフトウェア・サービス事業 

情報処理機器販売事業 

参考資料 ・都市・建物向け xR トータルソリューション 

https://www.hitachi-solutions.co.jp/xr/ 

 

https://www.hitachi-solutions.co.jp/xr/
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・日立ソリューションズ-企業概要 

https://www.hitachi-solutions.co.jp/company/about/ 

 

 

  

https://www.hitachi-solutions.co.jp/company/about/
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No.18 

項目 内容 

取組の主体 株式会社竹中工務店 

連携体制 ・Boston Dynamics 社 

・ソフトバンクロボティクス株式会社 

活用している 

最新技術 

・四足歩行ロボット「Spot」 

 

・360°カメラ 

 

最新技術の活用方法 ・建設現場の自動巡回 

建設現場では工事の進捗により環境が変わるため、「Spot」が自

分の位置や経路を把握して自動巡回することが困難であった。そこ

で、標準の 3D LiDAR（三次元レーザ測域センサー）を利用するととも

に、「Spot」の背中に全天球撮影カメラを搭載することで、自動巡回し

ながら工事進捗管理や資機材管理のための写真を取得できること

が可能となった。たとえば、事務所ビルの建築工事などにおいて、前

日に通ったルートに新しく間仕切り壁が設置され、ルートの片側半分

が大幅に変更された状態でも、エラーを起こすことなく、同ルートを移

動することが可能となった。また、建物１階から工事中の建物をスロ

ープや階段を利用して指定された 4 階の確認フロアを自動巡回して

戻ってくるような、日常の運用を想定した実証実験にも成功してい

る。 

 

・遠隔操作 

  「Spot」の背中に、標準の 360 度カメラ、光学 30 倍ズーム付きパン

チルトカメラの他に「首振台座付きタブレット端末」、「小型プロジェク

ター」、「通話装置」と、これらをコントロールする「小型コンピュータ

ー」、「バッテリー」とともに遠隔通信を可能とする LTE モバイルルー

ターを搭載した。これらを遠隔地のオペレータが自身の PC や専用コ

ントローラを操作することで、建設現場内を自由に移動しながら作業
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の確認をしたり、現地の作業員らとモニターやプロジェクターによっ

て投影された資料や図面を共有しながら打合せをしたりすることが

できる。また、遠隔操作できる測量機を搭載することで、寸法や精度

管理業務なども遠隔地から実施することが可能であることを確認し

た。さらに、建設現場と現場事務所といった数百ｍ程度離れた場所

からのテストだけでなく、都心のオフィスから県をまたいだ地方の作

業所の「Spot」を操作し、現地を巡回したり、作業員とコミュニケーシ

ョンを取ったりするテストを実施し、通信遅延やデータ容量について

も、日常使用に問題ないことを確認した。 

 
遠隔操作に搭載した装置 

https://www.takenaka.co.jp/news/2021/09/02/ 

 

メリット 工事記録写真の撮影や進捗管理、資機材の配置管理といったマネ

ジメント業務に向いており、担当者の負担を 10％程度軽減できるとみ

ている。 

背中に載せる機器を換えたり組み合わせたりすれば、Spot の用途

はかなり広がる。同じ作業を繰り返す、使い道が限られたロボットが建

設現場で働き始めている一方で、Spot は汎用性が高く、工夫次第で

様々な業務を効率化できる。 

 

課題 2024 年に予定されている時間外労働の上限規制への対応策の一

つとして「Spot」の導入を進めるため、搭載機器を建設現場の担当者で

も簡単に扱えるようユニット化するとともに、利便性を向上させたオペレ

ーションシステムの開発を目指している。また、搭載ユニットについては

他の移動ロボットへの応用を検討し、システムについては現在開発中

の「建設ロボットプラットフォーム」との連携を進めている。 

Spot はまだまだ高額だが、建設現場の人手不足も深刻さを増してい

る。建設現場の未来の姿を考えるうえで、1 台で何役にもなれる Spot

に竹中工務店は可能性を感じている。他にも、Spot が荷物を引っ張る

といった「運搬車」としての使い道もあり得るかなど、竹中工務店は

https://www.takenaka.co.jp/news/2021/09/02/


91 

 

様々な実験を繰り返している。 

 
荷物を積んだ台車を引く「Spot」 

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/00933/102600081/ 

 

関連事項 

（企業概要等） 

会社名：株式会社 竹中工務店 

本社：大阪市中央区本町 4 丁目 1-13 

設立：1909 年(明治 42 年) 

従業員数：7,757 人(2022 年 1 月現在) 

事業内容： 

建築工事及び土木工事に関する請負、設計及び監理 

建設工事、地域開発、都市開発、海洋開発、宇宙開発、エネルギー供

給及び環境整備等のプロジェクトに関する調査、研究、測量、企画、評

価、診断等のエンジニアリング及びマネジメント 

土地の造成並びに住宅の建設 

不動産の売買、賃貸、仲介、斡旋、保守、管理及び鑑定並びに不動産

投資に関するマネジメント 

造園、園芸及び植林等の緑化事業並びにこれらに関する保守及び管

理 

建設用機械器具、鉄鋼構築物、建設用コンクリート製品、建物空調用

冷却装置、建築用木工品及び家具の製造、建設用機械器具、建設用

資材、建物空調用冷却装置及び家具の輸出入、販売、賃貸、修理、保

守、管理並びにこれらに関する研究開発及び検査の受託 

保守警備及び清掃業務 

廃棄物の収集、運搬、処理及び再利用、環境汚染状況調査及び環境

汚染物質の除去並びに電気、熱等エネルギーの供給、販売 

庁舎、教育施設、医療福祉施設、廃棄物処理施設、道路、鉄道、港

湾、空港、公園、上下水道等の公共施設及びこれに準ずる施設等の

企画、建設、保有、維持管理及び運営 

宿泊施設、保養所、スポーツ施設、遊戯施設、文化施設、貸ホール、

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/00933/102600081/
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飲食店及び駐車場の経営 

工業所有権、著作権、ノウハウ、コンピュータを利用したソフトウェア等

の取得、開発、実施許諾及び販売 

広告、出版、印刷、映像及び広告・宣伝・通信に関する情報媒体の企

画、制作及び販売並びに各種情報の収集、処理及び提供 

電気通信事業法に基づく電気通信事業及び放送事業 

コンピュータ、通信機器、事務用機器及びその周辺機器の販売、賃

貸、保守及び管理 

自動車、美術品、写真機及び日用雑貨品の販売、通信販売、仲介及

び斡旋 

損害保険代理業、自動車損害賠償保障法に基づく保険代理業、生命

保険の募集に関する業務、旅行業法に基づく旅行業及び旅行業者代

理業並びに労働者派遣事業法に基づく労働者派遣事業 

総合リース業 

医療用機械器具の販売 

金融商品取引法に基づく第二種金融商品取引業 

貨物利用運送事業、海上運送事業及び内航海運業 

金銭の貸付、債務の保証、債権買取等の金融業務 

前各号に関するコンサルティング業務 

前各号に付随する業務 

参考資料 四足歩行ロボット「Spot」を用いた実証実験で建設現場での自動巡回と

遠隔操作による業務支援機能を実現 

https://www.takenaka.co.jp/news/2021/09/02/ 

 

24 年に予定される時間外労働の上限規制適用、「山盛り Spot」は人の

代わりになるか 

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/00933/102600081/ 

 

竹中工務店－会社概要 

https://www.takenaka.co.jp/corp/outline/ 

 

 

  

https://www.takenaka.co.jp/news/2021/09/02/
https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/00933/102600081/
https://www.takenaka.co.jp/corp/outline/
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No.19 

項目 内容 

取組の主体 フリーダムアーキテクツデザイン株式会社 

連携体制 Autodesk 社 

活用している 

最新技術 

・BIM 

・VR 

最新技術の活用方法 建築業界での VR 活用というと、これまでにも大手ゼネコンやハウスメ

ーカー等で「モデルルームを VR で体験する」といったサービスが行わ

れてきている。しかし、今回フリーダムアーキテクツが始めた「VR アー

キテクツシステム」は、注文住宅の分野で「設計中の家の中を VR で

体験し、それをデザインに反映させる」という、試みである。施主はヘッ

ドマウントディスプレイを通じて、建築前の建物の中を自由に見て回る

ことができる。 

陽当たりなどについても厳密にシミュレーションを行い、その結果を

設計にも反映させている。ある事例では、「朝日が入るベッドルームに

したい」というクライアントの要望に沿って横長の窓をつけたが、シミュ

レーションしてみることで、朝 10 時にならないと光が差し込まないこと

が判明。そこで縦に窓をつけて、もっと早い時間に光が入るよう変更す

ることができた。 

実際に置く予定の家具や家電のデータも BIM データへ入れること

で、その空間に占める割合、位置はもちろん、形状や色、張地などディ

テールまで体感できるようになる。 
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日当たりを考慮して再設計されたプランイメージ 

https://bim-design.com/uploads/FreedomArchitects-CaseStudy-

ja.pdf 

 

メリット 同社事業開発部部長の長澤信氏は「お客様にアンケートを取ると、

圧倒的に多くの方々が“今自分が打ち合わせをしている間取りを VR 

で体験したい”とおっしゃいます」と語る。設計士の頭の中には具体的

にイメージするプランがあるが、そのプランをクライアントがどの程度イ

メージできるかは、人によってさまざまだ。設計の初期段階において、

実際に家の中を見て回るように VR 体験ができるようになれば、クライ

アントはぐっとイメージしやすく、具体的なリクエストを出すことも可能に

なってくる。これまでに同社で VR 体験をした方からも、好反応が得ら

れている。 

 

動線がとてもわかりやすい。キッチンからすぐ裏のランドリース

ペースに、自分の足では何歩で行けるのかを実際に歩いて確認

できた。 

 

自分のお気に入りの大きなお皿を入れるとしたら、キッチンの棚

のどこに入れられるかをリアルに検討することができた。 

https://bim-design.com/uploads/FreedomArchitects-CaseStudy-ja.pdf
https://bim-design.com/uploads/FreedomArchitects-CaseStudy-ja.pdf
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20 cm の身長差があるご夫婦。ご主人がキッチンに立って「レ

ンジフード邪魔じゃない？」と奥様に問いかけると、「私の身長だっ

たらまったく視界に入らないから大丈夫」との答えが返ってきた。 

 

いずれのエピソードからも、感想が非常に具体的だということがよく

わかる。同社ではクライアントが VR 体験をしている際、横にある大き

なモニターでも同じシーンを見られるため、クライアントがどの視点でど

こを見ているかも手に取るようにわかる。クライアントのニーズを、言葉

だけでなくビジュアルから汲み取ることも十分可能になっている。 

 

課題 VR で事前に精度良く確認ができるのは、設計段階で詳細な BIM モ

デルを作成しているからである。これは裏返せば、「ここは現場で合わ

せよう」といった図面の作成方法は通用しなくなったともいえる。 

 

VR を前提にすると、設計にごまかしがきかなくなる。これまでは 2D

の図面だけでよかったけれど、今は細かい空間のデザインまでをしっ

かり詰めていく必要がある。当然、スキルの面で最初のハードルは上

がるが、それによって設計スタッフがものすごい速度で成長している。 

 

関連事項 

（企業概要等） 

会社名：FREEDOM 株式会社 

本社：東京都中央区日本橋富沢町 11-12 サンライズビル 8F 

設立：2001 年 7 月 

従業員数：連結 230 名（2022 年 8 月現在） 

事業内容： 

注文戸建の建築設計監理・監修 

リノベーションの建築設計監理・監修 

ビル・マンション・宿泊施設の建築設計監理・監修 

商業施設の建築設計監理・監修 

不動産仲介・売買 

損害保険およびその代行業務 

 

参考資料 フリーダムアーキテクツの BIM を活用した住宅設計が VR 体験でさらに

進化 

https://bim-design.com/uploads/FreedomArchitects-CaseStudy-

ja.pdf 

 

数日で“年単位”の経験値、VR が変える設計者の成長サイクル 

https://bim-design.com/uploads/FreedomArchitects-CaseStudy-ja.pdf
https://bim-design.com/uploads/FreedomArchitects-CaseStudy-ja.pdf
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https://built.itmedia.co.jp/bt/articles/1710/13/news136_2.html 

 

FREEDOM 株式会社―会社概要 

https://freedom.co.jp/company/ 

 

 

  

https://built.itmedia.co.jp/bt/articles/1710/13/news136_2.html
https://freedom.co.jp/company/
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No.20 

項目 内容 

取組の主体 東洋熱工業株式会社 

連携体制 InfiPoints (エリジオン) 

活用している 

最新技術 

・3D スキャナ 

・BIM 

最新技術の活用方法 3D スキャナで計測した点群データを InfiPoints に読み込み、設備や

配管などを自動で CAD モデル化。次にこの CAD モデルを BIM 関連ツ

ールに受け渡し、モデルを編集しながら BIM モデルを作成する。 

 
施工図作成フロー 

https://www.elysium-global.com/ja/customer_story/tonets/ 

 

・ 

 

 

メリット 客先の施設内で既設の設備を取り替えたり新たに設備を設置したり

する際には、現況をもとにした施工図を作成する。その際に過去の施

工内容が示された図面を利用できれば施工図作成をスムーズに始め

られるが、多くの場合は図面が保管されていない。また、図面があった

としても正しい内容ではないため、必ず作業員が現地に出向いて採

寸・確認を行う。  

現地調査は手作業で進められるのが一般的。高いところや人が近

づきにくい場所は直接採寸することができないため、大がかりな足場を

組むといった手間と費用が発生する。また、最初の現地調査で採寸し

なかった箇所を、後日あらためて現地に出向いて調査し直すことも頻

繁に起こる。本システムの導入によって、それまで手作業で膨大な時

間と手間がかけられていた施工図作成の省力化に成功した。 

https://www.elysium-global.com/ja/customer_story/tonets/
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施工図作成機関の短縮化のイメージ 

https://www.elysium-global.com/ja/customer_story/tonets/ 

 

三井住友建設が実際の施工中の橋梁建設現場にこの仕組みを試

適用したところ、構造物 1 断面当たりの施工管理者の建設現場におけ

る拘束時間は、およそ 45 分から 20 分へと短縮された。一般に橋梁建

設現場では複数の断面が存在するため、本システムにより生産性は

約 2 倍に向上したことになる。 

 

 
施工管理者の延べ拘束時間の比較例 

https://www.elysium-global.com/ja/customer_story/smcon/ 

 

課題 東洋熱工業は、今後も設備改修や天井改修などのリニューアル案

件に InfiPoints を活用し、より効率的な施工プロセスの確立を目指して

いく。 

 

関連事項 

（企業概要等） 

会社名：東洋熱工業株式会社 

本社：東京都中央区京橋二丁目 5 番 12 号 

設立：昭和 12 年 8 月 25 日 

従業員数：812 名（2022 年 3 月末現在） 

事業内容：空気調和設備、換気設備、排煙設備、給排水衛生設備、消

防設備、クリーンシステムエンジニアリング、バイオテクノロジー、省エ

ネルギーシステム、ソーラシステム、氷蓄熱システム、除塵・集塵装

置、乾燥装置、熱機械、流体機械等の 設計・施工・販売・保守 

参考資料 東洋熱工業株式会社－事業内容 

https://www.elysium-global.com/ja/customer_story/tonets/
https://www.elysium-global.com/ja/customer_story/smcon/
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https://www.tonets.co.jp/profile/tabid/129/Default.aspx 

橋梁寸法計測プロセスをデジタル化 

https://www.elysium-global.com/ja/customer_story/smcon/ 

 

BIM モデルの作成時間を 4 分の 1 に — リニューアル施工の省力化を

実現 

https://www.elysium-global.com/ja/customer_story/tonets/ 

 

点群ソフト InfiPoints の新版を 12 月にリリース ― 強化された自動モ

デリング機能と、クラウドや PDF を活用した手軽な 3D データ共有機能

を提供 

https://www.elysium-global.com/ja/news/infipoints-dec-2022-

update/ 

 

点群から CAD へ—点群データ活用のためのワンストップソリューション 

http://it.kensetsu-plaza.com/cad/pickup/cad/16_infipoints/ 

 

 

  

https://www.tonets.co.jp/profile/tabid/129/Default.aspx
https://www.elysium-global.com/ja/customer_story/smcon/
https://www.elysium-global.com/ja/customer_story/tonets/
https://www.elysium-global.com/ja/news/infipoints-dec-2022-update/
https://www.elysium-global.com/ja/news/infipoints-dec-2022-update/
http://it.kensetsu-plaza.com/cad/pickup/cad/16_infipoints/
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No.21 

項目 内容 

取組の主体 株式会社ニコン・トリンブル 

連携体制 Trimble 社 

活用している 

最新技術 

・レーザースキャナ 

・タブレット PC 

最新技術の活用方法 測量・建設現場での 3D スキャニングを完全自動化。既成概念を覆

すワークフローで誰でも簡単・確実に、世界最高レベルの 3D スキャン

が可能 

 

レーザースキャナ TrimbleX12(左)と専用タブレット PC(右) 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000028.000015437.html 

 

Trimble X12 は、簡単・正確に最高品質の点群取得が可能なハイエ

ンド地上型レーザースキャナーで、Z+F 社製の世界最高クラスのスキャ

ナーに、直感的に操作できる Trimble 独自の Perspective ソフトウェア

が融合。スキャン作業や点群合成処理にまつわる工程の「完全自動

化」により、従来時間をかけて行ってきた多くの作業を現場で完結させ

ることで、大幅な時間短縮と効率化、経済性を実現している。 

 

メリット スキャン作業や点群合成処理にまつわる工程の「完全自動化」によ

り、従来時間をかけて行ってきた多くの作業を現場で完結させること

で、大幅な時間短縮と効率化、経済性を実現する。専用タブレット PC

「Trimble T10x」に標準搭載の Trimble Perspective ソフトウェアでは、タ

ブレット PC 上で各スキャンデータのオーバーラップを自動検出し、高精

度で自動合成する。そのため，データ取得後はその場で点群、画像の

確認が可能。データに不十分な箇所があればすぐに気づき再取得でき

るため、業務を確実に完了してから現場を離れることができる。 

 Trimble X12 を使用することで、スキャンデータ、モデル、画像を用い

て老朽化したインフラの構造健全性を判断できるなど、高品質の 3D デ

ータをもとに意思決定を効率的に行うことができる。この利点により、ユ

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000028.000015437.html
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ーザーはスキャン技術の初心者および新規ユーザーであっても、ワー

クフロー全体を通してプロジェクトを簡単に視覚化、管理、評価すること

が可能となっている。 

 

課題 これまで、地上型スキャナーは専門的な知識が必要、専用ソフトウェ

アを用いた登録作業が難しい、投資収益性が悪い、などと言われてき

た特有の課題や常識の改善にチャレンジした製品となっている。 

今後も精密農業、地理空間情報、自動運転の分野においても、最先

端の技術、ソフトウェア、サービスをご提供しながら、新たな分野開拓

の可能性にもチャレンジしていく。 

関連事項 

（企業概要等） 

会社名：株式会社ニコン・トリンブル 

本社：東京都大田区南蒲田 2-16-2 

設立：2003 年 4 月 22 日 

従業員数：240 名 

事業内容：GNSS/光学/レーザ/IMU（慣性測位装置）/画像処理によ

る計測技術とソフトウェア技術、通信、IT 技術を軸にした製品・サ

ービス・ソリューションの提供（企画・開発から製造および輸出入、

販売とサポート） 

参考資料 測量・建設現場での 3D スキャニングを完全自動化。ハイエンド地上型

レーザースキャナー「Trimble X12」をリリース 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000028.000015437.html 

 

ニコン・トリンブル－事業内容 

https://www.nikon-trimble.co.jp/company/business.html 

 

 

  

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000028.000015437.html
https://www.nikon-trimble.co.jp/company/business.html
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No.22 

項目 内容 

取組の主体 株式会社大河内工務店 

連携体制 AND PAD(株式会社アンドパッド) 

活用している 

最新技術 

・施工管理アプリ 

最新技術の活用方法 ANDPAD は現場の効率化から経営改善まで一元管理できる施工管

理アプリ。電話・FAX・メールなどで、アナログで煩雑な現場のコミュニ

ケーションもチャットアプリで円滑化が可能。図面や工程表もアプリを起

動すれば、いつでもどこでも最新のデータを確認することが可能となっ

ている。 

大河内工務店ではこれまで、基幹システムと現場管理システムを

別々に運用していた。そのため、商談開始時点で基幹システムに顧客

情報を登録したのち、設計打ち合わせや見積もり、粗利管理を行い、

現場管理システムには改めて顧客情報を登録する必要があった。非

効率な入力作業に加え、二重入力によるミスも起こりやすかった。 

また、基幹システムには電子受発注の機能がなかったため、パソコ

ンで作成した発注関連の帳票を紙で出力し、協力会社とのやり取りも

保存もすべて紙で行なってきた。紙ベースだと、発注書を送っても返っ

てこなかったり、追加変更工事の際に追加発注書を忘れてしまうといっ

た抜け・漏れが起こりやすく、ミスに気づくのにも時間がかかる。建設業

法などの法令に則った契約をするうえでも、原価管理を徹底するうえで

も、受発注の電子化は必須であった。 

 

メリット ANDPAD を導入して約 10 カ月。最も使いやすさとメリットを感じてい

るのは施工管理とチャット機能の連動性だという。「資料や地図、注意

点をチャットですぐに共有できるのは ANDPAD が特に優れている部分

です。導入のタイミングで、着工報告と完了報告を全現場共通のルー

ルとしたところ、以前よりも工程の共有・管理が楽になり、次工程の業

者の入りもスムーズになりました」と担当者。 

例えば、工事の完了をチャットで報告すると自動的に工程表と連動。

工程表を見れば進捗がリアルタイムで確認できるうえ、必要な連絡は

チャットで一括送信できる。協力会社への確認の電話が従来の 3 分の

1 程度に減り、時短に繋がっている。 

また、毎月開催していた工程会議も不要になった。以前は、紙に出

力した工程表を見ながら現場の進捗を確認する場を設けていたが、

徐々に回数を減らし、半年前に思い切って対面での工程会議をやめ

た。「わざわざ時間を決めて集まるよりも、チャット１つで情報共有と工
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程管理ができればお互いに楽なうえ、コスト・紙を節約できるメリットも

大きい」と大河内社長は話す。 

また、念願だった電子受発注は現時点で、取引業者の約 95％が対

応。あと数カ月もすれば運用に慣れ、［実行予算→ 発注→納品→請

求］を一気通貫で管理できるようになるとみている。引合粗利管理に関

しても、使っていくうちに売上・ 原価の推移が見える化され、自然と予

実管理が効率化されると考えている。 

課題 導入に際して、協力会社に今後の受発注業務については ANDPAD

を使い電子化していくことについてコミュニケーションを開始。「ペーパ

ーレス化により郵送手間の解消や、請求確認業務の効率化にメリット

がある」ということを丁寧に説明し、伝え方にはかなり気を配ったとい

う。 

「私たちの仕事は人間関係ありきなので、まずは協力会社全員に集

まってもらい、顔を見ながらお願いしました。今後お金のやり取りに必

要不可欠な仕組みであること、今後変わる法対応への準備になるこ

と、デジタルに不慣れでも手厚くサポートすること、自分たちの仕事が

必ず楽になるので信じてほしいと伝えました」と担当者は振り返る。１回

の説明会で終わりではなく、何度も伝え続けることで理解を得たとい

う。 

関連事項 

（企業概要等） 

会社名：株式会社大河内工務店 

本社：香川県三豊市山本町辻 604 番地 

設立：1996 年 12 月 

従業員数：25 名(2022 年時点) 

事業内容：総合建設業 

参考資料 〜現場から経営管理まで ANDPAD に一本化〜 誰もが働きやすい工

務店になるために。 実現し続ける「業務の時短」 

https://andpad.jp/cases/okochi 

 

大河内工務店－会社概要 

https://okochi.co.jp/about/company.html 

 

  

https://andpad.jp/cases/okochi
https://okochi.co.jp/about/company.html
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No.23 

項目 内容 

取組の主体 MEC Industry 株式会社 

 

連携体制 三菱地所 

 

活用している 

最新技術 

・プレファブリケーション 

最新技術の活用方法 MEC Industry 株式会社は、製材、製造、加工まで一連の機能を有

し、販売までを含めた一気通貫を担う工場が 2022 年 6 月より本格稼

働することとなった。工場では原木の調達を行い、製材して CLT や 

2×4 パネルなど木質材料を製造、それらの建材を活用して木質建材

やプレファブリケーション化した戸建住宅の製造までを一気通貫で行

う。さらに、国産材を使用することで、国内森林の持つ炭素固定、水

源、災害防止等の多面的な機能の維持に貢献し、国内森林の好循環

を生み出すことで SDGs や社会課題の解決にも貢献する。 

 

MOKUWELL HOUSE の製造システム 

https://onl.bz/WxZpgsr 

 

工場内で組み立てられた MOKUWELL HOUSE ユニット 

https://onl.bz/WxZpgsr 

メリット ・自社で一貫して生産することによって中間コストの削減と現場作業人

工の削減により低価格での提供を実現。 

https://onl.bz/WxZpgsr
https://onl.bz/WxZpgsr
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・床・天井に CLT を、壁に 2×4 パネルを活用したことで、高強度、断

熱耐火に優れ、耐震性の高い高品質な製品を実現 

 

・国産材を活用することによって、脱炭素・森林保全など SDGs への

貢献。林業活性化・地方創生など社会課題の解決に寄与。 

課題 おが粉やバーク（樹皮）等の廃棄物を自社ボイラーの燃料として再

利用することで事業活動から廃棄されるものをなくす試みを実施。MEC 

Industry では、事業活動において生まれる、あらゆる山林資源を活用

した製品を開発・供給する。これまで活用されていなかった資源はもち

ろん、自社製品になる前の部材も建材等として供給することで、森林資

源の循環と新たな市場の開拓を目指していく。 

関連事項 

（企業概要等） 

会社名：MEC Industry 株式会社 

本社：鹿児島県姶良郡湧水町木場 3102 

設立：2020 年 1 月 24 日 

従業員数：96 人 

事業内容：建材材料の仕入、製造及び販売等 

参考資料 平屋住宅が２割安、１２００万円 鹿児島で国産木材加工工場始動 

https://www.sankei.com/article/20220603-

ZP3JUW6PSNMNZEUVJK4DGLXATI/ 

 

「鹿児島湧水工場」が完成・本格稼働開始 

https://www.mec-industry.com/api/media/7/f/7f1cce73-1452-42e7-

b3c8-2b17e555290d.pdf 

 

MEC Industry 会社概要 

https://www.mec-industry.com/company 

 

  

https://www.sankei.com/article/20220603-ZP3JUW6PSNMNZEUVJK4DGLXATI/
https://www.sankei.com/article/20220603-ZP3JUW6PSNMNZEUVJK4DGLXATI/
https://www.mec-industry.com/api/media/7/f/7f1cce73-1452-42e7-b3c8-2b17e555290d.pdf
https://www.mec-industry.com/api/media/7/f/7f1cce73-1452-42e7-b3c8-2b17e555290d.pdf
https://www.mec-industry.com/company
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No.24 

項目 内容 

取組の主体 日本ハウスホールディングス株式会社 

連携体制 MY HOME MARKET(BIPROGY 株式会社) 

活用している 

最新技術 

・オンライン住宅展示場 

・VR 

・タブレット 

最新技術の活用方法 昨今、住宅購入世代の住宅購入の検討方法が、住宅展示場からオ

ンラインに移行していることを背景に、日本ハウス HD は、昨年から全

国の住宅展示場の数を削減し、BIPROGY 株式会社のバーチャル住宅

展示場「MY HOME MARKET」と、全国の注文住宅の住宅展示場をオン

ラインで閲覧可能な「WEB 住宅展示場」を、今年３月にオープンした。

あわせて、自宅からの住宅購入の相談窓口を整備し、営業担当者との

相談ツールとして専用のタブレット端末を貸し出す施策も実施し、これ

まで 1500 名以上の住宅購入検討者が利用している。オンライン住宅

展示場と、自宅からの相談窓口を整備することで、住宅購入検討者

は、自宅で住宅購入の相談や検討が可能になった。 

 

MY HOME MARKET の VR タウン 

https://beeworks.co.jp/business/works/2817/ 

 

バーチャル住宅展示場「MY HOME MARKET」は、自宅に居ながら住

宅の価格シミュレーションや、スマホ・PC で、VR を活用した内覧がで

きるなど、これまでの住宅展示場への集客とは異なる「オンライン住宅

検討」時代に即した住宅販売ツールとして注目を集めている。 

https://beeworks.co.jp/business/works/2817/
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VR タウンの内覧イメージ 

https://pr.biprogy.com/news/nr_201124_myhomemarket.pdf 

 

メリット オンライン住宅展示場のオープン後、新型コロナウイルスの影響で

緊急事態宣言が出されるなど、外出自粛の社会状況になった。そのよ

うな状況でも、日本ハウス HD のオンライン住宅営業は、問い合わせ

数がコロナ期間前の 3 倍を記録し、3 月から 10 月までの 8 ヶ月間

で 3４棟の成約に成功した。さらに、成約件数の 6 割は、問い合わせ

から 2 ヶ月以内に成約しており、オンラインで住宅を検討することは、

住宅検討期間を削減する効果があることが明らかになっています。日

本ハウス HD は、今後さらに、新しいオンライン住宅営業の取り組み

を進めていきます。 

課題 日本ハウス HD は、今後さらに、新しいオンライン住宅営業の取り組

みを進めていきます。 

関連事項 

（企業概要等） 

会社名：株式会社日本ハウスホールディングス 

本社：千代田区飯田橋四丁目 3 番 8 号 

設立：昭和 44 年 2 月 13 日 

従業員数：982 名(2022 年 3 月 31 日現在) 

事業内容： 

・在来木造住宅の設計・施工・監理・販売 

・リフォーム・メンテナンス 

・分譲マンション等の企画・設計・施工・販売 

参考資料 MY HOME MARKET 

https://myhomemarket.jp/ 

 

BIPROGY バーチャル展示場 MY HOME MARKET 

https://onl.bz/TKw1CrN 

日本ハウス HD が、「オンライン住宅営業」で成果。8 ヶ月で３4 棟成

約 

https://pr.biprogy.com/news/nr_201124_myhomemarket.pdf
https://myhomemarket.jp/
https://onl.bz/TKw1CrN
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https://onl.bz/zjMTziT 

 

 

  

https://onl.bz/zjMTziT
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No.25 

項目 内容 

取組の主体 東急建設株式会社 

 

連携体制 百年住宅・楓工務店・ナベジュウ・ルミノシティ等 

 

活用している 

最新技術 

・3D プリンター 

最新技術の活用方法 セレンディクス株式会社は、世界最先端の家を創る事を目的に、3D

プリンター住宅メーカーとして 2018 年 8 月に設立。2022 年 3 月、愛知

県小牧市の百年住宅(小牧工場)にて、日本初となる 3D プリンター住宅

が完成した。 

 

完成した住宅 

https://www.atpress.ne.jp/news/300928 

 

施工風景 球体の家の出力には高度な技術が必要となる 

https://www.atpress.ne.jp/news/300928 

 

今回の施工において、海外のコンソーシアム参加企業である 3D プリ

ンターメーカー2 社と共同し、躯体を出力した。躯体は約 20 トンあった

が躯体の組み上げは 3 時間で完了。防水処理や開口部等の住宅施工

https://www.atpress.ne.jp/news/300928
https://www.atpress.ne.jp/news/300928


110 

 

をわずか 23 時間 12 分で完了した。これにより「家を 24 時間で創る」と

いうセレンディクスの開発目標を達成した。 

 

メリット ①住宅の低価格化 

コロナ禍で住宅ローン破綻、返済困窮者が急増している。ロボット

(3D プリンター)を使った住宅建築方法により建築コストの常識を変える

100 平米 300 万円の低価格で、次世代住宅を実現する。 

 

②木材価格に左右されないコンクリートによる家造り 

住宅施工会社がウッドショックの影響を受け、住宅の建築単価は月

ごとに値上がっている。木材を確保できない住宅施工会社も出てきて

おり、契約しても建築出来る目途がつかないことや、工期が大きく伸び

るなどの影響が出ている。セレンディックスは住環境にいいコンクリート

ベースの住宅開発に取り組んでいる。 

 

③施工の無人化による人件費の削減 

 日本建設業連合会によると、大工の減少も深刻で、建設作業員の

35％を 55 歳以上が占める一方、29 歳以下は 11％にとどまる。高齢化

で人手不足が進み建築コストの大幅な上昇が見込まれており、住宅供

給体制を維持することが困難な状況になっている。そこで、ロボット(3D

プリンター)による施工方法で、人件費の大幅削減を実現し、今後の施

工無人化に取り組み、家のコストの過半を占める物流費と人件費の低

減を目指す。 

 

課題 今後さらなる施工時間短縮を目標として、施工工程の内、2/3 の時

間がかかった外壁の塗装等の仕上げ工程を、3D プリンターで出力でき

る設計に変更し、仕上げ施工箇所のロボット化を進める検討を始めて

いる。今年2月には、3Dプリンター施工による断熱機構の設計を行い、

特許出願も行っている。 

 

関連事項 

（企業概要等） 

会社名：セレンディクス株式会社 

本社：兵庫県西宮市甲陽園目神山町 1 番 1 号 

設立：2018 年 8 月 

従業員数：2 名(2023 年 2 月 1 日現在) 

事業内容：製造業 ３Ｄプリンターによる日本初の住宅メーカー【Ｓｐｈｅｒ

ｅ３Ｄプリンターで家は２４時間で創るプロジェクト】 大阪・関西万博で

世界最先端の住宅を世界へアピールする為、大阪・関西万博の出展を

目指している。 
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参考資料 日本初の 3D プリンター専業住宅メーカー・セレンディクスが叶える「車

と同じ値段で家が買える未来」 

https://news.sharelab.jp/cases/construction/3dprinting-house-

serendix-221220/ 

 

日本初、セレンディクスが 3D プリンター住宅を発表  オープンイノベー

ションで研究開発、 国内・海外 80 社以上参加して実現 

https://www.atpress.ne.jp/news/300928 

 

ザ・ビジネスモールーセレンディックス株式会社 

https://www.b-mall.ne.jp/CompanyDetail-DZbqCQjtDRdx.html 

 

 

  

https://news.sharelab.jp/cases/construction/3dprinting-house-serendix-221220/
https://news.sharelab.jp/cases/construction/3dprinting-house-serendix-221220/
https://www.atpress.ne.jp/news/300928
https://www.b-mall.ne.jp/CompanyDetail-DZbqCQjtDRdx.html
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No.26 

項目 内容 

取組の主体 東急建設株式会社 

 

連携体制 株式会社アイリッジ 

 

活用している 

最新技術 

・RFID（無線自動識別）タグ 

 

最新技術の活用方法 株式会社アイリッジと東急建設株式会社は、RFID（無線自動識別）タグ

とスマートフォンアプリを活用した建設 DX サービス「工具ミッケ」を共同

開発し、2022 年 10 月 1 日より販売を開始することを発表した。 

 

「工具ミッケ」は、工事現場に持ち込む工具のリストを作成し、ヤード

（資材置き場）からの工具持ち出し時や、工事開始前・工事終了後に、

使用した工具をスキャン機能にて RFID 読み込むことで、持ち込みリス

トとの差分を表示する 

 
「工具ミッケ」の仕組みを表した図 

https://iotnews.jp/construction/205992/ 

 

工具にサムネイル画像を登録することで、不足している工具が一目

で分かる仕様となっている。 

 
「工具ミッケ」のアプリ画面イメージ 

https://iotnews.jp/construction/205992/ 

 

https://iotnews.jp/construction/205992/
https://iotnews.jp/construction/205992/
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工具数量チェックで全ての工具が揃った時のみ、作業完了報告がで

きる画面に遷移し、予め指定した工事監督者へ作業完了報告内容を

送信することができる。 

 

メリット 鉄道工事で使用する工具はドリルや脚立など数百種類にのぼり、現

場への工具置き忘れを防止するため、これまでは持ち出す工具をまず

ヤード（資材置き場）で紙に書き出し、現場に移動後作業開始前に 1

回、作業終了後に 1 回、ヤードに戻って 1 回の計 3 回、一つずつ目視

確認をしながら慎重に照合するという作業が毎回行われていた。「工具

ミッケ」では、ひとまとめにした工具類の上に RFID スキャナをかざすだ

けでスマートフォンアプリ上のリストと照合でき、PoC ではトラック 1 台分

程の工具類でも 1 分かからず照合～作業報告完了までできており、タ

ーミナル駅の工事現場など、大規模な現場ほど工数削減の効果が期

待できる。 

 

課題 RFID を使用するためには、総務省へさまざまな申請を都度行う必要

がある。「工具ミッケ」はこうした申請を代行している。 

東急建設の工事現場 5 箇所での本格導入を進めるとともに、アイリ

ッジと取引実績のある鉄道会社の建設現場を中心に 2022 年度中の 20

箇所展開を目指す。 

関連事項 

（企業概要等） 

会社名：東急建設株式会社 

本社：東京都渋谷区渋谷 1-16-14 

設立：2003 年 4 月 10 日 

従業員数：2、624 名(2022 年 3 月 31 日現在) 

事業内容：総合建設業 

 

参考資料 工具ミッケ 

https://kougumikke.iridge.jp/ 

 

東急建設とアイリッジ、RFID とスマホを活用して建設現場の工具管理

をする「工具ミッケ」を共同開発 

https://iotnews.jp/construction/205992/ 

 

東急建設株式会社 

https://www.tokyu-cnst.co.jp/company/outline/ 

 

 

  

https://kougumikke.iridge.jp/
https://iotnews.jp/construction/205992/
https://www.tokyu-cnst.co.jp/company/outline/
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No.27 

項目 内容 

取組の主体 沼田土建株式会社 

連携体制 株式会社建設システム（KENTEM） 

活用している 

最新技術 

・3D 施工データ 

・クラウド 

最新技術の活用方法 沼田土建株式会社は KENTEM 社の ICT 施工現場端末アプリである

「快測ナビ」などを導入している。「快速ナビ」は、各測量機器と連動し、

従来は複数名で行っていた現場での位置出しや丁張設置、施工段階

のチェックなどの作業をワンマンで行うことができる ICT 施工現場端末

アプリである。  

沼田土建株式会社は、小規模工事の実証フィールドを設けて、「快

速ナビ」や、3D 施工データ作成ソフト「SiTECH」小などの ICT 活用工事

の理解と定着を目的とした社内研修を実施した。具体的には①3 次元

測量 ②3D 施工データ作成 ③ICT 建機 ④3 次元出来形の 4 工程を

3 回、結構期間を掛けて実施した。 

 

メリット 実証実験では、各施工プロセスで時間短縮や労務削減、安全性向

上、精度向上なども検証し、その結果を社内共有した。 

今回の現場は ICT 対象現場で尚且つ「週休 2 日制」のモデル現場に

指定されている。KENTEM 社の「SiTECH 3D」や「SiTE-Scope」、「快測

ナビ Adv」などの新しい ICT 技術を導入したことで、若手技術者が「初

めて長期休暇が取れた」と喜んでいた。 

工事長も昔のように休みが取れなかった時代と比較すると大分変わっ

てきていることを間近で感じている。 

 若手技術者や女性社員が、3D 施工データを活用して現場を効率化さ

せる動きができてきているということは、今後の建設業を担っていく

方々や、建設業界全体にとっていい変化の表れだと考えている。 

課題 現在はまだテスト段階ですが、3D 施工データを活用して「VR」にもチ

ャレンジしています。今回の現場では機会がありませんでしたが、別の

現場で「VR」を利用できないか使い方を含めて模索しています。VR 用

のデータ作成に時間がかかっている。 

関連事項 

（企業概要等） 

会社名：沼田土建株式会社 

本社：静岡県富士市石坂 312-1 

設立：1992 年 7 月 2 日 

従業員数：426 名(2023 年 2 月現在) 

事業内容：建設業向け施工管理ソフトウェアの開発・販売 

参考資料 若手技術者の育成や女性社員の活躍を見据え、3D 施工データを活用 



115 

 

https://www.kentem.jp/casestudy/ksnavi01/ 

 

沼田土建株式会社ー会社概要 

https://www.ndk-g.co.jp/outline 

 

 

  

https://www.kentem.jp/casestudy/ksnavi01/
https://www.ndk-g.co.jp/outline
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No.28 

項目 内容 

取組の主体 飛島建設株式会社 

 

連携体制 株式会社ロゼッタ 

 

活用している 

最新技術 

・スマートグラス 

・クラウド 

最新技術の活用方法 「 e-Sense 」 は ス マ ー ト グ ラ ス 「 M400 Smart Glasses 」 （ Vuzix 

Corporation 製）を活用するハンズフリーシステムであり、ネットワーク

を活用した同時通訳、コミュニケーション、ドライブレコーダーの 3 つの

機能を有している。 

 

スマートグラス「M400 Smart Glasses」 

https://onl.bz/ZcRzakg 

 

同時通訳機能は、国内の建設現場で外国人技術者が増加する中、

適切な業務指示の伝達や事故防止に活用でき、現在は、日本語と英

語、ベトナム語に対応している。 

コミュニケーション機能を活用することで、現場内のデバイス同士は

もちろん、遠隔地にある事務所や事業者の PC やスマートフォンとも

連携し、音声や画像、図面、動画の共有が容易になる。遠隔地にいる

監理者がデバイス経由で指示を出すこともできる。また、技術者同士

の会話音声やテキスト、画像データをハンズフリーでサーバ上に保存

するドライブレコーダー機能も備えており、事故記録や技術者の優れた

スキルなどをクラウド上に残せるので、ヒヤリハットやトラブルの原因解

明、現場の安全性向 

上に活用できる。 

メリット ①同時自動通訳機能 

外国人技術者との同時通訳機能を備え、建設現場における建設業

https://onl.bz/ZcRzakg
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界特有の用語も網羅して通訳を行い、円滑なコミュニケーションを図

る。 

 

②遠隔地連携機能 

「e-Sense」同士の連携だけではなく、遠隔地の建設現場事務所、監

理者・事業者会社のパソコンやスマートフォンと連携することで、音声・

画像・図面・動画の共有を容易に行うことができる。また、「e-Sense」

は、技術者のヘルメットに装着することで、現場技術者目線からの建設

現場の状況を転送することができる。そのため、遠隔地にいる監理者

はどこにいても現場を確認でき、リアルタイムに指示を出すことが可能

となる。さらに、遠隔地側と図面やマニュアルなどを共有できる。 

 

③ドライブレコーダー機能 

「e-Sense」を技術者が装着することにより、音声・テキスト・画像デー

タをハンズフリーでサーバ上に保存する事が出来る。これまでのハン

ズフリーは、動画や音声を保存するのみであったが、「e-Sense」は、動

画にブックマークを付けることで、動画の整理を簡単に行うことができ

る。 

 

課題 国内の建設現場では外国人技術者が増加しており、同時通訳機能

は、対応言語を増やす予定である。建設業界の垣根を超えて異業種

の企業と共創することで、国内外を含めた建設現場にとどまらず、ハン

ズフリーの利点やデータの蓄積を生かせる業種（製造・外食・警備・介

護・航空）へ展開していく。さらに、国際イベントの開催時には、外国人

への案内やコミュニケーションを図るアプリケーションとして、有効に活

用できるシステムを目指す。また、プラットフォーム機能の搭載や他の

アプリケーションとの連携を予定している。BI（Business Intelligence）や 

AI を駆使し、ノウハウの蓄積やレポート自動作成、データ分析を可能

していき、さらに BIM や CIM と連携することで、詳細な 3D データの

共有も想定している。 

 

関連事項 

（企業概要等） 

会社名：飛鳥建設株式会社 

本社：東京都港区港南一丁目 8 番 15 号 Ｗビル 

設立：1916 年(大正 5 年) 

従業員数： 1、195 人（2022 年 4 月 1 日現在） 

事業内容： 

土木、建築工事および請負業 

前号に関する調査、測量、企画、立案、設計、監理 
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地域開発、都市開発、海洋開発、環境整備等の調査、測量、企画、立

案、設計、監理、運営 

住宅事業および不動産取引業ならびに不動産賃貸業 

道路、港湾、上下水道、庁舎、教育文化施設、廃棄物処理施設、医療

施設等の公共施設、およびスポーツ施設、宿泊施設、飲食店等の企

画、立案、設計、保有、維持管理、運営および経営 

土壌浄化、河川・湖沼の底質浄化、湖水・海水の水質浄化等の環境汚

染の修復に関する事業ならびに一般廃棄物および産業廃棄物の収

集、運搬、処理および再生利用 

電気および熱等のエネルギーの供給 

建設機械装置、建設用仮設機材および土木建築関連資材の製作、 

調達、販売および賃貸 

建物および建物に附帯する設備の保守管理の受託ならびに保安警備

の受託 

工業所有権、著作権、ノウハウ等の取得、実施許諾および販売 

コンピュータを利用した情報処理ならびにハード・ソフトウェアの開発 

損害保険代理業および自動車損害賠償保障法に基づく保険代理業お

よび生命保険募集業 

植物工場の企画、設計、製造、販売 

農林水産物の生産、加工、販売および農林水産物の生産に関する調

査、研究、開発 

前各号に関するコンサルティング業務 

前各号に附帯関連する一切の業務 

参考資料 建設 DX 事例集(pp.123-124) 

https://onl.bz/ZcRzakg 

 

飛鳥建設―会社概要 

 

  

https://onl.bz/ZcRzakg
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No.29 

項目 内容 

取組の主体 株式会社淺沼組 

連携体制 自社での取り組み 

活用している 

最新技術 

・3D スキャナー 

・点群処理ソフト 

・CIM 

・VR ヘッドマウント 

 

最新技術の活用方法 安全教育訓練において、これから設置予定の足場を配置した VR モ

デルを作成して使用することで安全意識の向上を図った。現場で点群

測量を実施し、詳細に作り込んだ 3D モデルと合成してこの現場だけ

のオリジナルモデルを作成した。 

 
作成した VR モデル 

https://onl.bz/ZcRzakg 

 

VR による安全教育訓練実施の様子 

https://onl.bz/ZcRzakg 

 

メリット 安全教育実施時点ではまだ足場が設置されておらず、作業のイメー

ジができていない中で詳細な VR モデルを使用することで安全意識の

向上とこれから行う作業手順の確認ができる。また事前に現場を体験

することで新たな気付きや手戻り作業の防止にも繋がる。 

 

https://onl.bz/ZcRzakg
https://onl.bz/ZcRzakg
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課題 現場だけで VR システムを運用するのは設備面でも技術面でも難

しく、モデル作成にも時間を要するため入念な準備と計画が必要とな

る。今後この技術を広く利用するためには現場への設備の導入や、社

員教育、モデル作成の簡素化が課題となってくる。 

 

関連事項 

（企業概要等） 

会社名：株式会社淺沼組 

本社：大阪市浪速区湊町一丁目 2 番 3 号マルイト難波ビル 

設立：昭和 12 年 6 月 15 日 

従業員数：1、273 名(2022 年 3 月 31 日現在) 

事業内容： 

1.建設工事の企画、設計、監理、請負およびコンサルティング業務 

2.地域開発、都市開発、海洋開発および環境整備に関する事業ならび

にこれらに関する企画、設計、監理、請負およびコンサルティング業務 

3.庁舎、医療・社会福祉施設、教育・研究施設、廃棄物処理施設、道

路、鉄道、港湾、空港、上下水道その他の公共施設およびこれらに準

ずる施設の企画、設計、監理、施工、保有、賃貸、譲渡、維持管理およ

び運営 

4.廃棄物・建設副産物の収集、運搬、処理、再利用、環境汚染物質の

除去ならびにこれらに関する調査、企画、設計、監理およびコンサルテ

ィング業務 

5.建設工事の諸材料および建設工事に関する諸物品の設計、製作、

販売ならびに賃貸 

6.発電ならびに電気の販売 

7.建設工事用諸機械器具および機械装置の設計、製作、販売ならびに

賃貸 

8.住宅の建設、販売、賃貸および管理ならびに土地の造成および販売 

9.不動産の売買、交換、賃貸およびその仲介ならびに管理 

10.マンションの管理の適正化の推進に関する法律で定義されるマンシ

ョン管理業 

11.マンション管理に関するコンサルティング事業 

12.工業所有権、ノウハウおよびコンピュータの利用に関するソフトウェ

アの開発、取得、実施許諾ならびに販売 

13.健康・医療施設、スポーツ施設、レジャー施設および教育研究施設

の保有ならびに運用 

14.医療用機械器具の販売および賃貸 

15.損害保険代理業および生命保険の募集に関する業務 

16.株式、社債等有価証券の取得、保有ならびに運用 

17.前各号に附帯関連する事業 
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参考資料 建設 DX 事例集(pp.163-164) 

https://onl.bz/ZcRzakg 

 

株式会社淺沼組-会社概要 

https://www.asanuma.co.jp/company/gaiyou.html 

 

 

  

https://onl.bz/ZcRzakg
https://www.asanuma.co.jp/company/gaiyou.html
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No.30 

項目 内容 

取組の主体 鹿島建設株式会社 

 

連携体制 鹿島セーフナビ(自社開発) 

活用している 

最新技術 

・AI 

・情報共有システム 

・書類・掲示の電子化 

最新技術の活用方法 ■建設工事の危険予知活動に AI を導入 

 鹿島が保有する約 5、000 件の災害事例と、厚生労働省が運営する

「職場のあんぜんサイト」に掲載されている約 64、000 件の災害事

例をＡＩによって解析し、類似作業の災害事例を見える化するシステ

ム「鹿島セーフナビ（K-SAFE）」を開発した。 

 

【システムの特長と機能】 

＜システムの特長＞ 

・災害事例は、鹿島が保有する約 5、000 件に加え、厚生労働省の

運営サイトに蓄積された約 64、000 件のデータを取り込み、ＡＩの

「自然言語処理技術」を用いて解析することで、災害原因を特定・

特定した災害原因をクラスタリング（分類）や代表的キーワードで

ラベリング（タイトル付け） 

・システム上で文章入力した作業内容を災害事例データと照合し、

類似作業の災害傾向をグラフ表示 

・グラフ表示は災害の原因や状況別などに切り替えができ、それぞ

れの災害件数を一目で把握可能 

＜システムの機能＞ 

・解析対象は、鹿島と厚生労働省の一方、または両方の災害事例を

選択 

・作業内容の入力は単語（キーワード）入力に加え、文章での入力も

可能 

・類似作業の災害事例を、災害の原因や状況別、時系列（年ごと）で

グラフ表示 

・災害事例を直近 10 年、直近 5 年で絞り込み可能 

・災害事例の詳細が一覧表示され、CSV 出力が可能 

・グラフラベルやグラフの一部をクリックすると、それに含まれる災害

事事例を一覧表示 

・グラフは災害ランク（死亡災害や休業 4 日以上など）ごとに色別で

表示 
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メリット 建設現場では作業前に必ず、作業担当者の経験・知識・感覚を基

に、起こり得る災害を予測し対策を立案する「危険予知活動」を行う

ため、作業担当者が該当作業に関連する過去の災害事例を数多く

参照できれば、危険予知の精度向上につながることが期待される

が、膨大な事例の中から該当事例を自ら選定することは多くの手間

と時間が掛かっていた。また、災害事例に記載された作業内容、災

害原因、災害状況は「自然言語（自由に記述された文章）」のため、

どのような作業においてどのような原因で災害が起こったのかという

「災害傾向」の把握には、災害事例をすべて読み解く必要があり、

日々の危険予知活動における災害事例データの効果的な活用の障

害となっていた。 

本システムを活用することで、現場の安全担当者に対して各種作

業の災害事例を多面的に提示できるようになり、危険予知活動以外

にも日常の安全点検時の指導や作業員の安全教育、作業手順検討

会での安全注意事項など安全管理においてリアルタイムに適切で的

確な判断をすることができるようになった。 

 

課題 随時追加される災害事例原因ラベルをＡＩにより付与しているが、そ

の精度の向上が課題である。 

災害事例の対象範囲を広げることで、さらに傾向分析の精度向上に

つながると思われるため、日建連や国交省の災害事例データの取込

みを検討している。 

 

関連事項 

（企業概要等） 

会社名：鹿島建設株式会社 

本社：東京都港区元赤坂 

設立：1930 年 

従業員数：8、080 名(2022 年 3 月 31 日現在) 

事業内容： 

１.土木建築及び機器装置その他建設工事全般に関する請負又は受

託 

2.建設プロジェクト並びに地域開発、都市開発、海洋開発、宇宙開発、

資源開発、環境整備、エネルギー供給等のプロジェクトに関する調査、

研究、評価、診断、企画、測量、設計、監理、調達、運営管理、技術指

導その他総合的エンジニアリング、マネージメント及びコンサルティン

グ 

3.土地の造成、住宅等建物の製造、建設及び不動産の売買、賃貸借、

仲介、保守、管理、鑑定、評価及びコンサルティング並びに植林及び緑

化事業 
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4.不動産関連の特別目的会社及び不動産投資信託に対する出資並び

に出資持分の売買、不動産特定共同事業 

5.建設及び荷役運搬用機械設備、各種索道、鋼索鉄道、公害防止機

械設備、建設用資材、家具、室内外装飾品、工芸品、園芸用品等の設

計、製作、加工、販売、輸出入及び賃貸借 

6.工業所有権、著作権、ノウハウ、コンピュータを利用した各種ソフトウ

エアの企画、開発、取得、実施許諾及び販売 

7.各種情報の収集、処理及び提供に関する事業、電気通信事業並び

に放送業 

8.農産物の栽培の研究開発及び魚介類の養殖並びにこれらの生産物

の販売 

9.建物内外の保守管理、保安警備及び清掃業務 

10.一般廃棄物、産業廃棄物の収集、運搬、処理、資源再利用、環境

汚染物質の除去及びこれらに関するコンサルティング並びに電気及び

熱の供給事業 

11.道路、鉄道、港湾、空港、河川、水道、下水道、庁舎、廃棄物処理

施設その他の公共施設並びにこれに準ずる施設の企画、建設、保有、

維持管理及び運営 

12.ホテル等宿泊施設、スポーツ施設、健康・医療施設、保養所等厚生

施設、教育研修施設、遊園地等レクリエーション施設、スーパーマーケ

ット等商業施設、倉庫、搬送センター、飲食店等の施設の保有、経営

及びコンサルティング 

13.旅行業、陸上・海上・航空の各運送業、貨物運送取扱業、損害保険

代理業、生命保険の募集に関する業務及び労働者派遣事業 

14.広告、出版・印刷、映像・音声等の各種メディアの企画、制作及び販

売並びに各種イベントの企画、制作、運営及びコンサルティング 

15.食料品、衣料品、医薬品、煙草、酒類、郵便切手類、書籍、文具、

日用品雑貨類等の小売業、ゴルフ会員権等の会員権、宿泊券、入場

券の取次及び販売並びに通信販売業 

16.金銭の貸付、債務の保証等の金融業務及び総合リース業 

17 前各号に関連又は附帯する一切の事業 

参考資料 建設 DX 事例集(pp.165-166) 

https://onl.bz/ZcRzakg 

 

会社概要 

https://www.kajima.co.jp/prof/outline/index-j.html 

 

  

https://onl.bz/ZcRzakg
https://www.kajima.co.jp/prof/outline/index-j.html
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No.31 

項目 内容 

取組の主体 城善建設（和歌山県） 

連携体制 リコージャパン 

 

活用している 

最新技術 

クラウド 

最新技術の活用方法 社内の情報システム化を担当する和田正典氏は、大手メーカーや IT

コンサルティング会社を経て城善建設に入社。それ以来、中小企業が

競争力を強化する上で業務のスピード、情報のシェア（共有）、ストレス

フリー、セキュリティの 4 つの S をレベルアップすることが重要と考えて

いた。 

 

まずはペーパーレス化への対応から始めた。紙中心の業務は、記

入漏れや誤記入だけでなく、筆記したものをシステムに残す際の入

力、資料を探す時間など意識しない間に作業が積み重なっていく。印

刷や保管のコスト、持ちだした資料を紛失するリスクもある。情報の共

有や承認に時間がかかるだけでなく、過去のデータ活用も手間がかか

る。履歴の検索もしにくい。なにより現場のノウハウが属人化してしまう

ことで、業務を担当していた社員が退職してしまうとノウハウが失われ

てしまうことになる。 

 

ほかにも会社の情報は NAS（ネットワーク接続型ストレージ）に保管

していたため、本社と 2 か所の展示場からしかアクセスできなかった。

外出先からアクセスできないことが残業の大きな要因になっていた。ま

た、地震などの災害が発生して本社ビルがダメージを受けた場合、す

べてのデータが失われるリスクもあった。営業、設計、現場監督、総

務、経理でそれぞれ使用しているパソコンは性能に差があり、使用して

いるソフトウェアも異なり、共有化に難があった。 

 

和田氏が考えるクラウドストレージに移行すれば、時間、場所に関係

なく本社のデータベースにアクセスすることが可能になる。それだけで

はない。業務パソコンのすべてのデータをクラウドに集約しておけば、

パソコンが破損してもデータが失われることはない。自社でサーバーや

ストレージを保有することと比較すると大幅なリスク分散を図ることが

可能だった。 

 

働き方改革などの法改正への対応のため、リモートワークなど多様
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性のある業務体制に移行することが不可欠となった。そこで、2019 年

に社内提案された「Jyozen Group Cloud Project」により、情報を蓄積す

るストレージ、建築会社に特化した基幹システム、コミュニケーションツ

ール、電子帳票システムによる業務を全てクラウド化した。 

 

基幹システムそのものが格納されるサーバーと基幹システムに登録

される顧客情報、物件情報、工事登録、図面の PDF、見積もり、予算な

どのデータをクラウドに格納することで、営業、設計、現場の担当者

が、顧客との商談、工事の進捗状況、図面の修正など現在進行形の

情報にいつでもどこからでもアクセスできるようになった。 

 

電子帳票システムは古いシステムを一新することで、ペーパーレス

化が進み、紙のワークフローで必要だった紙の複写やスキャン、文書

の保存や廃棄の手間、システムへの後からの手入力を削減することが

できた。月あたり、モノクロで 7000 枚、カラーで 1500 枚の用紙の削減

効果が生まれた。必要な資料を探すときも検索機能を使えば簡単に見

つけることができるので、その分、作業時間の短縮につながった。 

 

 

依岡善明社長 

https://smb.ricoh.co.jp/casestudy/000548/ 

 

https://smb.ricoh.co.jp/casestudy/000548/
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社内の情報システム化を担当する和田正典氏 

https://smb.ricoh.co.jp/casestudy/000548/ 

 

メリット  業務のデジタル化を進めたことで、これまで当たり前と思っていた印

刷を伴う事務処理や仕事の進め方に多くの無駄があったことを「見える

化』できた。総務や経理部門の勤務時間は、以前は 2 時間程度の残業

が当たり前だったが、今では繁忙期を除いてほとんど定時で仕事を終

えることができるようになった。 

 

営業面でもオンラインによる商談を積極的に行い、プレゼンテーショ

ンのノウハウを積み重ねている。徐々に成果が生まれ、オンラインだけ

で成約に結び付く案件も生まれている。社内でのメールのやり取りも減

ったため、結果として外部からコンピューターウィルスが入るリスクが減

少することにつながり、情報セキュリティの強化につながっている。 

 

 

同社のオフィス 

https://smb.ricoh.co.jp/casestudy/000548/
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https://smb.ricoh.co.jp/casestudy/000548/ 

 

 

開発したシステムについて説明する和田氏 

https://smb.ricoh.co.jp/casestudy/000548/ 

 

課題  同社の約 40 人の社員は 50 代以上が半数を占める。ICT になじみが

ない社員も多かったが、社員それぞれのパソコンの性能やソフトウェ

ア、デジタル機器への習熟度を考慮して、それぞれ個別に対応し、機

器の操作方法などを説明していった。 

 

 「敷居は低く。透明性は高く。」新しいシステムの移行に当たり、スモ

ールスタートと丁寧な対応を心掛けた。社員に大きな変化を感じさせる

ことなく、利便性を実感してもらえることに心を砕いた。社長が担当者に

全権委任したことに加え、社員の積極的な協力があったことが大きい。 

 

関連事項 

（企業概要等） 

会社名：城善建設株式会社 

本社：和歌山市 

設立：1993 年 6 月 

従業員数：39 人 

事業内容：宅地造成・注文住宅の設計施工、一般土木事業、マンショ

ン・店舗など大型建築、公共施設の建築など 

参考資料 U ターンの ICT 人材が進めた DX への挑戦 情報のクラウド化で業務

改革を図る城善建設（和歌山県） 

https://smb.ricoh.co.jp/casestudy/000548/ 

2021 年 3 月 12 日公開 

 

  

https://smb.ricoh.co.jp/casestudy/000548/
https://smb.ricoh.co.jp/casestudy/000548/
https://smb.ricoh.co.jp/casestudy/000548/
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(2)最新システム試用実験 

 最新システム試用実験では、MR システムである「Holostruction1」及び 360 度カメラである

「VR3602」を対象とした。それぞれの試用実験の結果は、以下の通りである。 

 

図表 2 Holostruction の試用実験結果 

項目 内容 

システム名 Holostruction（ホロストラクション） 

機能概要 Holostruction は MR（複合現実）技術を用い、建造物の 3 次元モデルや

日常活用しているデジタルデータ（写真、書類）を現実の空間に投影し、

その中を歩き回りながら、様々な位置・角度・縮尺において自由自在に

複数人と同時に協議することができるソリューション。 

遠隔地とのリモートコミュニケーション機能も有しており、離れた場所か

らも会議に参加することができる。 

活用されている技術 MR（複合現実）技術を活用。 

ユーザーを仮想世界に没入させる仮想現実（VR）と現実世界にバー

チャルな情報を表示する拡張現実（AR）の両方を合わせたような特徴を

持ち、仮想世界と現実世界の情報を同時にユーザーに提供することで、

現実空間で仮想の体験をすることや、遠隔地などから仮想空間を通して

現実空間の人物とリアルなコミュニケーションを取ることを可能にする。

VR や AR が人間の入力したデータをコンピュータ処理してディスプレイ

へ表示するまでを基本的な仕組みとするのに対し、MR はセンサーやカ

メラにより現実空間の位置関係を把握し、それに即した処理を可能にす

る。 

試用の概要 東京～新潟間で、設計者と施工者による打合せを想定して実験を行

った。従来、対面で模型を使って実施していた打ち合わせを、遠隔で、な

おかつ模型ではなく、リアルサイズのホログラフィックデータを使って打

ち合わせを実施した。打ち合わせ品質が従来型と同等以上であることを

実体験した。 

メリット ・東京～新潟間等の移動時間をゼロにすることができる。 

・模型を製作する時間をゼロにすることができる。 

・空間把握等、リアルサイズを体感しながら複数人で直感的な確認がで

きる。 

・頭の中のイメージを可視化し、共有することができる。 

・時間の操作やプロセスを可視化することができる。 

・企業文化の変革（インナーブランディング）、企業における対外的なブ

 
1 https://n-oyanagi.com/holostruction/ 
2 https://www.heartcore.co.jp/products/CX/VR360.html 
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ランディング効果が期待できる。 

・将来の担い手に対して、業界イメージの変容を期待することができる。 

課題 ・建築分野におけるリアリティの精度を上げて行く必要あり。 

・ホロレンズ（実売価格 20 数万円）使用が must となっているが、ブラウ

ザで共有できるようになるなどが可能となれば普及に拍車がかかる。 

・3 次元データを作成するという意識において、ハードルが高い風潮が一

般的にある。（先入観等） 

・操作画面は一般的なスマートフォンと同様で馴染みやすいが、タッチパ

ネルを触る感覚がなく、人によっては、ボタン等の操作に慣れるまで

少し時間がかかる。また、ボタンを押すときも、仮想的に見えているボ

タンを突き抜けるように指を奥まで差し込まないとうまく反応しない。 

・部屋の中に実物大の家屋のホログラフィックデータを表示して、その中

を実際に歩き回れるのは良いが、実際に自分のいる部屋の広さによ

って、歩き回れる範囲が決まってしまう。歩くだけでなく、任意の位置

にジャンプすることも可能だが、やはり慣れが必要。 

関連事項 ○土木分野での活用 

地方中小企業による発注者への施工計画の説明の際に使用されて

いる。従来は紙などを使って実施していたが、Holostruction を用いた説

明会では、最新テクノロジーを活用し、より直感的、且つ効果的な説明

にて、発注者への PR も実施（積極的に DX に取り組んでいる企業とし

て）。併せて建設業における 3K（きつい、きたない、きけん）のイメージの

払拭を社内外問わず関係者間で持てるきっかけとする。 

 

○教育分野での活用 

大学、専門学校にて、将来の担い手となる学生へ最新テクノロジーの

試用（体験）を実施している。自ら作成した 3 次元 CAD データを

Holostruction にインポートして、リアルサイズのホログラフィックデータで

確認/ディスカッションを実施。建設業における現在の働き方の一部（最

新テクノロジーを活用している等）を、本体験を通じて、3K イメージへの

変容へつなげることを目指している。 
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図表 3 Holostruction 使用イメージ 

 

 

 

図表 4 設計者と施工者（東京～新潟間）での Holostruction を使った打ち合わせの様子 
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図表 5 VR360 の試用実験結果 

項目 内容 

システム名 VR360（ブイアールサンロクマル） 

機能概要 VR360 は Matterport,Inc.が提供する最先端の 3D 撮影、映像編集技術

をプラットフォームとしたソリューション。現実空間や既存施設を 3D-VR

化することで、写真や動画では難しい３人称視点での空間回遊が可能

になる。尚、閲覧するための専用デバイスや必要なアプリケーションは

一切不要のため、インターネット環境に接続さえしていれば、ブラウザ上

で空間の確認が可能。 

活用されている技術 VR（仮装現実）技術を活用。 

実際に存在する施設や空間の 360°の静止画像を撮影し、それらを

組み合わせることで、デジタルに3Dで再現することを可能にする。また、

ただ再現をするだけではなく、空間内へ動画・画像、遷移先のリンクなど

を設置することで、ユーザーに対して的確な情報訴求を行うことも可能

にしている。空間認識の誤差としては僅か１%であり、見たままの状態で

該当の空間を再現できる精密性もまた兼ね備えている。 

試用の概要 ①東京都品川区で実施された防災訓練避難経路案内の体験 

 オンラインで実施された「区内一斉防災訓練」のデータを活用して試用

実験を実施した。臨場感のある VR によって、有益な「現場体験」を得る

ことができた。また、自分自身で操作できることから、体験の定着に効果

的である。 

 

②東京工科大学のバーチャルオープンキャンパスの体験 

東京工科大学では、新型コロナウイルスの影響で来場型オープンキ

ャンパスの開催が難しい状況になってしまったことから、バーチャルオー

プンキャンパスの１コンテンツとして VR360 を活用した。今回は、その時

のデータを基に試用実験を行った。現地に足を運ぶことと変わらない迫

力で、キャンパス内を散策することが可能であった。実際のキャンパス

内の雰囲気を体験できた。併せて、文字や画像だけでは中々伝わりづ

らい内容を、3D-VR 技術を用いることで、興味・関心を引くものにするこ

とも可能であった。 

メリット ・スマホや PC 上で簡単に表示（専用デバイス・アプリケーションは一切

不要）することが可能。 

・既存空間や施設を 3D 化するため、一からオブジェクトの制作をする必

要がなく比較的安価に使用可能。 

・現地への移動時間をゼロにすることができる。 

・空間把握等、リアルサイズを体感しながら複数人で直感的な確認がで

きる。 
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・空間回遊履歴等、閲覧したユーザの興味を持ったポイントを数値として

計測することが可能。 

・対象を撮影後、数日で空間が完成する。 

課題 ・撮影機材（カメラ）が入り込めない狭い空間や、撮影対象がかなり小さ

い場合は 3D-VR 化することが難しい。 

・空間内におけるユーザー同士のリアルタイムなコミュニケーションが取

れない。 

・屋外の天気の影響を受け、見え方が変わってしまう。天気の良い日に

撮影できれば改善する可能性がある。 

・プロットの段階で空間撮影後のコンテンツのイメージを確認できれば、

モノや設備を適切な位置に配置でき、より臨場感のある空間の作成

ができたのではないか。 

関連事項 ○ホテル業界での活用（アパホテル&リゾート〈両国駅タワー〉 

一時期、新型コロナウイルス陽性者の隔離療養施設としての活用を

行なっており、営業再開のタイミングで空間を公開。施設紹介・営業再開

のプロモーション施策の一環で試用された。今回の試用では、直感的な

操作性や宿泊のための予約フォームの設置・利用時のクーポン発行な

ど効果的な機能付与により、顧客数増加施策の一環としての活用が期

待される。 
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図表 6 実際に空間を撮影する様子 

 

 

 

図表 7 撮影した空間を立体的に俯瞰して見た様子 
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【総括】 

事例調査結果から読み取れることを以下列記する。 

⚫ 建築 DX の事例としては大企業が中心的なものであった。 

⚫ 建築 DX に活用されている技術としては、ICT、クラウド、映像技術、BIM/CIM が多い。 

⚫ DX に取り組んだ成果としては、業務効率化・コスト削減、業務プロセスの変革に関わるものが

多い。その一方で、ビジネスモデルの変革まで至っているものは少なかった。 

⚫ 試用実験調査で対象とした 2 つの最新システムからは、業務効率化・コスト削減に加え、新サ

ービスの創出の可能性も感じられた。 

⚫ 一方で、Holostruction、VR360 のいずれも、必要な機材に関わるコストが大きく、教育に導入

するには例えば、卒業制作あるいは卒業研究の際に、対象とするグループを限定する等の工

夫が必要になる。 

⚫ 事例調査全体からは、単独の技術を活用するだけではその成果が業務効率化やコスト削減

に留まり、DX を推進していくためには複数の技術を組み合わせる必要があることも読み取れ

る。 
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第 3 章 スキル標準開発 

第 2 章で報告した調査結果、及び既存のスキル標準等を参考に、建築関連専門学校生が卒業

までに身につけておくべき、建築 DX 人材に求められる知識やスキル（デジタルスキルのみなら

ず、業務遂行能力に代表される実務現場で適用できる実践的なスキルも含む）を整理し、スキル

標準としてまとめた。知識やスキルについては、「～～について説明できる」「～～の作業を実施で

きる」等の表現を用い、評価対象者の行動で評価できるような形にした。また、厚生労働省の「職

業能力評価基準3」も参考とし、体系的に策定した。ここで整理した知識・スキルを基に、受講修了

者が実際の業務を通して建築 DX 人材として成長していくことを想定している。なお、今年度開発

したスキル標準はプロトタイプであり、次年度以降、事業を推進する段階でより精度を高めていく

計画である。 

 

第 1 節 スキル標準策定事前調査 

スキル標準の策定に当たり、既存のスキル標準に関する資料収集と整理を行った。本調査で

は、各スキル標準について、対象とする業種、全体構成、レベルの構成と定義、特徴等を、主に公

開されている資料等から抽出し、整理を行っている。本調査により得られた結果は、スキル標準の

構成や評価基準を検討する際の参考資料として活用した。 

 

以下、本調査で対象としたスキル標準の一覧を示す。 

  

 
3 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/jinzaikaihatsu/ability_skill/syok

unou/index.html 
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図表 8 スキル標準策定事前調査対象一覧 

スキル標準 対象業種 参考 URL 

DX リテラシー標準 特定の業種に 

限定しない 

https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/ 

jinzai/skill_standard/ 

DX_Literacy_standard_ver1.pdf 

DX 推進スキル標準 特定の業種に 

限定しない 

https://www.ipa.go.jp/files/000106871.pdf 

DX 検定™ 特定の業種に 

限定しない 

https://www.nextet.net/kentei/ 

test/index.html 

DX ビジネス検定™ 特定の業種に 

限定しない 

https://www.nextet.net/kentei/dxbiz/index.html 

システムデザイン人材 

スキル標準 

特定の業種に 

限定しない 

https://www.knotsassociates.com/ 

project/24/ 

デジタルスキル標準 特定の業種に 

限定しない 

https://www.meti.go.jp/policy/ 

it_policy/jinzai/skill_standard/main.html 

ロボットシステムインテグレ

ータ（ロボット SIer）スキル

標準 

ロボット SIer http://robo-navi.com/sier_download.html 

知財人材スキル標準 特定の業種に 

限定しない 

https://www.jpo.go.jp/support/ 

general/chizai_skill_ver_2_0.html 

リサーチ・アドミニストレータ

ー（URA） 

大学 https://www.mext.go.jp/a_menu/ 

jinzai/ura/detail/1315866.htm 

東京都デジタル人材確保・

育成基本方針 

公務 https://www.digitalservice.metro.tokyo.lg.jp/ 

hr/pdf/001.pdf 

自治体 DX 外部人材スキル

標準 

公務 https://www.soumu.go.jp/main_content/ 

000818221.pdf 

 

また、以下は、本調査で資料を整理した「DX リテラシー標準」の例である。 
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図表 9 DX リテラシー標準 

項目 内容 

名称 DX リテラシー標準 

対象とする業種 組織・企業、個人、教育コンテンツ提供事業者を本標準の主要なユー

ザーと想定する。 

概要・全体構成 働き手一人ひとりが「DX リテラシー」を身につけることで、DX を自分事

ととらえ、変革に向けて行動できるようになることを目的としている。 

 
 

組織・企業、個人、教育コンテンツ提供事業者を本標準の主要なユー

ザーと想定し、それぞれの立場に合わせた活用方法やその具体例を示

す。 

 

組織・企業 

⚫ 社員に対して、DX に関するリテラシーを身につけさせるうえで、その

育成体系を検討するうえでの指針として活用する。 

⚫ 自社としての DX の方向性を検討する材料として活用し、方向性を踏

まえて DX リテラシーを身につける必要性を経営層や社員に示す。 

 

個人 

⚫ DX に関する記事、書籍、学習コンテンツ等が巷に多く存在する中で、

自ら学ぶ内容を選択し、学びを体系的に設計するための指針として

活用する。 

 

教育コンテンツ提供事業者 

⚫ DX リテラシーに関する教育コンテンツを整備し提供するうえで、どの

ような内容を広くビジネスパーソンに伝えるべきか検討する指針とし

て活用する。 
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DX 推進のために DX リテラシーが必要であることをビジネスパーソンに

訴求するために、次の点を明確に示すこととした。 

1. DX 自体の定義 

2. DX はビジネスパーソン一人ひとりに関係があり、その中で生きてい

くためにリテラシーが必要であること 

3. 組織・企業の DX を推進するためには、個人が DX リテラシー標準に

沿って学ぶことに加えて、組織・企業としてのリテラシー向上のため

の取り組みが必要であること 

 

レベルの構成と定義 数値によるレベル定義はないが、組織内の役割による人材像が定義さ

れている。 
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ビジネスパーソンが身につけるべきデジタルリテラシー領域「Di-Lite」の

構成要素である、IT・ソフトウェア領域、人工知能（AI）・ディープラーニング

領域、数理・データサイエンス領域を身につけるために求められるラーニ

ングパスを How（スキル）、What（知識）、Why（マインド）別に定義してい

る。 

 

 
『デジタルリテラシー協議会 Web サイト』より 

https://www.dilite.jp/ 

 

特徴 社員全体の DX リテラシーの向上や、全社的な DX 推進において重要

なポイントは大きく分けて三つ発見された。これらのポイントは DX リテラシ

ー標準の内容検討においても考慮した。 

まず１点目が DX の意義の伝達である。自社としてはなぜ DX が重要な

のか、DX を推進することでどのような効果があるのか、社員に伝えること

が重要という意見が挙がった。デジタル技術などに関する研修などを実施

するだけでは意味がなく、何のために必要なのか、という点も併せて伝え

ることが重要であるという趣旨のコメントや、DX という言葉の定義は様々
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に考えられることから、自社としての DX の定義を示すことも重要である、

といったコメントもあった。 

DX リテラシー標準においては、社会全体としての DX の意義を示すべ

く、身につけるべき知識として、DX の背景にある社会全体の変化、顧客

価値の変化、競争環境の変化と、３つの変化に関する知識を含むこととし

た。また、「自社としての」DXを考える重要性を、特に組織や企業に伝える

ため、本標準の活用方法として自社としての方向性を打ち出す重要性を

示すこととした。 

二つ目が DX 推進のメリットを体感させることである。一つ目のポイント

と近い内容ではあるが、回答企業では、社員が DX 推進を前向きにとらえ

ることができるよう、実際のプロジェクトに参画させることや、全社的に取り

組みを展開することに取り組んでいた。実際に変革に直面して、生じる変

化に抵抗感を覚えるビジネスパーソンは少なくないと考えられることから、

標準においても DX のメリットを可能な限り訴求できるよう、先に述べた社

会全体の変化、顧客価値の変化、競争環境の変化に対応するためにデ

ータやデジタル技術が有益である、という点も知識として含めることとし

た。また、データやデジタル技術の活用事例に関する知識も含めることと

した。 

三つ目が DX 推進のためのマインド・行動の浸透である。三つ目に関す

るコメントはさらに、「アジャイルに取り組む」「顧客志向」「データ活用」の

大きく三つに大別される。いずれも社会や産業の目まぐるしい変化に対応

するために必要なマインドや行動様式であると考えられ、いずれも標準の

中でビジネスパーソンに求めるマインド・スタンスや知識として含めること

とした。 

 

関連事項 DX リテラシー標準と、既存の試験や検定のシラバス及びカリキュラムと

の関連性を記述する。DX リテラシー標準の内容検討において参考とし

た、G 検定、データサイエンティスト検定（リテラシーレベル）、IT パスポー

ト試験、数理・データサイエンス・AI モデルカリキュラム（リテラシーレベ

ル）、情報 I の範囲と DX リテラシー標準の範囲の重なりを概念的に示す。 
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参考資料 DX リテラシー標準 

https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/jinzai/skill_standard/DX_Literacy_

standard_ver1.pdf 

 

（参考）令和 3 年度 AI 人材連携による中小企業課題解決促進事業（デジ

タルスキル・レベルに係る指標のあり方に関する調査） 

https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/jinzai/skill_standard/chosa_houko

kusho.pdf 

 

第 2 節 本事業で開発したスキル標準の概要 

本事業では、建築関連専門学校生が卒業までに身につけておくべき、建築 DX 人材に求められ

る知識やスキルを整理し、スキル標準としてまとめた。この人材には建築関連の知識やスキルも

求められるが、本事業で対象とする学習ターゲットは建築関連の専門学校生であるため、こうした

建築関連の知識やスキルは普段の授業で習得する。そこで、建築 DX 人材に求められる IoT や

AI に関する知識やスキルを中心に構築することとした。また、本事業で育成を目指す人材は、IoT

や AI の開発人材ではなく、建築業務にそれらを活用して DX を目指す人材であることを考慮し、

スキル標準もそのような考え方で策定した。 

 

本事業で開発したスキル標準は、人材に必要とされる能力を分野ごとに整理した「能力ユニッ

ト」と、能力ユニットごとに必要とされる能力の詳細を示した「能力細目」から成る。「能力細目」に

は、各能力をどの程度備えておく必要があるかを示した「職務遂行のための基準」を設定した。こ

の「職務遂行のための基準」は、先述したように、評価対象者の行動で評価できるように、「～～に

ついて説明できる」「～～の作業を実施できる」等の表現を用いた。 

 

以下は、能力ユニットの一例である。 
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図表 10 能力ユニット「IoT」 

 

 

ここに、「共通能力ユニット」とは、対象となる人材が該当する職種において、どのような職務に

就いたとしても共通に求められる能力であることを示している。また、能力細目のリストにおける

「分類」は、「職務遂行のための基準」が「知識」を対象としているのか、「スキル」を対象としている

のかを示したものである。 
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本事業では、以下の 7 の能力ユニットによりスキル標準を構成した。 

 

図表 11 能力ユニットの一覧 

⚫ IoT 

⚫ データ分析 

⚫ XR 技術 

⚫ クラウド 

⚫ AI 

⚫ 知財 

 

 

第 2 節 開発したスキル標準 

以下、開発したスキル標準を列記する。 
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共通 

能力ユニット 

 能力ユニット名 IoT 

概要 
IoT の基本的な原則を理解し、IoT デバイスの設計、イン

ストール等を行うための能力   

 

能力細目 分類 職務遂行のための基準 

センサー技術 知識 ○センサーの種類や動作原理を説明できる。 

知識 ○センサーを活用したデータ収集方法を説明できる。 

スキル ○目的に合わせて IoT デバイスに必要なセンサーの種類や性能

等を適切に選択できる。 

ネットワーク技術 知識 ○ネットワークトポロジーについて、基本的な形式や特徴を説明

できる。 

知識 ○通信プロトコルの種類や、OSI 参照モデルの各層に対応する

代表的な通信プロトコルを説明できる。 

知識 ○ネットワークにおけるセキュリティを確保するための原則を説

明できる。 

スキル ○セキュリティを確保しながらネットワークを活用できる。 

IoT デバイスのイン

ストール 

スキル ○目的に合わせて IoT デバイスの設置方法や設置場所を選択

できる。 

スキル ○IoT デバイスの設置方法や設置場所に合わせて、電源の確保

の方法を適切に選択できる。 

スキル ○IoT デバイスの設置方法や設置場所に合わせて、ネットワーク

接続を適切に設定できる。 

データの解析 スキル ○IoT デバイスから取得されたデータを収集、処理、解析できる。 

IoT プラットフォー

ムの活用 

知識 ○IoT プラットフォームの役割や仕組み、構成について説明でき

る。 

スキル ○目的に合わせて採用する IoT プラットフォームを選択できる。 

IoT システムの制

御 

知識 ○IoT デバイスの制御方法について説明できる。 

知識 ○IoT デバイスを活用した自動化の方法について説明できる。    
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共通 

能力ユニット 

 能力ユニット名 データ分析 

概要 
データ分析の基本的な原則を理解し、データの収集、処

理、解析を行うための能力   

 

能力細目 分類 職務遂行のための基準 

データの基本知識 知識 ○数値、文字、画像、動画、音声等のデータの種類について説

明できる。 

データの収集 知識 
○センサーや各種 IoT デバイスを利用することで収集できるデー

タの種類について説明できる。 

知識 〇データベースや表計算ソフトウェア、その他データを保存する

ための各種ソフトウェアの特徴について説明できる。 

スキル 〇目的に合わせて、収集するデータの種類や量、データ収集の

頻度を判断できる。 

スキル 〇収集するデータの種類や量に合わせて、適切なデータ収集ソ

フトウェアを選択できる。 

スキル 〇収集するデータの種類や量に合わせて、適切なデータの保存

媒体(クラウド・オンプレミスを含む)を選択できる。 

スキル 〇ネットワークの有無や使えるネットワークの種類に合わせて、

データの適切な伝達方法を選択できる。 

データの処理 知識 〇データベースや表計算ソフトウェア、専用ソフトウェア等、デー

タを処理するための各種ソフトウェアの特徴について説明でき

る。 

スキル 〇データ分析に適切なデータと不適切なデータを取捨選択でき

る。 

データの分析 知識 〇データ分析の目的に応じたデータの種類や量、分析に必要な

数学・統計学の知識について説明できる。 

スキル 〇データを表やグラフで分かりやすく表現することができる。 

スキル 〇データ分析の目的に応じたデータの種類や量、データ分析手

法が選択できる。 

スキル 〇データ分析手法に応じた適切なツールが選択できる。 

スキル 〇データ分析結果から、業務の遂行に必要な判断ができる。 
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共通 

能力ユニット 

 能力ユニット名 XR 技術 

概要 
XR（AR、VR、MRなど）の基本的な原則を理解し、建築プ

ロジェクトにおいて XR 技術を活用するための能力   

 

能力細目 分類 職務遂行のための基準 

XR の基本知識 知識 〇XR(AR、VR、MR など)の特徴について説明できる。 

スキル 〇目的に合わせて、適切な XR(AR、VR、MR など)技術を選択で

きる。 

XR デバイス 知識 〇XR(AR、VR、MR など)で利用されるデバイスの種類や特徴に

ついて説明できる。 

知識 〇XR(AR、VR、MR など)で利用されるデバイスが人間の身体に

与える影響(VR 酔い等)について説明できる。 

スキル 〇利用する XR(AR、VR、MR など)に合わせて、適切な XR デバイ

スを選択できる。 

スキル 〇XR(AR、VR、MR など)で利用されるデバイスが人間の身体に

影響を与えた場合(VR 酔い等)に適切な対応ができる。 

スキル 〇XR(AR、VR、MR など)デバイスを、安全性に配慮して利用でき

る。 

ネットワーク環境の

選定 

知識 〇XR(AR、VR、MR など)で利用するネットワーク環境の種類や特

徴を説明できる。 

スキル 〇利用する XR(AR、VR、MR など)に合わせて、適切なネットワー

ク環境を選択できる。 

XR デバイスのネッ

トワーク接続 

知識 〇利用するネットワーク環境の構築に必要な機器の種類や特徴

を説明できる。 

スキル 〇利用するネットワーク環境で必要な機器の調達ができる。 

スキル 〇XR(AR、VR、MR など)デバイスを、ネットワークに接続すること

ができる。 

XR デバイスのイン

ストール 

知識 〇XR デバイスを接続するインタフェースの種類や特徴について

説明できる。 

スキル 〇XR デバイスを適切なインタフェースを利用して接続し、動作に

必要な設定ができる。 
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共通 

能力ユニット 

 能力ユニット名 クラウド 

概要 

クラウドコンピューティングの基本的な原則を理解し、ク

ラウドサービスを建築プロジェクトに活用して、データの

共有やバックアップ、管理等を行うための能力 

  

 

能力細目 分類 職務遂行のための基準 

クラウド基本知識 知識 〇クラウドとオンプレミスの違いについて説明できる。 

知識 〇IaaS、PaaS、SaaS などのクラウドサービスの分類について説

明できる。 

知識 〇クラウドサービスの課金方式によるコストの計算方法を説明で

きる。 

スキル 〇変化の激しいクラウドサービスの最新情報を絶えず入手し、自

身の業務への影響を判断できる。 

スキル 〇クラウド事業者の提供するサービスを確認し、適切なサービス

を選択できる。 

スキル 〇自社のクラウドスキルに対して適切なレベルのサポートを提供

しているクラウド事業者を選択できる。 

ネットワーク技術 スキル 〇クラウドサービスの利用で発生する通信データの特性から、必

要な通信サービスの種類を選択できる。 

セキュリティ 知識 〇安全にクラウドサービスを利用するために必要な暗号化につ

いて説明できる。 

スキル 〇不正侵入等を防止するために、多要素認証等の適切なセキュ

リティ技術を選択できる。 

スキル 〇クラウドサービス事業者の提供するセキュリティレベルを理解

し、適切なセキュリティを提供するクラウド事業者が選択でき

る。 

スキル 〇アカウント情報を適切に管理し、アカウントの漏洩を防止でき

る。 

スキル 〇データ共有の範囲や権限を適切に設定し、情報漏洩を防止で

きる。 

リスク対応 スキル 〇クラウドサービス事業者の信頼性やサービス継続性を考慮し

て、クラウドサービスが選択できる。 

スキル 〇利用しているクラウドサービスの提供が継続されなくなった場

合の代替サービスが選択できる。 

スキル 〇クラウドサービスに障害が発生してクラウドサーバ上からデー

タを失った場合でも必要なデータを失わないように、適切なタ

イミングで適切なデータのバックアップが取得できる。   
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共通 

能力ユニット 

 能力ユニット名 AI 

概要 

AI の基本的な原則を理解し、建築プロジェクトに AI を活

用して、建築物の設計や各種業務の自動化を行うため

の能力 

  

 

能力細目 分類 職務遂行のための基準 

AI 基本知識 知識 〇AI の仕組みを説明できる。 

知識 〇AI の学習方式による必要なサンプル数の違いや精度の違い

を説明できる。 

スキル 〇AI にできること、できないことを判断できる。 

スキル 〇AI を活用した事例を情報収集し、自社の業務に適用可能な事

例を判断できる。 

AI 適用業務 スキル 〇人間がやるべき業務と AI にできる業務の判断ができる。 

スキル 〇AI による判断が業務として適切であるかどうかを判断できる。 

スキル 〇AI 導入に必要なコストと、業務効率化によるコストダウンの費

用対効果を判断できる。 

IoT デバイスとの連

携 

スキル 〇IoT デバイスや各種センサーが測定した情報・ドローンが撮影

した映像等から、AI の判断材料として適切な情報を選択でき

る。 

スキル 〇IoT デバイスや各種センサーが測定した情報・ドローンが撮影

した映像等を AI により判断することで、人間の高所作業等の

危険を回避できる業務を判断できる。 

AI 誤判定の対応 知識 〇AI は環境変化等により誤判定が発生する可能性があることを

説明できる。 

スキル 〇AI に誤判定が発生した場合でも、影響を最小限にすることが

できるように、AI の活用方法を判断できる。 

スキル 〇AI の誤判定を最小化できるように、AI にとって適切な環境を構

築できる。 
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共通 

能力ユニット 

 能力ユニット名 コミュニケーションスキル 

概要 

建築プロジェクトのチームやクライアント等に対して、適

切な技術用語を使用したり、適切な方法で情報を伝えた

りするための能力 

  

 

能力細目 分類 職務遂行のための基準 

コミュニケーション

の手段 

知識 〇対面でのコミュニケーションの手段として、言語、非言語のコミ

ュニケーションがあることを説明できる。 

知識 〇SNS やグループウェア、オンライン会議、メール等の対面以外

のコミュニケーション手段の種類と方法を説明できる。 

スキル 〇コミュニケーションの目的に応じて、適切なコミュニケーション

の手段が選択できる。 

相互理解 知識 〇コミュニケーションは一方通行ではなく相互理解であることを

説明できる。 

スキル 〇コミュニケーションを取る相手に応じて、適切な用語を選択で

きる。 

スキル 〇伝えたいことを伝えるだけでなく、相手が伝えたいことを傾聴

することができる。 

スキル 〇相手の伝えたいことが分からない時は、質問や確認をして理

解を深めることができる。 

スキル 〇相手の立場を重んじた言葉遣いや立ち振る舞いができる。 

スキル 〇意見や価値観の異なる相手の意見も尊重することができる。 

表現力 スキル 〇聞く相手により解釈が異なることがないように、定量的な表現

や的確な用語の選択ができる。 

情報モラル スキル 〇コミュニケーションの相手や、コミュニケーションの手段を考慮

した情報発信ができる。 

スキル 〇多様性を尊重した情報発信ができる。 
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共通 

能力ユニット 

 能力ユニット名 知財 

概要 
建築プロジェクトにおいて、意匠や特許等、知的財産を

適切に管理・運用するための能力   

 

能力細目 分類 職務遂行のための基準 

著作権の遵守 知識 〇著作権について説明できる。 

知識 〇比較的改正の多い著作権法の改正内容や改正時期について

説明できる。 

スキル 〇著作権により保護されているものを判断できる。 

スキル 〇著作者の権利を侵害しないように、必要に応じて著作者の許

可を得て著作物を利用することができる。 

スキル 〇自己の著作権が侵害されていた場合には、法律の専門家等

と相談し、適切な措置を行うことができる。 

スキル 〇著作権による保護の対象や保護期間を適切に判断できる。 

産業財産権の遵守 知識 〇産業財産権について説明できる。 

スキル 〇他者が産業財産権を有する場合は、適切な手続きや許可を

得た上で利用することができる。 

スキル 〇自己の発明・考案や意匠・商標は、産業財産権で保護される

ように適切な手続きを行うことができる。 

スキル 〇産業財産権で保護されている自己の発明・考案や意匠・商標

に対して、権利を主張する意味の適切な表示ができる。 

スキル 〇産業財産権による保護の対象や保護期間を適切に判断でき

る。 

不正競争防止法の

順守 

知識 〇不正競争防止法について説明できる。 

スキル 〇不正競争防止法に抵触しない方法で情報を入手することがで

きる。 
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第 4 章 教育プログラムの開発 

今年度の教育プログラムの開発では、カリキュラムの開発、教材プロトタイプの開発、e ラーニン

グ教材プロトタイプの開発を実施した。まず、第 2 章で報告した実態調査や第 3 章で報告したスキ

ル標準に加え、カリキュラム策定事前調査を実施し、それらの資料を基に、科目名とその概要、授

業時間数を検討してカリキュラムを構成し、令和 4 年度版のカリキュラムとした。次に、講義用教

材のプロトタイプ 2 点と、それを基にした e ラーニング教材（講義映像型 e ラーニング教材）のプロ

トタイプを開発した。 

 

第 1 節 カリキュラム策定事前調査 

カリキュラム開発に先立ち、カリキュラムの構成や授業時間数等を検討する際の参考資料を収

集することを目的として、事前調査を行った。本調査では、専門学校や大学の建築関連学科を対

象に、そのカリキュラムについて、科目リスト、各科目の時間数、各科目の概要等を収集した。そ

の際、専門学校の伝統建築や大工に関連した学科（専門の特性）、各地域の代表的な専門学校

の建築関連学科、大学の建築関連学科に分類して、対象となる専門学校・大学の学部・学科を選

択した。 

 

以下は、本調査の対象とした専門学校及び大学の一覧である。 
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図表 12 カリキュラム策定事前調査 対象一覧 

分類 学校名 学部・学科名 
修業 

年数 
所在地 その他 

【専門の特性】（伝統建築・大工） 

 新潟工科専門学校 大工測量科 2 新潟県  

 中央工学校 木造建築科 2 東京都  

 大阪工業技術専門学校 大工技能学科 2 大阪府  

【地域】（各地域の代表的な専門学校） 

 新潟工科専門学校 建築設計デザイン科 2 新潟県  

 青山製図専門学校 建築学部建築設計デザイ

ン科 

2 東京都  

 中央工学校 建築設計科 2 東京都  

 早稲田大学芸術学校  3 東京都 夜間 

 東海工業専門学校金山校 建築工学科 2 愛知県  

 中央工学校 OSAKA 建築学科建築設計コース 2 大阪府  

 修成建設専門学校 建築 CGデザイン科 2 大阪府  

 大阪工業技術専門学校 建築学科 2 大阪府  

 穴吹デザイン専門学校 建築学科 2 広島県  

 麻生建築＆デザイン 

専門学校 

建築工学科 3 福岡県  

【大学】 

 東京大学 工学部建築学科 4 東京都  

 東京芸術大学 美術学部建築科 4 東京都  

 亜細亜大学 都市創造学部とし創造学科 4 東京都  

 武蔵野美術大学 造形学部建築学科 4 東京都  

 宇都宮大学 地域デザイン科学部建築

都市デザイン学科 

4 栃木県  

 京都工芸繊維大学 工芸科学部デザイン科学

域デザイン・建築学課程 

4 京都府  

 

また、以下は、本調査で整理した「中央工学校 木造建築科」の例である。 
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図表 13 中央工学校 木造建築科 のカリキュラム 

項目 内容 

学校名 中央工学校 

学部・学科名 木造建築科 

（2 年制） 

取得可能な 

建築関連資格 

【在学中に取得可能】 

 建築大工技能士（2 級・3 級）、建築積算士補 

【修了と同時に受験資格を取得 】 

 1 級建築士、2 級建築士、木造建築士 

【その他(民間検定等) 】 

 ３級建築大工技能士・丸のこ等取扱作業従事者 

参照 URL 等 https://chuoko.ac.jp/wp/wp-content/themes/chuoko/images/ 

disclosure02/form05_occ_04mokuzou.pdf 

 

科目リスト 

科目名 科目概要 
年次 

学期 

授業 

時数 

必修 

選択 

授業 

形態 

数学 建築を学ぶ学生に必要不可欠な数

学的素養を、演習を中心に習得す

る。 

授業修了時、電卓の基本操作、数学

記号の理解、三角関数の基礎を理解

し、建築に最低限必要な基本計算が

可能になる。 

1 年 

後期 

42 時間 必修 講義 

ビジネスマナー 新入社員としての基礎的社会常識を

理解する。特に挨拶、言葉使い、電

話の対応、文章の書き方に重点を置

きながら、ビジネス検定、SPI 試験対

策をする。 

1 年 

後期 

21 時間 必修 講義 

合宿研修 合宿研修を通して、集団規律の重要

性を認識し、時間厳守・整理整頓を

心がけるとともに、協調性を重んずる

心構えと態度を養う。 

1 年 

前期 

(36 時間) 選択 実習 

合宿研修 社会へ巣立つにあたっての大人とし

ての良識ある行動を実行できる心構

えと態度を養う。 

2 年 

前期 

(36 時間) 選択 実習 

建築計画 設計製図との関連をふまえて、建築

物の機能に即した計画の理論・手法

を理解し、建築を計画できるようにな

る。 

1 年 

通年 

78 時間 必修 講義 

https://chuoko.ac.jp/wp/wp-content/themes/chuoko/images/disclosure02/form05_occ_04mokuzou.pdf
https://chuoko.ac.jp/wp/wp-content/themes/chuoko/images/disclosure02/form05_occ_04mokuzou.pdf
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環境工学 建築と環境のかかわりを学習し、快

適な建築環境を得るための方法を、

理論的裏付けを含めて理解できるよ

うになる。 

2 年

後期 

42 時間 必修 講義 

建築史 日本と西洋における建築の発展過程

を理解し、建築界の将来を展望でき

る能力を身につける。特に日本建築

の歴史及び各時代の特徴を理解でき

るようになる。 

1 年 

前期 

36 時間 必修 講義 

建築設備 日々、多様、複雑、高度化する建築

設備に対応し、設備の基礎を理解

し、計画できるようになる。また、実例

図集を使用し、設備計画を行う事に

より、合理的・効果的な設備計画がで

きるようになる。尚、対象は住宅に限

らず全ての建築物とする。 

2 年 

後期 

78 時間 必修 講義 

建築法規 建築物に関わる基本的な建築基準

法の知識を系統的、関連的に習得す

る。また建築士法・品確法等、関連法

規についても学習し、設計計画に当

たっての運用法を理解し計画できる

ようになる。 

1 年 

通年 

78 時間 必修 講義 

構造力学 建築物に作用する外力、力のつり合

い条件、安定・不安定を理解し、静定

構造物の反力計算ができるようにな

る。静定構造物の応力計算や断面の

諸性能や応力度、座屈やたわみなど

の変形を学習し、できるようになる。 

1 年 

通年 

78 時間 必修 講義 

建築一般構造 木質構造、鉄骨造・鉄筋コンクリート

造の構造概要や特徴を理解すること

により、建物の用途や規模に応じて、

適切に構造形式や架構方式を決定

できるようになる。 

1 年 

通年 

78 時間 必修 講義 

建築材料 木材・鋼材・コンクリートなど建物の

構造材に使用される材料を中心に、

仕上材・断熱材・防水材など各種建

築材料の特性やその使用方法を理

解し、実際の建物の部位と建築材料

の関係を把握できるようになる。 

1 年 

前期 

36 時間 必修 講義 

建築材料実験 建築材料の代表的な木材・コンクリー

ト・鋼材の実験を通して材料の性質を

理解できるようになる。さらに、各種

実験の手順や結果を整理することに

より材料の特徴を知ることができる。 

2 年 

前期 

42 時間 必修 実験 
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建築施工 設計された建築物を建造していくた

めに、施工の基礎的知識と技術的能

力の習得を目指し、建築現場技術者

としての実務の基礎を学び、2 級施

工管理技術検定に活かせるようにな

る。 

2 年 

通年 

78 時間 必修 講義 

木造施工積算 木造建築における積算の概念を理解

することとともに、計測・計算の方法

を学び、設計図面に基づいた数量算

出の基礎を習得する。設計図書か

ら、必要な木材の数量を拾えるように

なる。 

1 年 

後期 

42 時間 必修 講義 

建築積算 鉄筋コンクリート造及び鉄骨造の建

築数量積算基準による計測・計算の

方法を学び、設計図面に基づいた数

量算出と予算管理の基礎を学び、鉄

筋コンクリート造及び鉄骨造の躯体

の数量を算出できるようになる。 

2 年 

後期 

63 時間 必修 講義 

構造設計 構造設計における基本的な許容応

力度設計を通して、鉄筋コンクリート

構造及び鉄骨構造の構造設計の流

れを理解する。また各構造の床スラ

ブ・梁・柱部材の断面設計ができるよ

うになる。 

2 年 

前期 

36 時間 必修 講義 

CAD 製図 コンピュータリテラシーの基本に加

え、CAD 操作の基本を習得する。ビ

ジネス文書の作成と CAD ソフトの初

期設定を有効に行う事が可能となり、

設計課題に活用することができるよう

になる。 

1 年 

前期 

54 時間 必修 演習 

住宅計画 住宅建築における、住空間構成を理

解し、計画及び作図が出来るように

なる。本造住宅の構造を理解し、さま

ざまな構造図が書けるようになる。 

2 年 

後期 

63 時間 必修 講義 

伝統工法研究 日本建築の伝統的な屋根の形であ

る、起り破風や千鳥破風の屋根の基

本形を理解しその基本を理解できる

ようになる。 

2 年 

前期 

54 時間 必修 講義 

規矩術 原理を理解し実務での墨付け技術を

習得する。墨付け実習にて実際に加

工を行い成果を確認する。さしがねを

使用し 3 級建築大工技能士の墨付

及び、棒隅の墨付ができるようにな

る。 

1 年 

後期 

63 時間 必修 演習 
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規矩術 原理を理解し実務での墨付け技術を

習得する。墨付け実習にて実際に加

工を行い成果を確認する。四方転び

の踏み台の現寸図が書けるようにな

る。四方転びの墨付ができるようにな

る。 

2 年 

前期 

54 時間 必修 講義 

設計製図 企業からの講師指導の下、製図の技

能、計画・設計の考え方等について、

理解できるようになる。2 階建住宅の

設計を通して、計画・作図ができるよ

うになる。 

1 年 

通年 

234 時間 必修 実習 

設計製図 企業からの講師指導の下、鉄筋コン

クリー卜造建築物の展示施設の設計

を通して、製図の技能、計画・設計の

考え方、要領、建築の実務的技術内

容との関わり方などを学び、公共施

設の計画、作図ができるようになる。 

2 年 

前期 

216 時間 必修 実習 

卒業設計 企業からの講師指導の下、木造建築

物の卒業設計を行う。木造の建物

の、計画、作図、構造図が書けるよう

になる。また、構造図を基に軸組み

模型を作製し、木造建築物の構造が

理解できるようになる。 

2 年

後期 

252 時間 必修 実習 

木造技能実習 企業からの講師指導の下、道具の作

り方を学び、砥石の台・道具箱等を作

製する。基本的な継手、仕口の墨付

と刻み・組立がで きるようになる。後

期には、3 級建築大工技能士の課題

を練習し、100%の合格を目指す。 

1 年 

通年 

288 時間 必修 実習 

木造技能実習 企業からの講師指導の下、規矩術で

学んだことを墨付に活かし、穴あけ、

刻み加工を行う。2 級建築大工技能

士の課題を使用し、四方転び踏み台

が製作できるようになる。 

2 年 

通年 

234 時間 必修 実習 

総合建設実習 企業からの講師指導の下、建築の基

礎的な「知識」・「理論」を合宿研修を

通して「実際」に体験する。測量機器

(トランシット・レベル)の理解と実習、

足場の理解と組立て実習、水盛りの

やり方ができるようになる。 

1 年 

前期 

(60 時間) 選択 実習 

木造建方実習 企業からの講師指導の下、木造平屋

建て建築の建方実習並びに足場の

組立て実習を行い、その手順及び構

1 年 

後期 

(42 時間) 選択 実習 
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造が実習を通して理解できるようにな

る。 

伝統建築調査 学習において習得した伝統建築の基

礎的な 「知識」・「理論」を合宿研修

を通して 「実際」に体験し、からだ全

体で建築を感じ取ることを目的とす

る。具体的には、古民家の調査並び

に数寄屋建築の実測を行いそのデー

ターから、作図及び模型ができるよう

になる。 

1 年 

後期 

(42 時間) 選択 実習 

国内建築研修 建築やインテリアを学ぶ学生が、建

築物の見学を通じてより実際の空間

を体験し、自身のための設計資料を

収集することを主眼に置く。 

1・2

年 

前期 

36 時間 自由 

選択 

 

海外建築研修 ヨーロッパの著名な建築物の見学を

通して格調の高い伝統文化や芸術に

触れ、幅広い知見や感性を養う。 

1・2

年 

前期 

72 時間 自由 

選択 

 

施工管理実習 「理論より実際」を重点とし、建築施

工管理技術者として必要な技術の習

得を目的とする。 

1・2

年 

前期 

48 時間 自由 

選択 

 

 

合計  33 科目 2712 単位時間 

全課程の修了に必要な総 授業時数又は総単

位数  2340 単位時間 

講義 903・演習 54・実習 1593・実験 42・実技 

180(単位時間) 

 

 

第 2 節 カリキュラム令和 4 年度版 

第 2 章で報告した実態調査の結果、第 3 章で報告したスキル標準、及び前節で報告したカリキ

ュラム策定事前調査の結果を基に、カリキュラムの令和 4 年版を開発した。 

 

（１）教育プログラムの目的と概要 

本教育プログラムの対象者は、建築関連の専門学校生を対象とした。 

内容としては、建築業務プロセスの変革や建築関連サービスの創出に最先端技術を活用する

ために必要となる専門知識とスキルを学習する科目群で構成した。具体的には、5G、クラウド、

IoT、AI、XR、ビッグデータ等の最先端技術の基礎や、これらの建築業務プロセス改善・建築関連

サービスの創出への活用等に関する内容を想定している。また、建築の DX が進んでも、建築は

施主の要望を十分に理解することから始まることは変わらない。そのため、建築の専門知識がなく

ても自由に建物のデザインを構築することができる「Minecraft」を用いて、建築技術者と施主及び

その家族（特に子育て世代なら子供も含めて）が一緒に住宅のデザインを考えていくコミュニケー
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ション手法も含めた。このような内容で、300 時間程度の学習時間を想定している。なお、本教育

プログラムの運用例としては、2 年制学科の卒業研究または卒業制作（平均で 150～200 時間実

施）の一部に PBL を充当し、1 年次に基礎科目 135 時間を、2 年次にケーススタディの 45 時間を

実施することを想定している。また、建築学科のカリキュラムとの関係を考慮し、一部の科目を選

択科目として運用することも想定している。 

教育手法としては、カリキュラムを構成する各科目には、講義・実習・e ラーニング・ケーススタデ

ィ・PBL を組合せ、教育効果を高めるような工夫を行った。特に e ラーニングは、講義で学習した内

容の復習を自己学習として行うことは勿論、遠隔教育としても活用できるよう、講義映像を配信す

る形態の講義映像型 e ラーニングも活用した。受講者の使いやすさに配慮し、視聴デバイスはス

マートフォン、PC の双方に対応したものとした。 

さらに、仮想的なプロジェクトによる建築設計業務の実務的な演習として、PBL を取り入れた。

PBL では、教育プログラムの他科目で学習した内容を活かしつつ、建築業務プロセスの変革や建

築関連サービスの創出を題材とする。グループによる調査や協議によって課題を解決し、最終的

な企画をまとめるといった一貫したプロジェクトベースの学習を通して、実務現場で適用できる実

践的なスキルの修得を図る。本教育プログラムでは、解決すべき課題やプロジェクトの進め方が

講師から示される「シナリオ型 PBL」と、課題の設定やプロジェクトの進め方の検討を学習者自身

が行う「学習者主導型 PBL」の両方を実施する。 

本教育プログラムによって、最先端技術を活用して、建築業務プロセスの変革や建築関連サー

ビスの創出を企画できることを目指す 
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（２）教育プログラムの科目構成と内容 

 上記の目的を達成する教育プログラムとして、以下に示す 7 の科目構成のカリキュラムの開発

を行った。 

 

図表 14 教育プログラムの科目構成 

科目群 科目 授業形式 概要 時間数 

基
礎
科
目 

建築コミュニケ

ーション 

講義、実習、 

e ラーニング 

施主とのコミュニケーションを前提とし、

Minecraft を活用した建築デザイン・プレ

ゼンテーションの手法を講義や実習で

学習する。 

45 時間 

最先端技術 1 

講義、実習、 

e ラーニング 

IoT、5G、クラウド、XR 等に関する基礎

知識や活用方法を講義や実習で学習す

る。 

45 時間 

最先端技術 2 
講義、実習、 

e ラーニング 

AI、ビッグデータ等に関する基礎知識や

活用方法を講義や実習で学習する。 
45 時間 

応
用
科
目 

建築業務プロ

セス 

ケーススタディ 

ケーススタディ 最先端技術を活用した建築業務プロセ

スの改善を題材としたケーススタディに

より、その手法や考え方を学習する。 

22.5 時間 

建築関連サー

ビス 

ケーススタディ 

ケーススタディ 最先端技術を活用した建築関連サービ

スを題材としたケーススタディにより、そ

の創出方法に関する考え方を学習す

る。 

22.5 時間 

建築業務プロ

セス PBL 

シナリオ型 

PBL 

最先端技術を建築業務プロセスの改善

に活用するスキルを修得する。営業・設

計・見積・施工・点検等、住宅建築の一

連のプロセスに DX をどう適用するかを

立案する。 

45 時間 

建築関連サー

ビス PBL 

学習者主導型 

PBL 

最先端技術を建築関連サービスの創出

に活用するスキルを修得する。施主等

の顧客の満足度向上を達成する新たな

サービスを立案する。 

90 時間 

   合計 315 時間 
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第 3 節 教材開発 

第 2 節「カリキュラム令和 4 年度版」のカリキュラムをもとに、「建築プロジェクトのコミュニケーシ

ョン」教材のプロトタイプ、及び「最先端技術 1」教材のプロトタイプを開発した。それぞれ、「建築コ

ミュニケーション」「最先端技術 1」の各科目で使用することを想定している。以下、各教材の目次

及び教材イメージを列記する。 

 

図表 15 「建築プロジェクトのコミュニケーション」 目次 

第 1 章 建築プロジェクトのプロセスとコミュニケーション 

 1-1 建築プロジェクトの現在 

 1-2 建築プロジェクトでのコミュニケーション 

第 2 章 建築プロジェクトとコミュニケーションデザイン 

 2-1 建築プロジェクトでのコミュニケーションの事例 

 2-2 建築プロジェクトにおけるコミュニケーションデザイン 

第 3 章 建築プロジェクトにおけるコミュニケーションツールの活用 

 3-1 建設 DX とコミュニケーションツール 

 3-2 コミュニケーションツールの活用例① 

     事例：BIM に活用されるコミュニケーションツール 

 3-3 コミュニケーションツールの活用例② 

     事例：Minecraft による建築デザイン 
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図表 16 「建築プロジェクトのコミュニケーション」 教材イメージ 
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図表 17 「建築プロジェクトのコミュニケーション」 教材イメージ 
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図表 18 「最先端技術 1」 目次 

第 1 章 建築と最先端技術 1 

 1.1 最先端技術とは 

 1.2 IoT とは 

 1.3 5G とは 

 1.4 クラウドとは 

 1.5 XR とは 

第 2 章 建築と IoT 

 2.1 IoT とは 

 2.2 IoT デバイス 

 2.3 建築環境における IoT 技術 

 2.4 実践的なアプローチ 

 2.5 将来の展望 

第 3 章 5G 

 3.1 5G とは 

 3.2 建築と 5G の融合 

 3.3 5G を利用した建築の設計と施工 

 3.4 5G を利用した建築の運用とメンテナンス 

第 4 章 クラウド 

 4.1 クラウドとは 

 4.2 建築とクラウドの融合 

 4.3 クラウドを利用した建築の設計と施工 

 4.4 クラウドを利用した建築の運用とメンテナンス 

第 5 章 XR 

 5.1 XR とは 

 5.2 建築と XR の融合 

 5.3 XR を利用した建築の設計と施工 

 5.4 XR を利用した建築の運用とメンテナンス 
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図表 19 「最先端技術 1」 教材イメージ 
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図表 20 「最先端技術 1」 教材イメージ 
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第 4 節 e ラーニング教材開発 

第 3 節「教材開発」で開発した各教材に、講師の音声付き解説動画を取り入れ、e ラーニング教

材の開発を行った。なお、本 e ラーニング教材は、プロトタイプである「建築プロジェクトのコミュニ

ケーション」及び「最先端技術 1」を基に開発した、こちらもプロトタイプである。次年度以降、「建築

プロジェクトのコミュニケーション」「最先端技術 1」の改訂及び新規教材開発に伴い、本 e ラーニン

グ教材も完成させる計画である。 

 

本 e ラーニングは、比較的初心者でも学びやすい講義映像を配信する形態の講義映像型 e ラ

ーニングを採用した。講義映像型 e ラーニングは、その学びやすさから、JMOOC などのオンライ

ン大学や企業・学校で多くの事例がある。また、使いやすさに配慮し、視聴デバイスもスマートフォ

ン、PC の両方に対応している。 

 

■e ラーニングシステムへのアクセス方法 

以下の URL からアクセスする。新規ユーザー登録後に学習メニューへのアクセスが可能となる。 

 

https://acsch.net/shijimadx/ 

 

①画面遷移イメージ 

メイン画面（左）からシステムにログインし、メニューから講義動画型 e ラーニング教材を視聴する

までの流れ（画面遷移）を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

  

メイン画面 メニュー構成 学習メニュー ログイン画面 

学習画面 

メニュー展開 

https://acsch.net/shijimadx/
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②メイン画面                      ③ログイン画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④メニュー画面                     ⑤メニュー画面（展開） 
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⑤学習メニュー画面                   ⑥講義視聴画面 
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第 5 章 実証講座実施計画 

開発した教育プログラムから一部を抽出して実証講座を構成し、試行的に実施する。今年度は

調査及び教育プログラムに注力したため、実証講座は事業期間内では実施せず、事業終了後か

ら次年度事業開始前までの期間中に、一般社団法人四十万未来研究所の支出により実施を計

画している。その結果を基に、次年度以降、教育プログラム開発を行い、本格的な実証講座は令

和 5～6 年度に実施する。 

 

実証講座の受講対象者は建築関連の専門学校生とし、実施内容、受講人数、授業時間数は以

下のように計画している。 

 

年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 

実施 

内容 

建築コミュニケーショ

ンの一部 

業務プロセス改善

PBL を中核 

関連サービス創出

PBL を中核 

受講 

人数 
10 名程度 20 名程度 40 名程度 

授業 

時間 
5～6 時間程度 20 時間程度 40 時間程度 

 

令和 4 年度の実証講座は、主に「建築コミュニケーション」の内容から抽出して実施する。令和

5・6 年度の実証講座は PBL を中核とし、PBL を実施するために必要な知識等を学習する講義や

ケーススタディを選定して、一つのまとまりのある講座を構成する。実証講座で使用する教材も、

本事業で開発する講義用教材、ケーススタディ教材、PBL 教材、e ラーニング教材を再構成して利

用する。 

 

第 1 節 令和 4 年度実証講座の実施計画 

令和 4 年度実証講座の実施計画は、以下の通りである。 

 

図表 21 令和 4 年度実証講座の実施計画 

受講者・人数 建築関連の専門学校生 10 名程度 

実施時期 令和 5 年 3 月～6 月頃 

時間数 5～6 時間程度 

実施内容 ・住宅設計のコミュニケーション 

・建築プロジェクトのコミュニケーション 

実施手法 講義及び実習 
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第 2 節 令和 4 年度実証講座用教材設計・開発 

前節で述べた実証講座で使用する教材の設計及び開発を行った。該当する教材は、以下の 2

種である。 

 

図表 22 令和 4 年度実証講座用教材 

教材 概要 備考 

「住宅設計のコミュニケーション」 

テキスト教材 

コミュニケーションをコンセプトに住宅

の空間に表現する方法等を解説 

設計及び冒頭部分の

試作を行った 

「自然とのコミュニケーション」 

ビデオ教材（1 時間程度） 

近代住宅設計における自然との対

話について解説 

開発を行った 

 

なお、これらの教材に、今年度開発した「建築プロジェクトのコミュニケーション」教材から一部を

抽出して、実証講座を実施する計画である。 

 

以下は、「住宅設計のコミュニケーション」教材の構成案及び教材イメージである。 

 

図表 23 「住宅設計のコミュニケーション」 構成案 

1. 自然とのコミュニケーション 

 近代住宅設計における自然の対話 

 住宅に自然を取り込む 

2. 家族とのコミュニケーション 

 頭のよい子の育つ家 

 五感を育む 

3. 地域とのコミュニケーション 

 中間領域である縁側の役割  

4. 環境とのコミュニケーション 

 住宅と環境問題 

5. 文化とのコミュニケーション 

 文化が育む空間 
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図表 24 「住宅設計とコミュニケーション」 教材イメージ 

 

 

 

図表 25 「住宅設計とコミュニケーション」 教材イメージ 

 

 

また以下は、ビデオ教材「自然とのコミュニケーション」のイメージである。 
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図表 26 「自然とのコミュニケーション」 教材イメージ 

 

 

 

図表 27 「自然とのコミュニケーション」 教材イメージ 
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第 3 節 実証講座における評価手法 

実証講座における評価には、以下のような手法を用いる。 

 

①受講者アンケート 

最先端技術に関する興味や、その活用スキル向上に関する意識、今後の学習の方向性等につ

いて評価する。 

 

②受講者の成績評価 

講義内容に関する小テストや、ケーススタディ・PBL における議論への参加状況、PBL の最終

成果物等によって、学習内容の理解度を評価する。ここでの評価には、事業内で開発したスキル

標準の内容も取り入れる。 

 

③講師による講評 

実証講座の担当講師により、授業内容の難易度や授業時間の過不足、授業形式の妥当性等

の評価を行う。 

 

④実施委員等による講評 

教育機関、企業、業界団体、行政機関といった各立場から、本教育プログラムの有効性や導入

可能性、導入する際の課題等について評価を行う。 

 

以上の評価結果を総合して本教育プログラムの課題を洗い出し、継続的に改善を図っていく。 
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付録 開発教材 
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① 建築プロジェクトのコミュニケーション 
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建
築

を
完

成
す

る
に

は
円

滑
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

必
須

条
件

で
す

。
複

雑
で

多
様

な
人

々
の

関
わ

る
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

、
プ

ロ
セ

ス
の

交
通

整
理

を
す

る
プ

ロ
セ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

行
い

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
わ

る
全

て
の

人
が

一
つ

の
目

標
を

持
つ

一
つ

の
チ

ー
ム

と
し

て
協

働
す

る
た

め
に

、
ま

ず
、

目
標

の
設

定
、

チ
ー

ム
の

構
成

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
わ

る
モ

ノ
、

コ
ト

を
共

有
で

き
る

シ
ス

テ
ム

を
整

え
な

く
て

は
な

ら
な

り
ま

せ
ん

。
そ

の
た

め
に

、
こ

れ
ま

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

や
り

方
を

評
価

し
た

上
で

、
今

後
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

あ
り

方
を

そ
の

シ
ス

テ
ム

や
、

ツ
ー

ル
も

考
慮

し
な

が
ら

、
探

っ
て

い
き

ま
す

。

4

❸
プ

ロ
セ

ス
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

わ
る

全
て

の
人

々
→

ど
こ

か
で

必
ず

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

わ
る

人
た

ち
の

役
割

と
業

務
区

分
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

方
法

→
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
け

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
そ

の
課

題

複
雑

で
多

様
な

人
々

の
関

わ
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
プ

ロ
セ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
→

一
つ

の
目

標
を

持
つ

一
つ

の
チ

ー
ム

と
し

て
協

働
目

標
の

設
定

・
チ

ー
ム

の
構

成
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

わ
る

モ
ノ

や
コ

ト
を

共
有

で
き

る
シ

ス
テ

ム

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
ど

の
よ

う
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
る

の
か

？

こ
れ

ま
で

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

方
法

を
評

価
→

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

シ
ス

テ
ム

／
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

1
-1

 
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

現
在

4

こ
こ

で
は

建
築

分
野

は
多

種
多

様
な

専
門

性
が

あ
り

ま
す

。
例

え
ば

、
そ

れ
を

見
る

の
に

日
本

建
築

学
会

発
表

 部
門

・
細

分
類

表
は

と
て

も
参

考
に

な
り

ま
す

。
建

築
の

専
門

家
と

い
っ

て
も

、
そ

れ
ぞ

れ
さ

ら
に

細
分

化

さ
れ

た
専

門
性

を
持

っ
て

い
て

、
多

く
の

専
門

家
は

他
の

分
野

同
様

、
そ

れ
ぞ

れ
が

そ
れ

ぞ
れ

に
よ

い
と

思
う

も
の

を
建

築
に

抱
い

て
い

ま
す

。
こ

の
分

類
表

に
は

、
学

問
の

細
分

類
を

横
断

す
る

よ
う

に
、

多
数

の
職

能
が

含
ま

れ
て

い
ま

す
。

例
え

ば
、

企
画

、
計

画
、

構
造

、
環

境
や

設
備

な
ど

で
す

。
実

際
に

建
築

を
建

て
る

と
時

に
は

、
こ

こ
に

あ
る

全
て

の
分

類
か

ら
一

人
ず

つ
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
参

加
す

る
わ

け
で

は
あ

り
ま

せ
ん

が
、

非
常

に
多

く
の

専
門

家
が

協
働

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

5

1
-2

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

❶
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

チ
ー

ム
構

成

建
築

分
野

の
専

門
性

は
多

種
多

様

日
本

建
築

学
会

発
表

 部
門

・
細

分
類

表
→

多
種

多
様

な
専

門
性

→
細

分
類

す
べ

て
を

網
羅

す
る

専
門

家
は

い
な

い

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

非
常

に
多

く
の

専
門

家
が

協
働

す
る

部
 
 
 
 
門
 

細
 
 
 
 
 
 
 
 
 
分
 
 
 
 
 
 
 
 
 
類
 

１
．
材

料
施

工
 

１
．
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
材
料
 
２
．
モ
ル
タ
ル
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
物
性
 
３
．
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
の
施
工
・
管
理
 

４
．
特
殊
仕
様
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
 
５
．
無
機
系
材
料
・
工
法
・
工
事
 
６
．
鉄
骨
製
作
・
鉄
骨
工
事
・
金
属
系
材
料
 

７
．
有
機
系
材
料
・
工
法
・
工
事
 
８
．
防
水
材
料
・
工
法
・
工
事
 
９
．
工
事
・
品
質
管
理
 
10
．
仮
設
・
山
留
工
事
 

11
．
土
・
地
業
工
事
 
12
．
機
械
・
ロ
ボ
ッ
ト
工
法
 
13
．
改
修
・
維
持
保
全
 
14
．
耐
久
計
画
・
耐
久
設
計
 
15
．
地
球
環
境
・
資
源
 

16
．
部
位
別
材
料
・
仕
上
げ
・
性
能
評
価
 
99
．
そ
の
他
 

２
．
構

造
 

１
．
荷
重
・
信
頼
性
 
２
．
振
動
 
３
．
応
用
力
学
・
構
造
解
析
 
４
．
基
礎
構
造
 
５
．
原
子
力
プ
ラ
ン
ト
 
６
．
シ
ェ
ル
・
空
間
構
造
 

７
．
木
質
構
造
 
８
．
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
 
９
．
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
 
10
．
鉄
骨
構
造
 
 

11
．
壁
式
構
造
・
組
積
造
 
12
．
鋼
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
合
成
構
造
（
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
を
含
む
）
 
99
．
そ
の
他

３
．
防

火
 

１
．
材
料
・
物
品
の
燃
焼
性
 
２
．
火
災
・
煙
流
動
性
状
 
３
．
避
難
安
全
 
４
．
防
・
耐
火
性
 
５
．
防
災
設
備
 
 

６
．
安
全
設
計
・
安
全
性
評
価
 
７
．
都
市
火
災
・
広
域
災
害
 
99
．
そ
の
他
 

４
．
環

境
工

学
 

１
．
環
境
心
理
・
生
理
 
２
．
室
内
音
響
・
音
環
境
 
３
．
環
境
騒
音
 
４
．
騒
音
・
固
体
音
 
５
．
環
境
振
動
 
６
．
光
・
色
 

７
．
電
磁
環
境
 
８
．
熱
 
９
．
湿
気
 
10
．
温
熱
感
 
11
．
パ
ッ
シ
ブ
デ
ザ
イ
ン
 
12
．
空
気
流
動
基
礎
 
13
．
空
気
流
動
応
用
 

14
．
空
気
質
基
礎
 
15
．
空
気
質
応
用
 
16
．
給
排
水
・
水
環
境
 
17
．
空
調
シ
ス
テ
ム
 
18
．
熱
源
シ
ス
テ
ム
  

19
．
建
築
設
備
応
用
 

20
．
都
市
環
境
・
都
市
設
備
 
21
．
環
境
設
計
・
地
球
環
境
 
99
．
そ
の
他
 

５
．
建

築
計

画
 

１
．
住
宅
計
画
 
２
．
施
設
計
画
 
３
．
計
画
基
礎
 
４
．
構
法
計
画
 
５
．
設
計
計
画
 
99
．
そ
の
他
 

６
．
農

村
計

画
 

１
．
農
村
計
画
論
 
２
．
む
ら
づ
く
り
・
主
体
形
成
 
３
．
国
土
形
成
 
４
．
景
観
・
環
境
資
産
 
５
．
農
村
都
市
共
生
・
ま
ち
づ
く
り
 

６
．
集
落
・
集
住
文
化
・
土
地
利
用
 
７
．
住
居
・
住
生
活
・
生
活
文
化
 
８
．
地
域
施
設
計
画
・
デ
ザ
イ
ン
 
99
．
そ
の
他
 

７
．
都

市
計

画
 

１
．
都
市
論
と
都
市
形
成
史
 
２
．
都
市
像
と
計
画
 
３
．
市
街
地
変
容
と
都
市
・
地
域
の
再
生
 
４
．
地
区
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
 

５
．
都
市
環
境
と
災
害
 
６
．
景
観
と
都
市
設
計
 
７
．
制
度
と
行
政
 
８
．
参
加
と
組
織
 
９
．
教
育
と
資
格
 

10
．
調
査
・
評
価
と
計
画
支
援
 
99
．
そ
の
他
 

８
．
建
築
社
会
シ
ス
テ
ム
 

１
．
建
築
社
会
シ
ス
テ
ム
 
２
．
建
築
経
済
 
３
．
ハ
ウ
ジ
ン
グ
 
４
．
建
築
生
産
 
５
．
ス
ト
ッ
ク
・
資
産
 
99
．
そ
の
他
 

９
．
建

築
歴

史
・

意
匠
 

１
．
日
本
建
築
史
 
２
．
日
本
近
代
建
築
史
 
３
．
東
洋
建
築
史
（
オ
リ
エ
ン
ト
を
含
む
）
 
４
．
西
洋
建
築
史
 
５
．
西
洋
近
代
建
築
史
 

６
．
建
築
史
一
般
 
７
．
建
築
論
 
８
．
意
匠
論
 
９
．
都
市
史
 
10
．
保
存
（
保
存
論
、
保
存
技
術
な
ど
）
 
99
．
そ
の
他
 

10
．
海

洋
建

築
 

１
．
計
画
・
デ
ザ
イ
ン
 
２
．
環
境
 
３
．
構
造
 
４
．
材
料
・
施
工
 
５
．
保
全
・
管
理
 
99
．
そ
の
他
 

11
．
情
報
シ
ス
テ
ム
技
術
 

１
．
シ
ス
テ
ム
化
技
術
 
２
．
設
計
シ
ス
テ
ム
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
 
３
．
生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
 
４
．
Ｆ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
 
５
．
図
形
処
理
・
画
像
処
理
 

６
．
数
値
解
析
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
数
理
計
画
・
数
理
統
計
 
７
．
知
的
シ
ス
テ
ム
・
ソ
フ
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
 
 

８
．
制
御
・
計
測
・
ロ
ボ
ッ
ト
 
９
．
複
雑
系
 
10
．
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ミ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン
 
11
．
感
性
工
学
 
12
．
デ
ザ
イ
ン
科
学
 
 

13
．
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
 
14
．
Ｇ
Ｉ
Ｓ
 
15
．
環
境
・
地
球
環
境
 
16
．
教
育
シ
ス
テ
ム
 
17
．
相
互
運
用
 
18
．
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
 
 

19
. 

都
市
・
地
域
 
20
. 

景
観
 
21
. 

人
間
科
学
 
22
. 

防
災
 
23
. 

ユ
ビ
キ
タ
ス
 
99
．
そ
の
他
 
 

12
．
「

作
品

選
集

」
 

（
上
記
の
み
に
摘
要
）
 

１
．
住
居
 
２
．
福
祉
 
３
．
教
育
 
４
．
医
療
 
５
．
図
書
 
６
．
展
示
 
７
．
芸
能
 
８
．
集
会
 
９
．
余
暇
 
10
．
宿
泊
 
11
．
業
務
 

12
．
商
業
 
13
．
農
業
 
14
．
工
業
 
15
．
流
通
 
16
．
交
通
 
99
．
そ
の
他
（
建
物
種
別
は
建
築
設
計
資
料
集
成
・
分
類
に
よ
る
）
 

13
．
教

育
 

１
．
教
育
技
術
・
方
法
 
２
．
教
育
シ
ス
テ
ム
・
制
度
 
３
．
資
格
制
度
・
継
続
教
育
 
４
．
市
民
教
育
 
99
．
そ
の
他
 

14
．
災

害
 

１
．
災
害
調
査
 
２
．
強
震
記
録
 
３
．
地
震
防
災
シ
ス
テ
ム
 
99
．
そ
の
他
 

16
．
地

球
環

境
 

99
．
そ
の
他
 

注
）「

12
．
作
品
選
集
」
は
除
く
。
内
容
詳
細
に
つ
い
て
は
「
建
築
雑
誌
」
1
月
号
に
掲
載
し
て
い
る
「
大
会
細
分
類
・
細
々
分
類
一
覧
」
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

日
本

建
築

学
会

発
表

 部
門

・
細

分
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表
：
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で
は

、
実

際
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
携

わ
る

関
係

者
に

は
ど

の
よ

う
な

立
場

の
人

た
ち

が
い

る
の

で
し

ょ
う

か
。

建
築

を
発

注
す

る
側

に
い

る
人

た
ち

、
建

築
を

供
給

す
る

側
に

い
る

人
た

ち
、

さ
ら

に
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
支

え
る

人
た

ち
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
外

か
ら

関
わ

る
人

た
ち

が
い

ま
す

。
そ

の
中

に
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
利

害
関

係
者

も
含

ま
れ

ま
す

。
こ

れ
ら

の
人

た
ち

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ご

と
に

ひ
と

つ
の

チ
ー

ム
を

構
成

し
て

協
働

し
て

い
か

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

チ
ー

ム
に

選
ば

れ
た

人
た

ち
は

、
誰

一
人

と
し

役
割

を
持

た
な

い
人

た
ち

は
い

ま
せ

ん
。

先
に

み
た

よ
う

に
、

多
種

多
様

な
そ

れ
ぞ

れ
の

専
門

性
に

立
っ

て
、

違
っ

た
視

点
、

特
別

な
ス

キ
ル

を
持

ち
、

そ
れ

ぞ
れ

の
譲

れ
な

い
や

り
方

を
提

示
す

る
中

で
、

チ
ー

ム
と

し
て

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
り

、
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

し
て

、
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

完
走

し
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。

6

1
-2

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

❶
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

チ
ー

ム
構

成

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
携

わ
る

人
々

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

建
築

主

所
有

者

利
用

者

な
ど

設
計

者

建
築

家

ゼ
ネ

コ
ン

施
工

者

土
木

技
師

電
気

技
師

職
人

な
ど

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

金
融

業
者

不
動

産
業

者

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

な
ど

6

表
は

、
「
標

準
ワ

ー
ク

フ
ロ

ー
に

お
け

る
主

な
業

務
内

容
と

考
え

ら
れ

る
担

い
手

」
で

す
。

主
な

業
務

内
容

、
そ

し
て

そ
の

担
い

手
、

契
約

内
容

が
ま

と
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
先

に
、

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
携

わ
る

人
た

ち
を

見
ま

し
た

が
、

こ
こ

で
は

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
業

務
内

容
に

対
し

て
、

ど
の

よ
う

な
担

い
手

が
い

る
の

か
を

見
る

こ
と

で
、

ひ
と

つ
の

建
築

を
つ

く
り

、
そ

れ
が

解
体

さ
れ

て
い

く
ま

で
の

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
に

お
い

て
、

そ
の

多
種

多
様

な
人

た
ち

が
ど

の
よ

う
に

情
報

を
共

有
し

な
が

ら
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

っ
て

い
る

の
か

、
考

え
て

見
ま

し
ょ

う
。

例
え

ば
、

同
じ

基
本

計
画

等
の

作
成

と
い

っ
て

も
、

そ
の

担
い

手
は

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
だ

け
と

い
う

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

。
表

に
あ

る
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

、
不

動
産

鑑
定

士
事

務
所

、
P

M
/
C

M
会

社
、

建
築

士
事

務
所

の
全

て
関

わ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

業
務

で
は

な
く
、

建
築

主
と

し
て

土
地

の
所

有
者

も
関

わ
っ

て
き

ま
す

。
ま

ず
は

そ
の

業
務

に
誰

が
ど

の
よ

う
に

関
わ

っ
て

い
る

の
か

、
そ

れ
を

見
え

る
化

し
て

、
共

有
す

る
こ

と
は

可
能

な
の

か
ど

う
か

、
と

い
う

こ
と

が
ポ

イ
ン

ト
に

な
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。

7

1
-2

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
プ

ロ
セ

ス
（

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

）
に

お
け

る
業

務
内

容
と

担
い

手

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
プ

ロ
セ

ス
多

種
多

様
な

業
務

多
種

多
様

な
業

種
の

人
々

が
担

い
手

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

ど
う

と
る

か
ど

の
よ

う
に

情
報

を
共

有
し

て
い

る
の

か

業
務

内
に

は
ど

の
よ

う
な

仕
事

が
あ

る
の

か
誰

が
ど

の
よ

う
に

関
わ

っ
て

い
る

の
か

見
え

る
化

し
て

、
共

有
す

る
こ

と
は

可
能

か
？

❶
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

チ
ー

ム
構

成

建
築

推
進

会
議

：
:建

築
分

野
に

お
け

る
 B

IM
 の

標
準

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

と
 そ

の
活

用
方

策
に

関
す

る
 ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
, 2

02
2 
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建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
一

つ
の

チ
ー

ム
を

構
成

し
ま

す
が

、
そ

れ
は

さ
ら

に
複

数
の

チ
ー

ム
で

構
成

さ
れ

て
い

ま
す

。
そ

の
チ

ー
ム

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

こ
れ

ま
で

の
取

り
方

を
建

築
企

画
チ

ー
ム

を
モ

デ
ル

と
し

て
見

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
例

を
見

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
図

は
、

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
建

築
企

画
チ

ー
ム

を
モ

デ
ル

化
し

た
も

の
で

す
。

土
地

所
有

者
、

デ
ィ

ベ
ロ

ッ
パ

ー
、

設
計

事
務

所
、

建
設

業
、

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
、

銀
行

、
生

保
会

社
、

広
告

代
理

店
８

業
種

の
企

画
主

体
が

あ
り

、
こ

れ
ら

の
中

の
単

独
ま

た
は

複
数

主
体

が
事

業
主

体
と

な
り

、
そ

れ
を

中
心

に
他

の
企

画
主

体
と

も
組

み
合

っ
て

企
画

チ
ー

ム
を

編
成

す
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
極

め
て

多
様

性
に

富
ん

で
お

り
、

企
画

チ
ー

ム
編

成
と

企
画

プ
ロ

セ
ス

は
厳

密
に

言
え

ば
、

二
つ

と
し

て
同

じ
パ

タ
ー

ン
は

見
ら

れ
ま

せ
ん

。
例

え
ば

、
事

例
１

に
つ

い
て

み
る

と
、

広
大

な
土

地
を

持
つ

製
造

会
社

が
所

有
者

の
有

効
活

用
を

図
る

た
め

、
そ

の
土

地
の

約
半

分
を

売
却

し
た

先
の

生
命

保
険

会
社

と
共

同
事

業
主

と
な

っ
て

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

、
設

計
事

務
所

と
と

も
に

チ
ー

ム
を

組
ん

で
企

画
を

推
進

し
た

民
間

再
開

発
事

業
の

事
例

で
す

。
こ

の
事

例
で

の
生

命
保

険
会

社
は

資
金

の
供

給
、

テ
ナ

ン
ト

集
め

、
事

業
ノ

ウ
ハ

ウ
の

提
供

と
い

っ
た

役
割

を
演

じ
て

い
ま

す
。

各
構

成
主

体
の

そ
れ

ぞ
れ

が
事

業
に

貢
献

し
利

益
を

享
受

し
て

い
ま

す
。

こ
の

事
例

の
場

合
、

四
つ

の
構

成
主

体
が

事
業

企
画

か
ら

建
築

設
計

案
の

具
体

的
な

検
討

に
至

る
ま

で
、

一
貫

し
て

共
通

の
討

議
の

場
で

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
り

、
情

報
を

共
有

し
て

い
た

こ
と

が
特

徴
と

な
り

ま
す

。
（
建

築
企

画
論

―
建

築
の

ソ
フ

ト
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
：
日

本
建

築
学

会
編

, 技
報

堂
出

版
, 
1
9
9
0
参

照
）

8

❶
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

チ
ー

ム
構

成

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
チ

ー
ム

を
構

成
す

る
複

数
の

チ
ー

ム
事

例
：

建
築

企
画

チ
ー

ム
の

モ
デ

ル
 1
-2

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

建
築

企
画

論
―

建
築

の
ソ

フ
ト

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

：
日

本
建

築
学

会
編

, 技
報

堂
出

版
, 1

99
0

8

で
は

、
多

種
多

様
な

業
種

や
立

場
の

人
が

集
積

し
た

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
ワ

ン
チ

ー
ム

は
ど

の
よ

う
な

共
通

の
目

標
を

持
ち

、
そ

の
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

こ
と

は
ど

の
よ

う
な

こ
と

で
し

ょ
う

か
。

ま
ず

、
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

最
も

重
要

な
こ

と
は

、
最

初
に

も
触

れ
ま

し
た

が
、

建
築

主
の

要
求

を
建

築
に

す
る

こ
と

、
つ

ま
り

建
築

主
が

満
足

す
る

建
築

を
建

て
る

こ
と

で
す

。
で

は
「
満

足
す

る
」
と

い
う

こ
と

は
具

体
的

に
ど

う
い

う
こ

と
で

し
ょ

う
か

。
ま

ず
、

建
築

主
の

要
求

と
品

質
を

達
成

す
る

こ
と

、
次

に
、

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

通
り

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

進
行

し
て

、
予

定
通

り
に

竣
工

す
る

こ
と

、
そ

し
て

予
算

の
範

囲
内

で
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

完
成

す
る

こ
と

で
す

。
お

金
も

時
間

も
糸

目
を

つ
け

な
い

建
築

主
と

い
う

の
は

ほ
ぼ

い
ま

せ
ん

。
こ

こ
ま

で
に

欲
し

か
っ

た
の

に
、

も
っ

と
安

い
と

思
っ

て
い

た
の

に
、

ど
ん

な
に

よ
い

建
築

を
つ

く
る

こ
と

が
で

き
た

と
し

て
も

、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
と

予
算

が
守

ら
れ

な
け

れ
ば

、
「
満

足
す

る
」
こ

と
か

ら
は

遠
の

き
ま

す
。

そ
し

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
納

期
の

遅
延

、
予

算
の

超
過

の
最

も
大

き
な

要
因

は
、

チ
ー

ム
内

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

欠
如

、
も

し
く
は

効
率

の
悪

さ
だ

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

多
種

多
様

な
人

々
が

一
つ

の
チ

ー
ム

と
な

り
、

複
雑

な
価

値
観

が
交

差
す

る
中

で
、

非
効

率
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
問

題
を

大
き

く
し

て
し

ま
い

ま
す

。
そ

の
た

め
に

、
プ

ロ
セ

ス
を

管
理

し
て

、
結

果
を

最
大

化
す

る
プ

ロ
セ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

よ
っ

て
、

プ
ロ

セ
ス

を
見

え
る

化
し

、
標

準
化

し
て

い
く

こ
と

は
有

効
で

す
。

9

❷
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

プ
ロ

セ
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
目

標

建
築

主
が

満
足

す
る

建
築

を
建

て
る

こ
と

建
築

主
の

要
求

と
品

質
を

達
成

す
る

こ
と

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

通
り

に
完

了
す

る
こ

と
予

算
の

範
囲

内
に

収
ま

る
こ

と

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

必
要

な
こ

と

チ
ー

ム
内

で
確

実
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
り

チ
ー

ム
と

し
て

よ
り

効
率

的
に

作
業

を
行

え
る

環
境

を
整

え
る

こ
と

プ
ロ

セ
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
よ

っ
て

プ
ロ

セ
ス

を
見

え
る

化
、

標
準

化
す

る
 1
-2

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

9
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見
え

る
化

す
る

と
い

う
こ

と
は

、
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

プ
ロ

セ
ス

で
、

こ
れ

ま
で

ブ
ラ

ッ
ク

ボ
ッ

ク
ス

に
入

っ
て

い
た

、
特

に
設

計
・
施

工
す

る
側

の
専

門
知

識
や

技
術

も
含

め
て

、
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

全
て

の
工

程
を

見
え

る
化

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

「
見

え
る

化
す

る
」
と

い
う

こ
と

は
建

築
の

知
識

や
経

験
の

な
い

建
築

主
や

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

に
も

説
明

す
る

技
術

が
必

要
と

さ
れ

、
そ

の
説

明
の

根
拠

を
明

示
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
過

程
を

経
て

、
さ

ま
ざ

ま
な

課
題

を
共

有
し

、
そ

れ
ぞ

解
決

し
て

建
築

と
し

て
具

現
化

し
て

い
く
必

要
あ

リ
ま

す
。

そ
し

て
、

現
在

で
は

建
築

の
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

と
し

て
維

持
管

理
も

建
築

主
に

と
っ

て
は

知
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

過
程

と
な

り
ま

す
。

今
回

は
、

建
築

の
完

成
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス

の
中

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

考
え

て
い

き
ま

す
が

、
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

は
維

持
管

理
の

プ
ロ

セ
ス

も
透

明
化

し
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

過
程

で
す

。
そ

し
て

、
こ

の
見

え
る

化
は

多
種

多
様

な
人

た
ち

が
集

ま
る

チ
ー

ム
に

お
い

て
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

に
か

か
る

時
間

や
意

思
決

定
に

か
か

る
時

間
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
遅

延
を

生
み

出
す

最
大

の
原

因
を

取
り

除
く
こ

と
が

で
き

ま
す

。
そ

の
た

め
に

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
ど

の
よ

う
な

ツ
ー

ル
を

使
っ

て
管

理
し

て
い

く
の

か
も

計
画

が
必

要
に

な
り

ま
す

。

10

❷
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

プ
ロ

セ
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

ブ
ラ

ッ
ク

ボ
ッ

ク
ス

か
ら

ス
ケ

ル
ト

ン
ボ

ッ
ク

ス
へ

1
-2

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

企
画

ブ
ラ

ッ
ク

ボ
ッ

ク
ス

設
計

・
施

工
竣

工
維

持
管

理

ス
ケ

ル
ト

ン
ボ

ッ
ク

ス
個

々
の

プ
ロ

セ
ス

で
は

な
く
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
全

体
を

見
え

る
化

す
る

10

例
え

ば
、

管
理

に
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

し
た

例
を

み
て

い
き

ま
す

。
こ

の
表

は
プ

ロ
セ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

目
的

と
し

た
B

IM
を

活
用

の
プ

ロ
セ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

各
段

階
の

活
用

と
発

注
者

の
メ

リ
ッ

ト
例

を
示

し
て

い
ま

す
。

発
注

者
お

よ
び

発
注

者
側

の
関

係
者

に
と

っ
て

、
そ

の
立

場
に

よ
り

B
IM

活
用

の
目

的
は

様
々

で
す

が
、

大
き

く
分

け
て

２
つ

に
分

け
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ひ
と

つ
め

は
プ

ロ
セ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

目
的

と
し

た
B

IM
活

用
で

、
建

築
生

産
プ

ロ
セ

ス
を

は
じ

め
と

し
た

業
務

の
効

率
化

な
ど

を
目

的
と

し
た

も
の

で
、

二
つ

目
は

ア
セ

ッ
ト

（
資

産
）
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

目
的

と
し

た
B

IM
活

用
で

、
主

に
維

持
管

理
・
運

用
段

階
に

お
い

て
、

保
有

資
産

の
運

用
・
管

理
な

ど
の

最
適

化
や

効
率

化
な

ど
を

目
的

と
し

た
も

の
で

す
。

例
え

ば
、

企
画

段
階

で
の

「
発

注
者

内
部

の
合

意
形

成
の

円
滑

化
」
が

メ
リ

ッ
ト

と
し

て
あ

げ
ら

れ
て

い
ま

す
が

、
こ

れ
は

複
雑

化
す

る
発

注
者

内
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
円

滑
に

行
わ

れ
る

こ
と

で
、

合
意

形
成

が
円

滑
化

し
た

と
い

う
こ

と
で

す
。

つ
ま

り
、

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

い
て

、
プ

ロ
セ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
が

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

円
滑

化
に

役
立

つ
と

考
え

ら
れ

ま
す

。

11

❷
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

プ
ロ

セ
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

B
IM

を
活

用
し

た
プ

ロ
セ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 1
-2

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

建
築

BI
M

推
進

会
議

：
:建

築
分

野
に

お
け

る
 B

IM
 の

標
準

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

と
 そ

の
活

用
方

策
に

関
す

る
 ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
, 2

02
2 
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建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
チ

ー
ム

は
多

様
な

背
景

を
持

つ
人

々
が

集
ま

る
こ

と
で

形
成

さ
れ

て
い

る
、

つ
ま

り
、

さ
ま

ざ
ま

な
会

社
や

組
織

に
属

し
た

人
た

ち
が

集
ま

っ
て

い
る

た
め

、
仕

事
の

ル
ー

ル
も

や
り

方
も

異
な

っ
た

人
た

ち
が

同
じ

目
標

に
向

か
っ

て
協

働
す

る
こ

と
に

な
り

ま
す

。
そ

の
時

に
必

要
な

の
は

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

や
ア

カ
ウ

ン
タ

ビ
リ

テ
ィ

、
説

明
責

任
の

明
確

化
で

す
。

た
だ

し
、

こ
れ

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

初
期

段
階

か
ら

シ
ス

テ
ム

を
整

備
し

て
お

か
な

い
と

、
途

中
か

ら
仕

様
を

変
更

す
る

こ
と

で
、

か
え

っ
て

手
戻

り
が

多
く
な

り
ま

す
。

そ
の

た
め

、
必

ず
初

期
の

段
階

で
行

う
必

要
が

あ
り

ま
す

。
そ

し
て

、
初

期
段

階
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
通

じ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

基
盤

、
つ

ま
り

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
基

準
を

つ
く
る

の
が

、
企

画
段

階
で

の
建

築
主

と
設

計
者

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

で
、

重
要

な
役

割
を

果
た

し
ま

す
。

こ
こ

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

基
準

と
な

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
進

行
し

て
い

く
と

い
っ

て
も

過
言

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

そ
し

て
、

そ
れ

を
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
わ

る
全

て
の

人
々

、
つ

ま
り

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
チ

ー
ム

で
共

有
で

き
る

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

が
必

要
と

な
り

ま
す

。
建

築
の

専
門

家
、

異
分

野
間

の
や

り
と

り
を

含
め

、
情

報
共

有
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
整

備
す

る
こ

と
が

重
要

で
す

。
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
い

て
、

そ
こ

に
関

わ
る

多
様

な
人

々
の

す
べ

て
が

、
情

報
や

技
術

だ
け

で
な

く
、

建
築

主
の

想
い

や
社

会
的

な
要

求
を

共
有

す
る

た
め

、
よ

り
よ

い
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
実

現
の

た
め

、
情

報
が

一
元

化
さ

れ
た

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

が
必

要
と

な
り

ま
す

。

12

❸
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
基

準

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
チ

ー
ム

多
様

な
背

景
を

持
つ

人
々

が
集

ま
る

こ
と

で
形

成
さ

れ
る

→
さ

ま
ざ

ま
な

会
社

や
組

織
に

属
し

た
人

た
ち

が
集

ま
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

ア
カ

ウ
ン

タ
ビ

リ
テ

ィ
（

説
明

責
任

）
の

明
確

化
→

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
初

期
段

階
か

ら
シ

ス
テ

ム
を

整
備

す
る

必
要

建
築

主
と

設
計

者
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
＝

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

基
準

よ
り

よ
い

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

実
現

の
た

め
→

情
報

共
有

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

整
備

す
る

1
-2

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

12

2
-1

 
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
事

例
❶

建
築

主
と

設
計

者
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
❷

設
計

者
と

施
工

者
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
❸

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

2
-2

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
❶

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
❷

こ
れ

か
ら

の
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン

2
 

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

13

13
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❶
建

築
主

と
設

計
者

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

建
築

主
と

設
計

者
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
＝

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

基
準

2
-1

 
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
事

例

設
計

者
建

築
主

の
知

り
た

い
こ

と
に

答
え

、
伝

え
る

べ
き

こ
と

を
伝

え
る

建
築

主
設

計
者

の
知

り
た

い
こ

と
に

答
え

、
伝

え
る

べ
き

こ
と

を
伝

え
る

建
築

主
設

計
者

施
工

者

14

つ
く
り

手

こ
こ

で
は

、
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

事
例

に
つ

い
て

見
て

い
き

ま
す

。
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
、

そ
の

基
盤

の
基

準
と

な
る

の
が

建
築

主
と

設
計

者
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
で

あ
る

と
い

う
こ

と
を

前
章

の
終

わ
り

で
お

話
し

し
ま

し
た

。
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

目
標

は
建

築
主

の
要

求
を

満
た

し
た

建
築

を
建

て
る

と
い

う
こ

と
で

す
。

そ
の

た
め

に
、

設
計

者
は

建
築

主
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
中

で
、

建
築

主
の

知
り

た
い

こ
と

に
答

え
、

伝
え

る
べ

き
こ

と
を

伝
え

、
設

計
者

の
知

り
た

い
こ

と
を

き
き

、
伝

え
る

べ
き

こ
と

を
伝

え
る

こ
と

が
必

要
に

な
り

ま
す

。
ま

ず
、

建
築

主
と

設
計

者
が

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
り

情
報

を
共

通
の

も
の

に
し

て
、

そ
れ

を
チ

ー
ム

全
体

で
共

有
す

る
こ

と
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
大

切
な

役
割

を
担

い
ま

す
。

ま
ず

、
建

築
主

と
設

計
者

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

、
こ

こ
で

は
み

て
み

た
い

と
思

い
ま

す
。

14

家
つ

く
り

の
疑

問

家
を

つ
く
り

た
い

人
が

家
を

つ
く
る

と
き

わ
か

ら
な

い
こ

と
、

わ
か

り
た

い
こ

と 理
想

の
家

ど
ん

な
空

間
に

な
る

の
？

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

  時
間

は
ど

の
く
ら

い
か

か
る

も
の

？

費
用

と
予

算
お

金
は

ど
の

く
ら

い
か

か
る

の
？

？
15

例
え

ば
、

建
築

主
が

家
を

つ
く
り

た
い

と
い

う
人

で
あ

っ
た

場
合

、
こ

こ
で

必
要

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

と
は

ど
の

よ
う

な
も

の
に

な
る

で
し

ょ
う

か
？

設
計

者
の

頭
の

中
に

あ
っ

て
、

図
面

に
も

、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
表

に
も

、
見

積
書

に
も

、
表

れ
て

い
て

、
そ

し
て

そ
れ

を
施

工
者

と
共

有
で

き
て

い
た

と
し

て
も

、
建

築
主

と
は

ど
の

よ
う

に
共

有
で

き
る

の
で

し
ょ

う
か

。
家

を
つ

く
り

た
い

、
と

考
え

る
人

が
ま

ず
、

疑
問

に
思

う
の

が
、

理
想

の
家

は
ど

ん
な

空
間

に
な

る
の

か
？

住
め

る
ま

で
に

ど
の

ぐ
ら

い
の

時
間

が
か

か
る

の
か

？
お

金
は

ど
の

く
ら

い
か

か
る

の
か

？
建

築
主

の
知

り
た

い
こ

と
は

設
計

者
に

伝
わ

っ
て

い
る

の
で

し
ょ

う
か

。

15
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な
ぜ

家
が

ほ
し

い
の

か
？

現
在

の
家

族
の

生
活

現
在

の
住

ま
い

の
不

満

新
し

い
住

宅
へ

の
要

望

ど
ん

な
暮

ら
し

が
し

た
い

の
か

？

何
を

中
心

に
暮

ら
す

の
か

未
来

の
ラ

イ
フ

プ
ラ

ン
は

何
か

だ
か

ら
、

こ
ん

な
家

が
ほ

し
い

こ
う

い
う

家
が

建
て

た
い

あ
ん

な
部

屋
が

ほ
し

い

デ
ザ

イ
ン

は
こ

ん
な

家
が

い
い

家
を
つ
く
る
た
め
に

  
 家
を
つ
く
る
ま
え

理
想

の
家

ど
ん

な
家

に
住

み
た

い
で

す
か

？

16

ま
ず

、
理

想
の

家
が

ど
ん

な
空

間
に

な
る

の
か

。
設

計
者

は
建

築
主

と
ど

の
よ

う
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
っ

た
ら

よ
い

の
で

し
ょ

う
か

？
建

築
主

の
生

活
、

そ
し

て
こ

れ
か

ら
の

ラ
イ

フ
プ

ラ
ン

と
い

う
見

え
な

い
も

の
か

ら
、

ど
う

い
う

家
が

ほ
し

い
の

か
、

理
想

の
家

と
い

う
形

ま
で

、
建

築
主

が
想

像
し

て
い

る
も

の
を

、
家

と
い

う
形

に
し

て
い

き
ま

す
。

そ
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

は
ヒ

ヤ
リ

ン
グ

や
ス

ケ
ッ

チ
、

そ
し

て
何

よ
り

も
建

築
主

と
設

計
者

と
の

会
話

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

16

家
を

建
て

る
た

め
の

予
算

は
？

費
用

は
ど

の
く
ら

い
か

か
る

の
？

イ
メ

ー
ジ

を
実

現
す

る
に

は
何

を
選

ぶ
の

？

い
く
ら

か
か

る
の

？

あ
の

壁
、

あ
の

柱
、

あ
の

天
井

、
あ

の
床

あ
の

窓
、

あ
の

階
段

あ
の

キ
ッ

チ
ン

、
あ

の
お

風
呂

そ
し

て
、

あ
の

風
、

あ
の

温
も

り
、

あ
の

手
触

り

家
を
つ
く
た
め
に

家
を
つ
く
る
ま
え

予
算

と
費

用
家

っ
て

い
く

ら
か

か
る

の
？

17

さ
て

、
そ

の
理

想
的

な
家

を
建

て
る

た
め

に
は

、
選

択
す

る
一

つ
一

つ
に

お
金

が
か

か
り

ま
す

。
そ

の
壁

を
ど

の
よ

う
な

素
材

に
す

る
の

か
、

あ
の

窓
の

大
き

さ
を

ど
う

す
る

の
か

、
そ

の
一

つ
一

つ
は

理
想

の
家

の
パ

ー
ツ

で
す

が
、

そ
れ

を
選

択
す

る
の

に
欠

か
せ

な
い

の
は

、
温

も
り

や
手

触
り

だ
け

で
な

く
、

お
金

の
問

題
が

あ
り

ま
す

。
全

体
予

算
、

そ
れ

に
合

わ
せ

て
何

を
ど

う
組

み
合

わ
せ

て
い

く
の

か
、

そ
の

選
択

一
つ

一
つ

に
お

金
が

か
か

り
、

そ
れ

に
よ

り
ど

れ
だ

け
全

体
費

用
が

変
化

す
る

の
か

。
そ

れ
を

設
計

者
は

建
築

主
に

提
示

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

そ
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

は
価

格
表

で
あ

り
、

即
座

に
全

体
の

価
格

を
知

る
こ

と
の

で
き

る
見

積
表

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。
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家
づ

く
り

に
か

か
る

時
間

は
？

家
を

つ
く
る

た
め

の
準

備
は

？

家
は

ど
う

や
っ

て
つ

く
ら

れ
る

の
？

ど
う

い
う

工
程

が
あ

る
の

？

計
画

は
何

を
す

る
の

？

設
計

は
何

を
す

る
の

？

施
工

は
何

を
す

る
の

？

何
に

ど
の

く
ら

い
時

間
が

か
か

る
の

？

ど
ん

な
人

が
家

を
つ

く
っ

て
く
れ

る
の

？

時
間

と
お

金
の

関
係

は
？

家
を

つ
く
る

た
め

に
   

家
を

つ
く
る

ま
え

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

 家
づ

く
り

の
始

ま
り

か
ら

、
新

し
い

生
活

が
始

ま
る

ま
で

18

家
を

つ
く
る

に
あ

た
り

、
家

が
完

成
し

て
住

め
る

ま
で

の
時

間
が

ど
の

ぐ
ら

い
必

要
な

の
か

、
建

築
主

は
そ

れ
ま

で
の

生
活

を
含

め
、

準
備

が
必

要
に

な
り

ま
す

。
家

を
つ

く
ろ

う
！

と
し

て
か

ら
家

が
完

成
す

る
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス

に
は

ど
の

よ
う

な
選

択
肢

が
あ

る
の

か
、

そ
し

て
家

の
費

用
に

も
関

わ
る

、
家

づ
く
り

に
関

わ
る

施
工

者
の

人
数

や
賃

金
、

設
計

変
更

に
よ

り
変

わ
る

工
程

表
と

費
用

、
そ

れ
ら

を
建

築
主

と
設

計
者

、
施

工
者

が
共

有
す

る
た

め
の

、
管

理
表

は
３

者
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

と
し

て
は

最
低

限
必

要
と

言
え

ま
す

。

18

建
築

主
に

つ
い

て
は

、
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

規
模

が
大

き
く
な

る
と

、
最

近
で

は
建

築
主

の
概

念
が

非
明

確
に

な
る

傾
向

に
な

っ
て

き
て

い
ま

す
。

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

企
画

を
成

立
さ

せ
る

た
め

に
、

需
要

、
資

金
、

土
地

の
３

つ
の

要
素

を
そ

ろ
え

る
こ

と
が

必
要

で
す

が
、

従
来

の
建

築
主

は
こ

れ
ら

を
所

有
し

、
こ

れ
ら

を
用

い
て

建
築

物
を

所
有

・
利

用
・
管

理
す

る
主

体
で

し
た

。
で

す
が

、
現

在
は

、
こ

の
三

要
素

の
提

供
者

が
各

々
異

な
る

場
合

が
少

な
く
あ

り
ま

せ
ん

。
建

築
主

の
概

念
は

、
こ

れ
ま

で
の

建
築

の
所

有
者

、
企

画
者

、
経

営
者

、
利

用
者

、
管

理
者

の
機

能
を

併
せ

持
っ

た
ひ

と
つ

の
主

体
と

し
て

イ
メ

ー
ジ

さ
れ

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

（
建

築
企

画
論

―
建

築
の

ソ
フ

ト
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
：
日

本
建

築
学

会
編

, 技
報

堂
出

版
, 1

9
9
0
 p

p
.1

3
参

照
）
例

え
ば

、
今

回
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

基
盤

の
基

準
と

な
る

建
築

の
企

画
で

も
、

建
築

主
の

役
割

で
あ

っ
た

も
の

が
建

築
家

へ
、

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
や

デ
ィ

ベ
ロ

ッ
パ

ー
へ

、
そ

し
て

建
築

家
以

外
の

主
体

が
企

画
チ

ー
ム

を
形

成
す

る
な

ど
、

特
定

は
で

き
て

い
ま

す
が

、
誰

の
た

め
に

建
て

る
の

か
、

と
い

う
こ

と
す

ら
希

薄
に

な
り

そ
う

な
多

く
の

人
た

ち
が

企
画

に
も

関
わ

っ
て

き
て

い
ま

す
。

表
１

−
１

に
も

あ
る

よ
う

に
建

築
物

の
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

全
体

に
関

わ
る

関
係

者
は

、
建

築
生

産
プ

ロ
セ

ス
に

お
け

る
発

注
者

と
受

注
者

（
設

計
者

、
施

工
者

な
ど

）
だ

け
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
特

に
発

注
者

に
は

以
下

の
例

の
通

り
、

所
有

者
、

利
用

者
、

運
営

者
や

維
持

管
理

者
な

ど
、

様
々

な
関

係
者

が
存

在
し

ま
す

。
発

注
者

及
び

発
注

者
側

の
関

係
者

の
中

で
も

、
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

コ
ン

セ
プ

ト
や

情
報

の
共

有
の

た
め

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
取

れ
て

い
る

の
か

、
ま

た
、

個
人

住
宅

の
場

合
に

は
発

注
者

及
び

発
注

者
側

の
関

係
者

は
限

ら
れ

て
き

ま
す

が
、

家
族

の
中

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

方
法

は
ブ

ラ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
と

言
え

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。

19

❶
建

築
主

と
設

計
者

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

建
築

主
と

は
？

こ
れ

ま
で

の
建

築
主

の
概

念
に

よ
る

変
化

建
築

活
動

の
巨

大
化

と
複

雑
化

に
よ

る
変

化

 2
-1

 
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
事

例

需
要

土
地

資
金

所
有

管
理

利
用

建
築

行
為

建
築

主

建
築

主
＝

ひ
と

つ
の

主
体

所
有

者
・
企

画
者

・
経

営
者

・
利

用
者

・
管

理
者

建
築

BI
M

推
進

会
議

：
:建

築
分

野
に

お
け

る
 B

IM
 の

標
準

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

と
 そ

の
活

用
方

策
に

関
す

る
 ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
, 2

02
2 

   
   

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

lit
.g

o.
jp

/ju
ta

ku
ke

nt
ik

u/
co

nt
en

t/
00

14
88

79
6.

pd
f

発
注

者
お

よ
び

発
注

者
側

の
関

係
者

19
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❷
設

計
者

と
施

工
者

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

設
計

者
と

施
工

者
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
＝

設
計

者
の

意
図

を
施

工
者

に
的

確
に

伝
え

る
こ

と

基
本

設
計

→
建

築
主

に
向

け
て

実
施

設
計

→
施

工
者

に
向

け
て

＝
工

事
の

実
施

に
必

要

→
実

施
図

面
は

施
工

者
が

工
事

費
を

算
出

で
き

る
だ

け
の

設
計

図
書

→
設

計
者

の
意

図
を

施
工

者
に

的
確

に
伝

え
る

こ
と

を
目

的

建
築

主
設

計
者

施
工

者

20

つ
く
り

手

2
-1

 
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
事

例

次
に

、
建

築
主

に
建

築
を

供
給

す
る

側
、

プ
ロ

セ
ス

で
設

計
・
施

工
に

関
わ

る
人

た
ち

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
ど

う
で

し
ょ

う
か

。
設

計
者

の
意

図
を

施
工

者
に

的
確

に
伝

え
る

た
め

に
、

図
面

は
そ

の
基

盤
と

な
る

ツ
ー

ル
で

し
た

。
設

計
に

は
基

本
設

計
と

実
施

設
計

が
あ

り
、

基
本

設
計

は
建

築
主

に
向

け
て

実
施

設
計

は
施

工
者

に
向

け
て

あ
り

ま
す

。
実

施
設

計
は

工
事

の
実

施
に

必
要

な
も

の
で

、
施

工
者

が
工

事
費

を
算

出
で

き
る

だ
け

の
設

計
図

書
で

あ
り

設
計

者
の

意
図

を
施

工
者

に
的

確
に

伝
え

る
こ

と
を

目
的

と
し

ま
す

。
業

た
だ

し
、

施
工

作
業

は
実

施
設

計
図

だ
け

で
完

全
に

行
え

る
も

の
で

は
な

く
、

施
工

の
段

階
で

も
必

要
に

よ
っ

て
様

々
な

詳
細

な
設

計
図

が
必

要
で

あ
り

、
こ

の
設

計
図

は
設

計
者

だ
け

で
な

く
、

施
工

者
や

製
造

者
が

作
成

す
る

も
の

も
あ

り
ま

す
。

（
建

築
企

画
論

―
建

築
の

ソ
フ

ト
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
：
日

本
建

築
学

会
編

, 技
報

堂
出

版
, 
1
9
9
0
 

p
p
.1

4
）

20

設
計

者
と

施
工

者
の

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
の

関
わ

り
方

の
違

い
と

は
ど

こ
に

あ
る

の
で

し
ょ

う
か

。
例

え
ば

、
外

装
材

の
最

終
決

定
に

際
し

て
、

設
計

者
は

意
匠

性
、

室
内

環
境

・
法

的
制

約
・
止

水
性

能
・材

料
変

形
を

、
施

工
者

は
安

全
を

確
保

し
た

生
産

性
の

高
い

施
工

計
画

や
竣

工
後

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
方

法
を

捉
え

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

ま
す

。
設

計
者

の
役

割
が

、
専

門
家

と
し

て
顧

客
満

足
度

の
高

い
建

築
を

創
造

し
、

社
会

に
新

し
い

価
値

を
提

示
で

き
る

か
に

あ
る

と
し

た
ら

、
施

工
者

の
役

割
は

Q
C

D
S
E
（
Q

u
al

it
y（

品
質

）
・
C

o
st

（
原

価
）
・

D
e
liv

e
ry

（
工

期
・
納

期
）
・
S
af

e
ty

（
安

全
）
・
E
n
vi

ro
n
m

e
n
t（

環
境

）
の

頭
文

字
を

取
っ

た
も

の
で

、
施

工
管

理
で

特
に

重
要

と
さ

れ
る

5
要

素
）を

確
保

す
る

施
工

計
画

を
考

え
、

専
門

業
者

と
製

作
図

を
ま

と
め

、
製

品
を

製
作

し
て

も
ら

い
、

現
場

で
組

み
合

わ
せ

つ
く
り

上
げ

る
こ

と
と

い
え

ま
す

。
施

工
者

に
求

め
ら

れ
る

能
力

は
、

職
人

で
あ

れ
施

工
管

理
者

で
あ

れ
二

次
元

の
図

面
と

三
次

元
の

現
物

を
把

握
で

き
な

け
れ

ば
も

の
づ

く
り

は
で

き
ま

せ
ん

。
単

品
生

産
の

建
設

現
場

は
、

予
定

外
、

想
定

外
の

連
続

で
、

施
工

管
理

者
に

は
半

日
単

位
で

現
場

の
動

き
を

見
な

が
ら

毎
日

の
作

業
間

連
絡

調
整

会
議

で
軌

道
修

正
し

て
い

く
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
力

が
求

め
ら

れ
、

職
人

に
は

軌
道

修
正

に
答

え
ら

れ
る

知
恵

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

現
状

で
は

い
ず

れ
も

あ
る

期
間

下
積

み
を

経
験

し
な

い
と

身
に

つ
か

な
い

の
で

す
が

、
現

在
の

建
設

業
界

は
、

高
齢

化
や

働
き

方
改

革
な

ど
で

、
職

人
不

足
、

管
理

者
不

足
で

、
い

か
に

し
て

技
術

を
引

き
継

い
で

い
く
の

か
は

重
要

な
課

題
で

す
。

（
B

IM
の

か
た

ち
 S

o
c
ie

ty
5
.0

へ
つ

な
が

る
建

築
知

：
日

本
建

築
学

会
編

,彰
国

社
, 
2
0
1
9
 p

p
.2

7
）
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❷
設

計
者

と
施

工
者

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

設
計

者
と

施
工

者
の

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
の

関
わ

り
方

の
違

い

e
x.

外
装

材
の

最
終

決
定

設
計

者
：

意
匠

性
、

室
内

環
境

・
法

的
制

約
・

止
水

性
能

・
材

料
変

形
施

工
者

：
安

全
を

確
保

し
た

生
産

性
の

高
い

施
工

計
画

や
竣

工
後

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
方

法

設
計

者
専

門
家

と
し

て
顧

客
満

足
度

の
高

い
建

築
を

創
造

し
、

社
会

に
新

し
い

価
値

を
提

示
で

き
る

か

施
工

者
Q

C
D

S
E
を

確
保

す
る

施
工

計
画

を
考

え
、

専
門

業
者

と
製

作
図

を
ま

と
め

、
製

品
を

製
作

し
て

も
ら

い
、

現
場

で
組

み
合

わ
せ

つ
く

り
上

げ
る

Q
C
D

S
E

：
Q

u
a
lit

y
（
品

質
）
・
C
o
st

（
原

価
）
・
D

e
liv

e
ry

（
工

期
・
納

期
）
・
S
a
fe

ty
（
安

全
）
・
E
n
v
ir
o
n
m

e
n
t（

環
境

）
の

頭
文

字
を

取
っ

た
も

の
施

工
管

理
で

特
に

重
要

と
さ

れ
る

5
要

素

二
次

元
の

図
面

と
三

次
元

の
現

物
を

把
握

で
き

な
け

れ
ば

も
の

づ
く

り
は

で
き

な
い

施
工

者
で

あ
る

職
人

や
、

施
工

管
理

者
は

い
ず

れ
も

あ
る

期
間

下
積

み
を

経
験

し
な

い
と

身
に

つ
か

な
い

→
職

人
不

足
、

管
理

者
不

足
が

課
題

BI
M

の
か

た
ち

 S
oc

ie
ty

5.
0へ

つ
な

が
る

建
築

知
：
日

本
建

築
学

会
編

,彰
国

社
, 2

01
9 

pp
.2

7 

2
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シ

ョ
ン

の
事

例
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さ
ら

に
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

規
模

が
大

き
い

場
合

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

関
係

者
は

さ
ら

に
広

い
範

囲
に

広
が

り
ま

す
。

第
１

章
で

も
お

話
し

し
ま

し
た

が
、

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
、

多
様

化
す

る
建

築
主

の
要

求
を

形
に

す
る

だ
け

で
は

な
く
、

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
お

よ
ぼ

す
社

会
的

影
響

に
つ

い
て

、
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
へ

の
説

明
も

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
そ

れ
だ

け
、

建
築

を
建

て
る

こ
と

が
、

社
会

に
与

え
る

影
響

が
ま

す
ま

す
重

要
視

さ
れ

て
い

る
と

言
え

ま
す

。
ま

た
、

よ
り

積
極

的
に

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
へ

の
参

加
を

求
め

て
い

る
例

と
し

て
、

環
境

省
の

「
Z
E
B

」
が

挙
げ

ら
れ

ま
す

。
N

e
t 

Z
e
ro

 E
n
e
rg

y 
B

u
ild

in
g（

ネ
ッ

ト
・
ゼ

ロ
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
ビ

ル
）
の

略
称

で
、

「
ゼ

ブ
」
と

呼
び

ま
す

。
快

適
な

室
内

環
境

を
実

現
し

な
が

ら
、

建
物

で
消

費
す

る
年

間
の

一
次

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

収
支

を
ゼ

ロ
に

す
る

こ
と

を
目

指
し

た
建

物
の

こ
と

で
、

表
に

あ
る

よ
う

に
「
Z
E
B

企
画

か
ら

運
用

・
改

修
ま

で
の

各
ス

テ
ッ

プ
に

お
い

て
、

各
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
に

求
め

ら
れ

る
取

り
組

み
」
を

示
し

、
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
中

心
的

な
役

割
を

、
そ

の
建

物
の

企
画

か
ら

改
修

ま
で

常
に

密
接

に
関

わ
り

続
け

る
オ

ー
ナ

ー
に

期
待

し
て

い
ま

す
。

22

❸
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー

環
境

省
：

ZE
Bの

企
画

か
ら

運
用

・
改

修
ま

で
の

各
ス

テ
ッ

プ
に

お
い

て
、

各
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
に

求
め

ら
れ

る
取

り
組

み
ht

tp
s:

//
w

w
w

.e
nv

.g
o.

jp
/e

ar
th

/z
eb

/w
ish

/0
2.

ht
m

l

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

へ
の

説
明

責
任

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

社
会

的
影

響
ま

す
ま

す
重

視

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

の
参

加
環

境
省

の
「

Z
E
B
」

ゼ
ブ

N
e
t 

Z
e
ro

 E
n
e
rg

y
 B

u
ild

in
g

ネ
ッ

ト
・

ゼ
ロ

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
ビ

ル

企
画

か
ら

改
修

ま
で

の
各

ス
テ

ッ
プ

で
各

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

に
求

め
ら

れ
る

取
り

組
み

が
示

さ
れ

て
い

る
↓

そ
の

建
物

の
企

画
か

ら
改

修
ま

で
常

に
密

接
に

関
わ

り
続

け
る

オ
ー

ナ
ー

に
Z
E
B
の

導
入

に
際

し
て

、
各

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

を
つ

な
ぐ

中
心

と
し

て
の

役
割

が
期

待

2
-1
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そ
し

て
、

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

わ
る

ゼ
ネ

コ
ン

や
ハ

ウ
ス

メ
ー

カ
ー

は
ど

の
よ

う
な

人
た

ち
を

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

と
し

て
、

ど
の

よ
う

に
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

ろ
う

と
し

て
い

る
の

で
し

ょ
う

か
。

４
社

を
事

例
に

見
て

い
き

ま
す

。
そ

れ
ぞ

れ
の

ウ
ェ

ブ
ペ

ー
ジ

に
は

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

と
企

業
と

の
関

わ
り

を
明

記
し

て
い

ま
す

。
企

業
活

動
に

多
様

性
や

持
続

可
能

性
が

重
視

さ
れ

る
い

ま
、

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

と
の

関
係

も
変

化
し

て
き

ま
し

た
。

今
後

は
ま

す
ま

す
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
密

に
し

、
さ

ま
ざ

ま
な

利
害

関
係

者
を

深
く
理

解
し

た
上

で
、

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
進

行
し

て
い

く
こ

と
は

当
然

の
こ

と
と

な
る

で
し

ょ
う

。
ど

の
企

業
も

、
対

話
、

声
を

聞
き

反
映

、
日

常
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
、

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

重
視

し
て

い
ま

す
。

こ
の

活
動

内
容

と
し

て
示

さ
れ

て
い

る
多

く
は

、
C

S
R

活
動

で
す

。
具

体
的

に
お

客
様

と
ど

の
よ

う
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
る

こ
と

で
、

お
客

様
に

満
足

を
し

て
い

た
だ

け
る

の
で

し
ょ

う
か

。

清
水

建
設

「
お

客
様

を
は

じ
め

と
す

る
す

べ
て

の
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
と

の
対

話
を

通
じ

、
お

互
い

に
信

頼
を

築
い

て
い

く
こ

と
が

重
要

と
考

え
て

い
ま

す
。

お
客

様
の

声
、

株
主

・
投

資
家

と
の

エ
ン

ゲ
ー

ジ
メ

ン
ト

、
協

力
業

者
と

の
対

話
、

社
員

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
等

を
通

じ
て

、
得

ら
れ

た
ご

意
見

や
評

価
等

を
も

と
に

、
会

社
の

課
題

の
把

握
に

努
め

て
い

ま
す

。
ま

た
、

メ
デ

ィ
ア

を
通

じ
て

株
主

・投
資

家
情

報
お

よ
び

各
種

の
ニ

ュ
ー

ス
リ

リ
ー

ス
を

発
信

し
、

す
べ

て
の

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

に
対

し
て

適
切

な
タ

イ
ミ

ン
グ

で
十

分
な

情
報

開
示

を
心

が
け

て
い

ま
す

。
」

鹿
島

建
設

「
す

べ
て

の
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
か

ら
評

価
、

信
頼

さ
れ

、
ま

た
、

当
社

グ
ル

ー
プ

の
持

続
的

な
成

長
と

中
長

期
的

な
企

業
価

値
向

上
に

資
す

る
よ

う
、

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

と
の

双
方

向
の

対
話

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
」

積
水

ハ
ウ

ス
「
グ

ル
ー

プ
の

主
要

な
 ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
は

、
「
お

客
様

」
「
消

費
者

」
「
取

引
先

」
「
従

業
員

」
「
株

主
・
投

資
家

」
「
地

域
社

会
」
な

ど
で

す
。

こ
れ

ら
す

べ
て

の
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
と

の
対

話
を

重
視

し
、

課
題

や
期

待
に

応
え

る
た

め
、

さ
ま

ざ
ま

な
手

段
を

講
じ

て
、

日
常

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
活

性
化

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

」
三

井
ホ

ー
ム

「
グ

ル
ー

プ
で

は
、

お
客

様
の

満
足

を
第

一
と

考
え

、
永

く
愛

さ
れ

る
住

ま
い

と
暮

ら
し

の
提

供
を

目
指

し
、

企
業

活
動

を
推

進
し

て
い

き
ま

す
。

そ
の

た
め

に
も

お
客

様
か

ら
の

ご
要

望
に

は
迅

速
に

、
丁

寧
に

対
応

す
る

と
と

も
に

、
お

客
様

の
立

場
に

立
っ

て
考

え
、

お
客

様
の

声
を

あ
ら

ゆ
る

事
業

活
動

に
反

映
し

、
高

い
価

値
を

持
つ

商
品

と
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
ま

す
。

さ
ま

ざ
ま

な
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
と

と
も

に
、

社
会

か
ら

信
用

を
得

、
信

頼
さ

れ
る

企
業

グ
ル

ー
プ

に
な

れ
る

よ
う

努
力

し
続

け
ま

す
。

」
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❸
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

企
業

か
ら

み
た

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

と
は

？

清
水

建
設

参
照

：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.s
h
im

z.
c
o
.jp

/
c
o
m

p
an

y/
c
sr

/
c
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
/

『
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
と

の
関

わ
り

』
お

客
様

株
主

・
投

資
家

従
業

員
調

達
先

地
域

社
会

・
住

民
行

政
外

部
団

体

鹿
島

建
設

参
照

：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.k
aj

im
a.

c
o
.jp

/
su

st
ai

n
ab

ili
ty

/
st

ak
e
_h

o
ld

e
r/

in
d
e
x-

j.h
tm

l

『
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
・

エ
ン

ゲ
ー

ジ
メ

ン
ト

』
お

客
様

調
達

先
従

業
員

地
域

社
会

株
主

・
投

資
家

積
水

ハ
ウ

ス
参

照
：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.s
e
ki

su
ih

o
u
se

.c
o
.jp

/
c
o
m

p
an

y/
su

st
ai

n
ab

le
2
0
2
0
/
m

an
ag

e
m

e
n
t/

st
ak

e
h
o
ld

e
rs

/
st

ak
e
h
o
ld

e
rs

_1
/

『
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
・

エ
ン

ゲ
ー

ジ
メ

ン
ト

』
お

客
様

消
費

者
取

引
先

従
業

員
株

主
・

投
資

家
地

域
社

会

三
井

ホ
ー

ム
参

照
：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.m
it
su

ih
o
m

e
.c

o
.jp

/
c
o
m

p
an

y/
ka

n
ky

o
/
so

c
ie

ty
/
st

ak
e
h
o
ld

e
rs

/
in

d
e
x.

h
tm

l

『
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
と

の
か

か
わ

り
』

お
客

様
従

業
員

取
引

先
地

域
・

社
会

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

重
視

＝
対

話
、

声
を

聞
き

反
映

、
日

常
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

2
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❶
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
co

m
m

u
n

ic
a
ti

o
n

 d
e
si

g
n

「
人

と
人

と
の

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

デ
ザ

イ
ン

す
る

こ
と

」
「

企
業

と
顧

客
と

の
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
デ

ザ
イ

ン
す

る
こ

と
」

コ
ミ

ュ
ニ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

定
義

人
と

人
の

間
で

感
情

や
意

思
、

情
報

な
ど

を
共

有
す

る
こ

と
、

意
思

の
疎

通
の

こ
と

コ
ミ

ュ
ニ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

に
お

け
る

デ
ザ

イ
ン

の
定

義

人
と

人
の

間
で

で
感

情
や

意
思

、
情

報
を

共
有

す
る

た
め

の
問

題
を

解
決

す
る

こ
と

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
円

滑
に

進
め

る
た

め
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
と

は
？

2
-2

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン

24

さ
て

、
こ

れ
ま

で
建

築
主

と
設

計
者

、
設

計
者

と
施

工
者

、
そ

し
て

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

見
て

き
ま

し
た

。
さ

ら
に

は
建

築
主

と
施

工
者

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
円

滑
に

し
て

、
情

報
な

ど
を

共
有

す
る

た
め

に
必

要
な

こ
と

は
な

に
で

し
ょ

う
か

。
「
人

と
人

と
の

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

デ
ザ

イ
ン

す
る

こ
と

」
「
企

業
と

顧
客

と
の

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

デ
ザ

イ
ン

す
る

こ
と

」
を

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
と

い
い

ま
す

。
コ

ミ
ュ

ニ
ー

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
に

お
け

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
定

義
は

人
と

人
の

間
で

感
情

や
意

思
、

情
報

な
ど

を
共

有
す

る
こ

と
、

意
思

の
疎

通
の

こ
と

。
コ

ミ
ュ

ニ
ー

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
に

お
け

る
デ

ザ
イ

ン
の

定
義

は
人

と
人

の
間

で
で

感
情

や
意

思
、

情
報

を
共

有
す

る
た

め
の

問
題

を
解

決
す

る
こ

と
と

し
ま

す
。

こ
こ

で
は

、
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

円
滑

に
進

め
る

た
め

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

を
考

え
て

い
き

ま
す

。

24

❶
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

情
報

が
一

元
化

さ
れ

た
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
円

滑
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

デ
ザ

イ
ン

す
る

た
め

に

全
て

の
情

報
を

誰
で

も
、

い
つ

で
も

、
ど

こ
で

も
、

必
要

な
時

に
取

り
出

せ
る

仕
組

み
関

係
者

全
員

が
い

ま
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

何
が

起
き

て
い

る
か

を
す

ぐ
に

把
握

で
き

る

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
情

報
と

は
？

計
画

書
、

設
計

図
、

注
文

書
、

請
求

書
、

契
約

書
、

仕
様

書
、

報
告

書
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

、
写

真
、

議
事

録
な

ど
な

ど

「
チ

ー
ム

」
内

で
ど

の
よ

う
に

文
書

や
情

報
を

管
理

し
て

い
く

か
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

初
期

段
階

か
ら

取
り

組
ま

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

課
題

＝
情

報
の

サ
イ

ロ
化

を
防

ぐ
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築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン

25

円
滑

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
た

め
に

は
ど

の
よ

う
な

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

が
必

要
と

な
る

の
か

。
そ

れ
は

、
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

「
チ

ー
ム

」
の

一
員

全
員

が
、

い
ま

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

何
が

起
き

て
言

う
の

か
を

す
ぐ

に
把

握
で

き
る

環
境

と
言

え
ま

す
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

行
の

中
で

誰
が

何
を

し
た

の
か

、
問

題
や

変
更

点
が

発
生

し
た

際
の

解
決

方
法

、
そ

し
て

そ
れ

を
い

つ
ま

で
に

解
決

し
た

ら
良

い
の

か
な

ど
、

全
て

の
情

報
を

、
誰

で
も

、
い

つ
で

も
、

ど
こ

で
も

、
必

要
な

時
に

、
取

り
出

せ
る

仕
組

み
を

つ
く
る

こ
と

が
必

要
で

す
。

そ
の

た
め

に
は

情
報

が
一

元
化

さ
れ

た
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
が

必
要

に
な

り
ま

す
。

で
は

、
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

情
報

と
は

何
で

し
ょ

う
か

。
計

画
書

、
設

計
図

、
作

業
変

更
指

示
、

注
文

書
、

請
求

書
、

契
約

書
、

仕
様

書
、

報
告

書
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

、
写

真
、

議
事

録
な

ど
な

ど
、

「
チ

ー
ム

」
内

で
ど

の
よ

う
に

文
書

や
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

資
源

と
な

る
情

報
を

管
理

し
て

い
く
の

か
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
初

期
段

階
か

ら
取

り
組

ま
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
課

題
で

す
。

こ
の

課
題

に
取

り
組

む
こ

と
で

、
特

に
多

種
多

様
な

人
材

が
集

ま
っ

て
い

る
「
チ

ー
ム

」
で

は
情

報
共

有
が

行
え

な
い

状
況

＝
情

報
の

サ
イ

ロ
化

を
防

ぐ
こ

と
が

で
き

ま
す

。
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❶
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
の

重
要

性

社
会

全
体

の
視

点
か

ら
建

築
生

産
プ

ロ
セ

ス
の

適
正

な
あ

り
方

が
求

め
ら

れ
て

い
る

S
D

G
s（

持
続

可
能

な
開

発
目

標
）

や
環

境
へ

の
取

り
組

み

建
築

の
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

に
お

け
る

、
建

築
主

・
設

計
者

・
施

工
者

の
社

会
的

な
説

明
責

任

建
築

物
の

企
画

か
ら

設
計

、
生

産
、

運
用

、
維

持
管

理
、

廃
棄

に
い

た
る

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル

→
建

築
主

の
明

確
な

方
針

の
提

示
が

不
可

欠

→
設

計
者

を
含

む
関

係
者

が
さ

ら
に

検
討

を
加

え
て

必
要

な
改

良

→
建

築
物

の
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

全
般

に
わ

た
っ

て
の

計
画

を
策

定
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

社
会

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
と

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
全

体
が

ど
の

よ
う

な
目

標
を

立
て

、
達

成
し

て
い

く
の

か

→
目

に
見

え
る

形
で

表
示

＝
社

会
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

を
行

う
こ

と

2
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築
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ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
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ザ
イ

ン
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ま
ず

、
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
け

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

の
重

要
性

に
つ

い
て

考
え

ま
す

。
社

会
全

体
の

視
点

か
ら

、
建

築
物

に
お

け
る

品
質

不
良

・
瑕

疵
問

題
な

ど
は

依
然

と
し

て
社

会
的

な
問

題
と

し
て

あ
り

、
ま

た
建

築
の

設
計

や
生

産
過

程
で

の
業

務
の

流
れ

と
関

係
す

る
設

計
者

・
技

術
者

等
の

業
務

分
担

と
責

任
の

明
確

化
な

ど
、

建
築

生
産

プ
ロ

セ
ス

の
適

正
な

あ
り

方
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
さ

ら
に

、
こ

れ
か

ら
の

建
築

の
あ

り
方

と
し

て
、

S
D

G
s（

持
続

可
能

な
開

発
目

標
）
、

環
境

へ
の

取
り

組
み

は
、

建
築

物
の

企
画

・
設

計
・
生

産
な

ど
建

築
の

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
に

お
け

る
、

建
築

主
・
設

計
者

・
施

工
者

の
社

会
的

な
説

明
責

任
が

ま
す

ま
す

求
め

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
き

ま
す

。

建
築

物
の

企
画

か
ら

設
計

、
生

産
、

運
用

、
維

持
管

理
、

廃
棄

に
い

た
る

全
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

の
中

で
、

、
建

築
物

の
基

本
的

あ
り

方
を

設
定

す
る

段
階

で
の

建
築

主
の

明
確

な
方

針
の

提
示

が
不

可
欠

で
あ

り
、

そ
の

内
容

に
つ

い
て

設
計

者
を

含
む

関
係

者
が

さ
ら

に
検

討
を

加
え

て
必

要
な

改
良

を
行

い
、

建
築

物
の

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
全

般
に

わ
た

っ
て

の
計

画
を

策
定

し
て

い
く
こ

と
、

こ
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

が
必

要
と

な
リ

ま
す

。
現

在
、

そ
し

て
将

来
の

社
会

的
要

求
か

ら
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

全
体

が
ど

の
よ

う
な

目
標

を
立

て
、

そ
れ

を
達

成
し

て
い

く
の

か
を

目
に

見
え

る
形

で
表

示
し

て
い

く
、

社
会

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
が

求
め

ら
れ

て
い

る
と

言
え

ま
す

。
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❶
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

建
築

主
の

視
点

か
ら

建
築

主
の

満
足

度
評

価
を

高
め

る

→
建

築
主

の
立

場
か

ら
も

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

全
体

を
見

る
こ

と
が

重
要

建
築

主
の

声
を

届
け

る
こ

と

→
建

築
主

の
要

求
を

満
た

し
た

建
築

を
建

て
る

建
築

主
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

と
は

建
築

主
の

声
を

徹
底

的
に

き
き

、
わ

か
り

や
す

い
説

明
を

す
る

→
建

築
主

の
真

の
要

求
を

知
り

、
知

り
た

い
こ

と
を

わ
か

り
や

す
く

伝
え

る
デ

ザ
イ

ン
を

す
る

こ
と

建
築

主
の

声
を

届
け

る
こ

と
→

建
築

主
は

要
求

す
る

も
の

を
整

理
、

伝
達

す
る

必
要

が
あ

る
→

プ
ロ

グ
ラ

ム
／

ブ
リ

ー
フ

を
作

成
す

る
→

建
物

な
ど

の
設

計
を

発
注

す
る

際
、

要
求

条
件

を
明

確
に

し
て

発
注

す
る

2
-2

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
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次
に

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

を
、

建
築

主
の

視
点

か
ら

捉
え

て
い

ま
す

。
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
建

築
主

の
満

足
度

評
価

を
高

め
る

こ
と

は
第

一
の

目
標

と
し

言
え

ま
す

。
そ

の
た

め
に

は
、

設
計

者
や

施
工

者
な

ど
の

建
築

を
供

給
す

る
場

合
、

建
築

主
の

立
場

か
ら

も
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
全

体
を

見
る

こ
と

が
重

要
と

な
り

ま
す

。
そ

し
て

、
も

う
一

つ
は

建
築

主
の

声
を

届
け

る
こ

と
が

必
要

と
考

え
ま

す
。

そ
の

た
め

建
築

主
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

の
ひ

と
つ

は
、

建
築

主
の

声
を

徹
底

的
に

聞
き

、
わ

か
り

や
す

い
説

明
を

す
る

こ
と

。
つ

ま
り

、
建

築
主

の
真

の
要

求
を

知
り

、
知

り
た

い
こ

と
を

わ
か

り
や

す
く
伝

え
る

デ
ザ

イ
ン

を
す

る
こ

と
と

考
え

ま
す

。
建

築
の

課
題

を
一

番
よ

く
知

っ
て

い
る

の
は

建
築

主
で

す
が

、
設

計
者

は
ど

う
し

て
も

供
給

者
側

の
視

点
、

供
給

者
側

の
視

点
か

ら
設

計
を

建
築

主
に

語
る

こ
と

が
多

く
な

り
ま

す
。

そ
れ

を
、

建
築

主
の

立
場

か
ら

見
る

こ
と

で
、

そ
の

声
を

聞
き

、
理

解
し

や
す

い
言

葉
で

説
明

を
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

が
必

要
に

な
り

ま
す

。
た

だ
、

建
築

主
側

も
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
た

め
の

準
備

、
設

計
者

側
に

要
求

を
伝

え
る

努
力

で
す

。
建

物
な

ど
の

設
計

を
発

注
す

る
際

、
要

求
条

件
を

明
確

に
し

て
発

注
す

る
た

め
に

、
建

物
を

設
計

す
る

前
に

、
建

築
主

の
意

図
や

目
的

・
要

求
な

ど
を

、
設

計
者

や
施

工
者

に
伝

え
る

た
め

に
明

文
化

し
た

文
書

を
「プ

ロ
グ

ラ
ム

」
あ

る
い

は
「
ブ

リ
ー

フ
」
を

作
成

す
る

こ
と

で
、

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
要

求
条

件
を

明
確

に
し

て
発

注
で

き
、

プ
ロ

セ
ス

が
進

む
に

つ
れ

て
も

、
そ

の
根

拠
に

戻
る

こ
と

が
で

き
る

。
つ

ま
り

、
そ

れ
に

よ
り

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

情
報

を
共

有
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
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❶
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

建
築

主
と

設
計

者
の

共
通

言
語

を
み

つ
け

る

建
築

主

経
験

の
な

い
こ

と
、

寸
法

、
三

次
元

空
間

に
対

す
る

理
解

に
限

界
が

あ
る

知
識

量
の

点
か

ら
、

良
否

の
判

断
が

で
き

な
い

影
響

や
意

味
を

理
解

で
き

な
い

性
能

も
少

な
く

な
い

複
数

の
性

能
が

複
雑

に
関

わ
る

総
合

的
な

性
能

な
ど

は
認

識
の

範
囲

を
超

え
て

い
る

「
建

築
の

価
値

伝
達

手
段

」
＝

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
・

ブ
リ

ー
フ

ィ
ン

グ
建

築
主

の
立

場
に

立
っ

た
建

築
価

値
の

伝
達

手
段

評
価

尺
度

＝
建

築
主

の
満

足
度

2
-2

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
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建
築

主
と

設
計

者
、

施
工

者
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

に
は

、
共

通
言

語
を

見
つ

け
る

こ
と

が
カ

ギ
と

な
り

ま
す

。
一

般
に

建
築

主
は

、
経

験
の

な
い

こ
と

、
寸

法
、

三
次

元
空

間
に

対
す

る
理

解
に

限
界

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
知

識
量

の
点

か
ら

、
良

否
の

判
断

が
で

き
な

い
、

あ
る

い
は

影
響

や
意

味
を

理
解

で
き

な
い

性
能

も
少

な
く
な

い
。

さ
ら

に
複

数
の

性
能

が
複

雑
に

関
わ

る
総

合
的

な
性

能
や

、
社

会
全

体
に

と
っ

て
の

性
能

な
ど

は
認

識
の

範
囲

を
超

え
て

い
ま

す
。

そ
こ

で
必

要
な

の
が

設
計

者
か

ら
の

「
建

築
の

価
値

伝
達

手
段

」と
し

て
の

共
通

言
語

で
あ

る
。

そ
の

共
通

言
語

に
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

や
ブ

リ
ー

フ
は

位
置

付
け

ら
れ

ま
す

。
建

築
主

の
立

場
に

立
っ

た
建

築
価

値
の

伝
達

手
段

で
あ

り
そ

の
評

価
尺

度
は

建
築

主
の

満
足

度
と

言
え

る
。

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
・

ブ
リ

ー
フ

は
、

建
築

主
が

発
注

者
と

し
て

の
責

任
に

お
い

て
作

成
す

る
、

設
計

契
約

図
書

の
一

部
を

な
す

文
書

に
位

置
づ

け
ら

れ
る

べ
で

し
ょ

う
。

し
か

し
、

い
ず

れ
の

段
階

で
も

ブ
リ

ー
フ

の
内

容
は

あ
く
ま

で
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

最
終

意
思

決
定

者
で

あ
る

建
築

主
側

の
責

任
で

決
定

さ
れ

る
も

の
で

あ
り

、
こ

れ
は

現
状

の
設

計
プ

ロ
セ

ス
に

お
い

て
も

な
ん

ら
変

わ
る

も
の

で
は

な
い

が
、

施
主

と
設

計
者

、
施

工
者

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

証
と

も
の

考
え

ら
れ

ま
す

。
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ら
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ザ
イ
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建
築

主
の

立
場

に
立

つ
こ

と
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建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン

Ｃ
Ｍ

Ｒ
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

業
務

の
主

な
内

容
（

１
）

設
計

段
階

 

 
①

設
計

候
補

者
の

評
価

 

 
②

設
計

者
選

定
に

関
す

る
発

注
者

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

 
③

設
計

契
約

に
関

す
る

発
注

者
へ

の
ア

ド
バ

イ
ス

 

 
④

設
計

の
検

討
支

援

（
施

工
面

、
コ

ス
ト

面
、

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

面
か

ら
）

 

 
⑤

設
計

Ｖ
Ｅ

の
提

案
 

 
⑥

施
工

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

の
提

案
 

 
⑦

工
事

予
算

の
検

討
 

（
２

）
発

注
段

階
 

 
①

発
注

区
分

（
工

事
種

別
）

の
提

案
 

 
②

発
注

方
式

の
提

案
 

 
③

施
工

者
の

募
集

、
選

定
に

関
す

る
発

注
者

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
 

 
④

施
工

者
の

評
価

、
資

格
審

査
に

関
す

る
発

注
者

へ
の

  
  

  
  

  
ア

ド
バ

イ
ス

 

 
⑤

工
事

価
格

算
出

の
支

援
 

 
⑥

工
事

請
負

契
約

書
類

の
作

成
 

 
⑦

契
約

に
関

す
る

発
注

者
へ

の
ア

ド
バ

イ
ス

 

（
３

）
施

工
段

階
 

 
①

施
工

者
間

の
調

整
 

 
②

工
程

計
画

の
作

成
 

 
③

工
程

管
理

 

 
④

施
工

者
が

作
成

す
る

施
工

図
の

Ｃ
Ｍ

Ｒ
の

立
場

か
ら

の
チ

ェ
ッ

ク
 

 
⑤

施
工

者
が

行
う

品
質

管
理

の
Ｃ

Ｍ
Ｒ

の
立

場
か

ら
の

チ
ェ

ッ
ク

 

 
⑥

労
働

力
、

資
機

材
の

発
注

の
チ

ェ
ッ

ク
 

 
⑦

施
工

者
の

評
価

 

 
⑧

請
求

書
の

整
理

・
管

理
（

支
払

管
理

）
 

 
⑨

コ
ス

ト
管

理
 

 
⑩

発
注

者
に

対
す

る
工

事
経

過
報

告
（

工
程

、
工

事
費

な
ど

）
 

 
⑪

施
工

に
関

す
る

文
書

管
理

 

 
⑫

施
工

者
か

ら
の

ク
レ

ー
ム

に
対

す
る

技
術

的
対

応
支

援
 

 ⑬
情

報
の

行
き

違
い

に
よ

る
ト

ラ
ブ

ル
防

止
の

た
め

の

  
  

  
  

  
情

報
伝

達
シ

ス
テ

ム
の

形
成

 

 
⑭

中
間

検
査

、
完

了
検

査
へ

の
立

会
い

 

 
⑮

引
渡

書
類

の
確

認
 

 ⑯
業

務
報

告
書

の
作

成
29

設
計

者
が

建
築

主
の

立
場

に
立

つ
、

と
い

う
こ

と
は

ど
う

い
う

こ
と

で
し

ょ
う

か
。

そ
れ

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
の

が
、

Ｃ
Ｍ

Ｒ
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

業
務

の
内

容
で

す
。

そ
の

の
主

な
内

容
を

見
る

と
、

発
注

者
側

に
立

つ
、

つ
ま

り
発

注
者

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

気
が

か
り

で
あ

っ
た

こ
と

、
知

り
た

い
こ

と
が

わ
か

り
ま

す
。

例
え

ば
家

づ
く
り

で
も

同
様

で
す

。
例

え
ば

、
設

計
段

階
で

施
工

・
コ

ス
ト

・
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

面
か

ら
設

計
を

検
討

す
る

目
を

持
っ

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

し
て

い
ま

す
。

発
注

者
側

が
疑

問
に

思
っ

て
い

る
、

よ
い

デ
ザ

イ
ン

の
家

で
あ

り
な

が
ら

も
、

施
工

や
、

コ
ス

ト
、

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

の
面

か
ら

も
し

っ
か

り
管

理
を

し
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
進

行
し

て
い

る
の

か
ど

う
か

を
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
し

て
い

ま
す

。
つ

ま
り

、
こ

こ
に

あ
げ

た
主

な
内

容
だ

け
で

も
、

建
築

主
は

設
計

者
と

施
工

者
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
必

要
と

し
て

い
る

と
言

え
ま

す
。

こ
の

内
容

を
見

る
と

、
設

計
者

が
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

を
す

べ
き

こ
と

が
わ

か
っ

て
き

ま
す

。
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❷
こ

れ
か

ら
の

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

効
果

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
→

必
要

な
い

ま
す

ぐ
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

で
き

る

こ
れ

ま
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
メ

ー
ル

、
電

話
、

紙
媒

体
（

郵
便

物
）

な
ど

＝
全

て
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

管
理

し
、

記
録

す
る

の
は

困
難

新
し

い
技

術
に

よ
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

→
シ

ー
ケ

ン
ス

な
コ

ニ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

を
可

能
に

す
る

ど
こ

に
い

て
も

、
ど

ん
な

環
境

か
ら

で
も

シ
ー

ム
レ

ス
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

で
き

る
環

境

こ
れ

か
ら

の
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
の

た
め

に
新

し
い

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

は
？

2
-2

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
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建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
現

場
で

問
題

が
起

こ
っ

た
と

き
、

他
の

場
所

に
い

る
誰

か
が

そ
の

問
題

を
解

決
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

時
、

効
果

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
と

は
ど

の
よ

う
な

も
の

で
し

ょ
う

か
？

現
場

の
状

況
を

把
握

し
、

そ
の

解
決

方
法

を
見

つ
け

、
指

示
を

出
す

た
め

に
は

、
必

要
な

い
ま

す
ぐ

に
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

れ
る

こ
と

で
す

。
メ

ー
ル

、
電

話
、

紙
媒

体
（
郵

便
物

）
な

ど
の

ツ
ー

ル
だ

け
で

は
、

問
題

を
解

決
す

る
に

は
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
速

度
が

遅
く
、

ま
た

正
確

さ
に

も
か

け
て

し
ま

い
ま

す
。

そ
の

た
め

、
全

て
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

担
い

、
管

理
し

、
記

録
す

る
の

は
困

難
で

す
。

で
は

、
円

滑
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

手
助

け
し

て
く
れ

る
も

の
は

、
新

し
い

技
術

に
よ

る
新

し
い

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

を
利

用
す

る
こ

と
で

あ
り

、
そ

れ
に

よ
り

シ
ー

ケ
ン

ス
な

コ
ニ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
つ

ま
り

、
ど

こ
に

い
て

も
、

ど
ん

な
環

境
か

ら
で

も
シ

ー
ム

レ
ス

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
で

き
る

環
境

を
整

え
る

こ
と

が
可

能
に

な
る

の
で

す
。

こ
れ

か
ら

の
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
の

た
め

に
、

新
し

い
技

術
に

よ
る

新
し

い
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
と

は
ど

の
よ

う
な

も
の

な
の

で
し

ょ
う

か
。

30

❷
こ

れ
か

ら
の

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

S
o
ci

e
ty

 5
.0

と
は

？

サ
イ

バ
ー

空
間

（
仮

想
空

間
）

と
フ

ィ
ジ

カ
ル

空
間

（
現

実
空

間
）

を
高

度
に

融
合

さ
せ

た
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

、
経

済
発

展
と

社
会

的
課

題
の

解
決

を
両

立
す

る
、

人
間

中
心

の
社

会
（

S
o
ci

e
ty

）

2
-2

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン

So
cie

ty
 5

.0
と

は
ht

tp
s:/

/w
w

w
8.

ca
o.

go
.jp

/c
st

p/
so

cie
ty

5_
0/ 31

新
し

い
技

術
に

よ
る

、
新

し
い

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

と
は

一
体

ど
の

よ
う

な
も

の
な

の
か

？
こ

れ
か

ら
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
を

支
え

る
、

私
た

ち
が

目
指

し
て

い
る

新
し

い
社

会
の

か
た

ち
と

は
何

か
を

み
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

新
し

い
社

会
の

か
た

ち
と

し
て

S
o
ci

e
ty

 5
.0

を
内

閣
府

が
提

唱
し

て
い

ま
す

。
そ

の
定

義
は

、
「
サ

イ
バ

ー
空

間
（
仮

想
空

間
）
と

フ
ィ

ジ
カ

ル
空

間
（
現

実
空

間
）
を

高
度

に
融

合
さ

せ
た

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
、

経
済

発
展

と
社

会
的

課
題

の
解

決
を

両
立

す
る

、
人

間
中

心
の

社
会

（
S
o
c
ie

ty
）
。

狩
猟

社
会

（
S
o
c
ie

ty
1
.0

）
、

農
耕

社
会

（
S
o
c
ie

ty
2
.0

）
、

工
業

社
会

（
S
o
c
ie

ty
3
.0

）
、

情
報

社
会

（
S
o
c
ie

ty
4
.0

）
に

続
く
、

新
し

い
社

会
を

指
す

も
の

。
」
と

し
て

い
ま

す
。

今
ま

で
の

情
報

社
会

で
は

、
人

間
が

情
報

を
解

析
す

る
こ

と
で

価
値

が
生

ま
れ

て
き

ま
し

た
。

S
o
c
ie

ty
 5

.0
で

は
、

膨
大

な
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
を

人
間

の
能

力
を

超
え

た
A

Iが
解

析
し

、
そ

の
結

果
が

ロ
ボ

ッ
ト

な
ど

を
通

し
て

人
間

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

さ
れ

る
こ

と
で

、
こ

れ
ま

で
に

は
出

来
な

か
っ

た
新

た
な

価
値

が
産

業
や

社
会

に
も

た
ら

さ
れ

る
こ

と
に

な
り

ま
す

。
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建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン

So
cie

ty
 5

.0
と

は
ht

tp
s:/

/w
w

w
8.

ca
o.

go
.jp

/c
st

p/
so

cie
ty

5_
0/ 32

❷
こ

れ
か

ら
の

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

人
間

中
心

の
社

会

そ
し

て
、

日
本

そ
し

て
世

界
を

取
り

巻
く
環

境
は

大
き

な
変

革
期

に
あ

り
、

経
済

発
展

と
社

会
的

課
題

の
解

決
の

バ
ラ

ン
ス

が
保

て
ず

、
現

在
の

社
会

シ
ス

テ
ム

で
は

経
済

発
展

と
社

会
的

課
題

の
解

決
を

両
立

す
る

こ
と

は
困

難
な

状
況

に
な

っ
て

き
て

い
ま

す
。

こ
の

よ
う

に
世

界
が

大
き

く
変

化
す

る
一

方
で

、
Io

T
、

ロ
ボ

ッ
ト

、
人

工
知

能
（
A

I)
、

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

と
い

っ
た

社
会

の
在

り
方

に
影

響
を

及
ぼ

す
新

た
な

技
術

の
進

展
が

進
ん

で
い

ま
す

。
そ

の
た

め
、

日
本

で
は

こ
れ

ら
先

端
技

術
を

あ
ら

ゆ
る

産
業

や
社

会
生

活
に

取
り

入
れ

、
経

済
発

展
と

社
会

的
課

題
の

解
決

を
両

立
し

て
い

く
新

た
な

社
会

の
実

現
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
こ

れ
ま

で
の

社
会

で
は

、
経

済
や

組
織

と
い

っ
た

シ
ス

テ
ム

が
優

先
さ

れ
、

個
々

の
能

力
な

ど
に

応
じ

て
個

人
が

受
け

る
モ

ノ
や

サ
ー

ビ
ス

に
格

差
が

生
じ

て
い

る
面

が
あ

り
ま

し
た

。
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
を

踏
ま

え
た

A
I

や
ロ

ボ
ッ

ト
が

今
ま

で
人

間
が

行
っ

て
い

た
作

業
や

調
整

を
代

行
・
支

援
す

る
こ

と
で

、
日

々
の

煩
雑

で
不

得
手

な
作

業
な

ど
か

ら
は

解
放

さ
れ

る
と

さ
れ

て
い

ま
す

。
そ

れ
に

よ
り

、
誰

も
が

快
適

で
活

力
に

満
ち

た
質

の
高

い
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
、

一
人

一
人

の
人

間
が

中
心

と
な

る
社

会
、

そ
れ

が
S
o
c
ie

ty
 5

.0
で

あ
る

と
し

て
い

ま
す

。
先

端
技

術
を

あ
ら

ゆ
る

産
業

や
社

会
生

活
に

取
り

入
れ

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

か
ら

新
た

な
価

値
が

創
造

さ
れ

る
こ

と
に

よ
り

、
誰

も
が

快
適

で
活

力
に

満
ち

た
質

の
高

い
生

活
を

送
る

こ
と

の
で

き
る

人
間

中
心

の
社

会
を

世
界

に
先

駆
け

て
実

現
し

て
い

こ
う

と
し

て
い

ま
す

。
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❷
こ

れ
か

ら
の

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

新
た

な
価

値
の

事
例

（
も

の
づ

く
り

）

様
々

な
情

報
を

含
む

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

を
A

Iで
解

析
→

異
分

野
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

実
現

A
Iや

ロ
ボ

ッ
ト

を
活

用
→

生
産

の
効

率
化

人
手

不
足

の
解

消
熟

練
技

術
の

継
承

多
様

な
ニ

ー
ズ

の
対

応
顧

客
満

足
度

の
向

上

建
築

業
界

も
S

o
ci

e
ty

 5
.0

の
一

員

建
築

業
界

の
課

題
解

決
に

向
け

て

情
報

の
デ

ジ
タ

ル
化

2
-2

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン

So
cie

ty
 5

.0
と

は
ht

tp
s:/

/w
w

w
8.

ca
o.

go
.jp

/c
st

p/
so

cie
ty

5_
0/ 33

で
は

、
S
o
c
ie

ty
 5

.0
で

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
ど

の
よ

う
に

変
わ

っ
て

い
く
の

で
し

ょ
う

か
。

S
o
c
ie

ty
 5

.0
で

の
も

の
づ

く
り

に
つ

い
て

み
て

み
ま

す
。

S
o
c
ie

ty
 5

.0
で

は
、

顧
客

や
消

費
者

の
需

要
、

在
庫

情
報

、
配

送
情

報
と

い
っ

た
様

々
な

情
報

を
含

む
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
を

A
Iで

解
析

す
る

こ
と

に
よ

り
、

例
え

ば
、

こ
れ

ま
で

取
引

の
な

い
他

分
野

や
系

列
の

製
造

業
者

な
ど

を
連

携
さ

せ
、

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

柔
軟

な
生

産
計

画
を

立
て

ら
れ

る
な

ど
計

算
さ

れ
た

異
分

野
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
が

実
現

、
A

Iや
ロ

ボ
ッ

ト
を

活
用

、
連

携
に

よ
る

生
産

の
効

率
化

、
省

人
化

、
熟

練
技

術
の

継
承

（
匠

の
技

の
モ

デ
ル

化
）
、

多
品

種
少

量
生

産
を

行
っ

た
り

、
顧

客
や

消
費

者
は

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
安

価
な

品
物

を
納

期
遅

れ
な

く
入

手
で

き
る

と
い

っ
た

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
と

さ
れ

て
い

ま
す

。
そ

れ
は

、
社

会
全

体
と

し
て

も
産

業
の

競
争

力
強

化
、

人
手

不
足

の
解

消
、

多
様

な
ニ

ー
ズ

の
対

応
、

顧
客

満
足

度
の

向
上

や
消

費
の

活
性

化
な

ど
を

図
る

こ
と

が
可

能
と

な
る

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

建
築

業
界

に
お

い
て

も
、

熟
練

技
術

の
継

承
、

人
手

不
足

の
解

消
、

多
様

な
要

求
の

対
応

、
顧

客
満

足
度

の
向

上
な

ど
、

現
在

抱
え

て
い

る
課

題
の

解
決

が
可

能
に

な
る

新
し

い
価

値
が

生
ま

れ
て

く
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

ま
ず

、
多

産
業

の
変

革
と

足
並

み
を

揃
え

、
新

し
い

社
会

の
一

員
と

し
て

こ
の

社
会

で
活

動
し

て
い

く
た

め
に

、
こ

の
社

会
で

必
要

と
思

わ
れ

る
、

な
か

な
か

進
ま

な
い

情
報

の
デ

ジ
タ

ル
化

は
早

急
に

取
り

組
ま

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

で
し

ょ
う

。
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❷
こ

れ
か

ら
の

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

デ
ジ

タ
ル

技
術

の
用

語

IT
（

In
fo

rm
a
ti

o
n

 T
e
ch

n
o
lo

g
y
）

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

と
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

利
用

し
た

技
術

の
総

称

IC
T
（

In
fo

rm
a
ti

o
n

 a
n

d
 C

o
m

m
u

n
ic

a
ti

o
n

 T
e
ch

n
o
lo

g
y
）

情
報

と
通

信
の

分
野

に
お

け
る

技
術

IT
の

概
念

で
特

に
情

報
通

信
に

注
目

建
築

業
界

に
お

け
る

IC
T
化

→
会

社
と

作
業

現
場

と
の

情
報

交
換

・
意

思
疎

通
を

円
滑

に
し

、
や

り
取

り
に

か
か

る
業

務
の

効
率

化

A
I（

A
rt

if
ic

ia
l 

In
te

ll
ig

e
n

ce
）

人
工

知
能

現
在

で
は

さ
ま

ざ
ま

な
分

野
の

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
に

A
Iが

搭
載

人
間

の
論

理
的

な
思

考
の

一
部

を
、

人
間

の
代

わ
り

に
こ

な
す

Io
T
（

In
te

rn
e
t 

o
f 

T
h

in
g

s）
モ

ノ
に

搭
載

さ
れ

た
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

モ
ノ

が
直

接
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

と
結

び
つ

く
こ

と
モ

ノ
が

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

の
情

報
を

拾
う

、
モ

ノ
か

ら
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

へ
と

情
報

を
送

信
す

る

2
-2

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン

34

こ
こ

で
、

デ
ジ

タ
ル

技
術

の
用

語
を

整
理

し
て

お
き

ま
す

。
こ

の
先

の
学

習
に

お
い

て
も

出
て

く
る

用
語

で
す

。
意

味
を

捉
え

、
ど

の
よ

う
な

も
の

な
の

か
、

再
度

、
確

認
を

し
て

お
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

IT
（
In

fo
rm

at
io

n
 T

e
c
h
n
o
lo

gy
）

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

と
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

利
用

し
た

技
術

の
総

称
IC

T
（
In

fo
rm

at
io

n
 a

n
d
 C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 T

e
c
h
n
o
lo

gy
）

情
報

と
通

信
の

分
野

に
お

け
る

技
術

。
IT

の
概

念
で

特
に

情
報

通
信

に
注

目
。

建
築

業
界

に
お

け
る

IC
T
化

→
会

社
と

作
業

現
場

と
の

情
報

交
換

・
意

思
疎

通
を

円
滑

に
し

、
や

り
取

り
に

か
か

る
業

務
の

効
率

化
A

I（
A

rt
if
ic

ia
l 
In

te
lli

ge
n
c
e
）

人
口

知
能

現
在

で
は

さ
ま

ざ
ま

な
分

野
の

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
に

A
Iが

搭
載

、
人

間
の

論
理

的
な

思
考

の
一

部
を

、
人

間
の

代
わ

り
に

こ
な

す
。

Io
T
（
In

te
rn

e
t 

o
f 
T
h
in

gs
）

モ
ノ

に
搭

載
さ

れ
た

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
。

モ
ノ

が
直

接
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

と
結

び
つ

く
こ

と
。

モ
ノ

が
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
の

情
報

を
拾

う
、

モ
ノ

か
ら

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
へ

と
情

報
を

送
信

す
る

。
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❷
こ

れ
か

ら
の

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

人
間

中
心

の
社

会
に

向
け

た
で

デ
ジ

タ
ル

化

日
本

で
は

目
指

す
べ

き
未

来
社

会
と

し
て

の
「

S
o
ci

e
ty

 5
.0

」
の

目
標

S
o
ci

e
ty

 4
.0

＝
情

報
が

提
供

さ
れ

る
だ

け
の

社
会

→
Io

T
な

ど
の

技
術

に
よ

っ
て

あ
ら

ゆ
る

知
識

や
情

報
を

共
有

→
社

会
の

課
題

を
解

決
し

て
い

く
こ

と
が

目
的

→
人

間
中

心
の

社
会

の
実

現
が

求
め

ら
れ

て
る

デ
ジ

タ
ル

ト
ラ

ン
ス

フ
ォ

ー
メ

ー
シ

ョ
ン

（
D

X
）

の
推

進

→
デ

ジ
タ

ル
化

に
よ

り
社

会
や

生
活

の
形

・
ス

タ
イ

ル
が

変
わ

る
こ

と
→

ユ
ー

ザ
ー

エ
ク

ス
ペ

リ
エ

ン
ス

（
U

X
）

を
重

視
し

た
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

や
人

材
育

成
の

必
要

性

顧
客

の
体

験
だ

け
で

な
く

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

に
対

す
る

人
間

中
心

設
計

の
視

点

2
-2

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン

35

日
本

で
は

目
指

す
べ

き
未

来
社

会
と

し
て

「
S
o
c
ie

ty
 5

.0
」
が

目
標

と
し

て
掲

げ
ら

れ
、

S
o
ci

e
ty

 4
.0

の
言

わ
ば

情
報

が
提

供
さ

れ
る

だ
け

の
社

会
で

は
な

く
、

Io
T
な

ど
の

技
術

に
よ

っ
て

あ
ら

ゆ
る

知
識

や
情

報
を

共
有

し
、

社
会

の
課

題
を

解
決

し
て

、
人

間
中

心
の

社
会

の
実

現
が

求
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
が

わ
か

り
ま

し
た

。
。

加
え

て
、

次
章

で
詳

し
く
取

り
上

げ
ま

す
が

、
デ

ジ
タ

ル
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
（
D

X
）
が

推
進

さ
れ

て
い

ま
す

。
D

X
と

は
デ

ジ
タ

ル
化

に
よ

り
社

会
や

生
活

の
形

・
ス

タ
イ

ル
が

変
わ

る
こ

と
で

す
。

ユ
ー

ザ
ー

エ
ク

ス
ペ

リ
エ

ン
ス

（
U

X
）
を

重
視

し
た

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
や

人
材

育
成

の
必

要
性

が
叫

ば
れ

て
い

ま
す

。
ユ

ー
ザ

ー
体

験
の

デ
ザ

イ
ン

を
行

う
こ

と
が

企
業

に
と

っ
て

の
競

争
力

や
ユ

ー
ザ

ー
価

値
と

の
強

い
相

関
を

持
ち

、
市

場
か

ら
も

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
そ

の
た

め
の

考
え

方
、

哲
学

と
し

て
人

間
中

心
設

計
 (
H

u
m

an
 C

e
n
te

re
d
 

D
e
si

gn
) 

は
欠

く
こ

と
が

で
き

な
ま

せ
ん

。
さ

ら
に

、
い

わ
ゆ

る
「
顧

客
」
の

体
験

だ
け

で
な

く
、

そ
れ

を
 実

現
す

る
シ

ス
テ

ム
や

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

を
用

い
る

従
業

員
な

ど
の

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

の
た

め
の

デ
ザ

イ
ン

も
重

要
性

を
増

し
て

お
り

、
多

様
な

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

に
対

す
る

人
間

中
心

設
計

の
視

点
が

必
要

と
な

っ
て

い
ま

す
。

で
は

、
人

間
中

心
の

社
会

へ
向

け
て

、
設

計
の

方
法

や
考

え
方

は
ど

の
よ

う
に

変
化

す
る

の
で

し
ょ

う
か

。
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❷
こ

れ
か

ら
の

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

 

こ
れ

か
ら

の
設

計
者

に
求

め
ら

れ
る

能
力

高
度

人
材

育
成

の
た

め
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

案

2
-2

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン

経
済

産
業

省
：
高

度
デ

ザ
イ

ン
人

材
育

成
の

在
り

方
に

関
す

る
調

査
研

究
報

告
書

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

et
i.g

o.
jp

/m
et

i_
lib

/r
ep

or
t/

H3
0F

Y/
00

06
78

.p
df

能
力
分
野

求
め
ら
れ
る
能
力
・
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

デ
ザ
イ
ン

ス
キ
ル

•
U

X
デ
ザ
イ
ン

•
コ
ン
セ
プ
ト
の
可
視
化
（
ビ
ジ
ュ
ア
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）

•
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

哲
学

•
H

C
D

-人
間
中
心
設
計

•
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン

•
レ
ト
ロ
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
な
視
点

•
デ
ザ
イ
ン
の
歴
史
と
未
来
（
デ
ザ
イ
ン
の
価
値
／
倫
理
／
デ
ザ
イ
ン
と
デ
ザ
イ
ナ
ー

e
tc

.）

ア
ー
ト

•
ス
ペ
キ
ュ
ラ
テ
ィ
ブ
デ
ザ
イ
ン

•
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
（
批
判
的
思
考
）

•
伝
統
的
な
ア
ー
ト
教
育
（
観
察
・
思
索
・
創
造
）

ビ
ジ
ネ
ス

•
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
＆
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

•
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

•
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
事
業
の
仕
組
み
の
理
解

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

•
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ

•
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
成
果
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
）
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こ
れ

は
、

先
に

も
出

た
経

済
産

業
省

に
よ

る
高

度
デ

ザ
イ

ン
人

材
育

成
の

在
り

方
に

関
す

る
調

査
研

究
報

告
書

で
示

さ
れ

て
い

る
、

高
度

デ
ザ

イ
ン

人
材

育
成

の
た

め
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

案
で

す
。

高
度

デ
ザ

イ
ン

人
材

育
成

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

は
、

日
本

の
企

業
や

教
育

機
関

に
お

け
る

意
思

決
定

者
が

、
こ

れ
か

ら
の

社
会

に
必

要
な

高
度

デ
ザ

イ
ン

人
材

を
育

成
す

る
仕

組
み

や
環

境
を

創
る

際
の

手
引

き
 と

し
て

活
用

す
る

た
め

に
高

度
デ

ザ
イ

ン
人

材
育

成
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
は

作
成

さ
れ

ま
し

た
。

も
ち

ろ
ん

、
建

築
の

設
計

者
も

デ
ザ

イ
ナ

ー
で

す
。

前
項

で
学

ん
だ

S
o
c
ie

ty
5
.0

の
実

現
に

向
け

て
も

、
ま

た
、

建
築

主
を

主
体

と
し

た
設

計
を

行
っ

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
い

こ
と

は
明

ら
か

で
、

そ
の

方
法

を
設

計
者

が
身

に
つ

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
は

、
こ

こ
か

ら
も

わ
か

り
ま

す
。

で
は

具
体

的
に

身
に

つ
け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

哲
学

の
H

C
D

（
人

間
中

心
設

計
）
と

ス
キ

ル
の

U
X

デ
ザ

イ
ン

に
つ

い
て

、
そ

し
て

D
X
に

つ
い

て
も

次
の

項
で

は
見

て
お

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

36

❷
こ

れ
か

ら
の

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

人
を

中
心

と
し

た
設

計
：

人
間

中
心

設
計

（
H

C
D

）

人
間

中
心

設
計

の
6

原
則

国
際

規
格

「
IS

O
 9

2
4
1
-2

1
0
」

で
は

、
人

間
中

心
設

計
の

6
つ

の
原

則
と

し
て

以
下

が
示

さ
れ

て
い

る

1
.ユ

ー
ザ

ー
、

タ
ス

ク
及

び
環

境
の

明
確

な
理

解
に

基
づ

い
て

設
計

す
る

2
.設

計
及

び
開

発
の

全
体

を
通

し
て

ユ
ー

ザ
ー

が
関

与
す

る

3
.ユ

ー
ザ

ー
中

心
の

評
価

に
基

づ
い

て
設

計
を

方
向

付
け

、
改

良
す

る

4
.プ

ロ
セ

ス
を

繰
り

返
す

5
.ユ

ー
ザ

ー
エ

ク
ス

ペ
リ

エ
ン

ス
を

考
慮

し
て

設
計

す
る

6
.設

計
チ

ー
ム

に
様

々
な

専
門

分
野

の
技

能
及

び
視

点
を

も
つ

人
々

が
い

る

2
-2

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
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で
は

、
具

体
的

に
、

人
間

中
心

設
計

の
原

則
と

意
義

を
見

て
い

き
ま

し
ょ

う
。

国
際

規
格

「
IS

O
 9

2
4
1
-
2
1
0
」
で

は
、

人
間

中
心

設
計

の
6
つ

の
原

則
が

示
さ

れ
て

い
ま

す
。

1
. 
ユ

ー
ザ

ー
、

タ
ス

ク
及

び
環

境
の

明
確

な
理

解
に

基
づ

い
て

設
計

す
る

使
用

す
る

人
々

，
及

び
そ

れ
ら

の
使

用
に

よ
っ

て
（
直

接
的

又
は

間
接

的
に

）
影

響
を

受
け

る
可

能
性

の
あ

る
人

達
を

含
む

。
他

の
利

害
関

係
者

グ
ル

ー
プ

を
考

慮
し

て
設

計
さ

れ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

し
た

が
っ

て
，

関
係

す
る

全
て

の
ユ

ー
ザ

ー
及

び
利

害
関

係
者

グ
ル

ー
プ

を
特

定
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
利

用
状

況
は

要
求

事
項

を
確

立
す

る
た

め
の

主
な

情
報

源
で

あ
り

，
設

計
プ

ロ
セ

ス
に

不
可

欠
な

情
報

で
あ

る
。

2
. 
設

計
及

び
開

発
の

全
体

を
通

し
て

ユ
ー

ザ
ー

が
関

与
す

る
ユ

ー
ザ

ー
が

設
計

及
び

開
発

へ
関

与
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
，

現
在

の
利

用
状

況
及

び
タ

ス
ク

に
関

す
る

情
報

，
並

び
に

今
後

の
製

品
，

シ
ス

テ
ム

，
サ

ー
ビ

ス
を

ど
の

よ
う

に
使

い
た

い
か

と
い

う
情

報
に

関
す

る
有

益
な

情
報

源
が

も
た

ら
さ

れ
る

。
開

発
者

と
ユ

ー
ザ

ー
と

の
や

り
取

り
が

増
え

る
に

つ
れ

て
，

ユ
ー

ザ
ー

の
関

与
の

有
効

さ
が

高
ま

る
。

3
. 
ユ

ー
ザ

ー
中

心
の

評
価

に
基

づ
い

て
設

計
を

方
向

付
け

、
改

良
す

る
人

間
中

心
設

計
で

は
，

ユ
ー

ザ
ー

か
ら

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

が
重

要
な

情
報

源
の

一
つ

と
な

る
。

ユ
ー

ザ
ー

中
心

の
評

価
は

，
設

計
案

を
改

良
す

る
た

め
だ

け
で

な
く
，

要
求

事
項

が
満

た
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
た

め
に

製
品

の
最

終
的

な
受

容
性

確
認

の
一

環
と

し
て

も
行

わ
れ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
4
. 
プ

ロ
セ

ス
を

繰
り

返
す

一
般

的
に

プ
ロ

セ
ス

の
繰

返
し

（
次

の
人

間
中

心
設

計
の

プ
ロ

セ
ス

参
照

）
な

し
で

は
イ

ン
タ

ラ
ク

テ
ィ

ブ
シ

ス
テ

ム
の

最
適

な
設

計
は

達
成

で
き

な
い

。
一

般
的

に
プ

ロ
セ

ス
の

繰
返

し
な

し
で

は
イ

ン
タ

ラ
ク

テ
ィ

ブ
シ

ス
テ

ム
の

最
適

な
設

計
は

達
成

で
き

な
い

。
ユ

ー
ザ

ー
視

点
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
は

，
想

定
さ

れ
る

利
用

状
況

を
更

新
す

る
た

め
，

要
求

事
項

を
改

訂
す

る
た

め
及

び
提

案
さ

れ
た

設
計

案
を

改
良

す
る

た
め

に
使

用
さ

れ
る

5
. 
ユ

ー
ザ

ー
エ

ク
ス

ペ
リ

エ
ン

ス
を

考
慮

し
て

設
計

す
る

ユ
ー

ザ
ー

エ
ク

ス
ペ

リ
エ

ン
ス

は
，

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

及
び

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

両
方

の
イ

ン
タ

ラ
ク

テ
ィ

ブ
シ

ス
テ

ム
の

提
示

，
機

能
，

シ
ス

テ
ム

の
性

能
，

イ
ン

タ
ラ

ク
シ

ョ
ン

及
び

支
援

機
能

の
結

果
で

あ
る

。
そ

れ
は

ま
た

，
ユ

ー
ザ

ー
の

事
前

の
経

験
，

態
度

，
技

能
，

習
慣

及
び

性
格

の
結

果
で

も
あ

る
。

ユ
ー

ザ
ビ

リ
テ

ィ
は

，
製

品
を

使
い

や
す

く
す

る
こ

と
だ

け
を

意
味

す
る

と
い

う
一

般
的

な
誤

解
が

あ
る

。
し

か
し

，
J
IS

 Z
 8

5
2
1
に

お
け

る
ユ

ー
ザ

ビ
リ

テ
ィ

の
概

念
は

広
く
、

ユ
ー

ザ
ー

の
個

人
的

な
目

標
の

観
点

か
ら

解
釈

す
る

と
き

，
ユ

ー
ザ

ー
エ

ク
ス

ペ
リ

エ
ン

ス
に

典
型

的
に

関
係

す
る

知
覚

的
及

び
感

情
的

な
側

面
に

関
す

る
も

の
だ

け
で

な
く
職

務
の

満
足

度
及

び
単

調
さ

の
排

除
の

問
題

も
含

ん
で

い
る

。
6
. 
設

計
チ

ー
ム

に
様

々
な

専
門

分
野

の
技

能
及

び
視

点
を

も
つ

人
々

が
い

る
設

計
チ

ー
ム

は
，

大
規

模
で

あ
る

必
要

は
な

い
が

適
切

な
時

期
に

設
計

及
び

実
装

の
ト

レ
ー

ド
オ

フ
の

決
定

を
協

力
し

て
行

う
上

で
十

分
に

多
様

で
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

，
広

範
囲

な
技

能
を

備
え

た
チ

ー
ム

メ
ン

バ
に

よ
る

，
や

り
取

り
及

び
共

同
作

業
か

ら
生

み
出

さ
れ

る
創

意
工

夫
及

び
ア

イ
デ

ア
か

ら
成

果
を

得
る

。
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❷
こ

れ
か

ら
の

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

人
を

中
心

と
し

た
設

計
：

人
間

中
心

設
計

（
H

C
D

）

人
間

中
心

設
計

の
プ

ロ
セ

ス
IS

O
9
2
4
1
-2

1
0
/J

IS
 Z

8
5
3
0
に

お
け

る
H

C
D

の
活

動
と

プ
ロ

セ
ス

2
-2

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
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次
に

人
間

中
心

設
計

の
４

つ
の

基
本

プ
ロ

セ
ス

を
見

て
み

ま
し

ょ
う

。
図

に
あ

る
よ

う
に

、
a.

 利
用

状
況

の
把

握
及

び
明

示
、

b
. 
ユ

ー
ザ

ー
要

求
事

項
の

明
示

、
c
. 設

計

案
の

作
成

、
d
. 
設

計
の

評
価

そ
れ

を
繰

り
返

し
て

い
く
図

と
な

り
ま

す
。

J
IS

で
は

人
間

中
心

設
計

つ
ま

り
人

間
中

心
の

視
点

で
製

品
・
シ

ス
テ

ム
・
サ

ー
ビ

ス
を

開
発

す
る

た
め

の
基

本
的

な
活

動
お

よ
び

プ
ロ

セ
ス

が
J
IS

 Z
8
5
3
0
で

規
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
さ

ら
に

近
年

で
は

，
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

の
活

動
に

加
え

，
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

責
任

所
在

を
明

確
に

し
，

組
織

と
し

て
実

行
す

る
，

IS
O

9
2
4
1
-
2
2
0
の

プ
ロ

セ
ス

モ
デ

ル
／

プ
ロ

セ
ス

カ
テ

ゴ
リ

が
用

い
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
て

い
ま

す
。

人
間

中
心

設
計

を
行

う
場

合
、

建
築

の
必

要
性

が
特

定
さ

れ
，

人
間

中
心

設
計

の
開

発
を

行
う

こ
と

を
決

定
し

た
時

点
で

全
て

の
イ

ン
タ

ラ
ク

テ
ィ

ブ
シ

ス
テ

ム
の

設
計

に
お

い
て

，
次

の
四

つ
の

つ
な

が
り

の
あ

る
人

間
中

心
設

計
活

動
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
リ

ま
せ

ん
。
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❷
こ

れ
か

ら
の

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

人
の

体
験

を
デ

ザ
イ

ン
す

る
U

X
デ

ザ
イ

ン
U

X
:ユ

ー
ザ

ー
エ

ク
ス

ペ
リ

エ
ン

ス
u

se
r 

e
x
p

e
ri

e
n

ce

製
品

、
シ

ス
テ

ム
又

は
サ

ー
ビ

ス
の

使
用

及
び

／
又

は
使

用
を

想
定

し
た

こ
と

に
よ

っ
て

生
じ

る
個

人
の

知
覚

及
び

反
応

。
 

注
記

１
：

使
用

前
，

使
用

中
及

び
使

用
後

に
生

じ
る

ユ
ー

ザ
ー

の
感

情
、

信
念

、
し

好
、

知
覚

、
身

体
的

及
び

心
理

的
 反

応
、

行
動

な
ど

そ
の

結
果

の
全

て
を

含
む

。
 

注
記

２
：

ブ
ラ

ン
ド

イ
メ

ー
ジ

，
提

示
，

機
能

，
シ

ス
テ

ム
の

性
能

，
イ

ン
タ

ラ
ク

テ
ィ

ブ
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
イ

ン
 タ

ラ
ク

シ
ョ

ン
及

び
支

援
機

能
，

事
前

の
経

験
・

態
度

・
技

能
及

び
人

格
か

ら
生

じ
る

ユ
ー

ザ
ー

の
内

的
及

 び
身

体
的

な
状

態
，

並
び

に
利

用
状

況
，

こ
れ

ら
の

要
因

に
よ

っ
て

影
響

を
受

け
る

。

注
記

3
 :

 ユ
ー

ザ
ビ

リ
テ

ィ
は

，
ユ

ー
ザ

ー
の

個
人

的
な

目
標

の
観

点
か

ら
解

釈
さ

れ
た

と
き

，
通

常
は

ユ
ー

ザ
ー

エ
 ク

ス
ペ

リ
エ

ン
ス

と
結

び
付

い
た

知
覚

及
び

感
情

的
側

面
の

類
を

含
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

IS
O

 9
2
4
1
-2

1
0
:2

0
1
0
 （

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

シ
ス

テ
ム

の
人

間
中

心
設

計
）

2
.1

5
 参

照

2
-2

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
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ユ
ー

ザ
ー

エ
ク

ス
ペ

リ
エ

ン
ス

（
u
se

r 
e
xp

e
ri
e
n
c
e
）
と

は
「
製

品
、

シ
ス

テ
ム

又
は

サ
ー

ビ
ス

の
使

用
及

び
／

又
は

使
用

を
想

定
し

た
こ

と
に

よ
っ

て
生

じ
る

個
人

の
知

覚
及

び
反

応
」
 と

あ
り

ま
す

。
注

記
１

に
は

「
使

用
前

，
使

用
中

及
び

使
用

後
に

生
じ

る
ユ

ー
ザ

ー
の

感
情

、
信

念
、

し
好

、
知

覚
、

身
体

的
及

び
心

理
的

反
応

、
行

動
な

ど
そ

の
結

果
の

全
て

を
含

む
」と

あ
り

ま
す

。
 こ

れ
を

導
き

、
評

価
を

出
す

た
め

に
は

ど
う

し
た

ら
よ

い
の

で
し

ょ
う

。
ま

た
、

注
記

２
に

は
「
ブ

ラ
ン

ド
イ

メ
ー

ジ
，

提
示

，
機

能
，

シ
ス

テ
ム

の
性

能
，

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

イ
ン

タ
ラ

ク
シ

ョ
ン

及
び

支
援

機
能

，
事

前
の

経
験

・
態

度
・
技

能
及

び
人

格
か

ら
生

じ
る

ユ
ー

ザ
ー

の
内

的
及

び
身

体
的

な
状

態
，

並
び

に
利

用
状

況
，

こ
れ

ら
の

要
因

に
よ

っ
て

影
響

を
受

け
る

。
」

と
あ

り
ま

す
。

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

と
は

相
互

作
用

と
な

り
ま

す
。

与
え

与
え

ら
れ

る
関

係
の

中
で

生
じ

る
影

響
を

考
慮

す
る

と
い

う
こ

と
で

す
。

こ
れ

ら
を

総
合

的
に

見
る

と
、

体
験

に
価

値
を

与
え

、
そ

こ
に

経
験

や
意

味
を

与
え

、
体

験
を

提
供

す
る

。
つ

ま
り

、
ユ

ー
ザ

ー
を

中
心

と
し

た
デ

ザ
イ

ン
、

も
の

づ
く
り

を
す

る
と

い
う

こ
と

に
な

り
ま

す
。

39
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❷
こ

れ
か

ら
の

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
U

X
デ

ザ
イ

ン
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン

2
-2

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン

BI
M

の
か

た
ち

 S
oc

ie
ty

5.
0へ

つ
な

が
る

建
築

知
：
日

本
建

築
学

会
編

,彰
国

社
, 2

01
9 

pp
.1

84
 

つ
か

い
手

と
つ

く
り

手
が

シ
ン

ク
ロ

す
る

意
思

決
定

ア
プ

ロ
ー

チ

40

体
験

に
価

値
を

与
え

、
そ

こ
に

経
験

や
意

味
を

与
え

、
体

験
を

提
供

す
る

。
つ

ま
り

、
ユ

ー
ザ

ー
を

中
心

と
し

た
デ

ザ
イ

ン
、

も
の

づ
く
り

を
し

て
い

く
た

め
に

、
こ

れ
か

ら
の

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
何

を
し

た
ら

よ
い

の
で

し
ょ

う
か

。
建

築
に

お
い

て
、

そ
の

社
会

的
価

値
を

決
め

る
の

は
企

画
・計

画
段

階
に

あ
る

と
考

え
ま

す
。

そ
の

た
め

、
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
い

て
U

X
デ

ザ
イ

ン
を

考
え

た
時

、
企

画
段

階
で

自
然

・社
会

・
生

活
環

境
の

情
報

を
調

査
・
分

析
し

、
段

階
的

な
意

思
決

定
を

実
践

し
て

い
く
中

で
、

U
X
デ

ザ
イ

ン
を

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
組

み
込

ん
で

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
例

え
ば

、
図

は
企

画
・
建

築
計

画
の

プ
ロ

セ
ス

か
ら

建
築

設
計

へ
と

展
開

す
る

フ
ロ

ー
を

模
式

化
し

た
も

の
で

す
。

つ
く
り

手
は

、
建

築
を

オ
ブ

ジ
ェ

ク
ト

指
向

で
モ

ノ
と

コ
ト

の
関

係
を

可
視

化
、

つ
く
り

方
や

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

多
角

的
に

示
し

ま
す

。
つ

か
い

手
は

そ
れ

に
応

じ
て

理
解

を
深

め
意

見
を

述
べ

ま
す

。
 V

R
で

設
計

中
の

モ
デ

ル
を

体
験

は
第

三
者

と
の

意
思

交
流

に
効

果
的

で
、

つ
く
り

手
は

双
方

向
に

つ
か

い
手

と
交

流
し

、
ア

ナ
ロ

グ
と

デ
ザ

イ
タ

ル
を

往
復

し
つ

つ
新

た
な

空
間

を
つ

く
り

だ
し

ま
す

。
こ

の
こ

と
に

よ
り

、
つ

か
い

手
で

あ
る

ユ
ー

ザ
ー

で
あ

る
建

築
主

の
体

験
は

デ
ザ

イ
ン

さ
れ

、
U

X
デ

ザ
イ

ン
を

導
入

で
き

て
い

ま
す

。
つ

ま
り

、
U

X
デ

ザ
イ

ン
と

は
、

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
新

し
い

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
の

方
法

と
な

り
ま

す
。

同
時

に
建

築
主

を
主

体
と

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

る
こ

と
が

で
き

る
、

つ
ま

り
こ

れ
は

ひ
と

つ
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
の

方
法

と
い

う
こ

と
に

な
り

ま
す

。
こ

れ
を

可
能

に
し

て
い

る
の

が
、

B
IM

と
い

う
ツ

ー
ル

で
す

。
こ

の
B

IM
に

つ
い

て
は

次
章

で
詳

し
く
み

て
い

き
ま

す
。

40
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建

設
D

X
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ケ
ー

シ
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ル

❶
建

設
産

業
の

課
題

と
デ

ジ
タ

ル
技

術
❷

デ
ジ

タ
ル

技
術

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

❸
建

設
D

X
に

お
け

る
コ

ニ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
と

は

3
-2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
事

例
：

B
IM

に
活

用
さ

れ
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

❶
B

IM
と

は
❷

B
IM

に
よ

る
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
❸

B
IM

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
方

法

3
-3

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

②
事

例
：

M
in

e
cr

a
ft

に
よ

る
建

築
デ

ザ
イ

ン
❶

M
in

e
cr

a
ft

（
マ

イ
ン

ク
ラ

フ
ト

）
と

は
❷

M
in

e
cr

a
ft

で
作

成
さ

れ
た

建
築

❸
M

in
e
cr

a
ft

に
よ

る
建

築
デ

ザ
イ

ン
❹

M
in

e
cr

a
ft

の
活

用
方

法
❺

M
in

e
cr

a
ft

の
建

築
デ

ザ
イ

ン
と

意
匠

権
❻

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

３
 

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用

41
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❶
建

設
産

業
の

課
題

と
デ

ジ
タ

ル
技

術

建
設

産
業

の
生

産
性

高
齢

化
、

長
時

間
労

働
、

生
産

性
の

低
さ

、
中

長
期

の
担

い
手

不
足

、
国

内
市

場
の

縮
小

建
設

産
業

の
生

産
性

は
他

産
業

に
比

べ
て

著
し

く
低

い
・

規
模

が
大

き
い

・
外

部
で

の
作

業
は

天
候

に
大

き
く

左
右

さ
れ

る
・

仮
設

資
材

以
外

の
材

料
の

使
い

回
し

が
難

し
い

・
請

負
契

約
が

基
本

で
、

生
産

体
制

が
、

元
請

け
・

下
請

け
・

孫
請

け
に

よ
る

ツ
リ

ー
構

造

建
築

産
業

の
生

産
性

関
係

者
が

多
岐

に
わ

た
り

利
害

が
一

致
し

な
い

→
情

報
共

有
が

建
設

業
よ

り
一

層
困

難
→

情
報

共
有

の
程

度
が

低
い

＝
生

産
性

の
向

上
が

困
難

、
新

た
な

価
値

の
発

見
も

困
難

３
-1

 
建

設
D

X
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

42

建
設

産
業

の
生

産
性

は
他

産
業

に
比

べ
て

著
し

く
低

い
と

さ
れ

て
い

ま
す

。
単

一
受

注
生

産
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
現

場
作

業
の

標
準

化
、

合
理

化
が

難
し

い
と

い
う

の
が

そ
の

理
由

の
一

つ
で

す
。

規
模

が
大

き
く
、

外
部

で
の

作
業

は
天

候
に

大
き

く
左

右
さ

れ
、

仮
設

資
材

以
外

の
材

料
の

使
い

回
し

も
難

し
い

、
仕

事
の

成
果

に
対

す
る

報
酬

で
あ

る
請

負
契

約
が

基
本

で
、

生
産

体
制

が
、

元
請

け
・
下

請
け

・
孫

請
け

に
よ

る
ツ

リ
ー

構
造

と
な

る
こ

と
が

お
く
、

人
材

の
階

層
構

造
に

よ
っ

て
成

立
す

る
シ

ス
テ

ム
で

あ
る

以
上

、
人

材
不

足
が

予
見

さ
れ

る
現

状
で

は
、

そ
の

生
産

性
へ

の
改

善
は

見
込

め
な

い
か

ら
で

す
。

建
設

産
業

の
問

題
を

抱
え

な
が

ら
、

建
築

産
業

は
関

係
者

が
多

岐
に

わ
た

り
利

害
が

一
致

せ
ず

、
情

報
共

有
が

建
設

業
よ

り
一

層
困

難
に

な
っ

て
い

ま
す

。
情

報
共

有
の

程
度

が
低

い
ま

ま
だ

と
、

新
た

な
価

値
を

発
見

す
る

な
ど

、
生

産
性

の
向

上
へ

の
兆

し
を

見
い

だ
す

こ
と

が
で

き
ず

、
生

産
性

の
向

上
は

困
難

と
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

42

❶
建

設
産

業
の

課
題

と
デ

ジ
タ

ル
技

術

建
設

産
業

の
課

題

①
建

設
技

能
者

（
職

人
）

大
量

離
職

問
題

②
時

間
外

労
働

（
残

業
時

間
の

上
限

規
制

）

少
子

高
齢

化
の

労
働

力
不

足
の

慢
性

化
高

齢
化

す
る

技
能

者
の

技
術

の
伝

承
と

若
手

技
能

者
（

後
継

者
）

の
育

成
は

切
実

建
設

投
資

の
低

迷
、

コ
ス

ト
競

争
の

激
化

、
利

益
率

の
低

下
、

顧
客

ニ
ー

ズ
の

多
様

化
→

デ
ジ

タ
ル

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
導

入
が

望
ま

れ
て

い
る

建
築

産
業

の
課

題

情
報

共
有

の
円

滑
化

43
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建
設

産
業

の
課

題
と

し
て

、
①

建
設

技
能

者
（
職

人
）
大

量
離

職
問

題
②

時
間

外
労

働
（
残

業
時

間
の

上
限

規
制

）
が

あ
り

ま
す

。
少

子
高

齢
化

の
労

働
力

不
足

の
慢

性
化

、
高

齢
化

す
る

技
能

者
の

技
術

の
伝

承
と

若
手

技
能

者
（
後

継
者

）
の

育
成

は
切

実
で

す
。

ま
た

、
建

設
投

資
の

低
迷

、
コ

ス
ト

競
争

の
激

化
、

利
益

率
の

低
下

、
顧

客
ニ

ー
ズ

の
多

様
化

か
ら

、
デ

ジ
タ

ル
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

導
入

が
望

ま
れ

て
い

る
状

況
で

す
。

建
築

産
業

の
課

題
は

、
建

設
産

業
の

課
題

に
さ

ら
に

情
報

共
有

の
円

滑
化

が
挙

げ
ら

れ
ま

す
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

わ
る

多
く
の

人
た

ち
が

情
報

共
有

を
円

滑
に

で
き

る
よ

う
に

、
情

報
の

デ
ジ

タ
ル

化
を

急
速

に
進

め
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。
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❶
建

設
産

業
の

課
題

と
デ

ジ
タ

ル
技

術

最
近

の
建

設
業

を
巡

る
状

況
に

つ
い

て
国

土
交

通
省

44
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建

設
D

X
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

こ
ち

ら
は

建
設

投
資

、
許

可
業

者
数

及
び

就
業

者
数

の
推

移
で

す
。

建
設

業
就

業
者

数
は

約
5
0
0
万

人
で

推
移

。
ピ

ー
ク

時
か

ら
約

2
8
%
減

と
な

っ
て

い
ま

す
。

44

❶
建

設
産

業
の

課
題

と
デ

ジ
タ

ル
技

術

最
近

の
建

設
業

を
巡

る
状

況
に

つ
い

て
国

土
交

通
省

45

３
-1

 
建

設
D

X
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

建
設

就
業

者
の

高
齢

化
の

進
行

建
設

業
就

業
者

は
、

5
5
歳

以
上

が
約

3
6
%
、

2
9
歳

以
下

が
約

1
2
%
と

 高
齢

化
が

進
行

し
、

次
世

代
へ

の
技

術
承

継
が

大
き

な
課

題
で

す
。

 
※

実
数

ベ
ー

ス
で

は
、

建
設

業
就

業
者

数
の

う
ち

令
和

元
年

と
比

較
し

て
 5

5
歳

以
上

が
約

1
万

人
増

加
(2

9
歳

以
下

は
増

減
な

し
)。
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❶
建

設
産

業
の

課
題

と
デ

ジ
タ

ル
技

術

最
近

の
建

設
業

を
巡

る
状

況
に

つ
い

て
国

土
交

通
省 46
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年
間

の
総

実
労

働
時

間
に

 つ
い

て
は

、
全

産
業

と
比

べ
 て

3
6
0
時

間
以

上
(約

2
割

) 
長

く
な

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
1
0
年

程
前

と
比

 べ
て

、
全

産
業

で
は

約
2
6
6
 時

間
減

少
し

て
い

る
も

の
の

、
 建

設
業

は
約

4
0
時

間
減

少
と

 減
少

幅
が

小
さ

く
な

っ
て

い
ま

す
。

 
ま

た
、

建
設

工
事

全
体

で
は

、
技

術
者

の
 約

4
割

が
4
週

4
休

以
下

で
就

業
し

て
い

る
状

況
で

す
。
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❶
建

設
産

業
の

課
題

と
デ

ジ
タ

ル
技

術

建
設

産
業

の
生

産
性

を
向

上
さ

せ
る

IT
に

よ
っ

て
企

業
経

営
の

状
態

を
一

元
的

に
数

値
化

・
可

視
化

実
行

予
算

が
効

率
的

、
合

理
的

に
分

配
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
こ

と
↓ 分

業
化

・
専

業
化

し
て

い
た

、
経

営
・

工
事

・
購

買
・

営
業

の
各

業
務

一
元

的
に

関
係

づ
け

る
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

力
が

必
要

↓ 建
設

産
業

に
閉

じ
ず

、
異

分
野

、
多

領
域

と
連

携
し

て
業

務
を

確
立

デ
ジ

タ
ル

フ
ァ

ブ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

活
用

47
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建

設
D

X
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

建
設

業
の

生
産

性
は

他
の

産
業

と
比

べ
て

も
著

し
く
低

い
と

さ
れ

て
い

ま
す

。
単

品
受

注
生

産
で

、
現

場
の

標
準

化
、

合
理

化
が

難
し

い
と

い
う

の
が

理
由

の
一

つ
に

挙
げ

ら
れ

て
い

ま
す

。
さ

ら
に

、
先

に
も

み
て

き
ま

し
た

が
、

高
齢

化
す

る
技

能
者

の
技

術
の

伝
承

と
、

若
手

の
技

能
者

の
育

成
は

、
解

決
を

急
が

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

こ
の

現
状

を
よ

く
す

る
た

め
に

は
、

デ
ジ

タ
ル

化
を

迅
速

に
行

う
こ

と
が

必
要

で
す

。
建

設
産

業
の

生
産

を
向

上
さ

せ
る

た
め

に
は

、
IT

に
よ

っ
て

企
業

経
営

の
状

態
を

一
元

的
に

数
値

化
・
可

視
化

し
、

実
行

予
算

が
効

率
的

、
合

理
的

に
分

配
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
と

こ
ろ

か
ら

始
め

、
こ

れ
ま

で
分

業
化

・専
業

化
し

て
い

た
、

経
営

・
工

事
・
購

買
・
営

業
の

各
業

務
を

一
元

的
に

関
係

づ
け

る
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

力
が

必
要

と
な

り
ま

す
。

工
事

情
報

と
し

て
の

B
IM

モ
デ

ル
は

、
経

営
・
購

買
・
営

業
と

紐
づ

け
ら

れ
、

統
合

的
な

業
務

体
系

を
構

築
す

る
基

盤
と

な
り

ま
す

建
設

産
業

に
閉

じ
ず

、
異

分
野

、
多

領
域

と
連

携
し

て
業

務
を

確
立

す
る

時
代

が
き

て
い

ま
す

。
そ

れ
に

は
デ

ジ
タ

ル
デ

ー
タ

を
も

と
に

創
造

物
を

制
作

す
る

技
術

、
デ

ジ
タ

ル
フ

ァ
ブ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
活

用
が

必
要

で
す

。
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で
は

具
体

的
に

デ
ジ

タ
ル

技
術

に
よ

っ
て

ど
の

よ
う

な
こ

と
が

可
能

に
な

る
の

で
し

ょ
う

か
。

ま
ず

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

に
つ

い
て

み
て

い
き

ま
す

。
国

土
交

通
省

で
は

、
「
建

設
生

産
プ

ロ
セ

ス
(設

計
・
施

工
等

)に
お

い
て

、
受

発
注

者
間

や
現

場
の

受
注

者
間

等
の

関
係

者
間

で
3
 次

元
等

の
デ

ジ
タ

ル
デ

ー
タ

や
デ

ジ
タ

ル
デ

バ
イ

ス
の

活
用

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
作

業
の

効
率

化
・
高

度
化

・
省

力
化

や
作

業
員

や
住

民
等

の
安

全
性

や
利

便
性

を
向

上
さ

せ
る

と
と

も
に

、
従

来
以

上
の

関
係

者
間

(例
:

受
発

注
者

間
や

地
域

住
民

等
)の

理
解

促
進

・
合

意
形

成
の

円
滑

化
・
効

率
化

を
目

指
す

。
」
と

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
働

き
か

た
改

革
に

つ
い

て
は

、
「
施

工
現

場
に

い
な

く
て

も
建

設
機

械
が

自
動

・
自

律
施

工
を

し
、

出
来

形
・
品

質
検

査
等

も
自

動
化

、
遠

 隔
化

を
可

能
と

す
る

こ
と

で
、

建
設

従
事

者
の

肉
体

的
・
精

神
的

な
負

担
軽

減
、

省
人

化
・
従

事
時

間
の

短
 縮

に
つ

な
げ

る
。

ま
た

、
工

事
を

効
率

化
し

、
確

実
性

や
作

業
精

度
の

向
上

を
図

る
。

こ
う

し
た

取
組

を
通

じ
て

生
産

性
向

上
や

現
場

環
境

の
改

善
(安

全
性

向
上

)な
ど

に
つ

な
げ

る
と

と
も

に
、

 建
設

従
事

者
の

業
務

・
働

き
方

を
新

3
K
(給

与
・
休

暇
・
希

望
)に

向
け

て
変

革
し

、
若

手
入

職
者

の
確

 
保

に
繋

げ
て

い
く
。

」と
し

て
い

ま
す

。

❶
建

設
産

業
の

課
題

と
デ

ジ
タ

ル
技

術

デ
ジ

タ
ル

技
術

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

建
設

生
産

プ
ロ

セ
ス

(設
計

・
施

工
等

)に
お

い
て

、
受

発
注

者
間

や
現

場
の

受
注

者
間

等
の

関
係

者
間

で
3
 次

元
等

の
デ

ジ
タ

ル
デ

ー
タ

や
デ

ジ
タ

ル
デ

バ
イ

ス
の

活
用

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
作

業
の

効
率

化
・

高
度

化
・

省
力

化
や

作
業

員
や

住
民

等
の

安
全

性
や

利
便

性
を

向
上

さ
せ

る
と

と
も

に
、

従
来

以
上

の
関

係
者

間
(例

:受
発

注
者

間
や

地
域

住
民

等
)の

理
解

促
進

・
合

意
形

成
の

円
滑

化
・

効
率

化
を

目
指

す
。

デ
ジ

タ
ル

技
術

に
よ

る
働

き
方

改
革

施
工

現
場

に
い

な
く

て
も

建
設

機
械

が
自

動
・

自
律

施
工

を
し

、
出

来
形

・
品

質
検

査
等

も
自

動
化

、
遠

 
隔

化
を

可
能

と
す

る
こ

と
で

、
建

設
従

事
者

の
肉

体
的

・
精

神
的

な
負

担
軽

減
、

省
人

化
・

従
事

時
間

の
短

 縮
に

つ
な

げ
る

。
ま

た
、

工
事

を
効

率
化

し
、

確
実

性
や

作
業

精
度

の
向

上
を

図
る

。
こ

う
し

た
取

組
を

通
じ

て
生

産
性

向
上

や
現

場
環

境
の

改
善

(安
全

性
向

上
)な

ど
に

つ
な

げ
る

と
と

も
に

、
 建

設
従

事
者

の
業

務
・

働
き

方
を

新
3
K
(給

与
・

休
暇

・
希

望
)に

向
け

て
変

革
し

、
若

手
入

職
者

の
確

 保
に

繋
げ

て
い

く
。

国
土

交
通

省
：

イ
ン

フ
ラ

分
野

の
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン 48

３
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コ
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シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

❷
デ

ジ
タ

ル
技

術
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン

デ
ジ

タ
ル

化
を

起
因

と
し

た
社

会
シ

ス
テ

ム
の

変
化

を
背

景
に

し
た

建
築

の
つ

く
り

方
の

変
化

こ
れ

ま
で

つ
く

り
手

の
論

理
を

優
先

し
て

気
づ

か
れ

て
き

た
生

産
プ

ロ
セ

ス
物

理
的

な
資

源
配

分
を

中
心

と
し

た
生

産
・

流
通

・
消

費
の

ス
タ

イ
ル

物
質

的
な

環
境

と
し

て
の

「
モ

ノ
」

づ
く

り
↓ こ

れ
か

ら

つ
か

い
手

優
先

の
視

点
に

立
っ

た
も

の
づ

く
り

可
変

的
な

情
報

体
系

の
操

作
に

よ
っ

て
価

値
を

や
り

取
り

す
る

シ
ス

テ
ム

に
再

編
つ

か
い

手
の

要
求

を
具

現
化

す
る

機
能

や
サ

ー
ビ

ス
と

し
て

の
「

コ
ト

」
づ

く
り

の
か

た
ち

へ
つ

な
が

る
建

築
知

：
日

本
建

築
学

会
編

彰
国

社
参

照 49

３
-1

 
建

設
D

X
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

デ
ジ

タ
ル

化
を

起
因

と
し

た
社

会
シ

ス
テ

ム
の

変
化

を
背

景
に

し
た

建
築

の
つ

く
り

方
の

変
化

を
背

景
に

、
こ

れ
ま

で
の

つ
く
り

手
の

論
理

を
優

先
し

て
気

づ
か

れ
て

き
た

生
産

プ
ロ

セ
ス

か
ら

つ
か

い
手

優
先

の
視

点
に

立
っ

た
も

の
づ

く
り

へ
と

見
直

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

れ
ま

で
の

慣
行

的
な

プ
ロ

セ
ス

は
、

物
理

的
な

資
源

配
分

を
中

心
と

し
た

生
産

・
流

通
・
消

費
の

ス
タ

イ
ル

か
ら

、
可

変
的

な
情

報
体

系
の

操
作

に
よ

っ
て

価
値

を
や

り
取

り
す

る
シ

ス
テ

ム
に

再
編

さ
れ

て
い

き
ま

す
。

こ
れ

か
ら

は
新

築
を

前
提

と
せ

ず
、

既
存

活
用

（
ス

ト
ッ

ク
）
か

ら
事

業
検

討
す

る
事

例
も

増
え

て
、

そ
の

傾
向

は
一

層
強

ま
っ

て
い

く
こ

と
が

予
想

さ
れ

ま
す

。
そ

う
な

る
と

建
築

は
、

物
質

的
な

環
境

と
し

て
の

「モ
ノ

」
づ

く
り

だ
け

で
な

く
、

つ
か

い
手

の
要

求
を

具
現

化
す

る
機

能
や

サ
ー

ビ
ス

と
し

て
の

「
コ

ト
」
づ

く
り

を
意

識
し

た
も

の
に

な
る

だ
ろ

う
。
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❷
デ

ジ
タ

ル
技

術
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン

建
築

主
に

選
ば

れ
る

パ
ー

ト
ナ

ー
へ

建
築

主
の

立
場

か
ら

市
場

・
経

営
・

運
営

・
管

理
を

総
じ

て
判

断
で

き
る

建
築

の
専

門
家

は
希

少

→
機

能
・

サ
ー

ビ
ス

の
可

視
化

イ
メ

ー
ジ

す
る

利
益

を
双

方
で

情
報

共
有

す
る

可
視

化
技

術

建
築

主
が

求
め

る
建

築
が

ど
う

い
っ

た
要

素
と

連
関

す
る

の
か

↓ わ
か

り
や

す
く

三
次

元
的

、
四

次
元

的
に

示
す

↓ そ
れ

を
媒

体
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

す
る

こ
と

が
必

要

建
築

主
の

方
向

性
を

よ
り

わ
か

り
や

す
く

示
せ

る
者

が
パ

ー
ト

ナ
ー

と
し

て
選

ば
れ

る

の
か

た
ち

へ
つ

な
が

る
建

築
知

：
日

本
建

築
学

会
編

彰
国

社
参

照 50

３
-1

 
建

設
D

X
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

デ
ジ

タ
ル

化
を

起
因

と
し

た
社

会
シ

ス
テ

ム
の

変
化

を
背

景
に

し
た

建
築

の
つ

く
り

方
の

変
化

が
建

築
主

を
主

体
と

し
た

つ
く
ら

れ
方

へ
と

変
容

し
て

い
く
中

、
つ

く
り

手
側

は
建

築
主

に
選

ば
れ

る
パ

ー
ト

ナ
ー

と
な

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
で

は
、

建
築

主
は

、
自

ら
望

む
機

能
や

サ
ー

ビ
ス

を
具

体
的

に
イ

メ
ー

ジ
ま

せ
ん

し
、

判
断

で
き

ま
せ

ん
。

そ
こ

で
つ

く
り

手
側

の
知

見
や

技
術

が
必

要
と

さ
れ

ま
す

が
、

モ
ノ

を
つ

く
る

思
考

に
慣

れ
た

つ
く
り

手
で

は
そ

の
パ

ー
ト

ナ
ー

は
務

ま
り

ま
せ

ん
。

実
際

の
と

こ
ろ

、
つ

か
い

手
側

に
立

っ
て

、
市

場
・
経

営
・
運

営
・
管

理
を

総
じ

て
判

断
で

き
る

建
築

専
門

家
は

希
少

で
し

ょ
う

。
そ

こ
で

必
要

と
な

る
の

が
、

機
能

・
サ

ー
ビ

ス
の

可
視

化
、

で
建

築
主

が
イ

メ
ー

ジ
を

情
報

共
有

し
、

建
築

主
が

求
め

る
建

築
が

ど
う

い
っ

た
要

素
と

連
関

す
る

の
か

、
わ

か
り

や
す

く
三

次
元

的
、

四
次

元
的

に
示

し
、

そ
れ

を
媒

体
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

す
る

こ
と

が
必

要
と

な
リ

ま
す

。
建

築
主

の
方

向
性

を
よ

り
わ

か
り

や
す

く
示

せ
る

者
が

パ
ー

ト
ナ

ー
と

し
て

選
ば

れ
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

50

❷
デ

ジ
タ

ル
技

術
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン

建
築

主
に

理
解

さ
れ

る
も

の
づ

く
り

の
組

織
へ

建
築

主
が

求
め

た
建

築
、

そ
し

て
そ

の
価

値
を

提
供

で
き

て
い

る
の

か
？

建
築

主
そ

れ
ぞ

れ
の

事
情

や
思

惑
に

そ
う

機
能

や
サ

ー
ビ

ス
提

供
が

実
現

で
き

て
い

る
の

か
？

設
計

・
施

工
・

運
営

・
維

持
管

理
の

各
フ

ェ
ー

ズ
に

お
け

る
不

整
合

の
事

例
つ

か
い

手
と

つ
く

り
手

の
齟

齬

効
率

的
な

協
業

体
制

各
局

面
に

お
け

る
無

駄
の

排
除

効
果

的
な

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン

設
計

・
施

工
・

建
築

主
を

つ
な

ぐ
シ

ス
テ

ム
建

築
主

と
も

協
働

す
る

シ
ス

テ
ム

の
か

た
ち

へ
つ

な
が

る
建

築
知

：
日

本
建

築
学

会
編

彰
国

社
参

照 51
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こ
れ

は
、

設
計

段
階

だ
け

で
な

く
、

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

全
体

に
関

わ
り

、
建

築
主

に
理

解
さ

れ
る

も
の

づ
く
り

の
組

織
と

し
て

つ
く
り

手
側

の
体

制
を

整
え

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
に

は
、

現
在

の
建

設
業

は
、

建
築

主
が

求
め

た
建

築
、

そ
し

て
そ

の
価

値
を

提
供

で
き

て
い

る
で

し
ょ

う
か

。
ゼ

ネ
コ

ン
の

も
の

づ
く
り

は
総

合
的

で
ス

キ
が

な
く
、

高
度

な
技

術
の

集
積

で
あ

る
こ

と
に

疑
い

は
あ

り
ま

せ
ん

。
し

か
し

、
建

築
主

そ
れ

ぞ
れ

の
事

情
や

思
惑

に
沿

っ
た

機
能

や
サ

ー
ビ

ス
提

供
が

実
現

で
き

て
い

る
で

し
ょ

う
か

。
実

際
に

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
中

で
、

設
計

・
施

工
・
運

営
・
維

持
管

理
の

各
フ

ェ
ー

ズ
に

お
け

る
不

整
合

の
事

例
や

つ
か

い
手

と
つ

く
り

手
の

齟
齬

は
散

見
さ

れ
ま

す
。

こ
の

解
決

に
は

、
効

率
的

な
協

業
体

制
、

各
局

面
に

お
け

る
無

駄
の

排
除

、
効

果
的

な
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

が
必

要
と

な
り

ま
す

。
特

に
、

建
築

主
の

立
場

に
立

っ
た

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進
の

た
め

に
は

、
設

計
・
施

工
・建

築
主

を
つ

な
ぐ

シ
ス

テ
ム

、
建

築
主

と
も

協
働

す
る

シ
ス

テ
ム

の
構

築
は

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
と

な
リ

マ
ス

。
あ

ら
ゆ

る
局

面
で

三
者

が
緊

密
に

つ
な

が
り

、
情

報
を

共
有

し
あ

う
こ

と
が

必
要

と
さ

れ
る

。
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52

建
設

業
界

の
課

題
の

解
決

、
ま

た
建

築
主

を
主

体
と

し
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
で

課
題

の
解

決
に

有
用

な
の

は
、

D
X
の

導
入

と
考

え
ま

す
。

新
し

い
技

術
を

導
入

す
る

中
で

、
プ

ロ
セ

ス
ご

と
の

効
率

化
や

建
設

機
械

の
多

機
能

化
を

す
す

め
て

き
て

い
ま

す
。

建
設

D
X
は

、
A

I、
IC

T
、

Io
T
等

の
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

取
り

入
れ

て
複

合
的

に
活

用
し

、
プ

ロ
セ

ス
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

、
建

設
生

産
プ

ロ
セ

ス
全

体
の

最
適

化
を

目
標

と
し

て
い

ま
す

。
表

は
「
建

設
業

に
係

る
一

連
の

プ
ロ

セ
ス

そ
れ

ぞ
れ

で
、

技
術

を
実

装
し

D
X
を

推
進

、
働

き
か

た
改

革
・
生

産
性

向
上

を
図

る
」
と

あ
り

ま
す

。
そ

れ
ぞ

れ
の

プ
ロ

セ
ス

で
ど

の
よ

う
な

技
術

が
業

務
を

支
え

て
い

く
の

か
が

わ
か

る
よ

う
に

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

れ
ま

で
の

多
様

で
複

雑
な

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

、
こ

の
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

、
デ

ジ
タ

ル
技

術
に

よ
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
を

考
え

て
見

た
い

と
思

い
ま

す
。

52

近
年

、
デ

ー
タ

や
デ

ジ
タ

ル
技

術
の

普
及

・
拡

大
に

よ
り

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

や
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
と

い
っ

た
技

術
革

新
が

急
速

に
進

ん
で

お
り

、
こ

れ
ま

で
の

現
実

空
間

を
前

提
と

し
た

業
務

そ
の

も
の

が
 効

率
化

し
、

さ
ら

に
抜

本
的

に
変

革
す

る
D

X
 (
D

ig
it
al

 T
ra

n
sf

o
rm

at
io

n
)が

様
々

な
業

界
・
業

種
で

本
格

的
に

進
展

し
て

い
ま

す
。

。
そ

の
背

景
の

ひ
と

つ
つ

と
し

 て
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
や

 I
o
T
(I
n
te

rn
e
t 

o
f 

T
h
in

gs
)デ

バ
イ

ス
等

の
機

器
の

普
及

や
、

そ
れ

ら
の

機
器

を
通

じ
た

大
量

の
デ

ー
タ

(ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

)の
集

積
が

挙
げ

ら
れ

ま
す

。
ま

た
、

メ
モ

リ
処

理
能

力
の

劇
的

な
向

 上
に

伴
い

、
様

々
な

業
種

で
機

械
学

習
・
人

工
知

能
(A

I)
等

の
適

用
範

囲
が

急
速

に
拡

大
し

ま
し

た
。

一
連

 の
技

術
の

社
会

実
装

の
基

盤
と

な
る

デ
ー

タ
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
や

大
容

量
・
低

遅
延

・
多

数
同

時
接

続
の

通
 信

環
境

(5
G

 通
信

環
境

)等
の

整
備

も
 D

X
 の

後
押

し
と

な
っ

て
い

ま
す

。
日

本
政

府
と

し
て

も
こ

う
し

た
動

き
を

受
け

、
デ

ジ
タ

ル
社

会
形

成
の

司
令

塔
と

し
て

 2
0
2
1
 年

に
デ

ジ
タ

ル
 庁

を
発

足
さ

せ
、

国
民

目
線

で
の

サ
ー

ビ
ス

創
出

や
デ

ー
タ

資
源

の
活

用
、

社
会

全
体

の
 D

X
 の

推
進

を
 通

じ
、

全
て

の
国

民
に

デ
ジ

タ
ル

化
の

恩
恵

が
行

き
渡

る
社

会
を

実
現

す
べ

く
、

取
組

を
進

め
て

い
ま

す
。

2
0
2
1
 年

 1
2
 

月
 2

4
 日

に
閣

議
決

定
さ

れ
た

「
デ

ジ
タ

ル
社

会
の

実
現

に
向

け
た

重
点

計
画

」
に

お
い

て
は

、
「
デ

ジ
 タ

ル
の

活
用

に
よ

り
、

一
人

ひ
と

り
の

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
サ

ー
ビ

ス
を

選
ぶ

こ
と

が
で

き
、

多
様

な
幸

せ
が

実
現

で
き

る
社

会
」
を

目
指

す
こ

と
と

し
、

デ
ジ

タ
ル

社
会

の
実

現
に

向
け

た
理

念
・
原

則
が

示
さ

れ
ま

し
た

。
ま

た
、

地
方

か
ら

 デ
ジ

タ
ル

の
実

装
を

進
め

、
新

た
な

変
革

の
波

を
起

こ
し

、
地

方
と

都
市

の
差

を
縮

め
て

い
く
こ

と
で

、
世

界
と

つ
 な

が
る

「
デ

ジ
タ

ル
田

園
都

市
国

家
構

想
」
の

実
現

に
向

け
、

デ
ジ

タ
ル

実
装

を
通

じ
た

地
方

活
性

化
の

推
進

 が
取

り
組

ま
れ

て
い

ま
す

。
 

❸
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ニ
ュ

ニ
ケ

ー
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ョ
ン

ツ
ー

ル
と

は

デ
ー

タ
や

デ
ジ

タ
ル

技
術

の
普

及
・

拡
大

→
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

や
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
と

い
っ

た
技

術
革

新
が

急
速

に
進

む
→

こ
れ

ま
で

の
現

実
空

間
を

前
提

と
し

た
業

務
そ

の
も

の
が

 効
率

化
→

抜
本

的
に

変
革

す
る

D
X
 (

D
ig

it
a
l 
T
ra

n
sf

o
rm

a
ti
o
n
)が

様
々

な
業

界
・

業
種

で
本

格
的

に
進

展

D
X

の
進

展
の

背
景

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
や

 I
o
T
(I

n
te

rn
e
t 

o
f 

T
h
in

g
s)

デ
バ

イ
ス

等
の

機
器

の
普

及
そ

れ
ら

の
機

器
を

通
じ

た
大

量
の

デ
ー

タ
(ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
)の

集
積

様
々

な
業

種
で

機
械

学
習

・
人

工
知

能
(A

I)
等

の
適

用
範

囲
が

急
速

に
拡

大
一

連
の

技
術

の
社

会
実

装
の

基
盤

と
な

る
デ

ー
タ

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
整

備
大

容
量

・
低

遅
延

・
多

数
同

時
接

続
の

通
 信

環
境

(5
G

 通
信

環
境

)等
の

整
備

国
土

交
通

省
：

イ
ン

フ
ラ

分
野

の
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン 53
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❸
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設
D

X
に

お
け

る
コ

ニ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
と

は

建
設

テ
ッ

ク
と

は
？

建
設

 
 

 ＋
 テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
  

→
コ

ン
テ

ッ
ク

＝
建

設
テ

ッ
ク

C
o
n

st
ru

ct
io

n
  

  
 

T
e
ch

n
o
lo

g
y

  
  
 C

o
n

-T
e
ch

IT
を

用
い

て
建

設
業

界
を

効
率

化
し

よ
う

と
す

る
技

術
や

サ
ー

ビ
ス

や
概

念
→

各
セ

グ
メ

ン
ト

で
建

設
プ

ロ
セ

ス
を

改
善

し
た

り
新

た
な

価
値

を
付

加
で

き
た

り
す

る
技

術

2
0
1
5
年

国
土

交
通

省
に

よ
る

「
ア

イ
・

コ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ン
（

i-
C
o
n
st

ru
ct

io
n
）

」

「
IC

T
の

全
面

的
な

活
用

」
等

の
施

策
を

建
設

現
場

に
導

入
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

建
設

生
産

シ
ス

テ
ム

全
体

の
生

産
性

向
上

を
図

り
、

も
っ

て
魅

力
あ

る
建

設
現

場
を

目
指

す
取

組
で

あ
る

i-
C
o
n
st

ru
ct

io
n

（
ア

イ
・

コ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ン
）

を
進

め
て

い
る

。

IT
：

技
術

そ
の

も
の

を
IC

T
：

そ
の

技
術

の
使

い
方

や
活

用
方

法
な

ど
も

含
む

54
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建
設

テ
ッ

ク
(C

O
N

-
T
E
C

H
)と

は
、

「
建

設
(

C
o
n
st

ra
c
ti
o
n

)」
と

「
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
（
T
e
c
h
n
o
lo

gy
）
」
を

合
わ

せ
た

造
語

で
、

IT
技

術
を

建
設

分
野

に
応

用
し

た
新

し
い

技
術

や
サ

ー
ビ

ス
、

技
術

革
新

の
流

れ
の

総
称

で
す

。
各

セ
グ

メ
ン

ト
で

建
設

プ
ロ

セ
ス

を
改

善
し

た
り

新
た

な
価

値
を

付
加

で
き

た
り

す
る

技
術

と
し

て
捉

え
る

こ
と

も
で

き
ま

す
。

建
設

業
界

以
外

に
も

み
ら

れ
、

「
フ

ィ
ン

テ
ッ

ク
(金

融
)」

や
「
H

R
テ

ッ
ク

(人
事

)」
「
リ

ー
ガ

ル
テ

ッ
ク

(法
律

)」
「
ア

グ
リ

テ
ッ

ク
(農

業
)」

な
ど

、
さ

ま
ざ

ま
な

分
野

で
登

場
し

て
る

造
語

で
す

。
2
0
1
5
年

国
土

交
通

省
に

よ
る

「
ア

イ
・
コ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ン

（
i-

C
o
n
st

ru
c
ti
o
n
）
」
を

き
っ

か
け

に
、

建
設

テ
ッ

ク
は

公
共

・
土

木
の

分
野

か
ら

現
在

は
建

築
分

野
や

都
市

開
発

や
運

営
に

ま
で

急
速

に
広

が
り

を
見

せ
て

い
ま

す
。

54

❸
建

設
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X
に

お
け

る
コ

ニ
ュ

ニ
ケ

ー
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ツ
ー

ル
と

は

D
X

と
は

？
D

ig
it

a
l 
T
ra

n
sf

o
rm

a
ti

o
n

デ
ジ

タ
ル

ト
ラ

ン
ス

フ
ォ

ー
メ

ー
シ

ョ
ン

企
業

が
ビ

ジ
ネ

ス
環

境
の

激
し

い
変

化
に

対
応

し
、

デ
ー

タ
と

デ
ジ

タ
ル

技
術

を
活

用
し

て
、

顧
客

や
社

会
の

ニ
ー

ズ
を

基
に

、
製

品
や

サ
ー

ビ
ス

、
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

を
変

革
す

る
と

と
も

に
、

業
務

そ
の

も
の

や
、

組
織

、
プ

ロ
セ

ス
、

企
業

文
化

・
風

土
を

変
革

し
、

競
争

上
の

優
位

性
を

確
立

す
る

こ
と

。

経
済

産
業

省
は

中
堅

・
中

小
企

業
等

向
け

『
デ

ジ
タ

ル
ガ

バ
ナ

ン
ス

・
コ

ー
ド

』
よ

り

既
存

の
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

や
プ

ロ
セ

ス ↓
デ

ジ
タ

ル
技

術
に

よ
っ

て
変

革
(=

ト
ラ

ン
ス

フ
ォ

ー
メ

ー
シ

ョ
ン

)す
る

こ
と

を
意

味
す

る
概

念
 こ

れ
ま

で
企

業
に

と
っ

て
の

デ
ジ

タ
ル

技
術

の
活

用
は

、
コ

ス
 ト

削
減

や
生

産
の

効
率

化
が

主
要

な
関

心
事

で
あ

っ
た

が
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
や

S
N

S
な

ど
を

通
じ

て
よ

り
多

種
多

様
な

デ
ー

タ
を

扱
え

る
機

会
が

増
え

て
き

た
こ

と
で

、
デ

ー
タ

活
用

に
よ

る
新

た
な

価
値

創
出

の
可

能
性

が
出

て
き

た
こ

と
か

ら
、

そ
の

必
要

性
が

叫
ば

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

と
言

え
る

 

経
済

産
業

省
『

デ
ジ

タ
ル

ガ
バ

ナ
ン

ス
・

コ
ー

ド
』

h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.m
e
ti
.g

o
.jp

/
p
o
lic

y/
it
_p

o
lic

y/
in

ve
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m
e
n
t/

d
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/
d
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建

設
D

X
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

経
済

産
業

省
は

中
堅

・
中

小
企

業
等

向
け

『
デ

ジ
タ

ル
ガ

バ
ナ

ン
ス

・コ
ー

ド
2
.0

』
で

、
D

X
を

次
の

よ
う

に
定

義
し

て
い

ま
す

。
「
企

業
が

ビ
ジ

ネ
ス

環
境

の
激

し
い

変
化

に
対

応
し

、
デ

ー
タ

と
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

し
て

、
顧

客
や

社
会

の
ニ

ー
ズ

を
基

に
、

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
、

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
を

変
革

す
る

と
と

も
に

、
業

務
そ

の
も

の
や

、
組

織
、

プ
ロ

セ
ス

、
企

業
文

化
・
風

土
を

変
革

し
、

競
争

上
の

優
位

性
を

確
立

す
る

こ
と

。
」

こ
の

「
デ

ジ
タ

ル
ガ

バ
ナ

ン
ス

・
コ

ー
ド

2
.0

」
は

、
S
o
c
ie

ty
5
.0

に
向

け
て

、
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

を
抜

本
的

に
変

革
し

、
新

た
な

成
長

を
実

現
す

る
企

業
、

ま
た

一
方

、
グ

ロ
ー

バ
ル

な
競

争
の

中
で

、
競

合
す

る
新

た
な

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
に

よ
り

既
存

ビ
ジ

ネ
ス

が
破

壊
さ

れ
る

事
例

（
デ

ジ
タ

ル
デ

ィ
ス

ラ
プ

シ
ョ

ン
）
も

現
れ

て
き

て
い

る
時

代
変

化
の

中
で

、
企

業
の

D
X
に

関
す

る
自

主
的

取
組

を
促

す
た

め
、

デ
ジ

タ
ル

技
術

に
よ

る
社

会
変

革
を

踏
ま

え
た

経
営

ビ
ジ

ョ
ン

の
策

定
・
公

表
と

い
っ

た
経

営
者

に
求

め
ら

れ
る

対
応

を
「
デ

ジ
タ

ル
ガ

バ
ナ

ン
ス

・
コ

ー
ド

2
.0

」
に

ま
と

め
て

い
ま

す
。
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❶
B

IM
と

は

こ
れ

か
ら

の
建

築
産

業
の

二
極

化

１
.

こ
れ

ま
で

の
高

度
な

技
術

と
デ

ザ
イ

ン
の

一
元

化
に

よ
る

建
築

方
法

２
. 

個
々

の
建

築
主

の
声

に
応

じ
た

多
様

な
情

報
を

そ
の

都
度

組
み

立
て

る
小

回
り

き
く

建
築

方
法

B
IM

と
は

？

建
築

業
の

合
理

化
・

効
率

化
技

術
↓

IC
T
を

通
じ

て
異

分
野

、
他

産
業

、
そ

し
て

異
な

る
価

値
観

と
つ

な
が

り
融

合
し

た
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

を
創

り
出

す
起

点

つ
か

い
手

と
つ

く
り

手
が

思
い

の
ま

ま
に

進
化

で
き

る
循

環
型

の
サ

ー
ビ

ス
を

生
み

出
す

駆
動

部
＝

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

56

３
-2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

こ
れ

か
ら

の
建

築
業

の
二

極
化

が
進

ん
で

い
く
こ

と
が

考
え

ら
れ

ま
す

。
ひ

と
つ

は
、

従
来

通
り

、
こ

れ
ま

で
の

高
度

な
技

術
と

デ
ザ

イ
ン

の
一

元
化

に
よ

る
建

築
方

法
、

も
う

一
つ

は
、

個
々

の
使

い
手

の
声

に
応

じ
た

多
様

な
情

報
を

そ
の

都
度

組
み

立
て

て
い

く
小

回
り

き
く
建

築
方

法
で

す
。

B
IM

は
建

築
業

の
合

理
化

・
効

率
化

技
術

と
し

て
だ

け
で

は
な

く
、

IC
T
を

通
じ

て
異

分
野

、
他

産
業

、
そ

し
て

異
な

る
価

値
観

と
つ

な
が

り
融

合
し

た
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

を
創

り
出

す
起

点
と

し
て

、
つ

か
い

手
と

つ
く
り

手
が

思
い

の
ま

ま
に

進
化

で
き

る
循

環
型

の
サ

ー
ビ

ス
を

生
み

出
す

駆
動

部
と

言
っ

て
も

過
言

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

こ
れ

か
ら

の
建

築
産

業
が

、
小

回
り

の
効

く
、

個
々

の
建

築
主

の
声

に
応

じ
た

多
様

な
情

報
を

分
析

し
、

組
み

立
て

、
改

善
し

て
、

ま
た

組
み

立
て

る
、

そ
の

作
業

を
負

担
な

く
行

っ
て

い
く
た

め
に

、
そ

し
て

そ
の

た
め

に
異

分
野

や
他

産
業

と
の

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
行

っ
て

い
く
た

め
に

、
B

IM
を

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

と
す

る
こ

と
は

、
効

率
的

で
あ

り
、

有
用

で
す

。
こ

の
B

IM
を

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

と
し

て
、

そ
こ

で
使

用
さ

れ
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

に
つ

い
て

見
て

い
き

ま
す

。

56

❶
B

IM
と

は

建
設

に
お

け
る

コ
ニ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

B
IM

 B
u
ild

in
g
 I

n
fo

rm
a
ti
o
n
 M

o
d
e
lin

g
 

計
画

、
調

査
、

設
計

段
階

か
ら

3
次

元
モ

デ
ル

を
導

入
す

る
こ

と
に

よ
り

、
そ

の
後

の
施

工
、

維
持

管
理

の
各

段
階

に
お

い
て

も
3
次

元
モ

デ
ル

を
連

携
・

発
展

さ
せ

て
事

業
全

体
に

わ
た

る
関

係
者

間
の

情
報

共
有

を
容

易
に

し
、

一
連

の
建

設
生

産
・

管
理

シ
ス

テ
ム

の
効

率
化

・
高

度
化

を
図

る
こ

と
を

目
的

。
最

新
の

IC
T
を

活
用

し
て

、
建

設
生

産
シ

ス
テ

ム
の

計
画

、
調

査
、

設
計

、
施

工
、

管
理

の
各

段
階

に
お

い
て

情
報

を
共

有
す

る
こ

と
に

よ
り

、
効

率
的

で
質

の
高

い
建

設
生

産
・

管
理

シ
ス

テ
ム

を
構

築
。

そ
れ

に
よ

り
、

ミ
ス

や
手

戻
り

の
大

幅
な

減
少

、
単

純
作

業
の

軽
減

、
工

程
短

縮
等

の
施

工
現

場
の

安
全

性
向

上
、

事
業

効
率

及
び

経
済

効
果

に
加

え
、

副
次

的
な

も
の

と
し

て
よ

り
よ

い
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

・
維

持
管

理
に

よ
る

国
民

生
活

の
向

上
、

建
設

業
界

に
従

事
す

る
人

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ア
ッ

プ
、

充
実

感
等

の
心

の
豊

か
さ

の
向

上
が

期
待

さ
れ

て
い

る
。

B
IM

を
実

現
す

る
ソ

フ
ト

を
使

っ
て

3
次

元
モ

デ
ル

を
作

成
し

、
設

計
か

ら
施

工
、

維
持

管
理

に
至

る
ま

で
建

築
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

全
体

で
モ

デ
ル

に
蓄

積
さ

れ
た

情
報

を
活

用
す

る
こ

と
で

、
建

築
ビ

ジ
ネ

ス
の

業
務

を
効

率
化

し
、

建
築

デ
ザ

イ
ン

に
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
起

こ
し

つ
つ

あ
る

画
期

的
な

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

。
建

物
の

３
次

元
モ

デ
ル

に
材

料
や

コ
ス

ト
、

品
質

と
い

っ
た

属
性

デ
ー

タ
を

関
連

づ
け

て
、

建
築

の
設

計
・

施
工

や
維

持
管

理
・

運
用

な
ど

に
活

用
す

る
概

念
建

築
生

産
の

プ
ロ

セ
ス

を
再

構
築

し
、

建
設

産
業

が
D

X
を

果
た

す
上

で
、

欠
か

せ
な

い
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
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３
-2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

計
画

、
調

査
、

設
計

段
階

か
ら

3
次

元
モ

デ
ル

を
導

入
す

る
こ

と
に

よ
り

、
そ

の
後

の
施

工
、

維
持

管
理

の
各

段
階

に
お

い
て

も
3
次

元
モ

デ
ル

を
連

携
・
発

展
さ

せ
て

事
業

全
体

に
わ

た
る

関
係

者
間

の
情

報
共

有
を

容
易

に
し

、
一

連
の

建
設

生
産

・
管

理
シ

ス
テ

ム
の

効
率

化
・
高

度
化

を
図

る
こ

と
を

目
的

。
最

新
の

IC
T
を

活
用

し
て

、
建

設
生

産
シ

ス
テ

ム
の

計
画

、
調

査
、

設
計

、
施

工
、

管
理

の
各

段
階

に
お

い
て

情
報

を
共

有
す

る
こ

と
に

よ
り

、
効

率
的

で
質

の
高

い
建

設
生

産
・
管

理
シ

ス
テ

ム
を

構
築

。
そ

れ
に

よ
り

、
ミ

ス
や

手
戻

り
の

大
幅

な
減

少
、

単
純

作
業

の
軽

減
、

工
程

短
縮

等
の

施
工

現
場

の
安

全
性

向
上

、
事

業
効

率
及

び
経

済
効

果
に

加
え

、
副

次
的

な
も

の
と

し
て

よ
り

よ
い

イ
ン

フ
ラ

の
整

備
・
維

持
管

理
に

よ
る

国
民

生
活

の
向

上
、

建
設

業
界

に
従

事
す

る
人

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ア
ッ

プ
、

充
実

感
等

の
心

の
豊

か
さ

の
向

上
が

期
待

さ
れ

て
い

る
。

B
IM

を
実

現
す

る
ソ

フ
ト

を
使

っ
て

3
次

元
モ

デ
ル

を
作

成
し

、
設

計
か

ら
施

工
、

維
持

管
理

に
至

る
ま

で
建

築
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

全
体

で
モ

デ
ル

に
蓄

積
さ

れ
た

情
報

を
活

用
す

る
こ

と
で

、
建

築
ビ

ジ
ネ

ス
の

業
務

を
効

率
化

し
、

建
築

デ
ザ

イ
ン

に
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
起

こ
し

つ
つ

あ
る

画
期

的
な

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

。
建

物
の

３
次

元
モ

デ
ル

に
材

料
や

コ
ス

ト
、

品
質

と
い

っ
た

属
性

デ
ー

タ
を

関
連

づ
け

て
、

建
築

の
設

計
・
施

工
や

維
持

管
理

・
運

用
な

ど
に

活
用

す
る

概
念

建
築

生
産

の
プ

ロ
セ

ス
を

再
構

築
し

、
建

設
産

業
が

D
X
を

果
た

す
上

で
、

欠
か

せ
な

い
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム

57
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建
築

の
将

来
像

と
工

程
表

58

３
-2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

B
IM

が
に

な
る

と
考

え
ら

れ
て

い
る

役
割

と
機

能
は

、
大

き
く
３

つ
、

プ
ロ

セ
ス

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
、

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

と
考

え
ら

れ
て

い
ま

す
。

プ
ロ

セ
ス

に
お

い
て

は
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
と

し
て

と
し

て
の

活
用

が
期

待
さ

れ
て

い
ま

す
。

58

❶
B

IM
と

は

「
国

土
交

通
省

に
お

け
る

DX
(デ

ジ
タ

ル
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
)の

推
進

に
つ

い
て

 」
ht

tp
s:/

/w
w

w
.ja

cic
.o

r.j
p/

ke
nk

yu
/2

2/
da

ta
/r

02
_6

_h
iro

se
.p

df
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コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

B
IM

が
導

入
さ

れ
、

3
次

元
デ

ー
タ

の
活

用
促

進
さ

れ
る

こ
と

で
、

従
来

、
2
D

設
計

で
複

数
の

図
面

か
ら

推
察

し
て

い
た

内
部

構
造

や
組

立
形

状
が

一
目

で
分

か
る

よ
う

に
な

り
、

更
に

、
数

量
や

工
事

費
の

自
動

化
が

可
能

と
な

り
ま

す
。
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❶
B

IM
と

は

設
計

ツ
ー

ル
と

し
て

の
B

IM

C
A

D
と

同
様

、
設

計
の

補
助

ツ
ー

ル
と

し
て

の
 B

IM
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
が

必
要

な
情

報
を

B
IM

か
ら

作
成

し
た

り
、

動
画

や
V

R
等

、
設

計
に

必
要

な
行

為
以

外
に

も
有

効
な

コ
ン

テ
ン

ツ
を

B
IM

は
制

作
可

能

ひ
と

つ
の

3
次

元
モ

デ
ル

を
基

盤
と

す
る

モ
デ

ル
か

ら
図

面
や

透
視

図
を

取
り

出
し

、
材

料
の

寸
法

や
数

量
を

算
出

し
、

設
計

情
報

を
関

係
者

が
相

互
に

確
認

・
修

正
し

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

共
有

で
き

る

プ
ロ

セ
ス

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ひ

と
つ

の
モ

デ
ル

情
報

を
常

に
立

体
で

把
握

し
、

修
正

す
る

プ
ロ

セ
ス

上
で

、
増

大
す

る
設

計
情

報
を

3
次

元
モ

デ
ル

じ
ょ

う
で

階
層

的
に

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
し

、
複

眼
的

な
判

断
を

速
や

か
に

実
行

す
る

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

を
確

立
で

き
る

 

60

３
-2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

設
計

ツ
ー

ル
と

し
て

の
B

IM
が

可
能

に
す

る
こ

と
は

大
き

く
分

け
て

３
つ

の
こ

と
が

考
え

ら
れ

ま
す

。
ま

ず
、

C
A

D
と

同
様

、
設

計
の

補
助

ツ
ー

ル
と

し
て

の
 B

IM
。

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

が
必

要
な

情
報

を
B

IM
か

ら
作

成
し

た
り

、
動

画
や

V
R

等
、

設
計

に
必

要
な

行
為

以
外

に
も

有
効

な
コ

ン
テ

ン
ツ

を
B

IM
は

制
作

可
能

で
す

。
次

に
、

ひ
と

つ
の

3
次

元
モ

デ
ル

を
基

盤
と

し
て

い
て

、
モ

デ
ル

か
ら

図
面

や
透

視
図

を
取

り
出

し
、

材
料

の
寸

法
や

数
量

を
算

出
し

、
設

計
情

報
を

関
係

者
が

相
互

に
確

認
・
修

正
し

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

共
有

で
き

ま
す

。
も

う
一

つ
は

、
プ

ロ
セ

ス
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

と
し

て
、

ひ
と

つ
の

モ
デ

ル
情

報
を

常
に

立
体

で
把

握
し

、
修

正
す

る
プ

ロ
セ

ス
上

で
、

増
大

す
る

設
計

情
報

を
3
次

元
モ

デ
ル

じ
ょ

う
で

階
層

的
に

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
し

、
複

眼
的

な
判

断
を

速
や

か
に

実
行

す
る

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

を
確

立
で

き
る

こ
と

が
挙

げ
ら

れ
ま

す
。

60

❶
B

IM
と

は

発
注

者
お

よ
び

発
注

者
側

の
関

係
者

に
よ

る
B

IM
の

活
用

①
プ

ロ
セ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

目
的

と
し

た
B
IM

活
用

②
ア

セ
ッ

ト
（

資
産

）
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

目
的

と
し

た
B
IM

活
用

発
注

者
の

メ
リ

ッ
ト

と
発

注
者

の
役

割

〇
 発

注
者

の
メ

リ
ッ

ト
を

明
確

に
す

る
→

発
注

か
ら

維
持

管
理

・
運

用
に

い
た

る
建

築
物

の
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

の
観

点
か

ら
発

注
者

・
所

有
者

等
に

よ
る

取
組

に
着

目
し

て
記

載
を

充
実

化

〇
 発

注
者

の
区

分
や

関
係

す
る

多
様

な
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
を

整
理

→
想

定
さ

れ
る

活
用

目
的

や
メ

リ
ッ

ト
に

つ
い

て
事

例
を

充
実

化
 

〇
 発

注
者

の
利

用
目

的
や

方
法

に
応

じ
た

関
係

者
の

業
務

の
あ

り
方

を
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
化

 

61

３
-2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

発
注

者
お

よ
び

発
注

者
側

の
関

係
者

に
と

っ
て

、
そ

の
立

場
に

よ
り

B
IM

活
用

の
目

的
は

様
々

だ
が

、
大

き
く

分
け

て
以

下
の

２
つ

に
分

け
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

①
プ

ロ
セ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

目
的

と
し

た
B

IM
活

用
建

築
生

産
プ

ロ
セ

ス
を

は
じ

め
と

し
た

業
務

の
効

率
化

な
ど

を
目

的
と

し
た

も
の

②
ア

セ
ッ

ト
（
資

産
）
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

目
的

と
し

た
B

IM
活

用
主

に
維

持
管

理
・
運

用
段

階
に

お
い

て
、

保
有

資
産

の
運

用
・
管

理
な

ど
の

最
適

化
や

効
率

化
な

ど
を

目
的

と
し

た
も

の

建
築

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

お
い

て
は

、
発

注
者

と
受

注
者

間
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
円

滑
化

の
た

め
に

、
B

IM
の

活
用

に
つ

い
て

の
発

注
者

に
と

っ
て

の
メ

リ
ッ

ト
と

発
注

者
の

役
割

は
次

の
よ

う
に

な
り

ま
す

。
〇

 発
注

者
が

メ
リ

ッ
ト

を
感

じ
ら

れ
、

発
注

か
ら

維
持

管
理

・
運

用
に

い
た

る
建

築
物

の
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

の
観

点
か

ら
、

発
注

者
・
所

有
者

等
に

よ
る

取
組

に
 着

目
し

て
記

載
を

充
実

化
〇

 発
注

者
の

区
分

や
関

係
す

る
多

様
な

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

を
整

理
し

、
想

定
さ

れ
る

活
用

目
的

や
メ

リ
ッ

ト
に

つ
い

て
事

例
を

充
実

化
 

〇
 発

注
者

の
利

用
目

的
や

方
法

に
応

じ
た

関
係

者
の

業
務

の
あ

り
方

を
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
化
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❷
B

IM
に

よ
る

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

①
建

築
主

と
設

計
者

の
双

方
向

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

つ
か

い
手

（
建

築
主

・
発

注
者

・
ユ

ー
ザ

ー
）

の
率

直
な

要
求

必
ず

し
も

一
致

し
な

い
つ

く
り

手
（

設
計

者
・

施
工

者
）

の
専

門
的

な
思

考

つ
か

い
手

＝
自

ら
の

必
要

性
を

想
定

し
た

曖
昧

な
イ

メ
ー

ジ
を

描
く

つ
く

り
手

＝
そ

の
イ

メ
ー

ジ
を

探
り

な
が

ら
具

体
化

し
、

技
術

的
解

決
を

図
る

イ
メ

ー
ジ

の
伝

達
は

簡
単

で
は

な
く

、
と

も
に

歩
み

寄
り

、
合

意
形

成
を

図
る

方
法

が
必

要

つ
く

り
手

の
立

場
か

ら
つ

か
い

手
を

「
説

得
」

す
る

の
で

は
な

く
、

十
分

に
「

納
得

」
し

て
も

ら
う

努
力

を
怠

ら
な

い
把

握
し

づ
ら

い
立

体
的

空
間

を
理

解
し

や
す

く
す

る
最

適
な

手
法

と
る

デ
ザ

イ
ン

に
至

っ
た

根
拠

を
示

す

双
方

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

必
要 の

か
た

ち
へ

つ
な

が
る

建
築

知
：

日
本

建
築

学
会

編
彰

国
社

参
照 62

３
-2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

次
に

B
IM

に
よ

る
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

見
て

い
き

ま
す

。
建

築
主

と
設

計
者

や
施

工
者

と
の

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
は

様
々

な
ア

プ
ロ

ー
チ

が
あ

り
ま

す
。

例
え

ば
設

計
者

が
図

面
を

言
葉

に
す

る
よ

う
訓

練
さ

れ
、

建
物

の
断

面
図

や
立

面
図

を
提

示
し

て
、

そ
れ

が
何

を
意

味
す

る
の

か
を

建
築

主
に

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
で

し
ょ

う
。

こ
こ

で
は

B
IM

に
よ

る
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
、

そ
の

方
法

を
見

て
い

き
ま

す
。

建
築

主
と

設
計

者
の

双
方

向
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
、

つ
か

い
手

（
建

築
主

・
発

注
者

・
ユ

ー
ザ

ー
）
の

率
直

な
要

求
と

、
つ

く
り

手
（
設

計
者

・
施

工
者

）
の

専
門

的
な

思
考

は
必

ず
し

も
一

致
し

ま
せ

ん
。

つ
か

い
手

は
自

ら
の

必
要

性
を

想
定

し
た

曖
昧

な
イ

メ
ー

ジ
を

描
き

、
つ

く
り

手
は

そ
の

イ
メ

ー
ジ

を
探

り
な

が
ら

具
体

化
し

、
技

術
的

解
決

を
図

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
し

か
し

イ
メ

ー
ジ

の
伝

達
は

簡
単

で
は

な
く
、

と
も

に
歩

み
寄

り
、

合
意

形
成

を
図

る
方

法
が

必
要

と
な

り
ま

す
。

つ
く
り

手
は

つ
か

い
手

を
「
説

得
」す

る
の

で
は

な
く
、

十
分

に
「
納

得
」
し

て
も

ら
う

努
力

を
怠

っ
て

は
い

け
ま

せ
ん

。
把

握
し

づ
ら

い
立

体
的

空
間

を
理

解
し

や
す

く
す

る
最

適
な

手
法

を
通

し
て

、
そ

の
デ

ザ
イ

ン
に

至
っ

た
根

拠
を

示
し

つ
つ

、
双

方
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
成

立
さ

せ
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
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❷
B

IM
に

よ
る

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

②
イ

ン
タ

ラ
ク

テ
ィ

ブ
な

協
業

を
可

能
に

す
る

デ
ジ

タ
ル

環
境

つ
か

い
手

と
つ

く
り

手
の

双
方

向
的

な
交

流
の

場
を

構
築

つ
く

り
手

側
 =

 イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

な
協

業
体

制
が

必
要

以
下

の
３

つ
の

ス
キ

ル
が

必
要

1.
 最

適
な

意
識

決
定

を
支

え
る

組
織

の
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
を

把
握

し
向

上
さ

せ
る

意
欲

に
満

ち
た

知
識

・
経

験
2.

 あ
ら

ゆ
る

ア
ナ

ロ
グ

／
デ

ジ
タ

ル
・

ツ
ー

ル
の

特
性

を
理

解
し

各
局

面
に

活
用

で
き

る
技

術
・

技
能

3.
 デ

ジ
タ

ル
を

活
用

し
デ

ザ
イ

ン
の

根
拠

を
効

率
的

・
合

理
的

に
検

討
・

検
証

す
る

総
合

的
な

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
力

 こ
の

３
つ

の
ス

キ
ル

を
組

織
的

に
イ

ン
ス

ト
ー

ル
す

る
こ

と
が

必
要

こ
れ

を
可

能
に

す
る

の
が

B
IM

＝
も

の
づ

く
り

行
為

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
と

す
る

様
々

な
知

識
と

技
術

を
組

織
的

に
情

報
共

有
・

多
岐

に
わ

た
る

課
題

に
向

け
た

数
々

の
検

討
・

検
証

作
業

・
様

々
な

場
面

に
お

け
る

意
思

決
定

や
説

明
責

任
を

果
た

す

つ
か

い
手

と
つ

く
り

手
の

双
方

的
な

合
意

形
成

を
実

現
す

る
イ

ン
タ

ラ
ク

テ
ィ

ブ
な

協
働

体
制

協
働

組
織

に
お

け
る

BI
M

＝
組

織
で

共
有

す
る

べ
き

情
報

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム

の
か

た
ち

へ
つ

な
が

る
建

築
知

：
日

本
建

築
学

会
編

彰
国

社
参

照 63

３
-2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

次
に

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

な
協

業
を

可
能

に
す

る
デ

ジ
タ

ル
環

境
に

つ
い

て
で

す
。

つ
か

い
手

と
つ

く
り

手
の

双
方

向
的

な
交

流
の

場
を

構
築

す
る

た
め

に
は

、
作

り
手

側
に

、
包

括
的

な
問

題
解

決
を

支
え

る
様

々
な

知
識

と
技

術
を

総
合

し
た

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

な
協

業
体

制
が

必
要

で
す

。
そ

の
た

め
に

は
３

つ
の

ス
キ

ル
が

必
要

と
な

り
ま

す
。

一
つ

目
は

、
最

適
な

意
識

決
定

を
支

え
る

組
織

の
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
を

把
握

し
向

上
さ

せ
る

意
欲

に
満

ち
た

知
識

・
経

験
、

２
つ

目
は

あ
ら

ゆ
る

ア
ナ

ロ
グ

／
デ

ジ
タ

ル
・
ツ

ー
ル

の
特

性
を

理
解

し
各

局
面

に
活

用
で

き
る

技
術

・
技

能
、

３
つ

目
は

デ
ジ

タ
ル

を
効

果
的

に
活

用
し

デ
ザ

イ
ン

の
根

拠
を

効
率

的
・
合

理
的

に
検

討
・
検

証
す

る
総

合
的

な
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

力
と

な
り

ま
す

。
 こ

の
３

つ
の

ス
キ

ル
を

組
織

的
に

イ
ン

ス
ト

ー
ル

す
る

こ
と

が
必

要
と

な
り

ま
す

。
こ

れ
を

可
能

に
す

る
の

が
B

IM
で

す
。

B
IM

を
も

の
づ

く
り

行
為

の
基

盤
と

し
、

様
々

な
知

識
と

技
術

を
組

織
的

に
情

報
共

有
し

、
多

岐
に

わ
た

る
課

題
に

向
け

た
数

々
の

検
討

・
検

証
作

業
を

繰
り

返
し

、
様

々
な

あ
場

面
に

お
け

る
意

思
決

定
や

説
明

責
任

を
果

た
し

て
い

く
の

で
す

。
こ

れ
が

つ
か

い
手

と
つ

く
り

手
の

双
方

的
な

合
意

形
成

を
実

現
す

る
イ

ン
タ

ラ
ク

テ
ィ

ブ
な

協
働

体
制

と
な

り
ま

す
。

B
IM

で
連

携
す

る
協

働
組

織
で

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ご
と

の
動

機
と

目
的

に
応

じ
て

B
IM

を
活

用
す

る
目

的
・
方

法
・

範
囲

・
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

設
定

し
、

個
別

に
掲

げ
て

実
行

す
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

協
働

組
織

に
お

け
る

B
IM

と
は

組
織

で
共

有
す

る
べ

き
情

報
の

基
盤

、
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
な

の
で

す
。

63
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❷
B

IM
に

よ
る

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

②
イ

ン
タ

ラ
ク

テ
ィ

ブ
な

協
業

を
可

能
に

す
る

デ
ジ

タ
ル

環
境

B
IM

の
モ

デ
ル

に
よ

る
検

討

基
本

か
つ

重
要

な
プ

ロ
セ

ス
（

つ
く

り
手

が
個

々
に

持
つ

職
能

を
引

き
出

し
、

す
り

合
わ

せ
、

統
合

す
る

）
に

極
め

て
有

効
に

機
能

す
る

職
能

継
承

熟
練

の
設

計
者

や
施

工
者

は
失

敗
も

含
め

た
経

験
を

通
じ

て
得

ら
れ

た
知

恵
様

々
な

事
象

を
複

眼
的

に
捉

え
る

能
力

を
有

し
て

い
る

B
IM

様
々

な
情

報
を

セ
グ

メ
ン

ト
に

分
解

し
、

可
視

化
す

る
こ

と
が

可
能

→
経

験
の

少
な

い
若

手
や

他
分

野
の

協
働

者
や

ユ
ー

ザ
ー

が
活

用
→

ベ
テ

ラ
ン

と
同

じ
よ

う
に

そ
れ

ぞ
れ

の
事

象
の

意
味

や
全

体
と

の
関

係
性

を
把

握
→

課
題

発
見

と
問

題
解

決
を

加
速

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

ベ
テ

ラ
ン

と
若

手
、

つ
く

り
手

と
つ

か
い

手
が

経
験

を
共

有
で

き
る

の
か

た
ち

へ
つ

な
が

る
建

築
知

：
日

本
建

築
学

会
編

彰
国

社
参

照
64

３
-2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

な
協

業
を

可
能

に
す

る
デ

ジ
タ

ル
環

境
と

し
て

次
は

B
IM

の
モ

デ
ル

に
よ

る
検

討
を

み
て

い
き

ま
す

。
つ

く
り

手
が

個
々

に
持

つ
職

能
を

引
き

出
し

、
す

り
合

わ
せ

、
統

合
す

る
と

い
う

基
本

か
つ

重
要

な
プ

ロ
セ

ス
に

極
め

て
有

効
に

機
能

し
ま

す
。

職
能

継
承

に
お

い
て

、
熟

練
の

設
計

者
や

施
工

者
は

失
敗

も
含

め
た

経
験

を
通

じ
て

得
ら

れ
た

知
恵

に
よ

り
、

様
々

な
事

象
を

複
眼

的
に

捉
え

る
能

力
を

有
し

て
い

ま
す

。
経

験
豊

富
な

ベ
テ

ラ
ン

設
計

者
、

施
工

者
は

複
雑

に
絡

み
合

う
情

報
を

時
間

軸
の

中
で

捉
え

、
そ

れ
ら

の
関

係
性

を
把

握
し

て
い

る
が

、
そ

れ
を

B
IM

に
集

積
す

る
こ

と
で

、
B

IM
は

様
々

な
情

報
を

セ
グ

メ
ン

ト
に

分
解

し
、

可
視

化
す

る
こ

と
が

可
能

な
た

め
、

経
験

の
少

な
い

若
手

や
他

分
野

の
協

働
者

や
ユ

ー
ザ

ー
が

活
用

す
る

こ
と

で
、

ベ
テ

ラ
ン

と
同

じ
よ

う
に

そ
れ

ぞ
れ

の
事

象
の

意
味

や
全

体
と

の
関

係
性

を
把

握
し

、
課

題
発

見
と

問
題

解
決

を
加

速
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

こ
れ

に
よ

り
、

ベ
テ

ラ
ン

と
若

手
、

つ
く
り

手
と

つ
か

い
手

が
経

験
を

共
有

で
き

る
よ

う
に

な
り

、
ア

ナ
ロ

グ
と

デ
ジ

タ
ル

を
行

き
来

で
き

る
よ

う
に

な
り

ま
す

。

64

❶
B

IM
に

よ
る

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

③
意

思
決

定
を

支
援

す
る

B
IM

を
活

用
し

た
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

の
か

た
ち

へ
つ

な
が

る
建

築
知

：
日

本
建

築
学

会
編

彰
国

社

意
思

決
定

を
高

度
化

す
る

支
援

体
制

意
思

決
定

を
支

え
る

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

な
協

業
体

制
の

拡
大

イ
メ

ー
ジ

65

３
-2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

多
様

な
つ

か
い

手
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
し

て
、

限
ら

れ
た

時
間

の
中

で
、

多
元

的
、

多
角

的
な

意
思

決
定

を
支

援
す

る
ネ

ッ
ト

ー
ワ

ー
ク

型
協

業
組

織
体

制
の

構
築

は
ど

の
よ

う
に

す
れ

ば
可

能
で

し
ょ

う
か

。
個

人
に

過
重

な
判

断
を

か
さ

ず
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

わ
る

組
織

に
行

き
渡

る
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

巡
ら

す
こ

と
で

、
複

眼
的

な
意

思
決

定
が

実
行

で
き

る
よ

う
に

な
り

ま
す

。
図

の
「
意

思
決

定
を

高
度

化
す

る
B

IM
支

援
体

制
」は

設
計

組
織

及
び

設
計

支
援

組
織

、
つ

ま
り

B
IM

技
能

を
備

え
た

設
計

支
援

会
社

の
関

係
を

示
し

た
も

の
で

、
も

う
一

つ
の

図
「
意

思
決

定
を

支
え

る
イ

ン
タ

ラ
ク

テ
ィ

ブ
な

協
業

体
制

の
拡

大
イ

メ
ー

ジ
」
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

連
す

る
社

内
外

の
部

署
、

国
内

外
の

異
分

野
組

織
と

の
関

連
を

示
し

た
も

の
で

す
。

こ
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
基

幹
は

、
設

計
組

織
の

デ
ジ

タ
ル

・
デ

ー
タ

を
基

盤
と

し
て

、
IC

T
/
B

IM
を

は
じ

め
と

し
た

デ
ジ

タ
ル

・
ツ

ー
ル

の
活

用
を

前
提

と
し

た
イ

ン
タ

ラ
ク

テ
ィ

ブ
な

協
業

の
た

め
の

３
つ

の
ス

キ
ル

を
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ご
と

に
設

計
組

織
と

設
計

支
援

組
織

で
バ

ラ
ン

ス
よ

く
役

割
分

担
し

、
融

合
し

た
組

織
形

態
を

形
成

す
る

こ
と

で
可

能
と

な
り

ま
す

。
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❷
B

IM
に

よ
る

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

③
意

思
決

定
と

課
題

解
決

を
支

え
る

B
IM

の
活

用

の
か

た
ち

へ
つ

な
が

る
建

築
知

：
日

本
建

築
学

会
編

彰
国

社

66

３
-2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

B
IM

を
効

果
的

に
活

用
す

る
た

め
に

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
工

程
す

べ
て

に
活

用
す

る
の

で
は

な
く
、

モ
デ

ル
・

デ
ー

タ
を

活
用

す
る

目
的

・
用

途
・
段

階
な

ど
を

検
討

す
る

こ
と

も
重

要
で

す
。

適
用

方
法

に
よ

っ
て

、
モ

デ
リ

ン
グ

の
方

法
・
時

間
・
担

当
者

が
変

わ
り

、
合

理
化

が
図

れ
る

か
ら

で
す

。
設

計
組

織
の

意
思

決
定

・
合

意
軽

視
・
説

明
責

任
の

迅
速

化
、

設
計

品
質

の
向

上
、

現
場

・
部

外
研

究
機

関
・
異

業
種

と
の

協
業

の
円

滑
化

を
測

る
た

め
に

、
図

の
「
B

IM
活

用
メ

ニ
ュ

ー
は

開
発

さ
れ

ま
し

た
。

意
思

決
定

者
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
特

性
に

合
わ

せ
て

自
由

に
B

IM
活

用
方

法
を

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

し
、

有
効

な
意

思
決

定
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
ま

す
。

66

❸
B

IM
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
の

活
用

方
法

竹
中

工
務

店
で

の
・

先
端

技
術

の
実

践
事

例

に
よ

る
わ

か
り

や
す

い
情

報
提

供
で

意
思

決
定

を
サ

ポ
ー

ト
モ

デ
ル

と
出

力
さ

れ
た

情
報

に
よ

り
、

お
客

様
の

施
設

運
営

確
認

や
直

営
工

事
の

乗
り

込
み

調
整

な
ど

に
活

用

竹
中

工
務

店
：

実
践

事
例

～
・

先
端

デ
ジ

タ
ル

技
術

67

３
-2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

B
IM

や
デ

ジ
タ

ル
技

術
の

活
用

の
重

要
性

は
こ

れ
ま

で
見

て
き

ま
し

た
が

、
そ

れ
が

実
際

、
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

中
で

ど
の

よ
う

に
実

践
さ

れ
て

い
る

の
か

。
で

は
、

こ
こ

で
、

実
際

に
B

IM
や

先
端

技
術

が
ど

の
よ

う
に

実
践

さ
れ

て
い

る
の

か
、

B
IM

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

な
ど

の
活

用
方

法
を

竹
中

工
務

店
の

事
例

か
ら

み
て

い
き

ま
す

。
B

IM
に

よ
る

わ
か

り
や

す
い

情
報

提
供

で
意

思
決

定
を

サ
ポ

ー
ト

モ
デ

ル
と

出
力

さ
れ

た
情

報
に

よ
り

、
お

客
様

の
施

設
運

営
確

認
や

直
営

工
事

の
乗

り
込

み
調

整
な

ど
に

活
用 ビ

ジ
ュ

ア
ル

化
さ

れ
た

B
IM

モ
デ

ル
を

活
用

し
、

わ
か

り
や

す
い

情
報

を
提

供
す

る
こ

と
で

、
迅

速
な

意
思

決
定

を
サ

ポ
ー

ト
し

、
も

の
決

め
を

円
滑

に
進

め
る

こ
と

が
出

来
ま

す
。

B
IM

モ
デ

ル
か

ら
、

必
要

に
応

じ
て

確
認

や
エ

ビ
デ

ン
ス

の
為

の
出

力
が

出
来

ま
す

。
特

に
お

客
様

の
直

営
工

事
で

あ
る

設
備

工
事

や
プ

ラ
ン

ト
工

事
に

お
け

る
直

営
工

事
会

社
の

機
器

・配
管

等
の

各
所

納
ま

り
や

施
工

手
順

を
容

易
に

確
認

で
き

ま
す

。

67
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❸
B

IM
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
の

活
用

方
法

竹
中

工
務

店
で

の
・

先
端

技
術

の
実

践
事

例

に
よ

る
わ

か
り

や
す

い
情

報
提

供
で

意
思

決
定

を
サ

ポ
ー

ト
デ

バ
イ

ス
等

に
よ

り
完

成
後

の
空

間
イ

メ
ー

ジ
を

共
有

（
デ

ジ
タ

ル
モ

ッ
ク

ア
ッ

プ
）

竹
中

工
務

店
：

実
践

事
例

～
・

先
端

デ
ジ

タ
ル

技
術

68

３
-2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

B
IM

に
よ

る
わ

か
り

や
す

い
情

報
提

供
で

意
思

決
定

を
サ

ポ
ー

ト
V

R
デ

バ
イ

ス
等

に
よ

り
完

成
後

の
空

間
イ

メ
ー

ジ
を

共
有

（
デ

ジ
タ

ル
モ

ッ
ク

ア
ッ

プ
）

B
IM

モ
デ

ル
を

活
用

し
、

臨
場

感
の

あ
る

形
で

、
バ

ー
チ

ャ
ル

で
の

モ
ッ

ク
ア

ッ
プ

が
可

能
に

な
り

ま
す

。

68

❸
B

IM
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
の

活
用

方
法

竹
中

工
務

店
で

の
B

IM
・

先
端

技
術

の
実

践
事

例
：

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

カ
メ

ラ

現
場

と
オ

フ
ィ

ス
を

つ
な

ぐ
リ

モ
ー

ト
環

境
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
カ

メ
ラ

等
に

よ
る

遠
隔

検
査

竹
中

工
務

店
：

実
践

事
例

～
・

先
端

デ
ジ

タ
ル

技
術 69

３
-2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

現
場

と
オ

フ
ィ

ス
を

つ
な

ぐ
リ

モ
ー

ト
環

境
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
カ

メ
ラ

等
に

よ
る

遠
隔

検
査

遠
隔

地
の

現
場

で
あ

っ
て

も
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

現
地

の
状

況
を

共
有

し
、

必
要

事
項

の
確

認
や

き
め

細
か

い
指

示
が

可
能

で
す

。

ニ
ュ

ー
ノ

ー
マ

ル
な

ワ
ー

ク
ス

タ
イ

ル
と

し
て

、
お

客
様

と
の

進
捗

確
認

を
は

じ
め

、
作

業
所

で
の

品
質

検
査

、
ま

た
協

力
会

社
工

場
で

の
製

品
検

査
等

に
お

い
て

も
目

的
に

応
じ

た
リ

モ
ー

ト
ツ

ー
ル

を
組

み
合

わ
せ

、
品

質
向

上
及

び
業

務
の

効
率

化
に

有
効

活
用

で
き

ま
す

。
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❸
B

IM
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
の

活
用

方
法

竹
中

工
務

店
で

の
B

IM
・

先
端

技
術

の
実

践
事

例
：

B
IM

モ
デ

ル

現
地

で
と

実
際

の
空

間
を

重
ね

合
わ

せ
、

施
工

性
・

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

性
を

確
認

竹
中

工
務

店
：

実
践

事
例

～
・

先
端

デ
ジ

タ
ル

技
術 70

３
-2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

現
地

で
B

IM
と

実
際

の
空

間
を

重
ね

合
わ

せ
、

施
工

性
・
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
性

を
確

認
施

工
B

IM
モ

デ
ル

を
M

R
ゴ

ー
グ

ル
な

ど
の

デ
バ

イ
ス

で
現

地
投

影
す

る
こ

と
で

、
実

際
の

空
間

で
の

納
ま

り
や

見
栄

え
、

ス
ケ

ー
ル

感
を

確
認

で
き

ま
す

。
既

に
取

り
つ

い
て

い
る

機
器

と
新

設
の

機
器

の
接

続
や

位
置

関
係

、
ま

た
施

工
時

や
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
時

の
作

業
姿

勢
な

ど
も

確
認

す
る

こ
と

が
出

来
ま

す
。

お
客

様
、

設
計

者
、

施
工

者
の

そ
れ

ぞ
れ

の
目

線
で

の
現

地
確

認
を

事
前

に
行

う
こ

と
で

、
関

係
者

全
員

の
合

意
形

成
が

容
易

に
な

り
ま

す
。
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❸
B

IM
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
の

活
用

方
法

竹
中

工
務

店
で

の
B

IM
・

先
端

技
術

の
実

践
事

例
：

3
D

ス
キ

ャ
ナ

ー

現
場

と
オ

フ
ィ

ス
を

つ
な

ぐ
リ

モ
ー

ト
環

境
ス

キ
ャ

ナ
ー

を
用

い
て

既
存

建
物

を
モ

デ
ル

化

竹
中

工
務

店
：

実
践

事
例

～
・

先
端

デ
ジ

タ
ル

技
術 71

３
-2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

現
場

と
オ

フ
ィ

ス
を

つ
な

ぐ
リ

モ
ー

ト
環

境
3
D

ス
キ

ャ
ナ

ー
を

用
い

て
既

存
建

物
を

B
IM

モ
デ

ル
化

既
存

建
物

の
改

修
工

事
や

設
備

機
器

更
新

工
事

に
お

い
て

、
現

地
空

間
と

既
存

設
備

の
３

D
ス

キ
ャ

ン
デ

ー
タ

を
元

に
、

再
現

モ
デ

ル
を

作
成

し
、

精
度

の
高

い
改

修
設

計
を

提
案

し
ま

す
。

特
に

既
存

図
面

が
無

い
空

間
や

設
備

の
場

合
、

従
来

の
測

量
実

測
デ

ー
タ

か
ら

図
面

を
書

き
起

こ
す

よ
う

な
現

地
調

査
調

整
時

間
を

大
幅

に
削

減
し

、
効

率
よ

く
手

戻
り

の
な

い
工

事
計

画
が

立
案

可
能

と
な

り
ま

す
。
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❸
B

IM
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
の

活
用

方
法

竹
中

工
務

店
で

の
B

IM
・

先
端

技
術

の
実

践
事

例

現
場

と
オ

フ
ィ

ス
を

つ
な

ぐ
リ

モ
ー

ト
環

境
最

先
端

の
ベ

ン
チ

ャ
ー

技
術

を
有

効
活

用
（

と
度

カ
メ

ラ
画

像
の

シ
ン

ク
ロ

記
録

）

竹
中

工
務

店
：

実
践

事
例

～
・

先
端

デ
ジ

タ
ル

技
術 72

３
-2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

現
場

と
オ

フ
ィ

ス
を

つ
な

ぐ
リ

モ
ー

ト
環

境
最

先
端

の
ベ

ン
チ

ャ
ー

技
術

を
有

効
活

用
（
B

IM
と

3
6
0
度

カ
メ

ラ
画

像
の

シ
ン

ク
ロ

記
録

）
先

端
デ

ジ
タ

ル
技

術
に

つ
い

て
は

、
日

々
め

ざ
ま

し
い

進
歩

が
あ

り
、

当
社

は
、

広
く
世

界
に

情
報

リ
ソ

ー
ス

を
広

げ
、

試
行

・
検

証
の

う
え

施
工

管
理

等
に

有
効

な
技

術
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
ま

す
。

こ
の

事
例

は
、

図
面

上
の

位
置

情
報

を
持

っ
た

3
6
0度

画
像

を
作

業
所

で
撮

影
し

、
ク

ラ
ウ

ド
上

で
関

係
者

と
情

報
共

有
す

る
技

術
で

す
。

特
徴

と
し

て
、

B
IM

モ
デ

ル
と

実
際

の
現

地
で

撮
影

し
た

3
6
0度

画
像

を
画

面
上

で
シ

ン
ク

ロ
し

な
が

ら
3
6
0
度

動
か

し
て

見
る

こ
と

が
出

来
、

B
IM

操
作

を
知

ら
な

く
て

も
ク

ラ
ウ

ド
上

で
誰

で
も

扱
え

る
点

で
す

。
日

々
の

作
業

情
報

を
3
6
0
度

カ
メ

ラ
で

撮
影

し
て

お
け

ば
、

任
意

の
撮

影
さ

れ
た

場
所

、
日

時
で

自
由

に
確

認
が

可
能

と
な

り
、

新
し

い
エ

ビ
デ

ン
ス

の
形

と
し

て
様

々
な

ニ
ー

ズ
へ

の
展

開
が

広
が

っ
て

い
ま

す
。
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❸
B

IM
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
の

活
用

方
法

竹
中

工
務

店
で

の
B

IM
・

先
端

技
術

の
実

践
事

例
：

建
設

ロ
ボ

ッ
ト

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

建
設

ロ
ボ

ッ
ト

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

（
を

地
図

情
報

と
し

て
ロ

ボ
ッ

ト
を

制
御

）

竹
中

工
務

店
：

実
践

事
例

～
・

先
端

デ
ジ

タ
ル

技
術 73

３
-2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

建
設

ロ
ボ

ッ
ト

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

（
B

IM
を

地
図

情
報

と
し

て
ロ

ボ
ッ

ト
を

制
御

）
当

社
が

開
発

し
た

建
設

ロ
ボ

ッ
ト

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

で
は

B
IM

デ
ー

タ
を

使
っ

た
ロ

ボ
ッ

ト
の

移
動

シ
ュ

ミ
レ

ー
シ

ョ
ン

や
各

種
制

御
が

可
能

と
な

り
ま

す
。

 建
設

中
は

も
と

よ
り

建
物

運
用

段
階

で
の

サ
ー

ビ
ス

ロ
ボ

ッ
ト

へ
の

適
用

等
も

期
待

で
き

ま
す

。
今

後
、

実
証

を
重

ね
、

効
果

的
な

適
用

範
囲

の
拡

大
を

図
り

ま
す

。
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❸
B

IM
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
の

活
用

方
法

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

①
C

P
M

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

法
（

cr
it
ic

a
l 
p
a
th

 m
e
th

o
d
, 

C
P
M

）
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

一
連

の
活

動
を

ス
ケ

ジ
ュ

ー
リ

ン
グ

す
る

た
め

の
数

学
的

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

で
あ

る
。

効
率

的
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

た
め

の
重

要
な

ツ
ー

ル
で

あ
る

。

基
本

的
技

法

C
P
M

を
使

う
際

の
基

本
的

テ
ク

ニ
ッ

ク
は

、
以

下
を

含
む

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
モ

デ
ル

を
構

築
す

る
こ

と

1
. 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
完

了
さ

せ
る

ま
で

に
必

要
な

全
て

の
活

動
の

一
覧

2
. 

各
活

動
に

か
か

る
時

間

3
. 

活
動

間
の

依
存

関
係

こ
の

値
を

使
い

、
C
P
M

に
よ

っ
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

完
了

ま
で

に
か

か
る

最
長

の
経

路
（

依
存

関
係

の
あ

る
一

連
の

活
動

の
連

な
り

）
を

計
算

し
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

完
了

を
延

期
せ

ず
に

そ
れ

ぞ
れ

の
活

動
を

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

し
た

場
合

の
開

始
と

終
了

の
最

も
早

い
時

期
と

最
も

遅
い

時
期

を
求

め
る

。

74

３
-2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

こ
こ

で
は

、
そ

の
ほ

か
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

に
つ

い
て

、
そ

の
活

用
方

法
を

見
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

一
つ

目
は

、
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
法

（
c
ri
ti
c
al

 p
at

h
 m

e
th

o
d
, 
C

P
M

）
で

す
。

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

法
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

一
連

の
活

動
を

ス
ケ

ジ
ュ

ー
リ

ン
グ

す
る

た
め

の
数

学
的

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

で
す

。
効

率
的

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
た

め
の

重
要

な
ツ

ー
ル

で
す

。
基

本
的

技
法

と
し

て
は

、
C

P
M

を
使

う
際

の
基

本
的

テ
ク

ニ
ッ

ク
は

、
以

下
を

含
む

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
モ

デ
ル

を
構

築
す

る
こ

と
で

す
。

1
.

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
完

了
さ

せ
る

ま
で

に
必

要
な

全
て

の
活

動
の

一
覧

2
.

各
活

動
に

か
か

る
時

間
3
.

活
動

間
の

依
存

関
係

こ
れ

ら
の

値
を

使
い

、
C

P
M

に
よ

っ
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

完
了

ま
で

に
か

か
る

最
長

の
経

路
（
依

存
関

係
の

あ
る

一
連

の
活

動
の

連
な

り
）
を

計
算

し
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
完

了
を

延
期

せ
ず

に
そ

れ
ぞ

れ
の

活
動

を
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
し

た
場

合
の

開
始

と
終

了
の

最
も

早
い

時
期

と
最

も
遅

い
時

期
を

求
め

ま
す

。

74

❸
B

IM
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
の

活
用

方
法

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

①
C

P
M

ど
の

活
動

が
「

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

」
を

決
め

、
ど

の
活

動
が

「
ト

ー
タ

ル
フ

ロ
ー

ト
」

が
あ

る
か

決
め

る
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
：

最
長

経
路

上
に

あ
る

ト
ー

タ
ル

フ
ロ

ー
ト

：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

遅
延

さ
せ

ず
に

活
動

開
始

を
遅

延
で

き
る

こ
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
お

い
て

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

（
経

路
）

:
必

要
な

時
間

を
積

算
し

た
と

き
に

最
長

と
な

る
一

連
の

活
動

→
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
上

の
活

動
に

遅
延

＝
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
完

了
予

定
日

に
直

接
的

な
影

響
→

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

完
了

ま
で

に
か

か
る

最
短

時
間

を
決

定
で

き
る

→
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
に

は
フ

ロ
ー

ト
（

余
裕

時
間

）
が

全
く

な
い

1
つ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

複
数

の
並

行
す

る
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
が

存
在

す
る

こ
と

も
あ

り
、

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

と
並

行
し

て
い

て
フ

ロ
ー

ト
の

あ
る

経
路

は
、

準
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
ま

た
は

非
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
と

呼
ぶ

75

３
-2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

こ
れ

に
よ

っ
て

、
ど

の
活

動
が

「ク
リ

テ
ィ

カ
ル

」
（
す

な
わ

ち
、

最
長

経
路

上
に

あ
る

）
か

を
決

め
、

ど
の

活
動

に
「
ト

ー
タ

ル
フ

ロ
ー

ト
」
（
す

な
わ

ち
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
遅

延
さ

せ
ず

に
活

動
開

始
を

遅
延

で
き

る
こ

と
）
が

あ
る

か
を

決
め

ま
す

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

お
い

て
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
（
経

路
）と

は
、

必
要

な
時

間
を

積
算

し
た

と
き

に
最

長
と

な
る

一
連

の
活

動
を

意
味

す
る

。
こ

れ
に

よ
っ

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

完
了

ま
で

に
か

か
る

最
短

時
間

を
決

定
で

き
ま

す
。

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

上
の

活
動

に
遅

延
が

生
じ

る
と

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
完

了
予

定
日

に
直

接
的

な
影

響
が

生
じ

ま
す

。
す

な
わ

ち
、

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

に
は

フ
ロ

ー
ト

（
余

裕
時

間
）
が

全
く
な

い
。

1
つ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

複
数

の
並

行
す

る
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
が

存
在

す
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

と
並

行
し

て
い

て
フ

ロ
ー

ト
の

あ
る

経
路

は
、

準
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
、

ま
た

は
非

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

と
呼

び
ま

す
。

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

で
工

程
管

理
を

管
理

し
て

、
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
わ

る
人

た
ち

全
て

の
目

線
で

、
ス

ケ

ジ
ュ

ー
ル

を
明

ら
か

に
し

ま
す

。

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

工
程

表
で

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

管
理

で
施

工
で

は
多

く
の

作
業

が
そ

れ
ぞ

れ
関

連
を

持
ち

な
が

ら
進

行
し

て
い

き
ま

す
。

そ
の

中
で

、
最

も
遅

れ
ら

れ
な

い
作

業
を

管
理

す
る

こ
と

で
、

各
作

業
の

関
連

性
を

踏
ま

え
て

、
作

業
の

開
始

予
定

、
終

了
予

定
を

明
確

に
す

る
た

め
の

工
程

表
で

す
。

75

214



❸
B

IM
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
の

活
用

方
法

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

②
プ

ロ
セ

ス
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

コ
カ

レ
ン

ト
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
（

C
E
)は

設
計

の
プ

ロ
セ

ス
を

変
え

る
設

計
か

ら
製

造
に

至
る

多
様

な
業

務
の

多
様

な
業

務
担

当
者

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

開
始

段
階

か
ら

参
画

し
、

初
期

段
階

か
ら

同
時

並
行

で
業

務
を

進
め

る
こ

と
に

よ
り

、
開

発
お

よ
び

量
産

ま
で

の
期

間
短

縮
を

図
る

手
法

シ
ー

ケ
ン

ス
型

順
序

化
さ

れ
た

規
定

の
プ

ロ
セ

ス
を

順
に

実
行

す
る

処
理

方
法

コ
カ

レ
ン

ト
型

業
務

の
各

工
程

を
同

時
並

行
的

に
実

行
す

る
谷

関
係

者
の

情
報

共
有

環
境

や
協

業
体

制
を

整
備

す
る

な
ど

、
工

期
や

そ
れ

に
要

す
る

コ
ス

ト
の

縮
減

を
図

ろ
う

と
す

る
処

理
方

法

コ
カ

レ
ン

ト
型

プ
ロ

セ
ス

が
B
IM

の
出

現
で

効
率

的
な

運
用

が
可

能
に

な
る

か
検

証
し

て
い

る

意
匠

、
構

造
、

設
備

の
設

計
者

や
エ

ン
ジ

ニ
ア

が
を

用
い

い
て

コ
カ

レ
ン

ト
（

同
時

、
並

行
型

）
に

部
門

間
連

携
設

計
を

す
る

た
め

の
ワ

ー
ク

フ
ロ

ー
で

（
）

に
て

検
討

。
各

部
門

で
の

設
計

時
に

他
部

門
の

ど
の

情
報

を
必

要
と

し
て

い
る

か
を

分
析

し
、

ス
ケ

ッ
チ

や
メ

モ
で

渡
す

も
の

、
デ

ジ
タ

ル
情

報
で

渡
す

も
の

を
整

理
し

た
。

ま
た

）
上

で
デ

ー
タ

が
連

携
で

き
な

い
も

の
を

「
ミ

ッ
シ

ン
グ

リ
ン

ク
」

と
し

、
ワ

ー
ク

フ
ロ

ー
と

し
て

改
善

す
べ

き
点

を
整

理
。

R
e
v
it
 と

は
R

e
v
it
®

  は
建

築
、

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

、
施

工
（

A
E
C
）

の
た

め
の

 B
IM

 ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
か

た
ち

へ
つ

な
が

る
建

築
知

：
日

本
建

築
学

会
編

彰
国

社
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３
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コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

コ
カ

レ
ン

ト
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
（
C

E
)は

設
計

の
プ

ロ
セ

ス
を

変
え

る
設

計
か

ら
製

造
に

至
る

多
様

な
業

務
の

多
様

な
業

務
担

当
者

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

開
始

段
階

か
ら

参
画

し
、

初
期

段
階

か
ら

同
時

並
行

で
業

務
を

進
め

る
こ

と
に

よ
り

、
開

発
お

よ
び

量
産

ま
で

の
期

間
短

縮
を

図
る

手
法 こ

れ
ま

で
は

シ
ー

ケ
ン

ス
型

、
順

序
化

さ
れ

た
規

定
の

プ
ロ

セ
ス

を
順

に
実

行
す

る
処

理
方

法
で

す
が

、
コ

カ
レ

ン
ト

型
は

業
務

の
各

工
程

を
同

時
並

行
的

に
実

行
す

る
谷

関
係

者
の

情
報

共
有

環
境

や
協

業
体

制
を

整
備

す
る

な
ど

、
工

期
や

そ
れ

に
要

す
る

コ
ス

ト
の

縮
減

を
図

ろ
う

と
す

る
処

理
方

法
で

す
。

コ
カ

レ
ン

ト
型

プ
ロ

セ
ス

が
B

IM
の

出
現

で
効

率
的

な
運

用
が

可
能

に
な

る
か

検
証

し
て

い
ま

す
。

意
匠

、
構

造
、

設
備

の
設

計
者

や
エ

ン
ジ

ニ
ア

が
B

IM
を

用
い

て
コ

カ
レ

ン
ト

（
同

時
、

並
行

型
）
に

部
門

間
連

携
設

計
を

す
る

た
め

の
ワ

ー
ク

フ
ロ

ー
で

R
U

G
（
R

e
vi

t 
U

se
r 

G
ro

u
p
）
に

て
検

討
さ

れ
た

。
各

部
門

で
の

設
計

時
に

他
部

門
の

ど
の

情
報

を
必

要
と

し
て

い
る

か
を

分
析

し
、

ス
ケ

ッ
チ

や
メ

モ
で

渡
す

も
の

、
デ

ジ
タ

ル
情

報
で

渡
す

も
の

を
整

理
、

ま
た

B
IM

(R
e
vi

t）
上

で
デ

ー
タ

が
連

携
で

き
な

い
も

の
を

「
ミ

ッ
シ

ン
グ

リ
ン

ク
」
と

し
、

B
IM

-
ワ

ー
ク

フ
ロ

ー
と

し
て

改
善

す
べ

き
点

を
整

理
。

そ
れ

を
ま

と
め

た
も

の
が

、
次

の
R

U
G

 B
IM

-
ワ

ー
ク

フ
ロ

ー
で

す
。

R
U

G
: 
建

設
業

界
に

お
い

て
、

R
e
vi

t 
を

中
心

と
し

た
B

IM
を

実
務

的
に

活
用

で
き

る
よ

う
な

活
動

を
行

い
、

そ
の

普
及

と
展

開
を

務
め

る
団

体
。

現
在

R
U

G
で

は
、

R
ev

it
-
B

IM
に

よ
る

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

の
ミ

ッ
シ

ン
グ

リ
ン

ク
（
デ

ー
タ

流
通

の
血

栓
）
を

発
見

し
、

解
決

す
る

た
め

の
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

活
動

を
行

っ
て

い
ま

す
。

R
e
vi

t:
 R

e
vi

t®
  は

建
築

、
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
、

施
工

（
A

E
C

）
の

た
め

の
 B

IM
 ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
で

す
。

品
質

の

高
い

建
物

や
イ

ン
フ

ラ
の

構
築

を
支

え
ま

す
。

R
ev

it
 を

使
用

す
る

と
、

以
下

が
可

能
に

な
り

ま
す

。
パ

ラ
メ

ー
タ

の
正

確
性

、
精

度
、

使
い

や
す

さ
を

利
用

し
た

 3
D

 の
モ

デ
ル

形
状

、
構

造
、

シ
ス

テ
ム

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
変

更
に

合
わ

せ
て

平
面

図
、

立
面

図
、

集
計

表
、

断
面

図
を

瞬
時

に
改

訂
し

て
、

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

作
成

を
効

率
化

専
門

性
の

高
い

ツ
ー

ル
セ

ッ
ト

と
統

合
さ

れ
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

環
境

で
多

分
野

の
チ

ー
ム

を
強

化

B
IM

の
か

た
ち

 S
o
c
ie

ty
5
.0

へ
つ

な
が

る
建

築
知

：
日

本
建

築
学

会
 編

, 彰
国

社
, 
2
0
1
9
 p

p
.7

0

76

❸
B

IM
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
の

活
用

方
法

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

②
プ

ロ
セ

ス
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

77

３
-2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

R
U

G
 B

IM
-
ワ

ー
ク

フ
ロ

ー
意

匠
、

構
造

、
設

備
の

設
計

者
や

エ
ン

ジ
ニ

ア
が

B
IM

を
用

い
て

コ
カ

レ
ン

ト
（
同

時
、

並
行

型
）
に

部
門

間
連

携
設

計
を

す
る

た
め

の
ワ

ー
ク

フ
ロ

ー
で

R
U

G
（
R

e
vi

t 
U

se
r 

G
ro

u
p
）
に

て
検

討
さ

れ
た

。
各

部
門

で
の

設
計

時
に

他
部

門
の

ど
の

情
報

を
必

要
と

し
て

い
る

か
を

分
析

し
、

ス
ケ

ッ
チ

や
メ

モ
で

渡
す

も
の

、
デ

ジ
タ

ル
情

報
で

渡
す

も
の

を
整

理
、

ま
た

B
IM

(R
e
vi

t）
上

で
デ

ー
タ

が
連

携
で

き
な

い
も

の
を

「
ミ

ッ
シ

ン
グ

リ
ン

ク
」
と

し
、

B
IM

-
ワ

ー
ク

フ
ロ

ー
と

し
て

改
善

す
べ

き
点

を
整

理
。

そ
れ

を
ま

と
め

た
も

の
が

、
次

の
R

U
G

 B
IM

-
ワ

ー
ク

フ
ロ

ー
で

す
。

R
U

G
: 
建

設
業

界
に

お
い

て
、

R
e
vi

t 
を

中
心

と
し

た
B

IM
を

実
務

的
に

活
用

で
き

る
よ

う
な

活
動

を
行

い
、

そ
の

普
及

と
展

開
を

務
め

る
団

体
。

現
在

R
U

G
で

は
、

R
ev

it
-
B

IM
に

よ
る

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

の
ミ

ッ
シ

ン
グ

リ
ン

ク
（
デ

ー
タ

流
通

の
血

栓
）
を

発
見

し
、

解
決

す
る

た
め

の
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

活
動

を
行

っ
て

い
ま

す
。

R
e
vi

t:
 R

e
vi

t®
  は

建
築

、
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
、

施
工

（
A

E
C

）
の

た
め

の
 B

IM
 ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
で

す
。

品
質

の
高

い
建

物
や

イ
ン

フ
ラ

の
構

築
を

支
え

ま
す

。
R

ev
it
 を

使
用

す
る

と
、

以
下

が
可

能
に

な
り

ま
す

。
パ

ラ
メ

ー
タ

の
正

確
性

、
精

度
、

使
い

や
す

さ
を

利
用

し
た

 3
D

 の
モ

デ
ル

形
状

、
構

造
、

シ
ス

テ
ム

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
変

更
に

合
わ

せ
て

平
面

図
、

立
面

図
、

集
計

表
、

断
面

図
を

瞬
時

に
改

訂
し

て
、

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

作
成

を
効

率
化

専
門

性
の

高
い

ツ
ー

ル
セ

ッ
ト

と
統

合
さ

れ
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

環
境

で
多

分
野

の
チ

ー
ム

を
強

化
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❸
B

IM
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
の

活
用

方
法

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

③
V

R
V

ir
tu

a
l 
R

e
a
lit

y

V
R

と
は

仮
想

現
実

、
人

口
現

実
感

。
現

実
の

、
あ

る
い

は
想

像
上

の
世

界
を

C
G

な
ど

に
よ

っ
て

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

上
に

つ
く

り
だ

す
技

術

V
R

の
建

築
・

建
設

・
工

事
現

場
で

の
活

用
法

1
.
完

成
後

の
建

物
を

V
R

で
モ

デ
ル

化
す

る
2
.
建

築
中

の
足

場
の

状
況

の
再

現
3
.
完

成
す

る
建

物
の

風
通

し
な

ど
の

確
認

V
R

を
建

築
・

建
設

現
場

・
工

事
現

場
で

採
用

す
る

メ
リ

ッ
ト

1.
社

員
の

教
育

ツ
ー

ル
に

な
る

2.
顧

客
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
役

立
つ

3.
作

業
員

全
体

で
イ

メ
ー

ジ
共

有
を

し
や

す
い

4.
事

故
防

止
効

果
が

あ
る

5.
BI

M
で

設
計

し
た

原
寸

大
の

デ
ー

タ
が

見
え

る
6.

利
用

へ
の

ハ
ー

ド
ル

が
低

い

h
tt

p
s:

//
ti
p
s.

sp
a
ce

ly
.c

o
.j

p
/v

r-
a
rc

h
it
e
ct

u
re

/参
照 78
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コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

３
つ

目
は

V
R

で
す

。
V

R
は

仮
想

現
実

、
人

口
現

実
感

。
現

実
の

、
あ

る
い

は
想

像
上

の
世

界
を

C
G

な
ど

に
よ

っ
て

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

上
に

つ
く
り

だ
す

技
術

で
す

。
V

R
の

建
築

・
建

設
・
工

事
現

場
で

の
活

用
法

は
次

の
３

つ
が

挙
げ

ら
れ

ま
す

。
①

完
成

後
の

建
物

を
V

R
で

モ
デ

ル
化

す
る

②
建

築
中

の
足

場
の

状
況

の
再

現
③

完
成

す
る

建
物

の
風

通
し

な
ど

の
確

認
V

R
を

建
築

・
建

設
現

場
・
工

事
現

場
で

採
用

す
る

メ
リ

ッ
ト

は
次

の
６

つ
が

挙
げ

ら
れ

ま
す

。
①

社
員

の
教

育
ツ

ー
ル

と
し

て
新

人
教

育
や

新
し

い
分

野
の

研
修

を
す

る
場

合
、

実
際

の
建

設
現

場
を

使
わ

ず
に

実
施

で
き

ま
す

。
②

V
R

を
活

用
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
立

体
的

な
イ

メ
ー

ジ
を

提
示

で
き

る
こ

と
か

ら
、

顧
客

と
の

円
滑

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
期

待
で

き
ま

す
。

③
作

業
員

全
体

で
イ

メ
ー

ジ
共

有
を

し
や

す
い

た
め

、
現

場
で

の
円

滑
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
な

が
り

ま
す

。
④

危
な

く
て

な
か

な
か

人
が

入
り

に
く
い

場
所

を
V

R
で

再
現

す
る

こ
と

で
、

そ
の

場
所

へ
行

か
な

く
て

も
行

っ
て

る
よ

う
に

体
験

で
き

、
事

故
防

止
効

果
が

あ
り

ま
す

。
⑤

B
IM

で
設

計
し

た
原

寸
大

の
デ

ー
タ

が
見

え
る

た
め

、
V

R
デ

ー
タ

に
変

換
し

た
映

像
の

中
で

歩
き

回
る

こ
と

が
で

き
る

な
ど

、
3
D

C
A

D
と

は
異

な
り

、
B

IM
は

V
R

を
含

め
た

様
々

な
デ

ー
タ

へ
の

変
換

が
可

能
で

す
。

⑥
パ

ソ
コ

ン
や

ス
マ

ホ
・
タ

ブ
レ

ッ
ト

か
ら

で
も

利
用

が
で

き
、

す
で

に
持

っ
て

い
る

端
末

か
ら

V
R

を
見

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
、

利
用

へ
の

ハ
ー

ド
ル

が
低

く
、

比
較

的
現

場
に

導
入

し
や

す
く
な

っ
て

い
ま

す
。

78

❸
B

IM
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
の

活
用

方
法

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

③
M

R
M

ix
e
d

 R
e
a
li
ty

M
R

と
は

現
実

の
空

間
に

仮
想

の
空

間
を

融
合

し
新

し
い

空
間

を
作

り
出

す
映

像
技

術
現

実
の

空
間

に
、

触
れ

る
こ

と
の

で
き

る
３

D
ホ

ロ
グ

ラ
ム

が
現

れ
る

現
実

と
仮

想
の

融
合

が
M

R
（

M
ix

e
d
 R

e
a
lit

y
）

複
合

現
実

と
呼

ば
れ

る
M

R
対

応
コ

ン
ピ

ュ
ー

テ
イ

ン
グ

を
装

着
す

る
と

、
現

実
世

界
の

壁
や

机
、

床
な

ど
の

空
間

を
認

識
し

、
３

D
ホ

ロ
グ

ラ
ム

を
あ

た
か

も
現

実
の

世
界

に
存

在
す

る
か

の
よ

う
に

投
影

す
る

ホ
ロ

グ
ラ

フ
は

た
だ

見
る

た
め

の
も

の
で

は
な

く
、

実
際

に
操

作
で

き
る

装
着

し
て

い
る

人
物

の
視

線
や

挙
動

を
高

速
に

処
理

し
、

ホ
ロ

グ
ラ

ム
を

掴
ん

で
回

転
さ

せ
た

り
、

移
動

さ
せ

た
り

、
大

き
さ

を
変

え
た

り
と

い
う

操
作

が
可

能
ホ

ロ
グ

ラ
ム

の
後

ろ
に

回
り

込
ん

だ
り

、
上

か
ら

覗
き

込
ん

だ
り

、
さ

ま
ざ

ま
な

角
度

か
ら

観
察

が
可

能

M
R

と
V

R
の

違
い

仮
想

空
間

に
自

分
自

身
が

入
り

込
む

V
R

と
現

実
世

界
の

上
に

仮
想

的
な

オ
ブ

ジ
ェ

ク
ト

を
加

え
る

M
R

中
靜

 真
吾

, ホ
ロ

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ン
完

全
マ

ニ
ュ

ア
ル

,幻
冬

舎
メ

デ
ィ

ア
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
参

照 79

３
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コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

次
に

、
M

R
で

す
。

M
R

は
現

実
の

空
間

に
仮

想
の

空
間

を
融

合
し

新
し

い
空

間
を

作
り

出
す

映
像

技
術

で
現

実
の

空
間

に
、

触
れ

る
こ

と
の

で
き

る
３

D
ホ

ロ
グ

ラ
ム

が
現

れ
ま

す
。

現
実

と
仮

想
の

融
合

が
M

R
（M

ix
e
d
 

R
e
al

it
y）

複
合

現
実

と
呼

ば
れ

て
い

ま
す

。
M

R
対

応
コ

ン
ピ

ュ
ー

テ
イ

ン
グ

を
装

着
す

る
と

、
現

実
世

界
の

壁
や

机
、

床
な

ど
の

空
間

を
認

識
し

、
３

D
ホ

ロ
グ

ラ
ム

を
あ

た
か

も
現

実
の

世
界

に
存

在
す

る
か

の
よ

う
に

投
影

さ
れ

、
ホ

ロ
グ

ラ
フ

は
た

だ
見

る
た

め
の

も
の

で
は

な
く
、

実
際

に
操

作
で

き
ま

す
。

そ
の

た
め

、
装

着
し

て
い

る
人

物
の

視
線

や
挙

動
を

高
速

に
処

理
し

、
ホ

ロ
グ

ラ
ム

を
掴

ん
で

回
転

さ
せ

た
り

、
移

動
さ

せ
た

り
、

大
き

さ
を

変
え

た
り

と
い

う
操

作
が

可
能

で
、

ホ
ロ

グ
ラ

ム
の

後
ろ

に
回

り
込

ん
だ

り
、

上
か

ら
覗

き
込

ん
だ

り
、

さ
ま

ざ
ま

な
角

度
か

ら
観

察
が

可
能

と
な

り
ま

す
。

M
R

と
V

R
の

違
い

は
仮

想
空

間
に

自
分

自
身

が
入

り
込

む
の

が
V

R
で

現
実

世
界

の
上

に
仮

想
的

な
オ

ブ
ジ

ェ
ク

ト
を

加
え

る
の

が
M

R
と

な
り

ま
す

。
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❸
B

IM
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
の

活
用

方
法

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

④
H

o
lo

st
u

ru
ct

io
n

H
o
lo

st
u

ru
ct

io
n

と
は

小
柳

建
設

と
M

ic
ro

so
ft

社
と

共
同

開
発

し
た

H
o
lo

Le
n
sを

使
っ

た
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
建

設
分

野
で

は
、

設
計

・
進

捗
管

理
・

点
検

な
ど

、
工

事
の

あ
ら

ゆ
る

フ
ェ

ー
ズ

で
H

o
lo

Le
n
s2

が
能

力
を

発
揮

す
る

た
め

、
小

柳
建

設
で

は
H

o
lo

Le
n
s２

を
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
と

し
た

H
o
lo

st
u
ru

ct
io

n
を

開
発

し
、

自
社

の
施

工
の

み
な

ら
ず

多
く

の
企

業
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

H
o
lo

L
e
n

s2
と

は

M
ic

ro
so

ft
社

が
開

発
し

た
W

in
d
o
w

s1
0
が

搭
載

さ
れ

て
い

る
パ

ソ
コ

ン
及

び
ホ

ロ
グ

ラ
ム

を
表

示
す

る
眼

鏡
型

の
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
が

一
体

化
し

た
頭

部
に

装
着

す
る

タ
イ

プ
の

ホ
ロ

グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク

コ
ン

ピ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
目

の
前

の
現

実
の

空
間

位
配

置
さ

れ
た

３
D

ホ
ロ

グ
ラ

ム
（

３
次

元
の

３
D

オ
ブ

ジ
ェ

ク
ト

）
を

見
る

こ
と

が
で

き
る

H
o
lo

Le
n
sと

は
、

M
R

（
M

ix
e
d
 R

e
a
lit

y
）

を
実

現
す

る
デ

バ
イ

ス
M

R
コ

ン
ピ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
中

で
も

代
表

的
な

存
在

が
H

o
lo

Le
n
s

「
あ

く
ま

で
も

日
常

生
活

に
溶

け
込

む
ほ

ど
自

然
に

デ
バ

イ
ス

を
使

え
る

こ
と

を
目

指
し

て
開

発
し

た
」

M
ic

ro
so

ft
社

中
靜

 真
吾

, ホ
ロ

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ン
完

全
マ

ニ
ュ

ア
ル

,幻
冬

舎
メ

デ
ィ

ア
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
参

照

80

３
-2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

次
は

H
o
lo

st
u
ru

c
ti
o
n
で

す
。

H
o
lo

st
u
ru

c
ti
o
n
と

は
小

柳
建

設
と

M
ic

ro
so

ft
社

と
共

同
開

発
し

た
H

o
lo

L
e
n
sを

使
っ

た
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
で

す
。

建
設

分
野

で
は

、
設

計
・
進

捗
管

理
・
点

検
な

ど
、

工
事

の
あ

ら
ゆ

る
フ

ェ
ー

ズ
で

H
o
lo

L
e
n
s2

が
能

力
を

発
揮

す
る

た
め

、
小

柳
建

設
で

は
H

o
lo

L
e
n
s２

を
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
と

し
た

H
o
lo

st
u
ru

c
ti
o
n
を

開
発

し
、

自
社

の
施

工
の

み
な

ら
ず

多
く
の

企
業

に
利

用
さ

れ
て

い
ま

す
。

H
o
lo

L
e
n
s2

と
は

、
M

ic
ro

so
ft

社
が

開
発

し
た

W
in

d
o
w

s1
0
が

搭
載

さ
れ

て
い

る
パ

ソ
コ

ン
及

び
ホ

ロ
グ

ラ
ム

を
表

示
す

る
眼

鏡
型

の
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
が

一
体

化
し

た
頭

部
に

装
着

す
る

タ
イ

プ
の

ホ
ロ

グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク

コ
ン

ピ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

、
目

の
前

の
現

実
の

空
間

位
配

置
さ

れ
た

３
D

ホ
ロ

グ
ラ

ム
（
３

次
元

の
３

D
オ

ブ
ジ

ェ
ク

ト
）

を
見

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
H

o
lo

L
e
n
sと

は
、

M
R

）
を

実
現

す
る

デ
バ

イ
ス

で
M

R
コ

ン
ピ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
中

で
も

代
表

的
な

存
在

が
H

o
lo

L
e
n
sと

な
り

ま
す

。
「
あ

く
ま

で
も

日
常

生
活

に
溶

け
込

む
ほ

ど
自

然
に

デ
バ

イ
ス

を
使

え
る

こ
と

を
目

指
し

て
開

発
し

た
」と

M
ic

ro
so

ft
社

は
コ

メ
ン

ト
し

て
い

ま
す

。

80

❸
B

IM
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
の

活
用

方
法

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

④
H

o
lo

st
u

ru
ct

io
n

H
o
lo

st
ru

ct
io

n
に

は
3

つ
の

機
能

1
. 

3
次

元
デ

ー
タ

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

ユ
ー

ザ
が

作
成

し
た

３
D

C
A
D

デ
ー

タ
や

書
類

デ
ー

タ
を

H
o
lo

st
ru

ct
io

n
の

ク
ラ

ウ
ド

サ
ー

バ
に

登
録

す
る

こ
と

で
、

様
々

な
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

す
ぐ

に
は

じ
め

ら
れ

ま
す

。
複

数
人

で
実

物
大

の
モ

デ
ル

に
よ

る
直

感
的

な
イ

メ
ー

ジ
共

有
と

安
全

・
作

業
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
が

行
え

る
た

め
、

理
解

度
向

上
や

潜
在

的
リ

ス
ク

の
発

見
に

役
立

ち
、

現
場

工
事

に
お

け
る

フ
ロ

ン
ト

ロ
ー

デ
ィ

ン
グ

を
実

現
し

ま
す

。

2
.
遠

隔
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

今
ま

で
、

図
面

や
書

類
を

見
な

が
ら

協
議

を
行

う
際

に
は

、
会

議
室

を
取

っ
て

対
面

で
行

う
必

要
が

あ
り

ま
し

た
。

H
o
lo

st
ru

ct
io

n
の

リ
モ

ー
ト

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
機

能
を

使
う

事
に

よ
り

、
時

間
的

・
場

所
的

制
約

か
ら

解
放

さ
れ

、
新

し
い

ワ
ー

ク
ス

タ
イ

ル
が

実
現

し
ま

す
。

3
. 

タ
イ

ム
ス

ラ
イ

ダ
ー

登
録

し
た

３
次

元
モ

デ
ル

に
対

し
「

時
間

」
や

「
段

階
」

の
設

定
を

行
う

事
で

連
続

的
な

時
間

属
性

を
持

っ
た

４
次

元
デ

ー
タ

が
完

成
し

ま
す

。
全

て
の

建
設

生
産

プ
ロ

セ
ス

の
可

視
化

が
実

現
し

、
自

由
な

時
間

の
操

作
に

よ
る

段
階

確
認

を
行

う
こ

と
が

で
き

、
様

々
な

シ
ナ

リ
オ

に
活

用
で

き
ま

す
。

小
柳

建
設

「
H

ol
os

tr
uc

tio
n事

業
」

ht
tp

s:
//

n-
oy

an
ag

i.c
om

/p
ro

je
ct

/h
ol

os
tr

uc
tio

n/
81

３
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コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
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の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

H
o
lo

st
ru

c
ti
o
n
に

は
3
つ

の
機

能
が

あ
り

ま
す

。
ひ

と
つ

目
は

、
「
3
次

元
デ

ー
タ

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

」
で

す
。

ユ
ー

ザ
が

作
成

し
た

３
D

C
A

D
デ

ー
タ

や
書

類
デ

ー
タ

を
H

o
lo

st
ru

c
ti
o
n
の

ク
ラ

ウ
ド

サ
ー

バ
に

登
録

す
る

こ
と

で
、

様
々

な
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

す
ぐ

に
は

じ
め

ら
れ

ま
す

。
複

数
人

で
実

物
大

の
モ

デ
ル

に
よ

る
直

感
的

な
イ

メ
ー

ジ
共

有
と

安
全

・
作

業
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
が

行
え

る
た

め
、

理
解

度
向

上
や

潜
在

的
リ

ス
ク

の
発

見
に

役
立

ち
、

現
場

工
事

に
お

け
る

フ
ロ

ン
ト

ロ
ー

デ
ィ

ン
グ

を
実

現
し

ま
す

。
２

つ
目

は
「
遠

隔
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
で

す
今

ま
で

、
図

面
や

書
類

を
見

な
が

ら
協

議
を

行
う

際
に

は
、

会
議

室
を

取
っ

て
対

面
で

行
う

必
要

が
あ

り
ま

し
た

。
H

o
lo

st
ru

c
ti
o
n
の

リ
モ

ー
ト

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
機

能
を

使
う

事
に

よ
り

、
時

間
的

・
場

所
的

制
約

か
ら

解
放

さ
れ

、
新

し
い

ワ
ー

ク
ス

タ
イ

ル
が

実
現

し
ま

す
。

３
つ

目
は

「
 タ

イ
ム

ス
ラ

イ
ダ

ー
」
で

す
。

登
録

し
た

３
次

元
モ

デ
ル

に
対

し
「
時

間
」
や

「
段

階
」
の

設
定

を
行

う
事

で
連

続
的

な
時

間
属

性
を

持
っ

た
４

次
元

デ
ー

タ
が

完
成

し
ま

す
。

全
て

の
建

設
生

産
プ

ロ
セ

ス
の

可
視

化
が

実
現

し
、

自
由

な
時

間
の

操
作

に
よ

る
段

階
確

認
を

行
う

こ
と

が
で

き
、

様
々

な
シ

ナ
リ

オ
に

活
用

で
き

ま
す

。
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❸
B

IM
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
の

活
用

方
法

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

⑤
3

6
0

度
カ

メ
ラ

事
例

：
S

tr
u

ct
io

n
S

it
e

建
設

現
場

の
設

計
図

と
36

0度
写

真
を

パ
ソ

コ
ン

と
モ

バ
イ

ル
端

末
で

共
有

で
き

る
施

工
管

理
ク

ラ
ウ

ド
で

す
。

PC
や

モ
バ

イ
ル

端
末

か
ら

「
St

ru
ct

io
nS

ite
」

に
ア

ク
セ

ス
す

る
こ

と
で

、
い

つ
で

も
ど

こ
か

ら
で

も
建

設
現

場
内

の
施

工
状

況
を

確
認

、
36

0度
写

真
を

通
じ

て
現

実
の

空
間

に
立

っ
て

い
る

よ
う

に
見

れ
ま

す
。

米
国

の
St

ru
ct

io
nS

ite
社

が
開

発
し

、
全

米
で

15
0社

以
上

が
利

用
し

て
い

る
「

St
ru

ct
io

nS
ite

」
は

、
建

設
現

場
で

撮
影

し
た

36
0度

写
真

や
平

面
写

真
を

図
面

上
に

配
置

し
管

理
す

る
ク

ラ
ウ

ド
サ

ー
ビ

ス
で

す
。

発
注

者
や

元
請

会
社

さ
ら

に
本

社
の

設
計

管
理

部
門

と
建

設
現

場
の

状
況

を
確

実
か

つ
簡

便
に

記
録

す
る

こ
と

に
よ

り
、

人
手

不
足

が
深

刻
と

な
っ

て
き

て
い

る
建

設
現

場
の

効
率

化
と

コ
ス

ト
削

減
を

実
現

し
ま

す
。

「
」

（
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ン

サ
イ

ト
）

82

３
-2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

最
後

に
、

3
6
0
度

カ
メ

ラ
で

す
こ

こ
で

は
S
tr

u
c
ti
o
n
S
it
e
を

事
例

と
し

て
見

て
い

き
ま

す
。

S
tr

u
c
ti
o
n
S
it
e
は

建
設

現
場

の
設

計
図

と
3
6
0
度

写
真

を
パ

ソ
コ

ン
と

モ
バ

イ
ル

端
末

で
共

有
で

き
る

施
工

管
理

ク
ラ

ウ
ド

で
す

。
P

C
や

モ
バ

イ
ル

端
末

か
ら

「
S
tr

u
c
ti
o
n
S
it
e
」
に

ア
ク

セ
ス

す
る

こ
と

で
、

い
つ

で
も

ど
こ

か
ら

で
も

建
設

現
場

内
の

施
工

状
況

を
確

認
、

3
6
0
度

写
真

を
通

じ
て

現
実

の
空

間
に

立
っ

て
い

る
よ

う
に

見
れ

ま
す

。
米

国
の

S
tr

u
c
ti
o
n
S
it
e
社

が
開

発
し

、
全

米
で

1
5
0
社

以
上

が
利

用
し

て
い

る
「
S
tr

u
c
ti
o
n
S
it
e
」
は

、
建

設
現

場
で

撮
影

し
た

3
6
0
度

写
真

や
平

面
写

真
を

図
面

上
に

配
置

し
管

理
す

る
ク

ラ
ウ

ド
サ

ー
ビ

ス
で

す
。

発
注

者
や

元
請

会
社

さ
ら

に
本

社
の

設
計

管
理

部
門

と
建

設
現

場
の

状
況

を
確

実
か

つ
簡

便
に

記
録

す
る

こ
と

に
よ

り
、

人
手

不
足

が
深

刻
と

な
っ

て
き

て
い

る
建

設
現

場
の

効
率

化
と

コ
ス

ト
削

減
を

実
現

し
ま

す
。

S
tr

u
c
ti
o
n
S
it
e
 は

iO
S
 /

 A
n
d
ro

id
 ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

に
対

応
。

３
６

０
度

カ
メ

ラ
と

連
携

し
て

撮
影

し
た

デ
ー

タ
を

そ
の

場
で

確
認

す
る

だ
け

で
な

く
、

遠
く
離

れ
た

パ
ソ

コ
ン

で
閲

覧
、

共
有

で
き

ま
す

。
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ン

サ
イ

ト
な

ら
、

誰
も

が
簡

単
・
短

時
間

の
操

作
で

現
場

を
可

視
化

で
き

、
監

督
者

は
ど

こ
か

ら
で

も
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
を

総
合

的
に

管
理

で
き

ま
す

。
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❸
B

IM
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
の

活
用

方
法

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

⑤
3

6
0

度
カ

メ
ラ

事
例

：
S

tr
u

ct
io

n
S

it
e

1
. 

3
6
0
度

写
真

を
図

面
に

配
置

し
て

デ
ー

タ
管

理

「
」

（
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ン

サ
イ

ト
）

83

３
-2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

で
は

、
そ

の
手

順
を

こ
れ

か
ら

見
て

い
き

ま
す

。
①

3
6
0
度

写
真

を
図

面
に

配
置

し
て

デ
ー

タ
管

理
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ご

と
に

平
面

図
を

読
み

込
み

ク
ラ

ウ
ド

上
で

管
理

、
3
6
0
度

カ
メ

ラ
や

デ
ジ

カ
メ

で
撮

影
し

た
写

真
デ

ー
タ

を
図

面
の

任
意

の
と

こ
ろ

に
ピ

ン
留

め
し

て
配

置
で

き
ま

す
。

こ
れ

に
よ

り
発

注
者

や
現

場
の

管
理

者
は

、
施

工
現

場
の

箇
所

か
ら

写
真

を
閲

覧
す

る
こ

と
が

可
能

で
す

。
ま

た
図

面
か

ら
で

な
く
写

真
を

一
覧

で
表

示
す

る
機

能
も

搭
載

。
写

真
が

た
く
さ

ん
あ

っ
て

も
、

見
つ

け
や

す
い

の
が

特
長

で
す

。
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❸
B

IM
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
の

活
用

方
法

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

⑤
3

6
0

度
カ

メ
ラ

事
例

：
S

tr
u

ct
io

n
S

it
e

2
. 

V
R

で
現

場
の

状
況

を
隅

々
ま

で
確

認

「
」

（
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ン

サ
イ

ト
）
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３
-2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

②
V

R
で

現
場

の
状

況
を

隅
々

ま
で

確
認

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ご
と

に
平

面
図

を
読

み
込

み
ク

ラ
ウ

ド
上

で
管

理
、

3
6
0
度

カ
メ

ラ
や

デ
ジ

カ
メ

で
撮

影
し

た
写

真
デ

ー
タ

を
図

面
の

任
意

の
と

こ
ろ

に
ピ

ン
留

め
し

て
配

置
で

き
ま

す
。

こ
れ

に
よ

り
発

注
者

や
現

場
の

管
理

者
は

、
施

工
現

場
の

箇
所

か
ら

写
真

を
閲

覧
す

る
こ

と
が

可
能

で
す

。
ま

た
図

面
か

ら
で

な
く
写

真
を

一
覧

で
表

示
す

る
機

能
も

搭
載

。
写

真
が

た
く
さ

ん
あ

っ
て

も
、

見
つ

け
や

す
い

の
が

特
長

で
す

。

84

❸
B

IM
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
の

活
用

方
法

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

⑤
3

6
0

度
カ

メ
ラ

事
例

：
S

tr
u

ct
io

n
S

it
e

3
. 

3
6
0
度

ビ
デ

オ
で

歩
き

な
が

ら
現

場
を

撮
影

「
」

（
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ン

サ
イ

ト
）

85

３
-2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

③
3
6
0
度

ビ
デ

オ
で

歩
き

な
が

ら
現

場
を

撮
影

3
6
0
度

カ
メ

ラ
の

ビ
デ

オ
機

能
を

利
用

し
た

自
動

撮
影

が
可

能
で

す
（
V

id
e
o
W

al
k機

能
）
。

図
面

上
で

ス
タ

ー
ト

地
点

を
定

め
れ

ば
、

撮
影

者
が

進
ん

だ
方

角
や

距
離

を
画

像
か

ら
認

識
し

て
位

置
情

報
を

推
定

す
る

た
め

、
建

設
現

場
内

を
移

動
し

な
が

ら
撮

影
し

た
3
6
0
度

写
真

デ
ー

タ
が

自
動

的
に

図
面

の
適

切
な

位
置

に
配

置
さ

れ
て

い
き

ま
す

。
配

置
さ

れ
た

軌
跡

を
選

択
し

て
い

く
こ

と
で

、
建

設
現

場
を

歩
き

回
る

よ
う

に
現

場
を

確
認

で
き

ま
す

。
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❸
B

IM
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
の

活
用

方
法

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

⑤
3

6
0

度
カ

メ
ラ

事
例

：
S

tr
u

ct
io

n
S

it
e

4
. 

B
IM

モ
デ

ル
と

写
真

を
シ

ン
ク

ロ
し

て
閲

覧

「
」

（
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ン

サ
イ

ト
）

86

３
-2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

④
B

IM
モ

デ
ル

と
写

真
を

シ
ン

ク
ロ

し
て

閲
覧

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ご
と

に
平

面
図

を
読

み
込

み
ク

ラ
ウ

ド
上

で
管

理
、

3
6
0
度

カ
メ

ラ
や

デ
ジ

カ
メ

で
撮

影
し

た
写

真
デ

ー
タ

を
図

面
の

任
意

の
と

こ
ろ

に
ピ

ン
留

め
し

て
配

置
で

き
ま

す
。

こ
れ

に
よ

り
発

注
者

や
現

場
の

管
理

者
は

、
施

工
現

場
の

箇
所

か
ら

写
真

を
閲

覧
す

る
こ

と
が

可
能

で
す

。
ま

た
図

面
か

ら
で

な
く
写

真
を

一
覧

で
表

示
す

る
機

能
も

搭
載

。
写

真
が

た
く
さ

ん
あ

っ
て

も
、

見
つ

け
や

す
い

の
が

特
長

で
す

。
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❸
B

IM
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
の

活
用

方
法

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

⑤
3

6
0

度
カ

メ
ラ

事
例

：
S

tr
u

ct
io

n
S

it
e

5
.タ

イ
ム

ラ
イ

ン
で

現
場

の
「

過
去

と
現

在
」

を
比

較

「
」

（
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ン

サ
イ

ト
）
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３
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コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

⑤
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
で

現
場

の
「
過

去
と

現
在

」
を

比
較

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ご
と

に
平

面
図

を
読

み
込

み
ク

ラ
ウ

ド
上

で
管

理
、

3
6
0
度

カ
メ

ラ
や

デ
ジ

カ
メ

で
撮

影
し

た
写

真
デ

ー
タ

を
図

面
の

任
意

の
と

こ
ろ

に
ピ

ン
留

め
し

て
配

置
で

き
ま

す
。

こ
れ

に
よ

り
発

注
者

や
現

場
の

管
理

者
は

、
施

工
現

場
の

箇
所

か
ら

写
真

を
閲

覧
す

る
こ

と
が

可
能

で
す

。
ま

た
図

面
か

ら
で

な
く
写

真
を

一
覧

で
表

示
す

る
機

能
も

搭
載

。
写

真
が

た
く
さ

ん
あ

っ
て

も
、

見
つ

け
や

す
い

の
が

特
長

で
す

。
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❸
B

IM
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
の

活
用

方
法

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

⑤
3

6
0

度
カ

メ
ラ

 建
設

業
界

で
の

3
6
0
度

V
R

コ
ン

テ
ン

ツ
活

用
シ

ー
ン

1
.現

地
調

査
・

測
量

 ／
ワ

ン
シ

ョ
ッ

ト
で

撮
り

漏
れ

を
な

く
す

2
.進

捗
報

告
・

共
有

／
進

捗
共

有
も

報
告

も
、

手
間

な
く

簡
単

に

3
.施

工
管

理
・

安
全

パ
ト

ロ
ー

ル
／

3
6
0
度

の
圧

倒
的

な
情

報
量

で
現

場
が

見
え

る

4
.設

計
・

積
算

／
現

地
に

足
を

運
ば

ず
何

度
で

も
周

辺
状

況
を

確
認

で
き

る

5
.定

期
点

検
／

修
繕

必
要

箇
所

が
わ

か
り

や
す

く
伝

わ
る

6
.進

捗
管

理
／

同
じ

場
所

で
撮

影
し

た
3
6
0
度

画
像

を
時

系
列

で
管

理

7
.プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

／
H

P
や

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

で
の

事
例

紹
介

に
活

用

8
.他

社
と

の
差

別
化

・
創

意
工

夫
で

加
点

／
発

注
者

へ
の

報
告

や
納

品
物

に
添

付

TH
ET

A 
36

0.
bi

z
参

照
ht

tp
s:

//
pa

ge
s.

th
et

a3
60

.b
iz
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コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

①
B

IM
に

活
用

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル

最
後

に
、

建
設

業
界

で
の

3
6
0
度

V
R

コ
ン

テ
ン

ツ
活

用
シ

ー
ン

に
つ

い
て

ま
と

め
て

お
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

参
照

し
た

の
は

T
H

E
T
A

 3
6
0
.b

iz
で

す
。

T
H

E
T
A

 3
6
0
.b

iz
は

3
6
0
度

カ
メ

ラ
 R

IC
O

H
 T

H
E
T
A

（
リ

コ
ー

 シ
ー

タ
）
で

撮
影

し
た

3
6
0
度

画
像

を
使

っ
て

、
誰

で
も

簡
単

に
3
6
0
度

V
R

コ
ン

テ
ン

ツ
を

作
成

し
、

そ
の

場
で

関
係

者
へ

共
有

で
き

る
ク

ラ
ウ

ド
サ

ー
ビ

ス
で

す
。

建
設

業
界

で
の

3
6
0
度

V
R

コ
ン

テ
ン

ツ
活

用
シ

ー
ン

は
次

の
８

場
面

で
す

。
<
現

地
調

査
・
測

量
>
 ワ

ン
シ

ョ
ッ

ト
で

撮
り

漏
れ

を
な

く
す

両
面

に
つ

い
た

2
つ

の
魚

眼
レ

ン
ズ

で
、

撮
影

範
囲

を
す

べ
て

カ
バ

ー
。

ワ
ン

シ
ョ

ッ
ト

で
3
6
0
度

を
撮

影
で

き
る

の
で

、
撮

り
漏

れ
の

心
配

は
あ

り
ま

せ
ん

。
「
後

か
ら

撮
影

漏
れ

を
指

摘
さ

れ
て

再
度

現
場

で
撮

影
す

る
こ

と
が

あ
る

・
・
・
」
を

防
ぎ

ま
す

。
<
進

捗
報

告
・
共

有
>
進

捗
共

有
も

報
告

も
、

手
間

な
く
簡

単
に

現
場

の
状

況
を

3
6
0
度

で
撮

影
、

そ
の

場
で

ア
プ

リ
か

ら
U

R
L
を

発
行

で
き

る
た

め
、

遠
方

に
い

る
人

に
も

す
ぐ

に
現

場
状

況
を

共
有

で
き

ま
す

。
ま

た
、

3
6
0
度

画
像

か
ら

平
面

画
像

を
切

り
出

せ
る

た
め

、
報

告
資

料
の

作
成

も
捗

り
ま

す
。

<
施

工
管

理
・
安

全
パ

ト
ロ

ー
ル

>
3
6
0
度

の
圧

倒
的

な
情

報
量

で
現

場
が

見
え

る
工

事
関

係
者

へ
の

事
前

共
有

、
作

業
工

程
の

確
認

、
安

全
管

理
の

場
面

で
も

、
3
6
0
度

V
R

コ
ン

テ
ン

ツ
が

役
立

ち
ま

す
。

実
際

に
現

場
に

い
る

か
の

よ
う

に
細

部
を

確
認

で
き

る
た

め
、

現
場

を
見

た
こ

と
の

な
い

方
と

の
打

合
せ

も
ス

ム
ー

ズ
に

進
み

ま
す

。
<設

計
・
積

算
>
現

地
に

足
を

運
ば

ず
何

度
で

も
周

辺
状

況
を

確
認

で
き

る
現

地
調

査
時

に
3
6
0
度

V
R

コ
ン

テ
ン

ツ
を

作
成

し
て

お
け

ば
、

設
計

や
積

算
の

担
当

者
に

も
現

地
の

状
況

を
リ

ア
ル

に
共

有
で

き
ま

す
。

現
地

に
足

を
運

ば
な

く
て

も
、

何
度

で
も

現
場

の
状

況
を

確
認

し
な

が
ら

設
計

・
積

算
を

行
え

ま
す

。
<
定

期
点

検
>
修

繕
必

要
箇

所
が

わ
か

り
や

す
く
伝

わ
る

3
6
0
度

画
像

の
上

に
、

テ
ロ

ッ
プ

や
画

像
・
テ

キ
ス

ト
で

補
足

説
明

を
入

れ
る

こ
と

が
で

き
る

た
め

、
補

修
・
修

繕
必

要
箇

所
を

報
告

す
る

際
に

「
ど

こ
が

・
ど

の
状

態
な

の
か

」
を

わ
か

り
や

す
く
伝

え
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

<進
捗

管
理

>
同

じ
場

所
で

撮
影

し
た

3
6
0
度

画
像

を
時

系
列

で
管

理
シ

ー
ン

切
り

替
え

機
能

を
使

え
ば

、
同

じ
場

所
で

撮
影

し
た

3
6
0
度

画
像

を
時

系
列

順
に

並
べ

て
切

り
替

え
表

示
す

る
こ

と
が

可
能

で
す

。
現

場
の

進
捗

状
況

を
記

録
し

、
い

つ
で

も
過

去
の

現
場

状
況

を
3
6
0
度

で
確

認
で

き
ま

す
。

<
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

>
H

P
や

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

で
の

事
例

紹
介

に
活

用
作

成
し

た
3
6
0
度

V
R

コ
ン

テ
ン

ツ
は

、
U

R
L
だ

け
で

な
く
、

H
P

へ
の

埋
め

込
み

コ
ー

ド
や

Q
R

コ
ー

ド
も

ア
プ

リ
か

ら
簡

単
に

発
行

で
き

ま
す

。
完

成
現

場
を

記
録

し
て

事
例

紹
介

に
活

用
し

た
り

、
オ

フ
ィ

ス
紹

介
や

研
修

に
も

活
用

で
き

ま
す

。
<他

社
と

の
差

別
化

・
創

意
工

夫
で

加
点

＞
発

注
者

へ
の

報
告

や
納

品
物

に
添

付
現

地
調

査
時

に
撮

影
し

た
3
6
0
度

V
R

コ
ン

テ
ン

ツ
の

U
R

L
や

Q
R

コ
ー

ド
を

、
現

地
の

測
量

デ
ー

タ
や

設
計

図
に

添
付

し
発

注
者

へ
納

品
す

る
こ

と
で

、
他

社
と

の
差

別
化

や
顧

客
満

足
度

の
向

上
に

繋
げ

ま
す

。
88

❶
M

in
e
cr

a
ft

（
マ

イ
ン

ク
ラ

フ
ト

）
と

は

『
M

in
e
cr

a
ft

』
（

マ
イ

ン
ク

ラ
フ

ト
） マ

ル
ク

ス
・

ペ
ル

ソ
ン

（
ノ

ッ
チ

）
と

M
oj

an
g 

St
ud

io
sの

社
員

が
開

発
「

サ
ン

ド
ボ

ッ
ク

ス
（

砂
場

）
ゲ

ー
ム

」
砂

場
で

遊
ぶ

よ
う

に
M

in
ec

ra
ftに

は
特

定
の

目
標

が
な

い
ゲ

ー
ム

サ
バ

イ
バ

ル
生

活
を

楽
し

ん
だ

り
、

自
由

に
ブ

ロ
ッ

ク
を

配
置

し
て

建
築

を
つ

く
ッ

タ
リ

、
創

ら
れ

た
世

界
を

冒
険

し
た

り
、

敵
と

戦
っ

た
り

、
ゲ

ー
ム

を
自

由
に

プ
レ

イ
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

20
09

年
パ

ブ
リ

ッ
ク

ア
ル

フ
ァ

版
を

リ
リ

ー
ス

20
11

年
11

月
正

式
リ

リ
ー

ス
こ

の
頃

イ
ェ

ン
ス

・
バ

ー
ゲ

ン
ス

テ
ン

が
開

発
を

引
き

継
ぐ

20
14

年
マ

イ
ク

ロ
ソ

フ
ト

が
25

億
ド

ル
で

買
収

20
20

年
世

界
の

ビ
デ

オ
ゲ

ー
ム

の
殿

堂
入

り
を

果
た

す
な

ど
、

M
in

ec
ra

ftは
様

々
な

賞
の

受
賞

歴
を

誇
る

20
23

年
現

在
世

界
で

最
も

売
れ

た
ゲ

ー
ム

ゲ
ー

ム
の

世
界

（
ワ

ー
ル

ド
）

は
水

平
方

向
に

ほ
ぼ

無
限

に
広

が
っ

て
い

る
土

や
石

、
鉱

石
な

ど
の

さ
ま

ざ
ま

な
種

類
の

立
方

体
の

ブ
ロ

ッ
ク

で
構

成
プ

レ
イ

ヤ
ー

は
採

集
し

た
原

料
を

加
工

し
、

構
造

物
や

装
備

品
を

製
作

89
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コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

②
M

in
e
cr

a
ft

に
よ

る
建

築
デ

ザ
イ

ン

次
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

と
し

て
M

in
e
c
ra

ft
に

よ
る

建
築

デ
ザ

イ
ン

を
取

り
上

げ
ま

す
。

『
M

in
e
c
ra

ft
』
（
マ

イ
ン

ク
ラ

フ
ト

）
は

、
マ

ル
ク

ス
・
ペ

ル
ソ

ン
（
ノ

ッ
チ

）
と

M
o
ja

n
g 

S
tu

d
io

sの
社

員
が

開
発

し
た

サ
ン

ド
ボ

ッ
ク

ス
ビ

デ
オ

ゲ
ー

ム
で

す
。

日
本

国
内

で
は

「
マ

イ
ク

ラ
」
と

略
称

さ
れ

、
サ

バ
イ

バ
ル

生
活

を
楽

し
ん

だ
り

、
自

由
に

ブ
ロ

ッ
ク

(立
方

体
)を

配
置

し
建

築
な

ど
を

楽
し

め
ま

す
。

2
0
0
9
年

に
パ

ブ
リ

ッ
ク

ア
ル

フ
ァ

版
を

リ
リ

ー
ス

、
2
0
1
1
年

1
1
月

に
正

式
リ

リ
ー

ス
し

、
そ

の
こ

ろ
に

イ
ェ

ン
ス

・
バ

ー
ゲ

ン
ス

テ
ン

が
開

発
を

引
き

継
ぎ

ま
し

た
。

2
0
1
4
年

に
は

マ
イ

ク
ロ

ソ
フ

ト
が

2
5
億

ド
ル

で
買

収
、

そ
の

後
、

さ
ま

ざ
ま

な
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
に

移
植

さ
れ

、
2
0
2
0
年

に
は

世
界

の
ビ

デ
オ

ゲ
ー

ム
の

殿
堂

入
り

を
果

た
す

な
ど

、
M

in
e
c
ra

ft
は

様
々

な
賞

の
受

賞
歴

を
誇

り
ま

す
。

2
0
2
3
年

現
在

に
お

い
て

世
界

で
最

も
売

れ
た

ゲ
ー

ム
と

な
り

ま
し

た
。

ゲ
ー

ム
の

世
界

（
ワ

ー
ル

ド
）
は

水
平

方
向

に
ほ

ぼ
無

限
に

広
が

っ
て

お
り

、
土

や
石

、
鉱

石
、

原
木

、
水

、
溶

岩
な

ど
の

さ
ま

ざ
ま

な
種

類
の

立
方

体
の

ブ
ロ

ッ
ク

で
構

成
さ

れ
て

い
ま

す
。

プ
レ

イ
ヤ

ー
は

採
集

し
た

原
料

を
加

工
し

、
構

造
物

や
装

備
品

を
製

作
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
、

レ
ッ

ド
ス

ト
ー

ン
と

呼
ば

れ
る

素
材

を
用

い
て

、
電

子
回

路
の

よ
う

に
論

理
ゲ

ー
ト

を
構

成
し

た
り

、
ス

イ
ッ

チ
や

セ
ン

サ
ー

な
ど

の
信

号
に

よ
り

動
作

す
る

装
置

を
構

築
す

る
こ

と
も

で
き

ま
す

。
一

部
の

動
物

は
対

応
す

る
ア

イ
テ

ム
を

与
え

る
こ

と
で

繁
殖

さ
せ

た
り

、
手

な
ず

け
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

89

221



❶
M

in
e
cr

a
ft

（
マ

イ
ン

ク
ラ

フ
ト

）
と

は

ゲ
ー

ム
モ

ー
ド

サ
バ

イ
バ

ル
モ

ー
ド

ハ
ー

ド
コ

ア
モ

ー
ド

ク
リ

エ
イ

テ
ィ

ブ
モ

ー
ド

ア
ド

ベ
ン

チ
ャ

ー
モ

ー
ド

公
式

サ
イ

ト
：

あ
ら

ゆ
る

物
を

使
っ

た
製

作
や

建
築

、
実

験
を

中
心

と
し

た
モ

ー
ド

自
由

に
飛

行
で

き
、

体
力

や
空

腹
な

ど
の

概
念

が
な

い
ほ

と
ん

ど
の

ブ
ロ

ッ
ク

、
ア

イ
テ

ム
を

無
限

に
使

用
で

き
る

瞬
時

に
ブ

ロ
ッ

ク
を

破
壊

で
き

る
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

モ
ー

ド
の

み
使

用
出

来
る

ブ
ロ

ッ
ク

、
ア

イ
テ

ム
が

あ
る

90

3
-3

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

②
M

in
e
cr

a
ft

に
よ

る
建

築
デ

ザ
イ

ン

ゲ
ー

ム
モ

ー
ド

は
以

下
の

４
つ

が
あ

り
ま

す
。

サ
バ

イ
バ

ル
モ

ー
ド

は
体

力
と

満
腹

の
ゲ

ー
ジ

が
存

在
す

る
、

冒
険

と
生

活
を

楽
し

む
モ

ー
ド

。
ハ

ー
ド

コ
ア

モ
ー

ド
は

、
基

本
は

サ
バ

イ
バ

ル
モ

ー
ド

と
同

じ
で

あ
る

が
、

ゲ
ー

ム
難

易
度

は
ハ

ー
ド

に
固

定
さ

れ
、

プ
レ

イ
ヤ

ー
が

死
亡

す
る

と
リ

ス
ポ

ー
ン

す
る

こ
と

が
で

き
ず

、
ス

ペ
ク

テ
イ

タ
ー

モ
ー

ド
で

ワ
ー

ル
ド

を
観

覧
す

る
か

、
世

界
を

削
除

す
る

こ
と

し
か

で
き

な
く
な

る
モ

ー
ド

。
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

モ
ー

ド
は

あ
ら

ゆ
る

物
を

使
っ

た
製

作
や

建
築

、
実

験
を

中
心

と
し

た
モ

ー
ド

。
ア

ド
ベ

ン
チ

ャ
ー

モ
ー

ド
は

主
に

プ
レ

イ
ヤ

ー
が

制
作

し
た

マ
ッ

プ
を

冒
険

す
る

た
め

の
モ

ー
ド

ス
ペ

ク
テ

イ
タ

ー
モ

ー
ド

は
自

由
に

ブ
ロ

ッ
ク

を
す

り
抜

け
る

こ
と

が
で

き
る

モ
ー

ド
。

こ
の

モ
ー

ド
は

、
J
av

a 
E
d
it
io

n
お

よ
び

レ
ガ

シ
ー

コ
ン

ソ
ー

ル
版

で
の

み
使

用
で

き
ま

す
。

今
回

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

と
し

て
の

活
用

を
考

え
て

い
る

の
は

、
こ

の
中

の
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

モ
ー

ド
で

す
。

ク
リ

エ
イ

テ
ィ

ブ
モ

ー
ド

で
は

自
由

に
飛

行
で

き
、

体
力

や
空

腹
な

ど
の

概
念

が
な

い
。

ほ
と

ん
ど

の
ブ

ロ
ッ

ク
、

ア
イ

テ
ム

を
無

限
に

使
用

で
き

る
。

ま
た

瞬
時

に
ブ

ロ
ッ

ク
を

破
壊

で
き

る
。

ま
た

ク
リ

エ
イ

テ
ィ

ブ
モ

ー
ド

の
み

使
用

出
来

る
ブ

ロ
ッ

ク
、

ア
イ

テ
ム

(バ
リ

ア
ブ

ロ
ッ

ク
、

コ
マ

ン
ド

ブ
ロ

ッ
ク

、
デ

バ
ッ

ク
棒

な
ど

)が
あ

り
ま

す
。

で
は

、
こ

の
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

モ
ー

ド
で

作
成

で
き

る
建

築
に

つ
い

て
み

て
い

き
ま

し
ょ

う
。

90

❷
M

in
e
cr

a
ft

で
作

成
さ

れ
た

建
築

B
lo

ck
w

o
rk

s
国

際
的

に
高

く
評

価
さ

れ
て

い
る

デ
ザ

イ
ン

 ス
タ

ジ
オ

で
あ

り
、

M
in

ec
ra

ft 
を

扱
う

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
会

社
で

す
。

チ
ー

ム
は

 2
01

3 
年

初
頭

に
設

立
さ

れ
、

現
在

、
世

界
中

の
 3

0 
人

を
超

え
る

デ
ザ

イ
ナ

ー
、

ア
ニ

メ
ー

タ
ー

、
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
、

開
発

者
で

構
成

さ
れ

て
い

ま
す

。
私

た
ち

の
幅

広
い

専
門

知
識

に
よ

り
、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
、

メ
デ

ィ
ア

、
教

育
に

お
け

る
 M

in
ec

ra
ft 

の
大

き
な

可
能

性
を

最
大

限
に

引
き

出
す

こ
と

が
で

き
ま

す
。

91

3
-3

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

②
M

in
e
cr

a
ft

に
よ

る
建

築
デ

ザ
イ

ン

次
に

マ
イ

ン
ク

ラ
フ

ト
で

作
成

さ
れ

た
建

築
を

見
て

見
た

い
と

思
い

ま
す

。
B

lo
c
kw

o
rk

sは
2
0
1
3
年

か
ら

M
in

e
c
ra

ft
コ

ン
テ

ン
ツ

を
作

成
し

て
い

る
地

図
メ

ー
カ

ー
の

専
門

家
チ

ー
ム

で
す

。
世

界
中

の
美

術
館

や
企

業
と

協
力

し
て

、
取

り
組

み
や

教
育

を
行

え
る

よ
う

に
コ

ン
テ

ン
ツ

を
制

作
し

て
い

ま
す

。
  
B

lo
c
kW

o
rk

sは
2
0
か

国
以

上
の

メ
ン

バ
ー

を
持

つ
真

に
国

際
的

な
チ

ー
ム

で
す

。
“
国

際
的

に
高

く
評

価
さ

れ
て

い
る

デ
ザ

イ
ン

 ス
タ

ジ
オ

で
あ

り
、

M
in

e
c
ra

ft
 を

扱
う

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
会

社
で

す
。

B
lo

c
kW

o
rk

の
作

成
す

る
建

築
の

精
度

は
高

く
、

創
造

性
に

も
富

ん
で

い
ま

す
。

M
in

e
c
ra

ft
で

こ
ん

な
も

の
風

に
建

築
を

つ
く
る

こ
と

が
で

き
る

の
か

！
と

そ
の

作
品

を
ひ

と
つ

ひ
と

つ
を

見
て

感
じ

ま
す

。
た

だ
し

、
そ

れ
が

で
き

る
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
が

こ
の

ゲ
ー

ム
に

あ
っ

た
と

し
て

も
、

こ
れ

ら
の

建
築

を
つ

く
り

だ
す

こ
と

が
私

た
ち

に
で

き
る

か
ど

う
か

は
時

間
と

手
間

を
そ

こ
に

か
け

ら
れ

る
か

と
い

う
こ

と
に

な
っ

て
き

ま
す

。
し

か
し

な
が

ら
、

基
本

は
ブ

ロ
ッ

ク
を

積
み

上
げ

て
建

築
を

作
っ

て
い

く
、

積
み

木
や

レ
ゴ

の
原

理
と

変
わ

り
ま

せ
ん

。
た

だ
、

こ
の

ツ
ー

ル
を

ど
の

よ
う

に
使

う
か

は
使

う
人

次
第

と
い

う
こ

と
に

な
り

ま
す

。
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❷
M

in
e
cr

a
ft

で
作

成
さ

れ
た

建
築

B
lo

ck
w

o
rk

s
チ

ー
ム

は
 2

01
3 

年
初

頭
に

設
立

さ
れ

、
現

在
、

世
界

中
の

 3
0 

人
を

超
え

る
デ

ザ
イ

ナ
ー

、
ア

ニ
メ

ー
タ

ー
、

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

、
開

発
者

で
構

成
さ

れ
て

い
ま

す
。

私
た

ち
の

幅
広

い
専

門
知

識
に

よ
り

、
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

、
メ

デ
ィ

ア
、

教
育

に
お

け
る

 M
in

ec
ra

ft 
の

大
き

な
可

能
性

を
最

大
限

に
引

き
出

す
こ

と
が

で
き

る

『
ド

バ
イ

 エ
キ

ス
ポ

 2
02

0』

92

3
-3

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

②
M

in
e
cr

a
ft

に
よ

る
建

築
デ

ザ
イ

ン

こ
れ

は
B

lo
c
kw

o
rk

sが
作

成
し

た
『
ド

バ
イ

 エ
キ

ス
ポ

 2
0
2
0
』
で

す
。

ド
バ

イ
で

開
催

さ
れ

る
国

際
博

覧
会

を
そ

の
ま

ま
再

現
し

た
世

界
で

す
。

持
続

可
能

性
や

モ
ビ

リ
テ

ィ
、

機
会

な
ど

に
つ

い
て

学
べ

る
チ

ャ
ン

ス
と

あ
り

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

建
築

を
、

こ
の

ク
リ

エ
イ

テ
ィ

ブ
モ

ー
ド

で
作

成
す

る
こ

と
は

可
能

で
す

。
 

92

❸
M

in
e
cr

a
ft

に
よ

る
建

築
デ

ザ
イ

ン

M
in

e
cr

a
ft

で
の

建
築

の
創

造

現
実

の
建

築
の

考
え

方
と

ほ
ぼ

同
じ

M
o
ja

n
g
 A

B
 :

M
in

e
cr

a
ft

の
公

式
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

ガ
イ

ド
, 

技
術

評
論

社
, 

93

3
-3

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

②
M

in
e
cr

a
ft

に
よ

る
建

築
デ

ザ
イ

ン

で
は

、
実

際
に

マ
イ

ン
ク

ラ
フ

ト
で

建
築

を
ど

の
よ

う
に

つ
く
っ

て
い

く
の

か
、

『
M

in
e
c
ra

ft
の

公
式

ク
リ

エ
イ

テ
ィ

ブ
ガ

イ
ド

』
に

沿
っ

て
、

そ
の

実
際

の
方

法
を

見
て

い
く
こ

と
に

し
ま

す
。

ま
ず

ク
リ

エ
イ

テ
ィ

ブ
モ

ー
ド

の
メ

リ
ッ

ト
に

つ
い

て
で

す
。

①
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

モ
ー

ド
で

は
敵

対
的

な
M

o
b
が

攻
撃

し
て

こ
な

い
の

で
、

建
築

中
に

M
o
b
の

攻
撃

を
か

わ
す

必
要

が
あ

り
ま

せ
ん

。
②

作
業

中
に

空
腹

に
な

っ
た

り
体

力
が

消
耗

し
た

り
し

な
い

た
め

、
満

腹
度

と
体

力
の

ゲ
ー

ジ
を

気
に

す
る

必
要

が
あ

り
ま

せ
ん

。
③

空
を

飛
べ

ま
す

！
ジ

ャ
ン

プ
ボ

タ
ン

を
２

度
押

し
て

見
ま

し
ょ

う
。

自
由

に
上

昇
し

た
り

、
加

工
し

た
り

で
き

る
た

め
、

高
い

建
物

の
建

築
と

装
飾

が
と

て
も

簡
単

に
な

り
ま

す
。

④
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

に
特

化
し

た
イ

ベ
ン

ト
リ

の
お

か
げ

で
、

全
て

の
ブ

ロ
ッ

ク
を

無
制

限
に

使
え

る
の

で
、

建
築

に
不

可
欠

で
手

に
入

り
に

く
い

材
料

を
探

す
必

要
が

あ
り

ま
せ

ん
。

⑤
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

モ
ー

ド
で

は
素

晴
ら

し
い

建
物

を
簡

単
に

建
て

ら
れ

ま
す

が
、

サ
バ

イ
バ

ル
モ

ー
ド

が
好

き
な

場
合

で
も

本
書

の
情

報
を

活
用

で
き

ま
す

。
た

だ
し

、
最

初
に

必
要

な
材

料
を

集
め

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

M
in

ec
ra

ftに
よ
る
建
築
の
創
造
が
よ
り
現
実
世
界
の
建
築
の
創
造
と
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
冒

頭
の
初
心
者
の
た
め
の
建
築
の
ヒ
ン
ト
を
見
れ
ば
わ
か
り
ま
す
。

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
る
（
コ
ン
セ
プ
ト
を
つ
く
る
）

ま
ず
は
立
地
！
（
コ
ン
セ
プ
ト
に
見
合
っ
た
敷
地
を
み
つ
け
る
）

バ
イ
オ
ー
ム
（
時
間
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

創
意
工
夫
（
建
築
デ
ザ
イ
ン
）

細
部
の
装
飾
（
デ
ィ
テ
ー
ル
を
つ
く
り
込
む
）

で
は

、
ど

の
よ

う
な

創
作

が
で

き
る

の
か

、
具

体
的

に
見

て
い

き
ま

し
ょ

う
。
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❸
M

in
e
cr

a
ft

に
よ

る
建

築
デ

ザ
イ

ン

１
. 

計
画

を
立

て
る

１
土

地
を

選
ぶ

２
見

栄
え

を
良

く
す

る

３
組

み
立

て
る

M
o
ja

n
g
 A

B
 :

M
in

e
cr

a
ft

の
公

式
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

ガ
イ

ド
, 

技
術

評
論

社
, 

94

3
-3

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

②
M

in
e
cr

a
ft

に
よ

る
建

築
デ

ザ
イ

ン

こ
の

公
式

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

は
３

つ
の

章
に

分
か

れ
て

い
ま

す
。

１
計

画
を

立
て

る
２

飾
り

付
け

る
３

さ
ま

ざ
ま

な
建

物
ま

ず
、

「
１

計
画

を
立

て
る

」
で

す
。

「
こ

の
章

で
は

、
建

物
に

最
適

な
土

地
の

選
び

方
な

ど
の

、
建

物
の

計
画

を
立

て
る

た
め

の
簡

単
な

コ
ン

セ
プ

ト
を

紹
介

し
ま

す
。

」
と

あ
り

ま
す

。

こ
の

章
は

、
さ

ら
に

次
の

３
つ

の
項

目
に

分
か

れ
ま

す
。

１
土

地
を

選
ぶ

「
土

地
の

選
定

は
、

建
物

そ
の

も
の

と
同

じ
ぐ

ら
い

重
要

で
す

。
独

創
的

な
ア

イ
デ

ィ
ア

を
う

ま
く
活

か
せ

る
場

所
を

選
ぶ

よ
う

に
し

て
く
だ

さ
い

。
最

適
な

場
所

を
探

し
て

も
良

い
で

す
し

、
自

分
で

作
っ

て
も

良
い

で
し

ょ
う

」
と

あ
り

ま
す

。
土

地
を

探
し

、
選

ぶ
こ

と
か

ら
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

始
ま

り
ま

す
。

M
in

e
c
ra

ft
の

世
界

に
は

気
候

の
概

念
が

あ
り

、
地

形
が

い
く
つ

も
の

エ
リ

ア
に

分
け

ら
れ

、
エ

リ
ア

毎
に

バ
イ

オ
ー

ム
が

設
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
多

種
多

様
な

バ
イ

オ
ー

ム
で

構
成

さ
れ

て
い

て
、

ワ
ー

ル
ド

を
旅

す
る

こ
と

で
そ

の
変

化
に

富
ん

だ
地

形
を

見
る

こ
と

が
ま

す
。

バ
イ

オ
ー

ム
と

は
そ

れ
ぞ

れ
特

有
な

植
生

や
地

表
、

棲
息

す
る

モ
ン

ス
タ

ー
や

動
物

、
あ

る
い

は
構

造
物

な
ど

を
持

っ
た

気
候

帯
の

こ
と

を
言

い
ま

す
。

ま
た

、
川

か
ら

村
ま

で
、

M
in

e
c
ra

ft
の

世
界

は
自

然
に

満
ち

て
い

ま
す

。
自

然
界

に
あ

る
も

の
は

、
そ

の
ま

ま
、

ま
た

は
少

し
手

を
加

え
て

自
分

の
建

物
に

組
み

込
む

こ
と

が
で

き
ま

す
。

そ
れ

だ
け

で
な

く
、

自
分

の
建

築
の

た
め

に
独

自
の

地
形

を
い

つ
で

も
作

成
で

き
ま

す
。

時
間

さ
え

あ
れ

ば
、

巨
大

な
石

英
で

で
き

た
月

の
ク

レ
ー

タ
ー

で
も

、
雪

が
降

っ
て

い
る

石
で

で
き

た
街

で
も

、
カ

ラ
フ

ル
な

キ
ャ

ン
デ

ィ
ー

の
国

で
さ

え
も

、
な

ん
で

も
作

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
た

だ
し

、
自

分
の

建
築

を
つ

く
る

時
間

を
残

し
て

お
か

な
け

れ
ば

た
だ

土
地

を
つ

く
る

だ
け

で
終

わ
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
２

見
栄

え
を

良
く
す

る
使

う
ブ

ロ
ッ

ク
に

よ
っ

て
建

物
見

た
目

と
特

徴
が

決
ま

る
た

め
、

ベ
ー

ス
と

な
る

配
色

と
ブ

ロ
ッ

ク
の

テ
ク

ス
チ

ャ
、

仕
上

げ
な

お
あ

ら
ゆ

る
点

が
重

要
と

な
る

こ
と

。
そ

こ
で

、
色

合
わ

せ
、

凹
凸

の
付

け
方

、
テ

ー
マ

つ
ま

り
コ

ン
セ

プ
ト

に
合

う
ブ

ロ
ッ

ク
の

選
び

方
を

学
び

ま
す

。
３

組
み

立
て

る
建

物
の

形
や

構
造

を
学

び
ま

す
、

建
物

の
骨

組
み

を
正

し
く
組

み
立

て
る

た
め

、
基

礎
か

ら
エ

ク
ス

テ
リ

ア
ま

で
順

を
追

っ
て

つ
く
っ

て
い

き
ま

す
。

ま
た

、
各

種
構

造
、

街
路

の
作

り
方

も
学

び
ま

す
。

94

❸
M

in
e
cr

a
ft

に
よ

る
建

築
デ

ザ
イ

ン

2
. 

飾
り

付
け

る

１
機

能
を

持
っ

た
飾

り

２
見

栄
え

の
良

い
飾

り

 3
屋

外
ス

ペ
ー

ス

M
o
ja

n
g
 A

B
 :

M
in

e
cr

a
ft

の
公

式
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

ガ
イ

ド
, 

技
術

評
論

社
, 

95

3
-3

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

②
M

in
e
cr

a
ft

に
よ

る
建

築
デ

ザ
イ

ン

次
に

、
「
２

飾
り

付
け

る
」
で

す
。

「
建

物
の

枠
組

み
が

で
き

た
ら

、
装

飾
を

慎
重

に
選

ん
で

、
個

性
的

な
も

の
に

し
ま

し
ょ

う
。

こ
の

章
で

は
、

床
や

壁
を

飾
り

付
け

る
た

め
の

ア
イ

デ
ィ

ア
や

、
イ

ン
テ

リ
ア

を
飾

り
付

け
る

た
め

の
巧

み
な

デ
ザ

イ
ン

、
外

側
の

空
間

を
最

大
限

に
活

か
す

た
め

の
イ

ン
ス

ピ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
与

え
て

く
れ

る
も

の
を

紹
介

し
ま

す
。

」と
あ

り
ま

す
。

さ
ら

に
３

つ
の

項
目

に
分

か
れ

ま
す

。
１

機
能

を
持

っ
た

飾
り

M
in

e
c
ra

ft
に

は
、

便
利

な
機

能
を

持
つ

、
多

く
の

ブ
ロ

ッ
ク

が
用

意
さ

れ
て

い
て

、
そ

れ
ら

は
装

飾
用

の
ア

イ
テ

ム
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
場

合
も

あ
り

ま
す

。
光

源
と

な
る

も
の

と
そ

の
効

果
、

作
用

台
、

か
ま

ど
、

本
棚

な
ど

の
便

利
な

ブ
ロ

ッ
ク

が
紹

介
さ

れ
て

い
ま

す
。

２
見

栄
え

の
良

い
飾

り
窓

、
壁

や
床

の
カ

ス
タ

マ
イ

ズ
、

絵
画

や
額

縁
、

旗
や

家
具

の
作

り
方

も
紹

介
さ

れ
て

い
ま

す
。

３
屋

外
ス

ペ
ー

ス
柵

や
生

垣
、

水
場

な
ど

の
作

り
方

と
と

も
に

、
木

の
種

類
と

必
要

な
ス

ペ
ー

ス
、

木
の

作
り

方
も

学
び

ま
す

。
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❸
M

in
e
cr

a
ft

に
よ

る
建

築
デ

ザ
イ

ン

３
. 

さ
ま

ざ
ま

な
建

物
建

築
デ

ザ
イ

ン
の

例
：

エ
キ

ゾ
チ

ッ
ク

な
別

荘 M
o
ja

n
g
 A

B
 :

M
in

e
cr

a
ft

の
公

式
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

ガ
イ

ド
, 

技
術

評
論

社
, 

96

3
-3

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

②
M

in
e
cr

a
ft

に
よ

る
建

築
デ

ザ
イ

ン

最
後

に
「
３

さ
ま

ざ
ま

な
建

物
」で

す
。

「
こ

こ
ま

で
、

計
画

を
立

て
、

飾
り

付
け

る
方

法
を

学
び

ま
し

た
。

こ
の

章
で

は
、

新
た

に
身

に
着

け
た

ス
キ

ル
を

、
ま

と
ま

り
の

あ
る

構
造

物
に

取
り

入
れ

る
方

法
を

紹
介

し
ま

す
。

テ
ー

マ
、

ス
タ

イ
ル

、
役

割
、

場
所

が
異

な
る

建
築

を
見

て
、

自
分

の
ア

イ
デ

ィ
ア

を
刺

激
し

ま
し

ょ
う

。
」

こ
こ

で
紹

介
さ

れ
る

建
築

は
、

人
里

離
れ

た
砦

、
照

明
シ

ス
テ

ム
、

エ
キ

ゾ
チ

ッ
ク

な
別

荘
、

垂
直

輸
送

の
た

め
の

シ
ス

テ
ム

、
水

中
観

測
所

、
ス

チ
ー

ム
バ

ン
ク

の
飛

行
船

で
す

。
そ

の
中

で
、

エ
キ

ゾ
チ

ッ
ク

な
別

荘
を

見
て

み
た

い
と

思
い

ま
す

。
こ

の
建

築
の

テ
ー

マ
は

地
中

海
の

建
築

様
式

の
典

型
で

あ
る

ス
タ

イ
リ

ッ
シ

ュ
な

別
荘

で
あ

る
た

め
、

理
想

的
な

場
所

の
気

候
と

地
盤

に
つ

い
て

、
「
地

中
海

は
と

て
も

暑
い

の
で

、
メ

サ
バ

イ
オ

ー
ム

の
干

上
が

っ
た

赤
砂

と
堅

焼
き

の
粘

土
が

別
荘

に
最

適
な

舞
台

」
と

し
て

い
ま

す
。

そ
し

て
、

使
わ

れ
る

ブ
ロ

ッ
ク

と
そ

の
色

使
い

と
配

色
も

、
テ

ー
マ

に
沿

っ
た

、
最

低
芸

に
と

ど
め

た
色

使
い

と
内

部
の

明
る

い
配

色
を

際
立

た
せ

る
と

あ
り

ま
す

。
設

計
図

は
１

階
平

面
図

、
２

階
平

面
図

、
前

面
図

と
側

面
図

と
い

う
立

面
図

が
あ

り
ま

す
。

96

❸
M

in
e
cr

a
ft

に
よ

る
建

築
デ

ザ
イ

ン

３
. 

さ
ま

ざ
ま

な
建

物
  

  
建

築
デ

ザ
イ

ン
の

例
：

エ
キ

ゾ
チ

ッ
ク

な
別

荘

M
o
ja

n
g
 A

B
 :

M
in

e
cr

a
ft

の
公

式
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

ガ
イ

ド
, 

技
術

評
論

社
, 

97

3
-3

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

②
M

in
e
cr

a
ft

に
よ

る
建

築
デ

ザ
イ

ン

次
に

エ
キ

ゾ
チ

ッ
ク

な
別

荘
の

外
観

と
い

う
こ

と
で

、
最

初
に

掲
げ

た
テ

ー
マ

に
沿

っ
た

外
観

と
な

っ
て

い
る

の
か

、
そ

の
説

明
が

さ
れ

て
い

ま
す

。
別

荘
を

囲
む

列
柱

、
ス

イ
ミ

ン
グ

プ
ー

ル
、

地
中

海
に

よ
く
あ

る
窓

の
シ

ャ
ッ

タ
ー

、
バ

ル
コ

ニ
ー

な
ど

、
地

中
海

の
雰

囲
気

を
ま

と
っ

た
建

築
の

特
徴

を
捉

え
た

建
築

で
あ

る
こ

と
が

わ
か

り
ま

す
。

贅
沢

だ
が

伝
統

的
な

建
築

の
色

合
い

を
、

モ
ノ

ク
ロ

の
類

似
色

を
取

り
入

れ
、

数
種

類
の

色
調

の
白

い
ブ

ロ
ッ

ク
の

み
を

使
う

デ
ィ

テ
ー

ル
の

こ
だ

わ
り

が
、

建
築

を
テ

ー
マ

に
合

わ
せ

て
カ

ス
タ

マ
イ

ズ
し

て
い

る
こ

と
が

わ
か

り
ま

す
。
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❸
M

in
e
cr

a
ft

に
よ

る
建

築
デ

ザ
イ

ン

３
. 

さ
ま

ざ
ま

な
建

物
 建

築
デ

ザ
イ

ン
の

例
：

エ
キ

ゾ
チ

ッ
ク

な
別

荘

M
o
ja

n
g
 A

B
 :

M
in

e
cr

a
ft

の
公

式
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

ガ
イ

ド
, 

技
術

評
論

社
, 

98

3
-3

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

②
M

in
e
cr

a
ft

に
よ

る
建

築
デ

ザ
イ

ン

次
に

エ
キ

ゾ
チ

ッ
ク

な
別

荘
の

内
装

と
い

う
こ

と
で

、
最

初
に

掲
げ

た
テ

ー
マ

に
沿

っ
た

内
観

と
な

っ
て

い
る

の
か

、
そ

の
説

明
が

さ
れ

て
い

ま
す

。
天

蓋
付

き
の

ベ
ッ

ド
、

大
き

な
バ

ス
タ

ブ
、

グ
ラ

ン
ド

ピ
ア

ノ
に

暖
炉

な
ど

内
装

に
も

、
贅

沢
な

別
荘

が
表

れ
て

い
ま

す
。

そ
し

て
、

別
荘

は
自

動
照

明
シ

ス
テ

ム
が

備
わ

っ
て

い
て

、
日

照
セ

ン
サ

ー
の

出
力

を
反

転
さ

せ
て

、
日

が
沈

む
と

同
時

に
別

荘
の

照
明

を
点

灯
さ

せ
ま

す
。

こ
れ

ら
の

情
報

が
あ

れ
ば

、
エ

キ
ゾ

チ
ッ

ク
な

別
荘

と
同

じ
も

の
は

つ
く
れ

る
と

思
い

ま
す

。
以

上
が

M
in

e
c
ra

ft
で

建
築

を
つ

く
る

方
法

と
な

り
ま

す
。

実
際

に
や

っ
て

み
る

と
ど

れ
く
ら

い
の

時
間

が
か

か
る

の
か

、
ぜ

ひ
、

皆
さ

ん
も

試
し

て
み

て
ほ

し
い

と
思

い
ま

す
。

そ
れ

に
よ

っ
て

、
M

in
e
c
ra

ft
が

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
と

し
て

の
活

用
が

可
能

か
ど

う
か

も
判

断
で

き
る

と
思

い
ま

す
。

98

❹
M

in
e
cr

a
ft

の
活

用
方

法

M
in

e
cr

a
ft

は
活

用
で

き
る

の
か

？

Bl
oc

kw
or

ks
チ

ー
ム

は
 2

01
3 

年
初

頭
に

設
立

さ
れ

、
現

在
、

世
界

中
の

 3
0 

人
を

超
え

る
デ

ザ
イ

ナ
ー

、
ア

ニ
メ

ー
タ

ー
、

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

、
開

発
者

で
構

成
さ

れ
て

い
ま

す
。

私
た

ち
の

幅
広

い
専

門
知

識
に

よ
り

、
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

、
メ

デ
ィ

ア
、

教
育

に
お

け
る

 M
in

ec
ra

ft 
の

大
き

な
可

能
性

を
最

大
限

に
引

き
出

す
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ht

tp
s:

//
w

w
w

.b
lo

ck
w

or
ks

.u
k/

ab
ou

t

B
lo

c
kw

o
rk

sの
ク

ラ
イ

ア
ン

ト

は
様

々
な

公
的

機
関

や
企

業
も

使
用

で
の

活
用

ア
ー

ト
ワ

ー
ク

に
イ

ン
ス

パ
イ

ア
さ

れ
た

仮
想

世
界

を
作

成
。

と
し

て
知

ら
れ

る
仮

想
環

境
ま

た
は

「
マ

ッ
プ

」
は

、
テ

ー
ト

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

の
絵

画
や

彫
刻

に
基

づ
い

て
い

て
、

ビ
デ

オ
ゲ

ー
ム

の
プ

レ
ー

ヤ
ー

は
、

ア
ー

ト
作

品
の

テ
ー

マ
に

関
連

す
る

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
や

課
題

を
探

索
し

て
実

行
し

た
り

、
そ

れ
ら

が
ど

の
よ

う
に

作
成

さ
れ

た
か

を
探

索
し

た
り

で
き

ま
す

。

99

3
-3

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

②
M

in
e
cr

a
ft

に
よ

る
建

築
デ

ザ
イ

ン

M
in

e
c
ra

ft
が

想
像

豊
か

な
建

築
を

ブ
ロ

ッ
ク

に
よ

っ
て

作
成

で
き

る
こ

と
は

わ
か

っ
て

い
た

だ
け

た
と

思
い

ま
す

。
で

は
、

実
際

に
建

築
の

教
育

や
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
と

し
て

使
用

し
て

い
か

れ
る

の
で

し
ょ

う
か

？
先

ほ
ど

、
紹

介
し

た
B

lo
c
kw

o
rk

sは
、

2
0
1
3
 年

初
頭

に
設

立
さ

れ
、

現
在

、
世

界
中

の
 3

0
 人

を
超

え
る

デ
ザ

イ
ナ

ー
、

ア
ニ

メ
ー

タ
ー

、
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
、

開
発

者
で

構
成

さ
れ

て
い

ま
す

。
私

た
ち

の
幅

広
い

専
門

知
識

に
よ

り
、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
、

メ
デ

ィ
ア

、
教

育
に

お
け

る
 M

in
e
c
ra

ft
 の

大
き

な
可

能
性

を
最

大
限

に
引

き
出

す
こ

と
が

で
き

る
と

し
て

い
ま

す
。

そ
し

て
、

そ
の

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

に
は

 T
A

T
E
を

始
め

、
様

々
な

業
種

の
公

的
機

関
、

企
業

が
名

を
連

ね
て

い
ま

す
。

T
A

T
E
で

は
『
 T

at
e
 W

o
rl
d
s』

と
し

て
ア

ー
ト

ワ
ー

ク
に

イ
ン

ス
パ

イ
ア

さ
れ

た
世

界
を

作
成

。
 コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

絵
画

や
彫

刻
に

基
づ

い
て

い
て

、
 ビ

デ
オ

 ゲ
ー

ム
の

プ
レ

ー
ヤ

ー
は

、
ア

ー
ト

作
品

の
テ

ー
マ

に
関

連
す

る
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

や
課

題
を

探
索

し
て

実
行

し
た

り
、

そ
れ

ら
が

ど
の

よ
う

に
作

成
さ

れ
た

か
を

探
索

し
た

り
で

き
る

な
ど

、
美

術
館

で
の

教
育

、
広

報
な

ど
に

活
用

さ
れ

て
い

ま
す

。
で

は
建

築
の

現
実

世
界

で
は

ど
う

で
し

ょ
う

。

99
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❹
M

in
e
cr

a
ft

の
活

用
方

法

建
築

デ
ザ

イ
ン

ツ
ー

ル
と

し
て

の

『
マ

イ
ン

ク
ラ

フ
ト

建
築

建
築

家
が

テ
レ

ビ
ゲ

ー
ム

か
ら

学
べ

る
こ

と
』

キ
ム

・
オ

コ
ネ

ル

ジ
ェ

ー
ム

ス
・

デ
ラ

ニ
ー

氏

『
現

在
の

建
築

家
達

は
レ

ゴ
で

遊
ん

で
育

っ
た

が
、

次
世

代
は

マ
イ

ン
ク

ラ
フ

ト
で

遊
ん

だ
人

た
ち

に
な

る
だ

ろ
う

。
マ

イ
ク

ラ
は

最
も

有
名

な
テ

レ
ビ

ゲ
ー

ム
で

あ
る

だ
け

で
な

く
ツ

ー
ル

と
な

り
、

ク
リ

エ
イ

テ
ィ

ブ
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
維

持
さ

れ
た

教
育

ツ
ー

ル
だ

と
考

え
ら

れ
て

お
り

、
デ

ザ
イ

ン
と

現
実

と
を

つ
な

ぐ
存

在
に

な
っ

て
い

る
。

』

『
デ

ラ
ニ

ー
氏

と
彼

の
仲

間
に

と
っ

て
、

マ
イ

ン
ク

ラ
フ

ト
は

実
際

に
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

支
援

に
よ

る
デ

ザ
イ

ン
・

ツ
ー

ル
だ

っ
た

。
彼

は
、

こ
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

に
は

人
々

ユ
ー

ザ
ー

と
し

て
幼

稚
園

児
も

含
め

て
い

る
が

建
築

を
始

め
た

く
な

る
気

軽
さ

が
あ

る
と

信
じ

て
い

る
。

そ
れ

が
、

マ
イ

ン
ク

ラ
フ

ト
が

移
動

し
て

空
間

に
住

む
、

氏
が

言
う

と
こ

ろ
の

「
人

間
の

視
点

」
で

動
作

す
る

の
に

役
立

つ
。

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
の

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
強

調
と

そ
の

能
力

も
、

重
要

な
要

素
と

な
っ

て
い

る
。

オ
ン

ラ
イ

ン
共

有
は

ミ
レ

ニ
ア

ム
世

代
を

証
明

す
る

も
の

で
あ

り
、

ビ
ル

デ
ィ

ン
グ

・
イ

ン
フ

ォ
メ

ー
シ

ョ
ン

・
モ

デ
リ

ン
グ

な
ど

現
行

の
建

築
ツ

ー
ル

を
思

い
起

こ
さ

せ
る

。
こ

れ
は

デ
ザ

イ
ナ

ー
や

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

、
エ

ン
ド

ユ
ー

ザ
ー

が
、

こ
れ

ま
で

よ
り

ず
っ

と
細

か
い

部
分

ま
で

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
情

報
を

交
換

可
能

と
し

て
い

る
。

』

『
マ

イ
ン

ク
ラ

フ
ト

の
共

有
文

化
は

、
ヘ

ル
シ

ー
で

ク
リ

エ
イ

テ
ィ

ブ
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
維

持
す

る
活

力
に

な
っ

て
い

る
、

と
デ

ラ
ニ

ー
氏

は
語

る
。

「
こ

れ
が

、
我

々
が

デ
ジ

タ
ル

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
重

視
し

て
い

る
主

要
な

理
由

の
ひ

と
つ

で
す

。
こ

の
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

は
、

新
た

な
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
を

魅
了

す
る

目
的

も
果

た
し

て
い

ま
す

。
」

・
・

・
他

の
マ

イ
ン

ク
ラ

フ
ト

ユ
ー

ザ
ー

は
同

様
の

建
築

を
試

す
こ

と
が

で
き

る
。

』

10
0

3
-3

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

②
M

in
e
cr

a
ft

に
よ

る
建

築
デ

ザ
イ

ン

こ
こ

で
、

キ
ム

・
オ

コ
ネ

ル
氏

の
『
マ

イ
ン

ク
ラ

フ
ト

建
築

: 建
築

家
が

テ
レ

ビ
ゲ

ー
ム

か
ら

学
べ

る
こ

と
』
で

、
先

ほ
ど

紹
介

し
た

、
B

lo
c
kW

o
rk

sの
ジ

ェ
ー

ム
ス

・
デ

ラ
ニ

ー
氏

へ
の

言
葉

か
ら

、
建

築
デ

ザ
イ

ン
ツ

ー
ル

と
し

て
の

M
in

e
c
ra

ft
に

つ
い

て
考

え
て

み
た

い
と

思
い

ま
す

。
ま

ず
、

M
in

e
c
ra

ft
は

有
名

な
テ

レ
ビ

ゲ
ー

ム
で

あ
る

だ
け

で
な

く
、

C
A

D
ツ

ー
ル

で
あ

る
こ

と
。

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

支
援

に
よ

る
デ

ザ
イ

ン
・
ツ

ー
ル

と
し

て
、

幼
稚

園
児

も
含

め
た

ユ
ー

ザ
ー

が
気

軽
に

建
築

を
つ

く
り

始
め

ら
れ

る
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
と

な
っ

て
い

る
こ

と
。

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
の

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

が
、

B
IM

と
同

じ
機

構
で

、
そ

れ
よ

り
ず

っ
と

細
か

い
部

分
ま

で
、

デ
ザ

イ
ナ

ー
や

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

、
エ

ン
ド

ユ
ー

ザ
ー

が
情

報
を

共
有

で
き

て
い

る
こ

と
。

デ
ジ

タ
ル

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
よ

っ
て

情
報

が
開

示
さ

れ
、

同
じ

建
築

を
他

の
人

が
再

度
構

築
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

こ
と

。
建

築
を

気
軽

に
楽

し
ん

で
つ

く
り

始
め

る
こ

と
が

で
き

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
C

A
D

や
B

IM
の

よ
う

な
機

能
を

持
ち

、
た

だ
の

ゲ
ー

ム
で

あ
り

な
が

ら
も

、
建

築
を

つ
く
る

ツ
ー

ル
と

し
て

十
分

に
役

立
つ

こ
と

が
わ

か
り

ま
す

。

10
0

❹
M

in
e
cr

a
ft

の
活

用
方

法

ビ
ジ

ュ
ア

ラ
イ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
概

念
や

ビ
ジ

ョ
ン

の
可

視
化

デ
ザ

イ
ナ

ー
・

設
計

者
→

複
雑

で
抽

象
的

な
概

念
を

わ
か

り
や

す
い

視
覚

的
要

素
で

表
現

・
伝

達
す

る
 

協
働

的
な

共
通

認
識

形
成

の
方

法
論

の
理

解
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
設

計
お

よ
び

B
u
si

n
e
ss

 O
ri
g
a
m

i®
な

ど

多
様

な
バ

ッ
ク

グ
ラ

ウ
ン

ド
の

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

間
で

の
共

通
認

識
を

生
成

し
て

く
能

力
ビ

ジ
ュ

ア
ル

を
用

い
た

場
や

事
業

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
能

力

抽
象

度
の

高
い

が
重

要
な

概
念

に
つ

い
て

協
働

的
に

方
針

を
ま

と
め

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

与
す

る
全

員
の

認
識

を
そ

ろ
え

て
い

く
こ

と
を

実
践

「
B

u
si

n
e
ss

 O
ri

g
a
m

i®
」

多
様

な
価

値
観

を
も

つ
メ

ン
バ

ー
が

一
つ

の
卓

を
囲

み
、

視
覚

的
に

イ
メ

ー
ジ

を
共

有
し

創
造

的
な

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
行

う
こ

と
で

新
し

い
サ

ー
ビ

ス
の

全
体

像
を

デ
ザ

イ
ン

す
る

た
め

の
メ

ソ
ッ

ド
で

す
。

紙
製

の
カ

ー
ド

型
ツ

ー
ル

は
2
つ

に
折

る
こ

と
で

人
型

や
建

物
、

乗
り

物
と

い
っ

た
「

折
り

紙
」

の
模

型
を

簡
単

に
作

れ
ま

す
。

カ
ー

ド
に

は
具

体
的

な
名

称
を

書
き

込
む

欄
が

設
け

て
あ

り
、

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

と
そ

の
関

係
性

を
卓

上
に

並
べ

る
こ

と
で

サ
ー

ビ
ス

構
造

を
可

視
化

し
、

全
体

像
の

理
解

、
課

題
の

発
見

・
共

有
と

い
っ

た
新

サ
ー

ビ
ス

の
構

築
に

役
立

ち
ま

す
。

10
1

経
済

産
業

省
：
「
高

度
デ

ザ
イ

ン
人

材
育

成
の

在
り

方
に

関
す

る
調

査
研

究
報

告
書

」
参

照
ht

tp
s:

//
w

w
w

.m
et

i.g
o.

jp
/s

hi
ng

ik
ai

/e
co

no
m

y/
ko

do
_d

es
ig

n/
pd

f/
20

19
03

29
_0

4.
pd

f

３
-2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
事

例
①

B
IM

に
活

用
さ

れ
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

こ
れ

か
ら

の
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

の
建

築
主

と
設

計
者

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

、
ビ

ジ
ュ

ア
ラ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

概
念

や
ビ

ジ
ョ

ン
の

可
視

化
に

つ
い

て
み

て
い

き
ま

す
。

経
済

産
業

省
に

よ
る

高
度

デ
ザ

イ
ン

人
材

育
成

の
在

り
方

に
関

す
る

調
査

研
究

報
告

書
で

は
、

ビ
ジ

ュ
ア

ラ
イ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
、

社
会

や
ビ

ジ
ネ

ス
が

複
雑

化
す

る
中

で
、

デ
ザ

イ
ナ

ー
に

は
複

雑
で

 抽
象

的
な

概
念

を
分

か
り

や
す

い
視

覚
的

要
素

で
表

現
・
伝

達
す

る
 • 

協
働

的
な

共
通

認
識

形
成

 (
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
設

計
お

よ
び

ビ
ジ

ネ
ス

オ
リ

ガ
ミ

な
ど

) 
の

方
法

論
の

理
解

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

こ
れ

は
多

様
な

バ
ッ

ク
グ

ラ
ウ

ン
ド

の
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
間

で
の

共
通

認
識

を
生

成
し

て
く
能

力
、

あ
る

い
は

、
ビ

ジ
ュ

ア
ル

を
用

い
た

場
や

事
業

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
能

力
と

も
い

え
ま

す
。

こ
こ

で
の

学
習

ゴ
ー

ル
は

、
エ

コ
シ

ス
テ

ム
や

企
業

ビ
ジ

ョ
ン

、
ま

だ
実

現
さ

れ
て

な
い

サ
ー

ビ
ス

モ
デ

ル
の

体
験

コ
ン

セ
プ

ト
な

ど
、

抽
象

度
の

高
い

、
し

か
し

重
要

な
概

念
に

つ
い

て
協

働
的

に
方

針
を

ま
と

め
つ

つ
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

与
す

る
全

員
の

認
識

を
そ

ろ
え

て
い

く
こ

と
を

実
践

し
、

そ
の

困
難

さ
や

意
義

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

を
目

指
し

て
い

ま
す

。
 

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

い
て

も
、

U
X
デ

ザ
イ

ン
を

設
計

段
階

で
取

り
込

み
、

そ
し

て
設

計
者

と
建

築
主

の
協

働
に

よ
る

共
通

認
識

形
成

は
、

現
在

求
め

ら
れ

て
い

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

と
言

え
ま

す
。

「
B

u
si

n
e
ss

 O
ri
ga

m
i®

」
は

多
様

な
価

値
観

を
も

つ
メ

ン
バ

ー
が

一
つ

の
卓

を
囲

み
、

視
覚

的
に

イ
メ

ー
ジ

を
共

有
し

創
造

的
な

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
行

う
こ

と
で

新
し

い
サ

ー
ビ

ス
の

全
体

像
を

デ
ザ

イ
ン

す
る

た
め

の
メ

ソ
ッ

ド
で

す
。

こ
の

ツ
ー

ル
の

代
わ

り
に

M
in

e
c
ra

ft
が

な
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
ま

す
。

10
1

227



意
匠

と
は

？

魅
力

的
な

デ
ザ

イ
ン

は
、

市
場

で
の

競
争

力
を

高
め

る
一

方
で

、
模

倣
の

対
象

に
な

る

意
匠

制
度

は
、

新
し

く
創

作
さ

れ
た

意
匠

を
創

作
者

の
財

産
と

位
置

付
け

、
そ

の
保

護
と

利
用

の
ル

ー
ル

に
つ

い
て

定
め

る
こ

と
に

よ
り

、
意

匠
の

創
作

を
奨

励
し

、
産

業
の

発
達

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る

意
匠

法
の

保
護

対
象

と
な

る
「

意
匠

」
と

は
？

物
品

の
形

状
、

模
様

若
し

く
は

色
彩

又
は

こ
れ

ら
の

結
合

で
あ

っ
て

、
視

覚
を

通
じ

て
美

感
を

起
こ

さ
せ

る
も

の
を

い
い

、
物

品
の

「
部

分
」

の
デ

ザ
イ

ン
も

「
意

匠
」

に
含

ま
れ

る

意
匠

制
度

の
概

要

『
マ

イ
ン

ク
ラ

フ
ト

建
築

建
築

家
が

テ
レ

ビ
ゲ

ー
ム

か
ら

学
べ

る
こ

と
』

M
in

e
cr

a
ft

の
建

築
の

意
匠

権
？

パ
ラ

デ
ィ

オ
風

コ
ン

セ
プ

ト
の

背
景

情
報

と
他

の
パ

ラ
デ

ィ
オ

式
建

造
物

の
フ

ロ
ア

プ
ラ

ン
を

伴
う

た
め

、
他

の
マ

イ
ン

ク
ラ

フ
ト

ユ
ー

ザ
ー

は
同

様
の

建
築

を
試

す
こ

と
が

で
き

る
。

❺
M

in
e
cr

a
ft

の
建

築
デ

ザ
イ

ン
と

意
匠

権

10
2

3
-3

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

②
M

in
e
cr

a
ft

に
よ

る
建

築
デ

ザ
イ

ン

さ
て

、
最

後
に

意
匠

権
の

お
話

を
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

M
in

e
c
ra

ft
で

は
「
B

lo
c
kW

o
rk

sの
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
は

、
王

立
英

国
建

築
家

協
会

 (
R

IB
A

) 
と

共
同

で
建

て
ら

れ
た

、
古

典
主

義
者

の
ア

ン
ド

レ
ー

ア
・
パ

ッ
ラ

ー
デ

ィ
オ

氏
に

よ
る

著
名

な
ヴ

ィ
ラ

・
ロ

ト
ン

ダ
の

再
現

も
含

ま
れ

て
お

り
、

こ
れ

は
パ

ラ
デ

ィ
オ

風
コ

ン
セ

プ
ト

の
背

景
情

報
と

他
の

パ
ラ

デ
ィ

オ
式

建
造

物
の

フ
ロ

ア
プ

ラ
ン

を
伴

う
た

め
、

他
の

マ
イ

ン
ク

ラ
フ

ト
ユ

ー
ザ

ー
は

同
様

の
建

築
を

試
す

こ
と

が
で

き
る

。
」と

あ
る

よ
う

に
、

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
に

よ
っ

て
情

報
を

共
有

で
き

る
こ

と
は

す
で

に
お

話
し

し
ま

し
た

。
M

in
e
c
ra

ft
の

中
で

、
す

で
に

あ
る

建
築

を
模

倣
し

て
も

問
題

は
な

い
の

で
し

ょ
う

か
？

そ
れ

を
解

く
た

め
に

、
こ

こ
で

は
意

匠
法

を
学

ん
で

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

ま
ず

、
意

匠
と

は
一

体
ど

う
い

う
も

の
で

し
ょ

う
か

。
魅

力
的

な
デ

ザ
イ

ン
は

、
市

場
で

の
競

争
力

を
高

め
る

一
方

で
、

模
倣

の
対

象
に

な
り

得
ま

す
。

意
匠

制
度

は
、

新
し

く
創

作
さ

れ
た

意
匠

を
創

作
者

の
財

産
と

位
置

付
け

、
そ

の
保

護
と

利
用

の
ル

ー
ル

に
つ

い
て

定
め

る
こ

と
に

よ
り

、
意

匠
の

創
作

を
奨

励
し

、
産

業
の

発
達

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

ま
す

。
意

匠
法

の
保

護
対

象
と

な
る

「
意

匠
」
と

は
、

物
品

の
形

状
、

模
様

若
し

く
は

色
彩

又
は

こ
れ

ら
の

結
合

で
あ

っ
て

、
視

覚
を

通
じ

て
美

感
を

起
こ

さ
せ

る
も

の
を

い
い

、
物

品
の

「
部

分
」
の

デ
ザ

イ
ン

も
「
意

匠
」
に

含
ま

れ
ま

す
。

10
2

❺
M

in
e
cr

a
ft

の
建

築
デ

ザ
イ

ン
と

意
匠

権

令
和

元
年

月
意

匠
法

が
大

幅
に

改
正

令
和

年
月

日
か

ら
建

築
物

や
内

装
の

デ
ザ

イ
ン

も
意

匠
法

の
保

護
対

象
と

な
る

特
許

庁
 審

査
第

一
部

 意
匠

課
 意

匠
審

査
基

準
室

の
作

成
し

た
以

下
の

資
料

を
使

用
し

て
、

意
匠

法
に

つ
い

て
学

び
ま

す
『

意
匠

登
録

出
願

の
基

礎
（

建
築

物
・

内
装

）
』

ht
tp

s:
//

w
w

w
.jp

o.
go

.jp
/s

ys
te

m
/l

aw
s/

ru
le

/g
ui

de
lin

e/
de

si
gn

/k
en

ch
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u-
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.h
tm

l

10
3

3
-3

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

②
M

in
e
cr

a
ft

に
よ

る
建

築
デ

ザ
イ

ン

令
和

元
年

5
月

に
意

匠
法

が
大

幅
に

改
正

さ
れ

、
令

和
2
年

4
月

1
日

か
ら

、
建

築
物

や
内

装
の

デ
ザ

イ
ン

に
つ

い
て

も
意

匠
法

の
保

護
対

象
と

な
り

ま
し

た
。

そ
こ

で
、

建
築

物
や

内
装

の
デ

ザ
イ

ン
に

携
わ

る
人

に
向

け
て

、
特

許
庁

 審
査

第
一

部
 意

匠
課

 意
匠

審
査

基
準

室
の

作
成

し
た

『
意

匠
登

録
出

願
の

基
礎

（
建

築
物

・
内

装
）
』を

使
用

し
て

、
M

in
e
c
ra

ft
の

建
築

デ
ザ

イ
ン

の
意

匠
権

に
関

わ
っ

て
く
る

、
建

築
物

や
内

装
の

デ
ザ

イ
ン

に
関

わ
る

意
匠

制
度

を
学

ん
で

い
き

ま
す

。
建

築
や

内
装

の
デ

ザ
イ

ン
に

関
わ

る
人

た
ち

は
、

こ
の

改
正

に
よ

り
、

意
匠

法
の

リ
テ

ラ
シ

ー
を

身
に

つ
け

、
自

分
の

デ
ザ

イ
ン

を
守

り
、

他
の

人
の

デ
ザ

イ
ン

も
保

護
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

10
3
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意
匠

登
録

出
願

の
基

礎
（

建
築

物
・内

装
）

特
許

庁
 審

査
第

一
部

 意
匠

課
 意

匠
審

査
基

準
室

令
和

２
年

（
20

20
年

）
3月

作
成

～
 令

和
元

年
 改

正
意

匠
法

対
応

 ～

建
築

物
・内

装
の

デ
ザ

イ
ン

に
携

わ
る

方
向

け

※
本

資
料

は
、日

本
の

意
匠

登
録

制
度

を
ご

紹
介

す
る

も
の

で
す

。国
や

地
域

に
よ

り、
制

度
内

容
が

異
な

りま
す

の
で

ご
注

意
くだ

さ
い

。

※
改

正
意

匠
法

施
行

（
20

20
年

4月
1日

）
後

の
内

容
を

記
載

して
い

ま
す

。

10
4

～
 令

和
元

年
 改

正
意

匠
法

対
応

 ～
建

築
物

・
内

装
の

デ
ザ

イ
ン

に
携

わ
る

方
向

け
意

匠
登

録
出

願
の

基
礎

（
建

築
物

・
内

装
）

特
許

庁
 審

査
第

一
部

 意
匠

課
 意

匠
審

査
基

準
室

令
和

２
年

（
2
0
2
0
年

）
3
月

作
成

令
和

2年
（

20
20

年
）

4月
1日

以
降

、
建

築
物

・内
装

の
意

匠
登

録
出

願
が

可
能

に
な

りま
した

。

意
匠

登
録

出
願

の
基

礎
（

建
築

物
・内

装
）

令
和

元
年

、意
匠

法
が

改
正

さ
れ

、建
築

物
・内

装
の

意
匠

が
保

護
対

象
に

加
わ

りま
した

。

 ～
 は

じめ
に

 ～
 

この
資

料
は

、そ
の

建
築

物
や

内
装

の
デ

ザ
イ

ン
に

携
わ

る
皆

様
に

向
け

て
作

成
しま

した
。

「意
匠

法
って

何
？

」「
どん

な
審

査
？

」「
どの

よ
うに

出
願

す
れ

ば
い

い
の

？
」

意
匠

登
録

出
願

の
基

本
を

ご
紹

介
しま

す
。

１
10

5

意
匠

法
と

い
う

法
律

を
ご

存
知

で
し

ょ
う

か
。

そ
の

意
匠

法
が

令
和

元
年

、
大

幅
に

改
正

さ
れ

、
令

和
２

年
４

月
１

日
か

ら
、

建
築

物
や

内
装

の
デ

ザ
イ

ン
に

つ
い

て
も

保
護

対
象

と
な

り
ま

し
た

。
新

た
に

建
物

の
外

観
や

、
店

舗
の

内
装

な
ど

、
新

し
い

デ
ザ

イ
ン

を
意

匠
権

と
い

う
権

利
で

守
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

こ
の

資
料

で
は

、
そ

の
意

匠
法

の
基

本
を

は
じ

め
、

・
権

利
を

と
る

と
ど

の
よ

う
な

効
果

が
あ

る
の

か
、

・
ど

の
よ

う
に

出
願

し
て

、
ど

の
よ

う
な

審
査

が
さ

れ
る

の
か

、
そ

の
基

本
を

ご
紹

介
い

た
し

ま
す

。

229



01
意

匠
法

とは

10
6

そ
れ

で
は

ま
ず

、
意

匠
法

の
概

要
を

ご
紹

介
し

ま
す

。

創
作

した
意

匠
を

保
護

す
る

法
律

で
す

これ
ま

で
は

「物
品

」の
デ

ザ
イ

ン
が

主
な

保
護

対
象

で
した

意
匠

法
とは

01
意

匠
法

とは

■
意

匠
法

の
歴

史

織
物

縞
意

匠
登

録
第

1号
（

明
治

22
年

）

腰
掛

意
匠

登
録

第
12

38
39

号
（

昭
和

31
年

）

運
動

ぐつ
意

匠
登

録
第

28
18

79
号

（
昭

和
44

年
）

包
装

容
器

意
匠

登
録

第
50

04
01

号
（

昭
和

54
年

）

テ
ー

ププ
レ

ー
ヤ

ー
意

匠
登

録
第

62
84

35
号

（
昭

和
59

年
）

自
立

歩
行

ロボ
ット

お
も

ちゃ
意

匠
登

録
第

10
76

84
3号

（
平

成
11

年
）

携
帯

情
報

端
末

意
匠

登
録

第
13

56
98

2号
（

平
成

21
年

）

乗
用

自
動

車
意

匠
登

録
第

11
92

40
9号

（
平

成
14

年
）

参
考

：
特

許
庁

意
匠

課
 「

意
匠

制
度

12
0年

の
歩

み
」 

 h
ttp

s:
//

w
w

w
.jp

o.
go

.jp
/s

ys
te

m
/d

es
ig

n/
ga

iy
o/

se
id

og
ai

yo
/is

yo
u_

se
id

o_
ay

um
i.h

tm
l

（
意

匠
法

 第
１

条
、第

2条
）

明
治

21
年

（
18

88
年

）
現

在
の

意
匠

法
の

前
身

とな
る

「意
匠

条
例

」が
制

定
され

ま
した

。
以

来
、約

13
0年

に
わ

た
り、

日
本

の
デ

ザ
イン

の
発

展
を

支
え

て
い

ま
す

。
（

意
匠

条
例

が
制

定
され

た
主

な
理

由
）

・創
作

者
の

権
利

を認
め

て
保

護
す

る
こと

は
、日

本
の

産
業

発
展

の
た

め
に

必
要

・新
しい

デ
ザ

イン
を生

み
出

す
に

は
多

くの
労

力
が

必
要

 ⇒
 そ

の
デ

ザ
イン

が
簡

単
に

模
倣

され
て

しま
って

は
、デ

ザ
イン

をし
た

人
が

報
わ

れ
な

い
。

４

■
意

匠
登

録
の

例

⇒
 令

和
元

年
、意

匠
法

が
改

正
さ

れ
、「

建
築

物
」や

「内
装

」の
デ

ザ
イ

ン
も

保
護

対
象

に
な

りま
した

。 意
匠

登
録

出
願

の
基

礎
（

建
築

物
・内

装
）

意
匠

法
 第

二
条

この
法

律
で

「意
匠

」と
は

、物
品

（
物

品
の

部
分

を
含

む
。以

下
同

じ。
）

の
形

状
、模

様
若

しく
は

色
彩

若
しく

は
これ

らの
結

合
（

以
下

「形
状

等
」と

い
う。

）
、

建
築

物
（

建
築

物
の

部
分

を
含

む
。以

下
同

じ。
）

の
形

状
等

又
は

画
像

（
中

略
）

で
あ

つ
て

、
視

覚
を

通
じて

美
感

を
起

こさ
せ

る
も

の
を

い
う。

意
匠

法
 第

一
条

この
法

律
は

、意
匠

の
保

護
及

び
利

用
を

図
る

こと
に

よ
り、

意
匠

の
創

作
を奨

励
し、

も
って

産
業

の
発

達
に

寄
与

す
る

こと
を

目
的

とす
る

。

10
7

意
匠

法
と

は
、

皆
様

が
創

作
し

た
意

匠
、

具
体

的
に

は
、

建
築

や
内

装
の

「
形

状
」
を

は
じ

め
、

「
模

様
」
や

「
色

彩
」
、

そ
れ

ら
が

結
合

し
た

も
の

を
保

護
す

る
法

律
で

す
。

長
年

、
物

品
の

意
匠

が
対

象
と

さ
れ

て
い

ま
し

た
が

、
新

た
に

、
建

築
物

や
内

装
の

意
匠

も
保

護
対

象
に

加
わ

り
ま

し
た

。
日

本
の

意
匠

法
の

歴
史

を
ひ

も
解

く
と

、
発

端
は

明
治

ま
で

さ
か

の
ぼ

り
ま

す
。

明
治

2
1
年

、
当

時
は

「
意

匠
条

例
」
と

い
う

名
前

で
制

定
さ

れ
ま

し
た

。
特

許
法

と
同

様
に

、
日

本
の

産
業

発
展

の
た

め
、

創
作

者
の

権
利

を
認

め
て

保
護

す
る

こ
と

、
そ

し
て

、
新

し
い

デ
ザ

イ
ン

を
生

み
出

す
に

は
沢

山
の

労
力

が
か

か
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

そ
の

デ
ザ

イ
ン

が
簡

単
に

模
倣

さ
れ

て
し

ま
っ

て
は

、
デ

ザ
イ

ン
を

し
た

人
が

報
わ

れ
な

い
な

ど
の

理
由

で
す

。
以

来
、

明
治

、
大

正
、

昭
和

、
平

成
、

そ
し

て
令

和
と

、
約

1
3
0
年

に
わ

た
っ

て
、

意
匠

法
は

日
本

の
デ

ザ
イ

ン
の

発
展

を
支

え
て

き
ま

し
た

。
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意
匠

法
上

の
建

築
物

01
意

匠
法

とは

■
意

匠
法

上
の

建
築

物
の

例

（
意

匠
法

 第
2条

）
（

意
匠

審
査

基
準

 第
Ⅳ

部
第

２
章

）

5

土
地

に
定

着
した

人
工

構
造

物
（

土
木

構
造

物
を

含
む

※
）

で
す

。
オ

フィ
ス

ビル
や

住
宅

、ホ
テ

ル
、競

技
場

、各
種

商
業

施
設

、駅
舎

、空
港

、橋
りょ

う、
電

波
塔

な
ど…

意
匠

創
作

が
行

わ
れ

る
様

々
な

も
の

が
対

象
とな

りま
す

。

橋
りょ

う

住
宅

学
校

百
貨

店

オ
フィ

ス
ビ

ル

競
技

場

工
場

美
術

館
事

務
所

意
匠

登
録

出
願

の
基

礎
（

建
築

物
・内

装
）

※
こう

した
取

扱
い

は
、意

匠
の

創
作

の
対

象
とな

る
も

の
は

広
く意

匠
法

で
保

護
され

る
べ

きと
の

意
匠

法
の

法
目

的
に

基
づ

くも
の

で
す

。

10
8

さ
て

、
新

た
に

、
建

築
物

の
意

匠
が

保
護

対
象

と
な

る
と

ご
紹

介
し

た
と

こ
ろ

、
具

体
的

に
は

、
ど

の
よ

う
な

も
の

が
対

象
と

な
る

の
で

し
ょ

う
か

。
こ

の
ス

ラ
イ

ド
で

は
そ

の
一

部
を

例
示

し
て

い
ま

す
。

オ
フ

ィ
ス

ビ
ル

や
住

宅
、

百
貨

店
な

ど
の

商
業

用
建

築
物

は
も

ち
ろ

ん
、

意
匠

の
創

作
が

行
わ

れ
る

様
々

な
も

の
を

対
象

と
し

て
お

り
、

例
え

ば
橋

り
ょ

う
の

デ
ザ

イ
ン

な
ど

、
日

本
で

は
い

わ
ゆ

る
「土

木
」
と

い
わ

れ
る

分
野

の
創

作
も

含
ま

れ
ま

す
。

こ
う

し
た

取
扱

い
は

、
意

匠
の

創
作

の
対

象
と

な
る

も
の

は
、

広
く
意

匠
法

で
保

護
さ

れ
る

べ
き

と
の

意
匠

法
の

法
目

的
に

基
づ

く
も

の
で

す
。

意
匠

法
上

の
内

装

01
意

匠
法

とは

■
意

匠
法

上
の

内
装

の
例

（
意

匠
法

 第
2条

、第
8条

の
2）

（
意

匠
審

査
基

準
 第

Ⅳ
部

第
４

章
）

6

店
舗

や
事

務
所

な
ど、

様
々

な
施

設
の

内
装

が
含

ま
れ

ま
す

。
★

観
光

列
車

や
客

船
な

ど、
動

産
の

内
装

も
対

象
で

す
。

幼
稚

園
の

教
室

喫
茶

店

ホ
テ

ル
の

客
室

客
船

の
内 装

キ
ャン

ピ
ン

グ
カ

ー
の

内
装

意
匠

登
録

出
願

の
基

礎
（

建
築

物
・内

装
）

な
お

、内
装

の
意

匠
とし

て
意

匠
登

録
を

受
け

る
た

め
に

は
、以

下
の

要
件

を
満

た
して

い
る

必
要

が
あ

りま
す

。
①

店
舗

、事
務

所
その

他
の

施
設

の
内

部
で

あ
る

こと
②

複
数

の
意

匠
法

上
の

物
品

、建
築

物
又

は
画

像
に

より
構

成
され

る
も

の
で

あ
る

こと
③

内
装

全
体

とし
て

統
一

的
な

美
感

を起
こさ

せ
る

も
の

で
あ

る
こと

詳
しく

は
意

匠
審

査
基

準
 第

Ⅳ
部

第
４

章
内

装
の

意
匠

6.
1.

1
「意

匠
を

構
成

す
る

も
の

で
あ

る
こと

」を
ご

参
照

くだ
さい

。

10
9

つ
ぎ

に
、

内
装

の
意

匠
に

つ
い

て
で

す
。

意
匠

法
に

お
け

る
内

装
の

意
匠

は
、

お
店

や
オ

フ
ィ

ス
な

ど
、

様
々

な
施

設
の

内
装

を
対

象
と

し
て

い
ま

す
。

不
動

産
に

限
ら

ず
動

産
も

、
こ

の
「
施

設
」
の

対
象

に
含

ま
れ

ま
す

。
例

え
ば

、
観

光
列

車
や

客
船

の
内

装
も

意
匠

登
録

の
対

象
と

な
り

ま
す

。

機
密

性
○
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法
律

と権
利

の
名

称
保

護
対

象
保

護
の

趣
旨

目
的

権
利

取
得

の
た

め
の

審
査

権
利

期
間

権
利

の
性

格

産 業 財 産 権 法

特
許

法
（

特
許

権
）

発
明

発
明

の
奨

励

産
業

の
発

達

あ
り

最
長

20
年

絶
対

的
独

占
権

(権
利

者
か

ら見
る

と)
故

意
に

真
似

した
も

の
で

な
くて

も
権

利
行

使
可

能

(第
三

者
か

ら見
る

と)
知

らな
か

った
で

は
済

まさ
れ

な
い

実
用

新
案

法
（

実
用

新
案

権
）

物
品

の
構

造
・

形
状

の
考

案
考

案
の

奨
励

な
し

最
長

10
年

意
匠

法
（

意
匠

権
）

物
品

や
建

築
物

等
の

デ
ザ

イン
創

作
の

奨
励

あ
り

最
長

25
年

商
標

法
（

商
標

権
）

商
品

や
サ

ー
ビス

に
使

用
す

る
マ

ー
クに

化
体

した
業

務
上

の
信

用

業
務

上
の

信
用

の
維

持
需

要
者

の
利

益
の

保
護

最
長

10
年

（
更

新
可

）

著
作

権
法

（
著

作
権

）
思

想
・感

情
の

創
作

的
な

表
現

創
作

の
奨

励
文

化
の

発
展

な
し

（
自

動
的

に
発

生
）

創
作

か
ら

創
作

者
の

死
後

70
年

相
対

的
独

占
権

独
自

の
創

作
に

は
権

利
が

及
ば

な
い

様
々

な
知

的
財

産
権

法
の

一
つ

で
す

。
建

築
や

内
装

の
デ

ザ
イ

ン
の

保
護

に
関

わ
る

も
の

は
、「

意
匠

法
」の

ほ
か

に
、

「商
標

法
」や

「著
作

権
法

」、
「不

正
競

争
防

止
法

」な
どが

あ
りま

す
。

意
匠

法
とは

01
意

匠
法

とは

参
考

：
特

許
庁

意
匠

課
 「

「デ
ザ

イナ
ー

が
身

に
つ

け
て

お
くべ

き知
財

の
基

本
」

ht
tp

s:
//

w
w

w
.jp

o.
go

.jp
/r

es
ou

rc
es

/r
ep

or
t/

ky
oz

ai
/c

hi
za

i_
ky

oz
ai

-d
es

ig
ne

r-
ki

ho
n.

ht
m

l

7

特
許

庁
が

所
管

文
化

庁
が

所
管

意
匠

登
録

出
願

の
基

礎
（

建
築

物
・内

装
）

11
0

さ
て

、
こ

の
ス

ラ
イ

ド
で

は
意

匠
法

の
位

置
づ

け
に

つ
い

て
ご

紹
介

し
ま

す
。

特
許

や
商

標
、

著
作

権
な

ど
耳

に
し

た
こ

と
が

あ
る

と
思

い
ま

す
が

、
意

匠
法

も
そ

れ
ら

と
並

ぶ
、

知
的

財
産

を
守

る
法

律
の

一
つ

で
す

。
こ

の
ス

ラ
イ

ド
の

表
に

あ
る

よ
う

に
、

そ
れ

ぞ
れ

の
法

律
に

よ
っ

て
保

護
対

象
や

審
査

の
有

無
、

権
利

期
間

な
ど

が
異

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
資

料
で

は
細

か
く
触

れ
ま

せ
ん

が
、

建
築

や
内

装
の

デ
ザ

イ
ン

の
保

護
に

か
か

わ
る

も
の

は
、

意
匠

法
の

ほ
か

に
も

、
「
商

標
法

」
や

「
著

作
権

法
」
、

そ
の

他
、

こ
の

ス
ラ

イ
ド

の
表

に
は

あ
り

ま
せ

ん
が

「
不

正
競

争
防

止
法

」
な

ど
が

あ
り

ま
す

。

最
長

25
年

で
す

。
意

匠
権

は
、審

査
を

経
て

登
録

査
定

とな
り、

登
録

料
納

付
の

手
続

が
完

了
次

第
、発

生
しま

す
。

そ
の

存
続

期
間

の
終

わ
りが

、令
和

元
年

の
意

匠
法

改
正

に
よ

り、
登

録
料

納
付

の
手

続
完

了
か

ら2
0年

 ⇒
 出

願
か

ら2
5年

に
延

長
さ

れ
ま

した
。

（
意

匠
法

第
21

条
な

ど）

意
匠

権
の

権
利

期
間

01
意

匠
法

とは

・１
年

目
～

３
年

目
8,

50
0円

／
年

・４
年

目
以

降
16

,9
00

円
／

年

■
意

匠
権

に
関

す
る

主
な

費
用

意
匠

登
録

出
願

の
料

金
は

、出
願

１
件

に
つ

き
、1

6,
00

0円
で

す
。

審
査

を
経

て
登

録
査

定
とな

り、
その

権
利

を
登

録
・維

持
す

る
た

め
に

は
、以

下
の

登
録

料
を

納
め

る
必

要
が

あ
りま

す
。

詳
細

は
以

下
の

ペ
ー

ジ
を

ご
参

照
くだ

さい
。

「産
業

財
産

権
関

係
料

金
一

覧
」（

特
許

庁
HP

）
ht

tp
s:

//
w

w
w

.jp
o.

go
.jp

/s
ys

te
m

/p
ro

ce
ss

/t
es

ur
yo

/h
yo

u.
ht

m
l

※
この

ほ
か

、弁
理

士
に

出
願

等
を依

頼
す

る
場

合
は

、別
途

弁
理

士
費

用
が

か
か

りま
す

。

8
意

匠
登

録
出

願
の

基
礎

（
建

築
物

・内
装

）

※
何

年
間

、権
利

を
維

持
す

る
か

は
、権

利
者

が
自

由
に

決
め

られ
ま

す
。

11
1

つ
ぎ

に
、

意
匠

権
の

権
利

期
間

に
つ

い
て

で
す

。
令

和
元

年
の

意
匠

法
改

正
に

よ
り

出
願

か
ら

最
長

2
5
年

と
な

り
ま

し
た

。
な

お
、

こ
れ

は
一

度
登

録
を

し
た

ら
、

自
動

的
に

2
5
年

間
、

権
利

が
維

持
さ

れ
る

と
い

う
こ

と
で

は
あ

り
ま

せ
ん

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

。
権

利
を

維
持

す
る

た
め

に
は

、
い

わ
ゆ

る
“
年

金
”
と

よ
ば

れ
る

登
録

料
が

必
要

と
な

り
ま

す
。

１
年

目
か

ら
３

年
目

は
、

毎
年

8
,5

0
0
円

、
4
年

目
以

降
は

、
毎

年
1
6
,9

0
0
円

で
す

。
も

し
2
5
年

間
権

利
を

維
持

し
た

い
の

で
あ

れ
ば

、
こ

の
料

金
を

忘
れ

ず
に

納
め

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
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意
匠

登
録

出
願

の
数

（
日

本
国

特
許

庁
／

年
間

）

01
意

匠
法

とは
9

意
匠

登
録

出
願

の
基

礎
（

建
築

物
・内

装
）

※
上

記
の

図
は

、意
匠

の
登

録
例

を日
本

意
匠

分
類

グ
ル

ー
プ毎

に
示

した
も

の
で

す
。グ

ル
ー

プ毎
の

比
率

は
20

20
年

の
意

匠
出

願
件

数
に

基
づ

い
て

い
ま

す
。

11
2

つ
づ

い
て

、
日

本
の

特
許

庁
に

は
何

件
の

意
匠

登
録

出
願

が
あ

る
の

か
を

ご
紹

介
し

ま
す

。
現

在
は

、
年

間
約

３
万

件
の

出
願

が
あ

り
ま

す
。

そ
れ

ら
は

す
べ

て
審

査
官

に
よ

っ
て

審
査

さ
れ

ま
す

。
円

グ
ラ

フ
に

記
載

の
と

お
り

、
様

々
な

分
野

の
も

の
が

出
願

さ
れ

て
お

り
、

建
築

や
内

装
の

デ
ザ

イ
ン

と
関

係
が

深
い

家
具

や
什

器
、

建
具

や
内

外
装

材
も

多
数

出
願

さ
れ

て
い

ま
す

。
以

上
、

こ
こ

ま
で

が
意

匠
法

の
概

要
に

関
す

る
説

明
で

す
。

02
意

匠
権

の
効

果

11
3

で
は

次
に

、
意

匠
権

の
効

果
に

つ
い

て
ご

紹
介

し
ま

す
。
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●
外

国
で

の
審

査
・紛

争
時

の
優

位
性

獲
得

意
匠

権
の

効
果

02
意

匠
権

の
効

果
11

平
成

27
年

度
 特

許
庁

産
業

財
産

権
制

度
問

題
調

査
研

究
報

告
書

「意
匠

権
の

取
得

に
よる

効
果

及
び

ユ
ー

ザ
ー

の
多

様
性

に
着

目
した

意
匠

制
度

の
活

用
に

関
す

る調
査

研
究

」を
参

考
に

作
成

●
他

者
へ

の
牽

制

●
ライ

セ
ンス

機
会

の
創

出
●

投
資

家
へ

の
ア

ピー
ル

●
モ

チ
ベ

ー
シ

ョン
の

向
上

ビジ
ネ

ス
を

守
る

ビジ
ネ

ス
を

発
展

さ
せ

る

社
内

を
活

性
化

さ
せ

る

創
作

者
（

意
匠

設
計

者
・イ

ン
テ

リア
デ

ザ
イ

ナ
ー

な
ど） ●

報
奨

金
の

支
給

●
模

倣
品

・類
似

品
の

排
除

模
倣

品
メ

ー
カ

ー

裁
判

所
・警

察
（

日
本

）

特
許

庁
・裁

判
所

・警
察

な
ど

（
外

国
）

ラ
イ

バ
ル

企
業

模
倣

品
メ

ー
カ

ー

協
力

企
業

、投
資

家
な

ど

取
引

先
企

業
建

築
物

・内
装

の
ユ

ー
ザ

ー
（

顧
客

、消
費

者
）

●
デ

ザ
イン

力
の

ア
ピー

ル

●
信

頼
性

向
上

●
オ

リジ
ナ

リテ
ィの

証
明

（
コン

ペ
な

ど）

刑
事

告
訴

侵
害

品
の

差
止

請
求

（
意

匠
法

第
37

条
）

損
害

賠
償

請
求

（
民

法
第

70
9条

）

意
匠

登
録

出
願

の
基

礎
（

建
築

物
・内

装
）

信
用

回
復

措
置

請
求

（
意

匠
法

第
41

条
）

11
4

意
匠

権
の

効
果

は
、

大
き

く
３

つ
に

分
か

れ
ま

す
。

こ
こ

で
は

、
皆

様
が

創
作

し
た

建
築

物
や

内
装

の
意

匠
が

権
利

化
さ

れ
た

と
仮

定
し

て
ご

説
明

し
ま

す
。

色
別

に
ご

紹
介

し
ま

す
。

ま
ず

赤
色

、
「
ビ

ジ
ネ

ス
を

守
る

」
に

つ
い

て
で

す
。

意
匠

権
を

取
得

す
る

と
、

権
利

者
が

そ
の

意
匠

を
独

占
し

て
使

う
こ

と
が

で
き

ま
す

。
よ

っ
て

、
権

利
者

以
外

の
人

が
勝

手
に

そ
の

意
匠

を
使

っ
て

し
ま

う
と

、
権

利
侵

害
に

な
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
。

そ
の

よ
う

な
場

合
、

権
利

者
は

、
勝

手
に

使
用

し
て

い
る

人
に

侵
害

行
為

を
や

め
る

よ
う

請
求

で
き

る
ほ

か
、

損
害

賠
償

を
請

求
し

た
り

、
刑

事
事

件
と

し
て

告
訴

す
る

な
ど

も
で

き
ま

す
。

ま
た

、
謝

罪
広

告
の

掲
載

な
ど

を
侵

害
者

に
対

し
て

求
め

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
こ

の
ほ

か
、

意
匠

権
を

取
得

し
、

意
匠

公
報

が
発

行
さ

れ
る

こ
と

で
、

ラ
イ

バ
ル

企
業

や
模

倣
品

メ
ー

カ
ー

等
に

対
し

て
の

“
け

ん
制

”
効

果
が

期
待

さ
れ

ま
す

。
つ

ぎ
に

緑
色

、
「
ビ

ジ
ネ

ス
を

発
展

さ
せ

る
」
に

つ
い

て
で

す
。

意
匠

権
を

取
得

す
る

と
、

自
社

で
創

作
し

た
意

匠
で

あ
る

こ
と

の
証

明
を

は
じ

め
、

知
的

財
産

へ
の

理
解

が
あ

る
こ

と
や

、
デ

ザ
イ

ン
力

の
ア

ピ
ー

ル
な

ど
、

取
引

先
を

は
じ

め
と

す
る

関
係

者
へ

の
信

頼
向

上
が

期
待

さ
れ

ま
す

。
ま

た
、

場
合

に
よ

っ
て

は
、

そ
の

意
匠

権
を

他
社

に
ラ

イ
セ

ン
ス

し
た

り
、

投
資

家
へ

の
ア

ピ
ー

ル
な

ど
に

活
用

す
る

こ
と

も
期

待
さ

れ
ま

す
。

そ
し

て
青

色
、

「
社

内
を

活
性

化
さ

せ
る

」
に

つ
い

て
で

す
。

意
匠

設
計

者
や

イ
ン

テ
リ

ア
デ

ザ
イ

ナ
ー

を
は

じ
め

、
意

匠
を

創
作

し
た

方
は

、
自

身
の

デ
ザ

イ
ン

が
権

利
と

し
て

認
め

ら
れ

、
公

報
と

な
っ

て
世

界
に

知
ら

れ
る

こ
と

は
、

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

向
上

に
つ

な
が

り
ま

す
。

ま
た

企
業

に
よ

っ
て

は
、

報
奨

金
な

ど
を

支
給

す
る

な
ど

、
次

の
新

た
な

デ
ザ

イ
ン

の
創

作
へ

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

な
が

っ
て

い
き

ま
す

。

裁
判

例
（

高
額

な
賠

償
額

の
事

例
）

02
意

匠
権

の
効

果

損
害

賠
償

額
 約

７
億

６
千

万
円

を
認

定

原
告

（
意

匠
権

者
）

の
登

録
意

匠
（

意
匠

登
録

第
14

61
13

号
）

被
告

製
品

の
デ

ザ
イン

「自
動

二
輪

車
事

件
」

（
昭

和
48

年
／

東
京

地
裁

）

※
当

時
の

大
卒

初
任

給
は

３
万

円
程

度

被
告

製
品

の
デ

ザ
イン

「自
走

式
ク

レ
ー

ン
事

件
」

（
平

成
12

年
／

最
高

裁
）

原
告

（
意

匠
権

者
）

の
登

録
意

匠
（

意
匠

登
録

第
76

69
28

号
）

損
害

賠
償

額
 約

４
億

５
千

万
円

を
認

定

被
告

製
品

の
デ

ザ
イン

「体
組

成
測

定
器

事
件

」
（

平
成

27
年

／
東

京
地

裁
）

原
告

（
意

匠
権

者
）

の
登

録
意

匠
（

意
匠

登
録

第
14

25
94

5号
）

損
害

賠
償

額
 約

１
億

３
千

万
円

を
認

定

12
意

匠
登

録
出

願
の

基
礎

（
建

築
物

・内
装

）
11

5

こ
の

ス
ラ

イ
ド

は
、

高
額

な
賠

償
金

が
認

め
ら

れ
た

意
匠

権
に

関
す

る
裁

判
の

事
例

で
す

。
上

側
の

図
が

権
利

者
の

意
匠

、
対

し
て

下
側

の
図

が
権

利
侵

害
と

判
断

さ
れ

た
意

匠
で

す
。

場
合

に
よ

っ
て

は
、

こ
れ

ら
の

事
例

の
よ

う
に

高
額

な
争

い
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。
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日
本

の
意

匠
権

は
、日

本
国

内
で

の
み

有
効

で
す

。

02
意

匠
権

の
効

果

例
え

ば
、日

本
の

意
匠

権
しか

持
って

い
な

い
場

合
、

海
外

で
模

倣
品

が
出

回
った

とし
て

も
、権

利
を

行
使

す
る

こと
が

で
き

ま
せ

ん
。

外
国

で
も

権
利

を
活

用
した

い
場

合
は

、対
象

国
の

意
匠

権
を

取
得

す
る

必
要

が
あ

りま
す

。

■
主

要
各

国
の

意
匠

制
度

（
建

築
物

・内
装

）
意

匠
制

度
は

国
や

地
域

に
よ

って
異

な
りま

す
。

建
築

物
や

内
装

の
デ

ザ
イン

に
つ

い
て

、海
外

で
の

意
匠

権
取

得
を

検
討

す
る

場
合

、
そも

そも
保

護
対

象
に

な
って

い
な

い
国

も
あ

りま
す

の
で

、注
意

が
必

要
で

す
。

日
本

米
国

欧
州

中
国

韓
国

外
観

○
○

○
○

×
内

装
○

○
○

×
×

主
要

各
国

（
地

域
）

に
お

け
る

建
築

物
の

外
観

・内
装

意
匠

の
保

護

※

※
20

20
年

4月
1日

以
降

（
属

地
主

義
の

原
則

）

権
利

の
効

果
が

及
ぶ

範
囲

13
意

匠
登

録
出

願
の

基
礎

（
建

築
物

・内
装

）
11

6

な
お

、
日

本
で

取
得

し
た

意
匠

権
は

、
日

本
国

内
で

の
み

有
効

と
な

り
ま

す
の

で
ご

注
意

く
だ

さ
い

。
も

し
海

外
で

も
権

利
を

活
用

し
た

い
場

合
は

、
そ

の
対

象
国

に
出

願
を

し
て

権
利

を
取

得
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

ま
た

、
国

や
地

域
に

よ
っ

て
は

、
そ

も
そ

も
建

築
物

や
内

装
の

意
匠

が
保

護
対

象
と

な
っ

て
い

な
い

場
合

も
あ

り
ま

す
の

で
、

注
意

が
必

要
で

す
。

❺
M

in
e
cr

a
ft

の
建

築
デ

ザ
イ

ン
と

意
匠

権

意
匠

登
録

の
主

な
要

件

1
.工

業
上

利
用

で
き

る
意

匠
で

あ
る

か

2
.今

ま
で

に
な

い
新

し
い

意
匠

で
あ

る
か

（
新

規
性

）

3
.容

易
に

創
作

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
も

の
で

な
い

か
（

創
作

非
容

易
性

）

4
.先

に
出

願
さ

れ
た

意
匠

の
一

部
と

同
一

又
は

類
似

で
な

い
か

5
.意

匠
登

録
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

な
い

意
匠

で
は

な
い

か
（

不
登

録
事

由
）

6
.意

匠
ご

と
に

出
願

し
て

い
る

か
（

一
意

匠
一

出
願

）

7
.他

人
よ

り
も

早
く

出
願

し
た

か
（

先
願

）

11
7

3
-3

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

②
M

in
e
cr

a
ft

に
よ

る
建

築
デ

ザ
イ

ン

意
匠

登
録

出
願

が
な

さ
れ

る
と

、
特

許
庁

で
は

、
出

願
さ

れ
た

意
匠

が
登

録
す

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
か

ど
う

か
を

審
査

し
ま

す
。

主
な

意
匠

登
録

の
要

件
は

、
例

え
ば

次
の

よ
う

な
も

の
で

す
。

1
.工

業
上

利
用

で
き

る
意

匠
で

あ
る

か
2
.今

ま
で

に
な

い
新

し
い

意
匠

で
あ

る
か

（
新

規
性

）
3
.容

易
に

創
作

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
も

の
で

な
い

か
（
創

作
非

容
易

性
）

4
.先

に
出

願
さ

れ
た

意
匠

の
一

部
と

同
一

又
は

類
似

で
な

い
か

5
.意

匠
登

録
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

な
い

意
匠

で
は

な
い

か
（
不

登
録

事
由

）
6
.意

匠
ご

と
に

出
願

し
て

い
る

か
（
一

意
匠

一
出

願
）

7
.他

人
よ

り
も

早
く
出

願
し

た
か

（
先

願
）

11
7
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❺
M

in
e
cr

a
ft

の
建

築
デ

ザ
イ

ン
と

意
匠

権

M
in

e
cr

a
ft

の
建

築
デ

ザ
イ

ン
は

、
意

匠
権

を
侵

害
し

て
い

な
い

の
か

？

意
匠

法
第

二
条

こ
の

法
律

で
「

意
匠

」
と

は
、

物
品

（
物

品
の

部
分

を
含

む
。

以
下

同
じ

。
）

の
形

状
、

模
様

若
し

く
は

色
彩

若
し

く
は

こ
れ

ら
の

結
合

（
以

下
「

形
状

等
」

と
い

う
。

）
、

建
築

物
（

建
築

物
の

部
分

を
含

む
。

以
下

同
じ

。
）

の
形

状
等

又
は

画
像

（
機

器
の

操
作

の
用

に
供

さ
れ

る
も

の
又

は
機

器
が

そ
の

機
能

を
発

揮
し

た
結

果
と

し
て

表
示

さ
れ

る
も

の
に

限
り

、
画

像
の

部
分

を
含

む
。

次
条

第
二

項
、

第
三

十
七

条
第

二
項

、
第

三
十

八
条

第
七

号
及

び
第

八
号

、
第

四
十

四
条

の
三

第
二

項
第

六
号

並
び

に
第

五
十

五
条

第
二

項
第

六
号

を
除

き
、

以
下

同
じ

。
）

で
あ

つ
て

、
視

覚
を

通
じ

て
美

感
を

起
こ

さ
せ

る
も

の
を

い
う

。

コ
ン

テ
ン

ツ
画

像
に

つ
い

て
 

テ
レ

ビ
番

組
の

画
像

、
映

画
、

ゲ
ー

ム
ソ

フ
ト

を
作

動
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
表

示
さ

れ
る

ゲ
ー

ム
の

画
 像

、
風

景
写

真
な

ど
、

画
像

又
は

映
像

の
内

容
自

体
を

表
現

の
中

心
と

し
て

創
作

さ
れ

る
画

像
 又

は
映

像
(注

)は
、

機
器

の
操

作
の

用
に

供
さ

れ
る

画
像

と
も

物
品

等
の

機
能

を
発

揮
し

た
 結

果
と

し
て

表
示

さ
れ

る
画

像
と

も
認

め
ら

れ
ず

、
意

匠
を

構
成

し
な

い
。

 

M
in

e
cr

a
ft

内
に

お
け

る
建

築
デ

ザ
イ

ン
は

意
匠

法
の

物
品

、
画

像
に

当
た

ら
な

い
た

め
、

保
護

の
対

象
に

は
な

り
ま

せ
ん

11
8

3
-3

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

②
M

in
e
cr

a
ft

に
よ

る
建

築
デ

ザ
イ

ン

M
in

e
c
ra

ft
の

建
築

デ
ザ

イ
ン

は
、

意
匠

権
を

侵
害

し
て

い
な

い
の

か
？

意
匠

法
第

二
条

は
以

下
の

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
。

こ
の

法
律

で
「
意

匠
」
と

は
、

物
品

（
物

品
の

部
分

を
含

む
。

以
下

同
じ

。
）
の

形
状

、
模

様
若

し
く
は

色
彩

若
し

く
は

こ
れ

ら
の

結
合

（
以

下
「
形

状
等

」
と

い
う

。
）、

建
築

物
（
建

築
物

の
部

分
を

含
む

。
以

下
同

じ
。

）
の

形
状

等
又

は
画

像
（
機

器
の

操
作

の
用

に
供

さ
れ

る
も

の
又

は
機

器
が

そ
の

機
能

を
発

揮
し

た
結

果
と

し
て

表
示

さ
れ

る
も

の
に

限
り

、
画

像
の

部
分

を
含

む
。

次
条

第
二

項
、

第
三

十
七

条
第

二
項

、
第

三
十

八
条

第
七

号
及

び
第

八
号

、
第

四
十

四
条

の
三

第
二

項
第

六
号

並
び

に
第

五
十

五
条

第
二

項
第

六
号

を
除

き
、

以
下

同
じ

。
）
で

あ
つ

て
、

視
覚

を
通

じ
て

美
感

を
起

こ
さ

せ
る

も
の

を
い

う
。

ま
た

、
コ

ン
テ

ン
ツ

画
像

に
つ

い
て

は
以

下
の

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
。

 
テ

レ
ビ

番
組

の
画

像
、

映
画

、
ゲ

ー
ム

ソ
フ

ト
を

作
動

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

表
示

さ
れ

る
ゲ

ー
ム

の
画

 像
、

風
景

写
真

な
ど

、
画

像
又

は
映

像
の

内
容

自
体

を
表

現
の

中
心

と
し

て
創

作
さ

れ
る

画
像

 又
は

映
像

(注
)は

、
機

器
の

操
作

の
用

に
供

さ
れ

る
画

像
と

も
物

品
等

の
機

能
を

発
揮

し
た

 結
果

と
し

て
表

示
さ

れ
る

画
像

と
も

認
め

ら
れ

ず
、

意
匠

を
構

成
し

な
い

。
 

こ
れ

ら
か

ら
、

M
in

e
c
ra

ft
内

に
お

け
る

建
築

デ
ザ

イ
ン

は
意

匠
法

の
物

品
、

画
像

に
当

た
ら

な
い

た
め

、
保

護
の

対
象

に
は

な
り

ま
せ

ん
。

11
8

❻
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

情
報

を
共

有
す

る
こ

と
＝

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
建

築
の

つ
く

り
方

、
考

え
方

、
プ

ロ
セ

ス
は

現
実

の
建

築
と

ほ
ぼ

変
わ

ら
な

い
つ

く
り

方
は

と
て

も
シ

ン
プ

ル
で

簡
単

、
年

齢
に

関
係

な
く

操
作

し
て

建
築

を
つ

く
る

こ
と

を
楽

し
め

る
建

築
主

と
設

計
者

が
一

緒
に

理
想

の
建

築
を

話
し

合
い

な
が

ら
、

建
築

を
つ

く
り

、
理

想
の

建
築

を
共

有

U
X

デ
ザ

イ
ン

建
築

主
と

設
計

者
が

一
緒

に
M

in
e
cr

a
ft

で
理

想
の

建
築

を
つ

く
る

→
建

築
主

＝
ユ

ー
ザ

ー
の

体
験

を
デ

ザ
イ

ン
し

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

基
準

設
計

者
と

建
築

主
の

企
画

段
階

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
→

こ
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

円
滑

、
か

つ
正

確
に

行
わ

れ
う

こ
と

で
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
が

安
定

ビ
ジ

ュ
ア

ラ
イ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
抽

象
度

の
高

い
が

重
要

な
概

念
に

つ
い

て
協

働
的

に
方

針
を

ま
と

め
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
与

す
る

全
員

の
認

識
を

そ
ろ

え
て

い
く

こ
と

を
実

践
 

11
9

3
-3

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
例

②
M

in
e
cr

a
ft

に
よ

る
建

築
デ

ザ
イ

ン

最
後

に
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
M

in
e
c
ra

ft
の

活
用

か
ら

考
察

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
こ

れ
は

こ
こ

ま
で

み
て

き
た

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

で
も

ポ
イ

ン
ト

と
な

る
４

点
で

す
。

第
１

に
情

報
を

共
有

す
る

こ
と

が
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

で
あ

る
、

そ
の

点
で

、
M

in
e
c
ra

ft
は

建
築

の
つ

く
り

方
、

考
え

方
、

プ
ロ

セ
ス

は
現

実
の

建
築

と
ほ

ぼ
変

わ
ら

な
い

に
も

関
わ

ら
ず

、
つ

く
り

方
は

と
て

も
シ

ン
プ

ル
で

簡
単

、
年

齢
に

関
係

な
く
操

作
し

て
建

築
を

つ
く
る

こ
と

を
楽

し
め

る
た

め
、

建
築

主
と

設
計

者
が

一
緒

に
理

想
の

建
築

を
話

し
合

い
な

が
ら

、
建

築
を

つ
く
り

、
理

想
の

建
築

を
共

有
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
次

に
、

U
X
デ

ザ
イ

ン
で

す
。

建
築

主
と

設
計

者
が

一
緒

に
M

in
e
c
ra

ft
で

理
想

の
建

築
を

つ
く
る

こ
と

で
建

築
主

＝
ユ

ー
ザ

ー
の

体
験

を
デ

ザ
イ

ン
し

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
可

能
に

し
て

い
ま

す
。

プ
ロ

セ
ス

を
含

め
、

建
築

主
を

設
計

者
の

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

円
滑

に
進

め
る

こ
と

が
で

き
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
シ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
と

し
て

十
分

な
役

割
を

担
え

ま
す

。
次

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

基
準

で
す

。
設

計
者

と
建

築
主

の
企

画
段

階
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

と
な

り
ま

す
。

そ
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

円
滑

、
か

つ
正

確
に

行
わ

れ
う

こ
と

で
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
が

安
定

す
る

と
い

う
点

で
、

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
企

画
段

階
で

の
M

in
e
c
ra

ft
の

活
用

は
と

て
も

意
義

あ
る

も
の

に
な

り
ま

す
。

最
後

に
、

ビ
ジ

ュ
ア

ラ
イ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
で

す
。

抽
象

度
の

高
い

が
重

要
な

概
念

に
つ

い
て

協
働

的
に

方
針

を
ま

と
め

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
与

す
る

全
員

の
認

識
を

そ
ろ

え
て

い
く
こ

と
を

実
践

す
る

、
ま

さ
に

M
in

e
c
ra

ft
で

の
建

築
主

と
設

計
者

の
建

築
を

つ
く
る

プ
ロ

セ
ス

、
イ

ン
タ

ラ
ク

テ
ィ

ブ
な

や
り

取
り

を
含

め
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

こ
れ

に
あ

た
り

ま
す

。
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

中
で

も
課

題
の

１
つ

で
あ

る
、

建
築

主
と

設
計

者
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

あ
り

方
に

、
M

in
e
c
ra

ft
の

活
用

は
一

つ
の

答
え

を
示

し
て

い
る

と
言

え
ま

す
。

 

11
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② 最先端技術 1 



建
築

分
野

「
最

先
端

技
術

１
」

プ
ロ

ト
タ

イ
プ

教
材

一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

0

一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

1

目
次

第
1
章

建
築

と
最

先
端

技
術

1
1
.1

最
先

端
技

術
と

は
1
.2

Io
T
と

は
1
.3

５
G

と
は

1
.4

ク
ラ

ウ
ド

と
は

1
.5

X
R

と
は

第
2
章

建
築

と
Io

T
2
.1

Io
T
と

は
2
.2

Io
T
デ

バ
イ

ス
2
.3

建
築

環
境

に
お

け
る

Io
T
技

術
2
.4

実
践

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
2
.5

将
来

の
展

望

第
3
章

5
G

3
.1

5
G

と
は

3
.2

建
築

と
5
G

の
融

合
3
.3

5
G

を
利

用
し

た
建

築
の

設
計

と
施

工
3
.4

5
G

を
利

用
し

た
建

築
の

運
用

と
メ

ン
テ

ナ
ン

ス

第
4
章

ク
ラ

ウ
ド

4
.1

ク
ラ

ウ
ド

と
は

4
.2

建
築

と
ク

ラ
ウ

ド
の

融
合

4
.3

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
し

た
建

築
の

設
計

と
施

工
4
.4

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
し

た
建

築
の

運
用

と
メ

ン
テ

ナ
ン

ス

第
5
章

X
R

5
.1

X
R

と
は

5
.2

建
築

と
X
R

の
融

合
5
.3

X
R

を
利

用
し

た
建

築
の

設
計

と
施

工
5
.4

X
R

を
利

用
し

た
建

築
の

運
用

と
メ

ン
テ

ナ
ン

ス

1
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

2

第
1
章

の
学

習
内

容

第
1
章

建
築

と
最

先
端

技
術

1
1
.1

最
先

端
技

術
と

は
1
.2

Io
T
と

は
1
.3

５
G

と
は

1
.4

ク
ラ

ウ
ド

と
は

1
.5

X
R

と
は

2

一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

3

1
.1

最
先

端
技

術
と

は

○
建

築
で

使
わ

れ
る

最
先

端
技

術

・
Io

T
（

In
te

rn
e
t 

o
f 
T
h
in

g
s）

→
ス

マ
ー

ト
ホ

ー
ム

、
ス

マ
ー

ト
ビ

ル
デ

ィ
ン

グ
の

実
現

・
５

G
（

第
5
世

代
移

動
通

信
シ

ス
テ

ム
）

→
建

物
内

や
周

辺
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

環
境

を
改

善
す

る

・
ク

ラ
ウ

ド
→

建
物

に
関

連
す

る
情

報
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
共

有
で

き
る

・
X
R

（
拡

張
現

実
/仮

想
現

実
/ミ

ッ
ク

ス
ド

リ
ア

リ
テ

ィ
）

→
建

築
物

の
デ

ザ
イ

ン
や

空
間

の
理

解
を

よ
り

深
め

る

建
築

と
最

先
端

技
術

に
は

、
多

く
の

可
能

性
が

あ
る

。
Io

T、
5G

、
ク

ラ
ウ

ド
、

XR
の

技
術

が
進

化
し

て
い

る
現

代
に

お
い

て
、

建
築

に
も

そ
の

恩
恵

が
及

ん
で

い
る

。
Io

Tを
活

用
す

る
こ

と
で

、
建

物
の

セ
ン

サ
ー

や
制

御
シ

ス
テ

ム
が

自
動

的
に

機
能

す
る

こ
と

が
で

き
、

ス
マ

ー
ト

ホ
ー

ム
や

ス
マ

ー
ト

ビ
ル

デ
ィ

ン
グ

の
設

計
や

開
発

に
注

目
が

集
ま

っ
て

い
る

。
5G

は
、

建
物

内
や

周
辺

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
環

境
を

改
善

す
る

こ
と

が
で

き
、

建
物

内
の

無
線

通
信

環
境

を
改

善
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
す

る
こ

と
で

、
建

物
の

設
計

、
建

設
、

運
用

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
に

関
連

す
る

情
報

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
XR

技
術

を
活

用
す

る
こ

と
で

、
建

築
物

の
デ

ザ
イ

ン
や

空
間

の
理

解
を

よ
り

深
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

建
築

に
お

け
る

こ
れ

ら
の

最
先

端
技

術
の

進
化

に
よ

っ
て

、
よ

り
効

率
的

か
つ

持
続

可
能

な
建

物
の

設
計

や
運

用
が

可
能

に
な

っ
て

い
る

。

3
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

4

1
.2

Io
T
と

は

○
Io

T
（

In
te

rn
e
t 

o
f 
T
h
in

g
s）

•
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
接

続
さ

れ
た

デ
バ

イ
ス

や
セ

ン
サ

ー
を

使
用

•
建

物
内

外
で

の
情

報
収

集
や

自
動

化
を

実
現

す
る

技
術

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

住
宅

ビ
ル

人
車

Io
T（

In
te

rn
et

of
Th

in
gs

）
は

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
接

続
さ

れ
た

様
々

な
デ

バ
イ

ス
や

セ
ン

サ
ー

を
使

用
し

て
、

建
築

物
の

自
動

化
や

情
報

収
集

を
実

現
す

る
技

術
で

あ
り

、
そ

の
応

用
範

囲
は

非
常

に
広

い
で

す
。

Io
Tを

利
用

す
る

こ
と

で
、

建
物

内
外

で
の

様
々

な
要

素
の

収
集

・
分

析
を

行
い

、
建

物
の

運
営

や
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
、

設
備

管
理

な
ど

を
最

適
化

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

4

一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

5

1
.2

Io
T
と

は

○
Io

T
の

基
本

的
な

仕
組

み

•
セ

ン
サ

ー
や

デ
バ

イ
ス

を
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
接

続
し

、
デ

ー
タ

の
収

集
・

転
送

・
処

理
を

行
う

。

•
建

物
内

外
の

温
度

や
湿

度
、

照
明

、
エ

ア
コ

ン
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

、
電

力
消

費
量

な
ど

の
様

々
な

情
報

を
収

集
す

る
。

•
情

報
を

分
析

す
る

こ
と

で
、

建
物

の
運

営
管

理
を

最
適

化
す

る
。

S
te

p
1

検
知

・
収

集
S
te

p
2

分
析

S
te

p
3

通
知

・
操

作

Io
Tの

基
本

的
な

仕
組

み
は

、
セ

ン
サ

ー
や

デ
バ

イ
ス

を
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
接

続
し

、
デ

ー
タ

の
収

集
・

転
送

・
処

理
を

行
う

こ
と

で
す

。
Io

Tを
用

い
る

こ
と

で
、

建
物

内
外

の
温

度
や

湿
度

、
照

明
、

エ
ア

コ
ン

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
、

電
力

消
費

量
な

ど
の

様
々

な
情

報
を

収
集

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

こ
れ

ら
の

情
報

を
分

析
す

る
こ

と
で

、
建

物
の

運
営

管
理

を
最

適
化

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

5
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

6

1
.2

Io
T
と

は

○
Io

T
を

用
い

た
温

度
・

湿
度

セ
ン

サ
ー

•
建

物
内

の
温

度
や

湿
度

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

。

•
建

物
内

の
温

度
調

整
や

エ
ア

コ
ン

の
運

転
な

ど
を

自
動

制
御

す
る

。

○
建

物
内

外
の

照
明

や
電

力
消

費
量

の
監

視
・

制
御

•
電

力
の

使
用

量
が

多
い

場
合

、
自

動
的

に
節

約
モ

ー
ド

に
切

り
替

え
る

。

○
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

建
物

内
外

の
映

像
や

情
報

を
収

集

•
不

正
侵

入
や

異
常

事
態

が
発

生
し

た
場

合
、

即
座

に
ア

ラ
ー

ト
を

発
す

る
。

•
自

動
的

に
監

視
・

防
御

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
た

め
、

効
率

的
か

つ
コ

ス
ト

効
果

的
。

例
え

ば
、

Io
Tを

用
い

た
温

度
・

湿
度

セ
ン

サ
ー

を
設

置
す

る
こ

と
で

、
建

物
内

の
温

度
や

湿
度

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

こ
の

情
報

を
も

と
に

、
建

物
内

の
温

度
調

整
や

エ
ア

コ
ン

の
運

転
な

ど
を

自
動

制
御

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

、
Io

Tを
利

用
す

る
こ

と
で

、
建

物
内

外
の

照
明

や
電

力
消

費
量

の
監

視
・

制
御

を
行

う
こ

と
も

で
き

ま
す

。
電

力
の

使
用

量
が

多
い

場
合

に
は

、
自

動
的

に
節

約
モ

ー
ド

に
切

り
替

え
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

Io
Tを

用
い

た
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
シ

ス
テ

ム
も

非
常

に
重

要
で

す
。

建
物

内
外

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
カ

メ
ラ

や
セ

ン
サ

ー
を

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

接
続

し
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
映

像
や

情
報

を
収

集
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

、
不

正
な

侵
入

や
異

常
事

態
が

発
生

し
た

場
合

に
は

、
即

座
に

ア
ラ

ー
ト

を
発

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

、
Io

Tを
利

用
し

た
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
シ

ス
テ

ム
は

、
人

員
を

必
要

と
せ

ず
、

自
動

的
に

監
視

・
防

御
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

た
め

、
効

率
的

か
つ

コ
ス

ト
効

果
的

で
す

。

6

一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

7

1
.2

建
築

環
境

に
お

け
る

Io
T
技

術

○
よ

り
快

適
で

エ
ネ

ル
ギ

ー
効

率
の

高
い

建
物

を
実

現

•
建

物
内

の
照

明
や

エ
ア

コ
ン

を
自

動
制

御
し

、
電

力
の

無
駄

な
使

用
を

減
ら

す
こ

と
が

で
き

る
。

•
建

物
内

の
設

備
の

状
況

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

監
視

し
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

や
修

理
の

必
要

性
を

予
測

す
る

Io
Tは

、
建

物
の

運
営

管
理

を
最

適
化

す
る

だ
け

で
な

く
、

よ
り

快
適

で
エ

ネ
ル

ギ
ー

効
率

の
高

い
建

物
を

実
現

す
る

こ
と

も
可

能
で

す
。

Io
Tを

用
い

る
こ

と
で

、
建

物
内

の
照

明
や

エ
ア

コ
ン

を
自

動
制

御
す

る
こ

と
が

で
き

る
た

め
、

電
力

の
無

駄
な

使
用

を
減

ら
す

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

、
Io

Tを
用

い
た

自
動

化
に

よ
り

、
建

物
内

の
設

備
の

状
況

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

監
視

し
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

や
修

理
の

必
要

性
を

予
測

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

こ
れ

に
よ

り
、

設
備

の
故

障
や

ダ
ウ

ン
タ

イ
ム

を
最

小
限

に
抑

え
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

7
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

8

1
.2

実
践

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ

○
Io

T
は

建
築

業
界

に
お

い
て

も
急

速
に

普
及

•
建

築
物

に
搭

載
さ

れ
る

Io
T
デ

バ
イ

ス
の

数
は

増
加

傾
向

•
効

率
的

な
建

物
の

運
営

管
理

•
運

営
コ

ス
ト

の
削

減

•
エ

ネ
ル

ギ
ー

効
率

の
向

上

○
適

切
な

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

が
必

要

•
大

量
に

生
成

さ
れ

た
デ

ー
タ

の
収

集
・

処
理

が
必

要

•
サ

イ
バ

ー
攻

撃
や

ハ
ッ

キ
ン

グ
の

リ
ス

ク

Io
Tは

、
建

築
業

界
に

お
い

て
も

急
速

に
普

及
し

て
お

り
、

建
築

物
に

搭
載

さ
れ

る
Io

Tデ
バ

イ
ス

の
数

は
増

加
傾

向
に

あ
り

ま
す

。
Io

Tを
用

い
る

こ
と

で
、

建
物

の
運

営
管

理
を

よ
り

効
率

的
に

行
う

こ
と

が
で

き
、

運
営

コ
ス

ト
の

削
減

や
エ

ネ
ル

ギ
ー

効
率

の
向

上
な

ど
を

実
現

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

、
Io

Tを
利

用
し

た
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
シ

ス
テ

ム
は

、
建

物
の

安
全

性
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
一

方
で

、
Io

Tを
使

用
す

る
こ

と
で

、
大

量
の

デ
ー

タ
が

生
成

さ
れ

る
た

め
、

デ
ー

タ
の

収
集

・
処

理
が

必
要

と
な

り
ま

す
。

ま
た

、
Io

Tデ
バ

イ
ス

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

も
注

意
が

必
要

で
す

。
Io

Tデ
バ

イ
ス

に
は

、
サ

イ
バ

ー
攻

撃
や

ハ
ッ

キ
ン

グ
の

リ
ス

ク
が

あ
る

た
め

、
適

切
な

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

が
必

要
と

な
り

ま
す

。

8

一
般

社
団

法
人

四
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万
未

来
研

究
所

9

1
.2

将
来

の
展

望

○
Io

T
は

建
築

物
の

自
動

化
や

運
営

管
理

に
大

き
く

貢
献

•
効

率
的

な
建

物
の

運
営

管
理

•
運

営
コ

ス
ト

の
削

減
•

エ
ネ

ル
ギ

ー
効

率
の

向
上

○
よ

り
ス

マ
ー

ト
な

建
物

の
運

営
管

理
の

実
現

が
期

待
さ

れ
る

総
じ

て
、

Io
Tは

建
築

物
の

自
動

化
や

運
営

管
理

に
お

い
て

、
大

き
な

貢
献

を
し

て
い

ま
す

。
Io

Tを
活

用
す

る
こ

と
で

、
建

物
の

運
営

管
理

を
よ

り
効

率
的

に
行

う
こ

と
が

で
き

、
運

営
コ

ス
ト

の
削

減
や

エ
ネ

ル
ギ

ー
効

率
の

向
上

な
ど

を
実

現
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
Io

Tデ
バ

イ
ス

の
導

入
に

よ
り

、
建

物
の

運
営

管
理

が
よ

り
ス

マ
ー

ト
に

な
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
て

い
ま

す
。

建
築

分
野

の
Io

Tは
、

Sm
ar

tE
ne

rg
yと

Sm
ar

tL
iv

in
gに

含
ま

れ
る

た
め

、
将

来
に

渡
っ

て
、

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
を

通
じ

て
社

会
全

体
に

影
響

を
与

え
る

と
い

え
る

。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

1
0

1
.3

5
G

と
は

○
５

G •
第

5
世

代
移

動
通

信
シ

ス
テ

ム
の

略
称

•
高

速
な

デ
ー

タ
通

信
を

可
能

に
す

る
技

術
•

旧
世

代
の

4
G

比
べ

、
通

信
速

度
が

約
1
0
0
倍

以
上

、
通

信
容

量
も

増
加

•
遅
延
す
る
時
間
を
最
小
限
に
短
縮
で
き
る

。

Hi
gh

 
Sp

ee
d

高
速

La
rg

e 
Vo

lu
m

e
大
容
量

Lo
w

La
te

nc
y

低
遅
延

5G
は

、
第

5世
代

移
動

通
信

シ
ス

テ
ム

の
略

称
で

あ
り

、
高

速
な

デ
ー

タ
通

信
を

可
能

に
す

る
技

術
で

す
。

4G
な

ど
の

旧
世

代
の

通
信

シ
ス

テ
ム

に
比

べ
、

通
信

速
度

が
約

10
0倍

以
上

、
通

信
容

量
も

増
加

す
る

こ
と

で
、

高
速

な
通

信
が

可
能

に
な

り
ま

す
。

ま
た

、
遅

延
が

ほ
ぼ

無
い

、
ま

た
は

、
遅

延
す

る
時

間
を

最
小

限
に

短
縮

で
き

る
た

め
、

対
面

と
変

わ
ら

な
い

テ
ン

ポ
で

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
で

き
る

。

10

一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

1
1

1
.3

建
築

と
5
G

の
融

合
メ

リ
ッ

ト

○
建

物
内

外
で

の
通

信
や

デ
ー

タ
収

集
の

高
速

化
・

安
定

化

○
建

物
内

で
の

ス
マ

ー
ト

ホ
ー

ム
の

制
御

•
建

物
内

の
様

々
な

設
備

を
リ

モ
ー

ト
で

操
作

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

•
建

物
内

の
セ

ン
サ

ー
か

ら
取

得
し

た
情

報
を

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
送

信
し

、
適

切
な

制
御

を
行

う
。

○
建

物
外

か
ら

の
遠

隔
監

視

•
建

物
外

か
ら

監
視

カ
メ

ラ
で

建
物

内
の

状
況

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

監
視

。

•
建

物
内

に
設

置
さ

れ
た

セ
ン

サ
ー

や
カ

メ
ラ

な
ど

か
ら

取
得

し
た

情
報

を
高

速
で

送
信

し
、

建
物

の
状

況
を

把
握

す
る

。

○
建

築
物

内
で

の
通

信
品

質
の

向
上

建
築

の
分

野
に

お
い

て
は

、
5G

を
利

用
す

る
こ

と
で

、
建

物
内

外
で

の
通

信
や

デ
ー

タ
収

集
を

高
速

か
つ

安
定

し
て

行
う

こ
と

が
で

き
ま

す
。

例
え

ば
、

建
物

内
で

の
ス

マ
ー

ト
ホ

ー
ム

の
制

御
や

、
建

物
外

か
ら

の
遠

隔
監

視
な

ど
が

可
能

に
な

り
ま

す
。

建
物

内
で

の
ス

マ
ー

ト
ホ

ー
ム

の
制

御
に

お
い

て
は

、
5G

を
用

い
る

こ
と

で
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
や

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
な

ど
の

デ
バ

イ
ス

を
使

用
し

て
、

建
物

内
の

様
々

な
設

備
を

リ
モ

ー
ト

で
操

作
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
例

え
ば

、
照

明
や

エ
ア

コ
ン

、
カ

ー
テ

ン
、

ロ
ッ

ク
な

ど
を

、
遠

隔
か

ら
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
、

建
物

内
の

セ
ン

サ
ー

か
ら

取
得

し
た

情
報

を
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

送
信

し
、

適
切

な
制

御
を

行
う

こ
と

が
で

き
ま

す
。

例
え

ば
、

温
度

セ
ン

サ
ー

か
ら

得
ら

れ
た

情
報

に
基

づ
き

、
エ

ア
コ

ン
を

自
動

的
に

調
節

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

一
方

、
建

物
外

か
ら

の
遠

隔
監

視
に

お
い

て
は

、
5G

を
利

用
す

る
こ

と
で

、
高

速
か

つ
安

定
し

た
通

信
が

可
能

に
な

り
ま

す
。

建
物

外
か

ら
監

視
カ

メ
ラ

を
用

い
て

、
建

物
内

の
状

況
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
監

視
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
、

5G
を

用
い

る
こ

と
で

、
建

物
内

に
設

置
さ

れ
た

セ
ン

サ
ー

や
カ

メ
ラ

な
ど

か
ら

取
得

し
た

情
報

を
高

速
で

送
信

し
、

建
物

の
状

況
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

例
え

ば
、

セ
ン

サ
ー

か
ら

得
ら

れ
た

情
報

に
基

づ
き

、
建

物
の

電
力

消
費

量
を

最
適

化
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

5G
の

も
う

一
つ

の
利

点
は

、
建

築
物

内
で

の
通

信
品

質
の

向
上

で
す

。
建

物
内

に
は

、
通

信
が

届
か

な
い

場
所

が
存

在
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

場
所

で
通

信
を

行
う

場
合

、
通

信
速

度
や

通
信

品
質

が
低

下
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
5G

を
用

い
る

こ
と

で
、

建
物

内
で

の
通

信
品

質
が

向
上

し
、

建
物

内
全

体
で

高
速

で
安

定
し

た
通

信
を

行
う

こ
と

が
で

き
ま

す
。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

1
2

1
.3

5
G

を
利

用
し

た
建

築
の

設
計

と
施

工
デ

メ
リ

ッ
ト

○
５

G
導

入
・

設
置

に
は

コ
ス

ト
が

か
か

る

•
5
G

の
機

器
や

設
備

の
導

入
費

用
が

高
額

で
あ

る
た

め
、

初
期

費
用

が
か

さ
む

可
能

性
が

あ
る

。

•
5
G

に
対

応
し

た
端

末
が

普
及

す
る

ま
で

に
時

間
が

か
か

る
。

•
大

量
の

ア
ン

テ
ナ

設
置

に
か

か
る

費
用

が
高

額
に

な
る

可
能

性
が

あ
る

。

○
通

信
品

質
が

低
下

す
る

可
能

性

•
建

物
の

壁
や

柱
な

ど
が

通
信

の
妨

げ
に

な
る

こ
と

が
あ

る

•
通

信
の

安
定

性
を

確
保

す
る

た
め

の
工

夫
が

必
要

一
方

で
、

5G
を

利
用

す
る

際
に

は
、

い
く

つ
か

の
課

題
が

存
在

し
ま

す
。

ま
ず

、
5G

の
導

入
に

は
、

高
額

な
コ

ス
ト

が
か

か
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

5G
の

機
器

や
設

備
を

導
入

す
る

た
め

の
費

用
が

高
額

で
あ

る
た

め
、

初
期

費
用

が
か

さ
む

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

5G
を

利
用

す
る

た
め

に
は

、
5G

に
対

応
し

た
端

末
が

必
要

で
す

。
5G

に
対

応
し

た
端

末
が

普
及

す
る

ま
で

に
は

、
時

間
が

か
か

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

ま
す

。

さ
ら

に
、

5G
は

電
波

の
伝

播
距

離
が

短
い

た
め

、
建

物
の

中
で

の
通

信
に

は
、

多
数

の
ア

ン
テ

ナ
を

設
置

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

そ
の

た
め

、
建

物
内

で
の

5G
の

導
入

に
は

、
大

量
の

ア
ン

テ
ナ

設
置

が
必

要
と

な
る

た
め

、
設

置
費

用
が

高
額

に
な

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
5G

の
通

信
方

式
に

は
、

電
波

の
干

渉
や

障
害

物
に

よ
る

影
響

が
あ

る
た

め
、

通
信

品
質

が
低

下
す

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

特
に

、
建

物
内

で
の

通
信

に
お

い
て

は
、

建
物

の
壁

や
柱

な
ど

が
通

信
の

妨
げ

に
な

る
こ

と
が

あ
る

た
め

、
通

信
品

質
に

問
題

が
生

じ
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
こ

の
た

め
、

建
物

内
で

の
5G

の
導

入
に

あ
た

っ
て

は
、

通
信

の
安

定
性

を
確

保
す

る
た

め
の

工
夫

が
必

要
と

な
り

ま
す

。

総
じ

て
、

5G
は

建
築

の
分

野
に

お
い

て
、

高
速

か
つ

安
定

し
た

通
信

や
デ

ー
タ

収
集

を
実

現
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ス

マ
ー

ト
ホ

ー
ム

の
制

御
や

遠
隔

監
視

な
ど

、
様

々
な

応
用

が
期

待
さ

れ
ま

す
。

一
方

で
、

高
額

な
初

期
費

用
や

ア
ン

テ
ナ

設
置

費
用

、
通

信
品

質
に

関
す

る
課

題
が

あ
る

た
め

、
5G

を
導

入
す

る
場

合
に

は
、

慎
重

な
検

討
が

必
要

で
す

。
ま

た
、

5G
の

普
及

に
は

、
時

間
が

か
か

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
た

め
、

今
後

の
技

術
の

進
歩

に
注

目
が

集
ま

っ
て

い
ま

す
。
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来
研

究
所

1
3

1
.4

ク
ラ

ウ
ド

と
は

○
ク

ラ
ウ

ド
（

C
lo

u
d
）

•
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
に

あ
る

膨
大

な
デ

ー
タ

や
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
り

扱
う

仮
想

サ
ー

バ
ー

の
技

術

•
ビ

ジ
ネ

ス
や

教
育

、
個

人
ユ

ー
ザ

ー
な

ど
、

幅
広

い
分

野
で

利
用

さ
れ

る

ク
ラ

ウ
ド

は
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

に
存

在
す

る
仮

想
サ

ー
バ

ー
の

技
術

で
、

ビ
ジ

ネ
ス

、
教

育
、

個
人

ユ
ー

ザ
ー

な
ど

、
様

々
な

分
野

で
利

用
さ

れ
て

い
ま

す
。

建
築

現
場

で
も

、
大

量
の

デ
ー

タ
を

扱
う

こ
と

が
多

い
た

め
、

CA
D

デ
ー

タ
や

3D
モ

デ
ル

な
ど

の
大

き
な

フ
ァ

イ
ル

を
自

社
の

サ
ー

バ
ー

に
保

管
す

る
こ

と
が

問
題

と
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ク

ラ
ウ

ド
を

利
用

す
る

こ
と

で
、

デ
ー

タ
の

安
全

な
保

管
や

遠
隔

地
に

い
る

関
係

者
と

の
共

同
作

業
が

容
易

に
な

り
、

作
業

の
効

率
化

に
繋

が
り

ま
す

。
ま

た
、

モ
バ

イ
ル

デ
バ

イ
ス

か
ら

も
ア

ク
セ

ス
す

る
こ

と
が

で
き

る
た

め
、

現
場

で
の

デ
ー

タ
共

有
や

確
認

に
も

役
立

ち
ま

す
。

建
築

学
科

の
学

生
に

と
っ

て
も

、
ク

ラ
ウ

ド
は

重
要

な
ツ

ー
ル

と
な

っ
て

い
ま

す
。

ク
ラ

ウ
ド

を
上

手
に

活
用

す
る

こ
と

で
、

よ
り

効
率

的
か

つ
ス

ム
ー

ズ
な

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

現
に

繋
が

り
ま

す
。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

1
4

1
.4

建
築

と
ク

ラ
ウ

ド
の

融
合

○
設

計
・

施
工

・
運

営
管

理
に

お
け

る
効

率
性

や
生

産
性

の
向

上

•
建

物
の

設
計

図
や

施
工

計
画

を
共

有
し

、
デ

ー
タ

を
管

理
。

•
建

物
の

運
営

管
理

を
よ

り
効

率
的

に
行

い
、

生
産

性
を

向
上

さ
せ

る
。

設
計

情
報

共
有

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

情
報

共
有

建
築

の
分

野
で

も
、

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
す

る
こ

と
で

建
物

の
設

計
図

や
施

工
計

画
を

共
有

し
、

デ
ー

タ
を

管
理

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

、
ク

ラ
ウ

ド
を

利
用

す
る

こ
と

で
、

建
物

の
運

営
管

理
を

よ
り

効
率

的
に

行
う

こ
と

が
で

き
、

生
産

性
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
例

え
ば

、
ク

ラ
ウ

ド
を

活
用

す
る

こ
と

で
、

建
物

内
に

設
置

さ
れ

た
セ

ン
サ

ー
に

よ
る

デ
ー

タ
の

収
集

や
監

視
を

行
う

こ
と

が
で

き
、

適
切

な
タ

イ
ミ

ン
グ

で
修

理
や

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

を
行

う
こ

と
が

可
能

に
な

り
ま

す
。

ま
た

、
建

物
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
管

理
や

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

管
理

な
ど

の
効

率
化

も
期

待
で

き
ま

す
。

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
す

る
こ

と
で

、
建

築
の

現
場

に
お

け
る

デ
ー

タ
の

共
有

や
管

理
を

ス
ム

ー
ズ

に
行

う
こ

と
が

で
き

、
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
功

に
繋

が
る

で
し

ょ
う

。
建

築
学

科
の

学
生

に
と

っ
て

も
、

ク
ラ

ウ
ド

の
活

用
は

重
要

な
ス

キ
ル

と
な

っ
て

お
り

、
今

後
ま

す
ま

す
そ

の
重

要
性

が
高

ま
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
ま

す
。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

1
5

1
.4

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
し

た
建

築
の

設
計

と
施

工

○
建

物
の

設
計

図
や

施
工

計
画

を
共

有

•
設

計
図

や
施

工
計

画
を

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

に
ア

ッ
プ

ロ
ー

ド
し

、
共

有
。

•
現

場
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
よ

り
ス

ム
ー

ズ
に

行
う

こ
と

が
で

き
る

。

•
建

物
の

設
計

・
施

工
プ

ロ
セ

ス
を

迅
速

か
つ

正
確

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
し

た

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

管
理

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
し

た

建
築

設
計

の
共

同
作

業
ク

ラ
ウ

ド
を

利
用

し
た

施
工

現
場

の
情

報
共

有

ま
ず

、
ク

ラ
ウ

ド
を

用
い

た
建

物
の

設
計

・
施

工
に

お
い

て
は

、
建

物
の

設
計

図
や

施
工

計
画

を
共

有
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
建

築
に

お
い

て
は

、
多

く
の

人
々

が
関

わ
る

た
め

、
デ

ー
タ

や
情

報
の

共
有

が
必

要
不

可
欠

で
す

。
ク

ラ
ウ

ド
を

利
用

す
る

こ
と

で
、

設
計

図
や

施
工

計
画

を
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
に

ア
ッ

プ
ロ

ー
ド

し
、

関
係

者
が

共
有

で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

こ
れ

に
よ

り
、

現
場

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

よ
り

ス
ム

ー
ズ

に
行

う
こ

と
が

で
き

、
建

物
の

設
計

・
施

工
プ

ロ
セ

ス
を

迅
速

か
つ

正
確

に
行

う
こ

と
が

で
き

ま
す

。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

1
6

1
.4

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
し

た
建

築
の

運
用

と
メ

ン
テ

ナ
ン

ス

○
建

物
の

運
営

管
理

の
効

率
化

•
建

物
の

運
営

に
必

要
な

情
報

を
収

集
し

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

に
保

存
で

き
る

。
•

運
営

管
理

に
必

要
な

デ
ー

タ
を

す
ば

や
く

取
得

し
、

迅
速

な
決

定
を

下
す

こ
と

が
で

き
る

。
•

管
理

者
が

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

か
ら

建
物

の
情

報
を

監
視

・
制

御
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

○
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

遠
隔

管
理

が
可

能
に

•
場

所
や

時
間

に
関

係
な

く
、

建
物

の
運

営
管

理
を

行
え

る
。

•
複

数
の

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
同

時
に

進
行

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

○
ク

ラ
ウ

ド
利

用
に

お
け

る
リ

ス
ク

や
欠

点

•
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
リ

ス
ク

•
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

接
続

環
境

が
必

要

建
築

の
分

野
に

お
い

て
、

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
す

る
こ

と
で

建
物

の
運

営
管

理
や

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
遠

隔
管

理
が

で
き

、
生

産
性

や
効

率
性

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
す

る
こ

と
で

、
建

物
の

設
計

図
や

施
工

計
画

を
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
で

共
有

し
、

関
係

者
が

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
情

報
を

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

、
運

営
管

理
に

必
要

な
デ

ー
タ

を
す

ば
や

く
取

得
し

、
迅

速
な

決
定

を
下

す
こ

と
が

で
き

る
た

め
、

管
理

の
負

担
を

減
ら

す
こ

と
が

で
き

ま
す

。
さ

ら
に

、
遠

隔
管

理
が

可
能

に
な

る
た

め
、

場
所

や
時

間
に

関
係

な
く

建
物

の
運

営
管

理
を

行
う

こ
と

が
で

き
ま

す
。

た
だ

し
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

が
必

要
で

あ
る

こ
と

に
加

え
、

安
定

し
た

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
接

続
環

境
が

必
要

で
あ

る
こ

と
に

も
注

意
が

必
要

で
す

。
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般

社
団

法
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四
十

万
未

来
研

究
所

1
7

1
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X
R
と

は

○
X
R •

E
xt

e
n
d
e
d
 R

e
a
lit

y
の

略
称

•
仮

想
現

実
（

V
R
）

、
拡

張
現

実
（

A
R
）

、
複

合
現

実
（

M
R
）

な
ど

の
技

術
を

包
括

し
た

概
念

•
現

実
と

仮
想

空
間

を
融

合
さ

せ
た

新
し

い
空

間
を

体
験

で
き

る

A
u
g
m

e
n
te

d
 R

e
a
lit

y

拡
張

現
実

V
ir
tu

a
l 
R
e
a
lit

y

仮
想

現
実

M
ix

e
d
 R

e
a
lit

y

複
合

現
実

XR
（

Ex
te

nd
ed

Re
al

ity
）

は
、

仮
想

現
実

（
VR

）
、

拡
張

現
実

（
AR

）
、

複
合

現
実

（
M

R）
な

ど
を

包
括

し
た

技
術

で
す

。
XR

は
、

建
築

設
計

の
現

場
で

、
建

築
物

の
内

部
空

間
を

仮
想

的
に

体
験

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

従
来

の
建

築
設

計
で

は
、

手
書

き
の

ス
ケ

ッ
チ

や
模

型
を

使
っ

て
イ

メ
ー

ジ
を

固
め

て
い

ま
し

た
が

、
XR

を
使

う
こ

と
で

、
建

築
物

の
立

体
的

な
イ

メ
ー

ジ
を

よ
り

正
確

に
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
、

XR
を

使
っ

て
建

築
物

の
内

部
空

間
を

仮
想

的
に

体
験

す
る

こ
と

で
、

実
際

に
建

築
物

が
完

成
し

た
後

の
内

部
空

間
の

イ
メ

ー
ジ

を
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

1
8

1
.5

建
築

と
X
R
の

融
合

○
建

物
内

外
の

デ
ザ

イ
ン

や
設

計
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

建
物

の
内

部
や

外
観

を
視

覚
的

に
表

現
す

る
こ

と
が

で
き

る

•
顧

客
に

よ
り

リ
ア

ル
な

イ
メ

ー
ジ

を
提

供
で

き
る

建
物

の
内

部
や

外
観

の
デ

ザ
イ

ン
を

自
由

に
変

更
で

き
る

•
顧

客
が

納
得

す
る

建
物

デ
ザ

イ
ン

を
提

供
で

き
る

•
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
と

の
信

頼
関

係
を

築
け

る
X
R

を
利

用
し

た

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
X
R

を
利

用
し

た

デ
ザ

イ
ン

プ
ロ

セ
ス

建
築

の
分

野
で

は
、

XR
を

利
用

し
て

、
建

物
内

外
の

デ
ザ

イ
ン

や
設

計
を

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

、
XR

を
利

用
す

る
こ

と
で

、
建

物
の

内
部

や
外

観
を

視
覚

的
に

表
現

す
る

こ
と

が
で

き
、

顧
客

に
よ

り
リ

ア
ル

な
イ

メ
ー

ジ
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

こ
れ

に
よ

り
、

顧
客

は
、

実
際

に
建

物
を

建
て

る
前

に
、

建
物

内
部

や
外

観
を

仮
想

空
間

上
で

体
験

す
る

こ
と

が
で

き
、

建
物

の
イ

メ
ー

ジ
を

よ
り

明
確

に
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
、

XR
を

用
い

る
こ

と
で

、
建

物
の

内
部

や
外

観
の

デ
ザ

イ
ン

を
自

由
に

変
更

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

こ
れ

に
よ

り
、

顧
客

と
の

意
見

の
相

違
や

要
望

に
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
顧

客
が

納
得

す
る

建
物

デ
ザ

イ
ン

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

る
た

め
、

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

と
の

信
頼

関
係

を
築

く
こ

と
が

で
き

ま
す

。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

1
9

1
.5

X
R
を

利
用

し
た

建
築

の
設

計
と

施
工

○
X
R

を
用

い
た

建
物

の
設

計

•
3
D

モ
デ

リ
ン

グ
を

用
い

て
建

物
の

内
部

や
外

観
を

作
成

。

•
V
R
技

術
を

用
い

て
、

建
物

内
外

を
自

由
に

移
動

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

○
X
R

を
用

い
た

建
物

の
施

工

•
よ

り
高

い
効

率
性

を
実

現
。

•
建

物
内

外
の

レ
イ

ア
ウ

ト
や

設
備

配
置

を
仮

想
空

間
上

で
確

認
。

•
施

工
作

業
に

お
け

る
ト

ラ
ブ

ル
や

誤
解

を
未

然
に

防
げ

る
。

•
細

か
な

作
業

に
お

い
て

も
、

正
確

な
作

業
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
A

R
を

利
用

し
た

施
工

管
理

V
R

を
利

用
し

た
空

間
設

計

XR
を

用
い

た
建

物
の

設
計

で
は

、
3D

モ
デ

リ
ン

グ
を

用
い

て
建

物
の

内
部

や
外

観
を

作
成

し
、

VR
技

術
を

用
い

て
、

建
物

内
外

を
自

由
に

移
動

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

例
え

ば
、

建
物

内
部

の
レ

イ
ア

ウ
ト

や
家

具
配

置
を

検
討

す
る

際
に

は
、

仮
想

空
間

上
で

試
行

錯
誤

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

、
建

物
外

観
の

デ
ザ

イ
ン

に
お

い
て

も
、

XR
を

用
い

る
こ

と
で

、
建

物
を

36
0度

自
由

に
回

転
さ

せ
、

詳
細

な
検

討
が

可
能

に
な

り
ま

す
。

XR
を

利
用

す
る

こ
と

で
、

建
築

業
者

は
、

建
物

の
施

工
作

業
に

お
い

て
、

よ
り

高
い

効
率

性
を

実
現

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

建
物

内
外

の
レ

イ
ア

ウ
ト

や
設

備
配

置
を

仮
想

空
間

上
で

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
る

た
め

、
施

工
作

業
に

お
け

る
ト

ラ
ブ

ル
や

誤
解

を
未

然
に

防
ぐ

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

、
建

物
内

部
の

配
線

や
設

備
の

配
置

な
ど

、
細

か
な

作
業

に
お

い
て

も
、

XR
を

用
い

る
こ

と
で

、
正

確
な

作
業

を
行

う
こ

と
が

で
き

ま
す

。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

2
0

1
.5

X
R
を

利
用

し
た

建
築

の
運

用
と

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

○
X
R

の
機

器
や

設
備

導
入

に
は

コ
ス

ト
が

か
か

る

•
機

器
や

設
備

に
高

額
な

コ
ス

ト
が

か
か

る
。

•
多

く
の

デ
ー

タ
を

処
理

す
る

た
め

、
高

性
能

の
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

が
必

要
。

○
専

門
的

な
知

識
や

技
術

が
必

要

•
3
D

モ
デ

リ
ン

グ
や

V
R
技

術
、

A
R
技

術
な

ど
に

対
す

る
知

識
が

必
要

。

•
専

門
家

が
不

足
し

て
い

る
場

合
、

X
R
を

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

○
X
R

の
よ

り
手

軽
な

利
用

へ
。

ビ
ジ

ネ
ス

展
開

も
期

待
。

一
方

、
XR

を
利

用
す

る
際

に
は

、
い

く
つ

か
の

課
題

が
存

在
し

ま
す

。
ま

ず
、

XR
の

設
備

や
機

器
に

は
、

高
額

な
コ

ス
ト

が
か

か
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
XR

の
技

術
に

は
、

多
く

の
デ

ー
タ

を
処

理
す

る
必

要
が

あ
る

た
め

、
高

性
能

の
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

が
必

要
に

な
り

ま
す

。
こ

れ
ら

の
機

器
や

設
備

の
導

入
に

は
、

高
額

な
費

用
が

か
か

る
た

め
、

中
小

企
業

に
と

っ
て

は
導

入
が

困
難

な
場

合
が

あ
り

ま
す

。

さ
ら

に
、

XR
を

用
い

る
際

に
は

、
専

門
的

な
知

識
や

技
術

が
必

要
と

な
り

ま
す

。
XR

を
利

用
す

る
に

は
、

3D
モ

デ
リ

ン
グ

や
VR

技
術

、
AR

技
術

な
ど

に
対

す
る

知
識

が
必

要
で

す
。

こ
れ

ら
の

知
識

や
技

術
を

持
つ

専
門

家
が

不
足

し
て

い
る

場
合

、
XR

を
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。

総
じ

て
、

XR
は

、
建

築
の

分
野

に
お

い
て

、
建

物
の

内
部

や
外

観
を

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

す
る

こ
と

が
で

き
る

た
め

、
建

築
業

界
に

と
っ

て
非

常
に

有
用

な
技

術
と

な
っ

て
い

ま
す

。
建

築
家

や
建

築
業

者
は

、
XR

を
利

用
す

る
こ

と
で

、
よ

り
高

い
精

度
と

品
質

の
あ

る
建

物
デ

ザ
イ

ン
を

実
現

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

、
XR

を
利

用
す

る
こ

と
で

、
顧

客
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
よ

り
ス

ム
ー

ズ
に

行
う

こ
と

が
で

き
ま

す
。

一
方

、
XR

の
設

備
や

機
器

に
は

高
額

な
費

用
が

か
か

る
た

め
、

導
入

に
は

慎
重

な
検

討
が

必
要

で
す

。
ま

た
、

専
門

的
な

知
識

や
技

術
が

必
要

と
な

る
た

め
、

専
門

家
の

不
足

も
課

題
と

な
っ

て
い

ま
す

。

今
後

は
、

XR
の

技
術

が
よ

り
進

化
し

、
よ

り
手

軽
に

利
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

ま
す

。
XR

の
技

術
が

進
化

す
る

こ
と

に
よ

り
、

建
物

の
内

部
や

外
観

を
よ

り
リ

ア
ル

に
表

現
す

る
こ

と
が

可
能

に
な

る
だ

け
で

な
く

、
建

物
内

部
の

設
備

や
機

器
な

ど
の

仮
想

操
作

も
可

能
に

な
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
ま

す
。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

2
1

第
2
章

の
学

習
内

容

第
2
章

建
築

と
Io

T
2
.1

Io
T
と

は
2
.2

Io
T
デ

バ
イ

ス
2
.3

建
築

環
境

に
お

け
る

Io
T
技

術
2
.4

実
践

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
2
.5

将
来

の
展

望
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

2
2

○
Io

T
と

は
、

In
te

rn
e
t 

o
f 
T
h
in

g
s：

モ
ノ

の
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

と
訳

さ
れ

る
。

モ
ノ

・
人

・
環

境
が

ネ
ッ

ト
に

つ
な

が
り

、
遠

隔
で

情
報

を
得

た
り

操
作

し
た

り
で

き
る

。

2
.1

Io
T
と

は

住
宅

ビ
ル

人
車

ま
ず

、
こ

の
テ

キ
ス

ト
で

学
習

す
る

「
Io

T」
の

定
義

を
確

認
す

る
。

「
Io

T」
と

は
、

In
te

rn
et

 o
f T

hi
ng

s：
モ

ノ
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
と

訳
さ

れ
る

。
実

際
に

は
モ

ノ
だ

け
で

な
く

、
人

・
動

植
物

・
環

境
(空

気
な

ど
)も

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

つ
な

が
り

、
遠

隔
で

そ
れ

ら
の

情
報

を
得

た
り

、
操

作
し

た
り

で
き

る
技

術
で

あ
る

。

こ
の

世
の

中
の

あ
ら

ゆ
る

物
理

的
な

モ
ノ

が
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
つ

な
が

る
よ

う
に

な
っ

た
結

果
、

人
々

の
生

活
は

大
き

く
変

わ
り

、
衣

食
住

の
「

住
」

に
該

当
す

る
住

宅
(戸

建
、

マ
ン

シ
ョ

ン
な

ど
)や

ビ
ル

(公
共

の
施

設
、

商
業

ビ
ル

、
オ

フ
ィ

ス
ビ

ル
な

ど
)な

ど
の

建
築

シ
ー

ン
で

も
広

く
活

用
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。

住
宅

や
ビ

ル
は

物
理

的
な

モ
ノ

、
室

内
の

環
境

(温
度

、
湿

度
)な

ど
ア

ナ
ロ

グ
で

数
値

化
で

き
な

い
よ

う
な

も
の

を
数

値
化

す
る

こ
と

で
デ

ー
タ

と
し

て
処

理
・

分
析

さ
れ

る
。

22

一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

2
3

○
モ

ノ
・

ヒ
ト

の
情

報
の

検
知

→
収

集
→

分
析

を
経

て
、

ヒ
ト

へ
通

知
・

モ
ノ

を
操

作
す

る
。

2
.1

Io
T
と

は
「

Io
T
の

基
本

の
流

れ
」

S
te

p
1

検
知

・
収

集
S
te

p
2

分
析

S
te

p
3

通
知

・
操

作

セ
ン

サ
ー

な
ど

が
、

モ
ノ

・
ヒ

ト
・

環
境

の
情

報
を

認
識

、
収

集
し

ネ
ッ

ト
経

由
で

ク
ラ

ウ
ド

な
ど

に
送

信
す

る

収
集

さ
れ

た
情

報
を

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
蓄

積
、

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

で
情

報
を

処
理

・
分

析
す

る

処
理

・
分

析
し

た
結

果
を

モ
ノ

・
ヒ

ト
・

環
境

に
自

動
で

通
知

し
た

り
自

動
で

動
か

し
た

り
す

る

St
ep

1 
情

報
の

検
知

・
収

集
: リ

ア
ル

空
間

に
あ

る
物

理
的

な
「

モ
ノ

」
「

ヒ
ト

」
「

モ
ノ

・
ヒ

ト
を

取
り

巻
く

環
境

」
は

原
則

と
し

て
直

接
的

に
は

デ
ジ

タ
ル

空
間

に
つ

な
が

ら
な

い
。

デ
ジ

タ
ル

空
間

に
つ

な
が

る
た

め
に

は
、

そ
れ

ら
の

ア
ナ

ロ
グ

情
報

を
デ

ジ
タ

ル
情

報
と

し
て

検
知

・
収

集
す

る
「

セ
ン

サ
ー

」
が

必
要

で
あ

る
。

セ
ン

サ
ー

は
、

モ
ノ

に
直

接
取

り
付

け
た

り
、

ヒ
ト

が
身

に
つ

け
た

り
、

モ
ノ

・
ヒ

ト
の

周
辺

環
境

に
置

い
た

り
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

モ
ノ

・
ヒ

ト
が

発
す

る
情

報
(状

況
・

状
態

・
動

作
な

ど
)を

検
知

・
収

集
す

る
。

収
集

さ
れ

た
情

報
は

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
(ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
)経

由
で

ク
ラ

ウ
ド

に
送

信
さ

れ
る

。

St
ep

2 
情

報
の

分
析

: 収
集

さ
れ

た
情

報
は

ク
ラ

ウ
ド

な
ど

の
ス

ペ
ー

ス
に

保
管

・
蓄

積
さ

れ
る

。
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
(ソ

フ
ト

ウ
エ

ア
)、

AI
な

ど
の

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

を
使

っ
て

処
理

・
分

析
す

る
。

St
ep

3 
通

知
・

操
作

:S
te

p2
の

結
果

は
、

ヒ
ト

に
行

動
を

促
す

よ
う

に
通

知
し

た
り

、
モ

ノ
を

操
作

し
た

り
、

周
辺

環
境

を
改

善
し

た
り

と
い

っ
た

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
・

ア
ク

シ
ョ

ン
を

自
動

的
に

行
う

た
め

に
活

用
さ

れ
る

。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

2
4

○
Io

T
は

、
建

築
を

は
じ

め
と

し
て

幅
広

い
分

野
で

既
に

活
用

さ
れ

て
お

り
、

今
後

ま
す

ま
す

活
用

の
幅

が
広

が
る

と
見

込
ま

れ
て

い
る

。

2
.1

Io
T
と

は
「

Io
T
の

活
用

分
野

」

建
築

都
市

計
画

発
電

設
備

医
療

農
業

物
流

土
木

Io
Tは

幅
広

い
分

野
で

既
に

活
用

さ
れ

て
い

る
が

、
今

後
ま

す
ま

す
活

用
の

幅
が

広
が

る
と

見
込

ま
れ

て
い

る
。

①
建

築
：

建
築

現
場

に
直

接
出

向
か

な
く

て
も

遠
隔

地
か

ら
工

事
の

進
捗

状
況

な
ど

を
監

視
で

き
る

、
実

際
に

施
工

す
る

前
に

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

が
で

き
る

②
土

木
：

測
量

が
難

し
い

場
所

（
高

所
や

危
険

地
帯

な
ど

）
で

あ
っ

て
も

正
確

な
測

量
が

で
き

る
③

発
電

設
備

：
遠

隔
か

ら
設

備
を

操
作

・
点

検
し

た
り

劣
化

を
検

知
し

た
り

で
き

る
④

都
市

計
画

(ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
)：

都
市

情
報

(地
形

/建
物

/交
通

等
)の

デ
ー

タ
を

収
集

し
て

可
視

化
で

き
る

、
人

流
・

物
流

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

し
て

都
市

計
画

に
役

立
て

る
。

⑤
医

療
：

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
を

収
集

・
分

析
し

て
病

気
を

予
防

し
た

り
、

最
適

な
治

療
・

処
置

を
提

案
し

た
り

で
き

る
⑥

物
流

：
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
(供

給
・

物
流

網
)の

需
給

バ
ラ

ン
ス

を
調

整
し

て
適

切
な

在
庫

量
を

保
持

し
た

り
、

輸
送

ル
ー

ト
を

検
証

し
た

り
で

き
る

⑦
農

業
：

農
作

物
の

生
育

状
況

を
遠

隔
か

ら
管

理
し

て
、

い
つ

何
を

す
べ

き
か

状
況

を
把

握
し

て
提

案
し

、
生

産
量

を
最

大
化

で
き

る

24

一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

2
5

建
設

業
が

抱
え

る
問

題
①

施
工

体
制

②
人

手
不

足
③

労
働

災
害

④
需

要
減

少

2
.1

Io
T
と

は
「

な
ぜ

建
築

に
Io

T
が

必
要

か
」

な
ぜ

建
築

分
野

で
Io

Tが
必

要
な

の
か

。
国
内
建
設
業
が
抱
え
る
問
題
を
見
る
と
わ
か
る
。

①
施
工
会
社
の
多
重
構
造
：

元
請

の
建

設
会

社
の

も
と

、
工

事
の

種
類

に
応

じ
て

複
数

の
下

請
会

社
が

存
在

す
る

業
界

の
構

造
に

な
っ

て
い

る
。

そ
の

た
め

、
業

者
間

の
連

携
が

不
十

分
に

な
り

や
す

く
、

設
計

変
更

に
伴

う
工

期
延

長
や

コ
ス

ト
追

加
が

発
生

す
る

。

②
人
手
不
足
：

従
来

よ
り

「
き

つ
い

」
「

汚
い

」
「

危
険

」
の

3K
と

い
わ

れ
る

業
界

で
あ

り
、

就
業

者
数

は
19

90
年

代
後

半
か

ら
減

少
傾

向
に

あ
る

。
55

歳
以

上
の

就
業

者
割

合
も

全
産

業
や

製
造

業
全

体
と

比
較

し
て

も
高

く
、

若
手

人
材

が
少

な
い

。
そ

の
た

め
、

外
国

人
労

働
者

が
増

加
し

て
い

る
。

③
労
働
災
害
：

死
亡

事
故

発
生

件
数

は
業

種
別

で
最

多
で

あ
る

。

④
需
要
減
少
：

国
内

の
建

設
投

資
は

減
少

傾
向

に
あ

り
、

今
後

も
人

口
減

少
な

ど
に

よ
り

減
少

し
て

い
く

と
想

定
さ

れ
る

。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

2
6

安
全

性
向

上
業

務
効

率
化

コ
ス

ト
削

減

建
設

Io
T
の

メ
リ

ッ
ト

①
安

全
性

向
上

②
業

務
効

率
化

③
コ

ス
ト

削
減

④
品

質
改

善

2
.1

Io
T
と

は
「

建
築

Io
T
の

メ
リ

ッ
ト

」

品
質

改
善

前
述

の
よ

う
な

問
題

を
抱

え
る

建
設

業
界

に
Io

Tを
取

り
入

れ
る

メ
リ

ッ
ト

は
何

か
。

①
安

全
性

向
上

：
労

働
災

害
に

つ
な

が
る

よ
う

な
危

険
な

作
業

を
減

ら
し

、
作

業
員

の
安

全
を

担
保

す
る

。
例

え
ば

、
遠

隔
で

操
作

し
て

危
険

な
場

所
の

測
量

を
行

う
、

ヘ
ル

メ
ッ

ト
に

付
け

た
セ

ン
サ

ー
で

脈
拍

な
ど

の
体

調
に

関
す

る
デ

ー
タ

を
知

る
。

上
手

く
機

械
を

作
業

に
組

み
込

ん
だ

り
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
情

報
を

収
集

す
る

こ
と

に
よ

り
、

ミ
ス

を
未

然
に

防
ぎ

、
現

場
の

安
全

性
が

高
ま

る
。

②
業

務
効

率
化

：
人

手
不

足
の

深
刻

な
現

場
で

は
効

率
化

が
求

め
ら

れ
る

。
例

え
ば

、
現

場
に

カ
メ

ラ
を

設
置

し
遠

隔
監

視
で

き
れ

ば
、

監
督

者
は

同
時

に
複

数
現

場
を

監
視

で
き

る
。

従
来

は
す

べ
て

の
現

場
に

出
向

く
必

要
が

あ
っ

た
が

必
要

な
場

合
の

み
に

回
数

・
時

間
を

減
ら

せ
、

働
き

方
改

革
に

も
つ

な
が

る
。

③
コ

ス
ト

削
減

：
上

記
の

よ
う

に
現

場
に

出
向

く
必

要
が

な
く

な
る

と
、

必
要

最
低

限
の

人
材

で
業

務
が

で
き

、
人

件
費

が
減

る
。

ま
た

、
機

材
の

稼
働

率
の

確
認

と
分

析
も

自
動

化
・

可
視

化
で

き
る

た
め

、
原

価
管

理
業

務
の

精
度

・
速

度
が

上
が

り
、

効
果

的
・

効
率

的
な

さ
ら

な
る

コ
ス

ト
改

善
の

取
組

み
に

つ
な

が
る

。

④
品

質
改

善
：

上
記

の
よ

う
に

遠
隔

で
現

場
の

デ
ー

タ
を

自
動

取
得

で
き

る
よ

う
に

な
る

と
コ

ス
ト

削
減

だ
け

で
な

く
、

現
場

の
点

検
業

務
が

「
目

視
」

で
な

く
な

る
た

め
、

「
見

落
と

し
」

「
見

誤
り

」
が

減
り

、
品

質
管

理
レ

ベ
ル

が
向

上
す

る
。 26

一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

2
7

○
Io

T
を

実
現

す
る

た
め

に
必

要
な

主
要

素
は

「
デ

バ
イ

ス
」

「
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」

「
サ

ー
バ

ー
」

「
ソ

フ
ト

ウ
エ

ア
」

で
あ

る
。

2
.1

Io
T
と

は
「

Io
T
の

構
成

要
素

」

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

バ
ー

デ
バ

イ
ス

デ
ー

タ
を

ロ
ジ

ッ
ク

に
従

っ
て

処
理

・
分

析
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

デ
ー

タ
を

処
理

・
分

析
・

保
存

す
る

場
所

デ
ー

タ
を

送
受

信
す

る
通

信
手

段

デ
ー

タ
を

取
得

・
表

示
、

ア
ク

シ
ョ

ン
を

自
動

実
行

す
る

機
器

・
設

備

Io
Tを

実
現

す
る

た
め

に
必

要
な

主
要

素
は

、
「

デ
バ

イ
ス

」
「

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
「

サ
ー

バ
ー

」
「

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

」
で

あ
る

。

①
デ

バ
イ

ス
：

次
章

で
詳

し
く

説
明

す
る

が
、

現
実

世
界

(ヒ
ト

・
モ

ノ
・

環
境

)の
ア

ナ
ロ

グ
情

報
を

デ
ジ

タ
ル

情
報

と
し

て
取

得
す

る
機

器
・

設
備

で
あ

る
。

取
得

す
る

だ
け

で
な

く
、

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

に
よ

る
処

理
結

果
を

受
け

取
り

、
ヒ

ト
に

知
ら

せ
た

り
モ

ノ
を

動
か

し
た

り
す

る
。

②
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
：

セ
ン

サ
ー

が
収

集
し

た
デ

ー
タ

を
サ

ー
バ

ー
に

送
信

、
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
で

処
理

し
た

デ
ー

タ
を

デ
バ

イ
ス

に
送

信
す

る
。

W
i-F

iや
Bl

ue
to

ot
hと

い
っ

た
無

線
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

利
用

さ
れ

る
の

が
一

般
的

で
あ

る
が

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

も
様

々
な

種
類

が
あ

る
。

③
サ

ー
バ

ー
：

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

経
由

で
受

信
し

た
デ

ー
タ

や
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
で

処
理

さ
れ

た
デ

ー
タ

を
保

存
す

る
。

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

・
サ

ー
バ

ー
上

で
処

理
が

実
行

さ
れ

る
場

合
も

あ
る

。
仮

想
サ

ー
バ

ー
を

ク
ラ

ウ
ド

と
呼

ぶ
。

④
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
：

デ
ー

タ
を

ロ
ジ

ッ
ク

に
従

っ
て

処
理

・
分

析
す

る
。

プ
ロ

グ
ラ

ム
・

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

と
も

呼
ば

れ
る

。
AI

技
術

を
活

用
す

る
と

、
高

度
な

解
析

を
実

行
で

き
る

。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

2
8

○
Io

T
で

使
わ

れ
て

い
る

主
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

通
信

に
は

「
直

接
指

定
方

式
」

と
「

デ
バ

イ
ス

ゲ
ー

ト
ウ

ェ
イ

方
式

」
が

あ
る

。

2
.1

Io
T
と

は
「

通
信

方
式

」

デ
バ

イ
ス

ゲ
ー

ト
ウ

ェ
イ

方
式

直
接

指
定

方
式

■
デ

バ
イ

ス
自

体
が

通
信

■
広

範
囲

の
通

信
■

高
コ

ス
ト

・
消

費
電

力
が

大
き

い

■
ル

ー
タ

ー
を

介
し

て
通

信
■

複
数

デ
バ

イ
ス

か
ら

効
率

的
に

収
集

■
低

コ
ス

ト
・

消
費

電
力

が
小

さ
い

デ
バ

イ
ス

デ
バ

イ
ス

デ
バ

イ
ス

デ
バ

イ
ス

デ
バ

イ
ス

デ
バ

イ
ス

ゲ
ー

ト
ウ

ェ
イ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
利

用
す

る
と

い
う

こ
と

は
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
へ

の
接

続
を

意
味

す
る

。
こ

の
デ

ー
タ

を
送

受
信

す
る

役
割

を
担

う
の

が
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

技
術

で
あ

る
。

Io
Tで

使
わ

れ
て

い
る

主
な

通
信

手
段

に
は

「
直

接
指

定
方

式
」

と
「

デ
バ

イ
ス

ゲ
ー

ト
ウ

ェ
イ

方
式

」
が

あ
る

。

直
接

指
定

方
式

は
、

デ
バ

イ
ス

そ
の

も
の

を
直

接
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
接

続
す

る
方

式
。

5G
や

W
i-F

iな
ど

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
接

続
す

る
た

め
の

通
信

機
能

が
デ

バ
イ

ス
に

搭
載

さ
れ

て
い

る
。

広
範

囲
の

通
信

を
実

現
す

る
こ

と
が

で
き

る
が

、
身

近
な

Io
Tデ

バ
イ

ス
を

全
て

こ
の

方
式

で
ネ

ッ
ト

接
続

す
る

と
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
負

荷
が

か
か

っ
た

り
、

通
信

量
が

増
加

し
た

り
し

て
、

コ
ス

ト
お

よ
び

消
費

電
力

の
面

で
現

実
的

で
は

な
い

。

一
方

、
デ

バ
イ

ス
ゲ

ー
ト

ウ
ェ

イ
方

式
は

、
ゲ

ー
ト

ウ
ェ

イ
(モ

ノ
と

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

中
継

す
る

ル
ー

タ
ー

の
働

き
を

す
る

機
器

)
を

介
し

て
通

信
す

る
た

め
、

ゲ
ー

ト
ウ

ェ
イ

を
用

意
す

る
必

要
は

あ
る

が
、

直
接

指
定

方
式

よ
り

も
コ

ス
ト

や
消

費
電

力
を

抑
え

ら
れ

る
。

複
数

の
Io

Tデ
バ

イ
ス

の
情

報
を

収
集

し
て

サ
ー

バ
ー

に
送

信
、

サ
ー

バ
ー

か
ら

の
情

報
を

Io
Tデ

バ
イ

ス
に

送
信

す
る

制
御

が
可

能
。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

2
9

○
現

在
の

A
Iは

「
識

別
」

「
予

測
」

「
実

行
」

が
で

き
る

。
今

後
の

開
発

に
よ

っ
て

で
き

る
こ

と
は

増
え

る
と

想
定

さ
れ

る
。

2
.1

Io
T
と

は
「

A
Iが

で
き

る
こ

と
」

予
測

識
別

実
行

マ
ッ

チ
ン

グ

意
図

予
測

数
値

予
測

表
現

生
成

デ
ザ

イ
ン

行
動

最
適

化

ニ
ー

ズ
予

測
作

業
自

動
化

音
声

認
識

画
像

認
識

動
画

認
識

言
語

解
析

現
時

点
で

AI
が

で
き

る
こ

と
は

大
き

く
「

識
別

」
「

予
測

」
「

実
行

」
に

分
類

さ
れ

る
。

識
別

・
予

測
の

精
度

が
向

上
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
適

用
分

野
が

広
が

り
、

複
数

の
技

術
を

結
合

し
て

実
用

化
さ

れ
る

。
次

に
、

AI
が

自
分

の
行

動
と

そ
の

結
果

を
分

析
し

、
高

度
な

行
動

計
画

が
可

能
に

な
る

。
さ

ら
に

、
行

動
の

分
析

が
高

度
化

し
、

試
行

錯
誤

の
よ

う
な

連
続

的
な

行
動

デ
ー

タ
を

解
析

で
き

る
よ

う
に

な
る

と
実

用
化

の
範

囲
が

広
が

る
。

Io
T住

宅
・

ス
マ

ー
ト

ハ
ウ

ス
の

一
例

で
説

明
す

る
と

下
記

の
通

り
で

あ
る

。
「

識
別

」
=

室
内

に
設

置
し

た
カ

メ
ラ

が
収

集
し

た
画

像
や

動
画

を
認

識
す

る
。

「
予

測
」

=
学

習
し

た
デ

ー
タ

・
蓄

積
さ

れ
た

デ
ー

タ
を

元
に

不
審

者
で

あ
る

と
予

測
す

る
。

「
実

行
」

=
警

備
会

社
に

自
動

で
通

報
す

る
。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

3
0

○
A
Iは

、
汎

用
型

A
Iと

特
化

型
A
I 

2
種

類
に

分
類

さ
れ

る
。

Io
T
で

使
わ

れ
る

A
Iは

、
主

に
特

化
型

A
Iで

あ
る

。

2
.1

Io
T
と

は
「

A
Iの

種
類

」

汎
用

型
A
I

理
解

可
能

持
っ

て
い

る
(自

意
識

の
あ

る
よ

う
な

)
意

識
・

思
考

・
心

特
化

型
A
I

理
解

不
可

能

持
っ

て
い

な
い

(持
つ

必
要

が
な

い
)

人
間

と
同

様
様

々
な

タ
ス

ク
可

能
知

的
能

力
処

理
能

力
人

間
を

模
倣

1
つ

の
タ

ス
ク

人
間

の
言

葉
問

題
の

本
質

ド
ラ

え
も

ん
鉄

腕
ア

ト
ム

囲
碁

「
A
lp

h
a
G

o
」

将
棋

「
P
o
n
a
n
za

」
例

(イ
メ

ー
ジ

)

「
汎

用
型

AI
」

と
「

特
化

型
AI

」
2種

類
あ

る
。

汎
用

型
は

「
強

い
AI

」
と

ほ
ぼ

同
義

で
、

正
し

い
入

力
と

出
力

を
備

え
、

適
切

に
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
与

え
ら

れ
、

問
題

を
本

当
の

意
味

で
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

、
人

間
と

同
じ

よ
う

に
意

識
・

思
考

を
持

っ
て

い
る

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

。
人

間
と

同
様

の
知

的
能

力
を

持
ち

、
自

意
識

を
持

っ
た

よ
う

な
振

る
舞

い
の

で
き

る
。

特
定

の
作

業
だ

け
で

な
く

、
与

え
ら

れ
た

情
報

を
元

に
自

ら
考

え
ど

ん
な

タ
ス

ク
で

も
処

理
で

き
る

。

特
化

型
は

「
弱

い
AI

」
と

ほ
ぼ

同
義

で
、

意
識

・
思

考
を

持
た

な
い

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

。
心

を
持

つ
必

要
は

な
く

、
1つ

の
タ

ス
ク

に
特

化
し

て
い

る
。

人
工

知
能

。
現

在
の

研
究

は
特

化
型

が
多

い
。

30

一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

3
1

監
視

す
る

操
作

す
る

警
告

す
る

連
携

す
る

○
Io

T
は

「
監

視
す

る
」

「
操

作
す

る
」

「
警

告
す

る
」

「
連

携
す

る
」

こ
と

が
で

き
る

。

2
.1

Io
T
と

は
「

Io
T
が

で
き

る
こ

と
」

Io
Tが

で
き

る
こ

と
は

主
に

4つ
あ

る
。

各
詳

細
は

次
頁

以
降

で
説

明
す

る
。

①
監

視
す

る
：

離
れ

た
と

こ
ろ

に
あ

る
モ

ノ
・

ヒ
ト

・
環

境
な

ど
を

見
守

り
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

。
②

操
作

す
る

：
離

れ
た

と
こ

ろ
に

あ
る

モ
ノ

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
。

③
警

告
す

る
：

デ
バ

イ
ス

か
ら

収
集

し
た

デ
ー

タ
か

ら
異

常
を

検
知

し
て

知
ら

せ
る

。
④

連
携

す
る

：
離

れ
た

モ
ノ

同
士

で
リ

ン
ク

し
て

デ
ー

タ
を

送
受

信
し

て
ア

ク
シ

ョ
ン

を
お

こ
す

。
①

②
③

で
も

連
携

は
あ

る
が

、
④

は
ヒ

ト
の

意
図

的
な

言
動

を
き

っ
か

け
と

せ
ず

に
自

動
連

携
す

る
こ

と
を

指
す

。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

3
2

2
.1

Io
T
と

は
「

Io
T
が

で
き

る
こ

と
」

監
視

カ
メ

ラ
ポ

ッ
ト

・
浄

水
器

○
離

れ
た

と
こ

ろ
に

あ
る

モ
ノ

・
ヒ

ト
・

環
境

な
ど

を
見

守
り

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

る
。

ラ
イ

ト

①
監

視
す

る
：

離
れ

た
と

こ
ろ

に
あ

る
モ

ノ
・

ヒ
ト

・
環

境
な

ど
を

見
守

り
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

。
例

え
ば

、
下

記
の

よ
う

な
こ

と
が

で
き

る
。

例
1：

自
宅

に
い

る
子

ど
も

や
ペ

ッ
ト

の
様

子
を

カ
メ

ラ
で

撮
影

し
、

外
出

先
か

ら
ス

マ
ホ

で
撮

影
さ

れ
た

画
像

・
動

画
を

確
認

す
る

。
例

2：
ポ

ッ
ト

、
浄

水
器

、
エ

ア
コ

ン
、

お
風

呂
等

、
室

内
に

あ
る

家
電

・
設

備
の

使
用

状
況

か
ら

、
離

れ
て

暮
ら

す
家

族
の

安
否

を
確

認
す

る
。

例
3：

ド
ア

や
窓

に
取

り
付

け
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ラ
イ

ト
(セ

ン
サ

ー
)に

よ
っ

て
、

侵
入

者
や

戸
締

り
の

状
況

を
外

出
先

か
ら

確
認

す
る

。
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2
.1

Io
T
と

は
「

Io
T
が

で
き

る
こ

と
」

操
作

ス
マ

ー
ト

ス
ピ

ー
カ

ー
ス

マ
ホ

イ
ン

タ
ー

ホ
ン

○
離

れ
た

と
こ

ろ
に

あ
る

モ
ノ

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
。

②
操

作
す

る
：

離
れ

た
と

こ
ろ

に
あ

る
モ

ノ
を

遠
隔

か
ら

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
る

。
ス

マ
ホ

や
音

声
で

機
器

を
操

作
し

た
り

、
デ

バ
イ

ス
同

士
が

連
携

し
て

作
動

す
る

。

例
1：

ス
マ

ー
ト

ス
ピ

ー
カ

ー
に

「
朝

の
準

備
を

し
て

」
と

言
っ

て
、

カ
ー

テ
ン

を
開

け
る

＆
リ

ビ
ン

グ
の

照
明

を
つ

け
る

＆
天

気
予

報
を

聞
く

。
例

2：
外

出
先

か
ら

ス
マ

ホ
操

作
で

自
宅

の
風

呂
に

給
湯

す
る

、
エ

ア
コ

ン
を

つ
け

る
（

帰
宅

後
す

る
に

お
風

呂
に

入
れ

る
、

暖
か

い
部

屋
に

な
っ

て
い

る
）

例
3：

学
校

か
ら

帰
宅

し
た

子
ど

も
が

イ
ン

タ
ー

ホ
ン

を
鳴

ら
し

た
情

報
を

ス
マ

ホ
で

受
信

し
、

外
出

先
か

ら
ス

マ
ホ

操
作

で
外

出
先

か
ら

玄
関

を
開

錠
す

る
。
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団
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来
研

究
所
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2
.1

Io
T
と

は
「

Io
T
が

で
き

る
こ

と
」

警
告

○
デ

バ
イ

ス
か

ら
収

集
し

た
デ

ー
タ

か
ら

異
常

を
検

知
し

て
知

ら
せ

る
。

エ
ア

コ
ン

等
火

災
探

知
器

洗
濯

機

③
警

告
す

る
：

デ
バ

イ
ス

か
ら

収
集

し
た

デ
ー

タ
か

ら
異

常
を

検
知

し
て

知
ら

せ
る

。
Io

Tで
使

用
す

る
デ

バ
イ

ス
は

、
取

得
し

た
デ

ー
タ

を
AI

の
機

械
学

習
に

よ
り

で
使

い
勝

手
が

向
上

す
る

。

例
1：

エ
ア

コ
ン

等
の

家
電

が
故

障
す

る
前

に
異

常
を

察
知

し
て

、
修

理
が

必
要

な
こ

と
を

ス
マ

ホ
に

通
知

す
る

例
2：

火
災

探
知

器
が

火
事

を
検

知
し

て
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

会
社

に
通

報
す

る
例

3：
洗

濯
が

終
わ

っ
た

ら
、

テ
レ

ビ
画

面
に

完
了

通
知

が
表

示
さ

れ
る

34
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Io
T
と

は
「

Io
T
が

で
き

る
こ

と
」

連
携

○
離

れ
た

モ
ノ

同
士

で
リ

ン
ク

し
て

デ
ー

タ
を

送
受

信
し

て
ア

ク
シ

ョ
ン

を
お

こ
す

。

車
信

号
ド

ロ
ー

ン

配
送

ロ
ボ

ッ
ト

車
車

④
連

携
す

る
：

離
れ

た
モ

ノ
同

士
で

リ
ン

ク
し

て
デ

ー
タ

を
送

受
信

し
て

ア
ク

シ
ョ

ン
を

お
こ

す
。

例
え

ば
、

下
記

の
よ

う
な

こ
と

が
で

き
る

。

例
1：

車
-車

：
車

と
車

の
間

で
通

信
を

行
う

こ
と

で
、

車
同

士
の

衝
突

を
防

い
だ

り
、

人
や

障
害

物
を

避
け

た
り

す
る

。
例

2：
車

-信
号

機
：

信
号

機
か

ら
の

デ
ー

タ
を

車
が

受
信

す
る

こ
と

で
赤

信
号

の
場

合
は

自
動

的
に

車
が

速
度

を
落

と
す

。
例

3：
ド

ロ
ー

ン
‐

配
送

ロ
ボ

ッ
ト

：
ド

ロ
ー

ン
が

配
送

ロ
ボ

ッ
ト

を
検

知
し

、
配

送
ロ

ボ
ッ

ト
の

荷
台

に
荷

物
を

落
下

す
る

。 35
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

3
6

○
Io

T
で

取
得

し
た

デ
ー

タ
を

十
分

に
活

用
し

て
、

価
値

を
創

出
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

2
.1

Io
T
と

は
「

建
築

Io
T
の

世
界

観
」

デ
ー

タ
ヒ

ト
の

状
態

・
位

置
・

動
作

モ
ノ

の
状

態
・

位
置

・
動

作

環
境

の
状

態

可
視

化
工

事
進

捗
状

況
設

備
稼

働
状

況

作
業

員
の

体
調

分
析

価
値

現
場

の
危

険
性

作
業

の
予

実

工
事

遅
延

の
回

避
設

備
故

障
の

予
知

作
業

品
質

改
善

事
故

予
防

作
業

の
見

通
し

収
益

性
の

向
上

生
産

性
の

向
上

ノ
ウ

ハ
ウ

継
承

働
き

方
改

革
安

全
性

の
向

上

ア
ク

シ
ョ

ン
提

示

Io
Tの

仕
組

み
を

つ
く

っ
た

だ
け

で
、

私
た

ち
が

メ
リ

ッ
ト

を
享

受
で

き
な

け
れ

ば
意

味
が

な
い

。
メ

リ
ッ

ト
を

享
受

す
る

た
め

に
は

、
取

得
し

た
デ

ー
タ

を
十

分
に

活
用

す
る

必
要

が
あ

る
。

デ
ー

タ
の

「
可

視
化

」
段

階
に

と
ど

ま
ら

ず
、

そ
の

上
位

に
あ

る
「

分
析

」
段

階
で

、
価

値
あ

る
デ

ー
タ

の
組

み
合

わ
せ

を
発

見
し

、
確

実
に

「
価

値
」

を
創

出
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

デ
ー

タ
＝

ヒ
ト

の
状

態
・

位
置

・
動

作
、

モ
ノ

の
状

態
・

位
置

・
動

作
、

環
境

の
状

態
可

視
化

＝
工

事
進

捗
状

況
、

設
備

稼
働

状
況

、
作

業
の

予
実

、
作

業
員

の
体

調
、

現
場

の
危

険
性

分
析

＝
工

事
遅

延
の

回
避

、
設

備
故

障
の

予
知

、
作

業
の

見
通

し
、

作
業

品
質

改
善

、
事

故
予

防
、

ア
ク

シ
ョ

ン
提

示
価

値
＝

安
全

性
の

向
上

、
生

産
性

の
向

上
、

収
益

性
の

向
上

、
ノ

ウ
ハ

ウ
継

承
、

働
き

方
改

革

36
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○
建

築
現

場
の

Io
T
は

、
従

来
よ

り
「

少
な

い
人

数
」

×
「

少
な

い
施

工
日

数
」

で
同

じ
工

事
量

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
生

産
性

(1
人

1
日

当
た

り
の

仕
事

量
)を

増
や

す
こ

と
に

貢
献

す
る

。

【
参

考
】

生
産

性
の

向
上 生
産

性
(1

人
1
日

当
た

り
の

仕
事

量
)

施
工

日
数

人
数

減

減

増

建
築

現
場

の
Io

Tは
、

従
来

よ
り

「
少

な
い

人
数

」
×

「
少

な
い

施
工

日
数

」
で

同
じ

工
事

量
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

生
産

性
(1

人
1日

当
た

り
の

仕
事

量
)を

増
や

す
こ

と
に

貢
献

す
る

。

人
数

を
減

ら
す

観
点

：
Io

Tの
導

入
に

よ
り

、
労

働
者

の
減

少
分

を
保

管
で

き
、

省
人

化
を

推
進

す
る

。
施

工
日

数
を

減
ら

す
観

点
：

Io
Tの

導
入

に
よ

り
、

現
場

作
業

が
高

度
化

・
効

率
化

し
、

施
工

日
数

を
短

縮
し

、
休

日
を

増
や

す
。

現
場

作
業

の
高

度
化

と
は

、
前

述
の

「
安

全
性

の
向

上
」

に
も

つ
な

が
る

。
ま

た
、

休
日

を
増

や
す

こ
と

は
「

働
き

方
改

革
」

に
も

な
る

。
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一
般
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団

法
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四
十
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未

来
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3
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2
.2

Io
T
デ

バ
イ

ス

仮
想

空
間

現
実

空
間

デ
ジ

タ
ル

機
器

・
ア

ク
チ

ュ
エ

ー
タ

ー
に

よ
る

モ
ノ

・
ヒ

ト
・

環
境

の
可

視
化

・
自

動
化

・
最

適
化

セ
ン

サ
ー

に
よ

る
モ

ノ
・

ヒ
ト

・
環

境
の

情
報

検
知

・
収

集

デ
ー

タ
の

蓄
積

デ
ー

タ
の

処
理

・
分

析

○
Io

T
デ

バ
イ

ス
に

は
、

情
報

を
検

知
・

収
集

す
る

セ
ン

サ
ー

と
、

情
報

を
可

視
化

・
モ

ノ
を

自
動

操
作

・
最

適
化

す
る

デ
ジ

タ
ル

機
器

・
ア

ク
チ

ュ
エ

ー
タ

ー
が

あ
る

。

Io
Tで

使
わ

れ
る

デ
バ

イ
ス

は
、

一
般

的
な

「
デ

ジ
タ

ル
機

器
」

の
一

種
で

あ
る

が
、

役
割

で
分

け
る

と
「

セ
ン

サ
ー

」
と

「
ア

ク
チ

ュ
エ

ー
タ

ー
」

が
あ

る
。

情
報

活
用

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め
に

は
、

現
実

の
世

界
に

あ
る

モ
ノ

・
ヒ

ト
・

環
境

の
あ

り
の

ま
ま

の
状

態
・

位
置

・
動

作
な

ど
の

ア
ナ

ロ
グ

情
報

を
検

知
し

て
デ

ジ
タ

ル
情

報
(デ

ー
タ

)と
し

て
収

集
す

る
セ

ン
サ

が
必

要
で

あ
る

。
そ

の
意

味
で

、
セ

ン
サ

は
「

Io
Tの

眼
や

耳
」

と
い

え
る

。

一
方

で
、

デ
ー

タ
を

収
集

し
た

だ
け

で
は

現
実

世
界

を
よ

り
良

く
す

る
（

例
：

便
利

、
快

適
、

時
短

、
効

率
化

な
ど

）
こ

と
は

で
き

な
い

。
収

集
し

た
デ

ー
タ

を
処

理
・

分
析

し
、

そ
の

結
果

か
ら

得
た

知
見

に
よ

っ
て

、
現

実
世

界
の

モ
ノ

・
ヒ

ト
・

環
境

の
状

態
・

位
置

・
動

作
な

ど
を

改
善

す
る

仕
組

み
も

必
要

で
あ

る
。

そ
の

役
割

を
果

た
す

の
が

、
ア

ク
チ

ュ
エ

ー
タ

ー
で

あ
る

(Io
Tで

は
、

セ
ン

サ
ー

と
同

義
・

同
一

の
場

合
も

あ
る

)そ
の

意
味

で
、

ア
ク

チ
ュ

エ
ー

タ
ー

は
「

Io
T手

や
足

」
と

い
え

る
。

実
際

に
は

セ
ン

サ
ー

と
い

う
名

前
や

独
立

し
た

機
器

で
は

な
く

、
既

に
あ

る
も

の
(室

内
で

あ
れ

ば
、

住
宅

設
備

や
家

電
)に

内
蔵

・
搭

載
さ

れ
て

い
る

デ
バ

イ
ス

も
あ

る
。

例
え

ば
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
は

、
映

像
、

音
声

、
指

紋
、

照
度

、
位

置
な

ど
様

々
な

現
実

世
界

の
情

報
を

検
知

す
る

セ
ン

サ
ー

が
搭

載
さ

れ
て

い
る

た
め

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
従

来
の

機
能

を
使

う
だ

け
で

な
く

、
Io

Tデ
バ

イ
ス

と
し

て
も

活
用

で
き

る
。
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Io
T
デ

バ
イ

ス
「

セ
ン

サ
ー

と
リ

ー
ダ

ー
と

の
違

い
」

S
e
n
so

r

セ
ン

サ
ー

モ
ノ

・
ヒ

ト
・

環
境

の
情

報

モ
ノ

=
形

状
、

重
量

、
質

感
、

速
度

ヒ
ト

＝
体

温
、

心
拍

数
、

脳
波

、
角

度
、

位
置

、
動

作
、

環
境

＝
気

温
、

湿
度

、
光

、
音

、
に

お
い

対
象

の
例

R
e
a
d
e
r

リ
ー

ダ
ー

人
工

的
記

録
情

報

バ
ー

コ
ー

ド
、

Q
R

コ
ー

ド
IC

カ
ー

ド
、

ク
レ

ジ
ッ

ト
カ

ー
ド

R
F
ID

(R
a
d
io

 F
re

q
u
e
n
cy

 I
D

e
n
ti
fi
e
r）

対
象

目
に

見
え

な
い

も
の

も
可

能
静

的
＆

動
的

な
も

の
目

に
見

え
る

物
理

的
媒

体
の

み
原

則
と

し
て

静
的

な
も

の
特

徴

○
リ

ー
ダ

ー
が

、
人

工
的

な
記

録
情

報
を

読
み

取
る

の
に

対
し

て
、

セ
ン

サ
は

、
モ

ノ
・

ヒ
ト

・
環

境
に

関
す

る
情

報
を

検
知

す
る

感
知

器
で

あ
る

。

バ
ー

コ
ー

ド
や

Q
Rコ

ー
ド

な
ど

を
読

み
取

る
リ

ー
ダ

ー
が

、
人

工
的

な
記

録
情

報
を

読
み

取
る

の
に

対
し

て
、

セ
ン

サ
は

、
モ

ノ
・

ヒ
ト

・
環

境
に

関
す

る
情

報
を

検
知

す
る

感
知

器
で

あ
る

。

リ
ー

ダ
ー

は
、

目
に

見
え

る
物

理
的

媒
体

、
例

え
ば

、
バ

ー
コ

ー
ド

や
Q

Rコ
ー

ド
、

キ
ャ

ッ
シ

ュ
カ

ー
ド

や
ク

レ
ジ

ッ
ト

カ
ー

ド
、

RF
ID

な
ど

を
読

み
取

る
も

の
で

あ
る

。
※

RF
ID

=
バ

ー
コ

ー
ド

で
タ

グ
を

1枚
1枚

ス
キ

ャ
ン

す
る

の
で

は
な

く
、

電
波

で
複

数
タ

グ
を

一
気

に
ス

キ
ャ

ン
す

る
シ

ス
テ

ム
。

電
波

を
用

い
て

RF
タ

グ
の

デ
ー

タ
を

非
接

触
で

読
み

書
き

す
る

。
電

波
が

届
く

範
囲

で
あ

れ
ば

、
タ

グ
が

遠
く

に
あ

っ
て

も
読

み
取

り
が

可
能

)

セ
ン

サ
ー

は
、

目
に

見
え

な
い

も
の

も
感

知
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

例
え

ば
、

ヒ
ト

の
位

置
や

動
作

は
見

え
る

情
報

だ
が

、
体

温
な

ど
の

生
体

(バ
イ

タ
ル

)デ
ー

タ
は

見
え

な
い

。
ど

の
よ

う
な

対
象

か
ら

ど
の

よ
う

な
デ

ー
タ

を
取

得
で

き
る

か
が

重
要

で
あ

る
。

様
々

な
物

理
量

・
化

学
量

を
検

知
す

る
セ

ン
サ

ー
は

、
既

存
の

機
器

に
組

み
込

ま
れ

て
様

々
な

用
途

に
活

用
さ

れ
て

い
る

。
例

え
ば

、
住

宅
に

設
置

す
る

エ
ア

コ
ン

に
内

蔵
さ

れ
た

セ
ン

サ
ー

は
、

自
動

で
室

温
を

計
測

し
て

室
温

を
最

適
化

す
る

。
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Io
T
デ

バ
イ

ス
「

セ
ン

サ
ー

=
感

覚
器

」

○
多

種
多

様
な

情
報

を
収

集
で

き
る

セ
ン

サ
ー

は
「

人
間

の
感

覚
器

」
い

わ
ゆ

る
「

五
感

」
に

例
え

る
こ

と
が

多
い

。

カ
メ

ラ
・

ビ
デ

オ 目

マ
イ

ク
ス

マ
ー

ト
ス

ピ
ー

カ
ー 耳

質
感

セ
ン

サ
ー

温
湿

度
セ

ン
サ

ー

皮
膚

味
覚

セ
ン

サ
ー

舌香
気

セ
ン

サ
ー

臭
気

セ
ン

サ
ー

鼻

多
種

多
様

な
情

報
を

収
集

で
き

る
セ

ン
サ

ー
は

「
人

間
の

感
覚

器
」

い
わ

ゆ
る

「
五

感
」

に
例

え
る

こ
と

が
多

い
。

カ
メ

ラ
は

、
視

覚
情

報
(テ

キ
ス

ト
、

写
真

、
画

像
、

動
画

、
位

置
、

形
状

、
動

作
、

光
な

ど
)を

取
得

す
る

目
。

マ
イ

ク
・

ス
マ

ー
ト

ス
ピ

ー
カ

ー
は

、
聴

覚
情

報
(機

械
な

ど
が

発
す

る
音

、
人

間
の

声
な

ど
)を

取
得

す
る

耳
。

温
度

セ
ン

サ
ー

・
湿

度
セ

ン
サ

ー
は

、
触

覚
情

報
(質

感
、

気
温

、
圧

力
な

ど
)を

取
得

す
る

皮
膚

。
香

気
セ

ン
サ

ー
・

臭
気

セ
ン

サ
ー

は
匂

い
・

嗅
覚

に
関

す
る

情
報

(煙
、

空
気

な
ど

)を
取

得
す

る
鼻

。
味

覚
セ

ン
サ

ー
は

、
味

の
感

覚
(甘

い
、

辛
い

、
酸

っ
ぱ

い
、

旨
味

な
ど

)を
取

得
す

る
舌

。

ま
た

、
セ

ン
サ

ー
は

「
接

触
型

」
と

「
非

接
触

型
」

と
い

う
分

類
も

あ
る

。
こ

こ
で

は
、

皮
膚

・
舌

に
該

当
す

る
セ

ン
サ

ー
は

、
物

理
的

に
接

触
す

る
こ

と
で

デ
ー

タ
を

収
集

す
る

「
接

触
型

」
目

・
耳

・
鼻

に
該

当
す

る
セ

ン
サ

ー
は

、
「

非
接

触
型

」
で

あ
る

。
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2
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Io
T
デ

バ
イ

ス
「

Io
T
デ

バ
イ

ス
の

役
割

」

●
在

宅
o
r外

出
●

昼
間

o
r夜

間
●

仕
事

o
r休

暇
●

平
日

o
r週

末
●

睡
眠

o
r活

動
：

●
セ

ン
サ

ー
●

セ
ン

サ
ー

が
組

み
込

ま
れ

た
機

器

●
住

設
●

家
電

●
建

材
●

操
作

●
通

知
●

S
M

S
●

メ
ー

ル
●

ア
プ

リ
：

L
if

e
生

活
T
ri

g
g
e
r

き
っ

か
け

A
ct

io
n

行
動

○
Io

T
デ

バ
イ

ス
の

役
割

は
、

①
生

活
パ

タ
ー

ン
・

生
活

シ
ー

ン
と

の
組

合
せ

に
よ

り
ア

ク
シ

ョ
ン

の
き

っ
か

け
を

つ
く

る
こ

と
、

②
最

適
な

ア
ク

シ
ョ

ン
を

起
こ

す
こ

と
で

あ
る

。

Io
Tデ

バ
イ

ス
の

役
割

は
、

①
生

活
パ

タ
ー

ン
・

生
活

シ
ー

ン
と

の
組

合
せ

で
ア

ク
シ

ョ
ン

の
き

っ
か

け
を

つ
く

る
こ

と
、

②
ア

ク
シ

ョ
ン

を
起

こ
す

こ
と

で
あ

る
。

人
間

の
生

活
、

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
は

個
々

人
で

異
な

る
。

自
分

が
生

活
す

る
中

で
接

す
る

モ
ノ

や
環

境
が

「
自

動
で

」
「

最
適

な
」

状
態

に
な

っ
た

と
し

た
ら

、
自

分
に

と
っ

て
精

神
的

に
も

肉
体

的
に

も
ス

ト
レ

ス
な

く
快

適
で

便
利

で
安

全
な

日
々

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
。

デ
バ

イ
ス

は
、

私
た

ち
の

様
々

な
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

、
つ

ま
り

「
い

つ
」

「
ど

こ
で

」
「

ど
ん

な
」

こ
と

を
し

て
い

る
か

に
合

わ
せ

て
、

身
の

回
り

の
モ

ノ
・

環
境

を
最

適
化

す
る

よ
う

な
行

動
を

行
う

「
き

っ
か

け
を

つ
く

っ
て

く
れ

る
も

の
」

、
そ

の
き

っ
か

け
を

も
と

に
「

自
ら

行
動

し
て

く
れ

る
も

の
」

で
あ

る
。
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4
2

○
Io

T
化

さ
れ

た
住

宅
と

は
ど

ん
な

家
な

の
か

。
Io

T
住

宅
の

B
e
fo

re
/A

ft
e
r。

出
所

h
tt

p
s:

//
fo

re
st

.t
o
p
p
a
n
.c

o
.j
p
/p

ro
d
u
ct

s/
o
u
r-

st
o
ry

.h
tm

l

配
線

が
ご

ち
ゃ

ご
ち

ゃ
情

報
が

見
え

る
だ

け

ス
ッ

キ
リ

し
た

デ
ザ

イ
ン

性
の

あ
る

家
情

報
が

つ
な

が
っ

て
便

利
・

快
適

・
安

全
な

家

自
分

で
情

報
を

探
す

セ
ン

サ
ー

が
人

を
見

守
り

自
動

で
情

報
提

供
す

る
家

2
.2

Io
T
デ

バ
イ

ス
「

Io
T
住

宅
と

は
ど

ん
な

家
？

」

Io
T住

宅
の

Be
fo

re
/A

fte
r。

住
宅

が
Io

T化
す

る
と

何
が

う
れ

し
い

の
か

。
左

右
は

建
材

Io
Tの

メ
リ

ッ
ト

、
真

ん
中

は
Io

T住
宅

を
情

報
統

合
管

理
シ

ス
テ

ム
化

し
た

場
合

の
メ

リ
ッ

ト
の

イ
メ

ー
ジ

で
あ

る
。

(左
)B

ef
or

e「
見

た
目

だ
け

で
機

能
が

な
い

」
従

来
は

人
間

が
自

分
で

ア
プ

リ
な

ど
デ

ジ
タ

ル
端

末
の

機
能

に
ア

ク
セ

ス
す

る
(情

報
は

自
分

で
意

図
的

に
取

り
に

行
か

な
い

と
取

れ
な

い
プ

ル
型

)の
生

活
だ

っ
た

。
→

Af
te

r
洗

面
台

の
鏡

の
前

に
立

つ
と

必
要

な
情

報
(今

日
の

天
気

、
今

日
の

予
定

な
ど

)が
表

示
さ

れ
る

。
住

宅
が

Io
T化

す
る

と
、

必
要

な
時

に
必

要
な

情
報

が
自

分
の

見
え

る
場

所
に

自
動

的
に

表
示

さ
れ

る
(情

報
が

自
動

提
供

さ
れ

る
プ

ッ
シ

ュ
型

)生
活

に
な

る
。

(中
)B

ef
or

e「
情

報
が

見
え

る
だ

け
」

普
段

使
用

す
る

デ
ジ

タ
ル

機
器

・
家

電
に

デ
ー

タ
が

表
示

さ
れ

確
認

す
る

こ
と

は
で

き
る

が
、

そ
の

デ
ー

タ
は

サ
ー

バ
ー

に
保

管
さ

れ
る

わ
け

で
も

、
他

の
デ

バ
イ

ス
に

共
有

さ
れ

る
わ

け
で

も
、

デ
ー

タ
が

処
理

・
分

析
さ

れ
る

わ
け

で
も

な
い

。
→

Af
te

r
自

分
自

身
、

お
よ

び
、

自
分

を
取

り
巻

く
モ

ノ
・

サ
ー

ビ
ス

の
情

報
が

一
元

管
理

さ
れ

る
。

デ
ー

タ
は

1ヶ
所

で
管

理
さ

れ
て

い
る

た
め

、
デ

ー
タ

精
度

が
高

く
、

組
み

合
わ

せ
て

活
用

す
る

こ
と

も
で

き
る

。

(右
)B

ef
or

e 
「

配
線

が
ご

ち
ゃ

ご
ち

ゃ
」

Io
T化

さ
れ

る
前

は
デ

ジ
タ

ル
機

器
を

動
か

す
た

め
に

電
源

コ
ー

ド
が

複
数

必
要

で
タ

コ
足

配
線

に
な

っ
て

い
た

り
、

見
た

目
が

よ
く

な
か

っ
た

。
→

Af
te

r
Io

T建
材

を
使

う
と

生
活

が
便

利
・

快
適

に
な

る
こ

と
は

も
ち

ろ
ん

、
生

活
空

間
が

ス
ッ

キ
リ

し
て

デ
ザ

イ
ン

的
に

優
れ

た
空

間
に

な
る

。
副

次
的

な
メ

リ
ッ

ト
で

あ
る

。
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Io
T
デ

バ
イ

ス
「

Io
T
住

宅
の

デ
バ

イ
ス

」

○
Io

T
住

宅
で

使
わ

れ
る

セ
ン

サ
ー

以
外

の
デ

バ
イ

ス
は

、
建

材
、

住
設

、
家

電
な

ど
多

様
。

住
設

建
材

家
電

■
床

材
■

壁
材

■
門

扉
■

玄
関

ド
ア

■
窓

■
シ

ャ
ッ

タ
ー

：

■
風

呂
■

ト
イ

レ
■

洗
面

台
■

照
明

■
カ

ー
テ

ン
■

ブ
ラ

イ
ン

ド
■

給
湯

器
■

エ
ア

コ
ン

■
宅

配
ボ

ッ
ク

ス
■

イ
ン

タ
ー

フ
ォ

ン
■

火
災

報
知

器
■

太
陽

光
発

電
■

蓄
電

設
備

■
H

E
M

S ：

■
テ

レ
ビ

■
リ

モ
コ

ン
■

冷
蔵

庫
■

洗
濯

機
■

掃
除

機
■

掃
除

ロ
ボ

ッ
ト

■
オ

ー
ブ

ン
レ

ン
ジ

■
ポ

ッ
ト

■
浄

水
器

■
炊

飯
器

：

住
設

：
毎

日
暮

ら
す

空
間

に
身

近
に

あ
る

設
備

が
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
つ

な
が

り
、

よ
り

快
適

で
便

利
な

暮
ら

し
が

実
現

す
る

。
帰

宅
し

た
ら

人
感

セ
ン

サ
で

自
動

で
開

く
門

扉
、

玄
関

ド
ア

を
開

け
た

ら
自

動
で

点
灯

す
る

リ
ビ

ン
グ

の
シ

ー
リ

ン
グ

ラ
イ

ト
、

朝
起

き
た

ら
自

動
で

開
く

カ
ー

テ
ン

、
気

温
・

湿
度

・
CO

2を
計

測
し

、
窓

/ブ
ラ

イ
ン

ド
/カ

ー
テ

ン
を

自
動

開
閉

し
て

、
よ

り
便

利
で

健
康

的
な

環
境

を
作

る
こ

と
が

で
き

る
。

家
電

：
家

電
は

、
住

設
や

建
材

と
比

べ
る

と
、

液
晶

表
示

な
ど

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

つ
な

が
ら

な
い

デ
ジ

タ
ル

化
は

さ
れ

て
い

た
。

家
電

自
体

は
住

宅
の

一
部

で
は

な
い

が
、

住
宅

空
間

に
あ

り
毎

日
使

う
も

の
が

多
い

。
そ

し
て

、
Io

T住
宅

で
は

同
じ

セ
ン

サ
を

搭
載

し
た

デ
ジ

タ
ル

機
器

と
し

て
、

家
電

同
士

、
ま

た
、

住
設

や
建

材
と

「
つ

な
が

る
」

こ
と

で
新

た
な

価
値

を
生

ん
で

い
る

。
ま

た
、

従
来

「
家

具
」

に
分

類
さ

れ
て

い
る

も
の

で
デ

バ
イ

ス
と

な
る

も
の

も
あ

る
(例

：
起

床
時

間
を

知
ら

せ
る

ベ
ッ

ド
)

建
材

：
住

宅
内

は
様

々
な

が
デ

ジ
タ

ル
機

器
で

あ
ふ

れ
、

室
内

が
ご

ち
ゃ

ご
ち

ゃ
し

て
し

ま
い

、
片

付
け

る
手

間
が

か
か

っ
た

り
ス

ト
レ

ス
を

感
じ

た
り

す
る

こ
と

も
あ

り
う

る
。

し
か

し
、

建
材

の
場

合
は

、
建

物
の

一
部

で
あ

る
た

め
、

そ
こ

に
あ

る
こ

と
を

意
識

す
る

こ
と

が
な

く
デ

ザ
イ

ン
性

も
高

め
な

が
ら

、
さ

り
げ

な
く

デ
ー

タ
を

収
集

す
る

。
例

え
ば

、
位

置
セ

ン
サ

ー
・

圧
力

セ
ン

サ
ー

で
居

住
者

を
見

守
る

床
材

な
ど

、
快

適
な

暮
ら

し
と

安
心

と
い

う
メ

リ
ッ

ト
を

得
ら

れ
る

。

Io
T活

用
は

住
宅

の
電

力
制

御
シ

ス
テ

ム
の

活
用

に
も

繋
が

る
。

H
EM

S（
H

om
e 

En
er

gy
 M

an
ag

em
en

t S
ys

te
m

）
は

太
陽

光
発

電
な

ど
で

得
ら

れ
た

発
電

量
及

び
建

物
内

で
使

用
し

た
電

力
量

と
電

力
市

場
関

連
情

報
に

基
づ

い
て

、
電

力
使

用
量

と
売

電
量

を
自

動
制

御
す

る
シ

ス
テ

ム
で

あ
る

。
エ

ネ
ル

ギ
ー

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
行

う
機

器
に

よ
り

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

が
最

適
に

な
る

よ
う

自
動

で
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
し

、
ス

マ
ホ

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

な
ど

で
、

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

使
用

状
況

を
確

認
し

、
節

電
意

識
の

向
上

に
つ

な
が

る
。

さ
ら

に
給

湯
器

や
太

陽
光

発
電

な
ど

の
再

エ
ネ

と
家

電
を

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

で
結

び
、

CO
2の

排
出

を
削

減
す

る
。

電
力

価
格

が
安

い
時

は
売

電
せ

ず
に

蓄
電

し
て

、
電

力
価

格
が

高
い

時
は

売
電

す
る

。
自

家
発

電
し

た
電

力
は

、
自

分
の

住
宅

で
使

用
し

た
り

、
EV

(E
le

ct
ric

Ve
hi

cl
e)

電
気

自
動

車
の

充
電

に
も

使
え

る
。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

4
4

2
.2

Io
T
デ

バ
イ

ス
「

Io
T
住

宅
の

デ
バ

イ
ス

接
続

」

○
デ

バ
イ

ス
は

単
独

で
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
接

続
す

る
だ

け
で

な
く

、
複

数
の

デ
バ

イ
ス

同
士

が
つ

な
が

る
こ

と
も

で
き

る
。

ゲ
ー

ト
ウ

エ
イ

W
i-

F
i

ル
ー

タ
ー

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン

ス
マ

ー
ト

ス
ピ

ー
カ

ー

建
材

壁
窓

ド
ア

門
扉

住
設

・
家

電

エ
ア

コ
ン

照
明

風
呂

ト
イ

レ

エ
ネ

ル
ギ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

太
陽

光
発

電
蓄

電
池

セ
ン

サ 温
湿

度
セ

ン
サ

照
度

セ
ン

サ
カ

メ
ラ

E
V

H
E
M

S

人
感

セ
ン

サ

住
宅

で
デ

バ
イ

ス
同

士
を

つ
な

い
で

相
互

に
デ

ー
タ

連
携

す
る

模
式

図
の

例
で

あ
る

。
広

義
で

は
、

こ
の

図
に

描
か

れ
れ

て
い

る
人

以
外

の
モ

ノ
は

す
べ

て
「

デ
バ

イ
ス

」
で

あ
る

。

W
i-F

iル
ー

タ
ー

は
、

他
の

デ
バ

イ
ス

を
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
つ

な
げ

る
通

信
器

で
あ

る
。

比
較

的
、

短
距

離
×

高
速

×
高

消
費

電
力

で
あ

る
。

ゲ
ー

ト
ウ

ェ
イ

は
、

第
1章

で
説

明
し

た
通

り
、

モ
ノ

と
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
中

継
す

る
ル

ー
タ

ー
の

働
き

を
す

る
デ

バ
イ

ス
で

あ
る

。
ゲ

ー
ト

ウ
ェ

イ
を

使
わ

ず
に

直
接

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

つ
な

が
る

こ
と

も
で

き
る

が
、

使
っ

た
ほ

う
が

「
複

数
デ

バ
イ

ス
か

ら
効

率
的

に
デ

ー
タ

収
集

」
「

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
負

荷
が

か
か

ら
な

い
」

「
消

費
電

力
が

小
さ

い
」

と
い

っ
た

メ
リ

ッ
ト

が
あ

る
た

め
、

Io
T住

宅
で

は
使

う
こ

と
が

多
い

。

セ
ン

サ
は

住
宅

以
外

の
Io

T化
で

も
使

わ
れ

る
が

、
建

材
・

住
設

・
家

電
は

Io
T住

宅
な

ら
で

は
の

デ
バ

イ
ス

で
あ

る
。

エ
ネ

ル
ギ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

含
ま

れ
る

デ
バ

イ
ス

は
、

住
設

と
し

て
グ

ル
ー

ピ
ン

グ
す

る
こ

と
も

あ
る

。
EV

(電
気

自
動

車
)は

住
宅

で
は

な
い

が
、

自
家

発
電

シ
ス

テ
ム

の
あ

る
Io

T住
宅

で
は

、
デ

ー
タ

や
電

力
を

や
り

と
り

す
る

た
め

、
Io

T住
宅

を
設

計
す

る
上

で
は

一
緒

に
検

討
す

る
ほ

う
が

よ
い

と
思

わ
れ

る
。
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社
団
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2
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Io
T
デ

バ
イ

ス
「

Io
T
建

材
」

○
建

材
の

Io
T
例

で
あ

る
。

建
材

は
住

宅
の

一
部

で
あ

る
た

め
、

日
常

で
意

識
す

る
こ

と
が

な
く

居
住

者
が

自
分

の
情

報
を

取
得

さ
れ

て
い

る
と

い
う

ス
ト

レ
ス

を
感

じ
な

い
。

壁
が

必
要

な
情

報
を

表
示

す
る

床
が

居
住

者
を

見
守

り
健

康
を

支
援

す
る

建
材

Io
Tの

例
で

あ
る

。
建

材
は

住
宅

の
一

部
で

あ
る

た
め

、
日

常
で

意
識

す
る

こ
と

が
な

く
居

住
者

が
自

分
の

情
報

を
取

得
さ

れ
て

い
る

と
い

う
ス

ト
レ

ス
を

感
じ

な
い

。
住

宅
の

一
部

で
あ

る
建

材
と

一
体

化
し

た
セ

ン
サ

ー
で

日
常

行
動

か
ら

情
報

取
得

し
て

、
例

え
ば

以
下

の
よ

う
な

こ
と

が
で

き
る

。

①
居

住
者

見
守

り
：

床
材

と
組

み
合

わ
さ

れ
た

圧
力

セ
ン

サ
ー

が
、

家
の

中
を

歩
い

て
い

る
人

の
位

置
情

報
を

取
得

す
る

。
位

置
情

報
を

カ
メ

ラ
で

取
得

す
る

場
合

は
、

カ
メ

ラ
で

撮
ら

れ
て

い
る

と
意

識
す

る
と

不
快

感
・

ス
ト

レ
ス

を
感

じ
る

恐
れ

が
あ

る
が

、
こ

の
Io

T床
材

は
普

通
の

床
材

と
の

違
い

は
な

く
、

意
識

し
な

い
た

め
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
を

配
慮

す
る

こ
と

が
で

き
る

た
め

、
ト

イ
レ

や
浴

室
に

も
適

し
て

い
る

。
ト

イ
レ

や
浴

室
か

ら
何

時
間

も
出

て
こ

な
い

場
合

な
ど

異
常

時
に

は
ア

ラ
ー

ト
を

発
し

て
、

遠
方

の
家

族
の

安
否

を
確

認
で

き
る

。

②
健
康
管
理
支
援
：

床
材

に
組

み
込

ま
れ

た
体

組
成

計
に

よ
り

、
日

常
生

活
の

中
で

身
体

情
報

(体
重

、
体

脂
肪

率
な

ど
)を

取
得

す
る

。
家

族
そ

れ
ぞ

れ
の

デ
ー

タ
を

シ
ス

テ
ム

で
管

理
す

る
こ

と
も

で
き

る
。

③
情
報
表
示
：
モ
ニ
タ
代
わ
り
に

情
報

な
ど
を
表
示
す
る

壁
材

。
表

示
時

以
外

は
普

通
の

壁
に

し
か

見
え

な
い

。
ク

ラ
ウ

ド
か

ら
取

得
し

た
個

人
の

予
定

表
(タ

イ
ム

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

)や
家

族
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
、

天
気

な
ど

の
文

字
情

報
が

表
示

さ
れ

る
。

家
族

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

と
し

て
活

用
で

き
る

。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

4
6

2
.2

Io
T
デ

バ
イ

ス
「

Io
T
住

設
・

Io
T
家

電
」

○
住

設
や

家
電

の
Io

T
例

で
あ

る
。

ス
マ

ホ
操

作
と

い
う

ト
リ

ガ
は

も
ち

ろ
ん

、
人

が
ア

ク
シ

ョ
ン

し
な

く
て

も
デ

バ
イ

ス
が

自
動

で
動

い
て

最
適

な
生

活
環

境
を

つ
く

る
。

夜
(帰

宅
)

朝
(起

床
)

位
置

(駅
到

着
)

天
気

(雨
)

曜
日

時
間

気
温

(上
昇

)

人

人
感

環
境

自
動

洗
浄

自
動

O
N

自
動

O
N

自
動

O
N

自
動

給
湯

自
動

C
LO

S
E

住
設

Io
T・

家
電

Io
Tの

例
で

あ
る

。
人

が
ス

マ
ホ

を
操

作
し

た
り

、
ス

マ
ー

ト
ス

ピ
ー

カ
ー

に
話

し
か

け
た

り
と

い
っ

た
ト

リ
ガ

、
も

し
く

は
、

人
が

何
の

ア
ク

シ
ョ

ン
を

し
な

く
て

も
デ

バ
イ

ス
が

特
定

の
「

曜
日

」
「

時
間

」
「

人
の

状
態

・
位

置
・

動
作

」
「

環
境

」
を

検
知

し
て

自
動

で
動

く
。

曜
日

・
時

間
の

例
：

起
床

時
間

に
な

る
と

、
窓

の
シ

ャ
ッ

タ
ー

が
開

く
、

部
屋

の
電

気
が

つ
く

帰
宅

時
間

に
な

る
と

、
部

屋
の

エ
ア

コ
ン

が
つ

い
て

い
る

（
タ

イ
マ

ー
は

セ
ッ

ト
し

て
い

な
い

）

人
の

状
態

・
位

置
・

動
作

の
例

：
ト

イ
レ

に
入

っ
た

ら
電

気
が

つ
く

、
ト

イ
レ

か
ら

出
た

ら
水

が
流

れ
る

自
宅

の
最

寄
り

駅
に

到
着

し
た

ら
、

風
呂

の
給

湯
が

始
ま

り
、

自
宅

に
着

い
た

ら
す

ぐ
に

お
風

呂
に

入
れ

る

環
境

の
例

：
あ

る
一

定
の

温
度

を
超

え
た

ら
冷

房
が

入
る

、
あ

る
一

定
の

温
度

を
下

回
っ

た
ら

暖
房

が
入

る
、

快
適

な
湿

度
に

な
る

よ
う

調
整

す
る

天
気

予
報

で
雨

だ
っ

た
ら

窓
や

シ
ャ

ッ
タ

ー
を

閉
め

る
、

晴
だ

っ
た

ら
窓

を
開

け
る

46
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2
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Io
T
デ

バ
イ

ス
「

Io
T
住

宅
の

メ
リ

ッ
ト

・
デ

メ
リ

ッ
ト

」

○
Io

T
住

宅
に

は
メ

リ
ッ

ト
が

あ
る

一
方

、
デ

メ
リ

ッ
ト

も
あ

る
こ

と
を

知
っ

て
お

く
。

便
利

・
快

適
安

心
・

安
全

節
約

・
省

エ
ネ

利
用

環
境

の
整

備
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
リ

ス
ク

導
入

事
例

の
少

な
さ

主
に

次
の

3つ
の

メ
リ

ッ
ト

が
あ

る
。

①
生

活
が

便
利

で
快

適
に

な
る

：
ス

マ
ー

ト
ス

ピ
ー

カ
ー

に
「

寝
る

準
備

し
て

」
と

声
を

か
け

る
と

自
動

で
消

灯
な

ど
日

常
生

活
の

中
で

利
便

性
が

向
上

す
る

。
②

安
全

安
心

が
向

上
す

る
：

カ
メ

ラ
を

使
っ

た
見

守
り

や
防

犯
上

の
監

視
を

遠
隔

制
御

。
遠

方
に

住
む

家
族

の
安

否
確

認
も

容
易

に
な

る
。

③
節

約
・

省
エ

ネ
に

な
る

：
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

量
や

Io
T家

電
の

運
転

履
歴

を
可

視
化

す
る

だ
け

で
な

く
、

AI
が

学
習

す
る

こ
と

で
各

家
庭

の
利

用
状

況
や

好
み

に
合

わ
せ

て
節

電
に

な
る

よ
う

自
動

運
転

し
た

り
、

ス
マ

ホ
な

ど
に

気
づ

き
を

与
え

る
よ

う
な

通
知

を
送

っ
た

り
す

る
。

一
方

で
以

下
の

よ
う

な
デ

メ
リ

ッ
ト

も
あ

る
。

①
利

用
環

境
を

整
え

る
必

要
が

あ
る

：
家

中
の

Io
Tデ

バ
イ

ス
の

利
用

に
耐

え
う

る
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

さ
、

範
囲

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
を

考
慮

し
て

W
i-F

iを
選

択
す

る
。

②
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
リ

ス
ク

が
あ

る
：

Io
Tデ

バ
イ

ス
を

乗
っ

取
ら

れ
た

り
、

現
在

地
や

生
活

ス
タ

イ
ル

な
ど

の
個

人
情

報
を

盗
ま

れ
た

り
す

る
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

外
部

か
ら

不
正

ア
ク

セ
ス

さ
れ

な
い

よ
う

常
に

最
新

の
対

策
を

講
じ

る
。

③
導

入
事

例
が

少
な

い
：

Io
T住

宅
は

ま
だ

十
分

に
成

熟
し

た
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

と
は

い
え

な
い

面
も

あ
り

、
導

入
事

例
が

少
な

い
。

47

261



一
般

社
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法
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四
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万
未

来
研

究
所

4
8

○
Io

T
を

活
用

す
る

に
は

以
下

3
つ

の
技

術
が

必
要

で
あ

る
。

2
.3

建
築

環
境

に
お

け
る

Io
T
技

術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
技

術
(デ

ー
タ

通
信

技
術

)

デ
ー

タ
処

理
・

分
析

技
術

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
(デ

ー
タ

検
知

技
術

)

建
築

環
境

に
お

い
て

Io
Tを

活
用

す
る

に
は

以
下

の
3つ

の
技

術
が

必
要

と
な

る
。

こ
れ

ら
の

技
術

を
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
で

「
ス

マ
ー

ト
」

か
つ

「
快

適
な

」
環

境
を

つ
く

る
こ

と
が

で
き

る
。

①
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

：
建

物
内

の
様

々
な

状
況

を
「

検
知

」
す

る
た

め
の

技
術

。
例

え
ば

、
温

度
セ

ン
サ

ー
や

湿
度

セ
ン

サ
ー

、
照

度
セ

ン
サ

ー
な

ど
が

あ
る

。
建

物
内

の
状

況
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
把

握
で

き
る

。

②
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
術

：
デ

バ
イ

ス
間

で
各

種
デ

ー
タ

を
「

通
信

」
す

る
た

め
の

技
術

。
例

え
ば

、
W

i-F
i、

5G
な

ど
が

あ
る

。
デ

バ
イ

ス
間

で
デ

ー
タ

を
や

り
と

り
し

て
処

理
・

分
析

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

る
。

③
デ

ー
タ

処
理

・
分

析
技

術
：

建
物

内
で

収
集

さ
れ

た
デ

ー
タ

を
処

理
・

分
析

す
る

た
め

の
技

術
（

高
度

な
分

析
に

は
AI

技
術

を
含

む
）

例
え

ば
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

、
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
な

ど
が

あ
る

。
デ

バ
イ

ス
の

最
適

化
な

ど
そ

の
結

果
情

報
を

有
効

活
用

で
き

る
。 48
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四
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2
.3

建
築

環
境

に
お

け
る

Io
T
技

術
「

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
」

室
内

環
境

人
車

○
デ

ー
タ

を
検

知
す

る
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

は
検

知
・

収
集

す
る

対
象

や
情

報
に

よ
っ

て
様

々
。

情
報

技
術

■
生

体
■

位
置

■
動

作

■
赤

外
～

紫
外

分
光

/L
E
D

制
御

■
C
C
D

(C
M

O
S
)

セ
ン

サ
信

号
処

理

■
光

度
■

温
度

■
人

■
D

S
P
処

理
/F

P
G

A
  
 

デ
ジ

タ
ル

処
理

■
人

感
セ

ン
サ

制
御

■
速

度
■

位
置

■
距

離

■
O

B
D

2
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
■

G
P
S
情

報
取

得

デ
ー

タ
を

検
知

す
る

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
は

検
知

・
収

集
す

る
対

象
や

情
報

に
よ

っ
て

様
々

。
こ

の
技

術
を

使
用

す
る

こ
と

で
、

建
物

の
状

態
や

周
辺

環
境

の
情

報
を

収
集

で
き

る
。

例
1：

人
バ

イ
タ

ル
(生

体
)、

ポ
ジ

シ
ョ

ン
(位

置
)、

モ
ー

シ
ョ

ン
(動

作
)を

取
得

す
る

た
め

に
使

わ
れ

る
技

術
は

、
赤

外
～

紫
外

分
光

/L
ED

(L
ig

ht
-E

m
itt

in
g 

D
io

de
、

順
方

向
に

電
圧

を
加

え
た

際
に

発
光

す
る

半
導

体
素

子
)制

御
、

CC
D

(C
ha

rg
e 

Co
up

le
d 

D
ev

ic
e、

電
荷

結
合

素
子

、
画

像
を

電
気

信
号

に
変

換
し

て
取

り
出

す
半

導
体

の
素

子
)

CM
O

S(
Co

m
pl

em
en

ta
ry

 M
et

al
 O

xi
de

 S
em

ic
on

du
ct

or
、

相
補

型
金

属
酸

化
膜

半
導

体
)セ

ン
サ

信
号

処
理

な
ど

で
あ

る
。

例
2：

室
内

環
境

明
る

さ
や

温
度

を
取

得
す

る
た

め
に

使
わ

れ
る

技
術

は
、

D
SP

(D
ig

ita
l S

ig
na

l P
ro

ce
ss

or
)処

理
/F

PG
A(

Fi
el

d 
Pr

og
ra

m
m

ab
le

 G
at

e 
Ar

ra
y)

デ
ジ

タ
ル

処
理

な
ど

。
人

を
検

知
す

る
す

る
た

め
に

使
わ

れ
る

技
術

は
、

人
感

セ
ン

サ
制

御
で

あ
る

。

例
3：

車
速

度
、

位
置

、
距

離
を

取
得

す
る

た
め

に
使

わ
れ

る
技

術
は

、
O

BD
2(

O
n 

Bo
ar

d 
D

ia
gn

os
is

 s
ec

on
d 

ge
ne

ra
tio

n、
車

載
故

障
診

断
装

置
、

自
己

診
断

機
能

)
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
、

G
PS

(G
lo

ba
l P

os
iti

on
in

g 
Sy

st
em

、
衛

星
か

ら
発

信
さ

れ
る

信
号

を
受

信
す

る
こ

と
で

現
在

位
置

を
特

定
す

る
全

地
球

的
測

位
シ

ス
テ

ム
)な

ど
の

技
術

で
あ

る
。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

5
0

○
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

に
は

、
日

常
生

活
と

関
係

が
深

い
「

ス
マ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ
」

と
、

直
接

関
係

な
い

分
野

で
活

用
さ

れ
る

こ
と

が
多

い
「

リ
モ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ
」

が
あ

る
。

2
.3

建
築

環
境

に
お

け
る

Io
T
技

術
「

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
の

分
類

」

建
築

・
車

・
医

療
宇

宙
・

航
空

ス
マ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ

モ
ノ

・
ヒ

ト
・

環
境

に
関

す
る

自
然

の
情

報
を

計
測

す
る

技
術

日
常

生
活

と
関

係
が

深
い

分
野

利
用

領
域

リ
モ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ

離
れ

た
場

所
に

あ
る

モ
ノ

を
計

測
す

る
計

技
術

日
常

生
活

と
は

直
接

関
係

な
い

分
野

定
義 例

セ
ン

シ
ン

グ
に

は
「

ス
マ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ
」

「
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

」
と

呼
ば

れ
る

2つ
の

技
術

が
あ

る
。

但
し

、
将

来
的

に
は

、
2つ

の
技

術
の

境
界

が
な

く
な

る
可

能
性

も
あ

る
。

ス
マ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ
と

は
、

セ
ン

シ
ン

グ
と

同
義

で
使

わ
れ

る
こ

と
が

多
く

、
モ

ノ
・

ヒ
ト

・
環

境
に

関
す

る
自

然
の

情
報

(光
・

音
・

味
・

温
度

・
湿

度
等

)を
感

知
す

る
こ

と
。

建
築

・
自

動
車

・
医

療
車

な
ど

人
間

の
生

活
・

社
会

に
密

着
し

た
分

野
で

使
わ

れ
る

こ
と

が
多

い
。

リ
モ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ
と

は
、

離
れ

た
場

所
に

あ
る

物
を

計
測

す
る

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
と

し
て

使
わ

れ
る

場
合

が
多

く
、

人
間

と
は

直
接

関
係

し
な

い
情

報
を

感
知

す
る

こ
と

。
宇

宙
・

航
空

な
ど

日
常

生
活

と
は

遠
い

分
野

で
使

わ
れ

る
。

Io
Tで

使
わ

れ
る

技
術

と
し

て
は

、
主

に
ス

マ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

で
あ

る
が

、
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

も
あ

る
。

建
築

分
野

の
Io

Tは
多

岐
に

渡
る

。
例

え
ば

、
住

宅
や

ビ
ル

の
中

は
人

間
が

生
活

す
る

場
で

あ
る

の
で

、
日

常
生

活
に

関
係

が
深

い
が

、
住

宅
や

ビ
ル

を
建

築
す

る
場

合
に

は
広

い
空

間
を

調
査

す
る

た
め

、
必

ず
し

も
日

常
生

活
と

は
直

接
関

係
な

い
分

野
に

も
及

ぶ
可

能
性

も
あ

る
。

ま
た

、
将

来
的

に
は

衛
星

を
使

っ
た

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
す

る
こ

と
も

想
定

さ
れ

る
た

め
、

今
ま

で
日

常
生

活
と

は
直

接
関

係
が

な
い

分
野

(宇
宙

・
航

空
な

ど
)に

使
わ

れ
て

い
る

技
術

が
、

建
築

Io
Tに

関
係

な
い

と
は

い
い

き
れ

な
い

。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

5
1

○
セ

ン
サ

ー
は

、
検

知
す

る
各

情
報

に
適

し
た

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
を

実
装

し
た

機
器

。
加

速
度

セ
ン

サ
ー

以
外

は
、

「
目

に
見

え
な

い
」

環
境

の
状

態
を

検
知

す
る

セ
ン

サ
ー

の
例

。

2
.3

建
築

環
境

に
お

け
る

Io
T
技

術
「

セ
ン

サ
ー

の
例

」

温
度

セ
ン

サ
ー

加
速

度
セ

ン
サ

ー

湿
度

セ
ン

サ
ー

照
度

セ
ン

サ
ー

空
気

品
質

セ
ン

サ
ー

セ
ン

サ
ー

は
、

検
知

す
る

各
情

報
に

適
し

た
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

を
実

装
し

た
機

器
。

人
が

生
活

す
る

「
目

に
見

え
な

い
」

環
境

の
状

態
を

検
知

す
る

セ
ン

サ
ー

の
例

を
挙

げ
る

。

①
温

度
セ

ン
サ

ー
：

建
物

内
の

温
度

を
測

定
し

、
エ

ア
コ

ン
や

冷
暖

房
シ

ス
テ

ム
の

温
度

設
定

を
調

整
し

て
最

適
化

す
る

。
②

湿
度

セ
ン

サ
ー

：
建

物
内

の
湿

度
を

測
定

し
、

温
度

と
の

バ
ラ

ン
ス

を
考

え
て

湿
度

を
③

照
度

セ
ン

サ
ー

：
建

物
内

の
照

度
を

測
定

し
、

照
明

の
明

る
さ

や
光

色
を

最
適

化
す

る
。

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

た
め

に
も

使
用

さ
れ

る
。

④
空

気
品

質
セ

ン
サ

ー
：

建
物

内
の

空
気

品
質

を
測

定
し

、
空

気
品

質
を

維
持

す
る

。
呼

吸
器

疾
患

の
検

知
な

ど
に

も
使

用
さ

れ
る

。
⑤

加
速

度
セ

ン
サ

ー
：

建
物

内
の

人
や

物
の

動
き

を
検

知
し

、
人

が
部

屋
に

入
っ

た
り

出
た

り
し

た
と

き
に

、
照

明
や

エ
ア

コ
ン

な
ど

の
設

定
を

自
動

変
更

す
る

。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

5
2

○
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
術

と
は

、
デ

バ
イ

ス
同

士
で

デ
ー

タ
通

信
す

る
た

め
の

技
術

。

通
信

距
離

(m
)

通
信

速
度

(M
b
p
s)

1
0

1
0
0

1
0
0
0

W
i-

F
i

0
.0

0
1

0
.1

0
.0

11

1
0
 

1
0
0
  

B
lu

e
to

o
th

LP
W

A

4
G

3
G

5
G

2
.3

建
築

環
境

に
お

け
る

Io
T
技

術
「

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
技

術
」

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
技

術
に

よ
り

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
つ

な
が

る
だ

け
で

は
な

く
、

建
物

内
の

セ
ン

サ
ー

や
照

明
・

換
気

・
空

調
シ

ス
テ

ム
な

ど
の

デ
バ

イ
ス

を
統

合
管

理
し

た
り

、
各

デ
バ

イ
ス

が
相

互
に

協
調

し
て

動
作

し
た

り
す

る
た

め
、

よ
り

ス
マ

ー
ト

か
つ

快
適

な
環

境
を

構
築

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Io
Tで

使
わ

れ
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

は
「

無
線

通
信

規
格

」
に

相
当

す
る

。
大

き
く

「
短

距
離

通
信

」
と

「
遠

距
離

通
信

」
に

分
か

れ
る

。
膨

大
な

量
の

規
格

か
ら

、
用

途
に

一
番

適
し

た
規

格
を

見
定

め
る

た
め

に
も

、
そ

れ
ぞ

れ
の

特
徴

を
知

る
必

要
が

あ
る

。

代
表

的
な

無
線

企
画

を
通

信
速

度
×

通
信

距
離

の
2軸

で
ポ

ジ
シ

ョ
ニ

ン
グ

し
た

マ
ッ

プ
を

見
る

と
、

そ
れ

ぞ
れ

の
規

格
の

特
徴

が
わ

か
る

。
一

般
的

に
は

「
遠

距
離

×
低

速
×

低
消

費
電

力
」

の
3つ

が
Io

Tに
使

わ
れ

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

採
用

基
準

と
な

る
。

屋
外

で
使

用
さ

れ
る

Io
Tで

使
用

す
る

デ
バ

イ
ス

(セ
ン

サ
ー

な
ど

)は
遠

距
離

で
デ

ー
タ

を
送

る
こ

と
が

多
い

た
め

、
5G

や
LP

W
Aの

ほ
う

が
適

し
て

い
る

。
一

方
で

、
屋

内
で

使
用

さ
れ

る
Io

Tで
は

、
短

距
離

×
高

速
×

高
消

費
電

力
の

W
i-F

iな
ど

、
一

般
に

PC
や

ス
マ

ホ
に

用
い

ら
れ

る
通

信
規

格
で

も
よ

い
。

LP
W

A(
Lo

w
 P

ow
er

 W
id

e 
Ar

ea
)は

、
な

る
べ

く
電

力
を

消
費

せ
ず

遠
距

離
を

行
う

通
信

方
式

で
あ

る
。

免
許

が
必

要
な

ラ
イ

セ
ン

ス
系

(Io
Tに

特
化

し
た

方
式

)と
、

免
許

不
要

の
ア

ン
ラ

イ
セ

ン
ス

系
(低

速
だ

が
消

費
電

力
を

抑
え

て
遠

距
離

伝
送

)が
あ

る
。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

5
3

○
デ

ー
タ

処
理

・
分

析
技

術
と

は
、

建
物

内
で

収
集

さ
れ

た
デ

ー
タ

を
処

理
・

分
析

す
る

技
術

。

2
.3

建
築

環
境

に
お

け
る

Io
T
技

術
「

デ
ー

タ
処

理
・

分
析

技
術

」

エ
ネ

ル
ギ

ー
管

理
シ

ス
テ

ム

健
康

・
安

全
管

理
シ

ス
テ

ム

ス
マ

ー
ト

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

シ
ス

テ
ム

照
明

・
換

気
・

空
調

シ
ス

テ
ム

デ
ー

タ
処

理
・

分
析

技
術

と
は

、
建

物
内

で
収

集
さ

れ
た

デ
ー

タ
を

処
理

・
分

析
す

る
た

め
の

技
術

。
こ

の
技

術
に

よ
っ

て
効

率
的

に
処

理
・

分
析

さ
れ

た
結

果
は

、
モ

ノ
・

環
境

を
最

適
化

す
る

ア
ク

シ
ョ

ン
に

つ
な

げ
ら

れ
る

。
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
や

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

と
呼

ば
れ

る
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

使
わ

れ
て

い
る

。

建
物

内
の

温
度

デ
ー

タ
を

分
析

す
る

こ
と

で
、

ど
の

よ
う

に
空

調
シ

ス
テ

ム
を

改
善

し
た

ら
よ

い
か

、
ど

う
し

た
ら

エ
ネ

ル
ギ

ー
効

率
が

上
が

る
か

な
ど

を
考

え
て

そ
の

結
果

を
出

力
す

る
。

ま
た

、
建

物
内

の
人

や
物

の
動

き
デ

ー
タ

を
分

析
す

る
こ

と
で

、
よ

り
便

利
で

快
適

な
生

活
空

間
を

つ
く

る
た

め
の

改
善

点
を

把
握

で
き

る
。

こ
の

技
術

は
住

宅
・

ビ
ル

な
ど

の
建

築
物

に
お

い
て

以
下

の
用

途
で

使
わ

れ
る

。

①
エ

ネ
ル

ギ
ー

管
理

：
建

物
内

の
温

度
や

湿
度

な
ど

の
デ

ー
タ

を
分

析
す

る
こ

と
で

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

使
用

量
を

最
適

化
す

る
。

②
照

明
・

換
気

・
空

調
：

建
物

内
の

日
射

量
や

照
度

、
空

気
の

流
れ

や
空

気
品

質
な

ど
の

デ
ー

タ
を

分
析

す
る

こ
と

で
、

明
る

さ
や

空
気

を
調

整
す

る
住

設
・

家
電

を
最

適
化

す
る

。
例

え
ば

、
日

当
た

り
の

良
い

部
屋

で
は

照
明

を
弱

め
、

日
当

た
り

の
悪

い
部

屋
で

は
照

明
を

強
め

る
。

③
ス

マ
ー

ト
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
：

建
物

内
の

人
や

物
の

動
き

デ
ー

タ
を

分
析

す
る

こ
と

で
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

シ
ス

テ
ム

を
最

適
化

す
る

。
例

え
ば

、
不

審
者

や
火

災
を

早
期

に
検

知
す

る
。

④
健
康
・
安
全
管
理
：
建
物
内
の
人
の
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
(脈
拍
、
血
圧
な
ど
)を
分
析
し
、
健
康
維
持
・
病
気
の
早
期
発
見
に

つ
な
が
る
情
報
を
提
供
す
る
。

例
え
ば
、
快
適
な
温
湿
度
に
な
る
よ
う
住
設
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
り
、
健
康
的
な
食
事
や
運
動
習
慣
を
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
促
す
通
知
を
す
る
。

ま
た

、
建

築
現

場
の

作
業

員
に

活
動

量
計

を
装

着
し

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
・

位
置

情
報

を
取

得
し

て
健

康
状

態
・

安
全

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

管
理

す
る

。
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般
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団

法
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四
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2
.4

実
践

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
「

エ
ネ

ル
ギ

ー
管

理
シ

ス
テ

ム
」

○
Io

T
住

宅
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

管
理

す
る

シ
ス

テ
ム

は
、

H
E
M

S
（

H
o
m

e
 E

n
e
rg

y
 M

a
n
a
g
e
m

e
n
t 

S
y
st

e
m

)と
呼

ば
れ

て
い

る
。

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

見
え

る
化

設
備

機
器

の
制

御

■
エ

ネ
ル

ギ
ー

使
用

量
■

水
道

使
用

量
■

ガ
ス

使
用

量
■

エ
ネ

ル
ギ

ー
以

外
の

生
活

情
報

H
EM

S（
H

om
e 

En
er

gy
 M

an
ag

em
en

t S
ys

te
m

）
と

は
、

家
庭

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

管
理

シ
ス

テ
ム

、
住

宅
内

の
温

度
や

湿
度

な
ど

の
デ

ー
タ

を
分

析
す

る
こ

と
で

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

使
用

量
を

最
適

化
す

る
よ

う
に

、
複

数
の

住
設

・
家

電
な

ど
を

連
携

し
て

住
宅

全
体

を
統

合
的

に
管

理
す

る
シ

ス
テ

ム
で

あ
る

。
H

EM
Sの

機
能

は
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

の
見

え
る

化
機

能
と

家
電

や
設

備
機

器
の

制
御

機
能

と
い

う
2 

つ
に

大
別

で
き

る
。

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

の
見

え
る

化
機

能
は

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

状
況

を
分

か
り

や
す

い
形

式
で

提
示

す
る

機
能

で
あ

る
。

H
EM

S 
機

器
に

よ
っ

て
は

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

量
だ

け
で

な
く

、
水

道
や

ガ
ス

等
の

使
用

量
に

つ
い

て
も

確
認

で
き

る
も

の
や

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

以
外

の
生

活
情

報
等

を
提

供
す

る
機

能
を

備
え

た
も

の
も

あ
る

。

設
備

機
器

の
制

御
機

能
は

、
家

電
や

住
設

を
遠

隔
制

御
す

る
だ

け
で

な
く

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
消

費
状

況
等

に
応

じ
て

最
適

な
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
を

行
う

。
官

民
挙

げ
て

EC
H

O
N

ET
 L

ite
 と

い
う

H
EM

S 
を

中
心

と
し

た
機

器
の

通
信

規
格

の
普

及
を

進
め

て
お

り
、

こ
の

通
信

規
格

に
対

応
し

た
家

電
や

住
設

が
普

及
し

、
多

様
な

製
品

・
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

さ
れ

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

経
済

産
業

省
で

は
、

ス
マ

ー
ト

メ
ー

タ
ー

、
蓄

電
池

、
太

陽
光

パ
ネ

ル
、

燃
料

電
池

、
ガ

ス
・

石
油

機
器

、
エ

ア
コ

ン
、

照
明

、
EV

 用
充

電
器

を
EC

H
O

N
ET

 L
ite

 対
応

重
点

8 
機

種
と

位
置

づ
け

、
対

応
機

器
の

普
及

促
進

を
図

っ
て

い
る

。

様
々

な
モ

ノ
が

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

接
続

さ
れ

、
膨

大
な

デ
ー

タ
を

取
得

・
活

用
し

て
新

た
な

サ
ー

ビ
ス

の
可

能
性

が
広

が
る

。
H

EM
Sに

つ
い

て
は

、
現

在
は

エ
ネ

ル
ギ

ー
関

連
の

デ
ー

タ
取

得
が

主
な

役
割

で
あ

る
が

、
住

宅
内

の
建

材
や

設
備

、
家

電
等

が
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
接

続
さ

れ
る

こ
と

で
、

非
エ

ネ
ル

ギ
ー

分
野

の
デ

ー
タ

を
取

得
す

る
と

い
う

新
た

な
役

割
を

担
う

。
今

後
ま

す
ま

す
H

EM
Sの

役
割

が
増

大
す

る
と

と
も

に
、

H
EM

Sか
ら

得
ら

れ
る

デ
ー

タ
の

利
活

用
を

促
す

こ
と

で
、

新
た

な
メ

リ
ッ

ト
を

生
み

出
さ

れ
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

5
5

○
Z
E
H

住
宅

は
、

太
陽

光
発

電
に

よ
る

電
力

創
出

・
省

エ
ネ

設
備

の
導

入
な

ど
に

よ
り

、
生

活
で

消
費

す
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
よ

り
も

生
み

出
す

エ
ネ

ル
ギ

ー
が

上
回

る
住

宅
。

【
参

考
】

Z
E
H

と
は

出
所

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.e
n
e
ch

o
.m

e
ti
.g

o
.j
p
/c

a
te

g
o
ry

/s
a
vi

n
g
_

a
n
d
_
n
e
w

/s
a
vi

n
g
/g

e
n
e
ra

l/
h
o
u
si

n
g
/i

n
d
e
x
0
3
.h

tm
l

ZE
H

(N
et

 Z
er

o 
En

er
gy

 H
ou

se
)住

宅
は

、
太

陽
光

発
電

に
よ

る
電

力
創

出
・

省
エ

ネ
設

備
の

導
入

な
ど

に
よ

り
、

生
活

で
消

費
す

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

よ
り

も
生

み
出

す
エ

ネ
ル

ギ
ー

が
上

回
る

住
宅

の
こ

と
。

ZE
H

住
宅

は
、

以
下

の
3つ

の
特

長
を

持
つ

。

①
省
エ
ネ
：

H
EM

S（
H

om
e 

En
er

gy
 M

an
ag

em
en

t S
ys

te
m

）
を

使
用

し
て

、
使

用
し

て
い

る
電

力
量

や
稼

働
状

況
、

太
陽

光
発

電
に

よ
る

発
電

量
な

ど
を

確
認

し
、

LE
D

照
明

、
高

効
率

の
給

湯
、

冷
暖

房
、

換
気

シ
ス

テ
ム

な
ど

に
よ

り
、

省
電

力
化

す
る

。

②
断
熱
：

高
性

能
の

窓
や

高
断

熱
材

を
使

用
し

て
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
効

率
を

よ
く

す
る

。
断

熱
効

果
が

上
が

る
と

、
冷

暖
房

エ
ネ

ル
ギ

ー
が

削
減

さ
れ

る
。

③
創
エ
ネ
：

太
陽

光
発

電
な

ど
の

設
備

を
設

置
し

て
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

創
出

す
る

。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

5
6

○
Z
E
H

住
宅

に
は

メ
リ

ッ
ト

が
多

い
が

デ
メ

リ
ッ

ト
も

あ
る

。

【
参

考
】

Z
E
H

の
メ

リ
ッ

ト
・

デ
メ

リ
ッ

ト

光
熱

費
削

減

不
安

定
な

発
電

量

設
備

費
用

災
害

対
策

資
産

価
値

U
P

疾
患

予
防

売
電

収
益

メ
リ

ッ
ト

デ
メ

リ
ッ

ト

ZE
H
住
宅
に
は
メ
リ
ッ
ト
は
多
い
が
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

メ
リ
ッ
ト
①
光
熱
費
削
減
：

省
エ

ネ
シ

ス
テ

ム
＋

断
熱

＋
太

陽
光

に
よ

る
自

家
発

電
に

よ
っ

て
、

光
熱

費
が

減
る

。
メ

リ
ッ

ト
②

売
電

収
益

：
太

陽
光

発
電

で
余

っ
た

電
力

を
電

力
会

社
に

売
電

し
た

場
合

は
収

益
も

得
ら

れ
る

。
メ
リ
ッ
ト
③
災
害
対
策
：
創
出
し
た

電
力

を
蓄

え
る

蓄
電

池
を

設
置

す
る

こ
と

で
、

停
電

や
自

然
災

害
時

に
備

え
ら

れ
る

。
電

気
自

動
車

の
充

電
も

で
き

る
。

メ
リ

ッ
ト

④
疾
患
予
防
：
断
熱
性
が
高
い
た
め

夏
は

涼
し

く
冬

は
暖

か
い

快
適

な
環

境
で

過
ご

せ
る

だ
け

で
な

く
、

部
屋

同
士

の
気

温
差

が
小

さ
い

た
め

、
急

激
な

温
度

変
化

が
原

因
の

病
気

(脳
卒

中
や

心
筋

梗
塞

な
ど

の
ヒ

ー
ト

シ
ョ

ッ
ク

)の
予

防
に

な
る

。
メ

リ
ッ

ト
⑤

資
産

価
値

U
P：

省
エ

ネ
に

対
す

る
取

り
組

み
を

評
価

す
る

指
標

の
一

つ
、

一
般

社
団

法
人

「
住

宅
性

能
評

価
・

表
示

協
会

」
の

認
証

制
度

「
BE

LS
」

で
高

評
価

を
得

ら
れ

る
た

め
、

資
産

価
値

が
高

く
見

積
も

ら
れ

、
家

の
売

却
時

に
高

値
で

売
れ

る
確

率
が

高
ま

る
。

デ
メ

リ
ッ

ト
①

不
安

定
な
発
電
量
：

太
陽

光
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
よ

っ
て

電
力

を
創

出
す

る
た

め
、

曇
り

や
雨

な
ど

天
気

が
悪

い
日

、
日

照
時

間
の

短
い

冬
の

期
間

は
発

電
量

が
減

少
し

、
常

に
安

定
し

た
電

力
を

得
ら

れ
な

い
。

デ
メ
リ
ッ
ト
②
設
備
費
用
：
設
備
・
シ
ス
テ
ム
を
最
初
に
設
置
・
導
入
す
る
際
の
初
期
費
用
お
よ
び
維
持
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費

用
が
か
か
る
。

56

一
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社
団

法
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四
十
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来
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究
所

5
7

○
照

明
・

換
気

・
空

調
シ

ス
テ

ム
と

は
、

室
内

の
明

る
さ

、
空

気
品

質
、

温
湿

度
を

検
知

し
省

エ
ネ

し
な

が
ら

、
快

適
性

の
向

上
を

実
現

す
る

シ
ス

テ
ム

で
あ

る
。

2
.4

実
践

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
「

照
明

・
換

気
・

空
調

シ
ス

テ
ム

」

照
明

エ
ア

コ
ン

・
換

気
機

器
ア

プ
リ

操
作

指
示

温
度

/換
気

量
の

切
替

/調
整

/最
適

化

明
る

さ
の

数
値

環
境

デ
ー

タ
、

お
手

入
れ

時
期

人
数

、
室

温
、

汚
れ

C
O

2
濃

度
の

数
値

電
源

O
N

/O
F
F

光
量

調
整

気
象

情
報

照
明

・
換

気
・

空
調

シ
ス

テ
ム

と
は

、
室

内
の

明
る

さ
、

空
気

品
質

、
温

湿
度

を
検

知
し

、
省

エ
ネ

し
な

が
ら

、
快

適
性

の
向

上
を

実
現

す
る

シ
ス

テ
ム

で
あ

る
。

単
一

の
住

設
・

家
電

だ
け

で
は

な
く

、
複

数
の

機
器

を
ク

ラ
ウ

ド
上

で
連

携
さ

せ
た

シ
ス

テ
ム

で
あ

る
。

ク
ラ

ウ
ド

連
携

す
る

こ
と

で
、

室
内

外
の

多
様

な
環

境
デ

ー
タ

を
も

と
に

、
照

明
・

換
気

・
空

調
の

デ
バ

イ
ス

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

快
適

性
向

上
と

効
率

的
な

省
エ

ネ
に

よ
り

、
心

地
よ

く
、

か
つ

、
経

済
的

な
暮

ら
し

を
実

現
す

る
。

以
下

の
よ

う
な

機
能

が
あ

る
。

・
エ

ア
コ

ン
に

搭
載

し
た

赤
外

線
セ

ン
サ

ー
人

数
を

検
知

し
、

人
数

に
応

じ
て

換
気

量
や

室
温

を
自

動
で

切
り

替
え

る
。

家
族

の
帰

宅
や

急
な

来
客

な
ど

で
人

数
が

増
え

て
も

、
手

動
で

調
整

し
た

り
、

窓
を

開
け

て
換

気
し

た
り

す
る

手
間

を
省

き
、

効
率

良
く

換
気

を
改

善
す

る
。

・
エ

ア
コ

ン
の

霜
取

り
を

検
知

し
て

換
気

量
を

自
動

で
減

ら
し

、
室

温
が

低
下

し
な

い
よ

う
に

す
る

。
・

温
湿

度
を

取
得

し
、

自
動

で
換

気
を

調
整

、
夏

場
の

熱
が

こ
も

っ
た

状
態

、
梅

雨
の

ジ
メ

ジ
メ

状
態

を
改

善
す

る
。

・
屋

外
汚

れ
(花

粉
・

PM
2.

5な
ど

)の
飛

散
情

報
を

取
得

し
て

、
飛

散
量

の
増

加
が

予
想

さ
れ

る
場

合
は

、
あ

ら
か

じ
め

排
気

風
量

を
減

ら
し

て
、

正
圧

（
室

内
空

間
の

気
圧

が
室

外
よ

り
高

い
状

態
）

に
す

る
こ

と
で

、
外

気
汚

れ
が

室
内

へ
流

入
す

る
こ

と
を

抑
制

し
、

き
れ

い
な

空
気

を
維

持
す

る
。

・
人

の
密

集
に

よ
る

CO
2濃

度
上

昇
を

検
知

す
る

と
、

換
気

運
転

を
弱

か
ら

強
に

自
動

で
切

り
替

え
た

り
、

電
源

を
O

N
に

し
た

り
す

る
。

・
季

節
に

応
じ

て
換

気
を

自
動

で
切

り
替

え
(熱

交
換

⇔
非

熱
交

換
)、

消
費

電
力

を
減

ら
し

、
省

エ
ネ

に
貢

献
す

る
。

・
換

気
風

量
の

最
適

化
に

よ
る

、
過

換
気

（
CO

2濃
度

が
低

い
環

境
下

で
も

強
運

転
の

ま
ま

な
ど

）
を

抑
制

し
、

省
エ

ネ
を

図
る

。
・

機
器

の
お

手
入

れ
時

期
を

知
ら

せ
る

。
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

で
、

環
境

デ
ー

タ
を

確
認

で
き

る
。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

5
8

○
Io

T
住

宅
で

は
、

従
来

の
鍵

や
防

犯
カ

メ
ラ

も
Io

T
の

活
用

に
よ

り
防

犯
レ

ベ
ル

が
向

上
。

2
.4

実
践

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
「

ス
マ

ー
ト

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

シ
ス

テ
ム

」

窓
開

閉
セ

ン
サ

警
備

会
社

消
防

警
察

人
感

セ
ン

サ
In

 カ
メ

ラ
煙

セ
ン

サ
In

ス
マ

ー
ト

ロ
ッ

ク

自
動

通
報

自
動

通
報

自
動

通
報

Io
T住

宅
で

は
、

従
来

の
鍵

や
防

犯
カ

メ
ラ

も
Io

Tの
活

用
に

よ
り

防
犯

レ
ベ

ル
が

向
上

し
て

い
る

。
以

下
の

よ
う

に
住

人
お

よ
び

住
宅

の
安

心
安

全
を

守
る

こ
と

が
で

き
る

シ
ス

テ
ム

で
あ

る
。

・
窓

開
閉

セ
ン

サ
な

ど
で

不
審

者
の

侵
入

検
知

→
警

備
会

社
に

通
知

・
煙

セ
ン

サ
/臭

気
セ

ン
サ

な
ど

で
火

災
・

ガ
ス

漏
れ

の
検

知
→

消
防

通
報

・
人

感
セ

ン
サ

/バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
を

取
得

す
る

セ
ン

サ
な

ど
で

子
ど

も
や

高
齢

者
の

状
態

・
位

置
を

見
守

り
→

異
常

検
知

→
11

0通
報

具
体

的
に

は
以

下
の

よ
う

な
デ

バ
イ

ス
が

使
わ

れ
る

。
①
ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
ク
：

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
に

専
用

ア
プ

リ
を

イ
ン

ス
ト

ー
ル

し
、

専
用

機
器

を
玄

関
に

取
り

付
け

る
。

既
存

の
鍵

と
合

わ
せ

て
ス

マ
ー

ト
ロ

ッ
ク

を
補

助
錠

と
す

る
こ

と
で

防
犯

効
果

が
高

ま
る

。
②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ
ラ
：

外
出

先
で

も
カ

メ
ラ

映
像

の
内

容
を

確
認

で
き

る
。

遠
隔

操
作

に
よ

り
カ

メ
ラ

の
設

定
や

向
き

、
角

度
の

変
更

も
可

能
。

③
空
間
セ
ン
サ
ー
：

不
審

者
の

侵
入

や
動

き
を

、
人

感
セ

ン
サ

ー
や

温
度

セ
ン

サ
ー

で
検

知
す

る
。

室
内

や
開

閉
部

に
セ

ン
サ

ー
を

配
置

し
、

不
審

な
動

き
が

認
め

ら
れ

れ
ば

空
間

の
異

常
と

し
て

検
知

58

一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

5
9

○
エ

ネ
ル

ギ
ー

管
理

シ
ス

テ
ム

の
H

E
M

S
は

、
災

害
対

策
・

非
常

時
の

対
応

に
も

活
用

し
う

る
。

2
.4

実
践

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
「

ス
マ

ー
ト

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

シ
ス

テ
ム

」

出
所

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.m
e
ti
.g

o
.j
p
/p

o
lic

y/
m

o
n
o
_
in

fo
_
se

rv
ic

e
/m

o
n
o
/j

yu
ta

k
u
/i

m
a
g
e
s/

H
2
7
F
Y
_
h
o
u
ko

ku
sy

o
.p

d
f

エ
ネ

ル
ギ

ー
管

理
シ

ス
テ

ム
の

H
EM

Sは
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
管

理
だ

け
で

な
く

、
広

く
防

災
・

緊
急

対
応

に
活

用
し

う
る

。
居

住
者

の
防

災
意

識
を

向
上

す
る

よ
う

な
情

報
等

を
H

EM
Sを

通
じ

て
提

供
す

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

平
常

時
に

は
、

災
害

対
策

を
徹

底
す

る
た

め
に

、
防

災
ノ

ー
ト

を
H

EM
S上

で
作

成
し

、
ク

ラ
ウ

ド
に

保
存

、
災

害
時

に
家

族
全

員
が

確
認

で
き

る
よ

う
な

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
。

災
害

発
生

時
に

は
、

デ
ー

タ
を

活
用

し
て

安
否

確
認

し
た

り
、

イ
ン

フ
ラ

の
被

害
状

況
を

確
認

し
た

り
も

で
き

る
。

必
要

に
応

じ
て

H
EM

Sの
デ

ー
タ

だ
け

で
な

く
、

住
宅

メ
ー

カ
ー

が
保

有
す

る
住

民
や

建
物

の
情

報
等

を
自

治
体

等
に

提
供

す
る

こ
と

も
想

定
で

き
る

。

災
害

発
生

後
に

は
、

創
蓄

連
携

に
よ

り
自

宅
で

も
最

低
限

の
暮

ら
し

を
持

続
で

き
る

環
境

を
提

供
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

ま
た

、
自

治
体

等
か

ら
適

時
適

切
な

情
報

を
取

得
で

き
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

6
0

○
健

康
・

安
全

管
理

シ
ス

テ
ム

は
、

自
宅

に
い

る
人

の
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

(脈
拍

、
血

圧
な

ど
の

静
的

な
状

態
)を

分
析

し
、

健
康

維
持

・
病

気
の

早
期

発
見

に
つ

な
が

る
情

報
を

提
供

す
る

。

2
.4

実
践

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
「

健
康

・
安

全
管

理
シ

ス
テ

ム
」

快
適

便
利

治
療

支
援

疾
患

予
防

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
測

定

健
康

促
進

住
設

の
自

動
調

整
デ

ー
タ

共
有

医
療

機
関

異
常

検
知

Io
T
住

宅

健
康

・
安

全
管

理
シ

ス
テ

ム
は

、
自

宅
に

い
る

人
の

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
(体

温
、

脈
拍

、
血

圧
な

ど
の

静
的

な
状

態
)を

測
定

・
分

析
し

、
健

康
維

持
や

病
気

の
早

期
発

見
に

つ
な

が
る

情
報

を
提

供
す

る
仕

組
み

で
あ

る
。

快
適

な
温

湿
度

を
保

つ
と

い
っ

た
住

設
の

設
定

調
整

だ
け

で
な

く
、

健
康

寿
命

を
延

ば
す

こ
と

に
つ

な
が

る
健

康
的

な
食

事
や

運
動

習
慣

を
促

す
機

能
を

備
え

る
。

体
温

や
血

圧
な

ど
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
異

常
を

検
知

す
る

と
、

病
院

へ
行

く
こ

と
を

促
す

。
結

果
と

し
て

、
自

覚
症

状
の

な
い

よ
う

な
病

気
を

早
期

に
発

見
し

、
早

期
治

療
に

つ
な

が
る

こ
と

も
あ

る
。

住
宅

の
Io

T化
は

、
快

適
性

や
利

便
性

を
目

的
と

し
て

始
ま

っ
た

が
、

＋
α

の
メ

リ
ッ

ト
と

し
て

「
健

康
」

が
加

わ
る

。
健

康
な

状
態

で
長

く
住

み
続

け
ら

れ
る

住
宅

を
目

指
す

。
住

設
の

制
御

だ
け

で
な

く
、

健
康

維
持

・
促

進
に

つ
な

が
る

よ
う

な
住

人
へ

の
提

案
、

医
療

機
関

と
の

デ
ー

タ
共

有
な

ど
に

よ
っ

て
、

疾
患

予
防

や
異

常
検

知
、

治
療

支
援

を
実

現
す

る
。

住
宅

メ
ー

カ
ー

に
と

っ
て

は
新

し
い

取
組

み
と

な
り

ハ
ー

ド
ル

が
高

い
側

面
も

あ
る

。
そ

の
た

め
、

外
部

機
関

や
企

業
と

連
携

し
た

り
、

Io
T関

連
の

技
術

者
を

雇
用

し
た

り
す

る
こ

と
が

必
要

に
な

っ
て

き
て

い
る

。 60

一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

6
1

○
住

宅
用

の
健

康
管

理
シ

ス
テ

ム
で

は
、

A
I技

術
が

重
要

な
カ

ギ
を

握
っ

て
い

る
。

測
定

さ
れ

た
体

温
や

血
圧

な
ど

の
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

を
A
Iが

解
析

し
、

異
常

値
を

検
出

す
る

。

2
.4

実
践

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
「

健
康

・
安

全
管

理
シ

ス
テ

ム
」

セ
ン

サ

通
院

・
服

薬
・

入
院

医
療

従
事

者

A
I解

析

家
族

緊
急

通
知

食
事

指
導

通
院

推
奨

異
常

事
態

発
生

通
知

1
1
9

住
宅

用
の

健
康

管
理

シ
ス

テ
ム

で
は

、
AI

技
術

が
重

要
な

カ
ギ

を
握

っ
て

い
る

。
測

定
さ

れ
た

体
温

や
血

圧
、

脈
拍

な
ど

の
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

を
AI

が
解

析
し

、
異

常
値

を
検

出
す

る
。

異
常

値
を

含
む

測
定

値
を

元
に

解
析

し
た

結
果

が
デ

バ
イ

ス
に

表
示

さ
れ

る
。

倒
れ

て
救

急
搬

送
が

必
要

な
場

合
、

緊
急

事
態

が
発

生
し

た
場

合
、

健
康

リ
ス

ク
が

あ
る

と
判

定
さ

れ
た

場
合

、
ア

プ
リ

・
メ

ー
ル

な
ど

で
通

知
す

る
。

本
人

だ
け

で
な

く
、

遠
隔

の
家

族
や

医
師

に
通

知
す

る
こ

と
も

で
き

る
。

健
康

管
理

シ
ス

テ
ム

に
は

正
確

性
が

求
め

ら
れ

る
た

め
、

AI
解

析
の

精
度

が
十

分
な

レ
ベ

ル
に

達
し

て
い

る
必

要
が

あ
る

が
、

健
康

管
理

シ
ス

テ
ム

を
導

入
済

の
介

護
施

設
で

精
度

を
調

査
し

た
結

果
、

95
％

が
入

院
や

服
薬

が
必

要
だ

っ
た

と
い

う
ケ

ー
ス

も
あ

る
。

ま
た

、
建

築
現

場
で

働
く

作
業

員
の

健
康

・
安

全
を

管
理

す
る

Io
Tも

あ
る

。
従

来
は

、
現

場
監

督
者

が
作

業
員

の
状

態
・

位
置

・
動

作
を

目
視

確
認

し
て

い
た

。
目

視
確

認
の

た
め

、
見

落
と

し
や

見
誤

り
を

10
0%

な
く

す
こ

と
は

難
し

い
。

し
か

し
、

活
動

量
計

を
作

業
員

が
装

着
し

、
脈

拍
な

ど
の

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
と

位
置

情
報

な
ど

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

取
得

し
、

体
調

管
理

で
き

る
よ

う
に

な
り

、
現

場
で

の
重

大
事

故
発

生
頻

度
を

減
ら

す
こ

と
に

つ
な

が
っ

た
。
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一
般

社
団

法
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四
十

万
未

来
研

究
所

6
2

2
.5

将
来

の
展

望
「

技
術

的
な

進
化

」

○
S
o
ci

e
ty

 5
.0

と
は

、
日

本
政

府
が

提
唱

す
る

「
超

ス
マ

ー
ト

社
会

」
を

実
現

す
る

取
組

み
。

Io
T
や

A
Iと

い
っ

た
最

新
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
を

活
用

す
る

こ
と

で
便

利
な

社
会

の
実

現
を

図
る

。

健
康

寿
命

が
延

伸
→

社
会

的
コ

ス
ト

の
抑

制
遠

隔
医

療
自

動
運

転

オ
ン

デ
マ

ン
ド

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
対

応
→

生
活

品
質

の
向

上

A
I技

術
の

活
用

→
人

間
の

可
能

性
の

拡
大

必
要

な
情

報
を

必
要

な
時

に
→

時
間

の
有

効
活

用
！

ス
マ

ー
ト

ラ
イ

フ

S
o
ci

e
ty

1
.0

S
o
ci

e
ty

2
.0

S
o
ci

e
ty

3
.0

S
o
ci

e
ty

4
.0

S
o
ci

e
ty

5
.0

サ
イ

バ
ー

空
間

と
融

合
す

る
超

ス
マ

ー
ト

社
会

So
ci

et
y 

5.
0と

は
、

日
本

政
府

が
提

唱
す

る
科

学
技

術
政

策
の

基
本

指
針

の
１

つ
で

、
世

界
に

先
駆

け
た

「
超

ス
マ

ー
ト

社
会

」
を

実
現

す
る

た
め

の
取

組
み

。
Io

Tや
AI

と
い

っ
た

最
新

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

を
活

用
す

る
こ

と
で

便
利

な
社

会
の

実
現

を
図

る
。

従
来

の
情

報
社

会
(S

oc
ie

ty
1.

0は
狩

猟
社

会
、

So
ci

et
y2

.0
は

農
耕

社
会

、
So

ci
et

y3
.0

工
業

社
会

に
つ

づ
く

So
ci

et
y 

4.
0)

で
は

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
情

報
を

入
手

し
分

析
す

る
と

い
っ

た
活

用
法

が
中

心
で

、
受

け
身

の
姿

勢
で

サ
イ

バ
ー

空
間

と
つ

き
あ

う
社

会
で

あ
っ

た
。

そ
れ

に
対

し
て

So
ci

et
y 

5.
0は

、
サ

イ
バ

ー
空

間
と

フ
ィ

ジ
カ

ル
空

間
を

高
度

に
融

合
さ

せ
た

社
会

を
構

築
し

、
社

会
課

題
の

解
決

や
経

済
発

展
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

ス
ピ

ー
デ

ィ
に

実
現

し
て

い
く

。
先

端
技

術
を

生
か

し
て

、
新

し
い

価
値

を
創

出
し

、
社

会
を

よ
り

良
い

も
の

に
し

て
い

く
と

い
う

構
想

で
あ

る
。

So
ci

et
y5

.0
の

世
界

で
は

、
限

り
な

く
無

意
識

の
う

ち
に

必
要

な
情

報
が

受
け

取
れ

る
よ

う
に

な
る

。
AI

な
ど

高
度

な
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
が

自
律

的
に

動
き

、
人

間
が

特
別

な
ア

ク
シ

ョ
ン

を
行

わ
ず

と
も

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
く

れ
る

よ
う

に
な

る
。

So
ci

et
y4

.0
か

ら
5.

0に
移

行
す

る
た

め
に

必
要

な
変

化
こ

そ
が

デ
ジ

タ
ル

シ
フ

ト
。

そ
の

上
で

So
ci

et
y5

.0
の

成
立

に
は

通
信

網
な

ど
の

イ
ン

フ
ラ

が
重

要
と

な
る

。

こ
れ

ま
で

鉄
道

や
飛

行
機

な
ど

の
イ

ン
フ

ラ
が

整
備

さ
れ

る
こ

と
に

よ
っ

て
高

度
経

済
成

長
が

起
き

た
よ

う
に

、
高

速
通

信
網

が
整

備
さ

れ
る

こ
と

で
大

量
の

デ
ー

タ
を

流
せ

る
よ

う
に

な
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
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6
3

2
.5

将
来

の
展

望
「

技
術

的
な

進
化

」

固
定

型
コ

ン
ピ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

モ
ビ

リ
テ

ィ
/
B

Y
O

D
In

te
rn

e
t 

o
f 

T
h

in
g

s

1
9
9
5

2
0
0
0

2
0
1
3

2
0
2
0
 

In
te

rn
e
t 

o
f 

E
v
e
ry

th
in

g

デ
バ

イ
ス

の
あ

る
場

所
で

作
業

す
る

デ
バ

イ
ス

を
持

ち
歩

く
複

数
デ

バ
イ

ス
が

結
び

つ
く

ヒ
ト

・
モ

ノ
・

デ
ー

タ
・

プ
ロ

セ
ス

が
結

び
つ

く

○
Io

T
の

次
の

コ
ン

セ
プ

ト
は

「
Io

E
：

In
te

rn
e
t 

o
f 
E
ve

ry
th

in
g
」

ヒ
ト

・
モ

ノ
・

デ
ー

タ
・

プ
ロ

セ
ス

を
結

び
付

け
密

接
で

価
値

あ
る

つ
な

が
り

を
生

み
だ

す
。

Io
Tは

、
情

報
の

収
集

・
蓄

積
、

解
析

、
反

映
・

応
用

の
あ

ら
ゆ

る
面

に
お

い
て

革
新

を
も

た
ら

す
。

各
産

業
の

ビ
ジ

ネ
ス

や
産

業
構

造
そ

の
も

の
を

大
き

く
変

革
す

る
可

能
性

を
秘

め
て

い
る

。

工
場

の
生

産
性

向
上

か
ら

、
社

会
イ

ン
フ

ラ
の

効
率

的
な

管
理

な
ど

、
あ

ら
ゆ

る
産

業
や

分
野

が
今

後
Io

Tを
取

り
込

ん
で

い
く

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

。
19

90
年

代
は

PC
な

ど
デ

バ
イ

ス
の

あ
る

場
所

へ
行

っ
て

作
業

す
る

固
定

型
で

あ
っ

た
が

、
20

00
年

代
に

な
る

と
、

ど
こ

で
も

作
業

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

BY
O

D
は

、
Br

in
g 

Yo
ur

 O
w

n 
D

ev
ic

eの
略

で
、

「
自

分
の

デ
バ

イ
ス

を
持

ち
込

む
」

と
い

う
意

味
。

社
員

が
個

人
で

所
有

し
て

い
る

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
や

タ
ブ

レ
ッ

ト
、

ノ
ー

ト
パ

ソ
コ

ン
な

ど
の

端
末

を
職

場
に

持
ち

込
ん

で
業

務
を

行
う

こ
と

。

20
13

年
か

ら
Io

Tの
実

用
化

が
進

ん
で

き
た

が
、

今
後

は
Io

Tの
次

の
コ

ン
セ

プ
ト

と
し

て
「

Io
E：

In
te

rn
et

 o
f 

Ev
er

yt
hi

ng
」

（
ヒ

ト
・

モ
ノ

・
デ

ー
タ

・
プ

ロ
セ

ス
を

結
び

付
け

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

密
接

で
価

値
あ

る
つ

な
が

り
を

生
み

だ
す

も
の

）
の

到
来

が
提

唱
さ

れ
て

い
る

。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

6
4

○
2
0
2
0
年

1
0
 月

、
日

本
が

宣
言

し
た

「
2
0
5
0
 年

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

」
に

伴
う

グ
リ

ー
ン

成
長

戦
略

に
は

「
Io

T
等

を
活

用
し

た
安

全
・

便
利

・
経

済
的

な
く

ら
し

」
が

あ
る

。

2
.5

将
来

の
展

望
「

法
的

な
課

題
」 出

所
h
tt

p
s:

//
w

w
w

.m
e
ti
.g

o
.j
p
/p

re
ss

/2
0
2
1
/0

6
/2

0
2
1
0
6
1
8
0
0
5
/2

0
2
1
0
6
1
8
0
0
5
-4

.p
d
f

20
20

年
10

 月
、

日
本

が
宣

言
し

た
「

20
50

 年
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
」

に
伴

う
グ

リ
ー

ン
成

長
戦

略
「

工
程

表
」

に
は

、
「

Io
T等

を
活

用
し

た
エ

ネ
マ

ネ
」

「
Io

T等
を

活
用

し
た

安
全

・
便

利
・

経
済

的
な

く
ら

し
」

が
含

ま
れ

て
い

る
。

課
題

と
し

て
「

エ
ネ

ル
ギ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
取

組
へ

の
評

価
・

認
知

度
が

不
足

し
て

い
る

こ
と

」
を

挙
げ

て
い

る
。

エ
ネ

ル
ギ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
(A

I・
Io

T、
EV

等
の

活
用

)社
会

実
装

の
加

速
化

が
必

要
で

あ
り

、
そ

の
た

め
に

は
規

制
・

制
度

改
革

が
必

要
で

あ
る

。

具
体

的
な

今
後

の
取

組
み

と
し

て
は

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
最

適
利

用
促

進
に

向
け

た
制

度
見

直
し

（
省

エ
ネ

法
、

イ
ン

バ
ラ

ン
ス

料
金

制
度

の
改

善
）

、
経

済
的

メ
リ

ッ
ト

や
生

活
水

準
の

向
上

を
実

感
で

き
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
等

の
評

価
方

法
の

確
立

が
記

載
さ

れ
て

い
る

。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

6
5

○
省

エ
ネ

法
は

1
9
7
9
年

に
制

定
さ

れ
た

、
住

宅
・

建
築

物
分

野
の

判
断

基
準

を
含

む
法

律
。

住
宅

・
建

築
に

お
け

る
省

エ
ネ

関
連

の
Io

T
を

構
築

す
る

際
に

は
遵

守
す

る
必

要
が

あ
る

。

2
.5

将
来

の
展

望
「

法
的

な
課

題
」

出
所

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.t
e
it
a
n
n
so

.j
p
/_

p
/a

cr
e
/2

5
1
7
8
/d

o
cu

m
e
n
ts

/0
3
6
_
0
1
_
0
0
.p

d
f

省
エ

ネ
法

は
19

79
年

に
制

定
さ

れ
た

、
住

宅
・

建
築

物
分

野
の

判
断

基
準

を
含

む
法

律
。

住
宅

・
建

築
に

お
け

る
省

エ
ネ

関
連

の
Io

Tを
構

築
す

る
際

に
は

遵
守

す
る

必
要

が
あ

る
。

例
え

ば
、

20
19

年
の

建
築

物
省

エ
ネ

法
改

正
で

は
、

「
省

エ
ネ

基
準

適
合

義
務

化
拡

大
」

「
建

築
主

へ
の

省
エ

ネ
性

能
説

明
義

務
」

の
改

正
が

あ
っ

た
。

今
後

も
、

法
改

正
の

動
向

を
把

握
し

て
お

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

6
6

○
イ

ン
バ

ラ
ン

ス
制

度
は

、
電

力
の

供
給

量
と

需
要

量
の

バ
ラ

ン
ス

が
崩

れ
て

電
気

の
品

質
が

乱
れ

る
と

い
う

事
態

を
防

止
す

る
対

策
で

あ
り

、
Io

T
住

宅
の

エ
ネ

マ
ネ

に
関

係
す

る
。

2
.5

将
来

の
展

望
「

法
的

な
課

題
」

電
力

の
需

要
量

電
力

の
供

給
量

電
力

の
需

要
量

電
力

の
供

給
量

イ
ン

バ
ラ

ン
ス

イ
ン

バ
ラ

ン
ス

イ
ン

バ
ラ

ン
ス

制
度

は
、

電
力

の
供

給
量

と
需

要
量

の
バ

ラ
ン

ス
が

崩
れ

て
電

気
の

品
質

が
乱

れ
る

と
い

う
事

態
を

防
止

す
る

対
策

で
あ

る
。

つ
ま

り
、

需
要

量
と

供
給

量
を

一
致

さ
せ

る
目

的
の

制
度

で
あ

り
、

Io
T住

宅
お

け
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
係

す
る

制
度

で
あ

る
。

イ
ン

バ
ラ

ン
ス

制
度

に
お

け
る

「
イ

ン
バ

ラ
ン

ス
」

と
は

「
電

力
の

需
要

量
と

供
給

量
の

差
分

」
を

意
味

す
る

。
「

小
売

電
気

事
業

者
等

が
一

般
送

配
電

事
業

者
に

提
出

す
る

発
電

計
画

」
と

「
実

際
に

対
象

地
点

で
使

用
・

発
電

さ
れ

た
発

電
実

績
」

を
元

に
差

分
が

算
出

さ
れ

る
。

こ
の

差
分

（
イ

ン
バ

ラ
ン

ス
）

に
対

し
て

、
一

般
送

配
電

事
業

者
か

ら
請

求
ま

た
は

支
払

が
行

わ
れ

る
金

額
を

イ
ン

バ
ラ

ン
ス

料
金

と
い

う
。

イ
ン

バ
ラ

ン
ス

制
度

は
、

日
々

変
化

し
て

い
る

。
20

20
年

の
年

末
か

ら
20

21
年

頭
に

は
寒

波
と

天
候

不
順

の
影

響
で

深
刻

な
電

力
不

足
が

発
生

し
た

。
そ

の
影

響
で

日
本

卸
電

力
取

引
所

の
ス

ポ
ッ

ト
価

格
が

上
昇

し
ま

し
た

。
こ

れ
は

小
売

電
気

事
業

者
だ

け
で

は
な

く
、

電
気

供
給

を
受

け
て

い
る

需
要

家
に

も
影

響
を

与
え

ま
し

た
。

市
場

連
動

型
の

電
気

契
約

を
選

択
し

て
い

た
場

合
、

支
払

額
が

市
場

高
騰

に
連

動
し

て
大

幅
に

高
騰

す
る

事
例

が
発

生
し

ま
し

た
。

電
力

・
ガ

ス
取

引
監

視
等

委
員

会
の

「
20

22
年

度
以

降
の

イ
ン

バ
ラ

ン
ス

料
金

制
度

に
つ

い
て

（
中

間
と

り
ま

と
め

）
」

で
は

、
イ

ン
バ

ラ
ン

ス
料

金
に

つ
い

て
、

発
生

さ
せ

た
差

分
に

対
し

て
「

合
理

的
な

価
格

で
精

算
」

と
の

方
針

を
打

ち
出

し
て

た
。

こ
れ

は
実

需
要

に
応

じ
た

イ
ン

バ
ラ

ン
ス

料
金

を
設

定
し

よ
う

と
す

る
動

き
で

あ
る

。
今

後
も

イ
ン

バ
ラ

ン
ス

制
度

は
、

イ
レ

ギ
ュ

ラ
ー

な
事

態
が

発
生

し
た

場
合

に
特

別
な

対
応

が
な

さ
れ

た
り

、
改

善
の

た
め

の
改

正
が

定
期

的
に

行
わ

れ
る

と
推

測
さ

れ
る

。
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一
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社
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法
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四
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万
未

来
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究
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6
7

○
「

住
宅

に
お

け
る

Io
T
／

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

利
活

用
促

進
に

関
す

る
検

討
会

」
で

ま
と

め
ら

れ
た

今
後

取
り

組
む

べ
き

方
向

性
は

下
記

の
通

り
。

2
.5

将
来

の
展

望
「

社
会

的
な

影
響

」

出
所

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.m
e
ti
.g

o
.j
p
/p

o
lic

y/
m

o
n
o
_
in

fo
_
se

rv
ic

e
/m

o
n
o
/j

yu
ta

k
u
/i

m
a
g
e
s/

H
2
8
F
Y
_
Io

T
ke

n
to

u
ka

i_
g
a
iy

o
u
.p

d
f

生
体

情
報

や
生

活
情

報
を

計
測

す
る

デ
バ

イ
ス

を
住

宅
部

材
に

一
体

化
す

る
等

、
居

住
者

に
負

担
を

か
け

る
こ

と
な

く
情

報
を

取
得

す
る

方
法

に
つ

い
て

、
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

を
可

能
と

す
る

Io
T
技

術
を

活
用

し
た

新
商

品
開

発
の

可
能

性

住
宅

部
材

一
体

化

居
住

者
が

高
齢

期
に

差
し

掛
か

っ
て

い
る

既
存

住
宅

に
対

し
、

H
E
M

S
と

連
動

す
る

生
体

情
報

、
生

活
情

報
及

び
環

境
情

報
を

取
得

す
る

た
め

の
デ

バ
イ

ス
を

設
置

し
、

同
時

に
高

齢
者

生
活

支
援

サ
ー

ビ
ス

の
提

案
も

行
う

こ
と

で
、

ハ
ー

ド
と

ソ
フ

ト
が

融
合

し
た

リ
フ

ォ
ー

ム
メ

ニ
ュ

ー
を

提
供

高
齢

者
生

活
支

援
と

の
融

合

街
単

位
の

サ
ー

ビ
ス

提
供

。
高

齢
化

が
進

ん
で

い
る

地
域

を
対

象
と

し
て

、
団

地
単

位
で

ヘ
ル

ス
ケ

ア
リ

フ
ォ

ー
ム

と
高

齢
者

生
活

支
援

サ
ー

ビ
ス

の
導

入
を

進
め

て
い

く
こ

と
で

、
住

宅
団

地
の

再
生

、
活

性
化

を
行

う

街
全

体
の

再
生

「
住

宅
に

お
け

る
Io

T／
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
利

活
用

促
進

に
関

す
る

検
討

会
」

で
ま

と
め

ら
れ

た
今

後
取

り
組

む
べ

き
方

向
性

は
下

記
の

通
り

。

①
住

宅
部

材
一

体
化

居
住

者
に

負
担

を
か

け
る

こ
と

な
く

情
報

を
取

得
す

る
方

法
と

し
て

、
生

体
情

報
な

ど
を

計
測

す
る

デ
バ

イ
ス

を
住

宅
部

材
に

一
体

化
す

る
。

現
時

点
で

は
、

建
材

に
埋

め
込

ま
れ

た
セ

ン
サ

を
活

用
し

た
Io

Tは
少

な
い

た
め

、
今

後
の

新
商

品
開

発
が

期
待

さ
れ

る
。

②
高

齢
者

生
活

支
援

と
の

融
合

H
EM

Sと
連

動
す

る
H

EM
Sと

連
動

し
て

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
を

取
得

す
る

デ
バ

イ
ス

設
置

な
ど

ヘ
ル

ス
ケ

ア
リ

フ
ォ

ー
ム

を
実

施
。

ハ
ー

ド
と

ソ
フ

ト
が

融
合

し
た

リ
フ

ォ
ー

ム
メ

ニ
ュ

ー
を

提
供

す
る

こ
と

が
可

能
。

③
街

単
位

の
再

生
高

齢
化

が
進

ん
で

い
る

地
域

の
団

地
を

再
生

す
る

。
団

地
単

位
で

ヘ
ル

ス
ケ

ア
リ

フ
ォ

ー
ム

と
高

齢
者

生
活

支
援

を
導

入
し

て
活

性
化

。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

6
8

○
建

築
分

野
の

Io
T
は

、
S
m

a
rt

E
n
e
rg

y
と

S
m

a
rt

Li
vi

n
g
に

含
ま

れ
る

た
め

、
将

来
に

渡
っ

て
、

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
を

通
じ

て
社

会
全

体
に

影
響

を
与

え
る

と
い

え
る

。

2
.5

将
来

の
展

望
「

社
会

的
な

影
響

」 S
m

a
rt

 
E
n

e
rg

y
環

境

S
m

a
rt

 
L
iv

in
g

生
活

S
m

a
rt

 
L
e
a
rn

in
g

教
育

S
m

a
rt

 
E
co

n
o
m

y
経

済

S
m

a
rt

 
G

o
v
e
rn

a
n

ce
政

府

S
m

a
rt

 
M

o
b

il
it

y
交

通

S
m

a
rt

C
it

y

建
築

分
野

の
Io

Tは
、

Sm
ar

tE
ne

rg
yと

Sm
ar

tL
iv

in
gに

含
ま

れ
る

た
め

、
将

来
に

渡
っ

て
、

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
を

通
じ

て
社

会
全

体
に

影
響

を
与

え
る

と
い

え
る

。
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

は
、

環
境

に
配

慮
す

る
だ

け
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

接
続

す
る

だ
け

で
は

な
く

「
環

境
に

配
慮

し
つ

つ
生

活
の

質
が

向
上

す
る

街
全

体
」

で
あ

る
。

6つ
の

要
素

「
ス

マ
ー

ト
リ

ビ
ン

グ
」

「
ス

マ
ー

ト
エ

ネ
ル

ギ
ー

」
「

ス
マ

ー
ト

モ
ビ

リ
テ

ィ
」

「
ス

マ
ー

ト
ラ

ー
ニ

ン
グ

」
「

ス
マ

ー
ト

ガ
バ

ナ
ン

ス
」

「
ス

マ
ー

ト
エ

コ
ノ

ミ
ー

」
か

ら
構

成
さ

れ
る

。
こ

れ
ら

が
単

独
で

成
立

し
て

い
る

状
態

は
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

と
は

い
え

ず
、

「
相

互
に

つ
な

が
る

」
こ

と
で

実
現

さ
れ

る
世

界
で

あ
る

。

例
え

ば
、

家
が

電
力

の
需

要
予

測
な

ど
に

基
づ

い
て

電
気

量
を

自
動

制
御

・
自

家
発

電
す

る
こ

と
(ス

マ
ー

ト
リ

ビ
ン

グ
)に

よ
り

効
率

的
に

電
力

を
使

用
で

き
る

だ
け

で
な

く
余

っ
た

電
力

は
周

囲
の

家
に

提
供

す
る

こ
と

(ス
マ

ー
ト

エ
ネ

ル
ギ

ー
)も

で
き

る
。

家
や

車
な

ど
の

生
活

イ
ン

フ
ラ

と
、

電
気

・
ガ

ス
・

水
道

な
ど

の
社

会
イ

ン
フ

ラ
と

い
う

都
市

全
体

が
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
接

続
す

る
こ

と
で

、
効

率
的

に
都

市
全

体
を

管
理

し
、

行
政

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
(ス

マ
ー

ト
ガ

バ
ナ

ン
ス

)
も

期
待

さ
れ

る
。

そ
し

て
、

多
く

の
ビ

ジ
ネ

ス
チ

ャ
ン

ス
が

生
ま

れ
る

た
め

、
経

済
発

展
に

つ
な

が
る

(ス
マ

ー
ト

エ
コ

ノ
ミ

ー
)

ス
マ

ー
ト

リ
ビ

ン
グ

（
Sm

ar
t L

iv
in

g：
生

活
）

：
人

々
の

生
活

の
質

を
高

め
る

取
組

。
ス

マ
ー

ト
エ

ネ
ル

ギ
ー

（
Sm

ar
t E

ne
rg

y：
環

境
）

：
人

々
の

生
活

の
中

で
環

境
保

護
や

エ
ネ

ル
ギ

ー
効

率
化

を
実

現
す

る
取

組
。

ス
マ

ー
ト

モ
ビ

リ
テ

ィ
（

Sm
ar

t M
ob

ili
ty

：
交

通
）

：
交

通
渋

滞
や

交
通

事
故

、
過

疎
地

域
の

移
動

手
段

な
ど

移
動

に
関

す
る

課
題

を
解

決
す

る
取

組
。

ス
マ

ー
ト

ラ
ー

ニ
ン

グ
（

Sm
ar

t L
ea

rn
in

g：
教

育
）

：
IC

Tを
活

用
し

た
教

育
の

取
組

。
ス

マ
ー

ト
ガ

バ
ナ

ン
ス

（
Sm

ar
t G

ov
er

na
nc

e：
政

府
）

：
コ

ス
ト

の
削

減
や

、
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

を
図

る
取

組
。

ス
マ

ー
ト

エ
コ

ノ
ミ

ー
（

Sm
ar

t E
co

no
m

y：
経

済
）

：
効

率
的

に
生

産
性

を
上

げ
、

持
続

的
に

経
済

を
回

し
て

い
く

取
組

。 68
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第
3
章

の
学

習
内

容

第
3
章

5
G

3
.1

5
G

と
は

3
.2

建
築

と
5
G

の
融

合
3
.3

5
G

を
利

用
し

た
建

築
の

設
計

と
施

工
3
.4

5
G

を
利

用
し

た
建

築
の

運
用

と
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

7
0

○
5
G

は
、

第
5
世

代
移

動
通

信
技

術
で

あ
り

、
高

速
・

高
容

量
・

低
遅

延
で

通
信

で
き

る
規

格
で

あ
る

。
建

築
業

界
に

お
い

て
も

5
G

は
注

目
さ

れ
て

い
る

。

3
.1

5
G

と
は

●
4
G

の
1
0
倍

速
●

高
周

波
数

帯
域

+
複

数
周

波
数

帯

●
ス

ト
レ

ス
フ

リ
ー

●
リ

ア
ル

タ
イ

ム
通

信
・

処
理

O
K

H
ig

h
 

S
p
e
e
d

高
速

La
rg

e
 

V
o
lu

m
e

大
容

量

Lo
w

La
te

n
cy

低
遅

延

●
多

数
の

デ
バ

イ
ス

か
ら

取
得

し
た

大
量

デ
ー

タ
O

K

5G
は

、
第

5世
代

移
動

通
信

技
術

で
あ

り
、

他
の

通
信

技
術

と
比

べ
て

①
高

速
②

大
容

量
③

低
遅

延
で

通
信

で
き

る
こ

と
が

特
長

で
あ

る
。

建
築

業
界

に
お

い
て

も
、

そ
の

特
長

を
活

用
す

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

て
い

る
。

①
高

速
：

高
周

波
数

帯
域

の
電

波
を

利
用

し
て

通
信

す
る

た
め

、
従

来
の

通
信

技
術

に
比

べ
て

高
速

な
通

信
速

度
を

実
現

で
き

る
。

5G
の

最
大

通
信

速
度

は
10

G
bp

sは
、

1世
代

前
の

4G
LT

Eの
最

大
通

信
速

度
1G

bp
sの

10
倍

で
あ

る
。

ま
た

、
複

数
の

周
波

数
帯

を
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
で

、
よ

り
広

い
帯

域
幅

を
確

保
し

、
よ

り
多

く
の

デ
ー

タ
を

一
度

に
送

信
で

き
る

。

②
大

容
量

：
高

速
で

処
理

で
き

る
た

め
、

低
速

の
技

術
と

比
べ

て
、

同
じ

時
間

内
に

よ
り

多
く

の
デ

ー
タ

を
処

理
で

き
る

。
こ

れ
に

よ
っ

て
、

建
築

物
内

に
設

置
さ

れ
た

多
数

の
デ

バ
イ

ス
か

ら
収

集
さ

れ
る

大
量

の
デ

ー
タ

の
処

理
に

耐
え

う
る

。

③
低

遅
延

：
遅

延
が

ほ
ぼ

無
い

、
ま

た
は

、
遅

延
す

る
時

間
を

最
小

限
に

短
縮

で
き

る
た

め
、

対
面

と
変

わ
ら

な
い

テ
ン

ポ
で

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
で

き
る

。
建

築
現

場
に

い
る

施
工

管
理

者
と

、
遅

延
の

ス
ト

レ
ス

な
く

オ
ン

ラ
イ

ン
で

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
で

き
、

施
工

管
理

の
効

率
化

に
つ

な
が

る
。

ま
た

、
建

築
物

内
に

設
置

さ
れ

た
セ

ン
サ

ー
や

カ
メ

ラ
か

ら
収

集
さ

れ
た

情
報

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

処
理

で
き

る
た

め
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

レ
ベ

ル
お

よ
び

安
全

性
が

向
上

す
る

。
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○
建

築
業

界
で

も
利

用
が

期
待

さ
れ

る
技

術
に

、
高

速
通

信
技

術
と

低
遅

延
通

信
技

術
が

あ
る

。

3
.1

5
G

と
は

「
技

術
仕

様
」

E
n

h
a
n

ce
d

 
M

o
b

il
e
 B

ro
a
d

b
a
n

d
高

速
通

信
技

術

U
lt

ra
-R

e
li
a
b

le
 L

o
w

-L
a
te

n
cy

 
C

o
m

m
u

n
ic

a
ti

o
n

s
低

遅
延

通
信

技
術

高
画

質
の

映
像

や
大

容
量

の
デ

ー
タ

を
ス

ト
リ

ー
ミ

ン
グ

監
視

カ
メ

ラ
か

ら
得

ら
れ

た
映

像
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
解

析

5G
に

は
、

建
築

業
界

に
お

い
て

も
利

用
が

期
待

さ
れ

る
主

な
技

術
仕

様
は

下
記

2つ
で

あ
る

。

高
速

通
信

技
術

（
En

ha
nc

ed
M

ob
ile

Br
oa

db
an

d）
は

、
Io

T住
宅

(ス
マ

ー
ト

ホ
ー

ム
、

ス
マ

ー
ト

ハ
ウ

ス
)や

ビ
ル

管
理

で
、

高
速

で
通

信
す

る
必

要
が

あ
る

場
合

に
4G

LT
Eよ

り
も

適
し

て
い

る
技

術
で

あ
る

。
例

：
高

画
質

の
映

像
や

大
容

量
の

デ
ー

タ
を

ス
ト

リ
ー

ミ
ン

グ
す

る
場

合

低
遅

延
通

信
技

術
（

U
ltr

a-
Re

lia
bl

e
Lo

w
-L

at
en

cy
Co

m
m

un
ic

at
io

ns
）

は
、

建
築

物
内

の
監

視
カ

メ
ラ

や
セ

ン
サ

ー
な

ど
か

ら
収

集
さ

れ
た

情
報

を
、

遅
延

時
間

を
最

小
限

に
抑

え
て

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
処

理
す

る
場

合
に

必
要

と
な

る
技

術
で

あ
る

。
例

：
監

視
カ

メ
ラ

か
ら

得
ら

れ
た

映
像

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

解
析

す
る

場
合

71
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

7
2

○
建

築
業

界
で

も
利

用
が

期
待

さ
れ

る
技

術
は

、
高

速
通

信
技

術
と

低
遅

延
通

信
技

術
で

あ
る

。

3
.1

5
G

と
は

「
建

築
業

界
で

の
応

用
例

」

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

化
現

場
の

状
況

把
握

建
築

物
の

設
備

監
視

建
築

物
の

異
常

検
知

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
向

上
作

業
員

の
安

全
管

理

5G
は

、
建

築
業

界
に

お
い

て
も

様
々

な
応

用
が

期
待

さ
れ

て
い

る
。

例
1：

建
築

物
内

に
設

置
さ

れ
た

複
数

の
デ

バ
イ

ス
を

接
続

す
る

こ
と

で
、

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

化
(節

電
)や

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
向

上
(防

犯
)

例
2：

建
築

現
場

で
の

状
況

を
遠

隔
で

監
視

し
て

状
況

把
握

、
作

業
員

の
安

全
管

理
す

る
こ

と
で

、
施

工
管

理
の

効
率

化
や

作
業

品
質

の
向

上
例

3：
建

築
物

を
遠

隔
で

点
検

、
設

備
の

監
視

、
異

常
の

検
知

す
る

こ
と

で
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

の
効

率
化

や
早

期
修

理
対

応
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7
3

○
建

築
と

5
G

が
融

合
す

る
こ

と
で

、
建

築
業

界
に

お
い

て
も

、
設

計
~

施
工

~
運

用
・

点
検

・
修

理
の

各
工

程
に

お
け

る
効

率
化

、
コ

ス
ト

削
減

、
品

質
保

持
な

ど
が

期
待

で
き

る
。

3
.2

建
築

と
5
G

の
融

合

5
G

を
利

用
し

た
施

工
管

理
シ

ス
テ

ム
5
G

を
利

用
し

た
ビ

ル
管

理
シ

ス
テ

ム
5
G

を
利

用
し

た
ス

マ
ー

ト
ホ

ー
ム

施
工

現
場

や
建

物
内

の
状

況
を

遠
隔

で
把

握
し

指
示

・
品

質
管

理
住

設
・

家
電

を
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

・
音

声
で

リ
モ

ー
ト

で
操

作
設

備
異

常
な

ど
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
把

握
し

効
率

的
に

ビ
ル

管
理

建
築

と
5G

が
融

合
す

る
こ

と
で

、
建

築
業

界
に

お
い

て
も

、
設

計
~

施
工

~運
用

・
点

検
・

修
理

の
各

工
程

に
お

け
る

効
率

化
、

コ
ス

ト
削

減
、

品
質

保
持

、
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

や
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

向
上

が
期

待
で

き
る

。
以

下
は

建
築

と
5G

を
融

合
し

た
実

用
化

の
例

で
あ

る
。

5G
を

活
用

し
た

施
工

管
理

シ
ス

テ
ム

5G
の

高
速

通
信

技
術

を
活

用
す

る
こ

と
で

、
施

工
現

場
や

建
物

内
の

状
況

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

把
握

す
る

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
。

ス
マ

ー
ト

デ
バ

イ
ス

に
よ

る
施

工
管

理
シ

ス
テ

ム
、

建
築

物
内

の
遠

隔
監

視
シ

ス
テ

ム
な

ど
の

事
例

が
あ

る
。

5G
を

活
用

し
た

ス
マ

ー
ト

ホ
ー

ム
建

築
物

内
の

エ
ア

コ
ン

や
照

明
、

そ
の

他
の

住
設

・
家

電
を

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
(操

作
)や

ス
マ

ー
ト

ス
ピ

ー
カ

ー
(音

声
)を

利
用

し
て

リ
モ

ー
ト

で
操

作
す

る
シ

ス
テ

ム
。

音
声

で
は

よ
り

自
然

な
操

作
感

覚
を

実
現

し
、

家
族

や
訪

問
者

に
も

使
い

や
す

い
シ

ス
テ

ム
に

な
っ

て
い

る
。

5G
を

活
用

し
た

ビ
ル

管
理

シ
ス

テ
ム

建
築

物
内

の
様

々
な

設
備

や
シ

ス
テ

ム
を

一
元

的
に

管
理

す
る

ビ
ル

管
理

シ
ス

テ
ム

は
、

建
築

業
界

に
お

い
て

欠
か

せ
な

い
も

の
と

な
っ

て
い

る
。

5G
を

利
用

す
る

こ
と

で
、

高
速

か
つ

安
定

し
た

通
信

が
実

現
さ

れ
る

た
め

、
建

築
物

内
に

設
置

さ
れ

た
セ

ン
サ

ー
か

ら
収

集
さ

れ
た

情
報

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

把
握

し
、

す
ぐ

に
適

切
な

判
断

を
下

す
こ

と
が

で
き

る
。

さ
ら

に
、

解
析

技
術

な
ど

AI
と

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

で
、

よ
り

効
率

的
な

ビ
ル

管
理

が
可

能
と

な
る

。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

7
4

○
5
G

を
活

用
し

た
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

、
施

工
現

場
や

建
物

内
の

状
況

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

把
握

し
て

す
ぐ

に
適

切
な

作
業

指
示

・
改

善
指

示
を

行
い

、
品

質
を

担
保

し
安

全
性

を
向

上
で

き
る

。

3
.2

建
築

と
5
G

の
融

合
「

施
工

管
理

シ
ス

テ
ム

」

出
所

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.n
tt

.c
o
m

/b
u
si

n
e
ss

/s
e
rv

ic
e
s/

a
ce

re
a
l.
h
tm

l
h
tt

p
s:

//
w

w
w

.y
o
u
tu

b
e
.c

o
m

/w
a
tc

h
?v

=
h
B
H

sm
T
S
H

u
A
Q

&
t=

6
5
s

5G
を

活
用

し
た

施
工

管
理

シ
ス

テ
ム

例
：

N
TT

ド
コ

モ
の

遠
隔

作
業

支
援

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
「

Ac
eR

ea
l®

 fo
r d

oc
om

o」
N

TT
ド

コ
モ

は
、

5G
を

活
用

し
た

様
々

な
ビ

ジ
ネ

ス
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

を
提

供
し

て
い

る
。

「
Ac

eR
ea

l A
ss

is
t」

と
は

、
5G

×
ス

マ
ー

ト
グ

ラ
ス

で
遠

隔
か

ら
作

業
現

場
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
リ

モ
ー

ト
支

援
す

る
サ

ー
ビ

ス
。

現
場

の
作

業
者

が
装

着
し

た
ス

マ
ー

ト
グ

ラ
ス

に
搭

載
さ

れ
て

い
る

カ
メ

ラ
か

ら
送

信
さ

れ
た

映
像

を
、

熟
練

者
(支

援
者

)が
オ

フ
ィ

ス
や

ご
自

宅
に

あ
る

PC
画

面
で

見
る

こ
と

で
、

視
界

を
共

有
・

作
業

状
況

を
把

握
し

、
即

時
＆

適
切

な
指

示
を

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

こ
の

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
を

使
う

メ
リ

ッ
ト

は
、

①
コ

ス
ト

の
削

減
：

現
場

へ
移

動
す

る
人

数
が

減
り

、
交

通
費

・
宿

泊
費

・
熟

練
者

の
稼

働
時

間
を

削
減

す
る

。
②

技
術

継
承

(人
材

育
成

)の
効

率
化

：
熟

練
者

が
持

つ
知

識
・

経
験

・
ノ

ウ
ハ

ウ
を

映
像

と
音

声
で

わ
か

り
や

す
く

伝
え

る
。

③
施

工
品

質
の

保
持

：
未

熟
練

作
業

者
で

も
熟

練
者

と
同

じ
作

業
が

で
き

る
。
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般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

7
5

○
取

得
し

た
点

群
デ

ー
タ

を
ク

ラ
ウ

ド
上

で
自

動
合

成
→

実
業

務
で

の
活

用
を

支
援

す
る

。

3
.2

建
築

と
5
G

の
融

合
「

施
工

管
理

シ
ス

テ
ム

」

出
所

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.n
tt

.c
o
m

/b
u
si

n
e
ss

/s
e
rv

ic
e
s/

fi
e
ld

s.
h
tm

l
h
tt

p
s:

//
w

w
w

.y
o
u
tu

b
e
.c

o
m

/w
a
tc

h
?v

=
S
h
O

X
Z
u
j5

y
x
0

5G
を

活
用

し
た

施
工

管
理

シ
ス

テ
ム

例
：

N
TT

ド
コ

モ
の

点
群

デ
ー

タ
活

用
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

「
Fi

el
d 

Si
m

ul
at

or
™

」
3ス

キ
ャ

ナ
な

ど
に

よ
り

点
群

デ
ー

タ
を

取
得

→
ク

ラ
ウ

ド
上

で
自

動
合

成
→

実
業

務
で

の
活

用
(現

場
作

業
の

事
前

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

)を
ト

ー
タ

ル
で

支
援

す
る

。
5G

を
使

う
こ

と
で

、
現

状
は

ハ
ー

ド
デ

ィ
ス

ク
や

SD
カ

ー
ド

に
保

存
し

て
物

理
的

に
届

け
て

い
る

「
デ

ー
タ

転
送

」
の

業
務

工
数

が
大

幅
に

削
減

で
き

る
。

主
な

機
能

は
下

記
の

通
り

。
①

設
備

の
搬

出
入

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

：
追

突
チ

ェ
ッ

ク
や

レ
イ

ア
ウ

ト
変

更
時

の
通

路
確

保
②

遠
隔

採
寸

：
手

間
の

か
か

る
現

場
で

の
物

理
的

採
寸

で
は

な
く

PC
上

で
採

寸
③

2D
施

工
図

面
の

作
成

簡
易

化
：

現
場

採
寸

不
要

で
図

面
作

成
④

経
年

劣
化

確
認

：
過

去
デ

ー
タ

と
現

在
デ

ー
タ

の
比

較
に

よ
る

差
分

確
認

⑤
遠

隔
地

に
い

る
人

と
点

群
デ

ー
タ

の
同

時
確

認
：

W
eb

上
で

複
数

人
同

時
に

確
認
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

7
6

○
5
G

を
活

用
し

た
ス

マ
ー

ト
ホ

ー
ム

に
よ

り
、

エ
ア

コ
ン

や
照

明
、

そ
の

他
の

住
設

・
家

電
を

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
や

ス
マ

ー
ト

ス
ピ

ー
カ

ー
(音

声
)で

遠
隔

操
作

で
き

る
。

3
.2

建
築

と
5
G

の
融

合
「

ス
マ

ー
ト

ホ
ー

ム
」

出
所

h
tt

p
s:

//
h
o
ld

in
g
s.

p
a
n
a
so

n
ic

/j
p
/b

u
si

n
e
ss

/h
o
m

e
x.

h
tm

l

5G
を

活
用

し
た

ス
マ

ー
ト

ホ
ー

ム
例

：
Pa

na
so

ni
c 

「
H

om
eX

」
、

SO
N

Y「
5G

ス
マ

ー
ト

ホ
ー

ム
」

、
To

sh
ib

a 
「

Sm
ar

t H
om

e」
H

om
eX

は
、

家
そ

の
も

の
を

も
う

一
人

の
「

家
」

族
と

し
て

と
ら

え
、

毎
日

の
新

し
い

体
験

を
提

供
し

ワ
ク

ワ
ク

す
る

生
活

を
創

る
、

く
ら

し
の

統
合

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

。
住

設
・

家
電

を
媒

介
と

し
て

、
「

人
」

と
「

く
ら

し
」

を
デ

ジ
タ

ル
で

む
す

び
つ

け
る

。

時
間

や
場

所
に

縛
ら

れ
る

こ
と

の
な

い
便

利
な

世
の

中
に

な
っ

た
一

方
で

、
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
へ

の
過

度
な

依
存

に
よ

り
人

間
ら

し
い

生
活

が
本

来
あ

る
べ

き
姿

と
異

な
っ

た
方

向
に

進
み

、
本

当
の

意
味

で
の

豊
か

さ
が

失
わ

れ
て

い
る

面
が

あ
る

。
H

om
eX

は
、

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

を
再

定
義

し
「

毎
日

が
喜

び
と

新
し

い
発

見
に

満
ち

あ
ふ

れ
た

人
間

ら
し

い
生

活
、

よ
り

自
分

ら
し

い
生

活
」

の
実

現
を

目
指

す
、

人
そ

れ
ぞ

れ
の

生
活

ス
タ

イ
ル

に
合

わ
せ

て
、

住
設

・
家

電
の

機
能

を
統

合
し

、
一

人
ひ

と
り

に
寄

り
添

っ
て

き
め

細
や

か
に

自
然

な
カ

タ
チ

で
提

案
す

る
。

そ
の

人
に

ぴ
っ

た
り

の
機

能
だ

け
で

な
く

、
未

知
の

も
の

に
出

会
え

る
刺

激
が

生
ま

れ
る

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
通

じ
た

様
々

な
サ

ー
ビ

ス
と

連
携

し
た

新
機

能
や

遊
び

心
に

あ
ふ

れ
た

体
験

に
よ

り
、

生
活

す
れ

ば
す

る
ほ

ど
に

豊
か

に
な

る
仕

組
み

に
な

っ
て

い
る

。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

7
7

○
H

o
m

e
X
は

、
①

生
活

シ
ー

ン
の

瞬
間

を
自

然
に

と
ら

え
る

、
②

人
そ

れ
ぞ

れ
の

好
み

に
合

わ
せ

る
、

③
日

々
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
さ

れ
る

新
し

い
サ

ー
ビ

ス
を

届
け

る
。

3
.2

建
築

と
5
G

の
融

合
「

ス
マ

ー
ト

ホ
ー

ム
」

出
所

h
tt

p
s:

//
h
o
ld

in
g
s.

p
a
n
a
so

n
ic

/j
p
/b

u
si

n
e
ss

/h
o
m

e
x.

h
tm

l

H
om

eX
は

、
3つ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

で
、

「
よ

り
自

分
ら

し
い

生
活

を
発

見
で

き
る

」
体

験
を

提
供

す
る

。

①
生

活
シ

ー
ン

の
瞬

間
を

自
然

に
と

ら
え

る
住

設
・

家
電

と
の

多
種

多
様

な
接

点
に

お
け

る
、

毎
日

の
生

活
の

中
で

モ
ー

メ
ン

ト
(よ

り
良

い
意

思
決

定
が

あ
れ

ば
受

け
付

け
た

い
瞬

間
。

例
え

ば
、

買
い

物
し

た
い

、
寝

た
い

、
食

べ
た

い
な

ど
)を

と
ら

え
る

こ
と

で
、

自
然

か
つ

最
適

な
タ

イ
ミ

ン
グ

で
く

ら
し

の
提

案
が

で
き

る
。

②
人

そ
れ

ぞ
れ

の
好

み
に

合
わ

せ
る

人
そ

れ
ぞ

れ
好

み
や

「
よ

り
良

い
」

と
思

う
生

活
は

異
な

る
。

マ
ニ

ュ
ア

ル
化

さ
れ

た
画

一
的

な
提

案
で

は
な

く
、

お
母

さ
ん

が
子

供
の

た
め

に
飽

き
が

こ
な

い
よ

う
な

献
立

を
考

え
る

よ
う

に
、

く
ら

す
人

に
寄

り
添

っ
た

て
提

案
す

る
。

③
日

々
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
さ

れ
る

新
し

い
サ

ー
ビ

ス
を

届
け

る
ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア
そ

の
も

の
、

組
み

込
ま

れ
た

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

な
ど

を
日

々
進

化
す

る
サ

ー
ビ

ス
と

連
動

さ
せ

る
こ

と
で

、
新

し
い

価
値

を
提

供
す

る
。

従
来

の
ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア
で

は
実

現
で

き
な

か
っ

た
新

し
い

提
案

に
よ

っ
て

、
く

ら
し

全
体

が
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
さ

れ
る

。
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社
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法
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四
十
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未

来
研

究
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○
5
G

を
活

用
し

た
ビ

ル
管

理
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

、
建

築
物

内
に

設
置

さ
れ

た
セ

ン
サ

ー
か

ら
収

集
さ

れ
た

情
報

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

把
握

し
、

す
ぐ

に
適

切
な

判
断

を
下

す
こ

と
が

で
き

る
。

3
.2

建
築

と
5
G

の
融

合
「

ビ
ル

管
理

シ
ス

テ
ム

」

出
所

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.f
u
ji
ts

u
.c

o
m

/j
p
/p

ro
d
u
ct

s/
n
e
tw

o
rk

/m
a
in

te
n
a
n
ce

-a
n
d
-s

u
p
p
o
rt

-s
e
rv

ic
e
s-

n
e
tw

o
rk

/f
u
tu

ri
c/

sx
/

5G
を

活
用

し
た

ビ
ル

管
理

シ
ス

テ
ム

例
：

富
士

通
の

ビ
ル

管
理

シ
ス

テ
ム

「
Fu

tu
ric

」
シ

リ
ー

ズ
電

力
、

空
調

、
照

明
、

防
犯

、
防

災
な

ど
の

設
備

を
統

合
的

に
監

視
す

る
ビ

ル
オ

ー
ト

メ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
。

So
ci

al
 C

en
tu

ry
 S

us
ta

in
ab

le
 施

設
総

合
管

理
シ

ス
テ

ム
は

、
施

設
に

関
わ

る
様

々
な

利
用

者
の

利
便

性
・

快
適

性
を

追
求

し
た

利
用

者
中

心
の

サ
ー

ビ
ス

。
複

数
建

物
の

中
央

監
視

シ
ス

テ
ム

や
様

々
な

Io
Tセ

ン
サ

ー
情

報
を

一
元

管
理

す
る

。
そ

の
特

長
は

下
記

の
通

り
。

特
長

①
高

信
頼

・
高

性
能

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

：
膨

大
な

デ
ー

タ
を

効
率

よ
く

収
集

・
蓄

積
・

閲
覧

で
き

る
高

信
頼

・
高

性
能

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

管
理

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

を
採

用
。

特
長

②
シ

ン
グ

ル
オ

ペ
レ

ー
シ

ョ
ン

：
1台

の
モ

ニ
タ

で
「

監
視

制
御

」
「

ビ
ル

運
営

管
理

」
「

O
Aソ

フ
ト

」
の

3つ
の

機
能

を
使

え
る

。
特

長
③

ヒ
ュ

ー
マ

ン
セ

ン
ト

リ
ッ

ク
な

操
作

性
：

表
現

豊
か

で
、

操
作

者
が

操
作

し
や

す
い

仕
様

に
な

っ
て

い
る

。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

7
9

○
ビ

ル
内

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

使
用

状
況

や
設

備
機

器
の

運
転

状
況

を
一

元
的

に
把

握
す

る
。

3
.2

建
築

と
5
G

の
融

合
「

ビ
ル

管
理

シ
ス

テ
ム

」

出
所

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.f
u
ji
ts

u
.c

o
m

/j
p
/p

ro
d
u
ct

s/
n
e
tw

o
rk

/m
a
in

te
n
a
n
ce

-a
n
d
-s

u
p
p
o
rt

-s
e
rv

ic
e
s-

n
e
tw

o
rk

/f
u
tu

ri
c/

sx
/e

co
/

富
士

通
の

ビ
ル

管
理

シ
ス

テ
ム

「
Fu

tu
ric

」
シ

リ
ー

ズ
BE

M
S（

Bu
ild

in
g 

an
d 

En
er

gy
 M

an
ag

em
en

t S
ys

te
m

）
は

、
ビ

ル
内

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

使
用

状
況

や
設

備
機

器
の

運
転

状
況

を
一

元
的

に
把

握
で

き
る

よ
う

見
え

る
化

、
運

用
の

最
適

化
や

改
善

施
策

立
案

を
行

う
こ

と
で

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

の
効

率
化

を
図

る
た

め
の

シ
ス

テ
ム

。

使
う

人
に

よ
っ

て
様

々
な

メ
リ

ッ
ト

が
あ

る
。

①
経

営
層

：
ビ

ル
単

位
や

事
業

所
単

位
で

電
力

の
使

用
状

況
を

確
認

し
、

的
確

な
意

思
決

定
や

判
断

が
で

き
る

。
②

エ
ネ

ル
ギ

ー
管

理
者

：
総

電
力

量
の

削
減

、
施

策
の

効
果

検
証

、
省

エ
ネ

法
に

対
応

し
た

環
境

経
営

報
告

書
や

定
期

報
告

書
を

作
成

で
き

る
。

③
ビ

ル
管

理
者

：
ビ

ル
全

体
を

少
な

い
人

数
や

少
な

い
時

間
で

効
率

的
に

監
視

・
制

御
で

き
る

。
④

従
業

員
：

情
報

公
開

に
よ

り
、

節
電

/省
エ

ネ
意

識
の

向
上

を
図

り
、

自
主

的
な

改
善

提
案

を
促

進
す

る
。

主
な

機
能

は
下

記
の

通
り

で
あ

る
。

【
エ

ネ
ル

ギ
ー

管
理

者
向

け
】

評
価

グ
ラ

フ
表

示
、

目
標

管
理

グ
ラ

フ
表

示
、

業
務

日
誌

管
理

、
帳

票
演

算
管

理
、

定
期

報
告

書
作

成
【

設
備

管
理

者
向

け
】

設
備

台
帳

管
理

、
備

品
台

帳
管

理
、

業
務

日
誌

管
理

、
保

守
点

検
ス

、
ケ

ジ
ュ

ー
ル

管
理

、
警

報
履

歴
管

理
【

総
務

部
門

向
け

】
テ

ナ
ン

ト
情

報
管

理
(契

約
、

入
居

年
月

日
、

面
積

な
ど

)、
請

求
書

発
行

、
出

入
金

管
理

【
テ

ナ
ン

ト
・

来
訪

者
向

け
】

CO
2削

減
の

取
組

み
等

の
リ

ア
ル

タ
イ

ム
情

報
表

示
、

空
調

延
長

リ
ク

エ
ス

ト
、

温
度

設
定

変
更

受
付

、
緊

急
災

害
情

報
表

示
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

8
0

○
5
G

活
用

に
よ

り
、

建
築

物
の

設
計

や
施

工
に

お
い

て
も

効
率

的
な

作
業

が
実

現
さ

れ
る

。

3
.3

5
G

を
利

用
し

た
建

築
の

設
計

と
施

工

5
G

を
利

用
し

た
設

計
5
G

を
利

用
し

た
施

工
管

理

■
デ

バ
イ

ス
の

位
置

や
数

の
最

適
化

■
予

測
し

た
通

信
環

境
に

配
慮

し
た

設
計

■
現

場
と

の
ス

ム
ー

ズ
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
■

施
工

の
進

捗
や

品
質

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

把
握

建
築

物
の

設
計

や
施

工
に

お
い

て
も

、
5G

を
活

用
す

る
こ

と
で

、
よ

り
効

率
的

に
作

業
で

き
る

。

5G
を

活
用

し
た

設
計

建
築

物
内

の
デ

バ
イ

ス
の

位
置

や
数

を
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
し

て
、

最
適

な
位

置
や

数
を

選
択

で
き

る
。

セ
ン

サ
ー

か
ら

得
ら

れ
た

電
波

の
強

さ
や

通
信

環
境

の
デ

ー
タ

を
5G

に
よ

っ
て

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
解

析
し

、
建

築
物

内
の

通
信

環
境

を
予

測
す

る
。

予
測

結
果

を
元

に
通

信
環

境
に

配
慮

し
た

設
計

を
行

う
こ

と
で

、
ス

ム
ー

ズ
な

通
信

環
境

を
実

現
で

き
る

。

5G
を

利
用

し
た

施
工

管
理

建
築

現
場

に
お

け
る

施
工

管
理

者
と

映
像

を
共

有
す

る
な

ど
、

5G
の

高
速

か
つ

安
定

し
た

通
信

に
よ

っ
て

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
可

能
と

な
る

。
セ

ン
サ

ー
や

カ
メ

ラ
か

ら
収

集
さ

れ
た

建
築

現
場

の
様

子
を

表
す

デ
ー

タ
を

5G
に

よ
っ

て
解

析
し

、
施

工
の

進
捗

状
況

や
品

質
情

報
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
把

握
で

き
る

。

80

一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

8
1

○
5
G

活
用

に
よ

り
、

建
築

物
の

運
用

や
メ

ン
テ

に
お

い
て

も
効

率
的

な
作

業
が

実
現

さ
れ

る
。

3
.4

5
G

を
利

用
し

た
建

築
の

運
用

と
メ

ン
テ

ナ
ン

ス

5
G

を
利

用
し

た
監

視
5
G

を
利

用
し

た
メ

ン
テ

ナ
ン

ス

■
電

力
や

水
道

の
使

用
量

・
温

湿
度

の
監

視
■

状
況

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

把
握

、
異

常
通

知
■

故
障

や
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
が

必
要

な
箇

所
を

早
期

発
見

、
適

時
適

切
な

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

建
築

物
の

運
用

や
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
に

お
い

て
も

、
5G

を
活

用
す

る
こ

と
で

、
よ

り
効

率
的

に
作

業
で

き
る

。

5G
を

利
用

し
た

監
視

建
築

物
内

に
設

置
さ

れ
た

セ
ン

サ
ー

か
ら

得
ら

れ
る

、
電

力
や

水
道

の
使

用
量

・
温

度
・

湿
度

な
ど

の
情

報
を

遠
隔

で
監

視
す

る
。

建
築

物
内

の
監

視
カ

メ
ラ

で
撮

影
さ

れ
た

映
像

を
5G

に
よ

り
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

ス
ト

リ
ー

ミ
ン

グ
・

解
析

す
る

こ
と

で
、

建
築

物
内

の
状

況
を

正
確

に
把

握
し

、
異

常
発

見
な

ど
必

要
な

場
合

に
は

通
知

・
通

報
な

ど
適

切
な

措
置

を
講

じ
る

こ
と

が
で

き
る

。
例

：
日

立
の

「
Lu

m
ad

a
Bu

ild
in

g 
O

pe
ra

tio
ns

 M
an

ag
em

en
t」

5G
を

活
用

し
た

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

建
築

物
内

に
設

置
さ

れ
た

セ
ン

サ
ー

か
ら

得
ら

れ
た

情
報

を
5G

を
利

用
し

て
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

解
析

す
る

こ
と

で
、

異
常

を
発

見
し

た
場

合
に

は
す

ぐ
に

通
知

す
る

。
機

器
の

故
障

や
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
が

必
要

な
箇

所
を

早
期

発
見

し
、

遅
延

や
無

駄
な

く
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

が
必

要
な

箇
所

を
早

期
に

特
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
例

：
パ

ナ
ソ

ニ
ッ

ク
の

「
Bu

ild
in

g 
Io

T 
So

lu
tio

n」
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

8
2

第
4
章

の
学

習
内

容

第
4
章

ク
ラ

ウ
ド

4
.1

ク
ラ

ウ
ド

と
は

4
.2

建
築

と
ク

ラ
ウ

ド
の

融
合

4
.3

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
し

た
建

築
の

設
計

と
施

工
4
.4

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
し

た
建

築
の

運
用

と
メ

ン
テ

ナ
ン

ス

82

一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

8
3

○
ク

ラ
ウ

ド
は

、
デ

ー
タ

の
保

存
や

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
利

用
な

ど
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

で
提

供
さ

れ
る

利
用

で
き

る
よ

う
に

な
る

仕
組

み
で

あ
る

。

4
.1

ク
ラ

ウ
ド

と
は

保
存

処
理

分
析

オ
ン

デ
マ

ン
ド

必
要

な
と

き
必

要
な

だ
け

ク
ラ

ウ
ド

と
は

、
自

分
の

パ
ソ

コ
ン

や
サ

ー
バ

ー
な

ど
の

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

を
所

有
す

る
こ

と
な

く
、

デ
ー

タ
の

保
存

や
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

利
用

な
ど

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
で

提
供

さ
れ

る
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

で
き

る
よ

う
に

な
る

仕
組

み
で

あ
る

。
建

築
設

計
に

お
い

て
は

、
ク

ラ
ウ

ド
を

活
用

す
る

こ
と

で
、

デ
ー

タ
や

設
計

情
報

を
共

有
し

た
り

、
設

計
を

可
視

化
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

ク
ラ

ウ
ド

は
様

々
な

場
所

に
設

置
さ

れ
た

デ
バ

イ
ス

か
ら

の
デ

ー
タ

を
一

元
管

理
す

る
巨

大
な

デ
ー

タ
集

積
所

と
い

え
る

。
単

な
る

ス
ト

レ
ー

ジ
(保

管
)だ

け
で

は
な

く
、

AI
な

ど
を

活
用

し
た

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

り
処

理
、

分
析

、
制

御
と

い
っ

た
機

能
を

オ
ン

デ
マ

ン
ド

で
(必

要
な

時
に

必
要

な
だ

け
)提

供
す

る
。

膨
大

な
量

か
つ

多
種

類
の

デ
ー

タ
を

蓄
積

・
解

析
す

る
に

は
高

性
能

な
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
が

必
要

で
あ

り
、

個
人

に
と

っ
て

は
労

力
と

費
用

が
か

か
る

た
め

、
オ

ン
デ

マ
ン

ド
=

必
要

な
時

に
必

要
な

だ
け

利
用

で
き

る
ク

ラ
ウ

ド
が

活
用

さ
れ

る
。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

8
4

○
ク

ラ
ウ

ド
サ

ー
ビ

ス
の

種
類

に
は

、
デ

ー
タ

共
有

用
の

S
a
a
S
、

設
計

情
報

管
理

用
の

Ia
a
S
、

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

開
発

用
の

P
a
a
S
な

ど
が

あ
る

。

4
.1

ク
ラ

ウ
ド

と
は

「
ク

ラ
ウ

ド
サ

ー
ビ

ス
の

種
類

」

S
a
a
S

S
o
ft

w
a
re

 a
s 

a
 S

e
rv

ic
e

P
a
a
S

P
la

tf
o
rm

 a
s 

a
 S

e
rv

ic
e

Ia
a
S

In
fr

a
st

ru
ct

u
re

 a
s 

a
 S

e
rv

ic
e

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
経

由
で

提
供

さ
れ

る
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
デ

ー
タ

の
保

存
、

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

開
発

・
実

行
基

盤

ク
ラ

ウ
ド

サ
ー

ビ
ス

に
は

、
Sa

aS
（

So
ftw

ar
e 

as
 a

 S
er

vi
ce

）
、

Ia
aS

（
In

fra
st

ru
ct

ur
e 

as
 a

 S
er

vi
ce

）
、

Pa
aS

（
Pl

at
fo

rm
 a

s 
a 

Se
rv

ic
e）

な
ど

の
種

類
が

あ
る

。
建

築
設

計
に

お
い

て
は

、
デ

ー
タ

共
有

に
は

Sa
aS

が
、

設
計

情
報

管
理

に
は

Ia
aS

が
、

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

開
発

に
は

Pa
aS

が
活

用
さ

れ
る

。

Sa
aS

（
So

ftw
ar

e 
as

 a
 S

er
vi

ce
）

：
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

経
由

で
提

供
さ

れ
る

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

サ
ー

ビ
ス

。
建

築
設

計
に

は
多

数
の

図
面

や
デ

ー
タ

が
必

要
と

な
る

が
、

Sa
aS

を
利

用
す

る
こ

と
で

、
複

数
の

担
当

者
が

同
じ

デ
ー

タ
に

ア
ク

セ
ス

し
、

共
同

作
業

が
で

き
る

。

Ia
aS

（
In

fr
as

tr
uc

tu
re

 a
s 

a 
Se

rv
ic

e）
：

イ
ン

フ
ラ

ス
ト

ラ
ク

チ
ャ

を
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
。

建
築

設
計

に
は

大
量

の
デ

ー
タ

が
必

要
と

な
る

が
、

Ia
aS

を
利

用
す

る
こ

と
で

、
デ

ー
タ

を
ク

ラ
ウ

ド
に

保
存

し
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
ア

ク
セ

ス
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
デ

ー
タ

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
や

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

な
ど

を
ク

ラ
ウ

ド
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
に

任
せ

る
こ

と
も

で
き

る
。

Pa
aS

（
Pl

at
fo

rm
 a

s 
a 

Se
rv

ic
e）

：
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

開
発

や
実

行
に

必
要

な
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

。
建

築
設

計
に

は
多

数
の

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
必

要
と

な
る

が
、

Pa
aS

を
利

用
す

る
こ

と
で

、
開

発
者

は
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

開
発

に
必

要
な

環
境

を
手

軽
に

利
用

で
き

、
開

発
作

業
に

集
中

で
き

る
。
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一
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社
団

法
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四
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万
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来
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究
所

8
5

○
ク

ラ
ウ

ド
に

も
メ

リ
ッ

ト
と

デ
メ

リ
ッ

ト
が

あ
る

。
建

築
設

計
に

お
い

て
は

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

面
や

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

に
配

慮
し

つ
つ

、
ク

ラ
ウ

ド
の

利
用

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

4
.1

ク
ラ

ウ
ド

と
は

「
ク

ラ
ウ

ド
の

メ
リ

ッ
ト

・
デ

メ
リ

ッ
ト

」

コ
ス

ト
削

減
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
・

共
有

ス
ケ

ー
ラ

ビ
リ

テ
ィ

安
全

性
の

保
証

な
し

ネ
ッ

ト
接

続
必

須
限

定
的

な
サ

ポ
ー

ト

ク
ラ

ウ
ド

に
も

メ
リ

ッ
ト

と
デ

メ
リ

ッ
ト

が
あ

る
。

建
築

設
計

に
お

い
て

は
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

面
や

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

に
配

慮
し

つ
つ

、
ク

ラ
ウ

ド
の

利
用

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

メ
リ

ッ
ト

と
し

て
①

初
期

費
用

(イ
ニ

シ
ャ

ル
コ

ス
ト

)・
維

持
費

用
(ラ

ン
ニ

ン
グ

コ
ス

ト
)の

削
減

②
デ

ー
タ

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
や

共
有

が
簡

単
に

で
き

る
こ

と
③

ス
ケ

ー
ラ

ビ
リ

テ
ィ

が
高

い
こ

と
(拡
張
性
。

メ
モ

リ
容

量
や

デ
ー

タ
の

保
存

容
量

、
端

末
の

数
を

っ
必

要
に

応
じ

て
柔

軟
に

増
減

・
調

整
で

き
る

こ
と

)
な

ど
が

挙
げ

ら
れ

る
。

一
方

、
デ

メ
リ

ッ
ト

と
し

て
①

デ
ー

タ
の

安
全

性
が

保
証

さ
れ

て
い

な
い

場
合

が
あ

る
②

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
接

続
さ

れ
な

い
場

所
で

は
利

用
で

き
な

い
③

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
元

に
よ

っ
て

は
サ

ポ
ー

ト
が

限
ら

れ
る

場
合

が
あ

る
な

ど
が

挙
げ

ら
れ

る
。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

8
6

○
世

界
的

に
巨

大
な

IT
企

業
が

ク
ラ

ウ
ド

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
い

る
。

【
参

考
】

世
界

3
大

ク
ラ

ウ
ド

サ
ー

ビ
ス

G
o
o
g
le

 
C
lo

u
d

P
la

tf
o
rm

(G
C
P
)

A
m

a
zo

n
 

W
e
b
 S

e
rv

ic
e

(A
W

S
)

M
ic

ro
so

ft
 

A
zu

re

提
供

企
業

分 析

計
算

リ
ソ

ー
ス

不
要

必
要

課
金

単
位

ク
エ

リ
ー

(コ
マ

ン
ド

)
ク

ラ
ウ

ド
側

で
処

理
す

る
計

算
リ

ソ
ー

ス

チ
ュ

ー
ニ

ン
グ

不
要

可

性
能

ニ
ア

リ
ア

ル
タ

イ
ム

高
速

変
更

可

世
界

的
に

巨
大

な
IT

企
業

を
は

じ
め

、
さ

ま
ざ

ま
な

企
業

が
ク

ラ
ウ

ド
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
て

い
る

。
代

表
的

な
サ

ー
ビ

ス
と

し
て

は
、

G
oo

gl
e 

Cl
ou

d 
Pl

at
fo

rm
(G

CP
)、

Am
az

on
  W

eb
 S

er
vi

ce
(A

W
S)

、
M

ic
ro

so
ft 

Az
ur

eが
あ

る
。

①
G

CP
：

G
oo

gl
e 

が
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
で

、
G

oo
gl

e 
検

索
や

G
m

ai
l 、

G
oo

gl
e 

マ
ッ

プ
、

G
oo

gl
eド

ラ
イ

ブ
、

G
oo

gl
e

フ
ォ

ト
な

ど
、

各
種

サ
ー

ビ
ス

を
支

え
る

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

と
同

等
の

、
高

性
能

で
高

速
、

安
全

で
安

定
し

た
強

固
な

イ
ン

フ
ラ

を
利

用
で

き
る

。

②
AW

S：
Am

az
on

が
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
で

、
ク

ラ
ウ

ド
市

場
世

界
シ

ェ
ア

第
1位

。
20

20
年

9月
時

点
に

お
い

て
17

5を
超

え
る

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
。

世
界

24
か

所
の

リ
ー

ジ
ョ

ン
(国

・
地

域
)で

稼
働

し
て

お
り

ユ
ー

ザ
ー

は
自

由
に

選
べ

る
。

日
本

で
は

東
京

と
大

阪
。

③
Az

ur
e：

M
ic

ro
so

ft 
が

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

で
、

Pa
aS

、
Ia

aS
、

Sa
aS

に
対

応
し

M
ic

ro
so

ftや
サ

ー
ド

パ
ー

テ
ィ

が
提

供
す

る
、

さ
ま

ざ
ま

な
機

能
を

組
み

込
む

こ
と

が
で

き
る

。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

8
7

○
建

築
分

野
で

は
、

設
計

情
報

共
有

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

、
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
情

報
共

有
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
と

し
て

利
用

さ
れ

る
。

4
.2

建
築

と
ク

ラ
ウ

ド
の

融
合

設
計

情
報

共
有

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

情
報

共
有

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

■
設

計
デ

ー
タ

の
共

有
、

コ
ラ

ボ
促

進
■

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

設
計

情
報

更
新

■
関

係
者

間
の

情
報

共
有

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

■
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

円
滑

な
進

行
を

支
援

建
築

分
野

に
お

い
て

は
、

主
に

下
記

2種
類

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
と

し
て

利
用

さ
れ

る
。

設
計

情
報

共
有

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

建
築

設
計

に
お

い
て

、
ク

ラ
ウ

ド
は

、
設

計
情

報
を

共
有

す
る

た
め

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
と

し
て

利
用

さ
れ

る
。

例
え

ば
、

建
築

設
計

者
は

、
ク

ラ
ウ

ド
上

で
設

計
デ

ー
タ

を
共

有
す

る
こ

と
で

、
お

互
い

に
デ

ー
タ

を
簡

単
に

共
有

し
、

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
促

進
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
外

出
先

で
も

ど
こ

で
も

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
さ

え
接

続
で

き
れ

ば
、

設
計

情
報

を
確

認
・

更
新

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
効

率
的

な
デ

ー
タ

管
理

・
運

用
を

支
援

す
る

。

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

情
報

共
有

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

い
て

、
情

報
共

有
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

と
し

て
利

用
さ

れ
る

。
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

は
、

様
々

な
専

門
家

・
関

係
者

が
関

わ
る

た
め

、
情

報
共

有
が

必
要

不
可

欠
で

あ
る

。
ク

ラ
ウ

ド
を

利
用

す
る

こ
と

で
、

全
員

が
必

要
な

情
報

に
ア

ク
セ

ス
し

、
適

時
適

切
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
る

こ
と

が
で

き
る

。
情

報
の

漏
れ

や
不

整
合

を
防

ぎ
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
円

滑
な

進
行

を
支

援
す

る
。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

8
8

○
建

築
ク

ラ
ウ

ド
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
に

よ
り

、
工

程
表

や
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
、

問
題

を
共

有
し

、
情

報
共

有
や

調
整

の
ミ

ス
が

少
な

く
な

り
、

関
係

者
全

員
が

迅
速

に
対

応
で

き
る

。

4
.2

建
築

と
ク

ラ
ウ

ド
の

融
合

「
建

築
ク

ラ
ウ

ド
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
」

出
所

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.y
o
u
tu

b
e
.c

o
m

/w
a
tc

h
?v

=
x
3
z8

B
t7

-4
-g

&
t=

1
3
s

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.y
o
u
tu

b
e
.c

o
m

/w
a
tc

h
?v

=
m

b
Y
d
b
m

C
1
m

p
M

h
tt

p
s:

//
g
ra

p
h
is

o
ft

.c
o
m

/j
p
/s

o
lu

ti
o
n
s/

p
ro

d
u
ct

s/
b
im

cl
o
u
d

建
築

ク
ラ

ウ
ド

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
例

を
挙

げ
る

。

例
1：

N
TT

デ
ー

タ
「

Sm
ar

t C
as

t」
建

築
物

の
設

計
・

施
工

・
保

守
に

関
す

る
情

報
を

ク
ラ

ウ
ド

上
で

管
理

し
、

設
計

者
、

施
工

者
、

オ
ー

ナ
ー

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
業

者
な

ど
、

関
係

者
が

情
報

を
共

有
・

連
携

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

例
2：

オ
ー

プ
ン

ア
イ

「
Bu

ild
Cl

ou
d」

建
築

現
場

に
お

け
る

施
工

管
理

を
ク

ラ
ウ

ド
上

で
行

い
、

施
工

計
画

の
作

成
や

進
捗

管
理

、
材

料
・

資
材

の
発

注
管

理
な

ど
の

機
能

が
あ

る
。

工
程

表
や

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

、
発

生
し

た
問

題
を

ク
ラ

ウ
ド

上
で

共
有

し
、

各
作

業
の

進
捗

状
況

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

確
認

す
る

た
め

、
情

報
共

有
や

調
整

の
ミ

ス
が

少
な

く
な

り
、

関
係

者
全

員
が

迅
速

に
対

応
で

き
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
ス

ム
ー

ズ
な

進
行

を
実

現
す

る
。

例
3：

グ
ラ

フ
ィ

ソ
フ

ト
「

BI
M

cl
ou

d」
建

築
設

計
に

お
け

る
BI

M
（

Bu
ild

in
g 

In
fo

rm
at

io
n 

M
od

el
in

g）
の

共
同

作
業

を
ク

ラ
ウ

ド
上

で
実

現
し

、
設

計
者

や
関

係
者

が
設

計
デ

ー
タ

を
共

有
・

編
集

し
、

建
築

物
の

仮
想

モ
デ

ル
を

作
成

・
管

理
で

き
る

。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

8
9

○
ク

ラ
ウ

ド
を

利
用

し
た

「
建

築
物

の
可

視
化

」
の

た
め

の
ソ

フ
ト

ウ
エ

ア
も

あ
る

。

4
.2

建
築

と
ク

ラ
ウ

ド
の

融
合

「
建

築
物

可
視

化
ソ

フ
ト

ウ
エ

ア
」

出
所

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.a
u
to

d
e
sk

.c
o
.j
p
/p

ro
d
u
ct

s/
re

vi
t/

o
ve

rv
ie

w
?t

e
rm

=
1
-Y

E
A

R
&

ta
b
=

su
b
sc

ri
p
ti
o
n

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

だ
け

で
な

く
、

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
し

た
「

建
築

物
の

可
視

化
」

の
た

め
の

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

も
あ

る
。

例
1：

オ
ー

ト
デ

ス
ク

・
ジ

ャ
パ

ン
「

Re
vi

t L
IV

E」
統

合
さ

れ
た

BI
M

 環
境

で
3D

 モ
デ

リ
ン

グ
、

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

作
成

を
効

率
化

し
、

専
門

的
な

作
業

に
特

化
し

た
ツ

ー
ル

。
ク

ラ
ウ

ド
上

で
3D

モ
デ

ル
を

作
成

・
共

有
し

、
建

築
物

の
内

部
や

外
部

を
仮

想
的

に
体

験
で

き
る

。
設

計
図

の
作

成
と

成
果

物
の

管
理

に
自

動
化

機
能

を
利

用
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

作
業

負
担

を
軽

減
・

効
率

化
す

る
。

モ
デ

ル
ベ

ー
ス

の
BI

M
 デ

ー
タ

と
CA

D
 デ

ー
タ

を
保

存
・

同
期

・
共

有
し

、
多

分
野

に
わ

た
る

チ
ー

ム
や

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

を
連

携
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

。

例
2：

ア
キ

モ
ト

「
Ar

ch
iS

ite
」

建
築

物
の

デ
ー

タ
を

3D
モ

デ
ル

と
し

て
ク

ラ
ウ

ド
上

に
ア

ッ
プ

ロ
ー

ド
し

、
設

計
者

や
関

係
者

が
そ

の
デ

ー
タ

を
共

有
・

編
集

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
、

建
築

物
の

設
備

情
報

や
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
情

報
を

管
理

す
る

こ
と

も
で

き
る

。

例
3：

ミ
ツ

エ
ー

リ
ン

ク
ス

の
「

BI
M

ce
nt

er
」

建
築

物
の

デ
ー

タ
を

ク
ラ

ウ
ド

上
で

管
理

し
、

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
設

計
や

施
工

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
な

ど
、

建
築

物
の

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
全

体
を

管
理

で
き

る
。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

9
0

○
ク

ラ
ウ

ド
を

利
用

し
て

、
設

計
や

施
工

現
場

管
理

を
効

率
化

で
き

る
。

4
.3

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
し

た
建

築
の

設
計

と
施

工

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
し

た

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

管
理

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
し

た

建
築

設
計

の
共

同
作

業

■
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

連
情

報
(工

程
表

、
進

捗
状

況
な

ど
)共

有
→

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

管
理

の
効

率
化

■
ク

ラ
ウ

ド
上

で
共

同
作

業
→

設
計

に
か

か
る

時
間

を
短

縮
、

品
質

の
向

上
、

ス
ム

ー
ズ

な
連

携

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
し

た

施
工

現
場

の
情

報
共

有

■
作

業
手

順
・

材
料

管
理

の
共

有
、

不
具

合
報

告
や

修
正

依
頼

な
ど

→
精

度
向

上
、

迅
速

な
対

応

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
し

て
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

設
計

や
施

工
現

場
の

管
理

を
効

率
化

す
る

方
法

に
つ

い
て

説
明

す
る

。

ク
ラ

ウ
ド

を
活

用
し

た
建

築
設

計
の

共
同

作
業

建
築

設
計

で
は

、
複

数
の

関
係

者
が

関
わ

り
、

設
計

デ
ー

タ
の

共
有

や
修

正
が

頻
繁

に
発

生
す

る
。

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
す

る
こ

と
で

、
設

計
デ

ー
タ

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

共
有

し
、

関
係

者
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
ス

ム
ー

ズ
に

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
、

ク
ラ

ウ
ド

上
で

共
同

作
業

を
行

う
こ

と
で

、
設

計
に

か
か

る
時

間
を

短
縮

し
、

品
質

の
向

上
に

も
つ

な
が

る
。

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
し

た
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
管

理
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

は
、

多
数

の
関

係
者

が
関

わ
り

、
多

岐
に

わ
た

る
情

報
の

や
り

と
り

が
求

め
ら

れ
る

。
ク

ラ
ウ

ド
を

利
用

す
る

こ
と

で
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
状

況
や

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

、
設

計
図

面
や

工
程

表
な

ど
の

情
報

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

共
有

し
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
効

率
化

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
。

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
し

た
施

工
現

場
の

情
報

共
有

施
工

現
場

で
は

、
多

く
の

作
業

者
が

同
時

に
作

業
を

行
う

た
め

、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
や

作
業

手
順

、
材

料
管

理
な

ど
の

情
報

共
有

が
不

可
欠

で
あ

る
。

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
す

る
こ

と
で

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

現
場

の
情

報
共

有
が

で
き

、
作

業
効

率
化

や
精

度
向

上
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
、

現
場

で
の

不
具

合
報

告
や

修
正

依
頼

な
ど

も
ク

ラ
ウ

ド
上

で
行

う
こ

と
に

よ
り

、
迅

速
な

対
応

が
可

能
に

な
る

。
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出
所

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.g
ra

it
e
c.

co
m

/H
e
lp

/A
d
va

n
ce

-B
IM

-D
e
si

g
n
e
rs

/S
te

e
l-

C
o
n
n
e
ct

io
n
-D

e
si

g
n
e
r/

d
e
sk

to
p
/I

n
tr

o
d
u
ci

n
g
_
A
d
va

n
ce

_
B

IM
_
D

e
si

g
n
e
rs

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.y
o
u
tu

b
e
.c

o
m

/w
a
tc

h
?v

=
o
p
w

Le
S
sl

w
V
g

h
tt

p
s:

//
g
ra

it
e
c.

co
m

/u
k/

○
建

築
設

計
に

お
け

る
B
IM

（
B
u
ild

in
g
 I

n
fo

rm
a
ti
o
n
 M

o
d
e
lin

g
）

の
共

同
作

業
を

ク
ラ

ウ
ド

上
で

実
現

す
る

こ
と

が
、

作
業

効
率

化
と

品
質

向
上

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。

4
.3

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
し

た
建

築
の

設
計

と
施

工
「

建
築

設
計

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

」

建
築

設
計

の
ソ

フ
ト

ウ
エ

ア
例

：
グ

ラ
フ

ィ
ソ

フ
ト

「
G

ra
ite

c 
BI

M
 D

es
ig

ne
rs

」
建

築
設

計
に

お
け

る
BI

M
（

Bu
ild

in
g 

In
fo

rm
at

io
n 

M
od

el
in

g）
の

共
同

作
業

を
ク

ラ
ウ

ド
上

で
実

現
す

る
。

建
築

設
計

者
や

構
造

設
計

者
、

設
備

設
計

者
な

ど
が

設
計

デ
ー

タ
を

共
有

し
、

修
正

や
検

討
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
、

遠
隔

地
の

関
係

者
と

も
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

デ
ー

タ
を

共
有

で
き

、
作

業
効

率
化

と
品

質
向

上
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

9
2

○
建

築
物

は
長

期
間

に
わ

た
り

使
用

さ
れ

る
た

め
、

設
備

の
監

視
や

定
期

的
な

点
検

・
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
が

欠
か

せ
な

い
。

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
す

る
こ

と
で

、
一

元
管

理
し

て
効

率
化

で
き

る
。

4
.4

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
し

た
建

築
の

運
用

と
メ

ン
テ

ナ
ン

ス

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
し

た

設
備

管
理

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
し

た

維
持

管
理

と
メ

ン
テ

ナ
ン

ス

■
設

備
の

稼
働

状
況

や
保

守
作

業
の

記
録

■
異

常
発

生
時

の
早

期
対

応
■

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

記
録

、
修

繕
履

歴
■

点
検

計
画

を
元

に
、

点
検

日
を

自
動

通
知

建
築

物
は

長
期

間
に

わ
た

り
使

用
さ

れ
る

た
め

、
設

備
の

監
視

や
定

期
的

な
点

検
・

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

が
欠

か
せ

な
い

。
ク

ラ
ウ

ド
を

利
用

す
る

こ
と

で
、

建
築

物
内

の
設

備
の

状
態

監
視

や
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
履

歴
、

点
検

計
画

な
ど

を
一

元
管

理
し

て
効

率
化

で
き

る
。

具
体

的
な

ク
ラ

ウ
ド

の
利

用
例

と
し

て
は

下
記

が
挙

げ
ら

れ
る

。

・
建

物
内

に
設

置
さ

れ
た

セ
ン

サ
ー

や
監

視
カ

メ
ラ

か
ら

取
得

し
た

デ
ー

タ
を

ク
ラ

ウ
ド

上
で

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
監

視
・

分
析

す
る

。
・

エ
ア

コ
ン

の
故

障
な

ど
異

常
が

発
生

し
た

場
合

、
ク

ラ
ウ

ド
上

で
自

動
的

に
ア

ラ
ー

ト
を

発
信

、
管

理
者

に
エ

ラ
ー

通
知

が
届

く
。

・
消

費
電

力
や

水
道

使
用

量
な

ど
の

情
報

を
ク

ラ
ウ

ド
上

で
管

理
し

て
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

無
駄

な
消

費
を

防
ぐ

。

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
し

た
設

備
管

理
建

築
物

に
は

、
多

種
多

様
な

設
備

が
設

置
さ

れ
て

お
り

、
す

べ
て

の
設

備
の

状
態

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

把
握

す
る

こ
と

は
難

し
い

。
ク

ラ
ウ

ド
を

利
用

す
る

こ
と

で
、

設
備

の
稼

働
状

況
や

点
検

履
歴

、
保

守
記

録
な

ど
を

一
元

管
理

す
る

と
同

時
に

、
異

常
が

発
生

し
た

場
合

に
早

期
に

対
応

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
し

た
維

持
管

理
と

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
す

る
こ

と
で

、
点

検
計

画
や

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

記
録

、
修

繕
履

歴
な

ど
を

一
元

管
理

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
、

ク
ラ

ウ
ド

上
で

設
備

の
点

検
計

画
を

作
成

し
、

点
検

日
を

自
動

通
知

す
る

こ
と

に
よ

り
、

点
検

漏
れ

が
な

く
な

り
維

持
管

理
の

品
質

が
上

が
る

。
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3

○
N

T
T
フ

ァ
シ

リ
テ

ィ
ー

ズ
の

空
調

制
御

シ
ス

テ
ム

は
、

監
視

シ
ス

テ
ム

を
ク

ラ
ウ

ド
上

に
配

置
す

る
こ

と
で

ク
ラ

ウ
ド

か
ら

空
調

機
の

A
I 

を
制

御
し

、
最

大
3
0
％

電
力

を
削

減
す

る
。

4
.4

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
し

た
建

築
の

運
用

と
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
「

空
調

制
御

」

出
所

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.n
tt

-f
.c

o
.j
p
/s

e
rv

ic
e
/d

a
ta

_
ce

n
te

r/
a
co

_
d
a
sh

/

N
TT

フ
ァ

シ
リ

テ
ィ

ー
ズ

「
Sm

ar
t D

AS
H

®」
学

習
機

能
を

用
い

た
自

動
計

測
・

制
御

に
よ

り
最

適
な

空
調

環
境

と
省

エ
ネ

を
実

現
す

る
ス

マ
ー

ト
空

調
制

御
シ

ス
テ

ム
。

計
測

、
分

析
・

学
習

、
自

動
制

御
の

サ
イ

ク
ル

に
よ

り
、

環
境

把
握

か
ら

改
善

の
ア

ク
シ

ョ
ン

ま
で

を
一

体
で

実
行

し
、

最
適

制
御

に
よ

り
、

空
調

消
費

電
力

最
大

30
％

削
減

す
る

。
コ

ー
ル

ド
ス

ポ
ッ

ト
、

ホ
ッ

ト
ス

ポ
ッ

ト
の

位
置

と
範

囲
を

表
示

し
た

り
、

各
空

調
機

の
冷

却
影

響
範

囲
を

分
析

し
て

表
示

し
た

り
、

見
え

る
化

ツ
ー

ル
と

し
て

も
活

用
さ

れ
る

。
監

視
シ

ス
テ

ム
を

ク
ラ

ウ
ド

上
に

配
置

す
る

こ
と

で
、

ク
ラ

ウ
ド

か
ら

空
調

機
の

AI
 を

制
御

し
た

り
、

動
作

を
監

視
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

積
水

化
学

工
業

「
建

築
ク

ラ
ウ

ド
サ

ー
ビ

ス
」

施
工

管
理

業
務

の
情

報
共

有
や

建
築

物
の

運
用

管
理

、
点

検
・

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

業
務

の
履

歴
管

理
な

ど
を

ク
ラ

ウ
ド

上
で

行
う

こ
と

で
、

各
関

係
者

の
ス

ム
ー

ズ
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

促
進

し
、

施
工

現
場

管
理

や
点

検
・

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

を
効

率
化

す
る

。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

9
4

東
芝

キ
ヤ

リ
ア

の
遠

隔
監

視
シ

ス
テ

ム
は

、
ク

ラ
ウ

ド
に

デ
ー

タ
を

記
録

し
、

設
備

の
不

具
合

を
メ

ー
ル

で
知

ら
せ

る
こ

と
で

、
点

検
業

務
を

軽
減

す
る

。

4
.4

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
し

た
建

築
の

運
用

と
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
「

遠
隔

監
視

」

出
所

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.s
p
in

e
x-

m
a
rk

e
tp

la
ce

.t
o
sh

ib
a
/j

a
/s

e
rv

ic
e
s/

tc
cr

-n
e
t

東
芝

キ
ヤ

リ
ア

「
TC

CR
-N

ET
™

」
（

To
sh

ib
a 

Ca
rr

ie
r C

om
fo

rt
ab

le
 R

em
ot

e 
ac

ce
ss

 N
ET

w
or

k 
sy

st
em

）
ク

ラ
ウ

ド
上

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

中
心

と
し

た
Io

Tサ
ー

ビ
ス

で
あ

る
遠

隔
監

視
シ

ス
テ

ム
。

24
時

間
状

態
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
、

異
常

発
生

時
メ

ー
ル

送
信

、
省

エ
ネ

診
断

、
需

要
予

測
、

故
障

予
知

な
ど

の
機

能
が

あ
る

。
ク

ラ
ウ

ド
を

活
用

し
て

、
設

備
の

監
視

や
点

検
を

行
い

、
点

検
業

務
の

軽
減

や
不

具
合

の
早

期
発

見
を

実
現

す
る

。
ま

た
、

監
視

に
よ

り
蓄

積
さ

れ
た

デ
ー

タ
か

ら
運

転
様

式
を

見
つ

け
だ

し
、

非
効

率
運

転
を

防
止

す
る

改
善

提
案

も
行

う
。

N
TT

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ズ

「
M

IO
（

M
ai

nt
en

an
ce

, I
ns

pe
ct

io
n 

an
d 

O
pe

ra
tio

n）
」

建
物

内
の

設
備

デ
ー

タ
を

ク
ラ

ウ
ド

上
に

集
約

し
、

設
備

の
稼

働
状

況
や

点
検

履
歴

、
保

守
履

歴
な

ど
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
管

理
す

る
Io

Tプ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

。
Io

Tセ
ン

サ
ー

を
設

置
す

る
こ

と
で

、
設

備
の

状
態

を
常

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
し

、
異

常
が

発
生

し
た

場
合

に
は

自
動

で
ア

ラ
ー

ト
を

発
信

す
る

。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

9
5

○
ク

ラ
ウ

ド
を

利
用

し
た

ビ
ル

管
理

シ
ス

テ
ム

で
維

持
費

の
削

減
＆

居
住

者
の

満
足

度
向

上
。

4
.4

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
し

た
建

築
の

運
用

と
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
「

ビ
ル

管
理

」

出
所

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.k
a
ji
m

a
.c

o
.j

p
/n

e
w

s/
p
re

ss
/2

0
1
9
1
2
/4

a
1
-j

.h
tm

鹿
島

建
設

は
、

複
数

の
建

物
を

監
視

、
ビ

ル
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
管

理
、

Io
Tデ

バ
イ

ス
で

取
得

し
た

デ
ー

タ
を

自
動

的
に

ク
ラ

ウ
ド

に
蓄

積
し

て
AI

が
学

習
・

分
析

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
消

費
予

測
や

ビ
ル

の
設

備
や

機
器

の
異

常
を

検
知

す
る

シ
ス

テ
ム

を
開

発
し

た
。

M
ic

ro
so

ft社
と

連
携

し
て

開
発

し
た

、
建

物
管

理
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
で

あ
る

。
情

報
を

一
元

表
示

す
る

ダ
ッ

シ
ュ

ボ
ー

ド
、

ア
ラ

ー
ト

一
覧

画
面

、
ア

ラ
ー

ト
の

原
因

を
表

示
す

る
詳

細
画

面
が

あ
る

。

ビ
ル

の
管

理
維

持
コ

ス
ト

削
減

(省
人

化
・

最
適

化
)、

居
住

者
の

満
足

度
向

上
な

ど
多

く
の

ビ
ル

オ
ー

ナ
ー

が
抱

え
る

課
題

が
解

決
さ

れ
た

。
具

体
的

に
は

、
こ

の
シ

ス
テ

ム
を

利
用

す
る

メ
リ

ッ
ト

・
効

果
は

下
記

の
通

り
で

あ
る

。
・

設
備

や
機

器
の

異
常

や
故

障
を

い
ち

早
く

検
知

で
き

、
ス

ピ
ー

デ
ィ

に
対

応
で

き
る

。
・

過
去

デ
ー

タ
に

基
づ

く
作

業
や

行
動

支
援

に
よ

っ
て

、
管

理
業

務
を

行
う

人
数

・
時

間
を

減
ら

せ
る

と
同

時
に

、
業

務
品

質
を

上
げ

る
。

・
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
支

援
に

よ
る

ラ
ン

ニ
ン

グ
コ

ス
ト

が
削

減
さ

れ
る

。

ま
た

、
同

社
は

、
現

場
で

の
点

検
作

業
に

お
い

て
、

従
来

の
紙

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

で
は

な
く

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

で
AR

を
活

用
。

点
検

作
業

員
は

、
配

管
や

配
線

の
情

報
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
確

認
し

、
必

要
な

作
業

を
迅

速
か

つ
正

確
に

行
い

、
点

検
作

業
の

記
録

を
デ

ジ
タ

ル
化

す
る

こ
と

で
、

点
検

作
業

の
進

捗
状

況
や

履
歴

の
確

認
が

容
易

に
な

る
こ

と
を

実
証

し
て

い
る

。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

9
6

○
ク

ラ
ウ

ド
を

利
用

し
た

安
全

性
評

価
シ

ス
テ

ム
で

メ
ン

テ
費

用
の

軽
減

＆
復

旧
期

間
の

短
縮

。

4
.4

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
し

た
建

築
の

運
用

と
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
「

安
全

性
評

価
」

大
成

建
設

は
、

地
震

発
生

直
後

に
お

け
る

建
物

の
安

全
性

の
ス

ピ
ー

デ
ィ

に
可

視
化

す
る

シ
ス

テ
ム

を
開

発
し

た
。

「
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
コ

ス
ト

の
軽

減
」

「
復

旧
期

間
の

短
縮

」
「

複
数

の
ビ

ル
を

一
元

管
理

」
な

ど
の

メ
リ

ッ
ト

が
あ

る
。

従
来

、
地

震
が

起
き

て
か

ら
数

日
後

に
、

専
門

家
が

現
地

に
赴

き
調

査
を

行
っ

て
い

た
た

め
、

調
査

が
終

わ
る

ま
で

建
物

を
使

用
で

き
る

か
ど

う
か

わ
か

ら
な

か
っ

た
。

し
か

し
、

こ
の

シ
ス

テ
ム

を
利

用
す

る
こ

と
で

、
地

震
発

生
直

後
(数

分
後

)に
建

物
の

安
全

性
を

評
価

し
可

視
化

で
き

る
た

め
、

ビ
ル

管
理

者
は

使
用

可
否

を
即

時
判

断
で

き
る

。

ま
ず

建
物

に
振

動
が

加
わ

る
と

、
セ

ン
サ

ー
が

ビ
ル

内
の

パ
ソ

コ
ン

に
振

動
の

デ
ー

タ
を

送
る

。
振

動
デ

ー
タ

は
即

時
に

処
理

・
解

析
さ

れ
、

独
自

の
計

算
方

法
で

評
価

さ
れ

る
。

デ
ー

タ
は

ク
ラ

ウ
ド

に
ア

ッ
プ

ロ
ー

ド
さ

れ
る

た
め

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

や
ス

マ
ホ

な
ど

様
々

な
端

末
で

評
価

結
果

を
確

認
で

き
る

。

評
価

は
「

安
全

、
要

点
検

、
危

険
」

の
3段

階
。

「
安

全
」

は
継

続
使

用
可

、
「

要
点

検
」

は
機

能
を

限
定

し
て

使
用

可
、

「
危

険
」

は
す

ぐ
に

避
難

す
る

必
要

が
あ

る
。
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般

社
団

法
人

四
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万
未

来
研

究
所

9
7

第
5
章

の
学

習
内

容

第
5
章

X
R

5
.1

X
R

と
は

5
.2

建
築

と
X
R

の
融

合
5
.3

X
R

を
利

用
し

た
建

築
の

設
計

と
施

工
5
.4

X
R

を
利

用
し

た
建

築
の

運
用

と
メ

ン
テ

ナ
ン

ス

97

286



一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

9
8

5
.1

X
R
と

は

○
X
R

と
は

「
拡

張
現

実
」

現
実

世
界

に
は

存
在

し
な

い
も

の
を

知
覚

で
き

る
先

端
技

術
の

総
称

。

イ
メ

ー
ジ

V
R

V
ir
tu

a
l 

R
e
a
lit

y
仮

想
現

実

仮
想 ↑ 体
験

活
用

例
ゲ

ー
ム

、
ア

バ
タ

ー

正
式

名
称

A
R

A
u
g
m

e
n
te

d
 

R
e
a
lit

y
拡

張
現

実

現
実 ＋ 仮
想

ポ
ケ

モ
ン

G
O

M
R

M
ix

e
d
 

R
e
a
lit

y
複

合
現

実

現
実

仮
想

M
ic

ro
so

ft
 

H
o
lo

le
n
s2

D
R

D
im

in
is

h
e
d
 

R
e
a
lit

y
減

損
現

実

現
実 ー

現
実

の
一

部

動
画

加
工

S
R

S
u
b
st

it
u
ti
o

n
a
l 
R
e
a
lit

y
代

替
現

実

現
実 ＋

過
去

/未
来

/
虚

像

理
化

研
M

IR
A
G

E

XR
（

Ex
te

nd
ed

 R
ea

lit
y）

と
は

「
拡

張
現

実
」

現
実

世
界

に
は

存
在

し
な

い
も

の
を

知
覚

で
き

る
先

端
技

術
の

総
称

。
技

術
進

歩
の

中
で

VR
や

AR
、

M
Rな

ど
の

境
界

が
曖

昧
に

な
っ

た
こ

と
で

「
XR

」
と

い
う

言
葉

が
生

ま
れ

た
。

①
VR

（
Vi

rt
ua

l R
ea

lit
y

仮
想

現
実

）
=

完
全

に
構

築
さ

れ
た

仮
想

空
間

を
現

実
の

よ
う

に
体

験
で

き
る

技
術

。
使

用
者

を
そ

の
仮

想
空

間
に

没
入

さ
せ

る
。

②
AR

（
Au

gm
en

te
d 

Re
al

ity
拡

張
現

実
）

=
現

実
世

界
に

仮
想

情
報

を
重

ね
合

わ
せ

て
体

験
で

き
る

技
術

。
「

仮
想

空
間

を
実

現
す

る
」

VR
に

対
し

て
「

現
実

世
界

上
に

仮
想

世
界

を
重

ね
る

」
点

が
異

な
る

。
③

M
R（

M
ix

ed
 R

ea
lit

y
複

合
現

実
）

=
現

実
世

界
と

仮
想

情
報

を
融

合
さ

せ
る

技
術

。
AR

の
発

展
形

で
、

現
実

空
間

に
仮

想
物

体
を

自
然

に
融

合
さ

せ
る

。
現

実
世

界
を

「
拡

張
」

す
る

AR
に

対
し

て
「

融
合

」
す

る
M

Rは
よ

り
仮

想
世

界
を

「
リ

ア
ル

」
に

感
じ

ら
れ

る
と

い
う

点
が

異
な

る
。

④
D

R（
D

im
in

is
he

d 
Re

al
ity

減
損

現
実

）
=

現
実

世
界

に
存

在
す

る
も

の
を

消
し

て
見

え
な

く
す

る
技

術
。

情
報

を
足

す
②

③
と

は
異

な
る

。
⑤

SR
（

Su
bs

tit
ut

io
na

l R
ea

lit
y

代
替

現
実

）
=

現
実

世
界

に
過

去
や

未
来

、
虚

構
の

情
報

を
重

ね
合

わ
せ

る
こ

と
で

錯
覚

を
起

こ
す

技
術

。
「

今
見

て
い

る
世

界
は

非
現

実
」

と
い

う
こ

と
を

認
識

し
な

い
点

が
他

の
技

術
と

異
な

る
。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

9
9

5
.1

X
R
と

は
「

建
築

分
野

で
の

利
用

」

○
建

築
分

野
で

も
、

V
R

・
A
R

・
M

R
は

、
設

計
~

施
工

~
保

守
~

修
繕

ま
で

幅
広

く
活

用
さ

れ
て

お
り

、
作

業
品

質
の

向
上

や
ス

ム
ー

ズ
な

変
更

対
応

な
ど

に
役

立
て

ら
れ

て
い

る
。

A
u
g
m

e
n
te

d
 R

e
a
lit

y

拡
張

現
実

V
ir
tu

a
l 
R
e
a
lit

y

仮
想

現
実

■
仮

想
の

デ
ザ

イ
ン

や
設

備
な

ど
を

現
実

に
重

ね
合

わ
せ

、
建

築
前

の
段

階
で

、
課

題
を

発
見

す
る

■
仮

想
空

間
で

、
建

築
物

の
内

部
を

再
現

し
、

正
確

に
イ

メ
ー

ジ
を

確
認

し
、

検
討

内
容

を
改

善
す

る

M
ix

e
d
 R

e
a
lit

y

複
合

現
実

■
建

築
途

中
の

現
実

世
界

に
仮

想
の

建
物

を
融

合
さ

せ
、

確
認

作
業

や
設

計
変

更
が

容
易

に
な

る

建
築

分
野

で
も

、
VR

・
AR

・
M

Rは
、

設
計

~
施

工
~

保
守

~
修

繕
ま

で
幅

広
く

活
用

さ
れ

て
お

り
、

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

と
の

イ
メ

ー
ジ

擦
り

合
わ

せ
や

、
ス

ム
ー

ズ
な

現
場

確
認

作
業

・
設

計
変

更
作

業
な

ど
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
。

VR
：

仮
想

空
間

で
、

建
築

物
の

内
部

や
外

観
、

設
備

配
置

、
照

明
の

効
果

な
ど

を
再

現
し

、
現

実
の

よ
う

に
体

験
す

る
こ

と
で

、
よ

り
正

確
な

イ
メ

ー
ジ

を
確

認
し

、
検

討
内

容
を

改
善

で
き

る
。

AR
：

現
実

世
界

に
仮

想
の

デ
ザ

イ
ン

や
設

備
を

重
ね

合
わ

せ
る

こ
と

で
、

建
築

前
で

も
、

現
実

世
界

に
な

い
建

築
物

の
デ

ザ
イ

ン
や

設
備

配
置

の
課

題
を

発
見

し
て

修
正

で
き

る
。

M
R：

建
築

現
場

・
建

築
途

中
の

建
物

と
い

う
現

実
世

界
に

、
仮

想
の

建
物

・
設

備
・

配
管

な
ど

を
融

合
さ

せ
る

こ
と

で
、

現
場

で
の

確
認

作
業

や
設

計
変

更
が

容
易

に
な

る
。

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

に
建

物
の

コ
ン

セ
プ

ト
を

イ
メ

ー
ジ

し
や

す
く

さ
せ

た
り

、
作

業
を

ス
ム

ー
ズ

に
進

め
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

1
0
0

○
建

築
と

X
R

が
融

合
す

る
こ

と
で

、
商

業
施

設
な

ど
の

利
用

者
が

迷
わ

ず
に

目
的

地
に

到
着

し
た

り
現

場
で

作
業

者
が

図
面

や
完

成
イ

メ
ー

ジ
を

正
確

に
把

握
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

5
.2

建
築

と
X
R
の

融
合

X
R

を
利

用
し

た

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
X
R

を
利

用
し

た

デ
ザ

イ
ン

プ
ロ

セ
ス

■
セ

ン
サ

ー
と

の
通

信
に

よ
り

目
的

地
ま

で
最

適
な

経
路

を
表

示
、

展
示

物
の

説
明

■
施

工
現

場
で

作
業

者
が

設
計

図
面

や
完

成
イ

メ
ー

ジ
を

よ
り

正
確

に
把

握

XR
を

利
用

し
た

建
築

物
内

の
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

建
築

物
内

に
AR

技
術

を
組

み
込

む
こ

と
で

、
来

訪
者

や
利

用
者

が
建

築
物

内
を

ス
ム

ー
ズ

に
移

動
で

き
る

。
例

え
ば

、
博

物
館

や
美

術
館

、
大

型
商

業
施

設
な

ど
で

は
、

来
館

者
の

利
便

性
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

具
体

的
に

は
、

建
物

内
に

設
置

さ
れ

た
ビ

ー
コ

ン
な

ど
の

セ
ン

サ
ー

と
通

信
す

る
こ

と
で

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

に
現

在
地

や
目

的
地

ま
で

の
最

適
な

経
路

を
表

示
し

て
来

館
者

を
案

内
、

展
示

物
の

情
報

提
供

も
行

う
。

来
館

者
の

利
便

性
を

向
上

さ
せ

る
だ

け
で

な
く

、
設

備
管

理
や

施
設

運
営

の
効

率
化

に
も

つ
な

が
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
て

い
る

。

XR
を

利
用

し
た

建
築

の
デ

ザ
イ

ン
プ

ロ
セ

ス
XR

を
活

用
す

る
こ

と
で

、
実

際
に

建
物

を
建

て
る

前
に

建
築

物
の

イ
メ

ー
ジ

を
具

体
的

に
確

認
し

て
、

よ
り

高
品

質
な

建
築

物
を

設
計

し
た

り
、

施
工

現
場

で
の

作
業

効
率

や
品

質
の

向
上

に
も

貢
献

す
る

な
ど

、
プ

ロ
セ

ス
を

よ
り

効
率

的
か

つ
正

確
に

管
理

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
具

体
的

に
は

、
AR

技
術

を
用

い
て

設
計

図
面

を
現

実
世

界
に

重
ね

合
わ

せ
、

施
工

現
場

で
作

業
者

が
建

築
物

の
設

計
図

面
を

よ
り

正
確

に
把

握
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

ま
た

、
VR

技
術

を
用

い
て

、
建

築
物

の
内

部
や

外
観

を
仮

想
現

実
上

に
再

現
し

、
施

工
現

場
で

作
業

者
が

建
築

物
の

完
成

イ
メ

ー
ジ

を
把

握
し

や
す

く
な

る
。

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
品

質
向

上
や

工
期

の
短

縮
、

コ
ス

ト
削

減
な

ど
が

期
待

で
き

る
。

10
0

一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

1
0
1

○
清

水
建

設
の

A
R

技
術

を
活

用
し

た
シ

ス
テ

ム
は

、
設

備
や

躯
体

な
ど

の
配

置
や

工
事

の
進

捗
を

照
合

し
、

作
業

手
順

の
誤

り
防

止
に

も
役

立
つ

。

5
.2

建
築

と
X
R
の

融
合

「
B
IM

と
現

場
映

像
の

合
成

」

出
所

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.s
h
im

z.
co

.j
p
/c

o
m

p
a
n
y
/a

b
o
u
t/

n
e
w

s-
re

le
a
se

/2
0
2
1
/2

0
2
0
0
6
0
.h

tm
l

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.s
h
im

z.
co

.j
p
/s

h
im

zd
e
si

g
n
/d

d
e
/c

a
se

/0
7
.h

tm
l

建
築

物
内

の
AR

活
用

例
：

清
水

建
設

「
Sh

im
z A

R 
Ey

e」
AR

技
術

を
活

用
し

て
携

帯
型

タ
ブ

レ
ッ

ト
の

端
末

上
で

建
物

の
BI

M
デ

ー
タ

と
リ

ア
ル

タ
イ

ム
の

ラ
イ

ブ
映

像
を

合
成

表
示

し
て

見
え

る
化

し
施

工
管

理
を

支
援

す
る

シ
ス

テ
ム

。
建

物
の

材
料

や
数

量
、

材
質

な
ど

の
デ

ー
タ

が
入

っ
た

3D
モ

デ
ル

技
術

、
BI

M
の

デ
ー

タ
を

活
用

し
、

作
業

者
は

現
場

で
、

BI
M

の
平

面
図

を
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

上
に

表
示

し
、

立
ち

位
置

を
決

め
て

目
線

の
高

さ
を

入
力

す
る

。
空

調
や

配
管

、
躯

体
な

ど
確

認
し

た
い

部
分

を
選

択
す

る
と

、
実

際
の

現
場

の
映

像
と

、
BI

M
の

3D
モ

デ
ル

を
合

成
し

て
表

示
す

る
。

新
築

工
事

で
は

、
設

備
や

躯
体

に
つ

い
て

、
配

置
や

工
事

の
進

捗
を

照
合

で
き

る
上

、
今

後
施

工
す

る
部

分
も

把
握

で
き

、
作

業
手

順
の

誤
り

防
止

に
役

立
つ

。
改

修
工

事
で

は
、

天
井

裏
な

ど
に

隠
れ

て
見

え
な

い
配

管
や

ダ
ク

ト
な

ど
の

配
置

状
況

を
確

認
す

る
。

XR
を

用
い

た
建

築
の

デ
ザ

イ
ン

プ
ロ

セ
ス

の
例

：
大

林
組

は
VR

技
術

を
活

用
し

た
建

築
物

の
設

計
・

施
工

プ
ロ

セ
ス

の
効

率
化

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
VR

ヘ
ッ

ド
セ

ッ
ト

を
使

用
し

て
、

建
築

物
の

内
部

空
間

や
外

観
を

仮
想

現
実

上
に

再
現

し
、

建
築

物
の

完
成

イ
メ

ー
ジ

を
よ

り
具

体
的

に
把

握
す

る
。

ま
た

、
AR

技
術

を
用

い
て

、
建

築
物

の
設

計
図

面
を

現
実

世
界

に
重

ね
合

わ
せ

、
施

工
現

場
で

の
作

業
者

が
建

築
物

の
設

計
図

面
を

よ
り

正
確

に
把

握
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。
こ

れ
に

よ
り

、
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

品
質

向
上

や
工

期
の

短
縮

、
コ

ス
ト

削
減

な
ど

を
実

現
し

て
い

る
。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

1
0
2

○
ホ

ロ
ラ

ボ
と

リ
コ

ー
は

、
デ

ジ
タ

ル
デ

ー
タ

活
用

に
よ

る
生

産
性

向
上

を
目

的
と

し
て

、
1
つ

の
3
D

デ
ー

タ
を

V
R

と
A
R

の
両

方
で

活
用

で
き

る
よ

う
に

連
携

し
た

。

5
.2

建
築

と
X
R
の

融
合

「
V
R
と

A
R
の

連
携

」

出
所

h
tt

p
s:

//
n
e
w

s.
b
u
ild

-a
p
p
.j
p
/a

rt
ic

le
/1

0
2
2
0
/

ホ
ロ

ラ
ボ

と
リ

コ
ー

は
、

建
設

業
界

の
デ

ジ
タ

ル
デ

ー
タ

活
用

に
よ

る
生

産
性

向
上

を
目

的
と

し
て

建
設

業
向

け
3D

デ
ー

タ
変

換
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

「
m

ix
pa

ce
」

と
「

リ
コ

ー
バ

ー
チ

ャ
ル

ワ
ー

ク
プ

レ
イ

ス
（

VW
P）

」
を

連
携

し
た

。

BI
M

/C
IM

フ
ァ

イ
ル

を
AR

用
に

変
換

・
表

示
で

き
、

ク
ラ

ウ
ド

を
介

し
た

自
動

デ
ー

タ
変

換
に

よ
り

、
1つ

の
3D

デ
ー

タ
を

VR
/A

R両
方

で
活

用
で

き
る

。
デ

ー
タ

活
用

の
幅

を
広

げ
、

協
議

で
の

認
識

合
わ

せ
や

、
デ

ザ
イ

ン
レ

ビ
ュ

ー
、

設
計

・
施

工
検

討
の

効
率

化
を

図
る

。

VR
が

得
意

と
す

る
空

間
全

体
の

展
望

や
建

物
の

中
に

入
っ

て
の

ス
ケ

ー
ル

感
の

把
握

、
AR

が
得

意
と

す
る

建
築

物
の

完
成

イ
メ

ー
ジ

の
共

有
や

施
工

確
認

を
、

共
通

の
デ

ー
タ

を
使

っ
て

行
う

こ
と

に
よ

っ
て

、
VR

上
で

デ
ー

タ
を

再
現

し
て

遠
隔

地
に

い
る

メ
ン

バ
ー

と
確

認
す

る
こ

と
や

、
iP

ad
 や

H
ol

oL
en

s 
2 

を
使

っ
て

AR
上

に
再

現
す

る
こ

と
が

可
能

に
な

る
。

10
2

一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

1
0
3

○
V

R
を

利
用

し
た

空
間

設
計

、
A
R

を
利

用
し

た
施

工
管

理
、

V
R

/A
R

/M
R

を
利

用
し

た
建

物
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
、

建
築

設
計

と
施

工
に

お
い

て
も

X
R

技
術

が
活

用
さ

れ
て

い
る

。

5
.3

X
R
を

利
用

し
た

建
築

の
設

計
と

施
工

A
R

を
利

用
し

た

施
工

管
理

V
R

を
利

用
し

た

空
間

設
計

■
作

業
手

順
や

注
意

点
、

施
工

中
の

問
題

点
や

変
更

点
を

仮
想

空
間

上
に

記
録

・
共

有

■
家

具
や

設
備

の
配

置
、

照
明

や
素

材
の

変
更

な
ど

を
仮

想
空

間
上

で
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン

V
R

/A
R

/M
R

を
利

用
し

た

販
売

促
進

■
リ

ア
ル

に
表

示
し

た
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

で
、

直
感

的
な

理
解

を
与

え
、

魅
力

を
ア

ピ
ー

ル

VR
を

利
用

し
た

空
間

設
計

、
AR

を
利

用
し

た
施

工
管

理
、

VR
/A

R/
M

Rを
利

用
し

た
建

物
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
、

建
築

設
計

と
施

工
に

お
い

て
も

、
XR

技
術

が
活

用
さ

れ
て

い
る

。

VR
を

利
用

し
た

空
間

設
計

建
物

内
を

自
由

に
移

動
し

な
が

ら
設

計
の

確
認

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
建

築
物

内
の

家
具

や
設

備
の

配
置

、
照

明
や

素
材

の
変

更
な

ど
を

仮
想

空
間

上
で

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

す
る

こ
と

で
、

イ
メ

ー
ジ

を
具

体
的

に
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

こ
れ

に
よ

り
、

実
際

に
建

物
を

建
て

る
前

に
内

部
空

間
の

デ
ザ

イ
ン

や
配

置
を

詳
細

に
検

討
し

、
改

善
点

を
見

つ
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
VR

空
間

に
建

築
物

の
外

観
を

反
映

さ
せ

る
こ

と
で

、
建

物
全

体
の

イ
メ

ー
ジ

を
確

認
す

る
こ

と
も

可
能

。

AR
を

利
用

し
た

建
築

物
内

の
施

工
管

理
現

場
に

携
帯

端
末

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

を
持

ち
込

ん
で

、
施

工
計

画
書

や
設

計
図

面
を

現
実

世
界

に
重

ね
合

わ
せ

、
作

業
の

指
示

や
確

認
を

ス
ム

ー
ズ

に
行

え
る

。
ま

た
、

図
面

上
に

マ
ー

カ
ー

を
配

置
し

て
そ

の
場

所
で

の
作

業
手

順
や

注
意

点
、

施
工

中
の

問
題

点
や

変
更

点
を

仮
想

空
間

上
に

記
録

・
共

有
し

、
現

場
で

の
ヒ

ュ
ー

マ
ン

エ
ラ

ー
を

減
ら

す
こ

と
が

で
き

る
。

こ
れ

に
よ

り
、

施
工

現
場

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
や

調
整

が
ス

ム
ー

ズ
に

行
わ

れ
、

工
期

の
短

縮
や

作
業

の
品

質
向

上
に

つ
な

が
る

。

VR
/A

R/
M

Rを
利

用
し

た
建

物
の

販
売

促
進

VR
ヘ

ッ
ド

セ
ッ

ト
を

利
用

し
て

、
自

由
に

移
動

し
な

が
ら

設
計

コ
ン

セ
プ

ト
を

わ
か

り
や

す
く

説
明

し
、

建
築

物
の

イ
メ

ー
ジ

の
共

有
す

る
。

ま
た

、
AR

/M
Rで

建
物

の
内

部
空

間
や

外
観

を
リ

ア
ル

に
表

示
し

た
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

り
、

住
宅

の
モ

デ
ル

ル
ー

ム
来

訪
者

に
対

し
て

、
直

感
的

な
理

解
を

与
え

、
魅

力
を

ア
ピ

ー
ル

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

不
動

産
販

売
企

業
に

お
け

る
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

・
販

売
促

進
活

動
に

有
効

な
手

法
で

あ
る

。
建

築
デ

ザ
イ

ン
の

コ
ン

ペ
で

も
活

用
で

き
る

。
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一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

1
0
4

○
コ

マ
ツ

の
ス

マ
ー

ト
コ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ン

は
、

A
R

技
術

を
用

い
た

映
像

表
示

な
ど

、
効

率
化

や
品

質
の

向
上

を
図

り
、

様
々

な
現

場
の

課
題

を
解

決
す

る
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

。

5
.3

X
R
を

利
用

し
た

建
築

の
設

計
と

施
工

「
ス

マ
ー

ト
コ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ン

」

出
所

h
tt

p
s:

//
kc

sj
.k

o
m

a
ts

u
/i

ct
/s

m
a
rt

co
n
st

ru
ct

io
n

AR
を

利
用

し
た

施
工

管
理

支
援

ツ
ー

ル
例

：
建

設
機

械
メ

ー
カ

ー
の

コ
マ

ツ
「

ス
マ

ー
ト

コ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ン
」

労
働

力
不

足
や

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

の
高

齢
化

、
安

全
や

コ
ス

ト
、

工
期

に
関

わ
る

現
場

の
課

題
を

解
決

す
る

「
未

来
の

現
場

」
を

想
像

し
て

い
く

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
。

建
設

機
械

に
取

り
付

け
た

カ
メ

ラ
か

ら
得

ら
れ

る
映

像
を

AR
技

術
を

用
い

て
表

示
す

る
こ

と
で

、
現

場
作

業
の

効
率

化
や

作
業

品
質

の
向

上
を

図
る

。
現

場
で

の
施

工
作

業
の

指
示

や
確

認
を

ス
ム

ー
ズ

に
行

う
こ

と
が

で
き

、
施

工
計

画
の

実
現

性
の

確
認

や
、

施
工

作
業

中
に

発
生

し
た

問
題

の
解

決
に

も
役

立
つ

。
測

量
か

ら
検

査
ま

で
の

す
べ

て
の

工
程

を
「

見
え

る
化

」
す

る
。
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4

一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

1
0
5

○
三

菱
地

所
の

販
促

ツ
ー

ル
で

は
、

V
R

技
術

を
利

用
し

て
マ

ン
シ

ョ
ン

の
内

部
空

間
を

再
現

、
間

取
り

図
だ

け
で

は
わ

か
ら

な
い

こ
と

を
イ

メ
ー

ジ
で

き
る

。

5
.3

X
R
を

利
用

し
た

建
築

の
設

計
と

施
工

「
V
R
 M

O
D

E
LR

O
O

M
」

出
所

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.m
e
cs

u
m

a
i.
co

m
/s

u
m

a
i/

vr
/

VR
を

利
用

し
た

販
売

促
進

ツ
ー

ル
例

：
三

菱
地

所
「

VR
M

O
D

EL
RO

O
M

」
マ

ン
シ

ョ
ン

の
内

部
空

間
を

VR
で

再
現

し
、

イ
ン

テ
リ

ア
の

変
更

や
家

具
の

配
置

な
ど

を
仮

想
空

間
上

で
体

験
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

モ
デ

ル
ル

ー
ム

に
行

く
前

に
、

ま
ず

は
VR

モ
デ

ル
ル

ー
ム

で
下

見
し

、
間

取
り

図
だ

け
で

は
わ

か
ら

な
い

こ
と

を
VR

モ
デ

ル
ル

ー
ム

で
イ

メ
ー

ジ
す

る
。

こ
だ

わ
り

た
い

こ
と

や
聞

き
た

い
こ

と
が

事
前

に
明

確
に

な
る

た
め

当
日

の
見

学
が

ス
ム

ー
ズ

に
な

り
、

顧
客

満
足

度
が

向
上

す
る

。
販

売
戦

略
の

一
環

と
し

て
も

活
用

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
同

社
は

、
自

社
が

開
発

す
る

マ
ン

シ
ョ

ン
の

建
築

中
に

、
VR

技
術

を
活

用
し

て
設

備
配

管
や

電
気

配
線

を
確

認
す

る
こ

と
で

、
施

工
品

質
向

上
や

工
程

短
縮

を
実

現
し

て
い

る
。

10
5

290



一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

1
0
6

○
設

備
の

保
守

・
修

繕
、

機
器

・
設

備
の

操
作

や
非

常
時

対
応

な
ど

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
な

ど
、

建
築

の
運

用
と

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

に
お

い
て

も
X
R

技
術

が
活

用
さ

れ
て

い
る

。

5
.4

X
R
を

利
用

し
た

建
築

の
運

用
と

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

X
R

を
利

用
し

た

保
守

・
修

繕
X
R

を
利

用
し

た

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

■
設

備
や

配
管

、
配

線
な

ど
の

情
報

を
現

実
世

界
に

重
ね

合
わ

せ
、

点
検

や
修

繕
を

行
い

必
要

な
箇

所
に

素
早

く
ア

ク
セ

ス

■
疑

似
的

な
建

築
物

内
で

の
作

業
を

体
験

、
よ

り
具

体
的

で
安

全
か

つ
効

率
的

に
訓

練
■

火
災

や
地

震
な

ど
の

非
常

事
態

の
再

現

XR
を

利
用

し
た

保
守

・
修

繕
建

築
物

内
の

設
備

や
配

管
、

配
線

な
ど

の
情

報
を

現
実

世
界

に
重

ね
合

わ
せ

、
点

検
作

業
や

修
繕

作
業

を
ス

ム
ー

ズ
に

進
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

具
体

的
に

は
、

建
物

内
に

あ
る

配
管

や
配

線
の

情
報

を
、

AR
技

術
を

使
っ

て
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

に
表

示
し

、
点

検
者

や
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
作

業
員

は
、

こ
の

情
報

を
見

な
が

ら
配

管
や

配
線

の
状

態
を

確
認

し
た

り
、

必
要

な
箇

所
に

素
早

く
ア

ク
セ

ス
し

た
り

す
る

。
ク

ラ
ウ

ド
上

で
保

守
記

録
を

一
元

管
理

す
る

だ
け

で
な

く
、

異
常

が
発

生
し

た
場

合
に

は
す

ぐ
に

対
処

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

XR
を

利
用

し
た

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

建
築

物
内

の
機

器
・

設
備

の
操

作
や

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

に
必

要
な

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る
た

め
に

、
XR

を
利

用
し

た
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
技

術
が

活
用

さ
れ

て
い

る
。

疑
似

的
な

建
築

物
内

で
の

作
業

を
体

験
す

る
こ

と
が

で
き

る
た

め
、

よ
り

具
体

的
で

安
全

か
つ

効
率

的
な

訓
練

を
促

す
。

例
え

ば
、

火
災

や
地

震
な

ど
の

非
常

時
の

対
応

訓
練

に
は

、
疑

似
的

な
非

常
事

態
を

再
現

す
る

な
ど

、
様

々
な

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

で
活

用
で

き
る

。

東
京

大
学

と
日

本
IB

M
の

共
同

開
発

「
建

築
物

の
保

全
と

管
理

の
た

め
の

拡
張

現
実

感
技

術
」

AR
技

術
を

用
い

て
、

建
築

物
内

の
設

備
や

配
線

な
ど

の
情

報
を

現
実

世
界

に
重

ね
合

わ
せ

、
保

守
や

修
繕

作
業

を
支

援
す

る
。

建
物

管
理

者
は

、
現

場
に

い
な

が
ら

も
正

確
で

迅
速

な
情

報
収

集
が

可
能

に
な

り
、

保
守

・
管

理
作

業
の

効
率

化
や

精
度

向
上

が
期

待
で

き
る

。

10
6

一
般

社
団

法
人

四
十

万
未

来
研

究
所

1
0
7

○
大

林
組

の
V

R
を

活
用

し
た

シ
ス

テ
ム

は
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

後
に

は
確

認
が

で
き

な
い

配
筋

の
間

違
い

を
ゲ

ー
ム

感
覚

で
探

す
こ

と
に

よ
り

、
現

場
で

不
具

合
に

気
づ

く
完

成
を

磨
く

。

5
.4

X
R
を

利
用

し
た

建
築

の
運

用
と

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

「
V
R
施

工
管

理
者

教
育

」

出
所

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.o
b
a
y
a
sh

i.
co

.j
p
/n

e
w

s/
d
e
ta

il/
n
e
w

s2
0
2
2
0
7
0
8
_
1
.h

tm
l

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.y
o
u
tu

b
e
.c

o
m

/w
a
tc

h
?v

=
E
3
u
0
3
7
G

R
e
G

Y
&

t=
1
s

XR
を

利
用

し
た

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

例
：

大
林

組
と

積
木

製
作

「
VR

ie
l（

ヴ
リ

エ
ル

）
」

VR
技

術
を

利
用

し
て

、
鉄

筋
配

筋
の

間
違

い
を

ゲ
ー

ム
感

覚
で

探
せ

る
施

工
管

理
者

向
け

体
験

型
教

育
シ

ス
テ

ム
。

配
筋

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
後

に
は

確
認

で
き

な
い

た
め

、
施

工
管

理
者

は
進

捗
に

合
わ

せ
て

注
意

深
く

誤
り

が
な

い
か

を
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

。
実

地
型

の
体

験
研

修
と

「
VR

ie
l」

に
よ

る
多

種
多

様
な

不
具

合
パ

タ
ー

ン
の

体
験

を
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
実

際
の

現
場

で
不

具
合

に
気

づ
く

感
性

を
磨

く
。

品
質

管
理

レ
ベ

ル
を

向
上

し
、

利
用

者
に

安
全

・
安

心
を

提
供

す
る

こ
と

に
つ

な
が

る
。
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③ 住宅設計のコミュニケーション（冒頭部分） 



住宅設計とコミュニケーション
自然とのコミュニケーション

近代住宅設計における自然との対話

294



=有機的建築

=機能主義建築

295



296



297



住宅設計とコミュニケーション
自然とのコミュニケーション

住宅を自然に取り込む

298



家族とのコミュニケーション
頭のよい子の育つ家

五感を育む

住宅設計とコミュニケーショ
ン

299



300



301



302



303



住宅設計とコミュニケーション
地域とのコミュニケーション

中間領域の役割
縁側とコミュニケーション

304



住宅設計とコミュニケーション
環境とのコミュニケーション

住宅と環境問題

305



306



住宅設計とコミュニケーション
文化とのコミュニケーション

文化が育む空間
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